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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外枠に対して開閉可能な本体枠と、該本体枠に設けられ、遊技球が流下可能な遊技領域
が形成された遊技盤とを備え、前記遊技領域に、遊技球の入球により賞球を付与する入賞
口と、賞球を付与しないアウト口とを設け、前記遊技領域を流下した遊技球を前記本体枠
に設けられる排出通路を介して外部に排出する遊技機において、
　前記入賞口に入球した遊技球を検出可能な入賞センサ部と、
　前記本体枠における前記排出通路に設けられ、前記入賞口に入球せずに前記アウト口に
入球した遊技球を検出可能な排出センサ部と、
　前記入賞センサ部の検出結果と、前記排出センサ部の検出結果とを用いて入賞割合に関
する所定の演算を行う演算手段と、
　前記演算の結果を外部から認識しうる特別情報として表示する特別情報表示手段と、
　当該遊技機の状態を判定する判定手段と、を備え、
　前記判定手段として、
　当該遊技機に特定の異常が発生したことを判定する手段と、
　当該遊技機に対して特定の管理者行為が行われたことを判定する手段と、を有し、
　前記特定の異常が発生した場合と、前記特定の管理者行為が行われた場合には、前記入
賞口あるいは前記アウト口に遊技球が入球したとしても前記演算が行われない非演算状態
になり、
　前記特定の管理者行為が行われたことが判定されてから所定の解除条件が成立するまで
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の間、前記非演算状態とされるものであり、
　前記特別情報表示手段は、当該遊技機の裏面側に設けられ、前記非演算状態とされる間
は、前記演算が行われる状態では表示されない所定の表示を行うものであり、
　さらに、当該遊技機に供給された遊技球を遊技に使用することなく遊技機外部に排出す
る別排出手段を備え、
　前記別排出手段によって排出された遊技球は前記排出センサ部に検出されないように構
成されてなる
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ぱちんこ遊技機（一般的に「パチンコ機」とも称する）や回胴式遊技機（一
般に「パチスロ機」とも称する）等の遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、始動口への入賞に基づいて抽選を行うとともに、表示装置に表示される図柄を変
動表示した後に抽選結果に応じて図柄を停止させ、大当り図柄で停止されると遊技者に有
利な大当り遊技状態を発生させる遊技機がある。（例えば特許文献１）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－０９９７９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の遊技機では、不具合等に対する十分な対策が施されておらず、遊
技機の信頼性が低下してしまう虞があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記の実情に鑑み、信頼性の高い遊技機の提供を課題とするもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の目的を達成するための有効な解決手段を以下に示す。なお、必要に応じてその作
用等の説明を行う。また、理解の容易のため、発明の実施の形態において対応する構成等
についても適宜示すが、何ら限定されるものではない。
　上記した目的を達成するために、請求項１に係る発明においては、
　外枠に対して開閉可能な本体枠と、該本体枠に設けられ、遊技球が流下可能な遊技領域
が形成された遊技盤とを備え、前記遊技領域に、遊技球の入球により賞球を付与する入賞
口と、賞球を付与しないアウト口とを設け、前記遊技領域を流下した遊技球を前記本体枠
に設けられる排出通路を介して外部に排出する遊技機において、
　前記入賞口に入球した遊技球を検出可能な入賞センサ部と、
　前記本体枠における前記排出通路に設けられ、前記入賞口に入球せずに前記アウト口に
入球した遊技球を検出可能な排出センサ部と、
　前記入賞センサ部の検出結果と、前記排出センサ部の検出結果とを用いて入賞割合に関
する所定の演算を行う演算手段と、
　前記演算の結果を外部から認識しうる特別情報として表示する特別情報表示手段と、
　当該遊技機の状態を判定する判定手段と、を備え、
　前記判定手段として、
　当該遊技機に特定の異常が発生したことを判定する手段と、
　当該遊技機に対して特定の管理者行為が行われたことを判定する手段と、を有し、
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　前記特定の異常が発生した場合と、前記特定の管理者行為が行われた場合には、前記入
賞口あるいは前記アウト口に遊技球が入球したとしても前記演算が行われない非演算状態
になり、
　前記特定の管理者行為が行われたことが判定されてから所定の解除条件が成立するまで
の間、前記非演算状態とされるものであり、
　前記特別情報表示手段は、当該遊技機の裏面側に設けられ、前記非演算状態とされる間
は、前記演算が行われる状態では表示されない所定の表示を行うものであり、
　さらに、当該遊技機に供給された遊技球を遊技に使用することなく遊技機外部に排出す
る別排出手段を備え、
　前記別排出手段によって排出された遊技球は前記排出センサ部に検出されないように構
成されてなる
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の遊技機においては、信頼性の高い遊技機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態であるパチンコ機の正面図である。
【図２】パチンコ機の右側面図である。
【図３】パチンコ機の左側面図である。
【図４】パチンコ機の背面図である。
【図５】パチンコ機を右前から見た斜視図である。
【図６】パチンコ機を左前から見た斜視図である。
【図７】パチンコ機を後ろから見た斜視図である。
【図８】演出操作ユニットの押圧操作部が上昇位置の時のパチンコ機の正面図である。
【図９】演出操作ユニットの押圧操作部が上昇位置の時のパチンコ機を右前から見た斜視
図である。
【図１０】本体枠から扉枠を開放させると共に、外枠から本体枠を開放させた状態で前か
ら見たパチンコ機の斜視図である。
【図１１】パチンコ機を扉枠、遊技盤、本体枠、及び外枠に分解して前から見た分解斜視
図である。
【図１２】パチンコ機を扉枠、遊技盤、本体枠、及び外枠に分解して後ろから見た分解斜
視図である。
【図１３】パチンコ機における外枠の正面図である。
【図１４】外枠の背面図である。
【図１５】外枠の右側面図である。
【図１６】外枠を前から見た斜視図である。
【図１７】外枠を後ろから見た斜視図である。
【図１８】外枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図１９】外枠の外枠左組立体及び外枠右組立体を夫々分解して前から見た分解斜視図で
ある。
【図２０】外枠の外枠下組立体を分解して前から見た分解斜視図である。
【図２１】（ａ）は外枠２の外枠上ヒンジ組立体を分解して前上から見た分解斜視図であ
り、（ｂ）は（ａ）を前下から見た分解斜視図である。
【図２２】パチンコ機における扉枠の正面図である。
【図２３】扉枠の背面図である。
【図２４】扉枠の左側面図である。
【図２５】扉枠の右側面図である。
【図２６】扉枠を右前から見た斜視図である。
【図２７】扉枠を左前から見た斜視図である。
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【図２８】扉枠を後ろから見た斜視図である。
【図２９】扉枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図３０】扉枠を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図３１】（ａ）は扉枠の扉枠ベースユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は扉枠
ベースユニットを後ろから見た斜視図である。
【図３２】扉枠ベースユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図３３】扉枠ベースユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図３４】（ａ）は扉枠ベースユニットの球送給ユニットを前から見た斜視図であり、（
ｂ）は球送給ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図３５】（ａ）は球送給ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は球
送給ユニットの後ケースと不正防止部材を外して後から見た分解斜視図である。
【図３６】（ａ）は扉枠ベースユニットのファールカバーユニットを前から見た斜視図で
あり、（ｂ）はファールカバーユニットを後ろから見た斜視図である。
【図３７】蓋部材を外した状態のファールカバーユニットの正面図である。
【図３８】（ａ）は扉枠におけるハンドルユニットを分解して前から見た分解斜視図であ
り、（ｂ）はハンドルユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図３９】扉枠の皿ユニットを見た斜視図である。
【図４０】皿ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図４１】皿ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図４２】皿ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図４３】皿ユニットにおける皿ベースユニットを前から見た斜視図である。
【図４４】皿ユニットにおける皿ベースユニットを後ろから見た斜視図である。
【図４５】皿ベースユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図４６】皿ベースユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図４７】皿ユニットにおける皿装飾ユニットを前から見た斜視図である。
【図４８】皿装飾ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図４９】皿装飾ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図５０】皿装飾ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図５１】皿ユニットにおける演出操作ユニットを演出操作部ボタンユニットの進退方向
から見た平面図である。
【図５２】（ａ）は演出操作ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は演出操作ユニ
ットを後ろから見た斜視図である。
【図５３】演出操作ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図５４】演出操作ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図５５】（ａ）は演出操作ユニットの演出操作リングを上前から見た斜視図であり、（
ｂ）は演出操作リングを下前から見た斜視図である。
【図５６】（ａ）は演出操作リングを分解して上前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は
演出操作リングを分解して下前から見た分解斜視図である。
【図５７】（ａ）は演出操作ユニットの回転駆動ユニットを前から見た斜視図であり、（
ｂ）は回転駆動ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図５８】回転駆動ユニットを分解して右前から見た分解斜視図である。
【図５９】回転駆動ユニットを分解して左前から見た分解斜視図である。
【図６０】演出操作ユニットの演出操作ボタンユニットを分解して前上から見た分解斜視
図である。
【図６１】演出操作ボタンユニットを分解して前下から見た分解斜視図である。
【図６２】（ａ）は押圧操作部が下降位置の時の演出操作ボタンユニットの断面図であり
、（ｂ）押圧操作部が上昇位置の時の演出操作ボタンユニットの断面図である。
【図６３】演出操作ユニットの左側面図において演出操作リングと回転駆動ユニットとの
関係を示す説明図である。
【図６４】演出操作ユニットを押圧操作部の押圧方向から見た平面図において演出操作リ
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ングと演出操作リング装飾基板との関係を示す説明図である。
【図６５】（ａ）は通常の状態で示す皿ユニットの正面図であり、（ｂ）は押圧操作部が
上昇位置の時の皿ユニットの正面図であり、（ｃ）は押圧操作部の中央押圧操作部を押圧
した時の皿ユニットの正面図である。
【図６６】（ａ）は扉枠の扉枠左サイドユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は扉
枠左サイドユニットを後ろから見た斜視図である。
【図６７】扉枠左サイドユニットを分解して前から見た分解斜視図である。
【図６８】扉枠左サイドユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図６９】（ａ）は扉枠の扉枠右サイドユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は扉
枠右サイドユニットを後ろから見た斜視図である。
【図７０】扉枠右サイドユニットを分解して前から見た分解斜視図である。
【図７１】扉枠右サイドユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図７２】（ａ）は扉枠における扉枠トップユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）
は扉枠トップユニットを後ろから見た斜視図であり、（ｃ）はトップ下カバーを外した状
態で示す扉枠トップユニットの底面図である。
【図７３】扉枠トップユニットを分解して前上から見た分解斜視図である。
【図７４】扉枠トップユニットを分解して前下から見た分解斜視図である。
【図７５】各装飾基板と共に示す扉枠の正面図である。
【図７６】パチンコ機における本体枠の正面図である。
【図７７】パチンコ機における本体枠の背面図である。
【図７８】本体枠を右前から見た斜視図である。
【図７９】本体枠を左前から見た斜視図である。
【図８０】本体枠を後ろから見た斜視図である。
【図８１】本体枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図８２】本体枠を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図８３】（ａ）は本体枠における正面左下隅を示す拡大斜視図であり、（ｂ）は本体枠
に対して扉枠を開いた時の本体枠の正面左下隅を示す拡大斜視図である。
【図８４】本体枠に対する扉枠の開閉時における本体枠の接続ケーブル案内部材の動作を
示す説明図である。
【図８５】（ａ）は本体枠における球発射装置を前から見た斜視図であり、（ｂ）は球発
射装置を後ろから見た斜視図である。
【図８６】（ａ）は本体枠の払出ベースユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は払
出ベースユニットを後ろから見た斜視図である。
【図８７】（ａ）は本体枠における払出ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は払
出ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図８８】（ａ）は払出ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であり、
（ｂ）は払出ユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図８９】払出ユニットの払出装置を払出羽根の前後方向中央で切断した背面断面図であ
る。
【図９０】（ａ）は球抜可動片が開状態の時に払出装置を払出羽根の前後方向中央で切断
した背面断面図であり、（ｂ）は（ａ）におけるＡ－Ａ線で切断した断面図である。
【図９１】扉枠のファールカバーユニットと下部満タン球経路ユニットとの関係を示す説
明図である。
【図９２】本体枠における遊技球の流れを示す説明図である。
【図９３】（ａ）は本体枠の基板ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は基板ユニ
ットを後ろから見た斜視図である。
【図９４】基板ユニットを後ろ下から見た斜視図である。
【図９５】基板ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図９６】基板ユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図９７】左右方向中央で切断したパチンコ機の下部を示す拡大側面断面図である。
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【図９８】（ａ）は本体枠の施錠ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は施錠ユニ
ットを後ろから見た斜視図である。
【図９９】（ａ）は本体枠の平面図であり、（ｂ）は（ａ）におけるＢ－Ｂ線で切断した
断面図である。
【図１００】本体枠を後ろから見た斜視図において上部を拡大して示す拡大図である。
【図１０１】（ａ）は球タンクにタンクレール等を組立てた状態で前上から見た斜視図で
あり、（ｂ）は（ａ）を前下から見た斜視図である。
【図１０２】図１０１（ａ）を分解して前から見た分解斜視図である。
【図１０３】本体枠上部における球タンクから溢れた遊技球が流通する領域を示す説明図
である。
【図１０４】本体枠上部における球タンクから溢れた遊技球の流れを示す説明図である。
【図１０５】本体枠上部における迂回通路への遊技球の流れを示す説明図である。
【図１０６】本体枠をヒンジ側の後ろから見た斜視図においてタンクレール付近を拡大し
て示す拡大図である。
【図１０７】パチンコ機においてセンター役物等を不透明にした遊技盤の正面図である。
【図１０８】図１０７の遊技盤を右前から見た斜視図である。
【図１０９】図１０７の遊技盤を左前から見た斜視図である。
【図１１０】遊技盤を後ろから見た斜視図である。
【図１１１】センター役物等を透明にした状態の遊技盤の正面図である。
【図１１２】遊技盤を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
【図１１３】遊技盤を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図１１４】図１０７におけるＣ－Ｃ線で切断した断面図である。
【図１１５】図１０７におけるＤ－Ｄ線で切断した断面図である。
【図１１６】遊技パネルの面と平行に表ユニットを切断して遊技球が流通する遊技領域内
と障害釘とを現した状態で示す遊技盤の正面図である。
【図１１７】（ａ）は遊技盤における前構成部材及び遊技パネルを前から見た斜視図であ
り、（ｂ）は前構成部材及び遊技パネルを後ろから見た斜視図である。
【図１１８】（ａ）は遊技盤における表ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は遊
技盤における表ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図１１９】表ユニットにおける右側の遊技球の流路を示す説明図である。
【図１２０】（ａ）は案内通路群における第一案内通路を流通する遊技球の流れを示す説
明図であり、（ｂ）は案内通路群における第二案内通路を流通する遊技球の流れを示す説
明図である。
【図１２１】（ａ）は役物入賞口に受入れられた遊技球の流れを示す説明図であり、（ｂ
）は（ａ）における第三振分装置の部位を平面から示す説明図であり、（ｃ）は（ａ）に
おける第二振分装置の部位を示す説明図である。
【図１２２】「小当り」の種類に応じた役物入賞口と第一振分装置及び第二振分装置の動
作のタイミングを示す説明図である。
【図１２３】（ａ）はアタッカユニットにおける遊技球の流れを示す説明図であり、（ａ
）におけるＥ－Ｅ線で切断した断面図である。
【図１２４】（ａ）～（ｄ）は図１１６とは異なる案内通路群の実施形態を示す説明図で
ある。
【図１２５】（ｅ）及び（ｆ）は更に異なる案内通路群の実施形態を示す説明図である。
【図１２６】（ａ）は裏ユニットにおけるアウト球検知ユニットの正面図であり、（ｂ）
はアウト球検知ユニットの右側面図であり、（ｃ）はアウト球検知ユニットの背面図であ
り、（ｄ）はアウト球検知ユニットを前から見た斜視図であり、（ｅ）はアウト球検知ユ
ニットを後ろから見た斜視図であり、（ｆ）はアウト球検知ユニットと右前下寄りの位置
から見た斜視図であり、（ｇ）はアウト球検知ユニットを右下後方から見た斜視図である
。
【図１２７】（ａ）はアウト球検知ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、（
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ｂ）はアウト球検知ユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図１２８】（ａ）は遊技パネルとアウト球検知ユニットとの関係を示す斜視図であり、
（ｂ）は遊技パネルにアウト球検知ユニットを当接させた状態で示す斜視図である。
【図１２９】遊技盤に組立ててアウト口右センサの中心で上下に切断して右側から見た拡
大断面図である。
【図１３０】遊技盤に組立てた状態で前方からアウト口の付近を示す斜視図である。
【図１３１】（ａ）は裏ユニットの導光板演出ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ
）は導光板演出ユニットを後ろから見た斜視図である。
【図１３２】導光板演出ユニットにおける導光板と絵柄用基板との関係を正面から示す説
明図である。
【図１３３】（ａ）は導光板の第一絵柄を発光させた状態を示す説明図であり、（ｂ）は
導光板の第二絵柄を発光させた状態を示す説明図である。
【図１３４】裏ユニットの導光板演出ユニットの導光板において第二絵柄を発光装飾させ
た状態で示す遊技盤の正面図である。
【図１３５】裏ユニットの導光板演出ユニットの導光板において第一絵柄を発光装飾させ
た状態で示す遊技盤の正面図である。
【図１３６】パチンコ機の制御構成を概略で示すブロック図である。
【図１３７】主制御側電源投入時処理の一例を示すフローチャートである。
【図１３８】図１３７の主制御側電源投入時処理のつづきを示すフローチャートである。
【図１３９】主制御側タイマ割り込み処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４０】払出制御部電源投入時処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４１】図１４０の払出制御部電源投入時処理のつづきを示すフローチャートである
。
【図１４２】図１４１に続いて払出制御部電源投入時処理のつづきを示すフローチャート
である。
【図１４３】払出制御部タイマ割り込み処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４４】周辺制御部電源投入時処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４５】周辺制御部Ｖブランク割り込み処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４６】周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４７】周辺制御部コマンド受信割り込み処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４８】周辺制御部停電予告信号割り込み処理の一例を示すフローチャートである。
【図１４９】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される特別図柄及び特別電動役物
制御処理についてその手順を示すフローチャートである。
【図１５０】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される第一始動口通過処理につい
てその手順を示すフローチャートである。
【図１５１】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される事前判定処理についてその
手順を示すフローチャートである。
【図１５２】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される第二始動口通過処理につい
てその手順を示すフローチャートである。
【図１５３】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される第一特別図柄プロセス処理
についてその手順を示すフローチャートである。
【図１５４】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される第一特別図柄通常処理につ
いてその手順を示すフローチャートである。
【図１５５】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される当り判定処理についてその
手順を示すフローチャートである。
【図１５６】（Ａ）は、大当りについての抽選処理に用いられる当り判定テーブルであり
、（Ｂ）は、大当りの種類についての抽選処理に用いられる大当り図柄図柄決定テーブル
であり、（Ｃ）は、小当りの種類についての抽選処理に用いられる小当り図柄図柄決定テ
ーブルである。
【図１５７】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される第一特別図柄停止図柄設定
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処理についてその手順を示すフローチャートである。
【図１５８】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される第一変動パターン設定処理
についてその手順を示すフローチャートである。
【図１５９】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される第一特別図柄変動処理につ
いてその手順を示すフローチャートである。
【図１６０】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される第一特別図柄停止処理につ
いてその手順を示すフローチャートである。
【図１６１】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される大当り制御処理についてそ
の手順を示すフローチャートである。
【図１６２】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される小当り制御処理についてそ
の手順を示すフローチャートである。
【図１６３】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される普通図柄及び普通電動役物
制御処理についてその手順を示すフローチャートである。
【図１６４】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される小当り開始処理についてそ
の手順を示すフローチャートである。
【図１６５】同実施の形態の主制御ＭＰＵによって実行される小当り中処理についてその
手順を示すフローチャートである。
【図１６６】エラー報知の態様例である。
【図１６７】音量調節及び所定の周波数帯域の音出力抑制のタイミングを示すタイミング
図である。
【図１６８】音量調節及び所定の周波数帯域の音出力抑制のタイミングを示すタイミング
図である。
【図１６９】音量調節及び所定の周波数帯域の音出力抑制のタイミングを示すタイミング
図である。
【図１７０】遊技機の設定値に応じた当選確率等を示すテーブルである。
【図１７１】設定値を変更する手順について示す説明図である。
【図１７２】変動パターンの決定に用いられる変動パターンテーブルである。
【図１７３】第一案内通路に右検出センサが設けられる実施形態を示す説明図である。
【図１７４】右検出センサを用いた警告演出の実行時における具体的な演出例である。
【図１７５】第一案内通路と第二案内通路とに検出センサが設けられる実施形態を示す説
明図である。
【図１７６】右検出センサ及び左検出センサを用いた警告演出の実行時における具体的な
演出例である。
【図１７７】第一案内通路および第二案内通路に球詰まり解消穴が設けられる実施形態を
示す説明図である。
【図１７８】第一案内通路および第二案内通路に球詰まり解消穴が設けられる実施形態を
示す説明図である。
【図１７９】第一案内通路および第二案内通路の入口付近に第二アウト口が設けられる実
施形態を示す説明図である。
【図１８０】第一案内通路の内部の出口付近に第二アウト口が設けられる実施形態を示す
説明図である。
【図１８１】異常が発生した場合における演算の実行状態を示す説明図である。
【図１８２】異常が発生した場合における演算の実行状態を示す説明図である。
【図１８３】アウト口とは別に第二アウト口および第三アウト口が設けられる実施形態を
示す説明図である。
【図１８４】アウト口とは別に第二アウト口および第三アウト口が設けられた場合におけ
る演算の実行状態を示す説明図である。
【図１８５】導光板の発光色パターンが設定された発光色パターンテーブルである。
【図１８６】演出表示装置の表示領域の周囲に複数の装飾体が設けられる実施形態を示す
説明図である。
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【図１８７】発光演出の実行時における導光板および複数の装飾体での具体的な演出例で
ある。
【図１８８】模倣演出の実行時における導光板および演出表示装置に表示される絵柄であ
る。
【図１８９】模倣演出の実行時における導光板および演出表示装置での具体的な演出例で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
［１．パチンコ機の全体構造］
　本発明の一実施形態であるパチンコ機１について、図面を参照して詳細に説明する。ま
ず、図１乃至図１２を参照して本実施形態のパチンコ機１の全体構成について説明する。
図１は本発明の一実施形態であるパチンコ機の正面図である。図２はパチンコ機の右側面
図であり、図３はパチンコ機の左側面図であり、図４はパチンコ機の背面図である。図５
はパチンコ機を右前から見た斜視図であり、図６はパチンコ機を左前から見た斜視図であ
り、図７はパチンコ機を後ろから見た斜視図である。図８は演出操作ユニットの押圧操作
部が上昇位置の時のパチンコ機の正面図であり、図９は演出操作ユニットの押圧操作部が
上昇位置の時のパチンコ機を右前から見た斜視図である。また、図１０は、本体枠から扉
枠を開放させると共に、外枠から本体枠を開放させた状態で前から見たパチンコ機の斜視
図である。図１１はパチンコ機を扉枠、遊技盤、本体枠、及び外枠に分解して前から見た
分解斜視図であり、図１２はパチンコ機を扉枠、遊技盤、本体枠、及び外枠に分解して後
ろから見た分解斜視図である。
【００１２】
　本実施形態のパチンコ機１は、遊技ホールの島設備（図示しない）に設置される枠状の
外枠２と、外枠２の前面を開閉可能に閉鎖する扉枠３と、扉枠３を開閉可能に支持してい
ると共に外枠２に開閉可能に取付けられている本体枠４と、本体枠４に前側から着脱可能
に取付けられると共に扉枠３を通して遊技者側から視認可能とされ遊技者によって遊技球
Ｂ（図９０を参照）が打込まれる遊技領域５ａを有した遊技盤５と、を備えている。
【００１３】
　外枠２は、正面視の形状が上下に延びた四角形の枠に形成されている。外枠２は、左右
に離間しており上下に延びている外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０と、外枠左組立
体１０及び外枠右組立体２０の上端同士を連結している外枠上部材３０と、外枠左組立体
１０及び外枠右組立体２０の下端同士を連結している外枠下組立体４０と、外枠上部材３
０の上面左端に取付けられている外枠上ヒンジ組立体５０と、外枠左組立体１０の右側面
下部と外枠下組立体４０の上面左端に取付けられている外枠下ヒンジ部材６０と、を備え
ている。
【００１４】
　外枠２は、パチンコ機１が設置される遊技ホールの島設備に取付けられ、外枠上ヒンジ
組立体５０と外枠下ヒンジ部材６０とによって、本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０と
本体枠下ヒンジ組立体５２０とを同軸上で回転可能に支持して、本体枠４を正面視左側を
中心にして前方へ開閉可能に取付けるためのものである。
【００１５】
　また、扉枠３は、本体枠４を閉じた時に、外枠下組立体４０が、本体枠４における基板
ユニット６２０のスピーカユニット６２０ａと協働して、本体枠スピーカ６２２のエンク
ロージャ６２４の一部を形成し、本体枠スピーカ６２２の後方へ出力されたサウンドを、
位相反転させて前方へ放射することで、より重低音のサウンドを遊技者に聴かせることが
できるものである。
【００１６】
　扉枠３は、遊技球Ｂが打込まれる遊技盤５の遊技領域５ａを前側から視認可能に閉鎖し
、遊技領域５ａ内に打込むための遊技球Ｂを貯留すると共に、貯留している遊技球Ｂを遊
技領域５ａ内へ打込むために遊技者が操作するハンドル１８２を備えているものである。
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また、扉枠３は、パチンコ機１の前面全体を装飾するものである。
【００１７】
　また、扉枠３は、ハンドル１８２とは別に遊技者が操作可能な演出操作部３０１を備え
ており、遊技者参加型演出が実行された際に、遊技者が演出操作部３０１を操作すること
で遊技者が演出に参加できるようになり、遊技球Ｂによる遊技に加えて、演出操作部３０
１の操作によっても遊技者を楽しませることができるようにしている。
【００１８】
　本体枠４は、後部が外枠２の枠内に挿入可能とされると共に遊技盤５の外周を支持可能
とされた枠状の本体枠ベースユニット５００と、本体枠４を外枠２に対して開閉可能に取
付けると共に扉枠３を開閉可能に取付けるための本体枠上ヒンジ部材５１０及び本体枠下
ヒンジ組立体５２０と、本体枠ベースユニット５００を補強している本体枠補強フレーム
５３０と、遊技盤５の遊技領域５ａ内に遊技球Ｂを打込むための球発射装置５４０と、遊
技ホールの島設備から供給される遊技球Ｂを受取る払出ベースユニット５５０と、払出ベ
ースユニット５５０で受取った遊技球Ｂを遊技者側へ払出すための払出ユニット５６０と
、電源基板６３０や払出制御基板６３３を有している基板ユニット６２０と、本体枠ベー
ス５０１に取付けられた遊技盤５の後側を覆う裏カバー６４０と、外枠２と本体枠４、及
び扉枠３と本体枠４の間を施錠する施錠ユニット６５０と、を備えている。
【００１９】
　本体枠４は、遊技球Ｂを打込むことで遊技が行われる遊技領域５ａを有した遊技盤５を
保持すると共に、遊技球Ｂを遊技者側へ払出したり、遊技に使用された遊技球Ｂをパチン
コ機１の後方（遊技ホールの島設備側）へ排出したり、するためのものである。本体枠４
は、前方が開放された箱状に形成されており、内部に前方から遊技盤５が着脱可能に収容
される。また、本体枠４は、正面左辺側前端の上下において、遊技ホールの島設備に取付
けられる枠状の外枠２に開閉可能に取付けられると共に、開放された前面側が閉鎖される
ように扉枠３が開閉可能に取付けられる。
【００２０】
　遊技盤５は、遊技者の操作によって遊技球Ｂが行われる遊技領域５ａと、遊技領域５ａ
の外周を区画し外形が正面視略四角形状とされた前構成部材１０００と、前構成部材１０
００の後側に取付けられており遊技領域５ａの後端を区画する板状の遊技パネル１１００
と、遊技パネル１１００の後側下部に取付けられている基板ホルダ１２００と、基板ホル
ダ１２００の後面に取付けられており主制御基板１３１０を有している主制御ユニット１
３００と、主制御基板１３１０からの制御信号に基づいて遊技状況を表示する機能表示ユ
ニット１４００と、遊技パネル１１００の後側に配置されている周辺制御ユニット１５０
０（図１２を参照）と、正面視において遊技領域５ａの中央に配置されており所定の演出
画像を表示可能な演出表示装置１６００と、遊技パネル１１００の前面に取付けられる表
ユニット２０００と、遊技パネル１１００の後面に取付けられる裏ユニット３０００と、
を備えている。裏ユニット３０００には、遊技状態に応じて可動演出や発光演出を行うこ
とが可能な各種の演出ユニットを備えている。
【００２１】
　遊技盤５の遊技領域５ａ内には、遊技球Ｂと当接し所定のゲージ配列で植設されている
複数の障害釘と、遊技球Ｂの受入れ又は通過により遊技者に対して所定の特典（例えば、
所定数の遊技球Ｂの払出し）を付与する一般入賞口２００１、第一始動口２００２、普通
入賞口２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５と、を備えている。障害釘
Ｎは、遊技パネル１１００の前面に植設されている。一般入賞口２００１、第一始動口２
００２、普通入賞口２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５は、表ユニッ
ト２０００に備えられている。
【００２２】
　遊技盤５の遊技領域５ａ内には、遊技者がハンドルユニット１８０のハンドル１８２を
操作することで、遊技球Ｂを打込むことができる。これにより、遊技球Ｂが、遊技領域５
ａ内の一般入賞口２００１、第一始動口２００２、普通入賞口２００３、第二始動口２０
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０４、及び大入賞口２００５等に、受入れられたり通過したりするように、遊技者に対し
てハンドル１８２の打込操作を楽しませることができる。
【００２３】
　また、遊技盤５は、遊技領域５ａ内に遊技球Ｂを打込むことで変化する遊技状態に応じ
て、演出表示装置１６００に所定の演出画像を表示させたり、導光板演出ユニット３１０
０、裏演出ユニット３２００、等により発光演出を行わせたりして、遊技者を楽しませる
ことができる。
【００２４】
［２．外枠の全体構成］
　パチンコ機１の外枠２について、図１３乃至図１８を参照して説明する。図１３はパチ
ンコ機における外枠の正面図であり、図１４は外枠の背面図であり、図１５は外枠の右側
面図である。また、図１６は外枠を前から見た斜視図であり、図１７は外枠を後ろから見
た斜視図である。図１８は、外枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図である。
外枠２は、遊技ホール等のパチンコ機１が設置される島設備（図示は省略）に取付けられ
るものである。外枠２は、正面視の形状が上下に延びた四角形の枠に形成されている。
【００２５】
　外枠２は、図示するように、左右に離間しており上下に延びている外枠左組立体１０及
び外枠右組立体２０と、外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の上端同士を連結してい
る外枠上部材３０と、外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の下端同士を連結している
外枠下組立体４０と、外枠上部材３０の上面左端に取付けられている外枠上ヒンジ組立体
５０と、外枠左組立体１０の右側面下部と外枠下組立体４０の上面左端に取付けられてい
る外枠下ヒンジ部材６０と、を備えている。
【００２６】
　外枠２は、本体枠４を閉じた時に、外枠下組立体４０が、本体枠４における基板ユニッ
ト６２０のスピーカユニット６２０ａと協働して、本体枠スピーカ６２２のエンクロージ
ャ６２４の一部を形成していると共に、本体枠スピーカ６２２の後方へ出力されたサウン
ドを、位相反転させて前方へ放射することができるものである。
【００２７】
　外枠２は、外枠上ヒンジ組立体５０が、本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０を着脱可
能に支持することができる。外枠２は、外枠上ヒンジ組立体５０と外枠下ヒンジ部材６０
とによって、本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０と本体枠下ヒンジ組立体５２０とを同
軸上で回転可能に支持することができ、本体枠４を正面視左側を中心にして前方へ開閉可
能に取付けることができる。
【００２８】
［２－１．外枠左組立体及び外枠右組立体］
　外枠２の外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０について、主に図１９を参照して詳細
に説明する。図１９は、外枠の外枠左組立体及び外枠右組立体を夫々分解して前から見た
分解斜視図である。外枠２の外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０は、夫々が上下に延
びており、互いに左右に離間して配置されている。外枠左組立体１０及び外枠右組立体２
０は、本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０及び本体枠下ヒンジ組立体５２０を同軸上で
回転可能に支持して、外枠２に対して本体枠４を開閉可能に取付けるためのものである。
【００２９】
　まず、外枠左組立体１０は、前後方向が一定の幅（奥行）で上下に延びている外枠左部
材１１と、外枠左部材１１の右側面上端に取付けられている左上連結部材１２と、外枠左
部材１１の右側面下端に取付けられている左下連結部材１３と、を備えている。
【００３０】
　外枠左部材１１は、一定の断面形状で上下に延びており、アルミ合金の押出型材によっ
て形成されている。外枠左部材１１は、左側面における前後方向を三等分したうちの後側
の部位において平坦状に右方へ窪んでいる凹部１１ａと、右側面における凹部１１ａとは
反対側の部位から右方へ膨出している膨出部１１ｂと、膨出部１１ｂを上下に貫通してい
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る空洞部１１ｃと、を備えている。外枠左部材１１は、凹部１１ａや膨出部１１ｂによっ
て、強度・剛性が高められていると共に、空洞部１１ｃによって、重量が軽減されている
。
【００３１】
　また、外枠左部材１１は、左右両側面において、上下に延びた複数の溝が形成されてい
る。左側面の複数の溝は、Ｖ字状に形成されており、右側面の複数の溝は、半円形状に形
成されている。外枠左部材１１は、後述する外枠右組立体２０の外枠右部材２１と左右対
称形状に形成されている。
【００３２】
　左上連結部材１２は、外枠左部材１１の上端と外枠上部材３０の左端とを連結するため
のものである。左上連結部材１２は、水平に延びた平板状の水平固定部１２ａと、水平固
定部１２ａの左辺における前後方向の中間から上方へ延出している平板状の上横固定部１
２ｂと、水平固定部１２ａの左辺における上横固定部１２ｂの前後両側から下方へ延出し
ている平板状の一対の下横固定部１２ｃと、を備えている。左上連結部材１２は、平板状
の金属板を屈曲させて形成されている。
【００３３】
　左上連結部材１２は、後側の下横固定部１２ｃを外枠左部材１１の空洞部１１ｃ内に挿
入させると共に、水平固定部１２ａを外枠左部材１１の上端に当接させ、更に、前側及び
後側の下横固定部１２ｃを外枠左部材１１の右側面に当接させた状態で、外枠左部材１１
の左側面の外側から下横固定部１２ｃにビスを捩じ込むことで、外枠左部材１１に取付け
られる。また、左上連結部材１２は、水平固定部１２ａを外枠上部材３０の左端側の下面
に当接させると共に、上横固定部１２ｂを外枠上部材３０の左側面の切欠部３０ａ内に挿
入させた状態で、水平固定部１２ａ及び上横固定部１２ｂを通して外枠上部材３０にビス
を捩じ込むことで、外枠上部材３０に取付けられる。
【００３４】
　左下連結部材１３は、外枠左部材１１の下端と外枠下組立体４０（外枠下部材４１）の
左端とを連結するためのものである。左下連結部材１３は、水平に延びた平板状の水平固
定部１３ａと、水平固定部１３ａの左辺から上方へ延出していると共に水平固定部１３ａ
よりも後方へ延出している平板状の上横固定部１３ｂと、上横固定部１３ｂの下辺におけ
る水平固定部よりも後側の部位から下方へ延出している平板状の下横固定部１３ｃと、上
横固定部１３ｂの後辺から右方へ短く延出している平板状の当接部１３ｄと、を備えてい
る。左下連結部材１３は、平板状の金属板を屈曲させて形成されている。
【００３５】
　左下連結部材１３は、当接部１３ｄの後面を外枠左部材１１の膨出部１１ｂの前面に当
接させると共に、上横固定部１３ｂの左側面を外枠左部材１１の右側面に当接させ、水平
固定部１３ａの下面を外枠左部材１１の下端と一致させた状態で、外枠左部材１１の左側
面の外側から上横固定部１３ｂにビスを捩じ込むことで、外枠左部材１１に取付けられる
。また、左下連結部材１３は、水平固定部１３ａを外枠下部材４１の左端側の上面に当接
させると共に、下横固定部１３ｃを外枠下部材４１の左側面の切欠部４１ａに挿入させた
状態で、水平固定部１３ａ及び下横固定部１３ｃを通して外枠下部材にビスを捩じ込むこ
とで、外枠下部材４１に取付けられる。
【００３６】
　次に、外枠右組立体２０は、前後方向が一定の幅（奥行）で上下に延びている外枠右部
材２１と、外枠右部材２１の左側面上端に取付けられている右上連結部材２２と、外枠右
部材２１の左側面下端に取付けられている右下連結部材２３と、外枠右部材２１の左側面
上部に取付けられている上鉤掛部材２４と、外枠右部材２１の左側面下部に取付けられて
いる下鉤掛部材２５と、を備えている。
【００３７】
　外枠右部材２１は、一定の断面形状で上下に延びており、アルミ合金の押出型材によっ
て形成されている。外枠右部材２１は、右側面における前後方向を三等分したうちの後側
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の部位において平坦状に左方へ窪んでいる凹部２１ａと、左側面における凹部２１ａとは
反対側の部位から左方へ膨出している膨出部２１ｂと、膨出部２１ｂを上下に貫通してい
る空洞部２１ｃと、を備えている。外枠右部材２１は、凹部２１ａや膨出部２１ｂによっ
て、強度・剛性が高められていると共に、空洞部２１ｃによって、重量が軽減されている
。
【００３８】
　また、外枠右部材２１は、左右両側面において、上下に延びた複数の溝が形成されてい
る。右側面の複数の溝は、Ｖ字状に形成されており、左側面の複数の溝は、半円形状に形
成されている。外枠右部材２１は、外枠左組立体１０の外枠左部材１１と左右対称形状に
形成されている。
【００３９】
　右上連結部材２２は、外枠右部材２１の上端と外枠上部材３０の右端とを連結するため
のものである。右上連結部材２２は、水平に延びた平板状の水平固定部２２ａと、水平固
定部２２ａの右辺における前後方向の中間から上方へ延出している平板状の上横固定部２
２ｂと、水平固定部２２ａの右辺における上横固定部２２ｂの前後両側から下方へ延出し
ている平板状の一対の下横固定部２２ｃと、を備えている。右上連結部材２２は、平板状
の金属板を屈曲させて形成されている。
【００４０】
　右上連結部材２２は、後側の下横固定部２２ｃを外枠右部材２１の空洞部２１ｃ内に挿
入させると共に、水平固定部２２ａを外枠右部材２１の上端に当接させ、更に、前側及び
後側の下横固定部２２ｃを外枠右部材２１の左側面に当接させた状態で、外枠右部材２１
の右側面の外側から下横固定部２２ｃにビスを捩じ込むことで、外枠右部材２１に取付け
られる。また、右上連結部材２２は、水平固定部２２ａを外枠上部材３０の右端側の下面
に当接させると共に、上横固定部２２ｂを外枠上部材３０の右側面の切欠部３０ａ内に挿
入させた状態で、水平固定部２２ａ及び上横固定部２２ｂを通して外枠上部材３０にビス
を捩じ込むことで、外枠上部材３０に取付けられる。
【００４１】
　右下連結部材２３は、外枠右部材２１の下端と外枠下組立体４０（外枠下部材４１）の
右端とを連結するためのものである。右下連結部材２３は、水平に延びた平板状の水平固
定部２３ａと、水平固定部２３ａの右辺から上方へ延出していると共に水平固定部２３ａ
よりも後方へ延出している平板状の上横固定部２３ｂと、上横固定部２３ｂの下辺におけ
る水平固定部よりも後側の部位から下方へ延出している平板状の下横固定部２３ｃと、上
横固定部２３ｂの後辺から左方へ短く延出している平板状の当接部２３ｄと、を備えてい
る。右下連結部材２３は、平板状の金属板を屈曲させて形成されている。
【００４２】
　右下連結部材２３は、当接部２３ｄの後面を外枠右部材２１の膨出部２１ｂの前面に当
接させると共に、上横固定部２３ｂの右側面を外枠右部材２１の左側面に当接させ、水平
固定部２３ａの下面を外枠右部材２１の下端と一致させた状態で、外枠右部材２１の右側
面の外側から上横固定部２３ｂにビスを捩じ込むことで、外枠右部材２１に取付けられる
。また、右下連結部材２３は、水平固定部２３ａを外枠下部材４１の右端側の上面に当接
させると共に、下横固定部２３ｃを外枠下部材４１の右側面の切欠部４１ａに挿入させた
状態で、水平固定部２３ａ及び下横固定部２３ｃを通して外枠下部材にビスを捩じ込むこ
とで、外枠下部材４１に取付けられる。
【００４３】
　上鉤掛部材２４及び下鉤掛部材２５は、後述する本体枠４における施錠ユニット６５０
の外枠用鉤６５３が掛止されるものである。上鉤掛部材２４は、前後方向に一定の幅で上
下に延びており外枠右部材２１の左側面に取付けられる平板状の取付部２４ａと、取付部
２４ａの前辺から左方へ延出しており上側の外枠用鉤６５３が掛止される平板状の掛止片
部２４ｂと、を備えている。
【００４４】
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　下鉤掛部材２５は、前後方向に一定の幅で上下に延びており外枠右部材２１の左側面に
取付けられる平板状の取付部２５ａと、取付部２５ａの前辺から左方へ延出しており下側
の外枠用鉤６５３が掛止される平板状の掛止片部２５ｂと、掛止片部２５ｂを前後に貫通
しており下側の外枠用鉤６５３が挿通可能な挿通口２５ｃと、を備えている。
【００４５】
［２－２．外枠上部材］
　外枠２の外枠上部材３０について、主に図１８を参照して詳細に説明する。外枠上部材
３０は、左右に離間している外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の上端同士を連結す
るためのものである。外枠上部材３０は、前後方向の幅が、外枠左部材１１及び外枠右部
材２１の前後方向と略同じ幅で、上下方向の厚さが一定で、左右方向に延びており、木材
によって形成されている。外枠上部材３０は、左右方向の長さが、後述する外枠下組立体
４０の外枠下部材４１の左右方向の長さと同じに形成されている。
【００４６】
　外枠上部材３０は、左右両側面における前後方向の中央において、上下に貫通した状態
で左右方向中央側へ夫々窪んでいる切欠部３０ａを備えている。これら左右両端の切欠部
３０ａには、左上連結部材１２の上横固定部１２ｂ及び右上連結部材２２の上横固定部２
２ｂが夫々挿入された状態で取付けられる。
【００４７】
　また、外枠上部材３０は、左側端部において、上面と前面が一般面よりも窪んだ取付段
部３０ｂを備えている。この取付段部３０ｂには、後述する外枠上ヒンジ組立体５０が取
付けられる。
【００４８】
［２－３．外枠下組立体］
　外枠２の外枠下組立体４０について、主に図２０を参照して詳細に説明する。図２０は
、外枠の外枠下組立体を分解して前から見た分解斜視図である。外枠下組立体４０は、左
右に離間している外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の下端同士を連結すると共に、
パチンコ機１において扉枠３よりも下側を閉鎖して装飾するためのものである。
【００４９】
　外枠下組立体４０は、左右に離間している外枠左組立体１０及び外枠右組立体２０の下
端同士を連結しており左右に延びている外枠下部材４１と、外枠下部材４１の前方に配置
されており外枠下部材４１に沿って左右に延びていると共に後方が開放されている箱状の
幕板前部材４２と、幕板前部材４２の後側に取付けられていると共に外枠下部材４１の上
面に取付けられており前方が開放されている左右に延びた箱状の幕板後部材４３と、幕板
後部材４３の上面における左端に形成されている球噛防止機構４４と、を備えている。
【００５０】
　外枠下部材４１は、前後方向の幅が、外枠左部材１１及び外枠右部材２１の前後方向と
略同じ幅で、上下方向の厚さが一定で、左右方向に延びており、木材によって形成されて
いる。外枠下部材４１は、左右方向の長さが、外枠上部材３０の左右方向の長さと同じに
形成されている。
【００５１】
　外枠下部材４１は、左右両側面における前後方向の中央において、上下に貫通した状態
で左右方向中央側へ夫々窪んでいる切欠部４１ａを備えている。これら左右両端の切欠部
４１ａには、左下連結部材１３の下横固定部１３ｃ及び右下連結部材２３の下横固定部２
３ｃが夫々挿入された状態で取付けられる。これにより、外枠左部材１１及び外枠右部材
２１の下端同士を連結することができる。
【００５２】
　また、外枠下部材４１は、上面から凹んでおり、幕板後部材４３の下部が挿入される凹
部４１ｂを備えている。凹部４１ｂは、左右に延びていると共に、前後方向中央の後ろ寄
りの位置から前端側へ抜けている。この凹部４１ｂにより、幕板前部材４２及び幕板後部
材４３により形成される幕板内部空間４０ａの容積を可及的に広くしている。
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【００５３】
　幕板前部材４２は、左右方向の長さが外枠下部材４１と同じ長さに延びており、高さに
対して前後方向の奥行が短い横長の直方体状の箱状に形成されており、後側の全面が開放
されている。幕板前部材４２は、開放されている後側を、幕板後部材４３によって閉鎖す
ることで、幕板後部材４３と協働して本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４の一
部となる幕板内部空間４０ａを形成する。幕板前部材４２は、右端付近の前面において、
前後に貫通していると共に左右に延びている長孔状の開口部４２ａを備えている。
【００５４】
　幕板後部材４３は、左右方向の長さが外枠下部材４１よりも若干短く延びており、前方
が開放された箱状に形成されている。幕板後部材４３は、前面に幕板前部材４２を取付け
ることで、幕板前部材４２と協働して本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４の一
部となる幕板内部空間４０ａを形成する。幕板後部材４３は、上面における左右方向中央
部において、左右に延びていると共に上方へ突出しており幕板内部空間４０ａと連通して
いる筒状の接続筒部４３ａを有している。接続筒部４３ａは、上端が、幕板後部材４３の
一般的な上面と一致している前端側から後方へ向かうほど上方へ位置するように傾斜して
いる。本実施形態では、接続筒部４３ａの上端は、４５度の角度で傾斜している。
【００５５】
　この接続筒部４３ａは、左右方向の長さが、幕板後部材４３全体の約１／３の長さに形
成されていると共に、前後方向の奥行が、幕板後部材４３全体の奥行よりも若干短く形成
されている。接続筒部４３ａ内には、前端側と後端側とを結ぶ複数のリブ４３ｂが備えら
れている。この接続筒部４３ａの上端には、外枠２に対して本体枠４を閉じた時に、本体
枠４における基板ユニット６２０のスピーカユニット６２０ａにおけるスピーカカバー６
２１の接続部６２１ｃが接続されて、スピーカユニット６２０ａの内部空間と連通した状
態となり、エンクロージャ６２４を形成する。
【００５６】
　球噛防止機構４４は、幕板後部材４３の上面における左端において、外枠下ヒンジ部材
６０の部位に遊技球Ｂが滞留することで、外枠２と本体枠４との間に遊技球Ｂが挟まれる
のを防止するためのものである。
【００５７】
　球噛防止機構４４は、幕板後部材４３の上面における左端に形成されており、後述する
外枠下ヒンジ部材６０が際されるように平坦に形成された載置部４４ａと、載置部４４ａ
の左端において上方へ向かって開口している第一排出口４４ｂと、載置部４４ａにおける
第一排出口４４ｂよりも右方で上方へ向かって開口している第二排出口４４ｃと、載置部
４４ａの後辺及び右辺から上方へ延出している立壁部４４ｄと、立壁部４４ｄの上端から
前方へ突出していると共に上面が後方へ向かうに従って上方に位置するように傾斜してい
る上端突出部４４ｅと、を備えている。
【００５８】
　第一排出口４４ｂは、後述する外枠下ヒンジ部材６０の排出孔６０ｄと一致する位置に
形成されている。第一排出口４４ｂ及び第二排出口４４ｃは、遊技球Ｂが通過可能な大き
さに形成されている。第一排出口４４ｂ及び第二排出口４４ｃは、幕板内部空間４０ａと
は連通しておらず、幕板後部材４３の後面に開口している。従って、第一排出口４４ｂ及
び第二排出口４４ｃに進入した遊技球Ｂを、幕板後部材４３の後方へ排出することができ
る。
【００５９】
　この球噛防止機構４４は、球噛防止機構４４は、外枠下ヒンジ部材６０と後述する本体
枠下ヒンジ組立体５２０との間の隙間を通して、ピアノ線等の不正な工具が挿入された場
合、載置部４４ａの後端から立上っている立壁部４４ｄにより、不正な工具の侵入を阻止
することができる。仮に、不正な工具の先端が立壁部４４ｄに当接することで、上方へ曲
がったとしても、立壁部４４ｄの上端に備えられている前方へ突出した上端突出部４４ｅ
に当接し、これ以上の侵入を阻止することができる。従って、外枠下ヒンジ部材６０の部
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位を介して、不正行為が行われるのを防止することができる。
【００６０】
　ところで、載置部４４ａの後端に立壁部４４ｄを備えた場合、外枠２に対して本体枠４
を開けた時に、何らかの理由により載置部４４ａ上に落下した遊技球Ｂが、立壁部４４ｄ
によって外枠２の後方への移動が阻止されるため、載置部４４ａ上に遊技球Ｂが滞留し易
くなる。そして、載置部４４ａ上に遊技球Ｂが滞留していると、外枠２に対して本体枠４
を閉じる際に、外枠２と本体枠４との間に遊技球Ｂが挟み込まれてしまい、本体枠４を閉
じることができなくなる問題が発生する。
【００６１】
　これに対して、本実施形態の球噛防止機構４４では、外枠下ヒンジ部材６０上や載置部
４４ａ上に落下した遊技球Ｂを、外枠下ヒンジ部材６０の排出孔６０ｄと第一排出口４４
ｂを通して、又は、第二排出口４４ｃを通して、遊技球Ｂを幕板後部材４３の後方（外枠
２の後方）へ排出することができ、外枠２と本体枠４との間に遊技球Ｂが挟まれるのを防
止することができる。
【００６２】
　外枠下組立体４０は、幕板前部材４２及び幕板後部材４３の上面に左右に離間して配置
されている一対の案内部材４５と、幕板前部材４２の開口部４２ａを後側から閉鎖してい
る平板状のグリル部材４６と、グリル部材４６を挟んで開口部４２ａを閉鎖するように幕
板前部材４２の内部に取付けられており前後に延びた二つの円筒を有したポート部材４７
と、幕板後部材４３の接続筒部４３ａの上端に配置される枠状のシール部材４８と、を備
えている。
【００６３】
　一対の案内部材４５は、外枠２に対して本体枠４を閉じた時に、扉枠３の下端が当接す
るものである。案内部材４５は、摩擦抵抗の低い低摩擦材料によって形成されており、本
体枠４の下端を滑り易くして、開閉を容易にしている。
【００６４】
　グリル部材４６は、無数の小穴を有したパンチングメタルにより形成されている。ポー
ト部材４７は、二つの円筒により、グリル部材４６を介して幕板内部空間４０ａ（エンク
ロージャ６２４）と外枠２の前方とを連通させている。ポート部材４７は、二つの円筒が
、所定の内径で所定の長さに形成されており、ヘルムホルツ共鳴の原理により本体枠スピ
ーカ６２２から後方（エンクロージャ６２４内）へ発せられた低音を共振・増幅させて、
豊かな低音を外枠２の前方（遊技者側）へ放射することができる。つまり、本実施形態で
は、本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４がバスレフ型とされており、遊技者に
対して重低音を聞かせることができる。
【００６５】
　シール部材４８は、外枠２に対して本体枠４を閉じた時に、接続筒部４３ａの上端と本
体枠４におけるスピーカカバー６２１の接続部６２１ｃの下端との間に挟まれて圧縮され
るものであり、接続筒部４３ａと接続部６２１ｃとの間からスピーカのエンクロージャ内
の音が漏れるのを防止するものである。
【００６６】
［２－４．外枠上ヒンジ組立体］
　外枠２の外枠上ヒンジ組立体５０について、主に図２１を参照して詳細に説明する。図
２１（ａ）は外枠２の外枠上ヒンジ組立体を分解して前上から見た分解斜視図であり、（
ｂ）は（ａ）を前下から見た分解斜視図である。外枠上ヒンジ組立体５０は、外枠左組立
体１０の上端と外枠上部材３０の左端に取付けられるものであり、外枠２に対して本体枠
４をヒンジ回転可能に取付けるためのものである。外枠上ヒンジ組立体５０は、外枠左部
材１１の凹部１１ａの上端と外枠上部材３０の取付段部３０ｂとに取付けられる外枠上ヒ
ンジ部材５１と、外枠上ヒンジ部材５１に取付けられているロック部材５２と、ロック部
材５２を外枠上ヒンジ部材５１に取付けている取付ビス５３と、を備えている。
【００６７】
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　外枠上ヒンジ部材５１は、水平に延びた平板状で外枠上部材３０の取付段部３０ｂの上
面に取付けられる上固定部５１ａと、上固定部５１ａの前辺から前方へ延出している平板
状の前方延出部５１ｂと、前方延出部５１ｂの右辺の途中から前方へ向かうに従って前方
延出部５１ｂの左右中央へ延びており上下に貫通している軸受溝５１ｃと、上固定部５１
ａの左辺から下方へ延びている平板状の横固定部５１ｄと、前方延出部５１ｂの左辺から
前辺を周って軸受溝５１ｃが開口している部位までの端縁から下方へ延びており横固定部
５１ｄと連続している平板状の端縁壁部５１ｅと、を備えている。外枠上ヒンジ部材５１
は、金属板をプレス成型により打抜き・屈曲させて形成されている。外枠上ヒンジ部材５
１は、軸受溝５１ｃ内において、本体枠上ヒンジ部材５１０の後述する本体枠上ヒンジピ
ン５１２を回転可能に支持することができる。
【００６８】
　ロック部材５２は、前後に延びている帯板状のロック本体５２ａと、ロック本体５２ａ
の後端から右方へ突出している操作片５２ｂと、ロック本体５２ａの後端から左方へ延び
た後に斜め左前方へ延びている弾性変形可能な棒状の弾性部５２ｃと、ロック本体５２ａ
の後端付近で上下に貫通している取付孔５２ｄと、を備えている。ロック部材５２は、合
成樹脂によって形成されている。ロック部材５２は、取付ビス５３によって、外枠上ヒン
ジ部材５１における前方延出部５１ｂの下面で、軸受溝５１ｃよりも後側の部位に回動可
能に取付けられる。
【００６９】
　ロック部材５２は、外枠上ヒンジ部材５１に取付けた状態で、ロック本体５２ａが、平
面視で軸受溝５１ｃを遮ることができると共に、前端付近の右側面が、外枠上ヒンジ部材
５１の端縁壁部５１ｅにおける軸受溝５１ｃの開口まで延びている部位と当接可能となる
ように前方へ延びている。また、ロック本体５２ａの後端から左方へ延びている弾性部５
２ｃの先端は、外枠上ヒンジ部材５１における端縁壁部５１ｅの内周面に当接している。
このロック部材５２は、弾性部５２ｃの付勢力によって取付孔５２ｄを中心に、前端が左
方へ回動する方向に付勢されている。従って、通常の状態では、ロック部材５２のロック
本体５２ａの前端付近の右側面が、端縁壁部５１ｅに当接している。この状態では、軸受
溝５１ｃにおけるロック本体５２ａよりも前側の部位に、本体枠上ヒンジ部材５１０の本
体枠上ヒンジピン５１２を収容可能な空間が形成される。
【００７０】
　このロック部材５２は、操作片５２ｂを操作することで、弾性部５２ｃの付勢力に抗し
てロック本体５２ａを回動させることができる。そして、操作片５２ｂの操作によって、
ロック本体５２ａを、その前端が左方へ移動する方向へ回動させることで、平面視におい
て軸受溝５１ｃからロック本体５２ａを後退させることができ、軸受溝５１ｃが全通して
いる状態とすることができる。これにより、軸受溝５１ｃ内に本体枠上ヒンジピン５１２
を挿入したり、軸受溝５１ｃ内から本体枠上ヒンジピン５１２を外したりすることができ
る。
【００７１】
［２－５．外枠下ヒンジ部材］
　外枠２の外枠下ヒンジ部材６０について、主に図１８を参照して詳細に説明する。外枠
下ヒンジ部材６０は、水平に延びた平板状の水平部６０ａと、水平部６０ａの左辺におい
て前後方向中央よりも後側の部位から上方へ立上っている平板状の立上部６０ｂと、水平
部６０ａの前端付近から上方へ突出している外枠下ヒンジピン６０ｃと、水平部６０ａを
上下に貫通しており遊技球Ｂが一つのみ通過可能な大きさの排出孔６０ｄと、を備えてい
る。この外枠下ヒンジ部材６０は、金属板をプレス成型により打抜き・屈曲させて形成さ
れている。
【００７２】
　外枠下ヒンジ部材６０の水平部６０ａは、平面視において、左辺を底辺とした台形に形
成されている。外枠下ヒンジピン６０ｃは、円柱状で、上下方向中央よりも上部が、上端
が窄まった円錐台状に形成されている。この外枠下ヒンジピン６０ｃは、水平部６０ａの
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前端付近における左寄りの位置に取付けられている。排出孔６０ｄは、水平部６０ａにお
いて、立上部６０ｂの前後方向中央の部位と接し、水平部６０ａの左辺から右方へ逆Ｕ字
状に延びるように形成されている。この排出孔６０ｄは、外枠下組立体４０における球噛
防止機構４４の第一排出口４４ｂと、略同じ大きさに形成されている。
【００７３】
　外枠下ヒンジ部材６０は、外枠２に組立てた状態で、水平部６０ａの後部が、外枠下組
立体４０における幕板後部材４３の載置部４４ａ上に載置され、図示しないビスによって
幕板後部材４３に固定されている。また、立上部６０ｂが、外枠左部材１１の右側面にお
ける膨出部１１ｂよりも前側の部位に、図示しないビスによって取付けられている。この
外枠下ヒンジ部材６０は、外枠下ヒンジピン６０ｃを、本体枠４の本体枠下ヒンジ組立体
５２０における外枠用下ヒンジ孔５２１ａに挿通させることで、外枠上ヒンジ部材５１と
協働して本体枠４を開閉可能に取付けることができる。
【００７４】
　また、外枠２を組立てた状態では、排出孔６０ｄが、外枠下組立体４０における球噛防
止機構４４の第一排出口４４ｂと一致している。これにより、水平部６０ａ上の遊技球Ｂ
を、排出孔６０ｄ及び第一排出口４４ｂを通して、外枠２の後方へ落下（排出）させるこ
とができる。詳述すると、外枠２に対して本体枠４を閉じる時に、外枠２と本体枠４との
間に落下した遊技球Ｂが、本体枠４が閉じられるのに従って、外枠２と本体枠４との間が
徐々に狭くなることから、間隔が広い後方側へ転動とすることとなり、排出孔６０ｄから
排出させることができる。この際に、排出孔６０ｄが、パチンコ機１に組立てた状態で、
外枠２に対して本体枠４を閉じた時に、本体枠４の後端と略同じとなる位置に形成されて
いるため、外枠２と本体枠４との間に落下した遊技球Ｂを、排出孔６０ｄから排出させる
ことで本体枠４よりも後側へ転動するのを阻止し易くすることができ、外枠下ヒンジ部材
６０の部位に遊技球Ｂが留まり難くすることができる。
【００７５】
［３．扉枠の全体構成］
　パチンコ機１の扉枠３について、主に図２２乃至図３０を参照して詳細に説明する。図
２２はパチンコ機における扉枠の表面図であり、図２３は扉枠の背面図であり、図２４は
扉枠の左側面図であり、図２５は扉枠の右側面図である。図２６は扉枠を右前から見た斜
視図であり、図２７は扉枠を左前から見た斜視図であり、図２８は扉枠を後ろから見た斜
視図である。図２９は扉枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図３０
は扉枠を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【００７６】
　扉枠３は、外枠２の枠内と略同じ大きさで正面視において上下に延びた四角形に形成さ
れており、本体枠４を介して外枠２の枠内を前側から開閉可能に取付けられている。扉枠
３は、遊技球Ｂが打込まれる遊技盤５の遊技領域５ａを前側から視認可能に閉鎖し、遊技
領域５ａ内に打込むための遊技球Ｂを貯留すると共に、貯留している遊技球Ｂを遊技領域
５ａ内へ打込むために遊技者が操作するハンドル１８２を備えているものである。また、
扉枠３は、パチンコ機１の前面全体を装飾するものである。
【００７７】
　扉枠３は、正面視の外形が上下に延びた四角形で枠状の扉枠ベースユニット１００と、
扉枠ベースユニット１００に着脱可能に取付けられており本体枠４に取付けられた遊技盤
５の遊技領域５ａを前方から視認可能に閉鎖しているガラスユニット１６０と、ガラスユ
ニット１６０の下部を後側から覆うように扉枠ベースユニット１００に取付けられている
防犯カバー１７０と、扉枠ベースユニット１００の前面右下隅に取付けられているハンド
ルユニット１８０と、扉枠ベースユニット１００の前面下部に取付けられている皿ユニッ
ト２００と、皿ユニット２００の上側で扉枠ベースユニット１００の前面左部に取付けら
れている扉枠左サイドユニット４００と、皿ユニットの上側で扉枠ベースユニット１００
の前面右部に取付けられている扉枠右サイドユニット４１０と、扉枠左サイドユニット４
００及び扉枠右サイドユニット４１０の上側で扉枠ベースユニット１００の前面上部に取
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付けられている扉枠トップユニット４５０と、を備えている。
【００７８】
　扉枠ベースユニット１００は、正面視の外形が上下に延びた四角形（長方形）に形成さ
れており前後に貫通している扉窓１０１ａを有した扉枠ベース１０１と、扉枠ベース１０
１の前面右下に取付けられているハンドル取付部材１０２と、扉枠ベース１０１の後側で
背面視右下隅に取付けられているスピーカダクト１０３と、扉枠ベース１０１の後側の下
部における背面視右端付近に取付けられている扉枠主中継基板１０４と、扉枠主中継基板
１０４の背面視左方に取付けられている扉枠副中継基板１０５と、扉枠副中継基板１０５
の背面視左方に取付けられているハンドル後中継基板１０６と、扉枠主中継基板１０４と
扉枠副中継基板１０５の一部とを後側から被覆する扉枠中継基板カバー１０７と、ハンド
ル後中継基板１０６を後側から被覆するハンドル後中継基板カバー１０８と、配線ケーブ
ルを被覆するケーブルカバー１０９と、を備えている。
【００７９】
　また、扉枠ベースユニット１００は、扉枠ベース１０１の後側に取付けられている枠状
の扉枠補強ユニット１１０と、扉枠補強ユニット１１０に取付けられている扉枠上ヒンジ
組立体１２０及び扉枠下ヒンジ部材１２５と、扉枠補強ユニット１１０に取付けられてい
る開閉用のシリンダ錠１３０と、扉枠ベース１０１の後側でハンドル後中継基板１０６の
上方に取付けられている球送給ユニット１４０と、扉枠ベース１０１の後側の下部におけ
る背面視右側に取付けられているファールカバーユニット１５０と、を備えている。
【００８０】
　扉枠補強ユニット１１０は、扉枠ベース１０１の後側に取付けられることで、扉枠ベー
ス１０１を補強して剛性を付与するものである。扉枠上ヒンジ組立体１２０及び扉枠下ヒ
ンジ部材１２５は、扉枠３を本体枠４に対して開閉可能に取付けるためのものである。シ
リンダ錠１３０は、本体枠４の施錠ユニット６５０と協働して、扉枠３と本体枠４との開
閉、及び、外枠２と本体枠４との開閉施錠に使用されるものである。
【００８１】
　また、球送給ユニット１４０は、上皿２０１内の遊技球Ｂを一つずつ本体枠４の球発射
装置５４０へ供給するためのものである。ファールカバーユニット１５０は、球発射装置
５４０により発射されて遊技盤５の遊技領域５ａ内に到達しなかった遊技球Ｂ（ファール
球）を、下皿２０２に誘導すると共に、払出装置５８０から払出された遊技球Ｂを、上皿
２０１又は下皿２０２に誘導するためのものである。
【００８２】
　ガラスユニット１６０は、透明なガラス板１６２を有しており扉枠ベース１０１の扉窓
１０１ａを閉鎖している。防犯カバー１７０は、ガラスユニット１６０の下部を後方から
覆うように扉枠ベース１０１に取付けられている。ハンドルユニット１８０は、遊技者が
回転操作可能なハンドル１８２を備えており、ハンドル１８２を操作することで、上皿２
０１内の遊技球Ｂを、球発射装置５４０によって遊技盤５の遊技領域５ａ内に打込む遊技
を行うためのものである。
【００８３】
［３－１．扉枠ベースユニットの全体構成］
　扉枠３の扉枠ベースユニット１００について、主に図３１乃至図３３を参照して詳細に
説明する。図３１（ａ）は扉枠の扉枠ベースユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）
は扉枠ベースユニットを後ろから見た斜視図である。図３２は扉枠ベースユニットを主な
部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図３３は扉枠ベースユニットを主な部材
毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【００８４】
　扉枠ベースユニット１００は、正面視左辺側が本体枠４に対してヒンジ回転可能に取付
けられ、本体枠４の前面を開閉可能に閉鎖していると共に、本体枠４に取付けられている
遊技盤の遊技領域を前方から視認可能としている。扉枠ベースユニット１００は、外形が
上下に延びた四角形で平板状の扉枠ベース１０１と、扉枠ベース１０１の前面右下に取付
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けられておりハンドルユニット１８０を取付けるためのハンドル取付部材１０２と、扉枠
ベース１０１の後側で背面視右下隅に取付けられているスピーカダクト１０３と、を備え
ている。
【００８５】
　また、扉枠ベースユニット１００は、扉枠ベース１０１の後側の下部における背面視右
端付近に取付けられている扉枠主中継基板１０４と、扉枠ベース１０１の後側の下部にお
ける扉枠主中継基板１０４の背面視左方に取付けられている扉枠副中継基板１０５と、扉
枠ベース１０１の後側の下部における扉枠副中継基板１０５の背面視左方に取付けられて
いるハンドル後中継基板１０６と、扉枠ベース１０１の後側に取付けられており扉枠主中
継基板１０４と扉枠副中継基板１０５の一部とを後側から被覆する扉枠中継基板カバー１
０７と、扉枠ベース１０１の後側に取付けられておりハンドル後中継基板１０６を後側か
ら被覆するハンドル後中継基板カバー１０８と、扉枠ベース１０１の後側に取付けられて
おり配線ケーブルを被覆するケーブルカバー１０９と、を備えている。
【００８６】
　更に、扉枠ベースユニット１００は、扉枠ベース１０１の後側に取付けられている枠状
の扉枠補強ユニット１１０と、扉枠補強ユニット１１０に取付けられている扉枠上ヒンジ
組立体１２０及び扉枠下ヒンジ部材１２５と、扉枠補強ユニット１１０に取付けられてい
る開閉用のシリンダ錠１３０と、扉枠ベース１０１の後側でハンドル後中継基板１０６の
上方に取付けられている球送給ユニット１４０と、扉枠ベース１０１の後側の下部におけ
る背面視右側に取付けられているファールカバーユニット１５０と、を備えている。
【００８７】
　この扉枠ベースユニット１００には、前面下隅にハンドルユニット１８０が、扉窓１０
１ａの下側前面に皿ユニット２００が、扉窓１０１ａの左外側前面に扉枠左サイドユニッ
ト４００が、扉窓１０１ａの右外側前面に扉枠右サイドユニット４１０が、扉窓１０１ａ
の上外側前面に扉枠トップユニット４５０が、夫々取付けられるものである。
【００８８】
　また、扉枠ベースユニット１００には、扉窓１０１ａを後方から閉鎖するようにガラス
ユニット１６０が取付けられると共に、ガラスユニット１６０の下部を後方から覆うよう
に透明な防犯カバー１７０が取付けられるものである。
【００８９】
［３－１ａ．扉枠ベース］
　扉枠３における扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１について、主に図３１乃
至図３３を参照して詳細に説明する。扉枠ベース１０１は、正面視の外形が上下に延びた
四角形（長方形）に形成されている。扉枠ベース１０１は、前後に貫通しており、正面視
における内周形状が上下に延びた略四角形に形成された扉窓１０１ａを備えている。扉窓
１０１ａは、内周を形成している上辺及び左右両辺が、扉枠ベース１０１の外周辺に夫々
接近しており、内周を形成している下辺が、扉枠ベース１０１の下端から上下方向の約１
／３の高さに位置している。このように、扉枠ベース１０１は、前後に貫通している扉窓
１０１ａにより全体が枠状に形成されている。この扉枠ベース１０１は、合成樹脂により
一体成形されている。
【００９０】
　扉枠ベース１０１は、前面における正面視右下隅に形成されており左端側が右端側より
も前方へやや突出するように傾斜しているハンドル取付座面１０１ｂと、ハンドル取付座
面１０１ｂと扉窓１０１ａとの間で正面視右端付近に後面から前方へ向かって窪み、扉枠
補強ユニット１１０のシリンダ取付フレーム１１５が挿入される挿入凹部１０１ｃと、挿
入凹部１０１ｃにおいて前後に貫通しておりシリンダ錠１３０のシリンダ本体１３１が挿
通されるシリンダ挿通孔１０１ｄと、シリンダ挿通孔１０１ｄ及びハンドル取付座面１０
１ｂの正面視左側で前後に貫通しており球送給ユニット１４０の進入口１４１ａ及び球抜
口１４１ｂを前方に臨ませるための球送給開口１０１ｅと、を備えている。
【００９１】
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　また、扉枠ベース１０１は、左右方向中央より左寄りで且つハンドル取付座面１０１ｂ
と略同じ高さで前後に貫通しておりファールカバーユニット１５０の球放出口１５０ｄを
前方に臨ませる下皿用球通過口１０１ｆと、正面視左端付近で扉窓１０１ａの下辺に隣接
するように前後に貫通しておりファールカバーユニット１５０の貫通球通路１５０ａを前
方に臨ませる上皿用球通過口１０１ｇと、扉窓１０１ａの内周に沿って後面から前方へ向
かって窪み、ガラスユニット１６０のガラス枠１６１が挿入されるガラスユニット取付部
１０１ｈと、を備えている。
【００９２】
　また、扉枠ベース１０１は、正面視左下隅（上皿用球通過口１０１ｇの下方）に形成さ
れており前後に貫通した縦長の複数のスリット１０１ｉを、備えている。複数のスリット
１０１ｉの後側にスピーカダクト１０３が取付けられる。また、複数のスリット１０１ｉ
は、パチンコ機１を組立てた状態で、前方に皿ユニット２００における皿ユニットベース
２１１のスピーカ口２１１ｂが位置していると共に、後方に本体枠４のスピーカユニット
６２０ａにおける本体枠スピーカ６２２が位置しており、本体枠スピーカ６２２からの音
を前方へ放射することができる。
【００９３】
　更に、扉枠ベース１０１は、扉窓１０１ａの下方でハンドル取付座面１０１ｂの上方に
おいて、前後に貫通している貫通孔１０１ｊを備えている。この貫通孔１０１ｊは、扉枠
ベースユニット１００側と皿ユニット２００側とを接続する配線ケーブル（図示は省略）
が挿通されるものであり、後述する扉枠補強ユニット１１０における中間補強フレーム１
１４の貫通部１１４ｂと一致するように形成されている。
【００９４】
［３－１ｂ．ハンドル取付部材］
　扉枠ベースユニット１００のハンドル取付部材１０２について、主に図３１乃至図３３
を参照して詳細に説明する。ハンドル取付部材１０２は、扉枠ベース１０１の前面にハン
ドルユニットを取付けるためのものであり、扉枠ベース１０１の前面のハンドル取付座面
１０１ｂに取付けられる。
【００９５】
　ハンドル取付部材１０２は、前後方向へ延びた円筒状の筒部１０２ａと、筒部１０２ａ
の後端から筒部１０２ａの軸に対して直角方向外方へ延びた円環状のフランジ部１０２ｂ
と、筒部１０２ａ内に突出していると共に筒部１０２ａの軸方向全長に亘って延びており
筒部１０２ａの周方向に対して不等間隔に配置された複数（本例では三つ）の突条１０２
ｃと、筒部１０２ａの外周面とフランジ部１０２ｂの前面とを繋ぎ、筒部１０２ａの周方
向に対して複数配置された補強リブ１０２ｄと、を備えている。
【００９６】
　ハンドル取付部材１０２は、フランジ部１０２ｂの後面を、扉枠ベース１０１における
ハンドル取付座面１０１ｂの前面に当接させた状態で、ビスによってハンドル取付座面１
０１ｂに取付けられる。
【００９７】
　筒部１０２ａは、内径がハンドルユニット１８０におけるハンドルベース１８１の基部
１８１ａの外径よりも若干大きく形成されている。三つの突条１０２ｃは、一つが筒部１
０２ａの上部に備えられており、残り二つが筒部１０２ａの下部に備えられている。これ
ら三つの突条１０２ｃは、ハンドルベース１８１における三つの溝部１８１ｃと対応する
位置に形成されている。従って、ハンドル取付部材１０２は、三つの突条１０２ｃと、ハ
ンドルベース１８１の三つの溝部１８１ｃとを一致させた状態でのみ、筒部１０２ａ内に
ハンドルベース１８１の基部１８１ａを挿入させることができ、扉枠ベース１０１に対し
てハンドルベース１８１（ハンドルユニット１８０）の回転位置を規制することができる
。
【００９８】
　なお、ハンドル取付部材１０２は、フランジ部１０２ｂの後面に対して、筒部１０２ａ
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の軸線が垂直に延びていることから、扉枠ベース１０１の傾斜しているハンドル取付座面
１０１ｂに取付けることで、筒部１０２ａの軸線が右前方へ延びるように傾いた状態とな
り、ハンドルユニット１８０を同様に傾いた状態で扉枠ベース１０１に取付けることがで
きる。
【００９９】
［３－１ｃ．スピーカダクト］
　扉枠ベースユニット１００のスピーカダクト１０３について、主に図３１乃至図３３を
参照して詳細に説明する。このスピーカダクト１０３は、筒状に形成されており、扉枠ベ
ース１０１の後側において複数のスリット１０１ｉが形成されている部位に取付けられる
。スピーカダクト１０３は、パチンコ機１を組立てた状態で、筒状の部位の後端が、本体
枠４の本体枠スピーカ６２２の前方に位置している。これにより、本体枠４の本体枠スピ
ーカ６２２から放射（出力）された音（サウンド）を、拡散させることなく前方へ誘導す
ることができ、扉枠ベース１０１の複数のスリット１０１ｉ及び皿ユニット２００の皿ユ
ニットベース２１１におけるスピーカ口２１１ｂを通して、パチンコ機１の前方（遊技者
側）へ良好に誘導することができる。
【０１００】
　また、スピーカダクト１０３は、筒状の部位の下方の後面に、接続ケーブル５０３を保
持するケーブルホルダ１０３ａを備えている。ケーブルホルダ１０３ａは、扉枠中継基板
カバー１０７よりも正面視左方に配置されており、扉枠主中継基板１０４及び扉枠副中継
基板１０５に接続されている接続ケーブル５０３を、扉枠３の左端側へ延びるように保持
している。
【０１０１】
［３－１ｄ．扉枠主中継基板・扉枠副中継基板・ハンドル後中継基板］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠主中継基板１０４、扉枠副中継基板１０５、ハンドル
後中継基板１０６について、主に図３２及び図３３等を参照して説明する。扉枠主中継基
板１０４は、外形が上下に延びた四角形に形成されており、扉枠ベース１０１の後側の下
部における背面視右下隅に取付けられる。扉枠主中継基板１０４は、ハンドル後中継基板
１０６と本体枠４の基板ユニット６２０におけるインターフェイス基板６３５との接続を
中継するためのものであり、本体枠４から延びている接続ケーブル５０３（図８３及び図
８４を参照）の一部が接続される。
【０１０２】
　扉枠副中継基板１０５は、外形が、上下に延びた四角形の上部の正面視右側に左右に延
びた四角形が組み合された逆Ｌ字状に形成されており、上下に延びているが扉枠主中継基
板１０４の背面視左方に隣接するように、扉枠ベース１０１の後側に取付けられている。
扉枠副中継基板１０５は、ハンドルユニット１８０のハンドル装飾基板１８４、皿ユニッ
ト２００の皿ユニット中継基板２１４、扉枠左サイドユニット４００の扉枠左サイド装飾
基板４０２、扉枠右サイドユニット４１０のサイド窓内装飾部装飾基板４１３及び扉枠右
サイド装飾基板４１８、扉枠トップユニット４５０の扉枠トップ中継基板４６７等と、本
体枠４のインターフェイス基板６３５との接続を中継するためのものであり、本体枠４か
ら延びている接続ケーブル５０３の残りが接続される。
【０１０３】
　扉枠主中継基板１０４及び扉枠副中継基板１０５は、接続端子が後方へ向かって突出す
るように、扉枠ベース１０１に取付けられる。扉枠主中継基板１０４及び扉枠副中継基板
１０５は、扉枠ベースユニット１００を組立てた状態で、扉枠主中継基板１０４と扉枠副
中継基板１０５の上下に延びている部位とが、扉枠中継基板カバー１０７によって後側が
被覆された状態となり、扉枠副中継基板１０５の残りの部位が、ファールカバーユニット
１５０によって後側が被覆された状態となる。
【０１０４】
　ハンドル後中継基板１０６は、外形が左右に延びた四角形に形成されており、扉枠ベー
ス１０１の後側における球送給開口１０１ｅの下方でハンドル取付座面１０１ｂの後側に
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取付けられる。ハンドル後中継基板１０６は、扉枠主中継基板１０４とハンドルユニット
１８０のハンドル回転検知センサ１８９、ハンドルタッチセンサ１９２、単発ボタン操作
センサ１９４、及び球送給ユニット１４０の球送給ソレノイド１４５との接続を中継する
ためのものである。ハンドル後中継基板１０６は、扉枠ベースユニット１００を組立てた
状態で、ハンドル後中継基板カバー１０８によって後側が被覆された状態となる。
【０１０５】
［３－１ｅ．扉枠中継基板カバー・ハンドル後中継基板カバー・ケーブルカバー］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠中継基板カバー１０７、ハンドル後中継基板カバー１
０８、及びケーブルカバー１０９について、主に図３１乃至図３３を参照して説明する。
扉枠中継基板カバー１０７は、扉枠ベース１０１の後側に取付けることで、扉枠主中継基
板１０４と扉枠副中継基板の一部（逆Ｌ字状の上下に延びている部位）の後側を被覆する
ものである。扉枠中継基板カバー１０７は、前方及び正面視左方が開放された箱状に形成
されている。扉枠ベースユニット１００に組立てた状態では、後側を被覆している扉枠主
中継基板１０４及び扉枠副中継基板１０５の接続端子が扉枠中継基板カバー１０７の内部
に露出しており、開放されている左側から接続ケーブル５０３を内部に挿入して、それら
端子に接続することができる。
【０１０６】
　ハンドル後中継基板カバー１０８は、ハンドル後中継基板１０６の後側を被覆するよう
に扉枠ベース１０１の後側に取付けられるものである。ケーブルカバー１０９は、扉枠補
強ユニット１１０における中間補強フレーム１１４の後側に取付けられ、扉枠主中継基板
１０４と皿ユニット２００の球貸操作ユニット２２０とを接続する配線ケーブル（図示は
省略）を被覆するためのものである。ケーブルカバー１０９は、左右に延びた箱状に形成
されており、前面の左端付近と下面の左右方向中央に、配線ケーブルを通すための開口が
形成されている。
【０１０７】
［３－１ｆ．扉枠補強ユニット］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠補強ユニット１１０について、主に図３１乃至図３３
を参照して詳細に説明する。扉枠補強ユニット１１０は、扉枠ベース１０１の後側に取付
けられることで、平板状の扉枠ベース１０１を補強して、扉枠ベースユニット１００に剛
性を付与している。扉枠補強ユニット１１０は、左右に離間して配置されている上下に延
びた左補強フレーム１１１及び右補強フレーム１１２と、左補強フレーム１１１及び右補
強フレーム１１２の上端同士を連結している左右に延びた上補強フレーム１１３と、左補
強フレーム１１１の下端から上寄りの位置に左端側が取付けられており右補強フレーム１
１２付近まで右方へ延びた中間補強フレーム１１４と、中間補強フレーム１１４の右端と
右補強フレーム１１２とを連結しているシリンダ取付フレーム１１５と、右補強フレーム
１１２の後側に上下に離間して複数取付けられており本体枠４の施錠ユニット６５０の扉
枠用鉤６５２が掛止される鉤掛部材１１６と、を備えている。
【０１０８】
　左補強フレーム１１１及び右補強フレーム１１２は、左右方向が一定の幅で、扉枠ベー
ス１０１の上下の高さと略同じ長さで上下に延びている。右補強フレーム１１２には、上
下方向に離間しており、前後方向に貫通している複数の挿通孔が形成されている。これら
挿通孔は、本体枠４に対して扉枠３を閉めた時に、施錠ユニット６５０の扉枠用鉤６５２
の先端が挿通される。上補強フレーム１１３は、上下方向が一定の幅で、扉枠ベース１０
１の左右の幅と略同じ長さで左右に延びている。
【０１０９】
　中間補強フレーム１１４は、上下方向が上補強フレーム１１３の上下の幅よりも広い幅
で左右に延びている。中間補強フレーム１１４は、左端付近において上端から下方へ四角
く切欠かれた切欠部１１４ａと、右端付近において前後に貫通している貫通部１１４ｂと
、を有している。切欠部１１４ａは、扉枠ベース１０１の上皿用球通過口１０１ｇと、貫
通部１１４ｂは、扉枠ベース１０１の貫通孔１０１ｊと、夫々一致する位置に形成されて
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いる。
【０１１０】
　シリンダ取付フレーム１１５は、左右に離間して配置されており正面視において上下に
延びた四角形の平板状に形成されている一対の後片部と、一対の後片部の対面している夫
々の辺から前方へ平板状に延出している一対の側片部と、一対の前方延出部の前端の辺同
士を連結している平板状の前片部と、を備えている。このシリンダ取付フレーム１１５は
、平面視の形状が前方へ突出した凸形状に形成されている。シリンダ取付フレーム１１５
は、左側の後片部が中間補強フレーム１１４の右端に取付けられ、右側の後片部が右補強
フレーム１１２に取付けられる。このシリンダ取付フレーム１１５は、前片部にシリンダ
錠１３０が取付けられる。
【０１１１】
　鉤掛部材１１６は、右補強フレーム１１２の後側において、前後に貫通している挿通孔
の部位に取付けられている。これら鉤掛部材１１６は、施錠ユニット６５０の扉枠用鉤６
５２が掛止される。
【０１１２】
　扉枠補強ユニット１１０を構成している左補強フレーム１１１、右補強フレーム１１２
、上補強フレーム１１３、中間補強フレーム１１４、シリンダ取付フレーム１１５、及び
鉤掛部材１１６は、金属板をプレス成型によって打抜き・屈曲することで形成されている
。これらは、リベットによって組立てられている。
【０１１３】
　扉枠補強ユニット１１０は、左補強フレーム１１１、右補強フレーム１１２、及び上補
強フレーム１１３が、扉枠ベース１０１の左辺、右辺、及び上辺に沿うように組立てられ
ていると共に、中間補強フレーム１１４が、扉枠ベース１０１の扉窓１０１ａの下方に位
置するように組立てられている。
【０１１４】
　扉枠補強ユニット１１０は、図示しない複数のビスにより扉枠ベース１０１の後側に取
付けられる。この扉枠補強ユニット１１０は、扉枠ベース１０１に取付けた状態で、中間
補強フレーム１１４の切欠部１１４ａ及び貫通部１１４ｂが、扉枠ベース１０１の上皿用
球通過口１０１ｇ及び貫通孔１０１ｊと一致した状態となると共に、シリンダ取付フレー
ム１１５が、扉枠ベース１０１の挿入凹部１０１ｃ内に挿入された状態となる。
【０１１５】
［３－１ｇ．扉枠上ヒンジ組立体］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠上ヒンジ組立体１２０について、主に図３１乃至図３
３を参照して説明する。扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠補強ユニット１１０の正面視
左上隅に取付けられる。扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠３を、扉枠下ヒンジ部材１２
５と協働して本体枠４に対してヒンジ回転可能に取付けるためのものである。扉枠上ヒン
ジ組立体１２０は、扉枠補強ユニット１１０に取付けられるヒンジブラケット１２１と、
ヒンジブラケット１２１に上下方向へ移動可能に取付けられる扉枠上ヒンジピン１２２と
、扉枠上ヒンジピン１２２に取付けられる鍔部材１２３と、扉枠上ヒンジピン１２２を上
方へ移動するように付勢しているロックバネ１２４と、を備えている。
【０１１６】
　ヒンジブラケット１２１は、正面視四角形の平板状の取付片１２１ａと、取付片１２１
ａの上辺及び下辺から前方へ延出している平板状の突出片１２１ｂと、を備えている。ヒ
ンジブラケット１２１は、取付片１２１ａが扉枠補強ユニット１１０に取付けられる。ヒ
ンジブラケット１２１は、金属板を屈曲させて形成されている。
【０１１７】
　扉枠上ヒンジピン１２２は、円柱状の金属棒をＬ字状に屈曲させたものである。扉枠上
ヒンジピン１２２は、扉枠上ヒンジ組立体１２０に組立てた状態で、上下に延びている部
位が、ヒンジブラケット１２１における一対の突出片１２１ｂの前端付近において下方か
ら貫通し、上端が上側の突出片１２１ｂよりも上方へ延び出していると共に、水平に延び
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ている部位が下側の突出片１２１ｂの下面に当接している。扉枠上ヒンジピン１２２は、
上端が本体枠４の本体枠上ヒンジ部材５１０における上ヒンジ本体５１１の扉枠用上ヒン
ジ孔５１１ａに回転可能に挿通される。
【０１１８】
　鍔部材１２３は、Ｅリングとされており、扉枠上ヒンジピン１２２における一対の突出
片１２１ｂの間となる部位に取付けられている。ロックバネ１２４は、コイル状に形成さ
れており、鍔部材１２３とヒンジブラケット１２１における下側の突出片１２１ｂとの間
において扉枠上ヒンジピン１２２の上下に延びている部位の周りに被せられている。この
ロックバネ１２４により、鍔部材１２３を介して扉枠上ヒンジピン１２２が上方へ付勢さ
れている。
【０１１９】
　扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠上ヒンジピン１２２がロックバネ１２４により上方
へ付勢された状態となっており、扉枠上ヒンジピン１２２における下端の水平に延びてい
る部位が下側の突出片１２１ｂの下面に当接することで、これ以上の上方への移動が規制
されている。この状態では、扉枠上ヒンジピン１２２の上端が、上側の突出片１２１ｂの
上面よりも所定量上方に突出している。
【０１２０】
　扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠上ヒンジピン１２２における下端の水平に延びてい
る部位を、ロックバネ１２４の付勢力に抗してその部位を下方へ移動させると、扉枠上ヒ
ンジピン１２２を全体的に下方へ移動させることができ、扉枠上ヒンジピン１２２の上端
を、上側の突出片１２１ｂの上面よりも下方へ没入させることができる。従って、扉枠上
ヒンジ組立体１２０は、扉枠上ヒンジピン１２２の上端を、本体枠上ヒンジ部材５１０の
扉枠用上ヒンジ孔５１１ａに対して下方から挿入させたり、下方へ抜いたりすることがで
きる。これにより、扉枠上ヒンジピン１２２の上端を、本体枠上ヒンジ部材５１０の扉枠
用上ヒンジ孔５１１ａに挿入させることで、扉枠３の正面視上部左端を、本体枠４に対し
てヒンジ回転可能に支持させることができる。
【０１２１】
　また、扉枠上ヒンジ組立体１２０は、扉枠上ヒンジピン１２２における上下に延びてい
る部位が、後述する扉枠下ヒンジ部材１２５の扉枠下ヒンジピン１２６と同軸上に位置し
ている。これにより、扉枠上ヒンジピン１２２と扉枠下ヒンジピン１２６とによって、扉
枠３を本体枠４に対して良好な状態でヒンジ回転させることができる。
【０１２２】
［３－１ｈ．扉枠下ヒンジ部材］
　扉枠ベースユニット１００の扉枠下ヒンジ部材１２５について、主に図３１乃至図３３
を参照して説明する。扉枠下ヒンジ部材１２５は、扉枠補強ユニット１１０の正面視左下
隅に取付けられる。扉枠下ヒンジ部材１２５は、扉枠３を、扉枠上ヒンジ組立体１２０と
協働して本体枠４に対してヒンジ回転可能に取付けるためのものである。
【０１２３】
　扉枠下ヒンジ部材１２５は、扉枠補強ユニット１１０に取付けられ正面視四角形で平板
状の取付片１２５ａと、取付片１２５ａの下辺から前方へ延出している平板状の突出片１
２５ｂと、突出片１２５ｂの前端付近の下面から下方へ突出している扉枠下ヒンジピン１
２６（図２２等を参照）と、を備えている。
【０１２４】
　扉枠下ヒンジ部材１２５の取付片１２５ａ及び突出片１２５ｂは、金属板を屈曲させて
形成されている。扉枠下ヒンジピン１２６は、円柱状の金属棒で、下端部の外周にテーパ
状の面取りが施されている。この扉枠下ヒンジピン１２６は、扉枠ベースユニット１００
に組立てた状態で、突出片１２５ｂにおける扉枠上ヒンジ組立体１２０の扉枠上ヒンジピ
ン１２２の上下に延びている部位と同軸上となる部位に取付けられている。
【０１２５】
　この扉枠下ヒンジ部材１２５は、扉枠下ヒンジピン１２６を本体枠側下ヒンジ部材の扉
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枠用ヒンジ孔に挿入することで、扉枠３を本体枠４に対してヒンジ回転可能に支持するこ
とができる。
【０１２６】
［３－１ｉ．シリンダ錠］
　扉枠ベースユニット１００のシリンダ錠１３０について、主に図３１乃至図３３を参照
して詳細に説明する。シリンダ錠１３０は、扉枠補強ユニット１１０のシリンダ取付フレ
ーム１１５に取付けられ、後述する施錠ユニット６５０と協働して、扉枠３と本体枠４と
の開閉、及び、外枠２と本体枠４との開閉施錠に使用されるものである。シリンダ錠１３
０は、前後に延びた円柱状のシリンダ本体１３１と、シリンダ本体１３１の前端面に形成
されている鍵穴１３２と、シリンダ本体１３１の後側に取付けられており鍵穴１３２に挿
入され正規の鍵を回転させると一緒に回転する回転伝達部材１３３と、を備えている。
【０１２７】
　シリンダ錠１３０のシリンダ本体１３１は、シリンダ取付フレーム１１５の前片部を後
方から貫通して後端が前片部に取付けられている。回転伝達部材１３３は、後方が開放さ
れた円筒状（詳しくは、後方へ向かうに従って直径が大きくなる円錐筒状）に形成されて
おり、中心軸を挟んで対向した位置に後端から前方へ向かって切欠かれた一対の切欠部を
有している。回転伝達部材１３３は、本体枠４における施錠ユニット６５０の伝達シリン
ダ６５４が後方から挿入されるように形成されており、伝達シリンダ６５４の一対の突起
が一対の切欠部内に挿入されることで、回転伝達部材１３３（鍵穴１３２に挿入された鍵
）の回転を、伝達シリンダ６５４に伝達させて回転させることができる。
【０１２８】
　シリンダ錠１３０は、扉枠３に組立てた状態で、シリンダ本体１３１の前端が皿ユニッ
ト２００における皿ユニット本体２５２のシリンダ挿通口２５２ｈの前端と略一致した状
態となる（図２２等を参照）。
【０１２９】
［３－１ｊ．球送給ユニット］
　扉枠ベースユニット１００の球送給ユニット１４０について、主に図３４及び図３５を
参照して詳細に説明する。図３４（ａ）は扉枠ベースユニットの球送給ユニットを前から
見た斜視図であり、（ｂ）は球送給ユニットを後ろから見た斜視図である。図３５（ａ）
は球送給ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は球送給ユニットの後
ケースと不正防止部材を外して後から見た分解斜視図である。球送給ユニット１４０は、
皿ユニット２００の上皿２０１から供給される遊技球Ｂを一つずつ本体枠４の球発射装置
５４０へ供給することができると共に、上皿２０１内に貯留された遊技球Ｂを、上皿球抜
ボタン２２２の操作によって下皿２０２へ抜くことができるものである。
【０１３０】
　球送給ユニット１４０は、皿ユニット２００の上皿２０１から遊技球Ｂが供給され前後
方向に貫通している進入口１４１ａ、及び進入口１４１ａの下側に開口する球抜口１４１
ｂを有し後方が開放された箱状の前カバー１４１と、前カバー１４１の後端を閉鎖すると
共に前方が開放された箱状で、前後方向に貫通している前カバー１４１の進入口１４１ａ
から進入した遊技球Ｂを球発射装置５４０へ供給するための打球供給口１４２ａを有した
後カバー１４２と、後カバー１４２及び前カバー１４１の間で前後方向へ延びた軸周りに
回動可能に軸支され前カバー１４１の後側で進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間を仕
切る仕切部１４３ａを有した球抜部材１４３と、球抜部材１４３の仕切部１４３ａ上の遊
技球Ｂを一つずつ後カバー１４２の打球供給口１４２ａへ送り、前カバー１４１と後カバ
ー１４２との間で上下方向へ延びた軸周りに回動可能に支持された球送給部材１４４と、
球送給部材１４４を回動させる球送給ソレノイド１４５と、を備えている。
【０１３１】
　この球送給ユニット１４０は、図示するように、正面視で、球送給部材１４４が進入口
１４１ａの右側に配置されており、球送給部材１４４の左側に球抜部材１４３が、球送給
部材１４４の右側に球送給ソレノイド１４５が夫々配置されている。
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【０１３２】
　球送給ユニット１４０の前カバー１４１は、正面視で球抜口１４１ｂの左側に、球抜部
材１４３の回転中心に対して同心円状に形成された円弧状のスリット１４１ｃを備えてお
り、このスリット１４１ｃから後述する球抜部材１４３の作動棹１４３ｃが前方へ延びだ
すようになっている。また、前カバー１４１は、進入口１４１ａの上縁から上側が上方へ
延びだしており、扉枠３を組立てた際に、上皿球抜後ユニット２４０における後ベース２
４１の球送給誘導路２４１ｂ及び球抜誘導路２４１ｃの上流端側の後方へ開放されている
部位を後側から閉鎖するように形成されている。
【０１３３】
　球抜部材１４３は、進入口１４１ａよりも下側で進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの
間を仕切り上面が球送給部材１４４の方向へ向かって低くなる仕切部１４３ａと、仕切部
１４３ａの球送給部材１４４とは反対側の端部から下方へ延出すると共に上下方向の中間
付近から球抜口１４１ｂの下側中央へ向かってく字状に屈曲し下端が前後方向へ延びた軸
周りに回動可能に支持される回動棹部１４３ｂと、回動棹部１４３ｂの上端から前方へ向
かって突出する棒状の作動棹１４３ｃと、作動棹１４３ｃよりも下側で回動棹部１４３ｂ
の側面から仕切部１４３ａとは反対側へ突出した錘部１４３ｄと、を備えている。球抜部
材１４３の作動棹１４３ｃは、前カバー１４１に形成された円弧状のスリット１４１ｃを
通して前方へ突出するように形成されている（図３４（ａ）を参照）。作動棹１４３ｃは
、扉枠ベース１０１の球送給開口１０１ｅを介して皿ユニット２００の上皿球抜ボタン２
２２の押圧操作によって下方へ移動する上皿球抜スライダ２４２の作動伝達部２４２ｂの
上端（上面）と当接する。
【０１３４】
　球送給部材１４４は、進入口１４１ａ及び球抜部材１４３の仕切部１４３ａの方を向き
上下方向へ延びた回転軸芯を中心とした平面視が扇状の遮断部１４４ａと、遮断部１４４
ａの後端から回転軸芯側へ円弧状に窪んだ球保持部１４４ｂと、球保持部１４４ｂの後端
から下方へ延出する棒状の棹部１４４ｃと、を備えている。球送給部材１４４における遮
断部１４４ａと球保持部１４４ｂは、夫々回転軸芯を中心とした約１８０゜の角度範囲内
に隣接して形成されている。また、球送給部材１４４の球保持部１４４ｂは、一つの遊技
球Ｂを保持可能な大きさとされている。球送給部材１４４は、球送給ソレノイド１４５の
駆動によって回転軸芯と偏芯した位置に配置された棹部１４４ｃが左右方向へ移動させら
れることで、回転軸芯周りに回動する。
【０１３５】
　この球送給部材１４４は、遮断部１４４ａが仕切部１４３ａの方向を向くと同時に球保
持部１４４ｂが打球供給口１４２ａと連通した方向を向いた供給位置と、球保持部１４４
ｂが仕切部１４３ａの方向へ向いた保持位置との間で回動するようになっている。球送給
部材１４４が供給位置の時には、球保持部１４４ｂに保持された遊技球Ｂが、打球供給口
１４２ａから球発射装置５４０へ供給されると共に、進入口１４１ａから仕切部１４３ａ
上に進入した遊技球Ｂが、遮断部１４４ａによって球保持部１４４ｂ（打球供給口１４２
ａ）側への移動が遮断されて仕切部１４３ａ上に留まった状態となる。一方、球送給部材
１４４が保持位置へ回動すると、球保持部１４４ｂが仕切部１４３ａの方向を向くと共に
、球保持部１４４ｂの棹部１４４ｃ側の端部が打球供給口１４２ａを閉鎖した状態となり
、仕切部１４３ａ上の遊技球Ｂが一つだけ球保持部１４４ｂ内に保持される。
【０１３６】
　また、球送給ユニット１４０は、球送給ソレノイド１４５の駆動（通電）によって先端
が上下方向へ揺動する球送給作動桿１４６と、球送給作動桿１４６における上下方向へ揺
動する先端の動きによって前後方向へ延びた軸周りに回動すると共に、球送給部材１４４
を上下方向へ延びた軸周りに回動させる球送給クランク１４７と、を備えている。
【０１３７】
　球送給作動棹１４６は、球送給ソレノイド１４５の下方の部位に鉄板１４６ａを備えて
いる。球送給作動棹１４６は、左右に延びており、球送給クランク１４７とは反対側の端
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部（右端部）が前後に延びた軸周りに回転可能に前カバー１４１及び後カバー１４２に取
付けられている。球送給作動棹１４６は、球送給ソレノイド１４５が駆動されると、発生
する磁力によって鉄板１４６ａが球送給ソレノイド１４５の方（上方）へ引寄せられ、右
端部を中心にして球送給クランク１４７に近い左端部側が上方へ移動するように回動する
。その後、球送給ソレノイド１４５の駆動が解除されると、磁力が消滅することによって
鉄板１４６ａの自重が作用して、右端部を中心にして球送給クランク１４７に近い左端部
側が下方へ移動するように回動して初めの状態に復帰する。これにより、球送給作動棹１
４６は、球送給ソレノイド１４５によって、球送給クランク１４７に近い左端部（先端）
が上下方向に揺動することとなる。
【０１３８】
　球送給クランク１４７は、球送給作動桿１４６の上下動する先端と係合可能とされ左右
方向へ延びた係合部１４７ａと、係合部１４７ａの球送給作動桿１４６と係合する側とは
反対側に配置され前カバー１４１と後カバー１４２との間で前後方向へ延びた軸周りに回
動可能に軸支される軸部１４７ｂと、軸部１４７ｂから上方へ延出しており、球送給部材
１４４における回動中心に対して偏芯した位置から下方へ突出する棒状の棹部１４４ｃ（
図３５（ｂ）を参照）と係合する伝達部１４７ｃと、を備えている。
【０１３９】
　この球送給ユニット１４０は、球送給ソレノイド１４５の駆動により球送給作動棹１４
６の先端（左端）を上方へ移動させることで、球送給作動棹１４６を介して球送給クラン
ク１４７を前後に延びた軸周りに回動させることができる。
【０１４０】
　球送給ユニット１４０は、球送給ソレノイド１４５の非駆動時（通常時）では、球送給
作動桿１４６が球送給ソレノイド１４５の下端から離れて先端が下方へ位置した状態とな
り、この状態では球送給部材１４４が供給位置に位置した状態となる。また、球送給ソレ
ノイド１４５の駆動時では、球送給作動桿１４６が球送給ソレノイド１４５の下端に吸引
されて先端（左端）が上方へ位置した状態となり、球送給部材１４４が保持位置へ回動す
る。つまり、球送給ソレノイド１４５が駆動される（ＯＮの状態）と、球送給部材１４４
が遊技球Ｂを一つ受入れ、球送給ソレノイド１４５の駆動が解除される（ＯＦＦの状態）
と、球送給部材１４４が受入れた遊技球Ｂを球発射装置５４０側へ送る（供給する）こと
ができる。この球送給ユニット１４０における球送給ソレノイド１４５の駆動は、払出制
御基板６３３の発射制御部６３３ｂ（図１３６を参照）により発射ソレノイド５４２の駆
動制御と同期して制御される。
【０１４１】
　また、球送給ユニット１４０は、回動可能に軸支されている球抜部材１４３か、錘部１
４３ｄによって正面視反時計周りの方向へ回転するようなモーメントがかかるようになっ
ている。しかしながら、球抜部材１４３の前方へ突出している作動棹１４３ｃが、皿ユニ
ット２００の上皿球抜ボタン２２２の押圧操作によって動作する上皿球抜スライダ２４２
の作動伝達部２４２ｂの上端と当接することで、その回動が規制されているため、通常の
状態では、球抜部材１４３の仕切部１４３ａが進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間に
位置して仕切っており、球抜口１４１ｂ側へ遊技球Ｂが侵入することはない。
【０１４２】
　そして、遊技者が、皿ユニットの上皿球抜ボタンを下方へ押圧操作すると、上皿球抜ス
ライダが作動伝達部と共に下方へスライドし、作動伝達部の下方への移動に伴って作動棹
１４３ｃも相対的に下方へ移動することとなる。作動伝達部と共に作動棹１４３ｃが下方
へ移動すると、球抜部材１４３が正面視反時計周りの方向へ回動し、仕切部１４３ａが進
入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間から移動して仕切りが解除される。これにより、進
入口１４１ａから進入した遊技球Ｂが、球抜口１４１ｂ側へ落下し、球抜口１４１ｂから
皿ユニット２００における上皿球抜後ユニット２４０の球抜誘導路２４１ｃへと排出され
、下皿球供給口２１１ｃを介して下皿２０２へ排出（供給）させることができる。
【０１４３】
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　なお、球抜部材１４３の作動棹１４３ｃが当接する作動伝達部２４２ｂが形成されてい
る上皿球抜スライダ２４２は、バネ２４３によって上方へ付勢されているので、仕切部１
４３ａ上に遊技球Ｂが勢い良く供給されても、その衝撃を、作動棹１４３ｃを介してバネ
２４３によって吸収させることができ、球抜部材１４３等が破損するのを防止することが
できると共に、遊技球Ｂが仕切部１４３ａで跳ね返るのを防止することができる。
【０１４４】
　また、球送給ユニット１４０は、後カバー１４２における打球供給口１４２ａの背面視
で右上に前方へ窪んだ矩形状の取付凹部１４２ｂ（図３５（ｂ）等を参照）が形成されて
いると共に、その取付凹部１４２ｂ内に不正防止部材１４８が取付けられている。球送給
ユニット１４０の不正防止部材１４８は、工具鋼やステンレス等の硬質の金属板により形
成されており、後カバー１４２の取付凹部１４２ｂ内に対して後側から脱着可能に取付け
られている。
【０１４５】
　不正防止部材１４８は、正面視の外形が左右に延びた長方形状に形成されており、右辺
から左方へ所定距離の間において、上下方向略中央で上下に分離している上片部１４８ａ
及び下片部１４８ｂと、上片部１４８ａ及び下片部１４８ｂの互いに対向している辺の先
端側（正面視右端側）でＣ面取り状に夫々形成されている傾斜部１４８ｃと、を備えてい
る。不正防止部材１４８の上片部１４８ａは、不正防止部材１４８の一般面に対して、正
面視右端が後方へ突出するように屈曲させられている。下片部１４８ｂは、不正防止部材
１４８の一般面と同一面上に延びている。これにより、平面視において、上片部１４８ａ
と下片部１４８ｂとによって、右方に向かうに従って広がるＶ字状の溝を形成している。
【０１４６】
　不正防止部材１４８は、後カバー１４２の取付凹部１４２ｂに取付けられることで、上
片部１４８ａと下片部１４８ｂとで形成されるＶ字状の溝が、打球供給口１４２ａ内と連
通した状態となる。
【０１４７】
　この不正防止部材１４８によれば、紐を取付けた不正な遊技球Ｂを、上皿から球送給ユ
ニット１４０を介して球発射装置５４０により遊技領域５ａ内に打込み、不正な遊技球Ｂ
に取付けられた紐を操作して、不正な遊技球Ｂを第一始動口等に出し入れさせるような不
正行為が行われる際に、球発射装置５４０により発射（打球）された不正な遊技球Ｂの勢
いによって、不正な遊技球Ｂに取付けられた紐を、上片部１４８ａと下片部１４８ｂとの
間に挿入させた上で、上片部１４８ａと下片部１４８ｂとによって形成されたＶ字状の狭
くなった部位により切断させることができ、紐を取付けた不正な遊技球Ｂを用いた不正行
為が行われるのを防止することができる。
【０１４８】
［３－１ｋ．ファールカバーユニット］
　扉枠ベースユニット１００のファールカバーユニット１５０について、主に図３６及び
図３７を参照して詳細に説明する。図３６（ａ）は扉枠ベースユニットのファールカバー
ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）はファールカバーユニットを後ろから見た斜
視図である。また、図３７は、蓋部材を外した状態のファールカバーユニットの正面図で
ある。ファールカバーユニット１５０は、扉枠ベース１０１の後側の下部における背面視
右側に取付けられている。ファールカバーユニット１５０は、球発射装置５４０により発
射されて遊技盤５の遊技領域５ａ内に到達しなかった遊技球Ｂ（ファール球）を、下皿２
０２に誘導すると共に、払出装置５８０から払出された遊技球Ｂを、上皿２０１又は下皿
２０２に誘導するためのものである。ファールカバーユニット１５０は、図示するように
、扉枠ベース１０１の後側に取付けられ前側が開放された浅い箱状のユニット本体１５１
と、ユニット本体１５１の前面に取付けられている平板状の蓋部材１５２と、を備えてい
る。
【０１４９】
　ファールカバーユニット１５０は、正面視左上隅において前後に貫通しており本体枠４
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の下部満タン球経路ユニットの通常誘導路と皿ユニットの上皿球供給口とを連通させる貫
通球通路１５０ａと、貫通球通路１５０ａの正面視右下側で後方へ向かって開口しており
本体枠４の下部満タン球経路ユニットの満タン誘導路と連通可能な満タン球受口１５０ｂ
と、を備えている。
【０１５０】
　また、ファールカバーユニット１５０は、満タン球受口１５０ｂの正面視右側で上方へ
向かって開口しており本体枠４の球発射装置により発射されにも関わらず遊技領域５ａ内
へ到達しなかった遊技球Ｂ（ファール球）を受けるファール球受口１５０ｃと、正面視右
下隅付近で前方へ向かって開口しており満タン球受口１５０ｂ及びファール球受口１５０
ｃに受入れられた遊技球Ｂを前方へ放出すると共に皿ユニットの下皿球供給口と連通する
球放出口１５０ｄと、を備えている。
【０１５１】
　更に、ファールカバーユニット１５０は、ユニット本体１５１及び蓋部材１５２によっ
て、満タン球受口１５０ｂ及びファール球受口１５０ｃと球放出口１５０ｄとの間に形成
されており所定量の遊技球Ｂを貯留可能な広さを有している貯留通路１５０ｅを、備えて
いる。
【０１５２】
　貫通球通路１５０ａは、ユニット本体１５１と蓋部材１５２の両方に跨って形成されて
いる。満タン球受口１５０ｂ及びファール球受口１５０ｃは、ユニット本体１５１に形成
されている。球放出口１５０ｄは、蓋部材１５２に形成されている。貯留通路１５０ｅは
、ユニット本体１５１と蓋部材１５２とで形成されている。
【０１５３】
　また、ファールカバーユニット１５０は、貯留通路１５０ｅの内壁の一部を構成してお
り下端が回動可能にユニット本体１５１及び蓋部材１５２に取付けられている平板状の可
動片１５３と、可動片１５３の貯留通路１５０ｅから遠ざかる方向への回動を検知する満
タン検知センサ１５４と、可動片１５３を貯留通路１５０ｅ側へ付勢しているバネ１５５
と、を備えている。
【０１５４】
　このファールカバーユニット１５０は、皿ユニット２００の下皿２０２内が遊技球Ｂで
一杯になって、球放出口１５０ｄから遊技球Ｂが下皿２０２側へ放出されなくなると、貯
留通路１５０ｅ内にある程度の数の遊技球Ｂを貯留することができる。そして、貯留通路
１５０ｅ内にある程度の数の遊技球Ｂが貯留されると、遊技球Ｂの重さによって可動片１
５３の上端がバネ１５５の付勢力に抗して貯留通路１５０ｅから遠ざかる方向へ移動する
ように可動片１５３が回動し、その回動が満タン検知センサ１５４によって検知される。
これにより、下皿２０２が遊技球Ｂで満タンになっていると判断することができるため、
満タン検知センサ１５４により満タンが検知されると、これ以上の遊技球Ｂの払出しを停
止させると共に、その旨を遊技者や遊技ホールの係員等に報知して、下皿２０２の満タン
を解消させるように促すことができる。
【０１５５】
　また、ファールカバーユニット１５０は、ユニット本体１５１の後側で貫通球通路１５
０ａの下側に取付けられており、本体枠４の後述する払出ユニット５６０における下部満
タン球経路ユニット６１０の払出通路開閉扉６１３の作動突部６１３ａが当接可能な扉開
閉当接部１５０ｆを備えている（図９１を参照）。扉開閉当接部１５０ｆは、後面が下方
へ向かうに従って前方へ移動するように傾斜している。この扉開閉当接部１５０ｆに払出
通路開閉扉６１３の作動突部６１３ａが当接することで、払出通路開閉扉６１３を回動さ
せて下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの下流端（前側開口）を
開放させることができる。
【０１５６】
［３－２．ガラスユニット］
　扉枠３におけるガラスユニット１６０について、主に図２９及び図３０等を参照して詳
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細に説明する。ガラスユニット１６０は、扉枠ベースユニット１００における扉枠ベース
１０１の扉窓１０１ａを閉鎖するように、後方からガラスユニット取付部１０１ｈ内に挿
入されて着脱可能に取付けられている。このガラスユニット１６０は、扉枠３を本体枠４
に対して閉めた時に、本体枠４に取付けられている遊技盤５の遊技領域５ａを遊技者側（
前方）から視認可能とすると共に、遊技領域５ａの前方を閉鎖するものである。
【０１５７】
　ガラスユニット１６０は、扉枠ベース１０１の扉窓１０１ａの内周形状よりも大きくガ
ラスユニット取付部１０１ｈに取付可能な枠状のガラス枠１６１と、ガラス枠１６１の枠
内を閉鎖し外周がガラス枠１６１に取付けられている透明な二つのガラス板１６２と、扉
枠ベースユニット１００における扉枠ベース１０１の後側に回転可能に取付けられガラス
枠１６１を扉枠ベース１０１に取付けるための一対のガラスユニット取付部材１６３と、
を備えている。
【０１５８】
　ガラス枠１６１は、正面視左右上隅よりも下側の位置から外方へ平板状に延出している
一対の取付片１６１ａと、下端から下方へ突出していると共に下辺に沿って延びている帯
板状の係止片１６１ｂと、を有している。ガラス枠１６１の取付片１６１ａは、ガラスユ
ニット取付部材１６３の突出部１６３ｂと当接可能とされている。係止片１６１ｂは、扉
枠ベース１０１と扉枠補強ユニット１１０の中間補強フレーム１１４との間の空間内に挿
入可能とされている（図９７を参照）。二つのガラス板１６２は、ガラス枠１６１の前端
側と後端側とに夫々取付けられており、互いの間に空間が形成されるように前後に離間し
ている（図９７を参照）。
【０１５９】
　ガラスユニット取付部材１６３は、扉枠ベース１０１の後側で前後に延びた軸線周りに
対して回転可能に取付けられる円盤状の基部１６３ａと、基部１６３ａから回転軸線に対
して直角方向へ棒状に突出している突出部１６３ｂと、を有している。ガラスユニット取
付部材１６３は、扉枠ベース１０１の後面における扉窓１０１ａの四隅のうち上側の二つ
の隅の外側に、夫々回転可能に取付けられる。
【０１６０】
　ガラスユニット１６０を扉枠ベース１０１に取付けるには、まず、扉枠ベース１０１に
取付けられているガラスユニット取付部材１６３を、突出部１６３ｂが基部１６３ａより
も上方に位置するように回転させた状態とする。そして、扉枠ベース１０１の後側から、
ガラスユニット１６０のガラス枠１６１の係止片１６１ｂを、扉枠ベース１０１と扉枠補
強ユニット１１０の中間補強フレーム１１４との間の隙間に上方から挿入した上で、ガラ
ス枠１６１の前端を扉枠ベース１０１のガラスユニット取付部１０１ｈの後面に当接させ
る。その後、ガラスユニット取付部材１６３を、突出部１６３ｂが基部１６３ａよりも下
方に位置するように回転させて、突出部１６３ｂをガラス枠１６１の取付片１６１ａの後
面と当接させる。これにより、ガラスユニット１６０が扉枠ベース１０１に取付けられる
。
【０１６１】
　ガラスユニット１６０を扉枠ベース１０１から取外す場合は、上記と逆の手順により、
取外すことができる。これにより、ガラスユニット１６０は、扉枠ベース１０１（扉枠ベ
ースユニット１００）に対して着脱可能となっている。
【０１６２】
　なお、ガラスユニット１６０では、ガラスユニット取付部材１６３の突出部１６３ｂが
、基部１６３ａよりも下方に位置している回転位置の時に、突出部１６３ｂによりガラス
枠１６１の後方への移動を規制しているため、ガラスユニット取付部材１６３に振動等が
作用しても、突出部１６３ｂが基部１６３ａよりも上方となるように位置へ回転すること
はない。従って、ガラス枠１６１の後方への移動の規制が自然に解除されることはなく、
ガラスユニット１６０が扉枠ベース１０１から自然に外れることはない。
【０１６３】
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［３－３．防犯カバー］
　扉枠３における防犯カバー１７０について、主に図２９及び図３０等を参照して詳細に
説明する。防犯カバー１７０は、ガラスユニット１６０の後面下部を覆うように扉枠ベー
スユニット１００の後側に取付けられ、透明な合成樹脂により形成されている。防犯カバ
ー１７０は、外周が所定形状に形成された平板状の本体部１７１と、本体部１７１の外周
縁に沿って後方へ短く突出した平板状の後方突片１７２と、左右に離間して配置され本体
部１７１よりも前方に突出し、扉枠ベース１０１の後側に係止可能とされている一対の係
止片１７３と、を備えている。
【０１６４】
　防犯カバー１７０の本体部１７１は、扉枠ベースユニット１００に取付けた状態で下端
がガラスユニット１６０の下端よりも下方へ突出するように形成されている。また、本体
部１７１は、上端が、パチンコ機１に組立てた状態で、遊技盤５における遊技領域５ａの
下端に沿った形状に形成されている。詳述すると、本体部１７１の上端は、後述する前構
成部材１０００の内レール１００２の一部、アウト誘導部１００３、右下レール１００４
の一部、及び右レール１００５に沿った形状に形成されており、パチンコ機１に組立てた
状態で遊技領域５ａ内に突出しないように形成されている。
【０１６５】
　後方突片１７２は、本体部１７１の外周縁の略全周に亘って形成されている。従って、
防犯カバー１７０は、本体部１７１と後方突片１７２とによって、後方へ開放された浅い
箱状に形成されており、強度・剛性が高くなっている。また、後方突片１７２は、本体部
１７１の外周縁とは異なる本体部１７１の後面の一部からも後方に突出している。この本
体部１７１の後面の一部から後方に突出している後方突片１７２は、パチンコ機１に組立
てた状態で遊技盤５の前構成部材１０００における外レール１００１の一部と沿うように
形成されている。
【０１６６】
　なお、後方突片１７２は、パチンコ機１に組立てた状態で、遊技盤５における外レール
１００１と内レール１００２との間に位置する部位には形成されていない。これにより、
外レール１００１と内レール１００２との間を通る遊技球Ｂ（球発射装置５４０により発
射された遊技球Ｂ）が、防犯カバー１７０の後方突片１７２に当接することはなく、遊技
領域５ａ内への遊技球Ｂの打込みを阻害することはない。
【０１６７】
　一対の係止片１７３は、扉枠ベースユニット１００（スピーカダクト１０３及びケーブ
ルカバー１０９）の後側に弾性係止される。これにより、防犯カバー１７０は、扉枠ベー
スユニット１００に対して容易に着脱することができる。
【０１６８】
　防犯カバー１７０は、パチンコ機１に組立てた状態で、本体部１７１の前面がガラスユ
ニット１６０の後面（ガラス枠１６１の後端）と当接し、本体部１７１の下辺から後方へ
突出している部位を除いた後方突片１７２が、前構成部材１０００の防犯凹部１００９内
に挿入された状態となる。また、防犯カバー１７０は、本体部１７１の下辺から後方に突
出している後方突片１７２が、前構成部材１０００の下面と接するように前構成部材１０
００の前面よりも後方へ突出している状態となる。これにより、防犯カバー１７０と遊技
盤５（前構成部材１０００）との間が、防犯カバー１７０の後方突片１７２と前構成部材
１０００の防犯凹部１００９とによって複雑に屈曲した状態となるため、遊技盤５の前面
下方より防犯カバー１７０と前構成部材１０００との間を通してピアノ線等の不正な工具
を遊技領域５ａ内に侵入させようとしても、後方突片１７２や防犯凹部１００９に阻まれ
ることとなり、遊技領域５ａ内への不正な工具の侵入を阻止することができる。
【０１６９】
［３－４．ハンドルユニット］
　扉枠３におけるハンドルユニット１８０について、主に図３８等を参照して詳細に説明
する。図３８（ａ）は扉枠におけるハンドルユニットを分解して前から見た分解斜視図で
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あり、（ｂ）はハンドルユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。ハンドルユ
ニット１８０は、扉枠ベースユニット１００のハンドル取付部材１０２に取付けられ、遊
技者が操作することで、上皿２０１内の遊技球Ｂを遊技盤５の遊技領域５ａ内に打込むこ
とができるものである。
【０１７０】
　ハンドルユニット１８０は、扉枠ベースユニット１００におけるハンドル取付部材１０
２の筒部１０２ａに取付けられるハンドルベース１８１と、ハンドルベース１８１の前端
に回転可能に取付けられるハンドル１８２と、ハンドル１８２の前端側を覆うようにハン
ドルベース１８１に取付けられる円盤状のカバー台座１８３と、カバー台座１８３の前側
に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されているハンドル装飾基板１８４と、ハ
ンドル装飾基板１８４の前側を覆うようにカバー台座１８３に取付けられているハンドル
カバー１８５と、を備えている。
【０１７１】
　また、ハンドルユニット１８０は、ハンドル１８２の後側でハンドルベース１８１の前
面に取付けられるインナーベース１８６と、前端にハンドル１８２が取付けられると共に
インナーベース１８６とハンドルベース１８１とによって回転可能に取付けられ外周に駆
動ギア部１８７ａを有している軸部材１８７と、軸部材１８７の駆動ギア部１８７ａと噛
合している伝達ギア１８８と、伝達ギア１８８と一体回転する検知軸１８９ａを有しハン
ドルベース１８１とインナーベース１８６との間に挟持されているハンドル回転検知セン
サ１８９と、を備えている。
【０１７２】
　更に、ハンドルユニット１８０は、一端側がハンドルベース１８１に取付けられると共
に他端側がハンドル１８２に取付けられハンドル１８２を初期回転位置（正面視で反時計
周りの方向への回転端）へ復帰させるように付勢しているハンドル復帰バネ１９０と、一
端側がインナーベース１８６に取付けられると共に他端側が伝達ギア１８８に取付けられ
伝達ギア１８８を介してハンドル回転検知センサ１８９の検知軸１８９ａを正面視で時計
回りの方向へ付勢している補助バネ１９１と、を備えている。
【０１７３】
　また、ハンドルユニット１８０は、インナーベース１８６の後方でハンドルベース１８
１に取付けられているハンドルタッチセンサ１９２と、先端側がハンドルベース１８１の
前端外周面の正面視おける左側から外方に突出していると共に基端側がインナーベース１
８６の後方でハンドルベース１８１に前後に延びた軸周りに回転可能に取付けられている
単発ボタン１９３と、単発ボタン１９３の押圧操作を検知しハンドルベース１８１に取付
けられている単発ボタン操作センサ１９４と、を備えている。
【０１７４】
　ハンドルユニット１８０のハンドルベース１８１は、前後に延びた円筒状の基部１８１
ａと、基部１８１ａの前端から半径方向へ突出している円盤状の前端部１８１ｂと、円筒
状の基部１８１ａの外周面から窪んでいると共に軸方向に延びており周方向へ不等間隔で
三つ形成されている溝部１８１ｃと、を備えている。ハンドルベース１８１の基部１８１
ａは、外径がハンドル取付部材１０２の筒部１０２ａの内径よりも若干小さく形成されて
いる。また、三つの溝部１８１ｃは、ハンドル取付部材１０２における筒部１０２ａの三
つの突条１０２ｃと対応した位置に形成されている。従って、三つの溝部１８１ｃを三つ
の突条１０２ｃと一致させた状態で、基部１８１ａをハンドル取付部材１０２の筒部１０
２ａ内に挿入させることができると共に、三つの溝部１８１ｃ内に夫々突条１０２ｃが挿
入されることで、ハンドルベース１８１がハンドル取付部材１０２に対して相対回転不能
な状態となる。
【０１７５】
　ハンドル１８２は、外周面から周方向に離れて外方へ突出している四つの第一突起１８
２ａ、第二突起１８２ｂ、第三突起１８２ｃ、及び第四突起１８２ｄと、回転軸（軸部材
１８７）を中心として円弧状に延びていると共に前後方向に貫通している二つのスリット
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１８２ｅと、スリット１８２ｅよりも回転中心に対して内側の位置から後方に突出してお
りハンドル復帰バネ１９０の他端側が係止される係止突部１８２ｆと、を備えている。
【０１７６】
　四つの第一突起１８２ａ、第二突起１８２ｂ、第三突起１８２ｃ、及び第四突起１８２
ｄは、正面視において時計回りの方向に順番に備えられている。詳述すると、第一突起１
８２ａは、ハンドル１８２の一般外周面から最も突出した部位の正面視時計回りの方向の
側面が、外側へ膨らむように膨出しており、反対側である反都決周りの方向の側面が、内
側へ湾曲するように凹んでいる（抉れている）。第二突起１８２ｂは、ハンドル１８２の
一般外周面から最も突出した部位が、第一突起１８２ａの最も突出した部位から時計回り
の方向へ約８５度の回転角度で離れており、第一突起１８２ａよりはやや低く突出してい
る。この第二突起１８２ｂは、最も突出した部位の正面視時計回りの方向の側面が、外側
へ膨らむように膨出しており、反対側である反時計周りの方向の側面が、内側へ湾曲する
ように凹んでおり、第一突起１８２ａと相似した形状に形成されている。
【０１７７】
　第三突起１８２ｃは、ハンドル１８２の一般外周面から最も突出した部位が、第二突起
１８２ｂの最も突出した部位から時計回りの方向へ約７０度の回転角度で離れており、第
一突起１８２ａの約半分の高さで突出している。この第三突起１８２ｃは、両側の側面が
略直線状に傾斜しており、時計回りの方向の側面が反対側である反時計回りの方向の側面
よりもなだらかに傾斜している。第四突起１８２ｄは、ハンドル１８２の一般外周面から
最も突出した部位が、第三突起１８２ｃの最も突出した部位から時計回りの方向へ約５５
度の回転角度で離れており、第一突起１８２ａよりもやや高く突出している。この第四突
起１８２ｄは、両側の側面が略直線状に傾斜しており、略二等辺三角形に形成されている
。
【０１７８】
　カバー台座１８３は、円盤状に形成されており、後面から後方へ突出している三つの取
付ボス１８３ａを備えている。三つの取付ボス１８３ａは、ハンドル１８２のスリット１
８２ｅを前方から貫通してハンドルベース１８１の前面に取付けられる。ハンドルカバー
１８５の取付ボス１８３ａが、ハンドル１８２のスリット１８２ｅを貫通していることか
ら、取付ボス１８３ａがスリット１８２ｅの周方向端部に当接することとなり、ハンドル
１８２の回転角度を規制している。本例では、ハンドル１８２を、約１２０度の回転角度
の範囲内で回転させることができる。
【０１７９】
　ハンドルカバー１８５は、前面が前方へ丸く膨出しており、透光性を有している。ハン
ドルカバー１８５は、内部に、透明な部材で立体的に形成されたレンズ部材が備えられて
いる。このハンドルカバー１８５は、ハンドル装飾基板１８４の前面のＬＥＤを適宜発光
させることで、発光装飾させられる。
【０１８０】
　このハンドルユニット１８０は、扉枠ベース１０１のハンドル取付座面１０１ｂに対し
て、ハンドル取付部材１０２を介して取付けられる。この扉枠ベース１０１のハンドル取
付座面１０１ｂは、平面視において、右端側が左端側よりも後方に位置するように傾斜し
ており、外側（開放側）を向いているため、ハンドル取付部材１０２を介して取付けられ
るハンドルユニット１８０も平面視で外側に傾斜（換言すると、パチンコ機１の前面に直
交する線に対してその先端部がパチンコ機１の外側に向かうように傾斜している。）して
扉枠３に取付固定される。これにより、遊技者がハンドルユニット１８０のハンドル１８
２が握り易く、違和感がなく回動操作を行わせることができる。
【０１８１】
　ハンドルユニット１８０のハンドル回転検知センサ１８９は、可変抵抗器とされており
、ハンドル１８２を回転させると、軸部材１８７及び伝達ギア１８８を介してハンドル回
転検知センサ１８９の検知軸１８９ａが回転する。この検知軸１８９ａの回転角度に応じ
てハンドル回転検知センサ１８９の内部抵抗が変化し、ハンドル回転検知センサ１８９の
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内部抵抗に応じて後述する球発射装置５４０における発射ソレノイド５４２の駆動力が変
化して、ハンドル１８２の回転角度に応じた強さで遊技球Ｂが遊技領域５ａ内へ打込まれ
る。
【０１８２】
　ハンドルタッチセンサ１９２は、ハンドルユニット１８０に作用する静電気を検知する
ものであり、遊技者がハンドル１８２等に接触することで、遊技者から作用する静電気を
検知し、遊技者のハンドル１８２等への接触を検出する。そして、ハンドルタッチセンサ
１９２が遊技者の接触を検出している時に、ハンドル１８２を回動させると、ハンドル回
転検知センサ１８９の検知が受付けられ、ハンドル１８２の回転角度に応じた強さで発射
ソレノイド５４２の駆動が制御されて、遊技球Ｂを打込むことができる。つまり、遊技者
がハンドル１８２に触れずに、何らかの方法でハンドル１８２を回転させて遊技球Ｂを遊
技領域５ａ内に打込もうとしても、ハンドルタッチセンサ１９２が遊技者の接触を検知し
ていないことから、発射ソレノイド５４２は駆動されず、遊技球Ｂを打込むことができな
いようになっている。これにより、遊技者が本来とは異なる方法でハンドル１８２を回転
させて遊技が行われるのを防止することができ、パチンコ機１を設置する遊技ホールに係
る負荷（負担）を軽減させることができる。
【０１８３】
　また、ハンドルユニット１８０は、遊技者がハンドル１８２を回転操作中に、単発ボタ
ン１９３を押圧すると、単発ボタン操作センサ１９４が単発ボタン１９３の操作を検知し
、払出制御基板６３３の発射制御部６３３ｂによって発射ソレノイド５４２の駆動が停止
させられる。これにより、ハンドル１８２の回転操作を戻さなくても、遊技球Ｂの発射を
一時的に停止させることができると共に、単発ボタン１９３の押圧操作を解除することで
、単発ボタン１９３を操作する前の打込強さで再び遊技球Ｂを遊技領域５ａ内に打込むこ
とができる。
【０１８４】
　更に、ハンドルユニット１８０は、ハンドル１８２に、四つの第一突起１８２ａ、第二
突起１８２ｂ、第三突起１８２ｃ、及び第四突起１８２ｄを備えており、ハンドル１８２
を正面視時計回りの方向へ最も回転させて、遊技球Ｂを最も強く遊技領域５ａ内に打込む
ようにした（所謂、「右打ち」した）時に、第四突起１８２ｄが、ハンドル１８２を回転
させていない時の第一突起１８２ａの位置と、略同じ位置となるため、第四突起１８２ｄ
を第一突起１８２ａとしてハンドル１８２を持ち替えることで、遊技者が楽な状態で「右
打ち」の位置でハンドル１８２を維持させることができ、遊技者の疲労感を軽減させて遊
技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０１８５】
［３－５．皿ユニットの全体構成］
　扉枠３における皿ユニット２００について、主に図３９乃至図４２を参照して詳細に説
明する。図３９は扉枠の皿ユニットを見た斜視図であり、図４０は皿ユニットを後ろから
見た斜視図である。図４１は皿ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図で
あり、図４２は皿ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。皿ユ
ニット２００は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面における扉窓１０
１ａよりも下側の部位に取付けられる。皿ユニット２００は、遊技領域５ａ内に打込むた
めの遊技球Ｂを貯留する上皿２０１と、上皿２０１の下側に配置されており上皿２０１や
ファールカバーユニット１５０から供給される遊技球Ｂを貯留可能な下皿２０２と、を備
えている。
【０１８６】
　皿ユニット２００は、上皿２０１を有しており扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース
１０１の前面に取付けられている皿ベースユニット２１０と、皿ベースユニット２１０の
前面に取付けられており下皿２０２を有している皿装飾ユニット２５０と、皿装飾ユニッ
ト２５０及び皿ベースユニット２１０の前面に取付けられており遊技者が操作可能な演出
操作ユニット３００と、を備えている。
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【０１８７】
　皿ベースユニット２１０は、左右に延びた平板状の皿ユニットベース２１１と、皿ユニ
ットベース２１１の前面上部に取付けられ上皿２０１を有している上皿本体２１２と、上
皿本体２１２の右方に取付けられており前方へ突出している取付ベース２１３と、取付ベ
ース２１３の右方に取付けられている皿ユニット中継基板２１４と、取付ベース２１３の
上面に取付けられている球貸操作ユニット２２０と、取付ベース２１３の下方に取付けら
れている上皿球抜前ユニット２３０と、上皿球抜前ユニット２３０の後方に取付けられて
いる上皿球抜後ユニット２４０と、を備えている。
【０１８８】
　皿装飾ユニット２５０は、皿ユニットベース２１１の前面下部に取付けられており下皿
２０２を有している下皿本体２５１と、下皿本体２５１の外周を覆うように皿ユニットベ
ース２１１の前面に取付けられる皿ユニット本体２５２と、下皿本体２５１の下面に取付
けられている下皿球抜ユニット２６０と、皿ユニット本体２５２の前面上部に左右に離間
して夫々取付けられている皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５と、
皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５の夫々の下方に取付けられてい
る皿左下装飾ユニット２８０及び皿右下装飾ユニット２８５と、を備えている。
【０１８９】
　演出操作ユニット３００は、遊技者が操作可能な演出操作部３０１として、遊技者が回
転操作可能な回転操作部３０２と、遊技者が押圧操作可能な押圧操作部３０３と、を備え
ている。演出操作ユニット３００は、皿装飾ユニット２５０の前面に取付けられる演出操
作部カバーユニット３１０と、演出操作部カバーユニット３１０に内に収容される操作部
ベース３２０と、操作部ベース３２０の上面に取付けられており回転操作部３０２を有し
ている円環状の演出操作リング３３０と、回転操作部３０２を回転させる回転駆動ユニッ
ト３４０と、回転駆動ユニット３４０の回転を回転操作部３０２に伝達させる操作リング
用伝達ギア３５０と、操作リング用伝達ギア３５０を回転可能に取付けているギア取付部
材３５１と、を備えている。
【０１９０】
　また、演出操作ユニット３００は、演出操作リング３３０を発光装飾させる演出操作リ
ング装飾基板３５２と、演出操作リング装飾基板３５２の上側を覆う装飾基板カバー３５
３と、操作部ベース３２０の下面に取付けられている振動スピーカ３５４と、演出操作リ
ング３３０の環内に臨むように操作部ベース３２０に取付けられている演出操作ボタンユ
ニット３６０と、操作部ベース３２０の後面に取付けられている操作部中継基板ユニット
３９０と、を備えている。
【０１９１】
　皿ユニット２００は、全体が前方へ膨出しており、左右方向中央において演出操作部３
０１の上面が斜め上前方を向くように演出操作ユニット３００が配置されており、上面に
おける演出操作ユニット３００の左側に上皿２０１が演出操作ユニット３００の右側に球
貸操作ユニット２２０が配置されていると共に、上皿２０１の下側で演出操作ユニット３
００の左側に下皿２０２が配置されている。
【０１９２】
［３－５ａ．上皿］
　皿ユニット２００の上皿２０１について、主に図３９乃至図４２等を参照して詳細に説
明する。上皿２０１は、皿ユニットベース２１１と上皿本体２１２とによって形成されて
おり、正面視左右の中央より左側の方が大きく前方へ膨出し、上方へ開放された容器状に
形成されている。上皿２０１（上皿本体２１２）は、扉枠３の左右方向の幅に対して左端
から右方へ約１／３の部位が最も前方に膨出している。上皿２０１は、最も膨出した部位
から正面視右方へ向かうに従って、前端が後方へ後退しており、前後方向の奥行が遊技球
Ｂの外径よりも若干大きい誘導通路部２０１ａ（図４６を参照）を有している。上皿２０
１は、誘導通路部２０１ａを含む底面の全体が、右端側が低くなるように傾斜しており、
誘導通路部２０１ａの正面視右端側が、球貸操作ユニット２２０の下方へ潜り込んでいる
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。
【０１９３】
　上皿２０１は、皿ユニット２００に組立てた状態で、その底面が、皿ユニットベース２
１１の上皿球供給口２１１ａよりも下側の位置から上皿球送給口２１１ｅの上端に対して
遊技球Ｂの外径よりも若干下側の位置へ向かって低くなるように傾斜している。これによ
り、上皿球供給口２１１ａから前方へ放出された遊技球Ｂが、上皿２０１内に受けられて
貯留させることができると共に、受けられた遊技球Ｂを誘導通路部２０１ａの右端側から
上皿球送給口２１１ｅを通って球送給ユニット１４０側へ供給させることができる。
【０１９４】
　なお、誘導通路部２０１ａには、パチンコ機１において電気的に接地（アース）されて
いる金属製のアース金具２０１ｂが備えられており、遊技球Ｂが接触（転動）することで
、遊技球Ｂに帯電した静電気を除去させることができる。
【０１９５】
［３－５ｂ．下皿］
　皿ユニット２００の下皿２０２について、主に図３９乃至図４２等を参照して詳細に説
明する。下皿２０２は、上皿２０１の下方で、正面視おいて皿ユニット２００（扉枠３）
の左右方向中央よりも左側に配置されている。下皿２０２は、下皿本体２５１と皿ユニッ
トベース２１１とで形成されている。下皿２０２は、遊技球Ｂを貯留可能な容器状に形成
されており、底壁に上下に貫通し遊技球Ｂを排出可能とされた下皿球抜孔２０２ａを備え
ている。下皿２０２の下皿球抜孔２０２ａは、下皿球抜ユニット２６０によって開閉可能
に閉鎖されている。
【０１９６】
　下皿２０２は、平面視の形状が左右に延びた略四角形に形成されており、左右方向中央
より左側の前端が右側よりも前方へ突出している。下皿２０２は、上下に貫通している下
皿球抜孔２０２ａが、右端付近の前端付近に配置されている。この下皿２０２は、底面が
下皿球抜孔２０２ａへ向かって低くなるように傾斜している。下皿２０２の下皿球抜孔２
０２ａは、皿ユニット２００に組立てた状態で、下皿球供給口２１１ｃの前方で演出操作
ユニット３００の下方に位置している。
【０１９７】
　下皿２０２は、下皿球抜孔２０２ａを閉鎖している状態で、下皿球供給口２１１ｃから
前方へ放出された遊技球Ｂを貯留することができると共に、下皿球抜孔２０２ａを開放す
ることで貯留されている遊技球Ｂを皿ユニット２００の下方（例えば、ドル箱）へ排出さ
せることができる。また、下皿２０２の下皿球抜孔２０２ａが開放されている状態では、
下皿球抜孔２０２ａが下皿球供給口２１１ｃの前方に配置されていることから、下皿球供
給口２１１ｃから前方へ放出された遊技球Ｂを、最短距離の移動で速やかに下皿球抜孔２
０２ａから下方へ排出させることができる。
【０１９８】
［３－５ｃ．皿ベースユニット］
　皿ユニット２００における皿ベースユニット２１０について、主に図４３乃至図４６を
参照して詳細に説明する。図４３は皿ユニットにおける皿ベースユニットを前から見た斜
視図であり、図４４は皿ユニットにおける皿ベースユニットを後ろから見た斜視図である
。また、図４５は皿ベースユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり
、図４６は皿ベースユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。皿
ベースユニット２１０は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面における
扉窓１０１ａの下方に取付けられると共に、前面に、皿装飾ユニット２５０及び演出操作
ユニット３００が取付けられるものである。
【０１９９】
　皿ベースユニット２１０は、扉枠ベースユニット１００の前面下部に取付けられ左右に
延びた平板状の皿ユニットベース２１１と、皿ユニットベース２１１の前面上部に取付け
られ上皿２０１を有している上皿本体２１２と、皿ユニットベース２１１の前面上部にお
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ける上皿本体２１２の右方に取付けられており前方へ突出している取付ベース２１３と、
皿ユニットベース２１１の前面で取付ベース２１３の右方に取付けられている皿ユニット
中継基板２１４と、を備えている。
【０２００】
　また、皿ベースユニット２１０は、取付ベース２１３の上面に取付けられている球貸操
作ユニット２２０と、取付ベース２１３の下方で皿ユニットベース２１１の前面に取付け
られている上皿球抜前ユニット２３０と、上皿球抜前ユニット２３０の後方で皿ユニット
ベース２１１の後側に取付けられている上皿球抜後ユニット２４０と、を備えている。
【０２０１】
［３－５ｃ－１．皿ユニットベース］
　皿ベースユニット２１０の皿ユニットベース２１１について、主に図４５及び図４６を
参照して詳細に説明する。皿ユニットベース２１１は、扉枠ベースユニット１００の扉枠
ベース１０１の前面における扉窓１０１ａの下方に取付けられ、扉枠ベース１０１の全幅
に亘って左右に延びた平板状（後方が開放された浅い箱状）に形成されている。
【０２０２】
　皿ユニットベース２１１は、正面視左上隅付近で前後に貫通していると共に後方へ筒状
に延びている上皿球供給口２１１ａと、上皿球供給口２１１ａの下方で前後に貫通してお
り前側にパンチングメタルが取付けられているスピーカ口２１１ｂと、正面視左右中央に
対して左寄りの下部において前後に貫通していると共に後方へ筒状に延びている下皿球供
給口２１１ｃと、下皿球供給口２１１ｃの後方へ筒状に延びている部位の右側壁において
遊技球Ｂが通過可能な大きさに切欠かれている切欠部２１１ｄと、下皿球供給口２１１ｃ
の正面視右上側で前後に貫通していると共に上下に延びており上部が上皿本体２１２の右
端に位置する上皿球送給口２１１ｅと、を備えている。
【０２０３】
　また、皿ユニットベース２１１は、上皿球送給口２１１ｅの右方で前方へ突出しており
取付ベースが載置される載置突部２１１ｆと、上皿球送給口２１１ｅの左方で上皿本体の
下方において前後に貫通しており上皿球抜後ユニット２４０における上皿球抜スライダ２
４２の作動伝達部２４２ｂが挿通されるスライダ挿通口２１１ｇと、正面視右下隅で前後
に貫通しており扉枠ベースユニット１００のハンドル取付部材１０２の筒部１０２ａが挿
通されるハンドル挿通口２１１ｈと、正面視右隅付近で前後に貫通しておりシリンダ錠１
３０のシリンダ本体１３１が挿通されるシリンダ挿通口２１１ｉと、を備えている。
【０２０４】
　皿ユニットベース２１１の上皿球供給口２１１ａは、扉枠３に組立てた状態で、前端が
上皿２０１の後壁に開口し、筒状の後端が扉枠ベース１０１の上皿用球通過口１０１ｇを
前側から貫通してファールカバーユニット１５０の貫通球通路１５０ａの前端と接続して
いる。これにより、払出ユニット５６０の払出装置５８０から払出された遊技球Ｂが、上
皿球供給口２１１ａを通って上皿２０１内に供給（払出）される。
【０２０５】
　下皿球供給口２１１ｃは、扉枠３に組立てた状態で、前端が下皿２０２の後壁に開口し
、筒状の後端が扉枠ベース１０１の下皿用球通過口１０１ｆを前側から貫通してファール
カバーユニット１５０の球放出口１５０ｄの前端と接続している。これにより、ファール
カバーユニット１５０の貯留通路１５０ｅ内を流通する遊技球Ｂが、下皿球供給口２１１
ｃを通って下皿２０２内に供給される。また、下皿球供給口２１１ｃの筒状に延びている
部位に形成されている切欠部２１１ｄには、上皿球抜後ユニット２４０の後ベース２４１
における球抜誘導路２４１ｃの下流端が接続されている。これにより、上皿２０１に貯留
されている遊技球Ｂが、上皿球抜ボタン２２２の操作により、上皿球送給口２１１ｅ、球
送給ユニット１４０の進入口１４１ａ及び球抜口１４１ｂ、上皿球抜後ユニット２４０の
球送給誘導路２４１ｂ及び球抜誘導路２４１ｃ、及び切欠部２１１ｄを介して、下皿球供
給口２１１ｃから下皿２０２内に排出される。
【０２０６】
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　上皿球送給口２１１ｅは、皿ベースユニット２１０に組立てた状態で、上皿球抜後ユニ
ット２４０における後ベース２４１の球受口２４１ａの前方に位置しており、上皿２０１
内の遊技球Ｂが、上皿球抜後ユニット２４０の球受口２４１ａから球送給誘導路２４１ｂ
へ供給される。
【０２０７】
［３－５ｃ－２．上皿本体］
　皿ベースユニット２１０の上皿本体２１２について、主に図４５及び図４６等を参照し
て詳細に説明する。上皿本体２１２は、皿ユニットベース２１１の前面に取付けられ、皿
ユニットベース２１１と協働して上皿２０１を形成するものである。上皿本体２１２は、
上方及び後方が開放された容器状（皿状）に形成されている。上皿本体２１２は、左右に
延びており、正面視左右の中央より左側の方が大きく前方へ膨出している。上皿本体２１
２は、最も前方へ膨出した部位から正面視右方へ向かうに従って、前端が後方へ後退して
おり、前後方向の奥行が遊技球Ｂの外径よりも若干大きい幅に形成されている。上皿本体
２１２の底面は、右端が最も低くなるように傾斜している。上皿本体２１２は、右端付近
の上方が閉鎖されている。
【０２０８】
　上皿本体２１２は、皿ユニット２００に組立てた状態で、右端付近の上方が閉鎖されて
いる部位が、球貸操作ユニット２２０の下方に潜り込むように取付けられている。また、
上皿本体２１２は、上部における左右方向の中間部に、演出操作ユニット取付部２１２ａ
が形成されており、この演出操作ユニット取付部２１２ａに演出操作ユニット３００の一
部が取付けられる。
【０２０９】
［３－５ｃ－３．取付ベース］
　皿ベースユニット２１０の取付ベース２１３について、主に図４５及び図４６を参照し
て詳細に説明する。取付ベース２１３は、皿ユニットベース２１１の載置突部２１１ｆの
上面に載置された状態で皿ユニットベース２１１の前面に取付けられると共に、上側に球
貸操作ユニット２２０が取付けられるものである。取付ベース２１３は、上方が開放され
た浅い箱状に形成されている。取付ベース２１３は、左端付近において上下に貫通してい
る挿通口２１３ａと、後端右隅において上下に貫通している貫通口２１３ｂと、を備えて
いる。
【０２１０】
　取付ベース２１３の挿通口２１３ａは、上皿球抜前ユニット２３０の前スライダ２３２
が挿通されるものである。また、貫通口２１３ｂは、球貸操作ユニット２２０と扉枠主中
継基板１０４とを接続するための配線ケーブルが挿通されるものである。
【０２１１】
［３－５ｃ－４．皿ユニット中継基板］
　皿ベースユニット２１０の皿ユニット中継基板２１４は、扉枠ベースユニット１００に
おける扉枠副中継基板１０５と、皿左上装飾基板２７３、皿右上装飾基板２７８、皿左下
装飾基板２８３、皿右下装飾基板２８８、及び操作部中継基板３９２との接続を中継する
ためのものである。皿ユニット中継基板２１４は、皿ユニットベース２１１の前面におけ
る載置突部２１１ｆより右側に取付けられる。この皿ユニット中継基板２１４は、皿ユニ
ットベース２１１に取付けた状態では、後面が皿ユニットベース２１１の後側に臨んでい
る。
【０２１２】
［３－５ｃ－５．球貸操作ユニット］
　皿ベースユニット２１０の球貸操作ユニット２２０について、主に図３９乃至図４６等
を参照して詳細に説明する。球貸操作ユニット２２０は、取付ベース２１３を介して皿ユ
ニットベース２１１の前面に取付けられている。この球貸操作ユニット２２０は、上皿２
０１に貯留されている遊技球Ｂを下皿２０２へ排出したり、パチンコ機１に隣接して設け
られた球貸機（図示は省略）に対して現金やプリペイドカードを投入した上で、所定数の
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遊技球Ｂを皿ユニット２００の上皿２０１内へ貸出したり、球貸機に投入された現金やプ
リペイドカードの残量を表示したり、球貸機に投入された現金やプリペイドカードを貸出
された遊技球Ｂの分を差し引いて返却したり、するためのものである。
【０２１３】
　球貸操作ユニット２２０は、取付ベース２１３の上側に取付けられるベース部２２１と
、ベース部２２１の上面の左端付近に配置されている上皿球抜ボタン２２２と、ベース部
２２１の上面における上皿球抜ボタン２２２の右方に配置されており透光性を有した円盤
状の球貸操作ベース２２３と、球貸操作ベース２２３の前部左側に配置されている球貸ボ
タン２２４と、球貸操作ベース２２３の前部右側に配置されている返却ボタン２２５と、
球貸操作ベース２２３の後部下方に配置されている球貸表示部（図示は省略）と、を備え
ている。
【０２１４】
　上皿球抜ボタン２２２は、ベース部２２１の上面から円柱状に上方へ突出しており、遊
技者が押圧操作することで下方へ移動することができる。球貸ボタン２２４は、円形状に
形成されている。返却ボタン２２５は、三角形状に形成されている。球貸表示部は、三つ
の７セグメントＬＥＤにより構成されており、発光している状態で透明な球貸操作ベース
２２３を通して視認することができる。
【０２１５】
　球貸操作ユニット２２０は、上皿球抜ボタン２２２を押圧操作することで、上皿２０１
に貯留されている遊技球Ｂを下皿へ排出することができる。また、球貸機に現金や残金の
あるプリペイドカードを投入した上で、球貸ボタン２２４を押圧操作すると、所定数の遊
技球Ｂが上皿２０１に供給される。返却ボタン２２５を押圧操作すると、球貸機に投入さ
れている現金やプリペイドカードに対して、貸出された遊技球Ｂの分を差し引いて返却す
る。球貸表示部には、球貸機に投入されている現金やプリペイドカードの残量が表示され
る。また、球貸表示部には、球貸機が故障した時にエラーコードが表示される。
【０２１６】
［３－５ｃ－６．上皿球抜前ユニット及び上皿球抜後ユニット］
　皿ベースユニット２１０における上皿球抜前ユニット２３０及び上皿球抜後ユニット２
４０について、主に図４５及び図４６等を参照して詳細に説明する。上皿球抜前ユニット
２３０及び上皿球抜後ユニット２４０は、球貸操作ユニット２２０の上皿球抜ボタン２２
２が押圧操作された時に、球送給ユニット１４０と協働して、上皿２０１内に貯留されて
いる遊技球Ｂを下皿２０２へ排出させるためのものである。
【０２１７】
　上皿球抜前ユニット２３０は、皿ユニットベース２１１の前面における載置突部２１１
ｆの左方で球貸操作ユニット２２０の下方に取付けられる。上皿球抜後ユニット２４０は
、皿ユニットベース２１１の後面における上皿球抜前ユニット２３０の後方となる部位に
取付けられる。
【０２１８】
　上皿球抜前ユニット２３０は、皿ユニットベース２１１の前面に取付けられており上下
に延びた筒状の前ベース２３１と、前ベース２３１の筒内に上下方向へ移動可能に挿入さ
れている前スライダ２３２と、を備えている。前ベース２３１は、皿ユニットベース２１
１の前面における上皿球送給口２１１ｅ及びスライダ挿通口２１１ｇの前方付近に取付け
られている。前スライダ２３２は、上下に延びており、上端が上皿球抜ボタン２２２の下
端と当接していると共に、下端が上皿球抜後ユニット２４０の上皿球抜スライダ２４２の
作動受部２４２ａの上面と当接している。
【０２１９】
　上皿球抜後ユニット２４０は、上皿球送給口２１１ｅ及びスライダ挿通口２１１ｇを後
方から閉鎖するように皿ユニットベース２１１の後面に取付けられる後ベース２４１と、
後ベース２４１の前面に上下方向へスライド可能に取付けられている上皿球抜スライダ２
４２と、上皿球抜スライダ２４２を上方へ付勢しているバネ２４３と、後ベース２４１の
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後側に取付けられている後カバー２４４と、を備えている。
【０２２０】
　後ベース２４１は、上皿球抜スライダ２４２をスライド可能に取付ける部位から上方へ
突出していると共に前方へ向かって開口しており遊技球Ｂが通過可能な球受口２４１ａと
、球受口２４１ａに受入れられた遊技球Ｂを後ベース２４１の後面において下方へ誘導し
た後に後方へ誘導する球送給誘導路２４１ｂと、後ベース２４１の後面において球送給誘
導路２４１ｂよりも下側の位置から遊技球Ｂを下方へ誘導した後に背面視右方へ誘導する
球抜誘導路２４１ｃと、を備えている。
【０２２１】
　球受口２４１ａは、皿ベースユニット２１０に組立てた状態で、上皿２０１の誘導通路
部２０１ａ下流端（正面視右端）において、皿ユニットベース２１１の上皿球送給口２１
１ｅを通して前方へ向かって開口する位置に形成されている。球送給誘導路２４１ｂは、
扉枠３に組立てた状態で、下部の後方に球送給ユニット１４０の進入口１４１ａが位置す
るように形成されている。これにより、上皿２０１に供給された遊技球Ｂが、球受口２４
１ａ及び球送給誘導路２４１ｂを通って球送給ユニット１４０の進入口１４１ａに進入す
るようになっている。
【０２２２】
　球抜誘導路２４１ｃの左右に延びている部位は、上皿球抜スライダ２４２をスライド可
能に取付けている部位よりも背面視右方へ突出していると共に、背面視右端側が低くなる
ように傾斜しており、背面視右側面に開口している。球抜誘導路２４１ｃの左右に延びて
いる部位は、後側が後カバー２４４によって閉鎖される。球抜誘導路２４１ｃは、扉枠３
に組立てた状態で、球送給誘導路２４１ｂの下方で上下に延びている部位の上部が、球送
給ユニット１４０の球抜口１４１ｂの前方に位置すると共に、左右に延びている部位の背
面視右端が皿ユニットベース２１１における下皿球供給口２１１ｃの切欠部２１１ｄに接
続されるように形成されている。これにより、球送給ユニット１４０の球抜口１４１ｂか
ら排出された遊技球Ｂは、球抜誘導路２４１ｃ及び切欠部２１１ｄを介して下皿球供給口
２１１ｃから下皿２０２内へ放出される。
【０２２３】
　上皿球抜スライダ２４２は、正面視の形状が四角形に形成されており、左上隅から前方
へ突出している作動受部２４２ａと、作動受部２４２ａの後側となる後面から後方へ突出
している作動伝達部２４２ｂと、を備えている。作動受部２４２ａは、上面が平坦に形成
されている。また、作動伝達部２４２ｂは、上面が後方へ向かうに従って下方へ位置する
ように傾斜しており、上面の後端と繋がるように下面が水平に延びている。
【０２２４】
　上皿球抜スライダ２４２は、扉枠３に組立てた状態で、作動受部２４２ａが、皿ユニッ
トベース２１１のスライダ挿通口２１１ｇを後側から貫通して前方へ突出していると共に
、作動受部２４２ａの上面に上皿球抜前ユニット２３０の前スライダ２３２の下端が当接
している。また、上皿球抜スライダ２４２は、扉枠３に組立てた状態で、作動伝達部２４
２ｂが、後ベース２４１の後方に突出していると共に、上面に球送給ユニット１４０の球
抜部材１４３における作動棹１４３ｃが当接している。
【０２２５】
　バネ２４３は、上端が後ベース２４１に取付けられていると共に、下端が上皿球抜スラ
イダ２４２に取付けられており、上皿球抜スライダ２４２を上方へ付勢している。従って
、上皿球抜スライダ２４２は、バネ２４３の付勢力により上方への移動端に位置しており
、バネ２４３の付勢力に抗することで下方へ移動することができる。
【０２２６】
　上皿球抜前ユニット２３０及び上皿球抜後ユニット２４０は、バネ２４３の付勢力によ
り、上皿球抜スライダ２４２が上方への移動端に位置させていると共に、上皿球抜スライ
ダ２４２の作動受部２４２ａの上面に当接している前スライダ２３２を介して上皿球抜ボ
タン２２２を上方へ移動端に位置させている。また、バネ２４３の付勢力により、上皿球
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抜スライダ２４２が上方への移動端に位置させていることから、作動伝達部２４２ｂの上
面に当接している作動棹１４３ｃの下方への移動を阻止しており、球抜部材１４３の仕切
部１４３ａを進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間に位置させて、両者の間を仕切って
いる。
【０２２７】
　従って、上皿球抜ボタン２２２を押圧していない状態では、球送給ユニット１４０にお
いて進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間が仕切られており、上皿２０１から球受口２
４１ａへ送られた遊技球Ｂを、進入口１４１ａ及び球送給部材１４４を介して打球供給口
１４２ａから球発射装置５４０側へ送ることができる。
【０２２８】
　一方、上皿球抜ボタン２２２を、バネ２４３の付勢力に抗して下方へ押圧すると、前ス
ライダ２３２を介して上皿球抜スライダ２４２が下方へ移動し、上皿球抜スライダ２４２
の作動伝達部２４２ｂの上面に当接している球抜部材１４３の作動棹１４３ｃが下方へ移
動できるようになり、球抜部材１４３の錘部１４３ｄの荷重により球抜部材１４３が回動
して仕切部１４３ａが進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間から後退する。これにより
、上皿２０１から球受口２４１ａ及び球送給誘導路２４１ｂを通って進入口１４１ａに進
入した遊技球Ｂが、進入口１４１ａの下方に開口している球抜口１４１ｂから前方へ排出
されることとなる。そして、球抜口１４１ｂから前方へ排出された遊技球Ｂは、球抜誘導
路２４１ｃを通って切欠部２１１ｄから下皿球供給口２１１ｃ内へ誘導された後に、下皿
球供給口２１１ｃから下皿２０２内へ放出され、上皿２０１内の遊技球Ｂが下皿２０２内
へ排出されることとなる。
【０２２９】
　上皿球抜ボタン２２２の下方への押圧を解除すると、バネ２４３の付勢力により上皿球
抜スライダ２４２が上方へ移動し、作動受部２４２ａと当接している前スライダ２３２を
介して上皿球抜ボタン２２２が上昇すると共に、作動伝達部２４２ｂと当接している作動
棹１４３ｃにより球抜部材１４３が回動して進入口１４１ａと球抜口１４１ｂとの間に仕
切部１４３ａが位置して元の状態に復帰することとなる。
【０２３０】
　このように、上皿球抜前ユニット２３０及び上皿球抜後ユニット２４０によって、上皿
２０１内の遊技球Ｂを、球送給ユニット１４０を介して球発射装置５４０側へ送給したり
、下皿２０２側へ排出したりすることができる。
【０２３１】
［３－５ｄ．皿装飾ユニット］
　皿ユニット２００における皿装飾ユニット２５０について、主に図４７乃至図５０等を
参照して詳細に説明する。図４７は皿ユニットにおける皿装飾ユニットを前から見た斜視
図であり、図４８は皿装飾ユニットを後ろから見た斜視図である。また、図４９は皿装飾
ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図５０は皿装飾ユニット
を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。皿装飾ユニット２５０は、下皿
２０２を有しており皿ベースユニット２１０の前面に取付けられると共に、左右方向中央
に前方から演出操作ユニット３００が取付けられるものである。皿装飾ユニット２５０は
、皿ユニット２００の略全体を装飾している。
【０２３２】
　皿装飾ユニット２５０は、皿ユニットベース２１１の前面下部に取付けられ皿ユニット
ベース２１１と協働して下皿２０２を形成する下皿本体２５１と、下皿本体２５１の外周
を覆うように皿ユニットベース２１１の前面に取付けられる皿ユニット本体２５２と、下
皿本体２５１の下面に取付けられている下皿球抜ユニット２６０と、皿ユニット本体２５
２の前面上部に左右に離間して夫々取付けられている皿左上装飾ユニット２７０及び皿右
上装飾ユニット２７５と、皿ユニット本体２５２の全面で皿左上装飾ユニット２７０及び
皿右上装飾ユニット２７５の夫々の下方に取付けられている皿左下装飾ユニット２８０及
び皿右下装飾ユニット２８５と、を備えている。
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【０２３３】
［３－５ｄ－１．下皿本体］
　皿装飾ユニット２５０における下皿本体２５１について、主に図４７乃至図５０等を参
照して詳細に説明する。下皿本体２５１は、皿ベースユニット２１０の皿ユニットベース
２１１と協働して下皿２０２を形成するものである。下皿本体２５１は、左右に延びてい
ると共に、上方及び後方が開放された容器状（皿状）に形成されている。この下皿本体２
５１は、皿ユニットベース２１１の前面下部における左右方向中央より左側の部位に、開
放されている後方が閉鎖されるように取付けられる。
【０２３４】
　下皿本体２５１は、平面視の形状が左右に延びた略四角形に形成されており、左右方向
中央より左側の前端が右側よりも前方へ突出している。下皿本体２５１には、平面視にお
いて、右端の前端付近において、上下に貫通している下皿球抜孔２０２ａが形成されてい
る。下皿本体２５１は、底面が、下皿球抜孔２０２ａへ向かって低くなるように傾斜して
いる。下皿球抜孔２０２ａは、下皿球抜ユニット２６０の下皿球抜蓋２６５によって開閉
可能に閉鎖される。
【０２３５】
　下皿本体２５１は、皿装飾ユニット２５０に組立てた状態で、外周と下面の一部とが皿
ユニット本体２５２に覆われた状態となる。また、下皿本体は、皿ユニット２００に組立
てた状態で、底面が皿ユニットベース２１１の下皿球供給口２１１ｃよりも下方に位置し
ていると共に、下皿球抜孔２０２ａが下皿球供給口２１１ｃの前方に位置している。これ
により、下皿球供給口２１１ｃから前方へ放出された遊技球Ｂを、貯留することができる
。
【０２３６】
［３－５ｄ－２．皿ユニット本体］
　皿装飾ユニット２５０における皿ユニット本体２５２について、主に図４７乃至図５０
等を参照して詳細に説明する。皿ユニット本体２５２は、皿ベースユニット２１０におけ
る皿ユニットベース２１１の前面に取付けられ、皿ユニット２００の前面を装飾するもの
である。皿ユニット本体２５２は、上部側では左右方向の中央が前方へ突出するように膨
出しており、下部側では左右方向の左側が前方へ突出するように膨出している。また、皿
ユニット本体２５２は、上面が、左右方向の中央が最も低くなるように湾曲している。皿
ユニット本体２５２は、後方へ開放された箱状に形成されている。
【０２３７】
　皿ユニット本体２５２は、上部において左右両端から左右方向中央へ向かうに従って前
方へ膨出していると共に下方へ延びており左右に離間している上部サイド膨出部２５２ａ
と、下部において左右方向中央より左側が下皿本体２５１の外周を被覆するように前方へ
膨出している下部前面装飾部２５２ｂと、下部前面装飾部２５２ｂの下端から後方へ平板
状に延びている底板部２５２ｃと、を備えている。
【０２３８】
　左右の上部サイド膨出部２５２ａは、後方が開放された箱状に形成されており、夫々の
前面に皿左上装飾ユニット２７０及び皿左下装飾ユニット２８０と皿右上装飾ユニット２
７５及び皿右下装飾ユニット２８５が取付けられる。左側の上部サイド膨出部２５２ａは
、下面の右端が下部前面装飾部２５２ｂと接続されている。また、右側の上部サイド膨出
部２５２ａは、下端が下部前面装飾部２５２ｂと接続されている。
【０２３９】
　皿ユニット本体２５２は、左側の上部サイド膨出部２５２ａと下部前面装飾部２５２ｂ
との間で前後に貫通している下皿開口部２５２ｄが形成されている。下皿開口部２５２ｄ
は、遊技者の手指が挿入可能な大きさで、左方へ向かうに従って上下が広くなるように形
成されている。下皿開口部２５２ｄは、下皿本体２５１と左側の上部サイド膨出部２５２
ａの下面とによって、前後に延びた筒状に形成されている。
【０２４０】
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　また、皿ユニット本体２５２は、下部前面装飾部２５２ｂにおける下皿本体２５１の外
周を被覆している部位の前面下端から上方へ切欠かれている前面切欠部２５２ｅと、底板
部２５２ｃにおける下皿本体２５１の下方となる部位において切欠かれている底面切欠部
２５２ｆと、を備えている。前面切欠部２５２ｅ及び底面切欠部２５２ｆには、下皿球抜
ユニット２６０が挿入される。
【０２４１】
　更に、皿ユニット本体２５２は、下部前面装飾部２５２ｂの右下隅において前後に貫通
しておりハンドル取付部材１０２の筒部１０２ａが挿通されるハンドル挿通口２５２ｇと
、ハンドル挿通口２５２ｇの上方で下部前面装飾部２５２ｂを前後に貫通しておりシリン
ダ錠１３０のシリンダ本体１３１が挿通されるシリンダ挿通口２５２ｈと、左右方向中央
となる一対の上部サイド膨出部２５２ａの間に形成されており演出操作ユニット３００が
取付けられる演出操作ユニット取付部２５２ｉと、を備えている。演出操作ユニット取付
部２５２ｉは、皿ユニット本体２５２の左右方向の幅の約１／３の幅に形成されている。
【０２４２】
　皿ユニット本体２５２は、皿ユニット２００に組立てた状態で、皿ベースユニット２１
０の前面を全体的に覆うように形成されており、下皿開口部２５２ｄを通してスピーカ口
２１１ｂが前方へ臨んだ状態となる。また、皿装飾ユニット２５０に組立てた状態では、
前面切欠部２５２ｅから下皿球抜ユニット２６０の下皿球抜ボタン２６３が前方へ臨むと
共に、下皿球抜ユニット２６０の下皿球抜ベース２６１が底面切欠部２５２ｆを閉鎖して
下面同士が同一面上の状態となる。
【０２４３】
［３－５ｄ－３．下皿球抜ユニット］
　皿装飾ユニット２５０における下皿球抜ユニット２６０について、主に図４７乃至図５
０等を参照して詳細に説明する。下皿球抜ユニット２６０は、下皿本体２５１の下面に取
付けられ、下皿球抜孔２０２ａを開閉させることで、下皿２０２に遊技球Ｂを貯留させた
り、下皿２０２から遊技球Ｂを排出させたりするためのものである。
【０２４４】
　下皿球抜ユニット２６０は、下皿本体２５１の下面に取付けられており平面視右前隅に
上下に貫通している貫通孔を有した平板状の下皿球抜ベース２６１と、下皿球抜ベース２
６１の上面側において前後へスライド可能に取付けられているスライダ２６２と、スライ
ダ２６２の前端に取付けられている下皿球抜ボタン２６３と、スライダ２６２を前方へ付
勢しているバネ２６４と、スライダ２６２の前後方向への移動によって貫通孔を開閉する
下皿球抜蓋２６５と、スライダ２６２を介して下皿球抜蓋２６５を開状態に保持する保持
機構２６６と、を備えている。
【０２４５】
　下皿球抜ベース２６１は、皿ユニット本体２５２の底面切欠部２５２ｆを閉鎖する大き
さに形成されており、下皿２０２（下皿本体２５１）の下皿球抜孔２０２ａと一致する位
置に上下に貫通している貫通孔が形成されている。下皿球抜ベース２６１の貫通孔は、下
皿球抜孔２０２ａと同じ大きさに形成されている。スライダ２６２は、前後に延びた平板
状に形成されており、下皿球抜ベース２６１における左右方向中央から左寄りの部位に、
前後へスライド可能に取付けられている。スライダ２６２は、上方へ円柱状に突出してい
る突ピンを備えている。
【０２４６】
　下皿球抜蓋２６５は、左端側が、スライダ２６２よりも左方の位置で、上下に延びた軸
周りに対して回転可能に下皿球抜ベース２６１に取付けられており、右端側が、スライダ
２６２を越えて右方へ延出しており右端側が貫通孔を閉鎖可能に形成されている。下皿球
抜蓋２６５には、スライダ２６２の突ピンが摺動可能に挿入される左右に延びたスリット
が形成されている。
【０２４７】
　下皿球抜ユニット２６０は、皿装飾ユニット２５０に組立てた状態で、下皿球抜ベース
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２６１が皿ユニット本体２５２の底面切欠部２５２ｆを閉鎖していると共に、下皿球抜ベ
ース２６１の下面が底板部２５２ｃの下面と同一面上に位置している。また、下皿球抜ボ
タン２６３が、皿ユニット本体２５２の前面切欠部２５２ｅから前方に臨んでいる。下皿
球抜ユニット２６０は、通常の状態では、スライダ２６２がバネ２６４の付勢力により前
方側の移動端に位置していると共に、下皿球抜蓋２６５の右端側が貫通孔の直上に位置し
ており、貫通孔（下皿球抜孔２０２ａ）を閉鎖している。
【０２４８】
　この通常の状態では、下皿球抜孔２０２ａが下皿球抜蓋２６５によって閉鎖されており
、下皿２０２に遊技球Ｂを貯留させることができる。また、通常の状態では、下皿球抜ボ
タン２６３の前面が、下部前面装飾部２５２ｂの前面における前面切欠部２５２ｅの周囲
の前面と略一致している。
【０２４９】
　通常の状態において、下皿球抜ボタン２６３を後方へ押圧して、バネ２６４の付勢力に
抗して後方へ移動させると、下皿球抜ボタン２６３と伴にスライダ２６２が後方へ移動す
ることとなる。このスライダ２６２が後方へ移動することで、スライダ２６２の突ピンが
スリットを介して下皿球抜蓋２６５を後方へ押圧し、下皿球抜蓋２６５が左端側を中心に
して右端側が後方へ移動する方向へ回動することとなる。そして、貫通孔の直上に位置し
ていた下皿球抜蓋２６５の右端側が、貫通孔の位置から後方へ移動することで、貫通孔が
開放されて下皿球抜孔２０２ａが開いた状態となり、下皿球抜孔２０２ａを通して下皿２
０２内の遊技球Ｂを皿ユニット２００の下方へ排出させることができる。
【０２５０】
　なお、下皿球抜ボタン２６３の押圧によりスライダ２６２を後方へ移動させると、スラ
イダ２６２の後端が保持機構２６６によって保持されるようになっており、下皿球抜ボタ
ン２６３の押圧を解除しても、スライダ２６２がバネ２６４の付勢力によって前方へ移動
することはない。これにより、下皿球抜蓋２６５の右端側が後方へ回動したままの状態と
なり、下皿球抜孔２０２ａが開放されたままの状態で維持され、下皿２０２内の遊技球Ｂ
を連続して下方へ排出させることができる。
【０２５１】
　この状態から下皿球抜孔２０２ａを閉鎖するには、下部前面装飾部２５２ｂの前面より
も後退している下皿球抜ボタン２６３を後方へ押圧すると、保持機構２６６によるスライ
ダ２６２の保持が解除される。そして、下皿球抜ボタン２６３の押圧を放すと、スライダ
２６２がバネ２６４の付勢力により前方へ移動し、下皿球抜ボタン２６３の前面が下部前
面装飾部２５２ｂの前面と一致した状態に復帰すると共に、下皿球抜蓋２６５が回動して
右端側が貫通孔の直上に位置し、下皿球抜孔２０２ａが下皿球抜蓋２６５により閉鎖され
た状態となる。これにより、下皿２０２内に遊技球Ｂを貯留させることができる。
【０２５２】
［３－５ｄ－４．皿左上装飾ユニット及び皿右上装飾ユニット］
　皿装飾ユニット２５０における皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７
５について、主に図４７乃至図５０等を参照して詳細に説明する。皿左上装飾ユニット２
７０及び皿右上装飾ユニット２７５は、皿ユニット本体２５２の上部サイド膨出部２５２
ａにおける前面の上部に取付けられる。皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニッ
ト２７５は、皿ユニット２００の上部で演出操作ユニット３００の左右両側を装飾するも
のである。
【０２５３】
　皿左上装飾ユニット２７０は、半円筒状で左右に延びており透光性を有している皿左上
装飾体２７１と、皿左上装飾体２７１の後側に取付けられている皿左上リフレクタ２７２
と、皿左上リフレクタ２７２の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されて
いる皿左上装飾基板２７３と、を備えている。
【０２５４】
　皿左上装飾体２７１は、左端から右端へ向かうに従って、前方へ移動すると共に下方へ
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移動するように曲線状に延びており、左側の上部サイド膨出部２５２ａの上部に取付けら
れる。皿左上装飾体２７１は、前方へ膨出した半円弧が、左端では中心軸が斜め左上に延
びていると共に、右端では中心軸が左右に延びており、半円筒が捩れているような形状に
形成されている。この皿左上装飾体２７１は、乳白色に形成されている。
【０２５５】
　皿左上リフレクタ２７２は、皿左上装飾体２７１の内部に後方から挿入されており、皿
左上装飾基板２７３のＬＥＤと対応している部位に貫通孔が形成されている。皿左上装飾
基板２７３に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされており、発光させ
ることで、皿左上装飾体２７１を発光装飾させることができる。
【０２５６】
　皿左上装飾ユニット２７０は、扉枠３に組立てた状態で、左端が扉枠左サイドユニット
４００の下端と連続し、右端が演出操作ユニット３００におけるユニット前カバー３１２
の皿中央上装飾体３１２ａの左端と連続している。皿左上装飾ユニット２７０は、皿左上
装飾体２７１において長手方向の途中にリブを有していないことから、皿左上装飾基板２
７３の複数のＬＥＤを発光させると、皿左上装飾体２７１の前面全体を略均一に発光装飾
させることができ、蛍光灯が埋め込まれているように見せることができる。
【０２５７】
　皿右上装飾ユニット２７５は、半円筒状で左右に延びており透光性を有している皿右上
装飾体２７６と、皿右上装飾体２７６の後側に取付けられている皿右上リフレクタ２７７
と、皿右上リフレクタ２７７の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されて
いる皿右上装飾基板２７８と、を備えている。
【０２５８】
　皿右上装飾体２７６は、右端から左端へ向かうに従って、前方へ移動すると共に下方へ
移動するように曲線状に延びており、右側の上部サイド膨出部２５２ａの上部に取付けら
れる。皿右上装飾体２７６は、前方へ膨出した半円弧が、右端では中心軸が斜め右上に延
びていると共に、左端では中心軸が左右に延びており、半円筒が捩れているような形状に
形成されている。この皿右上装飾体２７６は、乳白色に形成されている。
【０２５９】
　皿右上リフレクタ２７７は、皿右上装飾体２７６の内部に後方から挿入されており、皿
右上装飾基板２７８のＬＥＤと対応している部位に貫通孔が形成されている。皿右上装飾
基板２７８に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされており、発光させ
ることで、皿右上装飾体２７６を発光装飾させることができる。
【０２６０】
　皿右上装飾ユニット２７５は、扉枠３に組立てた状態で、右端が扉枠右サイドユニット
４１０の下端と連続し、左端が演出操作ユニット３００におけるユニット前カバー３１２
の皿中央上装飾体３１２ａの右端と連続している。皿右上装飾ユニット２７５は、皿右上
装飾体２７６において長手方向の途中にリブを有していないことから、皿右上装飾基板２
７８の複数のＬＥＤを発光させると、皿右上装飾体２７６の前面全体を略均一に発光装飾
させることができ、蛍光灯が埋め込まれているように見せることができる。
【０２６１】
　皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５は、扉枠３に組立てた状態で
、皿装飾ユニット２５０の皿ユニット本体２５２における上部サイド膨出部２５２ａの前
端よりも一部が上方へ突出しており、上部サイド膨出部２５２ａとの間で皿左上装飾ユニ
ット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５側が高くなった段差を形成することができる。
これにより、皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５と上部サイド膨出
部２５２ａとの段差を利用して、遊技者が指を引掛けることができ、上皿２０１内の遊技
球Ｂを均したり、後述する演出操作部３０１を操作したり、する際の指掛りとすることが
できる。また、皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５と上部サイド膨
出部２５２ａとの段差により、上部サイド膨出部２５２ａ上の遊技球Ｂが、前方へ流出す
ることを防止することができる。



(47) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

【０２６２】
［３－５ｄ－５．皿左下装飾ユニット及び皿右下装飾ユニット］
　皿装飾ユニット２５０における皿左下装飾ユニット２８０及び皿右下装飾ユニット２８
５について、主に図４７乃至図５０等を参照して詳細に説明する。皿左下装飾ユニット２
８０及び皿右下装飾ユニット２８５は、皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニッ
ト２７５に夫々沿って延びるように、皿ユニット本体２５２の上部サイド膨出部２５２ａ
における前面の下部に取付けられる。皿左下装飾ユニット２８０及び皿右下装飾ユニット
２８５は、皿左上装飾ユニット２７０及び皿右上装飾ユニット２７５と協働して、皿ユニ
ット２００の前面と演出操作ユニット３００の左右両側を装飾するものである。
【０２６３】
　皿左下装飾ユニット２８０は、半円筒状で左右に延びており透光性を有している皿左下
装飾体２８１と、皿左下装飾体２８１の後側に取付けられている皿左下リフレクタ２８２
と、皿左下リフレクタ２８２の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されて
いる皿左下装飾基板２８３と、を備えている。
【０２６４】
　皿左下装飾体２８１は、左端から右端へ向かうに従って、前方へ移動すると共に下方へ
移動するように曲線状に延びていると共に、平面視において後方に中心を有した円弧状に
延びており、左側の上部サイド膨出部２５２ａの下部に取付けられる。皿左下装飾体２８
１は、皿左上装飾体２７１及び皿右上装飾体２７６よりも小さい半径で前方へ膨出した半
円弧が、左端では中心軸がやや斜め左上後方に延びていると共に、右端では中心軸が左右
に延びており、半円筒が曲げられているような形状に形成されている。皿左下装飾体２８
１は、左端が球面状に形成されている。皿左下装飾体２８１は、左端側へ向かうに従って
細くなるように半円弧の曲率が変化している。この皿左下装飾体２８１は、乳白色に形成
されている。
【０２６５】
　皿左下リフレクタ２８２は、皿左下装飾体２８１の内部に後方から挿入されており、皿
左下装飾基板２８３のＬＥＤと対応している部位に貫通孔が形成されている。皿左下装飾
基板２８３に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされており、発光させ
ることで、皿左下装飾体２８１を発光装飾させることができる。
【０２６６】
　皿左下装飾ユニット２８０は、扉枠３に組立てた状態で、左端が皿左上装飾ユニット２
７０の左端の下方に位置し、右端が演出操作ユニット３００におけるユニット前カバー３
１２の皿中央下装飾体３１２ｂの左端と連続している。皿左下装飾ユニット２８０は、皿
左下装飾体２８１の左端が球面状に形成されていることから、左端が扉枠３内へ潜り込ん
でいるように見える。皿左下装飾ユニット２８０は、皿左下装飾体２８１において長手方
向の途中にリブを有していないことから、皿左下装飾基板２８３の複数のＬＥＤを発光さ
せると、皿左下装飾体２８１の前面全体を略均一に発光装飾させることができ、蛍光灯が
埋め込まれているように見せることができる。
【０２６７】
　皿右下装飾ユニット２８５は、半円筒状で左右に延びており透光性を有している皿右下
装飾体２８６と、皿右下装飾体２８６の後側に取付けられている皿右下リフレクタ２８７
と、皿右下リフレクタ２８７の後側に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されて
いる皿右下装飾基板２８８と、を備えている。
【０２６８】
　皿右下装飾体２８６は、右端から左端へ向かうに従って、前方へ移動すると共に下方へ
移動するように曲線状に延びていると共に、平面視において後方に中心を有した円弧状に
延びており、右側の上部サイド膨出部２５２ａの下部に取付けられる。皿右下装飾体２８
６は、皿左上装飾体２７１及び皿右上装飾体２７６よりも小さい半径で前方へ膨出した半
円弧が、右端では中心軸がやや斜め右上後方に延びていると共に、左端では中心軸が左右
に延びており、半円筒が曲げられているような形状に形成されている。皿右下装飾体２８
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６は、右端が球面状に形成されている。皿右下装飾体２８６は、右端側へ向かうに従って
細くなるように半円弧の曲率が変化している。この皿右下装飾体２８６は、乳白色に形成
されている。
【０２６９】
　皿右下リフレクタ２８７は、皿右下装飾体２８６の内部に後方から挿入されており、皿
右下装飾基板２８８のＬＥＤと対応している部位に貫通孔が形成されている。皿右下装飾
基板２８８に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされており、発光させ
ることで、皿右下装飾体２８６を発光装飾させることができる。
【０２７０】
　皿右下装飾ユニット２８５は、扉枠３に組立てた状態で、右端が皿右上装飾ユニット２
７５の右端の下方に位置し、左端が演出操作ユニット３００におけるユニット前カバー３
１２の皿中央下装飾体３１２ｂの右端と連続している。皿右下装飾ユニット２８５は、皿
右下装飾体２８６の右端が球面状に形成されていることから、右端が扉枠３内へ潜り込ん
でいるように見える。皿右下装飾ユニット２８５は、皿右下装飾体２８６において長手方
向の途中にリブを有していないことから、皿右下装飾基板２８８の複数のＬＥＤを発光さ
せると、皿右下装飾体２８６の前面全体を略均一に発光装飾させることができ、蛍光灯が
埋め込まれているように見せることができる。
【０２７１】
［３－５ｅ．演出操作ユニットの全体構成］
　皿ユニット２００における演出操作ユニット３００の全体構成について、主に図５１乃
至図５４等を参照して詳細に説明する。図５１は、皿ユニットにおける演出操作ユニット
を演出操作ボタンの進退方向から見た平面図である。図５２（ａ）は演出操作ユニットを
前から見た斜視図であり、（ｂ）は演出操作ユニットを後ろから見た斜視図である。図５
３は演出操作ユニットを主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図５４は演
出操作ユニットを主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。演出操作ユニッ
ト３００は、皿ユニット２００における左右方向中央に備えられており、皿ユニット２０
０を装飾していると共に、遊技者参加型演出が実行された際に遊技者が操作して演出に参
加することができるものである。演出操作ユニット３００は、皿ベースユニット２１０と
皿装飾ユニット２５０とに取付けられている。
【０２７２】
　演出操作ユニット３００は、遊技者が操作可能な演出操作部３０１を備えている。演出
操作部３０１は、遊技者が回転操作可能な回転操作部３０２と、遊技者が押圧操作可能な
押圧操作部３０３と、から構成され、遊技者の操作を受付けたり、回転操作部３０２を可
動したりすることができ、遊技者に対して遊技球の打込操作だけでなく、遊技中の演出に
も参加することができるようにするものである。演出操作部３０１は、回転操作部３０２
が、外径に対して約３／５の大きさの内径を有した円環状に形成されており、その環内に
押圧操作部３０３が配置されている。押圧操作部３０３は、回転操作部３０２の中心に配
置され、回転操作部３０２の内径の半分よりも若干大きい直径の中央押圧操作部３０３ａ
と、中央押圧操作部３０３ａの外周と回転操作部３０２の内周との間に配置されている円
環状の外周押圧操作部３０３ｂとで構成されている。
【０２７３】
　演出操作ユニット３００は、皿装飾ユニット２５０の前面に取付けられる演出操作部カ
バーユニット３１０と、演出操作部カバーユニット３１０に内に収容される操作部ベース
３２０と、操作部ベース３２０の上面に取付けられており回転操作部３０２を有している
円環状の演出操作リング３３０と、演出操作リング３３０の回転操作部３０２を回転させ
る回転駆動ユニット３４０と、回転駆動ユニット３４０と演出操作リング３３０の回転操
作部３０２との間で回転を伝達させる操作リング用伝達ギア３５０と、操作リング用伝達
ギア３５０を回転可能に操作部ベース３２０に取付けているギア取付部材３５１と、を備
えている。
【０２７４】
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　また、演出操作ユニット３００は、演出操作リング３３０の下方で操作部ベース３２０
の上面に取付けられており上面に複数のＬＥＤが実装されている演出操作リング装飾基板
３５２と、演出操作リング装飾基板３５２の上側を覆うように操作部ベース３２０に取付
けられている装飾基板カバー３５３と、操作部ベース３２０の下面に取付けられている振
動スピーカ３５４と、演出操作リング３３０の環内に臨むように操作部ベース３２０に取
付けられている演出操作ボタンユニット３６０と、操作部ベース３２０の後面に取付けら
れている操作部中継基板ユニット３９０と、を備えている。
【０２７５】
［３－５ｅ－１．演出操作部カバーユニット］
　演出操作ユニット３００の演出操作部カバーユニット３１０について、主に図５３及び
図５４等を参照して詳細に説明する。演出操作部カバーユニット３１０は、皿装飾ユニッ
ト２５０の皿ユニット本体２５２の演出操作ユニット取付部２５２ｉに取付けられ、皿ユ
ニット２００の左右方向中央で演出操作ユニット３００の前面を装飾するものである。演
出操作部カバーユニット３１０は、上方及び後方が開放された容器状に形成されている。
【０２７６】
　演出操作部カバーユニット３１０は、下方へ窪んだ半球状のユニット下カバー３１１と
、ユニット下カバー３１１の前側上端に取付けられており前方へ膨出した半円環状のユニ
ット前カバー３１２と、ユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａ内に後方から
取付けられている皿中央上リフレクタ３１３と、皿中央上リフレクタ３１３に取付けられ
ており前方へ向かって光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている皿中央上装飾基板３
１４と、ユニット前カバー３１２の皿中央下装飾体３１２ｂ内に後方から取付けられてい
る皿中央下リフレクタ３１５と、皿中央下リフレクタ３１５に取付けられており前方へ向
かって光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている皿中央下装飾基板３１６と、を備え
ている。
【０２７７】
　ユニット下カバー３１１は、ユニット下カバー３１１は、前後方向中央後寄りから前側
が、下方へ膨出した半球面状に形成されており、これより後側が、皿ユニット本体２５２
の演出操作ユニット取付部２５２ｉに、上方から載置されるように取付けられる。ユニッ
ト下カバー３１１は、前部の半円弧状に延びている上端縁に形成される仮想の平面に垂直
な軸線が、上方へ向かうに従って前方へ位置するように、傾斜した状態で取付けられる。
本実施形態では、鉛直線に対して約１８度（１８．６５度）の角度で傾斜している。ユニ
ット下カバー３１１は、皿ユニット２００に組立てた時に、最も低くなる部位に複数の排
水孔３１１ａが形成されている。
【０２７８】
　ユニット前カバー３１２は、ユニット前カバー３１２は、平面視の形状がユニット下カ
バー３１１の前端に沿うように前方へ膨出した半円弧状に形成されており、ユニット下カ
バー３１１の前部上端に取付けられている。ユニット前カバー３１２は、前方へ膨出した
半円弧がユニット下カバー３１１の前端に沿うように半円弧状に延びている皿中央上装飾
体３１２ａと、皿中央上装飾体３１２ａの下方で前方へ膨出した半円弧がユニット下カバ
ー３１１の前端に沿うように半円弧状に延びている皿中央下装飾体３１２ｂと、を備えて
いる。ユニット前カバー３１２は、皿中央下装飾体３１２ｂの下端がユニット下カバー３
１１に取付けられている。
【０２７９】
　ユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａと皿中央下装飾体３１２ｂは、略同
じ太さ（半径）の円筒を、半割にした上で割面を中心側へ向けて半円弧状に延びるように
屈曲させた形状に形成されている。皿中央上装飾体３１２ａに対して皿中央下装飾体３１
２ｂは、大きい曲率で半円弧状に延びていると共に、皿中央上装飾体３１２ａに対して皿
中央下装飾体３１２ｂは、若干細い太さの半円筒状に形成されている。ユニット前カバー
３１２は、皿ユニット２００に組立てた状態で、皿中央上装飾体３１２ａの前端が、皿中
央下装飾体３１２ｂの前端よりも前方へ突出している。また、皿ユニット２００に組立て
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た状態では、皿中央上装飾体３１２ａの左右両端が、皿左上装飾ユニット２７０の右端及
び皿右上装飾ユニット２７５の左端と夫々連続していると共に、皿中央下装飾体３１２ｂ
の左右両端が、皿左下装飾ユニット２８０の右端及び皿右下装飾ユニット２８５の左端と
夫々連続している。ユニット前カバー３１２は、透光性を有し、乳白色に形成されている
。
【０２８０】
　また、ユニット前カバー３１２は、扉枠３に組立てた状態で、その前端が扉枠３の前端
となっており、扉枠ベース１０１の前面からユニット前カバー３１２の前端までの距離が
、扉枠ベース１０１の左右方向の全幅の約１／２の距離となっている。
【０２８１】
　皿中央上リフレクタ３１３は、前方へ膨出した半円弧状に形成されており、ユニット前
カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａ内に後方から挿入されて取付けられる。皿中央上
リフレクタ３１３は、皿中央上装飾基板３１４に実装されているＬＥＤからの光が、後方
（内側）へ漏れるのを遮断している。皿中央上装飾基板３１４は、皿中央上装飾体３１２
ａに沿うように半円弧状に形成されており、上面に前方（外側）へ向かって光を照射可能
な複数のＬＥＤが実装されている。皿中央上装飾基板３１４の複数のＬＥＤは、フルカラ
ーＬＥＤとされており、発光させることで皿中央上装飾体３１２ａを発光装飾させること
ができる。
【０２８２】
　皿中央下リフレクタ３１５は、前方へ膨出した半円弧状に形成されており、ユニット前
カバー３１２の皿中央下装飾体３１２ｂ内に後方から挿入されて取付けられる。皿中央下
リフレクタ３１５は、皿中央下装飾基板３１６に実装されているＬＥＤからの光が、後方
（内側）へ漏れるのを遮断している。皿中央下装飾基板３１６は、皿中央下装飾体３１２
ｂに沿うように半円弧状に形成されており、上面に前方（外側）へ向かって光を照射可能
な複数のＬＥＤが実装されている。皿中央下装飾基板３１６の複数のＬＥＤは、フルカラ
ーＬＥＤとされており、発光させることで皿中央下装飾体３１２ｂを発光装飾させること
ができる。
【０２８３】
　演出操作部カバーユニット３１０は、ユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２
ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂにおいて、半円弧状に延びている途中に補強用のリブを有
していないことから、皿中央上装飾基板３１４のＬＥＤ及び皿中央下装飾基板３１６のＬ
ＥＤを発光させると、夫々の全体を略均一に発光装飾させることができ、蛍光灯が埋め込
まれているように見せることができる。
【０２８４】
　演出操作部カバーユニット３１０は、皿ユニット２００に組立てた状態で、前端が、上
皿２０１や下皿２０２よりも前方へ大きく突出している。また、演出操作部カバーユニッ
ト３１０は、皿中央上装飾体３１２ａが皿左上装飾体２７１及び皿右上装飾体２７６と連
続していると共に、皿中央下装飾体３１２ｂが皿左下装飾体２８１及び皿右下装飾体２８
６と連続している。これにより、演出操作ユニット３００を目立たせていると共に、一体
的な装飾により見栄えを良くしている。
【０２８５】
［３－５ｅ－２．操作部ベース］
　演出操作ユニット３００の操作部ベース３２０について、主に図５３及び図５４等を参
照して詳細に説明する。操作部ベース３２０は、演出操作部カバーユニット３１０内に上
方から挿入され、下端が演出操作部カバーユニット３１０に取付けられると共に、上部後
端が皿ベースユニット２１０における上皿本体２１２の演出操作ユニット取付部２１２ａ
に取付けられる。操作部ベース３２０は、上方が開放された容器状に形成されている。
【０２８６】
　操作部ベース３２０は、外形が略立方体の箱状に形成されており上方が開放されている
本体部３２１と、本体部３２１の上端から外方へ延出しており外周が円形状に形成されて
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いるフランジ部３２２と、本体部３２１の底面から下方へ突出している複数（ここでは四
つ）の脚部３２３と、フランジ部３２２の後端に形成されており皿ベースユニット２１０
に取付けられる上部取付部３２４と、本体部３２１の左外側でフランジ部３２２を貫通し
て上方に開口しており操作リング用伝達ギア３５０を回転可能に支持するためのギア軸受
部３２５と、を備えている。
【０２８７】
　操作部ベース３２０は、本体部３２１が、内部に演出操作ボタンユニット３６０を収容
可能な大きさに形成されている。本体部３２１は、底壁に下側から振動スピーカ３５４が
取付けられると共に、下面における振動スピーカ３５４が取付けられる部位が平坦面に形
成されている。本体部３２１の底壁は、振動スピーカ３５４からの振動に対して共振し易
く形成されており、振動を増幅させることができると共に、振動を音声や音楽等のサウン
ドに変換して出力させることができる。
【０２８８】
　本体部３２１の底壁の上面には、演出操作ボタンユニット３６０におけるボタンユニッ
トベース３６１の脚部３６１ｂが取付けられる。また、本体部３２１は、底壁の外周縁に
おいて、本体部３２１内に侵入した液体を排出させる貫通孔が形成されている。本体部３
２１は、左側壁外側に回転駆動ユニット３４０が取付けられると共に、後側壁外側に操作
部中継基板ユニット３９０が取付けられる。
【０２８９】
　フランジ部３２２は、外周がユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａの内周
と略一致する直径に形成されている。フランジ部３２２の上面には、演出操作リング装飾
基板３５２及び装飾基板カバー３５３が取付けられると共に、演出操作リング３３０のリ
ング取付ベース３３１が取付けられる。複数の脚部３２３は、下端が演出操作部カバーユ
ニット３１０におけるユニット下カバー３１１の上面に取付けられる。
【０２９０】
　ギア軸受部３２５は、ギア取付部材と協働して操作リング用伝達ギアを、左右に延びた
軸周りに対して回転可能に取付けることができる。ギア軸受部３２５に操作リング用伝達
ギア３５０を取付けた状態では、操作リング用伝達ギア３５０の上部が上方へ突出した状
態となると共に、操作リング用伝達ギア３５０の駆動側ギア部３５０ｂがフランジ部３２
２の下方において外側に露出した状態となる。
【０２９１】
　操作部ベース３２０は、演出操作ユニット３００に組立てた状態で、フランジ部３２２
の上面が、ユニット前カバー３１２の皿中央上装飾体３１２ａの上面よりも若干下方に位
置している。また、演出操作ユニット３００に組立てた状態では、本体部３２１の下面に
振動スピーカ３５４が接した状態で取付けられている。
【０２９２】
［３－５ｅ－３．演出操作リング］
　演出操作ユニット３００の演出操作リング３３０について、主に図５５及び図５６等を
参照して詳細に説明する。図５５（ａ）は演出操作ユニットの演出操作リングを上前から
見た斜視図であり、（ｂ）は演出操作リングを下前から見た斜視図である。図５６（ａ）
は演出操作リングを分解して上前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は演出操作リングを
分解して下前から見た分解斜視図である。演出操作リング３３０は、操作部ベース３２０
におけるフランジ部３２２の上面に取付けられ、遊技者が回転操作可能な回転操作部３０
２を有している。演出操作リング３３０（回転操作部３０２）は、直径（外径）が上皿２
０１の前後方向の寸法の約２倍の大きさとされており、内径が外径の約３／５の大きさの
円環状に形成されている。本実施形態では、演出操作リング３３０の外径が約１３ｃｍと
されている。
【０２９３】
　演出操作リング３３０は、操作部ベース３２０のフランジ部３２２の上面に取付けられ
る円環状のリング取付ベース３３１と、リング取付ベース３３１に回転可能に載置される
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円環状の回転ベース３３２と、回転ベース３３２の外周面と当接しリング取付ベース３３
１に上下に延びた軸周りに回転可能に取付けられている複数のブッシュ３３３と、リング
取付ベース３３１に取付けられており回転ベース３３２の上方への移動を規制しているリ
ング抜止部材３３４と、を備えている。
【０２９４】
　また、演出操作リング３３０は、回転ベース３３２の上面に取付けられており回転操作
部３０２の一部を構成しているリング外上カバー３３５と、リング外上カバー３３５の下
側に取付けられており回転操作部３０２の一部を構成しているリング外下カバー３３６と
、リング外上カバー３３５の内周側で回転ベース３３２の上面に取付けられており回転操
作部３０２の一部を構成しているリング内カバー３３７と、を備えている。リング外上カ
バー３３５、リング外下カバー３３６、及びリング内カバー３３７は、夫々透光性を有し
た円環状に形成されている。
【０２９５】
　リング取付ベース３３１は、外径が操作部ベース３２０のフランジ部３２２の外径より
も若干大きく、内径がフランジ部３２２の内径と略同じ大きさに形成されている。リング
取付ベース３３１は、内周縁に沿った上面側に回転ベース３３２が周方向へ摺動可能に載
置される載置部３３１ａと、上面における載置部３３１ａよりも外側で周方向へ離間して
複数（ここでは四つ）の部位から上方へ円筒状に突出しておりブッシュ３３３を回転可能
に取付けるためのボス部３３１ｂと、上面における載置部３３１ａよりも外側で周方向へ
間隔をあけて複数の部位において上下に貫通している貫通口３３１ｃと、を備えている。
複数の貫通口３３１ｃは、演出操作リング装飾基板３５２のＬＥＤと対応する位置に形成
されている。
【０２９６】
　回転ベース３３２は、外径がリング取付ベース３３１の載置部３３１ａの直径（外径）
よりも若干小さく、内径がリング取付ベース３３１の内径よりも小さく形成されている。
回転ベース３３２は、下面から下方へ突出していると共に周方向へ延びているリングギア
３３２ａを備えている。リングギア３３２ａは、回転ベース３３２の中心側へ向かうに従
って下方へ突出するように傘歯車に形成されている。リングギア３３２ａは、リング取付
ベース３３１の内径よりも外径が小さく形成されており、演出操作リング３３０に組立て
た状態では、リング取付ベース３３１の内周側から下方へ臨んだ状態となる。このリング
ギア３３２ａは、演出操作ユニット３００に組立てた状態で、操作リング用伝達ギア３５
０のリング側ギア部３５０ａと噛合する。
【０２９７】
　リング外上カバー３３５は、円形における外部且つ上部を構成している円弧が円環状に
延びている外上表面部３３５ａと、外上表面部３３５ａに立体的に形成されており周方向
へ複数配置されている装飾部３３５ｂと、外上表面部３３５ａの内周端から下方へ延出し
た後に中心側へ延出しており周方向へ複数配置されている外上カバー取付部３３５ｃと、
を備えている。リング外上カバー３３５の外上表面部３３５ａは、円の１／４の範囲の円
弧が円環状に延びた形状に形成されている。装飾部３３５ｂは、外形が六角形に形成され
ている。外上カバー取付部３３５ｃは、外上表面部３３５ａの下端よりも若干下方へ延出
しており、回転ベース３３２の上面に取付けられるものである。
【０２９８】
　リング外下カバー３３６は、円形における外部且つ下部を構成している円弧が円環状に
延びている外下表面部３３６ａと、外下表面部３３６ａの内側から上方且つ中心側へ突出
しており周方向へ複数配置されている外下カバー取付部３３６ｂと、を備えている。リン
グ外下カバー３３６の外下表面部３３６ａは、円の１／８の範囲の円弧が円環状に延びた
形状に形成されている。外下カバー取付部３３６ｂは、リング外上カバー３３５に取付け
られるものである。
【０２９９】
　リング内カバー３３７は、円形における内部且つ上部を構成している円弧が円環状に延
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びている内表面部３３７ａと、内表面部３３７ａの内側端部から中心軸に平行に下方へ延
びている筒状の筒表面部３３７ｂと、筒表面部３３７ｂの外周に形成されており周方向へ
複数配置されている内カバー取付部３３７ｃと、を備えている。リング内カバー３３７の
内表面部３３７ａは、円の１／８の範囲の円弧が円環状に延びた形状に形成されている。
筒表面部３３７ｂは、円筒状の内径が回転ベース３３２の内径と同じ大きさである。内カ
バー取付部３３７ｃは、回転ベース３３２の上面に取付けられるものである。
【０３００】
　リング外上カバー３３５、リング外下カバー３３６、及びリング内カバー３３７は、演
出操作リング３３０に組立てた状態で、外上表面部３３５ａ、外下表面部３３６ａ、及び
内表面部３３７ａが、連続するように形成されており、外上表面部３３５ａ、外下表面部
３３６ａ、及び内表面部３３７ａによって、円の１／２以上の範囲の部位を構成し、全体
がドーナツ状となる。演出操作リング３３０は、演出操作リング装飾基板３５２によって
発光装飾可能とされている。
【０３０１】
［３－５ｅ－４．回転駆動ユニット］
　演出操作ユニット３００における回転駆動ユニット３４０について、主に図５７乃至図
５９等を参照して詳細に説明する。図５７（ａ）は演出操作ユニットの回転駆動ユニット
を前から見た斜視図であり、（ｂ）は回転駆動ユニットを後ろから見た斜視図である。図
５８は回転駆動ユニットを分解して右前から見た分解斜視図であり、図５９は回転駆動ユ
ニットを分解して左前から見た分解斜視図である。回転駆動ユニット３４０は、演出操作
リング３３０の回転操作部３０２を回転駆動させたり、回転操作部３０２の回転操作を検
知したりするためのものである。回転駆動ユニット３４０は、操作部ベース３２０の本体
部３２１における左側面の外側に取付けられる。
【０３０２】
　回転駆動ユニット３４０は、操作部ベース３２０の本体部３２１に取付けられる回転駆
動ベース３４１と、回転駆動ベース３４１の右側面後部に回転軸が左方へ突出するように
取付けられる操作リング駆動モータ３４２と、操作リング駆動モータ３４２の回転軸に取
付けられる駆動ギア３４３と、駆動ギア３４３により回転させられる変速ギア３４４と、
変速ギア３４４により回転させられると共に操作リング用伝達ギア３５０を回転させる伝
達検知ギア部材３４５と、変速ギア３４４及び伝達検知ギア部材３４５を回転駆動ベース
を協働して回転可能に取付けていると共に駆動ギア３４３、変速ギア３４４及び伝達検知
ギア部材３４５左方から被覆しているギアカバー３４６と、を備えている。
【０３０３】
　また、回転駆動ユニット３４０は、ギアカバー３４６に取付けられており伝達検知ギア
部材３４５の回転位置を検知している第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ
３４８と、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８を左方から覆うよう
にギアカバー３４６に取付けられているセンサカバー３４９と、を備えている。
【０３０４】
　回転駆動ベース３４１は、左右方向が短く前後方向へ長く延びており左方へ開放されて
いる浅い箱状に形成されている。操作リング駆動モータ３４２は、ステッピングモータと
されている。駆動ギア３４３は、平歯車とされている。変速ギア３４４は、駆動ギアと噛
合する平歯車状の第一ギア３４４ａと、第一ギア３４４ａと一体回転すると共に大径に形
成されている平歯車状の第二ギア３４４ｂと、から構成されている。変速ギア３４４の第
二ギア３４４ｂは、伝達検知ギア部材３４５のギア部３４５ａと噛合する。
【０３０５】
　伝達検知ギア部材３４５は、変速ギア３４４よりも大径（第二ギア３４４ｂの直径の２
倍の大きさ）のギア部３４５ａと、ギア部３４５ａの左側面から左方へ突出しており周方
向に一定の間隔で列設されている複数の検知片３４５ｂと、を備えている。ギア部３４５
ａは、変速ギア３４４の第二ギア３４４ｂと噛合すると共に、操作リング用伝達ギア３５
０の駆動側ギア部３５０ｂと噛合する。複数の検知片３４５ｂは、周方向の長さが周方向



(54) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

へ離間している間隔と同じ長さとされている。本実施形態では、検知片３４５ｂは、４５
度の回転角度の間隔で、周方向に八つ配置されている。これら検知片３４５ｂは、第一回
転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８によって検知される。
【０３０６】
　第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８は、伝達検知ギア部材３４５
の検知片３４５ｂを検知するものである。第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知セ
ンサ３４８は、周方向へ列設されている検知片３４５ｂの間隔に対して、整数倍とは異な
る間隔で周方向へ離間して配置されている。本実施形態では、第一回転検知センサ３４７
及び第二回転検知センサ３４８は、１０１．２５度の回転角度で離間している。これによ
り、伝達検知ギア部材３４５が回転した時に、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検
知センサ３４８が同じタイミングで検知片３４５ｂを検知することはなく、一方が先に検
知片３４５ｂを検知するようになっている。これにより、伝達検知ギア部材３４５を介し
て演出操作リング３３０における回転操作部３０２の回転方向や回転速度を検知すること
ができる。
【０３０７】
　回転駆動ユニット３４０は、組立てた状態で、伝達検知ギア部材３４５のギア部３４５
ａの上部が上方へ露出しており、ギア部３４５ａの露出した部位が操作リング用伝達ギア
３５０の駆動側ギア部３５０ｂと噛合する。また、回転駆動ユニット３４０は、演出操作
ユニット３００に組立てた状態で、全体が演出操作部カバーユニット３１０内に位置して
いる。
【０３０８】
　回転駆動ユニット３４０は、操作リング駆動モータ３４２の駆動により、駆動ギア３４
３、変速ギア３４４、伝達検知ギア部材３４５、及び操作リング用伝達ギアを介して、演
出操作リング３３０の回転操作部３０２を任意の方向へ回転させることができる。また、
回転駆動ユニット３４０は、操作リング駆動モータ３４２により駆動ギア３４３を、所定
の回転角度の範囲で正転・逆転を繰返させることで、回転操作部３０２を往復回動させて
振動させることができる。
【０３０９】
　また、回転駆動ユニット３４０は、遊技者により演出操作リング３３０の回転操作部３
０２が回転させられると、操作リング用伝達ギア３５０を介して伝達検知ギア部材３４５
が回転し、伝達検知ギア部材３４５の検知片３４５ｂが第一回転検知センサ３４７及び第
二回転検知センサ３４８によって検知され、回転操作部３０２の回転操作を検知すること
ができる。従って、回転操作部３０２の回転方向に応じて遊技者参加型演出の内容を変化
させることができる。
【０３１０】
　また、回転駆動ユニット３４０では、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知セン
サ３４８によって回転操作部３０２の回転操作を検知することができるため、回転操作さ
れた回転方向と同じ方向へ操作リング駆動モータ３４２を駆動させることで、遊技者の回
転操作をアシストすることができる。或いは、回転操作部３０２の回転方向とは反対の方
向へ操作リング駆動モータ３４２を駆動させることで、遊技者の回転操作に負荷を与える
ことができる。従って、これらを適宜組合せることで、回転操作部３０２に、遊技者参加
型演出の内容に応じた操作感を付与したり、クリック感を付与したりすることができる。
【０３１１】
［３－５ｅ－５．操作リング用伝達ギア］
　演出操作ユニット３００の操作リング用伝達ギア３５０について、主に図５３及び図５
４等を参照して詳細に説明する。操作リング用伝達ギア３５０は、回転駆動ユニット３４
０の伝達検知ギア部材３４５と演出操作リング３３０の回転操作部３０２の回転ベース３
３２との間で回転を伝達させるものであり、操作部ベース３２０のギア軸受部３２５に回
転可能に取付けられるものである。
【０３１２】
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　操作リング用伝達ギア３５０は、演出操作リング３３０の回転ベース３３２におけるリ
ングギア３３２ａと噛合する傘歯車状のリング側ギア部３５０ａと、リング側ギア部３５
０ａと一体回転し回転駆動ユニット３４０の伝達検知ギア部材３４５におけるギア部３４
５ａと噛合する平歯車状の駆動側ギア部３５０ｂと、を備えている。リング側ギア部３５
０ａと駆動側ギア部３５０ｂは、ピッチ円が同じ直径に形成されている。傘歯車状のリン
グ側ギア部３５０ａは、回転ベース３３２の回転軸の方向へ窄まっている。
【０３１３】
　操作リング用伝達ギア３５０は、回転軸が左右方向へ延びていると共に、演出操作リン
グ３３０の回転ベース３３２の回転軸と交わるように、操作部ベース３２０に取付けられ
る。操作リング用伝達ギア３５０は、操作部ベース３２０のギア軸受部３２５に上方から
挿入された上で、ギア取付部材３５１が操作部ベース３２０に取付けられることで、操作
部ベース３２０に回転可能に取付けられる。
【０３１４】
　操作リング用伝達ギア３５０は、演出操作ユニット３００に組立てられた状態で、リン
グ側ギア部３５０ａが演出操作リング３３０における回転ベース３３２のリングギア３３
２ａと噛合していると共に、駆動側ギア部３５０ｂが回転駆動ユニット３４０における伝
達検知ギア部材３４５のギア部３４５ａと噛合している。従って、操作リング用伝達ギア
３５０は、演出操作リング３３０の回転操作部３０２の回転操作を回転駆動ユニット３４
０側へ伝達させることができると共に、回転駆動ユニット３４０の操作リング駆動モータ
３４２の回転駆動を演出操作リング３３０の回転操作部３０２に伝達させて回転させるこ
とができる。
【０３１５】
［３－５ｅ－６．演出操作リング装飾基板］
　演出操作ユニット３００における演出操作リング装飾基板３５２について、主に図５３
及び図５４等を参照して説明する。演出操作リング装飾基板３５２は、操作部ベース３２
０におけるフランジ部３２２の上面に取付けられ、上面に複数のＬＥＤが実装されている
。演出操作リング装飾基板３５２は、演出操作リング３３０の下方に取付けられており、
複数のＬＥＤを適宜発光させることで演出操作リング３３０（回転操作部３０２）を発光
装飾させることができる。
【０３１６】
　演出操作リング装飾基板３５２は、円環を前後に分割したような形態に形成されており
、前側の前装飾基板３５２ａと、後側の後装飾基板３５２ｂとで構成されている。前装飾
基板３５２ａ及び後装飾基板３５２ｂの上面の夫々に、複数のＬＥＤが外周に沿って列設
されている。演出操作リング装飾基板３５２の複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされ
ている。
【０３１７】
　演出操作リング装飾基板３５２は、演出操作ユニット３００に組立てた状態で、演出操
作リング３３０のリング取付ベース３３１の下方に位置している。演出操作リング装飾基
板３５２は、上側が透明な装飾基板カバー３５３によって被覆されている。装飾基板カバ
ー３５３は、演出操作リング装飾基板３５２と同様に、前後に分割された形態に形成され
ており、前装飾基板３５２ａを上側から覆い操作部ベース３２０のフランジ部３２２に取
付けられる前基板カバー３５３ａと、後装飾基板３５２ｂを上側から覆い操作部ベース３
２０のフランジ部３２２に取付けられる後基板カバー３５３ｂと、で構成されている。
【０３１８】
　演出操作リング装飾基板３５２は、上面に実装されている複数のＬＥＤを発光させるこ
とで、装飾基板カバー３５３及びリング取付ベース３３１の貫通口３３１ｃを通して、回
転操作部３０２を構成しているリング外上カバー３３５、リング外下カバー３３６、及び
リング内カバー３３７を、内部から発光装飾させることができる。従って、回転操作部３
０２内にＬＥＤが備えられているような発光装飾を遊技者に見せることができる。
【０３１９】
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［３－５ｅ－７．振動スピーカ］
　演出操作ユニット３００における振動スピーカ３５４について、主に図５３及び図５４
等を参照して詳細に説明する。振動スピーカ３５４は、操作部ベース３２０における本体
部３２１の下面に出力方向を上方へ向けて取付けられており、音声や音楽等のサウンドに
加えて、多彩な周波数の振動を出力することができるものである。
【０３２０】
　振動スピーカ３５４は、操作部ベース３２０の底壁を振動板として振動させることで、
音声や音楽等のサウンド（音）を出力することができる。また、振動スピーカ３５４は、
操作部ベース３２０を介して演出操作ユニット３００全体を振動させることができる。こ
の振動スピーカ３５４は、偏芯させた錘をモータで回転させる振動装置と比較して、様々
な周波数の振動を発生させることができ、より多彩な演出を遊技者に提示することができ
る。
【０３２１】
［３－５ｅ－８．演出操作ボタンユニット］
　演出操作ユニット３００における演出操作ボタンユニット３６０について、主に図６０
乃至図６２等を参照して詳細に説明する。図６０は演出操作ユニットの演出操作ボタンユ
ニットを分解して前上から見た分解斜視図であり、図６１は演出操作ボタンユニットを分
解して前下から見た分解斜視図である。図６２（ａ）は押圧操作部が下降位置の時の演出
操作ボタンユニットの断面図であり、（ｂ）押圧操作部が上昇位置の時の演出操作ボタン
ユニットの断面図である。演出操作ボタンユニット３６０は、演出操作リング３３０の環
内に臨むように操作部ベース３２０に取付けられており、遊技者が押圧操作可能な押圧操
作部３０３を有している。演出操作ボタンユニット３６０の押圧操作部３０３は、円柱状
の中央押圧操作部３０３ａと、中央押圧操作部３０３ａの外周を覆うように形成されてい
る円筒状の外周押圧操作部３０３ｂと、で構成されている。
【０３２２】
　演出操作ボタンユニット３６０は、外周が略円形状に形成されており操作部ベース３２
０の本体部３２１内に取付けられるボタンユニットベース３６１と、ボタンユニットベー
ス３６１の中心軸を境にして対象に配置されており上方へ円柱状に延出している一対のガ
イドシャフト３６２と、一対のガイドシャフト３６２の上端同士を連結しており外周がボ
タンユニットベース３６１よりも小さい円形状に形成されている円盤状の上部ベース３６
３と、上部ベース３６３とボタンユニットベース３６１との間において一対のガイドシャ
フト３６２によって上下方向へ移動可能に取付けられており外周がボタンユニットベース
３６１と略同じ大きさの円形状に形成されている円盤状の昇降ベース３６４と、一対のガ
イドシャフト３６２が夫々挿通されており昇降ベース３６４を上方へ付勢している一対の
昇降バネ３６５と、を備えている。
【０３２３】
　また、演出操作ボタンユニット３６０は、ボタンユニットベース３６１の中心から上方
へ円柱状に延出しており上端が上部ベース３６３に取付けられている中央シャフト３６６
と、ボタンユニットベース３６１の下面に回転軸が上方へ突出するように取付けられてい
る操作ボタン昇降駆動モータ３６７と、操作ボタン昇降駆動モータ３６７の回転軸に取付
けられている平歯車状の昇降駆動ギア３６８と、昇降駆動ギア３６８と噛合しておりボタ
ンユニットベース３６１の上側に回転可能に取付けられている平歯車状の従動ギア３６９
と、従動ギア３６９により回転させられ中央シャフト３６６が挿通されて回転可能に取付
けられている昇降カム駆動ギア部材３７０と、昇降カム駆動ギア部材３７０と下端が連結
されていると共に中央シャフト３６６が挿通されて回転可能に取付けられており回転する
ことで昇降ベース３６４を昇降させる昇降カム部材３７１と、昇降駆動ギア３６８、従動
ギア３６９、及び昇降カム駆動ギア部材３７０を上方から覆うようにボタンユニットベー
ス３６１の上側に取付けられている円盤状のギアカバー３７２と、を備えている。
【０３２４】
　更に、演出操作ボタンユニット３６０は、内径が上部ベースよりも大径で上下に延びた
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有底筒状に形成されており昇降ベース３６４より上側で一対のガイドシャフト３６２によ
って上下方向へ移動可能に取付けられている中央ボタン本体３７３と、中央ボタン本体３
７３と昇降ベース３６４との間に配置されており中央ボタン本体３７３を上方へ付勢して
いる一対のボタンバネ３７４と、中央ボタン本体３７３と略同じ径で上端側が閉鎖された
有底筒状に形成されており上部ベース３６３の上方を覆うように中央ボタン本体３７３の
上端に取付けられている中央ボタンカバー３７５と、上部ベース３６３の上面に取付けら
れており上方へ光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている中央ボタン装飾基板３７６
と、を備えている。演出操作ボタンユニット３６０は、中央ボタン本体３７３と中央ボタ
ンカバー３７５とで中央押圧操作部３０３ａを構成している。
【０３２５】
　また、演出操作ボタンユニット３６０は、昇降ベース３６４の上面における中央ボタン
本体３７３よりも外側の部位に取付けられており上面に複数のＬＥＤが実装されている円
環状の外周ボタン装飾基板３７７と、外周ボタン装飾基板３７７の上側を覆うと共に中央
ボタン本体３７３の外周を覆うように昇降ベース３６４に取付けられている外周基板カバ
ー３７８と、外周基板カバー３７８における中央ボタン本体３７３の外周を覆っている部
位の外周側で外周ボタン装飾基板３７７の上方に配置されており立体的な装飾が施された
透光性を有する円筒状の外周装飾レンズ３７９と、外周装飾レンズ３７９の外周及び上面
を覆うように昇降ベース３６４に取付けられており中央において中央ボタンカバー３７５
が上方へ臨む透明な外周ボタンカバー３８０と、を備えている。演出操作ボタンユニット
３６０は、外周基板カバー３７８と外周装飾レンズ３７９と外周ボタンカバー３８０とで
、外周押圧操作部３０３ｂを構成している。
【０３２６】
　また、演出操作ボタンユニット３６０は、ボタンユニットベース３６１に取付けられて
おり押圧操作部３０３の押圧操作を検知する押圧検知センサ３８１と、ボタンユニットベ
ース３６１に取付けられており昇降カム駆動ギア部材３７０の回転位置を検知することで
昇降ベース３６４の昇降を検知する昇降検知センサ３８２と、を備えている。
【０３２７】
　ボタンユニットベース３６１は、円盤状に形成されているベース本体３６１ａと、ベー
ス本体３６１ａから下方へ突出している複数の脚部３６１ｂと、を備えている。ボタンユ
ニットベース３６１のベース本体３６１ａは、外径が、操作部ベース３２０における本体
部３２１の内周径よりも若干小さい大きさに形成されている。このベース本体３６１ａは
、上面に、一対のガイドシャフト３６２、中央シャフト３６６、従動ギア３６９、昇降カ
ム駆動ギア部材３７０、及びギアカバー３７２が取付けられ、下面に、押圧検知センサ３
８１及び昇降検知センサ３８２が取付けられる。ボタンユニットベース３６１は、脚部３
６１ｂの下端が操作部ベース３２０における本体部３２１の底壁に取付けられる。
【０３２８】
　一対のガイドシャフト３６２は、ボタンユニットベース３６１のベース本体３６１ａの
上面において、中心から前方及び後方へ、ベース本体３６１ａの直径の半分の距離の位置
に夫々取付けられている。一対のガイドシャフト３６２及び中央シャフト３６６は、金属
棒によって形成されている。一対のガイドシャフト３６２は、中央シャフト３６６よりも
太く形成されている。
【０３２９】
　上部ベース３６３は、外径がボタンユニットベース３６１のベース本体３６１ａの外径
の約１／２の大きさに形成されている。一対の昇降バネ３６５は、コイルスプリングとさ
れており、下端がボタンユニットベース３６１のベース本体３６１ａに当接していると共
に、上端が昇降ベース３６４に当接している。昇降バネ３６５は、ボタンバネ３７４より
も付勢力の強いバネとされている。
【０３３０】
　昇降ベース３６４は、外径がボタンユニットベース３６１のベース本体３６１ａの外径
と略同じ大きさに形成されている。昇降ベース３６４は、一対のガイドシャフト３６２が
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夫々摺動可能に挿入される一対のガイド孔３６４ａと、中央において昇降カム部材３７１
が通過可能な大きさで上下に貫通している中央孔３６４ｂと、中央孔３６４ｂの周縁から
上方へ円筒状に突出している立壁部３６４ｃと、立壁部３６４ｃの下端付近において中央
孔３６４ｂの内へ互いに対向するように突出している一対の案内ピン３６４ｄと、を備え
ている。一対の案内ピン３６４ｄは、同一軸芯上で互いに対向していると共に、軸芯周り
に回転可能に取付けられている。
【０３３１】
　昇降ベース３６４は、一対のガイド孔３６４ａに一対のガイドシャフト３６２が挿通さ
れることで、上下方向へ昇降可能に案内される。昇降ベース３６４は、立壁部３６４ｃの
上端が上部ベース３６３に当接することで、上方への移動が規制されると共に、上部ベー
ス３６３との間に中央ボタン本体３７３の底部３７３ｂが移動可能な空間を形成している
。また、昇降ベース３６４は、一対の案内ピン３６４ｄが、昇降カム部材３７１のカム部
３７１ａに案内されることで、上下方向へ移動させられる。
【０３３２】
　昇降カム駆動ギア部材３７０は、従動ギア３６９と噛合する平歯車状のギア部３７０ａ
と、ギア部３７０ａから上方へ突出しており昇降カム部材３７１の下端が連結される連結
部３７０ｂと、ギア部３７０ａから下方へ筒状に突出していると共に対向している二箇所
が切欠かれており昇降検知センサ３８２により検知される昇降検知片３７０ｃと、を備え
ている。昇降カム駆動ギア部材３７０は、ギア部３７０ａの中心に中央シャフト３６６が
挿入されることで、回転可能に取付けられる。
【０３３３】
　昇降カム部材３７１は、中心に中央シャフト３６６が挿通されることで、回転可能に取
付けられる。昇降カム部材３７１は、円柱状の外周面において周方向へ１８０度離間して
おり、外方へ突出している一対のカム部３７１ａを備えている。一対のカム部３７１ａは
、昇降ベース３６４の案内ピン３６４ｄを案内するものである。
【０３３４】
　カム部３７１ａは、下端付近において軸芯に対して直角方向へ延びている第一カム３７
１ｂと、第一カム３７１ｂの中間で上方へ窪んでいる係止部３７１ｃと、第一カム３７１
ｂの一方の端部から軸芯と平行に上方へ延びている第二カム３７１ｄと、第一カム３７１
ｂの第二カム３７１ｄとは反対側の端部から螺旋状に上方へ延びている第三カム３７１ｅ
と、を備えている（図６２を参照）。第二カム３７１ｄと第三カム３７１ｅは、同じ高さ
まで上方へ延びており、隣接するカム部３７１ａ同士の間では、昇降ベース３６４の案内
ピン３６４ｄの直径よりも小さい距離で離間している。
【０３３５】
　また、昇降カム部材３７１は、下端に昇降カム駆動ギア部材３７０の連結部３７０ｂと
連結する被連結部３７１ｆを備えている。
【０３３６】
　昇降カム部材３７１は、カム部３７１ａにおいて、第二カム３７１ｄが、昇降カム部材
３７１を平面視において反時計回りの方向へ回転させた時に、第一カム３７１ｂの後端側
から上方へ延出するように形成されている。昇降カム部材３７１は、回転することで、カ
ム部３７１ａにより昇降ベース３６４の案内ピン３６４ｄを案内して昇降ベース３６４を
昇降させることができる。
【０３３７】
　中央ボタン本体３７３は、中央ボタン本体３７３は、上下に延びた円筒状の筒部３７３
ａと、筒部３７３ａの下端側を閉鎖している底部３７３ｂと、底部３７３ｂを貫通してお
り一対のガイドシャフト３６２が摺動可能に挿入される一対のガイド孔３７３ｃと、底部
３７３ｂの中央において昇降ベース３６４の立壁部３６４ｃの外径よりも大きい径で貫通
している中央口３７３ｄと、底部３７３ｂから下方へ突出しており押圧検知センサ３８１
により検知される押圧検知片３７３ｅと、底部３７３ｂから後方へ円柱状に突出しており
ボタンバネ３７４に挿通される一対のガイドボス３７３ｆと、を備えている。
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【０３３８】
　中央ボタン本体３７３は、筒部３７３ａと底部３７３ｂとによって、有底筒状に形成さ
れている。中央ボタン本体３７３は、底部３７３ｂが上部ベース３６３と昇降ベース３６
４との間に配置されると共に、筒部３７３ａの上端が上部ベース３６３よりも上方へ突出
するように形成されている。中央口３７３ｄは、下方へ短く延びた円筒状に形成されてお
り、下端が昇降ベース３６４の上面に当接することで、中央ボタン本体３７３の下方への
移動が規制される。中央ボタン本体３７３の中央口３７３ｄを通って、昇降ベース３６４
の立壁部３６４ｃの上端が上部ベース３６３に当接する。
【０３３９】
　中央ボタン本体３７３は、一対のガイドボス３７３ｆが挿通されている一対のボタンバ
ネ３７４によって上方へ付勢されている。一対のガイドボス３７３ｆは、下端が昇降ベー
ス３６４を貫通して下方へ延出するように形成されており、下端にワッシャが挿通された
ビスが取付けられる。ガイドボス３７３ｆの下端に取付けられたワッシャが昇降ベース３
６４の下面に当接することで、中央ボタン本体３７３の上方への移動が規制される。
【０３４０】
　中央ボタン本体３７３の押圧検知片３７３ｅは、一対のボタンバネ３７４の付勢力に抗
して中央ボタン本体３７３の底部３７３ｂ（中央口３７３ｄの下端）が昇降ベース３６４
の上面に当接した時に、昇降ベース３６４を貫通して下方へ突出するように形成されてい
る。この中央ボタン本体３７３は、不透明に形成されている。一対のボタンバネ３７４は
、昇降バネ３６５よりも付勢力の弱いコイルバネとされている。
【０３４１】
　中央ボタンカバー３７５は、中央ボタン本体３７３の筒部３７３ａと略同じ直径の円盤
状の天板部３７５ａと、天板部３７５ａの外周から下方へ延出している筒状の周壁部３７
５ｂと、を備えており、透光性を有するように形成されている。中央ボタンカバー３７５
は、天板部３７５ａと周壁部３７５ｂとによって有底筒状に形成されている。この中央ボ
タンカバー３７５は、周壁部３７５ｂの下端が中央ボタン本体３７３における筒部３７３
ａの上端に取付けられる。
【０３４２】
　中央ボタン装飾基板３７６は、上面に実装されている複数のＬＥＤがフルカラーＬＥＤ
とされている。中央ボタン装飾基板３７６は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、中
央ボタンカバー３７５を発光装飾させることができる。外周ボタン装飾基板３７７は、上
面に実装されている複数のＬＥＤがフルカラーＬＥＤとされている。外周ボタン装飾基板
３７７は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、外周装飾レンズ３７９及び外周ボタン
カバー３８０を発光装飾させることができる。
【０３４３】
　外周基板カバー３７８は、外周ボタン装飾基板３７７の上側を覆い昇降ベース３６４に
取付けられる円環状の基板部３７８ａと、基板部３７８ａの内周から上方へ筒状に延出し
ており中央ボタン本体３７３の外周を覆う円筒部３７８ｂと、を備えている。外周基板カ
バー３７８は、透明に形成されている。
【０３４４】
　外周装飾レンズ３７９は、上方へ向かうに従って周方向へ移動するように延びている捩
れた部位が、周方向に一定の間隔で列設されている。外周装飾レンズ３７９は、外周基板
カバー３７８における基板部３７８ａの上側に取付けられている。外周ボタンカバー３８
０は、外周装飾レンズ３７９の外周を覆う円筒状の筒状部３８０ａと、筒状部３８０ａの
上端から中心側へ延出している円環状の環状部３８０ｂと、を備えている。外周ボタンカ
バー３８０は、筒状部３８０ａの下端が昇降ベース３６４に取付けられる。環状部３８０
ｂは、内径が外周基板カバー３７８の円筒部３７８ｂと略同じ大きさに形成されている。
【０３４５】
　演出操作ボタンユニット３６０は、組立てた状態では、図６２（ａ）に示すように、昇
降ベース３６４が一対の昇降バネ３６５によって上方へ付勢された状態で、昇降ベース３
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６４の案内ピン３６４ｄが、昇降カム部材３７１のカム部３７１ａにおける係止部３７１
ｃに下方から挿入されている。この状態では、昇降ベース３６４が下方へ移動した下降位
置の状態となっており、一対の昇降バネ３６５が圧縮されている。また、この状態では、
中央ボタン本体３７３がボタンバネ３７４の付勢力により上方側への移動端に位置してお
り、中央ボタンカバー３７５の上面が、外周ボタンカバー３８０の上面よりも上方へ突出
した状態となっている。
【０３４６】
　従って、演出操作ユニット３００に組立てた状態では、外周ボタンカバー３８０の上面
が演出操作リング３３０の上面よりも僅かに上方へ突出していると共に、中央ボタンカバ
ー３７５の上面が外周ボタンカバー３８０の上面よりも上方へ突出している（図６３等を
参照）。
【０３４７】
　この状態（図６２（ａ）の状態）で、中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０３
ａ）を下方へ押圧して、ボタンバネ３７４の付勢力に抗して下方へ移動させると、中央ボ
タン本体３７３の押圧検知片３７３ｅが押圧検知センサ３８１により検知され、中央押圧
操作部３０３ａの押圧操作が検知される。中央押圧操作部３０３ａを押圧操作した状態で
は、中央ボタンカバー３７５の上面が、外周ボタンカバー３８０の上面と略一致した高さ
となっている（図６５（ｃ）を参照）。
【０３４８】
　また、この状態で、外周ボタンカバー３８０（外周押圧操作部３０３ｂ）を下方へ押圧
操作しても、外周ボタンカバー３８０は下方へ移動することはなく、中央ボタン本体３７
３の押圧検知片３７３ｅが押圧検知センサ３８１に検知されることもない。つまり、押圧
操作部３０３の押圧操作が検知されない。
【０３４９】
　この下降位置の状態で、操作ボタン昇降駆動モータ３６７により昇降駆動ギア３６８を
平面視において反時計回りの方向へ回転させると、昇降駆動ギア３６８と噛合している従
動ギア３６９を介して昇降カム駆動ギア部材３７０が平面視反時計回りの方向へ回転し、
昇降カム駆動ギア部材３７０と連結されている昇降カム部材３７１も同じ方向へ回転する
こととなる。この昇降カム部材３７１が反時計回りの方向へ回転すると、図６２において
正面に見えているカム部３７１ａが右方へ移動することとなり、昇降ベース３６４の案内
ピン３６４ｄが、係止部３７１ｃから第一カム３７１ｂにおける係止部３７１ｃの左方の
部位へ転動すると共に、案内ピン３６４ｄを介して昇降ベース３６４が昇降バネ３６５の
付勢力に抗して下方へ移動する。
【０３５０】
　そして、昇降カム部材３７１の回転に伴って、第一カム３７１ｂに沿って相対的に左方
へ転動する案内ピン３６４ｄが、第一カム３７１ｂの左端から第二カム３７１ｄ側へ位置
すると、第二カム３７１ｄが第一カム３７１ｂに対して垂直に上方へ延びていることから
、昇降バネ３６５の付勢力により案内ピン３６４ｄが第二カム３７１ｄに沿って上方へ移
動することとなり、案内ピン３６４ｄと一緒に昇降ベース３６４が上昇して上昇位置の状
態となる。
【０３５１】
　上昇位置の状態では、図６２（ｂ）に示すように、昇降ベース３６４の案内ピン３６４
ｄが、一方のカム部３７１ａの第二カム３７１ｄと残りのカム部３７１ａの第三カム３７
１ｅとに接した状態となっている。この状態で、操作ボタン昇降駆動モータ３６７の駆動
が一旦停止される。
【０３５２】
　上昇位置の状態では、昇降ベース３６４の立壁部３６４ｃの上端が上部ベース３６３の
下面に当接しており、昇降ベース３６４のこれ以上の上方への移動が規制されている。ま
た、上昇位置の状態では、下降位置の時の中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０
３ａ）と外周ボタンカバー３８０（外周押圧操作部３０３ｂ）との位置関係が保持されて
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おり、中央ボタンカバー３７５及び外周ボタンカバー３８０を含む押圧操作部３０３全体
が上方へ移動していると共に、中央ボタンカバー３７５の上面が外周ボタンカバー３８０
の上面よりも上方へ突出している。
【０３５３】
　演出操作ユニット３００に組立てた状態で、上昇位置へ移動させると、中央ボタンカバ
ー３７５及び外周ボタンカバー３８０が、演出操作リング３３０の上面よりも大きく突出
した状態となる（図６５（ｂ）等を参照）。
【０３５４】
　この上昇位置の状態で、中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０３ａ）を、ボタ
ンバネ３７４の付勢力よりも強い力で下方へ押圧した場合、中央ボタンカバー３７５及び
中央ボタン本体３７３がボタンバネ３７４の付勢力に抗して下方へ移動し、中央ボタン本
体３７３が昇降ベース３６４に当接することとなる。中央ボタン本体３７３が昇降ベース
３６４に当接している状態では、中央ボタン本体３７３の押圧検知片３７３ｅが昇降ベー
ス３６４よりも下方へ突出した状態となっているが、昇降ベース３６４がボタンユニット
ベース３６１から離れているため、押圧検知片３７３ｅが押圧検知センサ３８１によって
検知されることはない。
【０３５５】
　中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０３ａ）を、昇降バネ３６５の付勢力より
も強い力で下方へ押圧した場合、中央ボタンカバー３７５及び中央ボタン本体３７３がボ
タンバネ３７４の付勢力に抗して、中央ボタン本体３７３が昇降ベース３６４に当接した
上で、昇降ベース３６４が、昇降バネ３６５の付勢力に抗して下方へ移動し、昇降ベース
３６４の下端がボタンユニットベース３６１に当接することとなる。昇降ベース３６４が
ボタンユニットベース３６１に当接することで、昇降ベース３６４が下降位置の状態とな
り、昇降ベース３６４と共に外周ボタンカバー３８０（外周押圧操作部３０３ｂ）も下降
位置の状態となる。
【０３５６】
　このように、中央ボタン本体３７３が昇降ベース３６４に当接した状態で、昇降ベース
３６４がボタンユニットベース３６１に当接すると、昇降ベース３６４から下方へ突出し
ている中央ボタン本体３７３の押圧検知片３７３ｅが、押圧検知センサ３８１に検知され
た状態となり、中央ボタンカバー３７５（中央押圧操作部３０３ａ）の押圧が検知される
。
【０３５７】
　一方、上昇位置の状態で、外周ボタンカバー３８０（外周押圧操作部３０３ｂ）を、昇
降バネ３６５の付勢力よりも力で下方へ押圧した場合、外周ボタンカバー３８０を介して
昇降ベース３６４が昇降バネ３６５の付勢力に抗して下方へ移動し、昇降ベース３６４の
下端がボタンユニットベース３６１に当接することとなる。この状態では、昇降ベース３
６４と共に外周ボタンカバー３８０が下降位置の状態となるが、中央ボタンカバー３７５
（中央押圧操作部３０３ａ）がボタンバネ３７４の付勢力により上方へ突出していること
から、中央ボタン本体３７３の押圧検知片３７３ｅが昇降ベース３６４から下方へ突出し
ておらず、押圧検知片３７３ｅが押圧検知センサ３８１により検知されない。
【０３５８】
　中央ボタンカバー３７５及び外周ボタンカバー３８０を（押圧操作部３０３を）、上昇
位置から下降位置へ戻すには、操作ボタン昇降駆動モータ３６７により、昇降カム部材３
７１を平面視反時計回りの方向へ回転させると、図６２（ｂ）において、昇降ベース３６
４の案内ピン３６４ｄの左上と当接している第三カム３７１ｅが、右方（案内ピン３６４
ｄの方向）へ移動することとなるため、第三カム３７１ｅによって案内ピン３６４ｄが下
方へ押圧され、案内ピン３６４ｄを介して昇降ベース３６４が昇降バネ３６５の付勢力に
抗して下方へ移動することとなる。
【０３５９】
　そして、昇降カム部材３７１の回転に伴って案内ピン３６４ｄが第三カム３７１ｅの下
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端から第一カム３７１ｂ側へ移動すると、昇降ベース３６４の下方への移動が停止し、案
内ピン３６４ｄが第一カム３７１ｂに沿って転動する。その後、案内ピン３６４ｄが第一
カム３７１ｂの途中の係止部３７１ｃの位置に到達すると、昇降バネ３６５の付勢力によ
り案内ピン３６４ｄが上方へ窪んだ係止部３７１ｃ内に挿入されると共に、操作ボタン昇
降駆動モータ３６７による昇降カム部材３７１の回転を停止させることで、元の下降位置
の状態となる。
【０３６０】
［３－５ｅ－９．操作部中継基板ユニット］
　演出操作ユニット３００における操作部中継基板ユニット３９０について、主に図５３
及び図５４等を参照して詳細に説明する。操作部中継基板ユニット３９０は、操作部ベー
ス３２０の後面に取付けられている。操作部中継基板ユニット３９０は、操作部ベース３
２０における本体部３２１の後面に取付けられる箱状の基板ボックス３９１と、基板ボッ
クス３９１内に取付けられている操作部中継基板３９２と、を備えている。
【０３６１】
　基板ボックス３９１は、演出操作ユニット３００に組立てた時に、回転駆動ユニット３
４０の操作リング駆動モータ３４２を後側から覆うモータカバー部３９１ａを有している
。操作部中継基板３９２は、皿中央上装飾基板３１４、皿中央下装飾基板３１６、操作リ
ング駆動モータ３４２、第一回転検知センサ３４７、第二回転検知センサ３４８、演出操
作リング装飾基板３５２、振動スピーカ３５４、操作ボタン昇降駆動モータ３６７、中央
ボタン装飾基板３７６、外周ボタン装飾基板３７７、押圧検知センサ３８１、及び昇降検
知センサ３８２と、皿ベースユニット２１０の皿ユニット中継基板２１４との接続を中継
している。
【０３６２】
［３－５ｅ－１０．演出操作ユニットの作用］
　次に、演出操作ユニット３００の作用について、主に図６３乃至図６５等を参照して詳
細に説明する。図６３は、演出操作ユニットの左側面図において演出操作リングと回転駆
動ユニットとの関係を示す説明図である。図６４は、演出操作ユニットを押圧操作部の押
圧方向から見た平面図において演出操作リングと演出操作リング装飾基板との関係を示す
説明図である。図６５（ａ）は通常の状態で示す皿ユニットの正面図であり、（ｂ）は押
圧操作部が上昇位置の時の皿ユニットの正面図であり、（ｃ）は押圧操作部の中央押圧操
作部を押圧した時の皿ユニットの正面図である。
【０３６３】
　演出操作ユニット３００は、上面に遊技者が操作可能な演出操作部３０１を備えている
。演出操作部３０１は、大きな円環状の回転操作部３０２と、回転操作部３０２の環内に
配置されている押圧操作部３０３とで構成されている。押圧操作部３０３は、回転操作部
３０２の中心に位置する円柱状の中央押圧操作部３０３ａと、中央押圧操作部３０３ａと
回転操作部３０２との間に配置されている円環状の外周押圧操作部３０３ｂとで構成され
ている。
【０３６４】
　回転操作部３０２は、演出操作リング３３０のリング外上カバー３３５、リング外下カ
バー３３６、及びリング内カバー３３７によって形成されている。中央押圧操作部３０３
ａは、演出操作ボタンユニット３６０の中央ボタンカバー３７５及び中央ボタン本体３７
３によって形成されており、外周押圧操作部３０３ｂは、外周ボタンカバー３８０及び外
周基板カバー３７８によって形成されている。
【０３６５】
　演出操作ユニット３００は、円環状の回転操作部３０２（演出操作リング３３０）の上
面によって形成される仮想の平面の前方側が低くなるように傾斜した状態で皿ユニット２
００に組立てられる。従って、回転操作部３０２の環内に配置されている押圧操作部３０
３の押圧方向が、下方へ向かうに従って後方へ移動する（換言すると、上方へ向かうに従
って前方へ移動する）ように傾斜している。
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【０３６６】
　演出操作ユニット３００は、通常の状態では、回転操作部３０２の上面よりも押圧操作
部３０３が僅かに上方へ突出した状態となっている。詳しくは、演出操作リング３３０の
上面よりも外周ボタンカバー３８０の上面が僅かに上方へ突出していると共に、外周ボタ
ンカバー３８０の上面よりも中央ボタンカバー３７５の上面が上方へ突出した状態となっ
ている（図６３等を参照）。
【０３６７】
　この通常の状態で、回転駆動ユニット３４０の操作リング駆動モータ３４２により、伝
達検知ギア部材３４５を左側面視で時計回りの方向へ回転させると、操作リング用伝達ギ
ア３５０を介して演出操作リング３３０の回転操作部３０２が、平面視において時計周り
の方向へ回転する。一方、操作リング駆動モータ３４２により、伝達検知ギア部材３４５
を左側面視で反時計周りの方向へ回転させると、演出操作リング３３０の回転操作部３０
２が平面視において反時計回りの方向へ回転する。
【０３６８】
　操作リング駆動モータ３４２は、ステッピングモータとされており、所定の回転角度の
範囲で正転・逆転を繰返させることで、回転操作部３０２を往復回動させて振動させるこ
とができる。この振動は、振動スピーカ３５４による振動とは異なり、回転操作部３０２
のみが振動する。
【０３６９】
　演出操作リング３３０の回転操作部３０２は、操作リング駆動モータ３４２により回転
させられるだけでなく、遊技者によっても回転させることができる。回転操作部３０２を
平面視において時計回りの方向へ回転させると、操作リング用伝達ギア３５０を介して回
転駆動ユニット３４０の伝達検知ギア部材３４５が左側面視において時計回りの方向へ回
転し、回転操作部３０２を平面視において反時計回りの方向へ回転させると、伝達検知ギ
ア部材３４５が左側面視において反時計回りの方向へ回転する。この伝達検知ギア部材３
４５は、第一回転検知センサ３４７と第二回転検知センサ３４８の二つのセンサによって
回転を検知している。
【０３７０】
　伝達検知ギア部材３４５の回転は、複数の検知片３４５ｂを第一回転検知センサ３４７
及び第二回転検知センサ３４８によって検知することで、回転を検知している。詳述する
と、周方向に等間隔で列設されている複数の検知片３４５ｂの間隔に対して、周方向に離
間している第一回転検知センサ３４７と第二回転検知センサ３４８との間隔が、整数倍と
ならない間隔とされている。これにより、第一回転検知センサ３４７と第二回転検知セン
サ３４８とが、同じタイミングで検知片３４５ｂを検知しないように構成されている。
【０３７１】
　本実施形態では、伝達検知ギア部材３４５が左側面視において時計回りの方向へ回転す
ると、第二回転検知センサ３４８が検知片３４５ｂを検知してから第一回転検知センサ３
４７が検知片３４５ｂを検知する。これに対して、伝達検知ギア部材３４５が左側面視に
おいて反時計回りの方向へ回転すると、第一回転検知センサ３４７が検知片３４５ｂを検
知してから第二回転検知センサ３４８が検知片３４５ｂを検知する。従って、第一回転検
知センサ３４７と第二回転検知センサ３４８とが、検知片３４５ｂを検知する順番によっ
て、伝達検知ギア部材３４５（回転操作部３０２）の回転方向を検知することができる。
また、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８における検知片３４５ｂ
の検知時間によって、伝達検知ギア部材３４５（回転操作部３０２）の回転速度を検知す
ることができる。
【０３７２】
　このように、回転操作部３０２の回転操作を検知することができるため、回転操作部３
０２の回転方向に応じて遊技者参加型演出の内容を変化させることができる。また、回転
操作部３０２の回転操作を検知した時に、操作リング駆動モータ３４２により、回転操作
部３０２を回転操作方向と同じ方向へ回転駆動させることで、回転操作を軽くしてアシス
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トすることができる。或いは、操作リング駆動モータ３４２により、回転操作部３０２を
回転操作方向と反対方向へ回転駆動させることで、回転操作を重くしたり、クリック感を
付与したりすることができる。
【０３７３】
　演出操作リング３３０の回転操作部３０２は、リング外上カバー３３５、リング外下カ
バー３３６、及びリング内カバー３３７によって形成されており、円の半分以上の円弧が
環状に延びている形状に形成されている。換言すると、回転操作部３０２がドーナツ状に
形成されている。そして、回転操作部３０２は、図示するように、外周面、上面、及び内
周面の一部、が露出した状態で取付けられているため、遊技者の手で掴み易い形状に形成
されている。
【０３７４】
　これにより、回転操作部３０２に対して遊技者が様々な方向から触れることができるた
め、遊技者のやり易い思い思いの仕方で回転操作部３０２を回転操作させることができ、
回転操作部３０２の操作性が高められている。また、回転操作部３０２は、押圧操作部３
０３が下降位置又は上昇位置の何れの状態の時でも、回転操作することができる。なお、
回転操作部３０２は、下面側が操作部ベース３２０に取付けられているため、自動車のハ
ンドルのように握ることはできない。
【０３７５】
　演出操作ユニット３００は、図６４に示すように、演出操作リング３３０の下方に、複
数のＬＥＤが円環状に列設されている演出操作リング装飾基板３５２を備えている。これ
により、演出操作リング装飾基板３５２のＬＥＤを発光させることで、演出操作リング３
３０の回転操作部３０２を発光装飾させることができる。また、演出操作リング装飾基板
３５２では、複数のＬＥＤを回転操作部３０２に沿って環状に列設しているため、回転操
作部３０２の回転に合わせて、列設されている複数のＬＥＤを順次発光させることで、回
転している回転操作部３０２の特定の部位のみを発光装飾させることができる。これによ
り、回転する回転操作部３０２内に、ＬＥＤ（装飾基板）が備えられているように遊技者
を錯覚させることができる。
【０３７６】
　演出操作ユニット３００は、通常の状態では、図６５（ａ）に示すように、回転操作部
３０２の環内に配置されている押圧操作部３０３が、その上面が回転操作部３０２の上面
よりも僅かに上方に突出した下降位置の状態となっている。この状態では、回転操作部３
０２を回転させることができると共に、押圧操作部３０３における中央押圧操作部３０３
ａを押圧操作することができる。中央押圧操作部３０３ａを下方へ押圧操作すると、中央
押圧操作部３０３ａ（中央ボタンカバー３７５）の上面が、外周押圧操作部３０３ｂ（外
周ボタンカバー３８０）の上面と略同じ高さまで下降し、押圧検知センサ３８１により押
圧が検知される。
【０３７７】
　この通常（下降位置）の状態では、押圧操作部３０３における外周押圧操作部３０３ｂ
を下方へ押圧しても、外周押圧操作部３０３ｂ（外周ボタンカバー３８０）が下方へ移動
することはなく、押圧検知センサ３８１により押圧が検知されることはない。
【０３７８】
　通常の状態で、操作ボタン昇降駆動モータ３６７により、昇降カム部材３７１を平面視
において反時計回りの方向へ回転させると、昇降ベース３６４の案内ピン３６４ｄがカム
部３７１ａ（第一カム３７１ｂ）から外れて、一対の昇降バネ３６５の付勢力により、昇
降ベース３６４と共に押圧操作部３０３が勢いよく上方へ突出して上昇位置の状態となる
（図６５（ｂ）を参照）。この上昇位置の状態では、押圧操作部３０３の上面が回転操作
部３０２の上面よりも大きく上方に位置している。換言すると、中央ボタンカバー３７５
及び外周ボタンカバー３８０が、演出操作リング３３０の上面よりも大きく上方へ突出し
ている。
【０３７９】
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　押圧操作部３０３が上昇位置の状態で、中央押圧操作部３０３ａを下方へ押圧すると、
まず、ボタンバネ３７４の付勢力に抗して中央押圧操作部３０３ａが下方へ移動し、中央
押圧操作部３０３ａの上面と外周押圧操作部３０３ｂの上面とが略同じ高さの状態となる
。この状態では、押圧検知センサ３８１が押圧を検知しない。更に、昇降バネ３６５の付
勢力に抗して中央押圧操作部３０３ａが外周押圧操作部３０３ｂと一緒に下方へ移動し、
中央押圧操作部３０３ａ及び外周押圧操作部３０３ｂの上面が回転操作部３０２の上面と
略同じ高さの状態となる（図６５（ｃ）を参照）。この状態では、押圧検知センサ３８１
が押圧を検知する。
【０３８０】
　また、押圧操作部３０３が上昇位置の状態で、外周押圧操作部３０３ｂを下方へ押圧す
ると、中央押圧操作部３０３ａの上面が外周押圧操作部３０３ｂの上面よりも上方へ突出
している状態のまま、外周押圧操作部３０３ｂと中央押圧操作部３０３ａとが下方へ移動
し、外周押圧操作部３０３ｂの上面が回転操作部３０２の上面と略同じ高さの状態となる
（図６５（ａ）を参照）。この状態では、押圧検知センサ３８１が押圧を検知しない。
【０３８１】
　このように、本実施形態の押圧操作部３０３は、下降位置或いは上昇位置に関わらず、
中央押圧操作部３０３ａを、下方への移動端まで押圧しないと、押圧検知センサ３８１に
より検知されないようになっている。従って、遊技者に対して、中央押圧操作部３０３ａ
をしっかりと押圧操作させることを促すことが可能となるため、遊技者参加型演出におい
て演出操作部３０１の操作に注意を引付けさせることができ、遊技者参加型演出をより楽
しませることができる。
【０３８２】
　なお、押圧操作部３０３が上昇位置の状態でも、回転操作部３０２を回転させることが
できる。従って、押圧操作部３０３を上昇位置の状態とした時では、遊技者によっては、
押圧操作部３０３を手がかりにして回転操作が楽になったり、押圧操作部３０３が邪魔に
なって回転操作がし難くなったりすることから、回転操作部３０２の操作性を変化させる
ことができ、より多彩な操作を楽しませることができる。
【０３８３】
［３－６．扉枠左サイドユニット］
　扉枠３における扉枠左サイドユニット４００について、主に図６６乃至図６８を参照し
て詳細に説明する。図６６（ａ）は扉枠の扉枠左サイドユニットを前から見た斜視図であ
り、（ｂ）は扉枠左サイドユニットを後ろから見た斜視図である。図６７は扉枠左サイド
ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、図６８は扉枠左サイドユニットを分解
して後ろから見た分解斜視図である。扉枠左サイドユニット４００は、皿ユニット２００
の上側で扉枠ベースユニット１００の前面左部に取付けられており、正面視において遊技
領域５ａの左外側を装飾するものである。
【０３８４】
　扉枠左サイドユニット４００は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面
における扉窓１０１ａの左外側に取付けられる扉枠左サイドベース４０１と、扉枠左サイ
ドベース４０１の前面に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されている扉枠左サ
イド装飾基板４０２と、扉枠左サイド装飾基板４０２の前側を覆うように扉枠左サイドベ
ース４０１に取付けられている左サイドリフレクタ４０３と、左サイドリフレクタ４０３
の前側を覆うように扉枠左サイドベース４０１に取付けられている扉枠左サイド装飾体４
０４と、を備えている。
【０３８５】
　扉枠左サイドベース４０１は、上下に延びており前方へ開放された箱状に形成されてい
る。扉枠左サイド装飾基板４０２は、上下に延びた帯板状に形成されており、左サイド上
装飾基板４０２ａと左サイド下装飾基板４０２ｂとで構成されている。扉枠左サイド装飾
基板４０２は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされている。
扉枠左サイド装飾基板４０２は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、扉枠左サイド装
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飾体４０４を発光装飾させることができる。
【０３８６】
　左サイドリフレクタ４０３は、扉枠左サイド装飾基板４０２に実装されているＬＥＤと
対応する位置に前後に貫通している貫通孔４０３ａが形成されている。扉枠左サイド装飾
体４０４は、透光性を有した乳白色に形成されている。扉枠左サイド装飾体４０４は、前
方へ膨出した半円弧が上下に延びた形態に形成されている。これにより、扉枠左サイド装
飾体４０４は、後方へ開放された半チューブ状に形成されている。
【０３８７】
　扉枠左サイドユニット４００は、下端が皿ユニット２００における皿左上装飾ユニット
２７０の皿左上装飾体２７１の左端と連続するように形成されており、上端が扉枠トップ
ユニット４５０扉枠トップ装飾体４５３の左側下端と連続するように形成されている。
【０３８８】
　扉枠左サイドユニット４００は、左右方向の幅と前後方向の奥行が、略同じ距離に形成
されている。扉枠左サイドユニット４００は、扉枠３に組立てた状態で、扉枠ベース１０
１の扉窓１０１ａの左外側を装飾しており、円柱状の蛍光灯が埋め込まれているように見
せている。
【０３８９】
［３－７．扉枠右サイドユニット］
　扉枠３における扉枠右サイドユニット４１０について、主に図６９乃至図７１を参照し
て詳細に説明する。図６９（ａ）は扉枠の扉枠右サイドユニットを前から見た斜視図であ
り、（ｂ）は扉枠右サイドユニットを後ろから見た斜視図である。図７０は扉枠右サイド
ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、図７１は扉枠右サイドユニットを分解
して後ろから見た分解斜視図である。扉枠右サイドユニット４１０は、皿ユニット２００
の上側で扉枠ベースユニット１００の前面右部に取付けられており、正面視において遊技
領域５ａの右外側を装飾するものである。
【０３９０】
　扉枠右サイドユニット４１０は、扉枠３の右辺から皿ユニット２００の上皿２０１や下
皿２０２と略同じ位置まで前方へ平板状に延出しており、左右方向へ貫通しているサイド
窓４１０ａと、サイド窓４１０ａ内に複数配置されている発光可能なサイド窓内装飾部４
１０ｂと、を備えている。この扉枠右サイドユニット４１０は、パチンコ機１が設置され
た遊技ホール等において、右側に配置されているパチンコ機の遊技領域内を見え難くした
り、右側のパチンコ機で遊技している遊技者から本パチンコ機１の遊技領域５ａ内を見え
難くしたりすることができ、遊技のプライバシーを保護するような遊技者のパーソナル空
間を形成することができる。
【０３９１】
　扉枠右サイドユニット４１０は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面
における扉窓１０１ａの右外側に取付けられ上下に延びている扉枠右サイドベース４１１
と、扉枠右サイドベース４１１の前面に取付けられており前方へ円筒状に延出し上下に列
設されている複数のサイド窓内装飾部４１０ｂを有するサイド窓内装飾部材４１２と、前
面におけるサイド窓内装飾部材４１２の複数のサイド窓内装飾部４１０ｂと対応する部位
に複数のＬＥＤが実装されており扉枠右サイドベース４１１の前側に取付けられているサ
イド窓内装飾部装飾基板４１３と、サイド窓内装飾部材４１２の複数のサイド窓内装飾部
４１０ｂの内部に夫々挿入されている内部リフレクタ４１４と、を備えている。
【０３９２】
　また、扉枠右サイドユニット４１０は、サイド窓内装飾部材４１２の前端よりも前方に
配置されており上下に延びている右サイドリフレクタ４１５と、扉枠右サイドベース４１
１に取付けられており扉枠右サイドベース４１１と右サイドリフレクタ４１５の右側面を
被覆するように上下方向及び前後方向へ平板状に延びていると共に左右方向へ貫通しサイ
ド窓４１０ａを構成する貫通口４１６ａが形成されている扉枠右サイド外パネル４１６と
、扉枠右サイドベース４１１及び右サイドリフレクタ４１５に取付けられており扉枠右サ
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イドベース４１１と右サイドリフレクタ４１５の左側面を被覆するように上下方向及び前
後方向へ平板状に延びていると共に左右方向へ貫通しサイド窓４１０ａを構成する貫通口
４１７ａが形成されている扉枠右サイド内パネルと４１７と、を備えている。
【０３９３】
　更に、扉枠右サイドユニット４１０は、右サイドリフレクタ４１５の後面に取付けられ
ており前面に複数のＬＥＤが実装されている扉枠右サイド装飾基板４１８と、右サイドリ
フレクタ４１５の前側を覆うように右サイドリフレクタ４１５に取付けられている扉枠右
サイド装飾体４１９と、を備えている。
【０３９４】
　扉枠右サイドベース４１１は、上下に延びており後方へ開放された箱状に形成されてい
る。サイド窓内装飾部材４１２は、上下方向に列設されている複数（ここでは三つ）のサ
イド窓内装飾部４１０ｂの下端同士を連結している平板状の連結ベース４１２ａを有して
いる。サイド窓内装飾部材４１２のサイド窓内装飾部４１０ｂは、前端側が後端側よりも
外径がやや小さくなった円錐台状の円筒に形成されていると共に、円筒の前端が半球状に
形成されている。サイド窓内装飾部材４１２は、サイド窓内装飾部４１０ｂの前端が扉枠
右サイド外パネル４１６に取付けられる。サイド窓内装飾部材４１２は、扉枠右サイドベ
ース４１１の前面において、上下方向中央に対して下寄りの位置から上側の部位に取付け
られる。サイド窓内装飾部材４１２は、透光性を有した乳白色に形成されている。
【０３９５】
　サイド窓内装飾部装飾基板４１３は、扉枠右サイドベース４１１の前面において、サイ
ド窓内装飾部材４１２の連結ベース４１２ａの後方となる部位に取付けられる。サイド窓
内装飾部装飾基板４１３に備えられている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤとされてい
る。サイド窓内装飾部装飾基板４１３は、複数のサイド窓内装飾部４１０ｂの夫々の後方
となる部位に、四つのＬＥＤがサイド窓内装飾部４１０ｂの軸芯を中心として上下左右の
十字状に配置されている。
【０３９６】
　内部リフレクタ４１４は、正面視の形状がＸ状に形成されており、挿入されるサイド窓
内装飾部４１０ｂの内面に沿うように前後方向に延びている。内部リフレクタ４１４は、
サイド窓内装飾部４１０ｂの内部を、上下左右の四つに仕切っている。
【０３９７】
　右サイドリフレクタ４１５は、扉枠右サイドベース４１１と同じ高さで上下に延びてお
り、前後方向の形状が、上端から下端へ向かうに従って、前方へ移動した後に後方へ移動
するような波状に形成されている。右サイドリフレクタ４１５は、前後に貫通し、扉枠右
サイド装飾基板４１８のＬＥＤが前方へ臨む複数の貫通孔４１５ａが形成されている。
【０３９８】
　扉枠右サイド外パネル４１６は、平板状で上下及び前後に延びており、後辺が鉛直に直
線状に延びていると共に、前辺が右サイドリフレクタ４１５に沿って波状に延びている。
扉枠右サイド外パネル４１６は、左右方向へ貫通している貫通口４１６ａが、上下に延び
た変楕円形状に形成されていると共に、サイド窓内装飾部材４１２の連結ベース４１２ａ
の前側と扉枠右サイド装飾基板４１８（右サイドリフレクタ４１５）の後側とを被覆可能
に形成されている。扉枠右サイド外パネル４１６は、不透光性に形成されている。
【０３９９】
　扉枠右サイド内パネル４１７は、平板状で上下及び前後に延びており、後辺が鉛直に直
線状に延びていると共に、前辺が右サイドリフレクタ４１５に沿って波状に延びている。
扉枠右サイド内パネル４１７は、左右方向へ貫通している貫通口４１７ａが、上下に延び
た変楕円形状に形成されていると共に、サイド窓内装飾部材４１２の連結ベース４１２ａ
の前側と扉枠右サイド装飾基板４１８（右サイドリフレクタ４１５）の後側とを被覆可能
に形成されている。扉枠右サイド内パネル４１７は、不透光性に形成されている。
【０４００】
　扉枠右サイド装飾基板４１８は、上下に延びた帯板状に形成されており、右サイド上装
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飾基板４１８ａと、右サイド下装飾基板４１８ｂとで構成されている。扉枠右サイド装飾
基板４１８は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされている。
扉枠右サイド装飾基板４１８は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、扉枠右サイド装
飾体４１９を発光装飾させることができる。
【０４０１】
　扉枠右サイド装飾体４１９は、透光性を有した乳白色に形成されている。扉枠右サイド
装飾体４１９は、前方へ膨出した半円弧が、右サイドリフレクタ４１５に沿うように波状
に上下に延びた形態に形成されている。これにより、扉枠右サイド装飾体４１９は、後方
へ開放された半チューブ状に形成されている。
【０４０２】
　扉枠右サイドユニット４１０は、下端が皿ユニット２００における皿右上装飾ユニット
２７５の皿右上装飾体２７６の右端と連続するように形成されていると共に、上端が扉枠
トップユニット４５０の扉枠トップ装飾体４５３の右側下端と連続するように形成されて
いる。
【０４０３】
　扉枠右サイドユニット４１０は、扉枠３に組立てた状態で、扉枠ベース１０１の扉窓１
０１ａの右外側を装飾しており、扉枠右サイド装飾体４１９の部位が円柱状の蛍光灯が埋
め込まれているように見える。扉枠右サイドユニット４１０は、上から１／４の部位が最
も前方へ突出するように前端（前辺）が波状に前方へ延びており、衝立状に形成されてい
る。扉枠右サイドユニット４１０は、左右方向へ貫通しているサイド窓４１０ａを有して
おり、サイド窓４１０ａを通して反対側を視認することができる。
【０４０４】
　扉枠右サイドユニット４１０は、サイド窓４１０ａ内に、前後に延びた円筒状（円柱状
）のサイド窓内装飾部４１０ｂを備えており、サイド窓内装飾部装飾基板４１３のＬＥＤ
を発光させることで、サイド窓内装飾部４１０ｂを発光装飾させることができる。そして
、サイド窓内装飾部４１０ｂを発光装飾させることで、サイド窓４１０ａ内を眩しくする
ことができ、サイド窓４１０ａを通して反対側を見え難くすることができる。
【０４０５】
　本実施形態の扉枠右サイドユニット４１０によれば、通常の状態では、複数のサイド窓
内装飾部４１０ｂを発光装飾させるサイド窓内装飾部装飾基板４１３のＬＥＤが消灯して
いるため、サイド窓４１０ａにおける三つのサイド窓内装飾部４１０ｂの間を通して、本
パチンコ機１の横（島設備の端）から遊技領域５ａ内を視認することができる。従って、
遊技をするパチンコ機として本パチンコ機１（本遊技盤５）を探している遊技者が、島設
備に沿って本パチンコ機１の前方まで移動しなくても、本パチンコ機１を簡単に見つける
ことができ、本パチンコ機１での遊技に対する期待感を高めさせて興趣の低下を抑制させ
ることができる。
【０４０６】
　また、扉枠右サイドユニット４１０にサイド窓４１０ａが貫通していてもサイド窓内装
飾部４１０ｂを含むその他の部位によって、近隣に位置している遊技者の視線を遮ること
ができるため、他の遊技者から遊技領域５ａの全体を見え辛くすることができ、他の遊技
者から見られているような感じを受け難くすることで他の遊技者に気兼ねすることなく遊
技を行わせることができる。
【０４０７】
　更に、サイド窓内装飾部装飾基板４１３のＬＥＤにより三つのサイド窓内装飾部４１０
ｂを発光させると、その光によりサイド窓４１０ａ内を眩しくすることができ、サイド窓
４１０ａを通した視認性を変化させる。この際に、三つのサイド窓内装飾部４１０ｂを、
円柱状としていることから、光が帯状且つ放射状に放射されることとなるため、サイド窓
内装飾部４１０ｂを眩しくさせて間から反対側を視認し難くすることができ、隣等の他の
遊技者から遊技領域５ａ内を覗かれ難くすることができる。このように、遊技領域５ａ内
を覗かれ難くすることができることから、他の遊技者が本パチンコ機１に注目するのを回
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避させることができるため、注目されることで他の遊技者が気になって遊技に専念できな
いことから不快感を覚えたり、ミスが誘発されることで損した気分になったりするのを防
止することができ、遊技者を遊技に専念させることで遊技をより楽しませて興趣の低下を
抑制させることができる。
【０４０８】
［３－８．扉枠トップユニット］
　扉枠３における扉枠トップユニット４５０について、主に図７２乃至図７４等を参照し
て詳細に説明する。図７２（ａ）は扉枠における扉枠トップユニットを前から見た斜視図
であり、（ｂ）は扉枠トップユニットを後ろから見た斜視図であり、（ｃ）はトップ下カ
バーを外した状態で示す扉枠トップユニットの底面図である。図７３は扉枠トップユニッ
トを分解して前上から見た分解斜視図であり、図７４は扉枠トップユニットを分解して前
下から見た分解斜視図である。扉枠トップユニット４５０は、扉枠左サイドユニット４０
０及び扉枠右サイドユニット４１０の上側で扉枠ベースユニット１００の前面上部に取付
けられるものである。
【０４０９】
　扉枠トップユニット４５０は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の前面に
おける扉窓１０１ａよりも上側に取付けられる扉枠トップベース４５１と、扉枠トップベ
ース４５１の左右両側と前面上部を覆うように扉枠トップベース４５１に取付けられてい
るトップ上カバー４５２と、トップ上カバー４５２の前端に取付けられている扉枠トップ
装飾体４５３と、扉枠トップ装飾体４５３の下端と扉枠トップベース４５１の下端とを連
結している扉枠トップ底板４５４と、を添えている。
【０４１０】
　また、扉枠トップユニット４５０は、扉枠トップ装飾体４５３の後方でトップ上カバー
４５２の前面中央に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装されている扉枠トップ中
央装飾基板４５５と、扉枠トップ装飾体４５３の後方でトップ上カバー４５２の前面にお
ける扉枠トップ中央装飾基板４５５の左方に取付けられており前面に複数のＬＥＤが実装
されている扉枠トップ左装飾基板４５６と、扉枠トップ装飾体４５３の後方でトップ上カ
バー４５２の前面における扉枠トップ中央装飾基板４５５の右方に取付けられており前面
に複数のＬＥＤが実装されている扉枠トップ右装飾基板４５７と、を備えている。
【０４１１】
　また、扉枠トップユニット４５０は、扉枠トップ装飾体４５３と扉枠トップ中央装飾基
板４５５との間に配置されトップ上カバー４５２の前面に取付けられているトップ中央リ
フレクタ４５８と、扉枠トップ装飾体４５３と扉枠トップ左装飾基板４５６との間に配置
されトップ上カバー４５２の前面に取付けられているトップ左リフレクタ４５９と、扉枠
トップ装飾体４５３と扉枠トップ右装飾基板４５７との間に配置されトップ上カバー４５
２の前面に取付けられているトップ右リフレクタ４６０と、を備えている。
【０４１２】
　更に、扉枠トップユニット４５０は、扉枠トップ底板４５４の上面中央に取付けられて
いる中央スピーカボックス４６１と、中央スピーカボックス４６１に下方へ向けて取付け
られている一対のトップ中央スピーカ４６２と、扉枠トップベース４５１の前面左右両端
付近に取付けられている一対のスピーカブラケット４６３と、一対のスピーカブラケット
４６３に夫々取付けられている一対のトップサイドスピーカ４６４と、扉枠トップ底板４
５４を下方から覆うように扉枠トップ底板４５４に取付けられているトップ下カバー４６
５と、トップ下カバー４６５の外周縁を下方から押圧するように扉枠トップ底板４５４に
取付けられている下カバー枠４６６と、扉枠トップベース４５１の上部右端付近に取付け
られている扉枠トップ中継基板４６７と、扉枠トップベース４５１の上方を覆うようにト
ップ上カバー４５２に取付けられている扉枠トップ天板４６８と、を備えている。
【０４１３】
　扉枠トップベース４５１は、扉枠ベースユニット１００の扉枠ベース１０１の左右方向
の幅と同じ長さで左右に延びている平板状の本体部４５１ａと、本体部４５１ａの前面に
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おける左右両端付近から前方へ突出している前方突出部４５１ｂと、を備えている。本体
部４５１ａは、下辺が、扉枠ベース１０１における扉窓１０１ａの上縁と沿うように、左
右方向の中央が上方へ位置するような湾曲状に形成されている。左右の前方突出部４５１
ｂは、前端が下方へ向かうに従って後方へ移動するように傾斜しており、後方へ開放され
た箱状に形成されている。正面視右側の前方突出部４５１ｂは、上方にも開放されている
。
【０４１４】
　トップ上カバー４５２は、正面視の形状が、扉枠トップベース４５１と略同じ形状に形
成されている。トップ上カバー４５２は、扉枠トップベース４５１の左右の前方突出部４
５１ｂの夫々の外側を覆うと共に、左右の前方突出部４５１ｂの前端上部の間を結ぶよう
な形状に形成されている。トップ上カバー４５２の前端は、左右方向中央が前方へ最も突
出しており、左右方向中央から左右方向両端へ向かうに従って、下方及び後方へ移動する
ように湾曲状に延びている。また、トップ上カバー４５２は、上面に後端から前方へ向か
って大きく切欠かれた開口部４５２ａを有している。この開口部４５２ａは、扉枠トップ
天板４６８によって閉鎖される。
【０４１５】
　扉枠トップ装飾体４５３は、透光性を有した乳白色に形成されている。扉枠トップ装飾
体４５３は、前方へ膨出した半円弧が、左右両端から左右方向中央へ向かうに従って曲率
が小さくなると共に、トップ上カバー４５２の前端に沿うように、左右方向へ延びた形態
に形成されている。これにより、扉枠トップ装飾体４５３は、後方へ開放された半チュー
ブ状に形成されている。扉枠トップ装飾体４５３は、左右方向の両端が下方へ延びるよう
に向いており、扉枠左サイド装飾体４０４及び扉枠右サイド装飾体４１９の上端と夫々連
続するように形成されている。
【０４１６】
　扉枠トップ底板４５４は、扉枠トップ装飾体４５３の下端と扉枠トップベース４５１の
本体部４５１ａの下端同士を連結するように前後方向へ延びていると共に、左右方向中央
が上方へ膨出するように左右方向へ延びている。扉枠トップ底板４５４は、前後方向の中
央が下方へ突出するように折れ曲がった形態に形成されている。扉枠トップ底板４５４は
、左右方向へ離間しており前端と後端とを結ぶと共に上方へ平板状に延びている一対の補
強リブ４５４ａと、一対の補強リブ４５４ａの間において上下に貫通しておりトップ中央
スピーカ４６２が臨む一対の中央スピーカ口４５４ｂと、一対の補強リブ４５４ａの夫々
の左右方向外側において上下に貫通しておりトップサイドスピーカ４６４が臨む一対のサ
イドスピーカ口４５４ｃと、を有している。扉枠トップ底板４５４の上面における一対の
補強リブ４５４ａの間に中央スピーカボックス４６１が取付けられる。
【０４１７】
　扉枠トップ中央装飾基板４５５は、左右に延びた帯板状に形成されている。扉枠トップ
中央装飾基板４５５は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされ
ている。この扉枠トップ中央装飾基板４５５は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、
扉枠トップ装飾体４５３の中央部分を発光装飾させることができる。
【０４１８】
　扉枠トップ左装飾基板４５６は、左右に延びた帯板状に形成されている。扉枠トップ左
装飾基板４５６は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされてい
る。この扉枠トップ左装飾基板４５６は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、扉枠ト
ップ装飾体４５３の左部分を発光装飾させることができる。
【０４１９】
　扉枠トップ右装飾基板４５７は、左右に延びた帯板状に形成されている。扉枠トップ右
装飾基板４５７は、前面に実装されている複数のＬＥＤが、フルカラーＬＥＤとされてい
る。この扉枠トップ右装飾基板４５７は、複数のＬＥＤを適宜発光させることで、扉枠ト
ップ装飾体４５３の右部分を発光装飾させることができる。
【０４２０】



(71) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

　トップ中央リフレクタ４５８、トップ左リフレクタ４５９、及びトップ右リフレクタ４
６０は、夫々左右方向に延びており、扉枠トップ中央装飾基板４５５、扉枠トップ左装飾
基板４５６、及び扉枠トップ右装飾基板４５７に夫々実装されているＬＥＤと対応する位
置に前後に貫通している貫通孔が形成されている。
【０４２１】
　中央スピーカボックス４６１は、左右に延びた箱状に形成され、一対のトップ中央スピ
ーカ４６２が下前を向くように取付けられる。この中央スピーカボックス４６１は、扉枠
トップ底板４５４の上面における一対の補強リブ４５４ａの間に取付けられる。トップ中
央スピーカ４６２は、フルレンジスピーカとされており、広い周波数帯域で音声や音楽等
のサウンドを出力するものである。
【０４２２】
　スピーカブラケット４６３は、扉枠トップベース４５１における左右の前方突出部４５
１ｂの下面に取付けられる。トップサイドスピーカ４６４は、ツイータとされており、音
声や音楽等のサウンドの高音域を出力するものである。
【０４２３】
　トップ下カバー４６５は、無数の貫通孔を有した金属板からなるパンチングメタルによ
って形成されている。トップ下カバー４６５を通して、トップ中央スピーカ４６２やトッ
プサイドスピーカ４６４から出力されたサウンドが、前方且つ下方へ向けて放射される。
【０４２４】
　扉枠トップ中継基板４６７は、扉枠トップ中央装飾基板４５５、扉枠トップ左装飾基板
４５６、扉枠トップ右装飾基板４５７、トップ中央スピーカ４６２、及びトップサイドス
ピーカ４６４と、扉枠ベースユニット１００の扉枠副中継基板１０５との接続を中継する
ためのものである。
【０４２５】
　扉枠トップ天板４６８は、トップ上カバー４５２の開口部４５２ａを閉鎖するものであ
り、前端がトップ上カバー４５２に係止されると共に、後端が扉枠ベースユニット１００
に取付けられる。
【０４２６】
　扉枠トップユニット４５０は、扉枠３に組立てた状態で、扉枠ベース１０１の扉窓１０
１ａの上外側を装飾している。扉枠トップユニット４５０は、扉枠トップ装飾体４５３の
左右両端が、扉枠左サイド装飾体４０４及び扉枠右サイド装飾体４１９の上端と夫々連続
しており、一体的な装飾を形成している。また、扉枠トップユニット４５０は、一対のト
ップ中央スピーカ４６２及び一対のトップサイドスピーカ４６４によって、音声や音楽等
のサウンドを遊技者側へ出力することができる。
【０４２７】
［３－９．扉枠の装飾］
　扉枠３における装飾について、主に図７５等を参照して詳細に説明する。図７５は、各
装飾基板と共に示す扉枠の正面図である。扉枠３は、図示するように、正面視中央に、ガ
ラスユニット１６０の透明なガラス板１６２によって閉鎖されている上下に延びた略四角
形の扉窓１０１ａを有している。扉枠３は、皿ユニット２００の皿左上装飾体２７１、皿
右上装飾体２７６、演出操作ユニット３００の皿中央上装飾体３１２ａ、扉枠左サイドユ
ニット４００の扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイドユニット４１０の扉枠右サイド
装飾体４１９、及び扉枠トップユニット４５０の扉枠トップ装飾体４５３によって、扉窓
１０１ａの外周が全周に亘って囲まれている。
【０４２８】
　扉窓１０１ａの外周を囲っている皿左上装飾体２７１、皿右上装飾体２７６、皿中央上
装飾体３１２ａ、扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイド装飾体４１９、及び扉枠トッ
プ装飾体４５３は、半チューブ状に形成されているため、扉窓１０１ａの全周が蛍光灯で
囲まれているような装飾を遊技者に見せることができる。
【０４２９】
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　扉枠３では、扉窓１０１ａの外周を囲っている皿左上装飾体２７１、皿右上装飾体２７
６、皿中央上装飾体３１２ａ、扉枠左サイド装飾体４０４、扉枠右サイド装飾体４１９、
及び扉枠トップ装飾体４５３の後方に、皿左上装飾基板２７３、皿右上装飾基板２７８、
皿中央上装飾基板３１４、扉枠左サイド装飾基板４０２、扉枠右サイド装飾基板４１８、
扉枠トップ中央装飾基板４５５、扉枠トップ左装飾基板４５６、及び扉枠トップ右装飾基
板４５７が配置されているため、それら装飾基板のＬＥＤを適宜発光させることで、扉窓
１０１ａの外周全体を発光装飾させたり、扉窓１０１ａの外周に沿って光が移動するよう
に発光演出を遊技者に見せたり、することができる。
【０４３０】
　扉枠３の皿ユニット２００では、上面に、上皿２０１の前後方向の距離よりも直径が大
きい円環状でドーナツ形状の回転操作部３０２と、回転操作部３０２の環内に同軸状に配
置された円筒状の外周押圧操作部３０３ｂと円柱状の中央押圧操作部３０３ａとからなる
押圧操作部３０３とが取付けられていると共に、回転操作部３０２の下方に回転操作部３
０２と同じような半円弧のドーナツ形状（半円筒状、若しくは、半チューブ状）で直径の
大きな二つの皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂが上下に二つ離間して
取付けられていると共に、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの両端と
連続するように同じような形状の扉枠左サイドユニット４００の扉枠左サイド装飾体４０
４、扉枠右サイドユニット４１０の扉枠右サイド装飾体４１９、及び扉枠トップユニット
４５０の扉枠トップ装飾体４５３が遊技領域５ａの外周を囲むように扉枠ベース１０１の
扉窓１０１ａの外側に取付けられている。
【０４３１】
　これにより、皿ユニット２００において、回転操作部３０２と二つの皿中央上装飾体３
１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂとで三つのドーナツ形状の部材が上下に並んでいると
共に、回転操作部３０２、外周押圧操作部３０３ｂ、及び中央押圧操作部３０３ａが同心
円状に並んでいるため、見た目のインパクトを高めることができ、回転操作部３０２や押
圧操作部３０３を目立たせることができる。
【０４３２】
　また、皿左上装飾体２７１、皿右上装飾体２７６、及び皿中央上装飾体３１２ａの下方
に配置されている皿左下装飾体２８１、皿右下装飾体２８６及び皿中央下装飾体３１２ｂ
を、半チューブ状のチューブの太さを若干細くしていると共に、皿中央下装飾体３１２ｂ
の下方に半球面状のユニット下カバー３１１を備えている。これにより、演出操作ユニッ
ト３００では下端から上方へ向かうほど大きくなっているため、上下方向に対する遠近感
を強調することが可能となり、上側に配置されている遊技者が操作可能な回転操作部３０
２や押圧操作部３０３を大きく見せることができ、遊技者の関心を皿ユニット２００の上
面の演出操作ユニット３００における回転操作部３０２や押圧操作部３０３へ強く引付け
させて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４３３】
　更に、皿ユニット２００の上面に、ドーナツ形状の回転操作部３０２を上方へ向かうに
従って前方へ位置するように延びている軸周りに回転可能に取付けており、回転操作部３
０２の上面が、前端側が低くなるように傾斜した状態となるため、回転操作部３０２や押
圧操作部３０３の上面が本パチンコ機１の前方に着座した遊技者の頭（顔）の方向を向く
こととなり、遊技者から回転操作部３０２や押圧操作部３０３の全容を見え易くすること
ができ、回転操作部３０２や押圧操作部３０３を大きく見せることができる。また、上述
したように、回転操作部３０２や押圧操作部３０３の全容が判り易くなるため、遊技者に
対して回転操作部３０２がドーナツ形状であることを認識させ易くすることができる。従
って、遊技者に対して、ドーナツ形状の回転操作部３０２が回転操作するものであること
を即座に認識させることができるため、遊技者参加型演出が実行された時に、即座に遊技
者が回転操作部３０２を回転操作することができ、回転操作部３０２の操作により遊技者
参加型演出を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０４３４】
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　また、回転操作部３０２の直径を上皿２０１の前後方向の距離よりも大きくしていると
共に、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの直径を回転操作部３０２よ
りも大きくしており、パチンコ機１の皿ユニット２００において、回転操作部３０２や皿
中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂの前端側が上皿２０１よりも前方へ大
きく突出した状態となると共に、皿中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂが
回転操作部３０２の外周を装飾している状態となるため、回転操作部３０２や皿中央上装
飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂを大きく目立たせることができると同時に、皿
中央上装飾体３１２ａ及び皿中央下装飾体３１２ｂによって回転操作部３０２周りの見栄
えを良くすることができる。従って、遊技者に対して、一見して他のパチンコ機とは異な
るパチンコ機１であることを認識させることができ、遊技者の関心を強く引付けさせるこ
とができると共に、遊技者に対する訴求力を高めることができ、遊技するパチンコ機とし
て本パチンコ機１を選択させ易くすることができる。
【０４３５】
［４．本体枠の全体構成］
　パチンコ機１における本体枠４の全体構成について、主に図７６乃至図８２を参照して
詳細に説明する。図７６はパチンコ機における本体枠の正面図であり、図７７はパチンコ
機における本体枠の背面図である。図７８は本体枠を右前から見た斜視図であり、図７９
は本体枠を左前から見た斜視図であり、図８０は本体枠を後ろから見た斜視図である。図
８１は本体枠を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図８２は本体枠を主
な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。
【０４３６】
　本体枠４は、遊技球Ｂを打込むことで遊技が行われる遊技領域５ａを有した遊技盤５を
保持すると共に、遊技球Ｂを遊技者側へ払出したり、遊技に使用された遊技球Ｂをパチン
コ機１の後方（遊技ホールの島設備側）へ排出したり、するためのものである。本体枠４
は、図示するように、前方が開放された箱状に形成されており、内部に前方から遊技盤５
が着脱可能に収容される。本体枠４は、正面左辺側前端の上下において、遊技ホールの島
設備に取付けられる枠状の外枠２に開閉可能に取付けられると共に、開放された前面側が
閉鎖されるように扉枠３が開閉可能に取付けられる。
【０４３７】
　本体枠４は、後部が外枠２の枠内に挿入可能とされると共に遊技盤５の外周を支持可能
とされた枠状の本体枠ベースユニット５００と、本体枠ベースユニット５００の正面視左
側の上端に取付けられ外枠２の外枠上ヒンジ組立体５０に回転可能に取付けられると共に
扉枠３の扉枠上ヒンジ組立体１２０が回転可能に取付けられる本体枠上ヒンジ部材５１０
と、本体枠ベースユニット５００の正面視左側の下端に取付けられ外枠２の外枠下ヒンジ
部材６０に回転可能に取付けられると共に扉枠３の扉枠下ヒンジ部材１２５が回転可能に
取付けられる本体枠下ヒンジ組立体５２０と、を備えている。
【０４３８】
　また、本体枠４は、本体枠ベースユニット５００の正面視左側面に取付けられる本体枠
補強フレーム５３０と、本体枠ベースユニット５００の前面下部に取付けられており遊技
盤５の遊技領域５ａ内に遊技球Ｂを打込むための球発射装置５４０と、本体枠ベースユニ
ット５００の後側における正面視上辺及び左辺に沿って取付けられている逆Ｌ字状の払出
ベースユニット５５０と、払出ベースユニット５５０の後側に取付けられており遊技者側
へ遊技球Ｂを払出すための払出ユニット５６０と、本体枠ベースユニット５００の後面下
部に取付けられている基板ユニット６２０と、本体枠ベースユニット５００の後側に開閉
可能に取付けられ本体枠ベース５０１に取付けられた遊技盤５の後側を覆う裏カバー６４
０と、本体枠ベースユニット５００の正面視右側面に取付けられており外枠２と本体枠４
、及び扉枠３と本体枠４の間を施錠する施錠ユニット６５０と、を備えている。
【０４３９】
　本体枠ベースユニット５００は、正面視の形状が上下に延びた長方形の枠状に形成され
ている本体枠ベース５０１と、扉枠３側と接続するための接続ケーブル５０３を案内する



(74) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

接続ケーブル案内部材５０２と、遊技盤５を着脱可能に保持するための遊技盤ロック部材
５０５と、を備えている。
【０４４０】
　払出ベースユニット５５０は、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１の後
側に取付けられる払出ベース５５１と、払出ベース５５１に取付けられており左右に延び
た箱状で上方へ開放されている球タンク５５２と、球タンク５５２の左側に取付けられて
おり上方へ開放された溝状に左方へ延びているタンクレール５５３と、タンクレール５５
３の上端に取付けられている第一レールカバー５５４と、第一レールカバー５５４から正
面視左方に離間してタンクレール５５３の上端に取付けられている第二レールカバー５５
５と、第一レールカバー５５４と第二レールカバー５５５の間の位置でタンクレール５５
３の上端に取付けられている球整流部材５５６と、タンクレール５５３の下流側端に取付
けられている球止部材５５７と、を備えている。
【０４４１】
　払出ユニット５６０は、タンクレール５５３からの遊技球Ｂを蛇行状に下方へ誘導する
球誘導ユニット５７０と、球誘導ユニット５７０により誘導された遊技球Ｂを払出制御基
板６３３からの指示に基づいて一つずつ払出す払出装置５８０と、払出装置５８０を通っ
た遊技球Ｂを下方へ誘導する上部満タン球経路ユニット６００と、上部満タン球経路ユニ
ット６００を通った遊技球Ｂを扉枠３側又は基板ユニット６２０側へ誘導する下部満タン
球経路ユニット６１０と、を備えている。
【０４４２】
　基板ユニット６２０は、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１に取付けら
れるスピーカユニット６２０ａと、本体枠ベース５０１の後面に取付けられるベースユニ
ット６２０ｂと、ベースユニット６２０ｂの後側に取付けられている電源ユニット６２０
ｃと、電源ユニット６２０ｃの後側に取付けられている払出制御ユニット６２０ｄと、ス
ピーカユニット６２０ａの後面に取付けられているインターフェイスユニット６２０ｅと
、を備えている。
【０４４３】
　施錠ユニット６５０は、本体枠ベース５０１に取付けられるユニットベース６５１と、
ユニットベース６５１から前方へ突出しており扉枠３と係止可能な複数の扉枠用鉤６５２
と、ユニットベース６５１から後方へ突出しており外枠２と係止可能な複数の外枠用鉤６
５３と、扉枠用鉤６５２又は外枠用鉤６５３を上下方向へ移動させる伝達シリンダ６５４
と、扉枠用鉤６５２を下方へ付勢していると共に外枠用鉤６５３を上方へ付勢している錠
バネ６５５と、外枠用鉤６５３を下方へ移動させる外枠用開錠レバー６５６と、を備えて
いる。
【０４４４】
［４－１．本体枠ベースユニット］
　本体枠４における本体枠ベースユニット５００について、主に図７６乃至図８４等を参
照して詳細に説明する。図８３（ａ）は本体枠における正面左下隅を示す拡大斜視図であ
り、（ｂ）は本体枠に対して扉枠を開いた時の本体枠の正面左下隅を示す拡大斜視図であ
る。図８４は、本体枠に対する扉枠の開閉時における本体枠の接続ケーブル案内部材の動
作を示す説明図である。本体枠ベースユニット５００は、前方から後部が外枠２の枠内に
挿入されると共に、前方から挿入された遊技盤５の外周を保持するものである。
【０４４５】
　本体枠ベースユニット５００は、正面視の形状が上下に延びた長方形の枠状に形成され
ている本体枠ベース５０１と、本体枠ベース５０１の前面における左下隅に取付けられて
おり接続ケーブル５０３を案内する接続ケーブル案内部材５０２と、本体枠ベース５０１
の前面下部に前後に延びた軸周りに回転可能に取付けられており遊技盤５を着脱可能に保
持するための遊技盤ロック部材５０５と、を備えている。
【０４４６】
　本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１は、正面視の形状が上下に延びた長
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方形に形成されているベース本体５０１ａと、ベース本体５０１ａの上端よりやや下側の
位置から全高の約３／４の高さの範囲で前後に貫通しており遊技盤５が前側から挿入され
る遊技盤挿入口５０１ｂと、遊技盤挿入口５０１ｂの下辺を形成しており遊技盤５が載置
される遊技盤載置部５０１ｃと、遊技盤載置部５０１ｃの左右方向中央から上方へ突出し
ており遊技盤５の下端の左右及び後方への移動を規制する遊技盤規制部５０１ｄと、を備
えている。
【０４４７】
　また、本体枠ベース５０１は、ベース本体５０１ａの前面における遊技盤載置部５０１
ｃの正面視右下側で後方へ窪んでおり球発射装置５４０を取付けるための発射装置取付部
５０１ｅと、発射装置取付部５０１ｅの正面視右側で前後に貫通しており施錠ユニット６
５０の伝達シリンダ６５４が挿通されるシリンダ挿通口５０１ｆと、遊技盤載置部５０１
ｃの正面視左下側で前後に貫通しており基板ユニット６２０におけるスピーカユニット６
２０ａの本体枠スピーカ６２２を前方へ臨ませる円形状のスピーカ用開口部５０１ｇと、
本体枠ベース５０１は、スピーカ用開口部５０１ｇの下方で後方へ窪んでいると共に左右
に延びており接続ケーブル案内部材５０２が取付けられるケーブル取付凹部５０１ｈと、
ケーブル取付凹部５０１ｈの正面視右端上部において前後に貫通しているケーブル挿通口
５０１ｉと、を備えている。
【０４４８】
　更に、本体枠ベース５０１は、ベース本体５０１ａにおける遊技盤挿入口５０１ｂの正
面視右辺から後方へ板状に延出しており、右側面に施錠ユニット６５０が取付けられると
共に、後端に裏カバー６４０が回動可能に取付けられる後方延出部５０１ｊと、ベース本
体５０１ａの後面における正面視左端の上下両端部付近に形成されており、本体枠上ヒン
ジ部材５１０及び本体枠下ヒンジ組立体５２０を取付けるための上ヒンジ取付部５０１ｋ
及び下ヒンジ取付部５０１ｌと、を備えている。
【０４４９】
　本体枠ベース５０１には、前面における遊技盤載置部５０１ｃの下方でスピーカ用開口
部５０１ｇの右方の位置に、遊技盤ロック部材５０５が前後に延びた軸周りに回転可能に
取付けられる。遊技盤ロック部材５０５は、遊技盤挿入口５０１ｂに挿通された遊技盤５
の前方への移動を規制可能とすることで、遊技盤挿入口５０１ｂに挿入された遊技盤５を
着脱可能としている。
【０４５０】
　本体枠ベース５０１のケーブル取付凹部５０１ｈは、下ヒンジ取付部５０１ｌの右端側
からスピーカ用開口部５０１ｇよりも右方で遊技盤ロック部材５０５が取付けられ部位の
下方の位置まで左右方向に延びている。ケーブル取付凹部５０１ｈは、接続ケーブル案内
部材５０２を収容可能な大きさに形成されており、接続ケーブル案内部材５０２の右端側
を上下に延びた軸周りに回転可能に取付けることができる。
【０４５１】
　本体枠ベースユニット５００の接続ケーブル案内部材５０２は、左右に延びた平板状の
案内本体５０２ａと、案内本体５０２ａの上下両辺において夫々前方へ突出していると共
に案内本体５０２ａの右端よりも右方へ延出している帯板状の一対の枠片５０２ｂと、一
対の枠片５０２ｂの右端同士を連結している円柱状の取付軸５０２ｃと、案内本体５０２
ａの上下両端において前後に貫通していると共に左右方向へ列設されている複数の貫通孔
５０２ｄと、を備えている。
【０４５２】
　接続ケーブル案内部材５０２は、左右方向の長さが、本体枠ベース５０１のケーブル取
付凹部５０１ｈの左右方向の長さよりも若干短い長さとされており、ケーブル取付凹部５
０１ｈ内に収容可能な大きさに形成されている。接続ケーブル案内部材５０２は、取付軸
５０２ｃが、ケーブル取付凹部５０１ｈ内における右端付近において上下に延びた軸周り
に回転可能に取付けられる。これにより、接続ケーブル案内部材５０２は、左端側が前方
へ突出するように回動（ヒンジ回転）することができる。
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【０４５３】
　この接続ケーブル案内部材５０２は、接続ケーブル５０３を案内するためのものである
。接続ケーブル５０３は、複数の配線コードからなり、一方の端部が基板ユニット６２０
のインターフェイス基板６３５に接続されると共に、反対側の端部が扉枠３の扉枠主中継
基板１０４及び扉枠副中継基板１０５に接続される。
【０４５４】
　続いて、接続ケーブル案内部材５０２による作用効果について説明する。接続ケーブル
案内部材５０２は、図８４等に示すように、本体枠ベース５０１に対して、左右方向にお
ける扉枠３をヒンジ回転可能に取付ける側（左側）とは反対側の端部（右側端部）が、扉
枠３のヒンジ軸と平行に延びた軸周りに回転可能に取付けられる。
【０４５５】
　そして、本体枠４のインターフェイス基板６３５と扉枠３の扉枠主中継基板１０４及び
扉枠副中継基板１０５とを接続する接続ケーブル５０３は、インターフェイス基板６３５
に接続されている側が、接続ケーブル案内部材５０２の案内本体５０２ａの右方から左方
へ延びるように案内本体５０２ａの前面に当接させた状態で、案内本体５０２ａの上下両
端側に形成されている複数の貫通孔５０２ｄのうち左右方向が同じ位置の一組の貫通孔５
０２ｄに挿通した結束バンド５０４により、案内本体５０２ａと一緒に締付けられること
で、案内本体５０２ａに取付けられる。
【０４５６】
　本体枠４の接続ケーブル案内部材５０２は、パチンコ機１に組立て扉枠３を本体枠４に
対して閉じた状態で、扉枠３の扉枠主中継基板１０４及び扉枠副中継基板１０５の後方に
位置している（図８４（ａ）を参照）。この状態では、接続ケーブル５０３が、接続ケー
ブル案内部材５０２から左方へ延び出した後、下ヒンジ取付部５０１ｌの前方で曲げ返さ
れて扉枠３のケーブルホルダ１０３ａを通って扉枠中継基板カバー１０７内へ延出してい
る。扉枠３のケーブルホルダ１０３ａは、接続ケーブル案内部材５０２の左端よりも左方
に配置されている。
【０４５７】
　この状態で、扉枠３を本体枠４に対して開くようにヒンジ回転させると、接続ケーブル
案内部材５０２の左端側が、接続ケーブル５０３における扉枠３に取付けられている側に
よって前方へ引っ張られ、接続ケーブル案内部材５０２が右端の取付軸５０２ｃを中心に
して回動することとなる。この際に、本実施形態では、扉枠３の開角度αと、接続ケーブ
ル案内部材５０２の開角度βとの関係が、　α／２≧β　（望ましくは、α／３≧β）　
を満たすように形成されている（図８４（ｂ）を参照）。
【０４５８】
　接続ケーブル案内部材５０２の開角度βは、扉枠３が閉じている状態（扉枠３の開角度
αが０度の状態）では、０度となっている。接続ケーブル案内部材５０２の開角度βは、
扉枠３を開いて開角度αが大きくなるに従って、大きくなるが、開角度αがある程度（例
えば、約９０度）よりも大きくなると、増加が停止するように推移する。本実施形態では
、開角度βの最大角度が、４５度未満とされている。
【０４５９】
　このように、扉枠３を開けた時に、接続ケーブル案内部材５０２の左端側が、本体枠ベ
ース５０１よりも前方へ移動するように接続ケーブル案内部材５０２が回動するため、接
続ケーブル案内部材５０２に接続ケーブル５０３が案内されることで、扉枠３と本体枠４
との間で接続ケーブル５０３が垂れ下がってしまうのを防止することができる。
【０４６０】
　開いた扉枠３を閉める時には、接続ケーブル５０３における扉枠３に取付けられている
部位が相対的に後方へ移動することとなるため、接続ケーブル５０３によって接続ケーブ
ル案内部材５０２の左端側が後方へ押圧され、接続ケーブル案内部材５０２が取付軸５０
２ｃを中心にして左端側が後方へ移動するように回動することとなる。この際に、接続ケ
ーブル案内部材５０２が、４５度未満の開角度βで開いているため、接続ケーブル案内部
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材５０２が扉枠３の閉じる方向への移動を阻害することはなく、扉枠３をスムーズに閉め
ることができる。また、接続ケーブル５０３が接続ケーブル案内部材５０２に案内されて
いるため、扉枠３を閉める際に、接続ケーブル５０３が扉枠３と本体枠４との間に挟まれ
ることはなく、接続ケーブル５０３に不具合が生じるのを防止することができる。
【０４６１】
　また、本体枠４に対して扉枠３を閉じた時に、接続ケーブル案内部材５０２に案内され
ている接続ケーブル５０３を、１８０度折返していることから、接続ケーブル５０３の折
返している部位に、折り癖を付けることができる。これにより、扉枠３を開くことで、接
続ケーブル５０３の１８０度折返されている部位が開くように変化した時に、折り癖によ
り接続ケーブル５０３に対して閉じようとする力が作用することとなるため、扉枠３を閉
じる際に、その折り癖により接続ケーブル５０３（接続ケーブル案内部材５０２）が開く
方向へ移動するのを阻止することができると共に、接続ケーブル５０３（接続ケーブル案
内部材５０２）を閉じる方向へ誘導させることができ、扉枠３を円滑に閉じさせることが
できる。
【０４６２】
　更に、扉枠３側において、折返されている接続ケーブル５０３を接続ケーブル案内部材
５０２の先端よりも扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下ヒンジピン１２６の中心軸（軸芯
）に近い位置でケーブルホルダ１０３ａによって保持していることから、本体枠４に対し
て扉枠３を閉じる際に、ケーブルホルダ１０３ａによって保持されている接続ケーブル５
０３により、接続ケーブル案内部材５０２の先端側を扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下
ヒンジピン１２６の中心軸（軸芯）側へ引寄せることができる。
【０４６３】
　また、本実施形態では、接続ケーブル案内部材５０２の回転中心を通り、扉枠上ヒンジ
ピン１２２及び扉枠下ヒンジピン１２６の中心軸（軸芯）を中心として、スピーカダクト
１０３におけるケーブルホルダ１０３ａよりも扉枠上ヒンジピン１２２及び扉枠下ヒンジ
ピン１２６の中心軸（軸芯）側で後方へ突出している部位（押圧部）を通る円に接する接
線と、本体枠４の前面と交差する角度が、４５度以下となるように構成している。これに
より、これにより、本体枠４に対して扉枠３を閉じる時に、押圧部が接続ケーブル５０３
に当接することにより、接続ケーブル５０３を介して開いている接続ケーブル案内部材５
０２の先端側を閉じる方向へ押圧することができるため、扉枠３の閉方向への移動に伴っ
て接続ケーブル案内部材５０２をスムーズに閉じさせることができ、扉枠３を確実に閉じ
ることができる。また、扉枠３の開閉に伴って回転（開閉）する接続ケーブル案内部材５
０２の最大開角度βを、４５度以下とすることができるため、扉枠３を閉じる際に、接続
ケーブル案内部材５０２を閉じる方向へ確実に回転させることができ、上述と同様の作用
効果を奏することができる。
【０４６４】
［４－２．本体枠上ヒンジ部材］
　本体枠４における本体枠上ヒンジ部材５１０について、主に図８１及び図８２等を参照
して詳細に説明する。本体枠上ヒンジ部材５１０は、本体枠ベースユニット５００の本体
枠ベース５０１における上ヒンジ取付部５０１ｋに取付けられ、外枠２の外枠上ヒンジ組
立体５０に回転可能に取付けられると共に、扉枠３の扉枠上ヒンジ組立体１２０を回転可
能に取付けるものである。
【０４６５】
　本体枠上ヒンジ部材５１０は、水平に延びた平板状の板材の後部が下方へＬ字状に折り
曲げられている上ヒンジ本体５１１と、上ヒンジ本体５１１の前端から上方へ円柱状に突
出しており外枠上ヒンジ組立体５０に軸支される本体枠上ヒンジピン５１２と、を備えて
いる。上ヒンジ本体５１１は、水平に延びた部位における本体枠上ヒンジピン５１２の正
面視左側で上下方向に貫通しており扉枠上ヒンジ組立体１２０を軸支するための扉枠用上
ヒンジ孔５１１ａを備えている。
【０４６６】
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　本体枠上ヒンジ部材５１０は、上ヒンジ本体５１１における下方へ折り曲げられて上下
に延びている部位が、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１における上ヒン
ジ取付部５０１ｋに取付けられる。本体枠上ヒンジ部材５１０は、本体枠上ヒンジピン５
１２が、外枠上ヒンジ組立体５０における外枠上ヒンジ部材５１の軸受溝５１ｃ内に挿入
されて軸支される。上ヒンジ本体５１１の扉枠用上ヒンジ孔５１１ａには、扉枠３の扉枠
上ヒンジ組立体１２０における扉枠上ヒンジピン１２２が下方から回転可能に挿入される
。
【０４６７】
　この本体枠上ヒンジ部材５１０は、本体枠下ヒンジ組立体５２０と協働して、本体枠４
を外枠２に対してヒンジ回転可能に取付けることができると共に、本体枠４に対して扉枠
３をヒンジ回転可能に取付けることができる。
【０４６８】
［４－３．本体枠下ヒンジ組立体］
　本体枠４における本体枠下ヒンジ組立体５２０について、主に図８１及び図８２等を参
照して詳細に説明する。本体枠下ヒンジ組立体５２０は、本体枠ベースユニット５００の
本体枠ベース５０１における下ヒンジ取付部５０１ｌに取付けられ、外枠２の外枠下ヒン
ジ部材６０に回転可能に取付けられると共に、扉枠３の扉枠下ヒンジ部材１２５が回転可
能に取付けられる。
【０４６９】
　本体枠下ヒンジ組立体５２０は、水平に延びた平板状の板材の後部が上方へＬ字状に折
り曲げられている下ヒンジ第一本体５２１と、下ヒンジ第一本体５２１の上側に配置され
ており水平に延びた平板状の板材の後部が上方へＬ字状に折り曲げられている下ヒンジ第
二本体５２２と、を備えている。本体枠下ヒンジ組立体５２０は、下ヒンジ第一本体５２
１の水平に延びている部位から上方へ間隔をあけて下ヒンジ第二本体５２２の水平に延び
ている部位が配置されていると共に、下ヒンジ第一本体５２１の垂直に延びている部位の
前面に、下ヒンジ第二本体５２２の垂直に延びている部位が当接している。
【０４７０】
　下ヒンジ第一本体５２１は、水平に延びている部位の前端付近で上下に貫通しており外
枠２の外枠下ヒンジ部材６０における外枠下ヒンジピン６０ｃが下方から挿入される外枠
用下ヒンジ孔５２１ａを有している。外枠用下ヒンジ孔５２１ａは、本体枠上ヒンジ部材
５１０の本体枠上ヒンジピン５１２と同軸上に形成されている。
【０４７１】
　下ヒンジ第二本体５２２は、水平に延びている部位の前端付近で上下に貫通しており扉
枠３の扉枠下ヒンジ部材１２５の扉枠下ヒンジピン１２６が上方から挿入される扉枠用下
ヒンジ孔５２２ａと、水平に延びている部位の左辺における扉枠用下ヒンジ孔５２２ａよ
りも後側の位置から上方へ延出しており扉枠３の回動範囲を規制するための規制片５２２
ｂと、を備えている。扉枠用下ヒンジ孔５２２ａは、本体枠上ヒンジ部材５１０の上ヒン
ジ本体５１１における扉枠用上ヒンジ孔５１１ａと同軸上に形成されている。
【０４７２】
　本体枠下ヒンジ組立体５２０は、下ヒンジ第一本体５２１と下ヒンジ第二本体５２２と
における垂直に延びている部位が、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１に
おける下ヒンジ取付部５０１ｌに取付けられる。本体枠下ヒンジ組立体５２０は、本体枠
上ヒンジ部材５１０と協働して、本体枠４を外枠２に対してヒンジ回転可能に取付けるこ
とができると共に、本体枠４に対して扉枠３をヒンジ回転可能に取付けることができる。
【０４７３】
［４－４．本体枠補強フレーム］
　本体枠４における本体枠補強フレーム５３０について、主に図８１及び図８２等を参照
して詳細に説明する。本体枠補強フレーム５３０は、本体枠ベースユニット５００におけ
る本体枠ベース５０１の左側面に取付けられる。本体枠補強フレーム５３０は、平面視の
断面形状が、右側が開放されたコ字状に形成されており、一定の断面形状で上下に延びて
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いる。本実施形態では、本体枠補強フレーム５３０が、金属の押出型材によって形成され
ている。
【０４７４】
　本体枠補強フレーム５３０には、前端から右方へ延びている部位の後側に、本体枠ベー
ス５０１の遊技盤挿入口５０１ｂに挿入された遊技盤５が前方及び上下に移動するのを規
制する左位置規制部材５３１が、上下に離間して二つ取付けられている。
【０４７５】
　本体枠補強フレーム５３０は、平面視において右側が開放されたコ字状に形成されてい
る前側に、右方へ開放されていると共に上下に延びている溝部５３０ａを有している。こ
の溝部５３０ａは、本体枠４に対して扉枠３を閉じた時に、扉枠３における扉枠補強ユニ
ット１１０の左補強フレーム１１１の後部左端が挿入されるものである。溝部５３０ａ内
に左補強フレーム１１１が挿入されることで、平面視において、本体枠補強フレーム５３
０と左補強フレール１１１との間の隙間が蛇行した状態となり、パチンコ機１の左側面か
ら不正な工具が内部に挿入されることを防止することができる。本体枠補強フレーム５３
０は、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１の左側（ヒンジ側）を補強して
いると共に、外枠２と本体枠４の間を通した左側からの本体枠４内（遊技盤５）への不正
な工具の差し込みを防止している。
【０４７６】
［４－５．球発射装置］
　本体枠４における球発射装置５４０について、主に図８５等を参照して詳細に説明する
。図８５（ａ）は本体枠における球発射装置を前から見た斜視図であり、（ｂ）は球発射
装置を後ろから見た斜視図である。球発射装置５４０は、本体枠ベースユニット５００の
前面下部に取付けられており、扉枠３における皿ユニット２００の上皿２０１に貯留され
ている遊技球Ｂを、本体枠４に取付けられた遊技盤５の遊技領域５ａ内に打込むためのも
のである。球発射装置５４０は、扉枠３の前面右下隅のハンドルユニット１８０のハンド
ル１８２の回動角度に応じた強さで遊技球Ｂを打込むことができる。
【０４７７】
　球発射装置５４０は、本体枠ベースユニット５００における本体枠ベース５０１の発射
装置取付部５０１ｅに取付けられる平板状の発射ベース５４１と、発射ベース５４１の正
面視右部の後面に取付けられており回動軸が発射ベース５４１を貫通して前方へ延出して
いるロータリーソレノイドからなる発射ソレノイド５４２と、発射ソレノイド５４２の回
転軸に基端が取付けられている打球槌５４３と、打球槌５４３の先端付近から左斜め上方
へ延出するように発射ベース５４１の前面に取付けられており遊技球Ｂが転動可能な発射
レール５４４と、を備えている。
【０４７８】
　球発射装置５４０は、扉枠３の球送給ユニット１４０から遊技球Ｂが発射レール５４４
の上面右端に供給されるようになっており、発射レール５４４の上面右端に遊技球Ｂが供
給されている状態で、ハンドル１８２を回動操作すると、その回動操作角度に応じた強さ
で発射ソレノイド５４２が駆動して、打球槌５４３により遊技球Ｂを打球する。そして、
打球槌５４３により打たれた遊技球Ｂは、発射レール５４４を通って遊技盤５の外レール
１００１及び内レール１００２に案内されて遊技領域５ａ内に打込まれる。
【０４７９】
　なお、遊技球Ｂの打込強さ等の関係で、打球した遊技球Ｂが遊技領域５ａ内に到達しな
かった場合は、発射レール５４４と遊技盤５（外レール１００１及び内レール１００２）
との間から、下方のファールカバーユニット１５０のファール球受口１５０ｃへ落下し、
ファールカバーユニット１５０内を通って下皿２０２に排出される。
【０４８０】
［４－６．払出ベースユニット］
　本体枠４における払出ベースユニット５５０について、主に図８６等を参照して詳細に
説明する。図８６（ａ）は本体枠の払出ベースユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ
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）は払出ベースユニットを後ろから見た斜視図である。払出ベースユニット５５０は、逆
Ｌ字状に形成されており、本体枠ベースユニット５００の後側に取付けられる。
【０４８１】
　払出ベースユニット５５０は、本体枠ベースユニット５００における本体枠ベース５０
１の後側に取付けられる払出ベース５５１を備えている。払出ベース５５１は、前後方向
が略一定の幅で左右に延びている天板部５５１ａと、天板部５５１ａの正面視左辺から前
後方向の幅が天板部と略同じ幅で下方へ長く延びている左側板部５５１ｂと、天板部５５
１ａの正面視右辺から前後方向の幅が天板部５５１ａと略同じ幅で下方へ短く延びている
右側板部５５１ｃと、天板部５５１ａの後辺から右側板部５５１ｃの下辺と同じ位置まで
下方へ延びている背板上部５５１ｄと、左側板部５５１ｂの後辺よりも前方寄りの位置か
ら右方へ略一定の幅で下端付近まで延びている背板左部５５１ｅと、背板左部５５１ｅの
右辺から後方へ左側板部５５１ｂの後辺と同じ位置まで延びている内側板部５５１ｆと、
左側板部５５１ｂの下辺の前部から右方へ背板左部５５１ｅの右辺と略同じ位置まで延び
ている底板部５５１ｇと、底板部５５１ｇの右辺と内側板部５５１ｆの下辺とを連結して
いる連結板部５５１ｈと、を備えている。払出ベース５５１は、正面視において逆Ｌ字状
に形成されており、前方とＬ字の内方へ開放された箱状に形成されている。
【０４８２】
　払出ベース５５１は、天板部５５１ａが本体枠ベース５０１の遊技盤挿入口５０１ｂの
左右方向の幅と略同じ長さで左右に延びていると共に、左側板部５５１ｂが遊技盤挿入口
５０１ｂの上下方向の高さと略同じ長さで上下に延びている。払出ベース５５１は、天板
部５５１ａ、左側板部５５１ｂ、及び右側板部５５１ｃの前端が本体枠ベース５０１の後
側に取付けられる。
【０４８３】
　また、払出ベース５５１は、左側板部５５１ｂ、背板左部５５１ｅ、及び内側板部５５
１ｆによって、後方へ開放されており上下に延びている浅い凹部状の部位を備えており、
その部位に払出ユニット５６０が取付けられる。また、払出ベース５５１は、内側板部５
５１ｆの正面視右側面の上部において右方へ突出しており、裏カバー６４０が取付けられ
る裏カバー取付部５５１ｉを有している。
【０４８４】
　払出ベースユニット５５０は、払出ベース５５１の天板部５５１ａの上面に取付けられ
ており左右に延びた箱状で上方へ開放されている球タンク５５２と、払出ベース５５１の
左右に延びている部位の上側における球タンク５５２の左側に取付けられており上方へ開
放された溝状に左方へ延びているタンクレール５５３と、を備えている。
【０４８５】
　また、払出ベースユニット５５０は、タンクレール５５３の上端における左右方向の途
中に取付けられている第一レールカバー５５４と、第一レールカバー５５４から正面視左
方に離間してタンクレール５５３の上端に取付けられておりタンクレール５５３の左端ま
で延びている第二レールカバー５５５と、第一レールカバー５５４と第二レールカバー５
５５の間の位置でタンクレール５５３の上端に取付けられている球整流部材５５６と、タ
ンクレール５５３の下端における正面視左端付近に取付けられている球止部材５５７と、
を備えている。
【０４８６】
　球タンク５５２は、左右方向が払出ベース５５１の天板部５５１ａの左右方向の幅の約
半分の長さに形成されていると共に、前後方向が天板部５５１ａの前後方向の奥行よりも
短い長さに形成されている。球タンク５５２は、天板部５５１ａの上面において、左右方
向の右寄りの位置に取付けられている。球タンク５５２の底面は、左端側が低くなるよう
に傾斜している。球タンク５５２は、左端側がタンクレール５５３と連通している。
【０４８７】
　タンクレール５５３は、払出ベース５５１の天板部５５１ａの上面における左右方向中
央より左側の後端付近に取付けられている。タンクレール５５３は、平面視の形状が、球
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タンク５５２と連通している右端から左方且つ後方へ斜めで前後方向の奥行が遊技球Ｂの
外径の数倍の奥行から略一つ分の奥行になるように延びた後に、前後方向の奥行が遊技球
Ｂの外径よりも若干大きい奥行で左方へ真直ぐに延びた形状に形成されている。タンクレ
ール５５３は、左端側が低くなるように底面が傾斜しており、底面の左端が遊技球Ｂの外
径よりも若干大きい大きさで下方へ向かって開口している。タンクレール５５３の底面の
左端の開口が、払出ユニット５６０の球誘導ユニット５７０における誘導通路５７０ａの
上端開口と連通している。
【０４８８】
　また、タンクレール５５３は、左方へ真直ぐに延びている部位の上端が、左端側の高さ
が遊技球Ｂの外径よりも若干大きい高さとなるように、底面よりも水平に対して急な角度
で左端側が低くなるように傾斜している。タンクレール５５３は、左方へ真直ぐに延びて
いる部位の後端が、天板部５５１ａの後辺と略一致するように天板部５５１ａの上面に取
付けられる。また、タンクレール５５３は、左方へ真直ぐ延びている部位の上端に、第一
レールカバー５５４、第二レールカバー５５５、球整流部材５５６、及び球止部材５５７
が取付けられる。
【０４８９】
　第一レールカバー５５４及び第二レールカバー５５５は、タンクレール５５３における
左方へ真直ぐに延びている部位の上端に取付けられる。第一レールカバー５５４及び第二
レールカバー５５５は、タンクレール５５３の上端の前後方向の奥行が、タンクレール５
５３内の遊技球Ｂの圧力によって、広がったり、狭くなったりするのを防止するためのも
のである。
【０４９０】
　球整流部材５５６は、タンクレール５５３の上端における第一レールカバー５５４と第
二レールカバー５５５との間に部位において、第一レールカバー５５４側の端部が前後方
向に延びた軸周りに対して回転可能に取付けられている。球整流部材５５６は、タンクレ
ール５５３内へ突出し左右方向に延びている整流片５５６ａを備えている（図９２を参照
）。この整流片５５６ａによって上下二段になって流通している遊技球Ｂの上段側の遊技
球Ｂの流れを遅らせて、下流側では一段となって流れるように整流することで、タンクレ
ール５５３内の高さが低くなっても球詰りしないようにしている。
【０４９１】
　球止部材５５７は、タンクレール５５３の下面における正面視左端付近において、左右
方向へスライド可能に取付けられており、左方へスライドさせることで、タンクレール５
５３の底面左端の開口を閉鎖して、タンクレール５５３から下流の払出ユニット側へ遊技
球Ｂが流通しないようにすることができる。
【０４９２】
　更に、払出ベースユニット５５０は、払出ベース５５１の左右に延びている部位の上面
における球タンク５５２の正面視左方に取付けられている外部端子板５５８を、更に備え
ている。外部端子板５５８は、パチンコ機１とパチンコ機１が設置される遊技ホールの島
設備との間で電気的な接続を行うためのものである。外部端子板５５８は、図示は省略す
るが、本体枠ベース５０１の遊技盤挿入口５０１ｂ側へ臨んだアース接続部を備えている
。アース接続部には、遊技盤５側から延びたアース線が接続される。
【０４９３】
［４－７．払出ユニットの全体構成］
　本体枠４における払出ユニット５６０の全体構成について、主に図８７及び図８８等を
参照して詳細に説明する。図８７（ａ）は本体枠における払出ユニットを前から見た斜視
図であり、（ｂ）は払出ユニットを後ろから見た斜視図である。図８８（ａ）は払出ユニ
ットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であり、（ｂ）は払出ユニットを主な
構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。払出ユニット５６０は、払出ベースユ
ニット５５０の払出ベース５５１の背板左部５５１ｅの後面に取付けられるものである。
【０４９４】
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　払出ユニット５６０は、タンクレール５５３からの遊技球Ｂを蛇行状に下方へ誘導する
球誘導ユニット５７０と、球誘導ユニット５７０の下側に配置されており球誘導ユニット
５７０により誘導された遊技球Ｂを払出制御基板６３３からの指示に基づいて一つずつ払
出す払出装置５８０と、払出装置５８０を通った遊技球Ｂを下方へ誘導する上部満タン球
経路ユニット６００と、上部満タン球経路ユニット６００を通った遊技球Ｂを扉枠３側又
は基板ユニット６２０側へ誘導する下部満タン球経路ユニット６１０と、を備えている。
【０４９５】
　球誘導ユニット５７０は、タンクレール５５３により一列に整列された遊技球Ｂを、払
出装置５８０へ供給する。払出装置５８０は、球誘導ユニット５７０から供給された遊技
球Ｂが流通可能な払出通路５８０ａと、払出通路５８０ａの途中から分岐している球抜通
路５８０ｂとを有しており、通常の状態では、払出制御基板６３３からの指示に基づいて
払出通路５８０ａから上部満タン球経路ユニット６００側へ遊技球Ｂを放出し、球抜レバ
ー５９３が操作される球抜通路５８０ｂから上部満タン球経路ユニット６００側へ遊技球
Ｂを放出するものである。
【０４９６】
　上部満タン球経路ユニット６００は、払出装置５８０の払出通路５８０ａから放出され
た遊技球Ｂと、球抜通路５８０ｂから放出された遊技球Ｂとを、分けて下方へ誘導するも
のである。下部満タン球経路ユニット６１０は、上部満タン球経路ユニット６００を介し
て、払出装置５８０の払出通路５８０ａから放出された遊技球Ｂを扉枠３側へ誘導し、球
抜通路５８０ｂから放出された遊技球Ｂを基板ユニット６２０側へ誘導するものである。
【０４９７】
［４－７ａ．球誘導ユニット］
　払出ユニット５６０における球誘導ユニット５７０について、主に図８７及び図８８等
を参照して詳細に説明する。球誘導ユニット５７０は、払出ベースユニット５５０におけ
る払出ベース５５１の背板左部５５１ｅの後面上部に後方から取付けられ、タンクレール
５５３からの遊技球Ｂを受取って払出装置５８０側へ遊技球Ｂを誘導するためのものであ
る。
【０４９８】
　球誘導ユニット５７０は、遊技球Ｂが流通可能な蛇行状に延びた誘導通路５７０ａを有
しており前方へ開放されている箱状の誘導ユニットベース５７１と、誘導ユニットベース
５７１の前側を閉鎖している平板状の誘導通路前蓋５７２と、誘導通路５７０ａ内を流通
する遊技球Ｂにより可動する可動片部材５７３と、可動片部材５７３の可動を検知するこ
とで誘導通路５７０ａ内の遊技球Ｂの有無を検知する球切検知センサ５７４と、を備えて
いる（図９２を参照）。
【０４９９】
　球誘導ユニット５７０は、誘導ユニットベース５７１及び誘導通路前蓋５７２の正面視
の形状が、上下に延びた四角形に形成されている。誘導通路５７０ａは、誘導ユニットベ
ース５７１の上面の左端付近において上方へ開口しており、上端から誘導ユニットベース
５７１の高さ方向中央付近まで垂直に下方へ延びた後に、右方へ屈曲し、誘導ユニットベ
ース５７１の左右方向の幅の間で折返しを繰返しながら蛇行状に下方へ延びて、誘導ユニ
ットベース５７１の下面の左端付近において下方へ開口している。
【０５００】
　誘導通路５７０ａは、遊技球Ｂが流通する流通方向に対して、前後右方の奥行と、左右
方向の幅とが、遊技球Ｂの外径よりも若干大きく形成されており、遊技球Ｂを一列で誘導
することができる。
【０５０１】
　球誘導ユニット５７０は、上部付近において、可動片部材５７３が誘導通路５７０ａ内
へ進退可能に取付けられている。詳しくは、可動片部材５７３は、上部が誘導通路５７０
ａの正面視右外側の部位で前後に延びた軸周りに回転可能に取付けられており、自重によ
り下端の一部が誘導通路５７０ａ内へ突出するように形成されている。この可動片部材５
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７３は、誘導通路５７０ａ内へ突出している部位に遊技球Ｂが当接することで、突出して
いる部位が遊技球Ｂに押されて誘導通路５７０ａ内から後退して突出していない状態とな
る。
【０５０２】
　球切検知センサ５７４は、可動片部材５７３の一部が誘導通路５７０ａ内へ突出してい
る時には、可動片部材５７３を検知せず、可動片部材５７３の一部が誘導通路５７０ａ内
から後退して突出していない時には、可動片部材５７３を検知する。従って、球切検知セ
ンサ５７４は、誘導通路５７０ａ内に遊技球Ｂが存在している時には検知の状態となり、
誘導通路５７０ａ内に遊技球Ｂが存在していない時には非検知の状態となる。
【０５０３】
　球誘導ユニット５７０は、本体枠４に組立てた状態で、誘導通路５７０ａの上流端が、
タンクレール５５３の下流端と連通していると共に、誘導通路５７０ａの下流端が、払出
装置５８０の払出通路５８０ａの上流端と連通している。球誘導ユニット５７０は、遊技
球Ｂを誘導する誘導通路５７０ａが蛇行状に延びていることから、球誘導ユニット５７０
の全高によりも誘導通路５７０ａが長く延びており、誘導通路５７０ａ内に多くの遊技球
Ｂを貯留することができる。また、球誘導ユニット５７０は、球切検知センサ５７４によ
って誘導通路５７０ａ内の遊技球Ｂの有無を検知することができるため、誘導通路５７０
ａを介して球タンク５５２内の遊技球Ｂの有無を検知することができる。
【０５０４】
［４－７ｂ．払出装置］
　払出ユニット５６０における払出装置５８０について、主に図８７乃至図９０等を参照
して詳細に説明する。図８９は、払出ユニットの払出装置を払出羽根の前後方向中央で切
断した背面断面図である。図９０（ａ）は球抜可動片が開状態の時に払出装置を払出羽根
の前後方向中央で切断した背面断面図であり、（ｂ）は（ａ）におけるＡ－Ａ線で切断し
た断面図である。払出装置５８０は、払出ベースユニット５５０の払出ベース５５１にお
ける背板左部５５１ｅの後面の球誘導ユニット５７０の下側に後方から着脱可能に取付け
られる。
【０５０５】
　払出装置５８０は、後方へ開放された箱状で遊技球Ｂが流通可能な払出通路５８０ａ及
び払出通路５８０ａの途中から分岐している球抜通路５８０ｂを有している払出装置本体
５８１と、払出装置本体５８１を後側から閉鎖している平板状の払出装置後蓋５８２と、
払出装置本体５８１の前側に取付けられており後方へ開放された浅い箱状の払出装置前蓋
５８３と、を備えている。
【０５０６】
　また、払出装置５８０は、払出装置本体５８１の後面に取付けられており回転軸が払出
装置本体５８１と払出装置前蓋５８３との間に突出している払出モータ５８４と、払出モ
ータ５８４の回転軸に取付けられている平歯車状の駆動ギア５８５と、駆動ギア５８５と
噛合しており払出装置本体５８１と払出装置前蓋５８３とによって回転可能に取付けられ
ている平歯車状の第一伝達ギア５８６と、第一伝達ギア５８６と噛合しており払出装置本
体５８１と払出装置前蓋５８３とによって回転可能に取付けられている平歯車状の第二伝
達ギア５８７と、第二伝達ギア５８７と噛合している平歯車状の払出ギア５８８ａ及び払
出ギア５８８ａよりも外方へ延出している複数の検知片５８８ｂを有し払出装置本体５８
１と払出装置前蓋５８３との間で回転可能に取付けられている払出ギア部材５８８と、払
出装置本体５８１と払出装置後蓋５８２との間で払出ギア部材５８８と一体回転し払出通
路５８０ａ内に突出している複数の羽根片５８９ａを有した払出羽根５８９と、払出装置
本体５８１の後側に取付けられており払出ギア部材５８８の検知片５８８ｂを検知する羽
根回転検知センサ５９０と、を備えている。
【０５０７】
　更に、払出装置５８０は、払出通路５８０ａの下流端において払出装置本体５８１と払
出装置後蓋５８２とによって取付けられており遊技球Ｂを検知する払出検知センサ５９１
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と、払出装置本体５８１と払出装置後蓋５８２とによって払出通路５８０ａから分岐する
部位で球抜通路５８０ｂを開閉可能に取付けられている球抜可動片５９２と、球抜可動片
５９２が球抜通路５８０ｂを閉鎖している位置で保持可能とされており払出装置本体５８
１と払出装置後蓋５８２とによって上下方向へスライド可能に取付けられている球抜レバ
ー５９３と、を備えている。
【０５０８】
　払出装置５８０は、平面視の形状が上下に延びた四角形に形成されている。払出装置５
８０は、左右方向の幅が、球誘導ユニット５７０の左右方向の幅よりも正面視右方へ大き
く形成されている。
【０５０９】
　払出装置５８０の払出通路５８０ａは、図８９に示すように、背面視において、上流端
が左右方向の中央から左寄りの位置で上方へ開口しており、下流端が左右方向の右端付近
の位置で下方へ開口している。払出通路５８０ａは、上流端から下方へ向かうに従って少
しずつ左方へ移動するように上から全高の約１／３の高さほど下方へ斜めに延び、そこか
ら右方やや斜め下へ折れ曲がった後に、左右の幅の約１／３のところで折れ曲がって払出
羽根５８９の中心（回転軸）へ向かうように下方へ略垂直に延びている。そして、払出羽
根５８９の中心よりも上側において、遊技球Ｂの外径よりも若干大きい幅で背面視右方へ
折れ曲がった後に、払出羽根５８９の外周との間に遊技球Ｂよりも若干大きい隙間が形成
されるように払出羽根５８９と同心円の円弧状に下方へ延びた上で、払出羽根５８９の中
心よりも背面視右方の位置で下流端まで下方へ垂直に延びている。
【０５１０】
　払出通路５８０ａ内において、払出羽根５８９よりも下方で下流端の直上に払出検知セ
ンサ５９１が配置されている。
【０５１１】
　球抜通路５８０ｂは、払出通路５８０ａ内における上流端から斜め下方へ延びて右方へ
折れ曲がっている部位で分岐して、背面視左辺に沿って下端まで垂直に延びており、底面
の背面視における左端付近で下方へ開口している。
【０５１２】
　払出装置本体５８１及び払出装置後蓋５８２は、払出通路５８０ａと球抜通路５８０ｂ
とが分岐している部位における球抜可動片５９２が取付けられている側において、互いに
対向し遊技球Ｂの外径よりも狭い隙間を形成するように夫々から後方及び前方へ突出して
いると共に、夫々が払出通路５８０ａと球抜通路５８０ｂの背面視における左側壁と連続
するように形成されている本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５８２ａを備えて
いる。本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５８２ａは、払出通路５８０ａにおけ
る球抜通路５８０ｂと分岐して上から約１／３の高さの位置で背面視右方へ延びている部
位の背面視左方の位置に形成されている。本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５
８２ａは、背面視において左斜め上へ窪むように湾曲しており、主に球抜通路５８０ｂの
側壁を構成するように形成されている。本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２
ａとの間を通って球抜可動片５９２が回動する。
【０５１３】
　払出モータ５８４は、払出装置本体５８１における払出通路５８０ａが上流端から斜め
下方へ延びている部位の背面視右方に取付けられている。駆動ギア５８５、第一伝達ギア
５８６、第二伝達ギア５８７、及び払出ギア部材５８８は、払出装置本体５８１の前方に
配置されており、前側が払出装置前蓋５８３によって被覆されている。払出ギア部材５８
８は、外方へ延出している平板状の検知片５８８ｂが、周方向へ１２０度の角度の間隔で
三つ備えられている。
【０５１４】
　払出羽根５８９は、払出装置本体５８１と払出装置後蓋５８２との間に配置されている
。払出羽根５８９は、外方へ平板状に延出している複数の羽根片５８９ａが、周方向へ１
２０度の角度の間隔で三つ備えられている。羽根片５８９ａは、払出通路５８０ａ内にお
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ける上方から回転軸に向かって延びた後に背面視右方へ延びている部位において、払出通
路の側壁との間が遊技球Ｂの外径よりも狭くなるように、払出通路５８０ａ内へ突出して
いる。払出羽根５８９は、三つの羽根片５８９ａの間に、中心側へ遊技球Ｂの半径よりも
若大きい半径の円弧で窪んだ球収容部５８９ｂを備えている。この球収容部５８９ｂには
、遊技球Ｂを一つのみ収容可能とされている。これにより、払出羽根５８９は、羽根片５
８９ａによって払出通路５８０ａ内の遊技球Ｂが、払出羽根５８９よりも下流側へ移動す
るのを規制することができると共に、背面視時計回りの方向へ回転することで球収容部５
８９ｂに収容された遊技球Ｂを下流側へ移動させることができる。
【０５１５】
　払出ギア部材５８８と払出羽根５８９は、払出装置後蓋５８２と払出装置前蓋５８３と
によって同軸上で一体回転可能に取付けられている。羽根回転検知センサ５９０は、背面
視において、払出ギア部材５８８の回転軸の背面視左方に配置されている。羽根回転検知
センサ５９０は、払出羽根５８９と一体回転する払出ギア部材５８８の検知片５８８ｂを
検知することで、払出羽根５８９の回転を検知するためのものである。
【０５１６】
　球抜可動片５９２は、上端が、本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５８２ａの
上端において前後に延びた軸周りに回転可能に取付けられている。球抜可動片５９２は、
く字状に屈曲しており、窪んでいる側が払出通路５８０ａ内を向くように取付けられてい
る。球抜可動片５９２は、前後方向の奥行が、本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁
５８２ａとの間の隙間よりも小さく形成されており、本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側
ガイド壁５８２ａの間の隙間を通って、球抜通路５８０ｂ内へ突出したり球抜通路５８０
ｂ外へ後退したりすることができる。
【０５１７】
　球抜レバー５９３は、球抜可動片５９２の上端付近の背面視左方において上下方向へス
ライド可能に、払出装置本体５８１及び払出装置後蓋５８２に取付けられている。球抜レ
バー５９３は、一部が払出装置後蓋５８２を貫通して後方へ突出しており、その突出して
いる部位を操作することで、スライドさせることができる。球抜レバー５９３は、下降端
に位置させることで、下部が球抜可動片５９２と当接可能となり、球抜可動片５９２の背
面視時計回りの方向への回動を規制することができ、球抜可動片５９２によって球抜通路
５８０ｂを閉鎖させることができる。また、球抜レバー５９３は、上昇端に位置させるこ
とで、球抜可動片５９２を球抜通路５８０ｂの外側へ回動できるようにすることができ、
球抜通路５８０ｂを開くことができる（図９０を参照）。
【０５１８】
　球抜レバー５９３を上昇させて球抜可動片５９２を回動可能な状態とすると、球抜可動
片５９２の上流側で数珠繋ぎのような状態となっていた遊技球Ｂが、球抜可動片５９２を
越えて球抜通路５８０ｂ側へ流下することとなる。この際に、球抜通路５８０ｂが払出通
路５８０ａの上流側から真直ぐに直線状に延びているため、払出通路５８０ａの上流から
流下してきた遊技球Ｂが、真直ぐに球抜通路５８０ｂ側へ流下すると共に、球抜通路５８
０ｂの下流側が島設備側に連通していることから、払出羽根５８９のように遊技球Ｂの流
れを抑制するようなものがないため、遊技球Ｂが払出通路５８０ａ側よりも早く流下する
こととなる。
【０５１９】
　このように、球抜可動片５９２を回動可能としている状態では、球抜通路５８０ｂ内を
遊技球Ｂが早い速度で流下することから、球抜通路５８０ｂ内に突出している球抜可動片
５９２の下端側に遊技球Ｂが勢い良く当接することとなるが、球抜可動片５９２が払出装
置本体５８１の本体側ガイド壁５８１ａと払出装置後蓋５８２の後蓋側ガイド壁５８２ａ
との間を通して球抜通路５８０ｂの内面よりも外側へ移動することができることから、そ
の当接の力によって球抜可動片５９２が球抜通路５８０ｂの外側へ移動することとなるた
め、球抜可動片５９２が球抜通路５８０ｂの壁面と遊技球Ｂとの間に挟まれることはなく
、遊技球Ｂにより球抜可動片５９２に強い力が作用しないようにすることができ、遊技球
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Ｂの衝突による球抜可動片５９２の耐久性の低下や破損を抑制させることができる。
【０５２０】
　このようなことから、球抜可動片５９２を破損し難くすることができることから、球抜
通路５８０ｂの下流側の島設備側へより多くの遊技球Ｂをより早く排出させることができ
るため、パチンコ機１の交換やメンテナンス等にかかる時間の増加を抑制させることがで
き、遊技ホール側の負担を軽減させることができる。
【０５２１】
　また、球抜可動片５９２が回動可能な状態の時に、球抜可動片５９２が遊技球Ｂよりも
狭い間隔の本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間を通して球抜通路５
８０ｂの外側へ移動するため、球抜通路５８０ｂ内に突出している球抜可動片５９２に遊
技球Ｂが当接することで球抜可動片５９２が本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５
８２ａとの間を通して外側へ移動する際に、球抜可動片５９２と一緒に遊技球Ｂが本体側
ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間側へ移動しても、遊技球Ｂよりも間隔
の狭い本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間により、遊技球Ｂのみが
外側への移動を阻止することができる。
【０５２２】
　そして、本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間によって遊技球Ｂの
外側への移動が阻止されることで、球抜可動片５９２から遊技球Ｂが離れることとなり、
その後の球抜可動片５９２の移動が慣性力によることとなるため、球抜可動片５９２に対
して強い力が作用することはなく、球抜可動片５９２を破損し難くすることができると共
に、本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間から遊技球Ｂが球抜通路５
８０ｂの外側へ飛び出すことはなく、遊技球Ｂを球抜通路５８０ｂの下流側へ確実に流通
させることができる。
【０５２３】
［４－７ｃ．上部満タン球経路ユニット］
　払出ユニット５６０における上部満タン球経路ユニット６００について、主に図８７及
び図８８等を参照して詳細に説明する。上部満タン球経路ユニット６００は、払出ベース
ユニット５５０における払出ベース５５１の背板左部５５１ｅの後面下部で払出装置５８
０の下側に後方から取付けられる。上部満タン球経路ユニット６００は、払出装置５８０
から下方へ放出され遊技球Ｂを、下部満タン球経路ユニット６１０へ誘導するためのもの
である。上部満タン球経路ユニット６００は、正面視の形状が上下に延びた四角形に形成
されている。
【０５２４】
　上部満タン球経路ユニット６００は、払出ベース５５１に取付けられ後側が開放された
箱状の上部満タンベース６０１と、上部満タンベース６０１の後側に取付けられており前
側が開放された箱状の上部満タンカバー６０２と、上部満タンカバー６０２の上端付近に
回転可能に取付けられており払出装置５８０を上方へ押圧可能な払出装置押圧部材６０３
と、を備えている。上部満タンベース６０１は、正面視右辺から右方へ突出しており、裏
カバーを取付けるための裏カバー取付部６０１ａを備えている。
【０５２５】
　また、上部満タン球経路ユニット６００は、上面における正面視左端付近において上方
へ開口しており下から全高の約２／３の高さの位置まで左辺に沿って下方へ延出している
上部払出球受通路６００ａと、上部払出球受通路６００ａと連通しており正面視右方へ全
幅の約３／４ほど延びていると共に下から全高の約１／６の高さまで下方へ延出している
上部球貯留通路６００ｂと、上部球貯留通路６００ｂの左右方向中央より正面視左側から
下方へ延びており下面において下方へ開口している上部通常払出通路６００ｃと、上部通
常払出通路６００ｃと隣接し上部球貯留通路６００ｂの左右方向中央より正面視右側から
下方へ延びており下面において下方へ開口している上部満タン払出通路６００ｄと、上面
における正面視右端付近において上方へ開口して下方へ略垂直に延びた後に下面の右端付
近において下方へ開口している上部球抜通路６００ｅと、を備えている（図９２を参照）
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。
【０５２６】
　上部満タン球経路ユニット６００は、下面において、正面視左側から、上部通常払出通
路６００ｃ、上部満タン払出通路６００ｄ、及び上部球抜通路６００ｅが、順に並んで下
方へ開口している。上部満タン球経路ユニット６００は、払出ユニット５６０に組立てた
状態で、上部払出球受通路６００ａの上流端が、払出装置５８０における払出通路５８０
ａの下流端の直下で開口しており、上部球抜通路６００ｅの上流端が、払出装置５８０に
おける球抜通路５８０ｂの下流端の直下で開口している。これにより、払出装置５８０の
払出通路５８０ａから放出（払出）された遊技球Ｂは、上部払出球受通路６００ａ及び上
部球貯留通路６００ｂを通って、上部通常払出通路６００ｃ又は上部満タン払出通路６０
０ｄの何れかから下方へ放出される。また、払出装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方
へ放出された遊技球Ｂは、上部球抜通路６００ｅを通って下方へ放出される。
【０５２７】
［４－７ｄ．下部満タン球経路ユニット］
　払出ユニット５６０における下部満タン球経路ユニット６１０について、主に図８７及
び図８８等を参照して詳細に説明する。下部満タン球経路ユニット６１０は、払出ベース
ユニット５５０における払出ベース５５１の底板部５５１ｇに載置されると共に、上部満
タン球経路ユニット６００の下部に取付けられる。下部満タン球経路ユニット６１０は、
上部満タン球経路ユニット６００から下方へ放出された遊技球Ｂを、扉枠３側へ誘導した
り、基板ユニット６２０側へ誘導したりするものである。下部満タン球経路ユニット６１
０は、前端側が低くなるように前後方向に延びていると共に、後端が上方へ延びている。
【０５２８】
　下部満タン球経路ユニット６１０は、下部通常払出通路６１０ａ、下部満タン払出通路
６１０ｂ、及び下部球抜通路６１０ｃを有しており前後方向に延びていると共に上方へ開
放されている下部満タンベース６１１と、下部満タンベース６１１の上側に取付けられて
いる下部満タンカバー６１２と、下部満タンベース６１１の前端に前後に延びた軸周りに
回動可能に取付けられており下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂ
の下流端開口を開閉可能としている払出通路開閉扉６１３と、下部通常払出通路６１０ａ
及び下部満タン払出通路６１０ｂの下流端開口を閉鎖する方向へ払出通路開閉扉６１３を
付勢している閉鎖バネ６１４と、を備えている。
【０５２９】
　下部満タン球経路ユニット６１０は、後端の上方へ延びている部位の上面に、正面視左
から順に、下部通常払出通路６１０ａ、下部満タン払出通路６１０ｂ、及び下部球抜通路
６１０ｃが並んだ状態で、夫々の上流端が上方へ向かって開口している。下部通常払出通
路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂは、左右に並んだ状態で前方へ延びた上で、
下部満タン球経路ユニット６１０の前端において前方へ向かって開口している。下部満タ
ン払出通路６１０ｂは、下部通常払出通路６１０ａよりも若干低い状態で前方へ延びてい
る。下部球抜通路６１０ｃは、下部満タン払出通路６１０ｂの正面視右側面に沿って前方
へ延びており、前後方向の途中において右方へ向かって開口している。
【０５３０】
　払出通路開閉扉６１３は、下部通常払出通路６１０ａと下部満タン払出通路６１０ｂと
の夫々の前端開口の間の位置で回動可能に取付けられている。この払出通路開閉扉６１３
は、閉鎖バネ６１４によって正面視時計回りの方向へ付勢されており、通常の状態では、
下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの夫々の前端開口（下流端開
口）を閉鎖している。払出通路開閉扉６１３は、前方へ突出している作動突部６１３ａを
備えている。作動突部６１３ａは、正面視の形状が、払出通路開閉扉６１３の回動中心を
中心とした短い円弧状に形成されており、前端面が、反時計回りの方向の端部側へ近付く
に従って前方へ突出するように傾斜している。この作動突部６１３ａは、本体枠４に対し
て扉枠３を閉めた時に、扉枠３におけるファールカバーユニット１５０の扉開閉当接部１
５０ｆと当接するように形成されている。
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【０５３１】
　下部満タン球経路ユニット６１０は、払出ユニット５６０に組立てた状態で、後部上端
において上方へ開口している下部通常払出通路６１０ａ、下部満タン払出通路６１０ｂ、
下部球抜通路６１０ｃが、夫々上部満タン球経路ユニット６００の上部通常払出通路６０
０ｃ、上部満タン払出通路６００ｄ、及び上部球抜通路６００ｅの下流端の直下に位置し
ている。これにより、上部通常払出通路６００ｃから下方へ放出された遊技球Ｂは、下部
通常払出通路６１０ａを流通し、上部満タン払出通路６００ｄから下方へ放出された遊技
球Ｂは下部満タン払出通路６１０ｂを流通し、上部球抜通路６００ｅから下方へ放出され
た遊技球Ｂは下部球抜通路６１０ｃを流通することとなる。
【０５３２】
　また、下部満タン球経路ユニット６１０は、パチンコ機１に組立てた状態で、下部通常
払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの前端（下流端）が、扉枠３における
ファールカバーユニット１５０の貫通球通路１５０ａ及び満タン球受口１５０ｂの直後で
開口している。また、下部球抜通路６１０ｃの下流端は、基板ユニット６２０のベースユ
ニット６２０ｂにおける左方へ開口した球抜誘導部６２７と対向するように開口している
。
【０５３３】
　下部満タン球経路ユニット６１０は、通常の状態（本体枠４に対して扉枠３を閉じてい
る状態）では、払出通路開閉扉６１３の作動突部６１３ａがファールカバーユニット１５
０の扉開閉当接部１５０ｆと当接することで、閉鎖バネ６１４の付勢力に抗して正面視反
時計回りの方向へ回動している。これにより、下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン
払出通路６１０ｂの夫々の下流端の開口が開いた状態となっており、ファールカバーユニ
ット１５０の貫通球通路１５０ａ及び満タン球受口１５０ｂと連通した状態となっている
。
【０５３４】
　一方、本体枠４に対して扉枠３を開いた状態とすると、払出通路開閉扉６１３の作動突
部６１３ａがファールカバーユニット１５０の扉開閉当接部１５０ｆから離れることとな
り、払出通路開閉扉６１３が閉鎖バネ６１４の付勢力によって正面視時計回りの方向へ回
動し、下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの夫々の下流端の開口
が閉じられた状態となる。この状態では、下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出
通路６１０ｂ内の遊技球Ｂが、夫々の前端開口から前方へ移動することができなくなる。
これにより、本体枠４に対して扉枠３を開けても、下部通常払出通路６１０ａ及び下部満
タン払出通路６１０ｂから遊技球Ｂがこぼれることはない。
【０５３５】
［４－７ｅ．払出ユニットにおける遊技球の流れ］
　続いて、払出ユニット５６０における遊技球Ｂの流れについて、主に図９２を参照して
詳細に説明する。払出ユニット５６０は、本体枠４に組立てた状態では、払出ベース５５
１の後面に取付けられている。通常の状態では、払出装置５８０の球抜レバー５９３が下
降端に位置しており、払出通路５８０ａから分岐している球抜通路５８０ｂを分岐部分に
おいて閉鎖している。また、下部満タン球経路ユニット６１０では、払出通路開閉扉６１
３が開状態となっている。
【０５３６】
　上方へ開放されている球タンク５５２には、パチンコ機１を設置している遊技ホール島
設備から、例えば、球誘導ユニット５７０の球切検知センサ５７４による球切れの検知に
基づいて、所定数の遊技球Ｂが供給される。球タンク５５２に供給・貯留された遊技球Ｂ
は、タンクレール５５３によって一列に整列された状態で、球誘導ユニット５７０の誘導
通路５７０ａを通って払出装置５８０の払出通路５８０ａ内へと送られる。払出モータ５
８４が回転していない状態では、遊技球Ｂが払出羽根５８９よりも下流側へ移動（流下）
することができず、払出羽根５８９よりも上流側に複数の遊技球Ｂが滞留した状態となる
。
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【０５３７】
　そして、球誘導ユニット５７０の誘導通路５７０ａ内の遊技球Ｂが可動片部材５７３を
押圧し、球切検知センサ５７４が可動片部材５７３を検知することなる。これにより、少
なくとも可動片部材５７３から払出羽根５８９までの間の通路内に遊技球Ｂが貯留されて
いることが判る。
【０５３８】
　この状態で、払出モータ５８４により払出羽根５８９が背面視時計周りの方向へ回転す
ると、球収容部５８９ｂに収容された遊技球Ｂが背面視時計回りの方向へ移動し、払出通
路５８０ａにおける払出羽根５８９よりも下流側へ放出される。そして、払出羽根５８９
（球収容部５８９ｂ）から放出された遊技球Ｂは、払出検知センサ５９１に検知された後
に、上部満タン球経路ユニット６００の上部払出球受通路６００ａへと送られる。
【０５３９】
　上部満タン球経路ユニット６００の上部払出球受通路６００ａへ送られた遊技球Ｂは、
通常の状態では、上部球貯留通路６００ｂを通って、上部払出球受通路６００ａの直下に
配置されている上部通常払出通路６００ｃへと流下する。そして、上部通常払出通路６０
０ｃへと流下した遊技球Ｂは、下部満タン球経路ユニット６１０の下部通常払出通路６１
０ａ、扉枠３のファールカバーユニット１５０の貫通球通路１５０ａを通って、皿ユニッ
ト２００における皿ユニットベース２１１の上皿球供給口２１１ａから上皿２０１内へ放
出される。
【０５４０】
　払出装置５８０から多くの遊技球Ｂが払出されて、上皿２０１内が遊技球Ｂで一杯にな
ると、上皿球供給口２１１ａから前方へ遊技球Ｂを放出することができなくなるため、払
出装置５８０から払出された遊技球Ｂが、下部満タン球経路ユニット６１０の下部通常払
出通路６１０ａ内に滞留するようになり、更に遊技球Ｂが払出されると、下部通常払出通
路６１０ａと上流側で連通している上部満タン球経路ユニット６００の上部通常払出通路
６００ｃ内にも滞留することとなる。そして、上部通常払出通路６００ｃ内が遊技球Ｂで
一杯になった状態で、更に遊技球Ｂが払出されると、上部通常払出通路６００ｃの上流側
で連通している上部球貯留通路６００ｂ内に遊技球Ｂが滞留し始める共に、遊技球Ｂが上
部通常払出通路６００ｃと隣接している上部満タン払出通路６００ｄ側へ流下し初める。
【０５４１】
　そして、上部満タン払出通路６００ｄ側へ流下した遊技球Ｂは、下部満タン球経路ユニ
ット６１０の下部満タン払出通路６１０ｂを通って、扉枠３のファールカバーユニット１
５０における満タン球受口１５０ｂに受けられる。その後、満タン球受口１５０ｂに受け
られた遊技球Ｂは、貯留通路１５０ｅ、球放出口１５０ｄ、及び皿ユニットベース２１１
の下皿球供給口２１１ｃを通って下皿２０２内へ放出される。これにより、上皿２０１が
遊技球Ｂで満タンになった状態で、更に遊技球Ｂが払出された場合、遊技球Ｂを自動的に
下皿２０２へ払出させることができる。
【０５４２】
　なお、下皿２０２が遊技球Ｂで一杯になって、下皿球供給口２１１ｃから前方へ遊技球
Ｂを放出することができなくなった状態で、更に遊技球Ｂが払出されると、下皿球供給口
２１１ｃの上流側のファールカバーユニット１５０の貯留通路１５０ｅ内に遊技球Ｂが滞
留して貯留されることとなる。そして、貯留通路１５０ｅ内にある程度の数の遊技球Ｂが
貯留されると、可動片１５３が可動して満タン検知センサ１５４に検知され、上皿２０１
及び下皿２０２が遊技球Ｂで満杯（満タン）になっていることを遊技者に音声（例えば「
球を抜いてください！」等）で案内すると共に、払出装置５８０の払出モータ５８４を、
満タン検知センサ１５４が非検知の状態となるまで一時的に停止させる。
【０５４３】
　パチンコ機１のメンテナンスや交換等の際に、球タンク５５２内に貯留されている遊技
球Ｂをパチンコ機１から排出する場合は、払出装置５８０の球抜レバー５９３を下降端の
位置から上方へスライドさせて上昇端の位置の状態とする。その後、球抜可動片５９２の
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下端側が遊技球Ｂに押されて、背面視時計回りの方向へ回動することとなり、球抜可動片
５９２が本体側ガイド壁５８１ａと後蓋側ガイド壁５８２ａとの間を通って、球抜通路５
８０ｂの外側へ押し出された状態となる。これにより、払出通路５８０ａから分岐してい
る球抜通路５８０ｂへ遊技球Ｂが進入可能となり、上流側の遊技球Ｂが球抜通路５８０ｂ
を通って下方へ放出される。
【０５４４】
　この際に、球抜可動片５９２の部位では、流下する遊技球Ｂが、球抜可動片５９２より
も本体側ガイド壁５８１ａ及び後蓋側ガイド壁５８２ａに強く当接するため、球抜可動片
５９２が破損し難くなっている。
【０５４５】
　そして、払出装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方へ放出された遊技球Ｂは、上部満
タン球経路ユニット６００の上部球抜通路６００ｅ、及び下部満タン球経路ユニット６１
０の下部球抜通路６１０ｃを通って、下部球抜通路６１０ｃの下流端開口から基板ユニッ
ト６２０の球抜誘導部６２７へ放出された後に、排出球受部６２８及び球排出口６２９を
通ってパチンコ機１の後方外部（遊技ホールの島設備側）に排出される。
【０５４６】
［４－８．基板ユニット］
　本体枠４における基板ユニット６２０について、主に図９３乃至図９７等を参照して詳
細に説明する。図９３（ａ）は本体枠の基板ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）
は基板ユニットを後ろから見た斜視図である。図９４は、基板ユニットを後ろ下から見た
斜視図である。図９５は基板ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であ
り、図９６は基板ユニットを主な構成毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。図９
７は、左右方向中央で切断したパチンコ機の下部を示す拡大側面断面図である。基板ユニ
ット６２０は、本体枠ベースユニット５００の後面下部に取付けられている。
【０５４７】
　基板ユニット６２０は、本体枠ベースユニット５００における本体枠ベース５０１の後
面における遊技盤載置部５０１ｃよりも下側に取付けられるスピーカユニット６２０ａと
、スピーカユニット６２０ａの一部を後方から覆うように本体枠ベース５０１の後面に取
付けられるベースユニット６２０ｂと、ベースユニット６２０ｂの後側に取付けられてい
る電源ユニット６２０ｃと、電源ユニット６２０ｃの後側に取付けられている払出制御ユ
ニット６２０ｄと、払出制御ユニット６２０ｄの一部を後方から覆うようにスピーカユニ
ット６２０ａの後面に取付けられているインターフェイスユニット６２０ｅと、を備えて
いる。
【０５４８】
　スピーカユニット６２０ａは、本体枠ベースユニット５００における本体枠ベース５０
１の後面における遊技盤載置部５０１ｃよりも下側に取付けられるスピーカカバー６２１
と、スピーカカバー６２１の後面における正面視左端付近において前方へ向けて取付けら
れている本体枠スピーカ６２２と、本体枠スピーカ６２２の後側を覆うようにスピーカカ
バー６２１の後側に取付けられており前方へ開放された容器状のスピーカボックス６２３
と、を備えている。
【０５４９】
　スピーカカバー６２１は、左右方向へ延びており、正面視左端付近において前後に貫通
しており上下に延びた複数のスリットにより構成されている円形状のスピーカ取付部６２
１ａと、スピーカ取付部６２１ａの正面視右方側で後方から前方へ膨出するように窪んで
いる空間用前凹部６２１ｂと、空間用前凹部６２１ｂの下面から下方へ突出していると共
に左右方向へ延びており斜め下後へ向けて開口している接続部６２１ｃと、を備えている
。
【０５５０】
　スピーカカバー６２１のスピーカ取付部６２１ａに、後側から本体枠スピーカ６２２が
前方へ向けて取付けられる。また、スピーカカバー６２１の接続部６２１ｃは、下端が外
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枠２の外枠下組立体４０における幕板後部材４３の接続筒部４３ａの上端と一致するよう
に４５度の角度で傾斜している。本体枠スピーカ６２２は、主に低音を出力するコーン型
スピーカとされている
【０５５１】
　スピーカボックス６２３は、前方へ開放された容器状に形成されており、本体枠スピー
カ６２２の後側となる部位が後方へ最も大きく突出しており、正面視右方へ向かうに従っ
て、階段状に後方への突出が小さくなるように形成されている。これにより、スピーカボ
ックス６２３の正面視中央より右側の後方の空間を十分に確保することができ、ベースユ
ニット６２０ｂや電源ユニット６２０ｃ等が配置できるようにしている。スピーカボック
ス６２３は、スピーカカバー６２１の接続部６２１ｃを除いた後面の全体を被覆する（閉
じる）ように形成されている。
【０５５２】
　スピーカユニット６２０ａは、スピーカカバー６２１とスピーカボックス６２３とで本
体枠スピーカ６２２から後方へ出力されるサウンドを封じ込めるエンクロージャ６２４の
一部を形成している。このエンクロージャ６２４は、スピーカカバー６２１においてスピ
ーカ取付部６２１ａの正面視右方に前方へ膨出した空間用前凹部６２１ｂが形成されてい
ることから、スピーカボックス６２３が右方へ向かうに従って後方への突出量が小さくな
るように階段状に形成されていても、本体枠スピーカ６２２よりも右方の空間を充分に広
く確保されている。
【０５５３】
　スピーカユニット６２０ａは、外枠２に対して本体枠４を閉じた状態とすると、スピー
カカバー６２１の接続部６２１ｃがシール部材４８を挟むように接続筒部４３ａに接続さ
れ、本体枠スピーカ６２２の後方の空間と、外枠２の幕板内部空間４０ａとが連通した状
態となる。従って、本体枠スピーカ６２２の後側に、スピーカカバー６２１、スピーカボ
ックス６２３、幕板前部材４２、及び幕板後部材４３によって、広い空間のエンクロージ
ャ６２４を形成することができ、本体枠スピーカ６２２の後方へ出力されたサウンドを幕
板前部材４２の開口部４２ａから前方へ出力（放射）させることができる。
【０５５４】
　詳述すると、上述したように、スピーカユニット６２０ａでは、本体枠スピーカ６２２
の後方の空間（エンクロージャ６２４の一部）を、比較的広い奥行で正面視右方まで延出
させて、接続部６２１ｃ及び接続筒部４３ａを介して外枠下組立体４０側へ連通させてい
ることから、本体枠スピーカ６２２から後方へ出力されたサウンドにおいて、特に低音域
を減衰させることなく、外枠下組立体４０側へ伝達させることができると共に、伝達され
た低音域を二つのポート部材４７を通すことで共振・増幅させて幕板前部材４２の開口部
４２ａから前方へ放射することができる。
【０５５５】
　この際に、幕板前部材４２の開口部４２ａから前方へ放射されるサウンドは、位相が反
転された状態で、放射されるようにしているため、本体枠スピーカ６２２の前面から出力
されて皿ユニット２００のスピーカ口２１１ｂから放射されたサウンドに対して、増幅さ
せるように共振することとなり、本体枠スピーカ６２２の口径が小さくても重低音が響く
大きなサウンドを出力することができる。
【０５５６】
　つまり、本実施形態では、本体枠スピーカ６２２のエンクロージャ６２４がバスレフ型
とされており、遊技者に対して重低音を聞かせることができる。これにより、本体枠スピ
ーカ６２２の前面から出力されて皿ユニット２００のスピーカ口２１１ｂから放射される
サウンドと、本体枠スピーカ６２２の後面から出力されて外枠２のグリル部材４６から放
射されるサウンドとによって、豊かな低音を有したサウンドを遊技者に聴かせることがで
きる。
【０５５７】
　また、スピーカユニット６２０ａは、スピーカカバー６２１に、スピーカ取付部６２１
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ａの下部と空間用前凹部６２１ｂとの間の位置で前後方向に貫通している貫通口６２１ｄ
が形成されていると共に、スピーカボックス６２３に、貫通口６２１ｄと連通して筒状に
延びており前後に貫通している貫通筒６２３ａが形成されている。スピーカユニット６２
０ａに組立てた状態では、貫通口６２１ｄと貫通筒６２３ａが互いに連通し、エンクロー
ジャ６２４とは独立した状態となる。これら貫通口６２１ｄ及び貫通筒６２３ａには、接
続ケーブル５０３が挿通される。
【０５５８】
　基板ユニット６２０のベースユニット６２０ｂは、スピーカボックス６２３の一部を後
方から覆うように本体枠ベース５０１の後面に取付けられる前ベース６２５と、前ベース
６２５の後側に取付けられており後面に電源ユニット６２０ｃが取付けられる後ベース６
２６と、を備えている。
【０５５９】
　また、ベースユニット６２０ｂは、前ベース６２５と後ベース６２６とで協働して形成
しており、下部満タン球経路ユニット６１０の下部球抜通路６１０ｃから放出された遊技
球Ｂを受取って正面視右方へ誘導する球抜誘導部６２７と、球抜誘導部６２７の下流側で
正面視右方において上方へ開口しており遊技盤５から下方に排出された遊技球Ｂを受ける
排出球受部６２８と、球抜誘導部６２７及び排出球受部６２８を通った遊技球Ｂを下方へ
排出する球排出口６２９と、を備えている。
【０５６０】
　球抜誘導部６２７は、上流端が正面視において左側面の上部に左方へ向けて開口してお
り、下流端が排出球受部６２８の左端側に開口している。球抜誘導部６２７は、本体枠４
に組立てた状態で、上流端の開口が、下部満タン球経路ユニット６１０の下部球抜通路６
１０ｃの下流端開口と一致するように対向しており、下部球抜通路６１０ｃから放出され
た遊技球Ｂを受取って、排出球受部６２８へ誘導することができる。
【０５６１】
　排出球受部６２８は、上方へ開放されていると共に、左右に長く延びている。排出球受
部６２８の底面は、正面視左端が球抜誘導部６２７の底面と連続しており、右方へ向かう
に従って低くなるように傾斜している。
【０５６２】
　ベースユニット６２０ｂは、球タンク５５２から抜かれた遊技球Ｂや、遊技盤５から排
出された遊技球Ｂを、球抜誘導部６２７や排出球受部６２８によって正面視右方へ誘導し
た後に、球排出口６２９から下方へ排出するようにしているため、正面視において左右方
向中央より左側の空間を広く確保し易くすることができる。これにより、スピーカユニッ
ト６２０ａのエンクロージャ６２４の空間を広くすることができ、従来のパチンコ機より
も豊かな低音を有したサウンドを遊技者に聴かせることができる。
【０５６３】
　基板ユニット６２０の電源ユニット６２０ｃは、ベースユニット６２０ｂの後ベース６
２６の後側に取付けられている電源基板６３０と、電源基板６３０の後側を覆うように後
ベース６２６に取付けられている電源基板カバー６３１と、を備えている。
【０５６４】
　払出制御ユニット６２０ｄは、電源ユニット６２０ｃにおける電源基板カバー６３１の
後側に着脱可能に取付けられる箱状の払出制御基板ボックス６３２と、払出制御基板ボッ
クス６３２内に収容されている払出制御基板６３３（図９７を参照）と、を備えている。
払出制御基板６３３は、皿ユニット２００における球貸操作ユニット２２０の球貸ボタン
２２４の押圧操作や、遊技盤５の主制御基板等からの払出コマンドに応じて、払出装置５
８０の払出モータ５８４を制御して、指示された数の遊技球Ｂを遊技者側（上皿２０１又
は下皿２０２）に払出すためのものである。払出制御基板ボックス６３２は、開閉の痕跡
が残るように形成されている。これにより、払出制御基板６３３に対する不正な改造を察
知することができ、不正行為に対する抑止力を高めている。
【０５６５】
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　インターフェイスユニット６２０ｅは、スピーカユニット６２０ａにおけるスピーカボ
ックス６２３の後側に取付けられている基板ベース６３４と、基板ベース６３４の後面に
取付けられているインターフェイス基板６３５と、インターフェイス基板６３５の後側を
覆うように基板ベース６３４に取付けられているインターフェイス基板カバー６３６と、
を備えている。
【０５６６】
　基板ベース６３４は、スピーカボックス６２３の後面における本体枠スピーカ６２２の
後方となる後方へ最も突出している部位に取付けられている。インターフェイス基板６３
５は、接続ケーブル５０３の一方（本体枠４側）の端部が接続されている。インターフェ
イス基板６３５は、電源基板６３０、払出制御基板６３３、主制御基板、周辺制御基板、
等が接続されると共に、パチンコ機１の外部に設置されているＣＲユニットと接続される
。インターフェイス基板カバー６３６は、払出制御ユニット６２０ｄの一部を覆うように
基板ベース６３４（インターフェイス基板６３５）よりも正面視右方へ延出している。
【０５６７】
［４－９．裏カバー］
　本体枠４における裏カバー６４０について、主に図７６乃至図８２を参照して詳細に説
明する。裏カバー６４０は、本体枠ベースユニット５００の本体枠ベース５０１の遊技盤
挿入口５０１ｂ内に前方から挿入されて取付けられた遊技盤５の後側を覆うものである。
裏カバー６４０は、正面視における右辺が、本体枠ベース５０１の後方延出部５０１ｊの
上下に延びている後端に、上下に延びた軸周りに回転可能に取付けられ、左辺が、払出ベ
ース５５１の裏カバー取付部５５１ｉと上部満タン球経路ユニット６００の裏カバー取付
部６０１ａとに取付けられる。
【０５６８】
　裏カバー６４０は、上下左右に延びた平板の正面視右辺側が前方へ折り曲げられたよう
な形状に形成されており、本体枠４に組立てた状態で、後面が払出ベース５５１の背板上
部５５１ｄの後面と略同一面上に位置するように形成されている。裏カバー６４０は、前
後に貫通し上下に延びている複数のスリット６４１が形成されている。本実施形態では、
裏カバー６４０は、透明な合成樹脂によって形成されており、パチンコ機１の後側から本
体枠４内を視認することができる。
【０５６９】
［４－１０．施錠ユニット］
　本体枠４における施錠ユニット６５０について、主に図９８を参照して詳細に説明する
。図９８（ａ）は本体枠の施錠ユニットを前から見た斜視図であり、（ｂ）は施錠ユニッ
トを後ろから見た斜視図である。施錠ユニット６５０は、本体枠４の本体枠ベース５０１
に取付けられ、本体枠４と扉枠３、本体枠４と外枠２、との間を施錠するものである。
【０５７０】
　施錠ユニット６５０は、本体枠ベース５０１の後方延出部５０１ｊの右側面に取付けら
れ上下に延びているユニットベース６５１と、ユニットベース６５１から前方へ突出して
おり扉枠３と係止可能な複数の扉枠用鉤６５２と、ユニットベース６５１から後方へ突出
しており外枠２と係止可能な複数の外枠用鉤６５３と、ユニットベース６５１の前端下部
から前方へ突出しており回転方向によって扉枠用鉤６５２又は外枠用鉤６５３を上下方向
へ移動させる伝達シリンダ６５４と、を備えている。
【０５７１】
　また、施錠ユニット６５０は、扉枠用鉤６５２を下方へ付勢していると共に外枠用鉤６
５３を上方へ付勢している錠バネ６５５と、ユニットベース６５１の前端における伝達シ
リンダ６５４よりも上方の位置から前方へ突出しており下方へスライドさせることで、外
枠用鉤６５３を下方へ移動させる外枠用開錠レバー６５６と、を備えている。
【０５７２】
　施錠ユニット６５０は、本体枠４に組立てた状態で、複数（三つ）の扉枠用鉤６５２、
伝達シリンダ６５４、及び外枠用開錠レバー６５６が、本体枠ベース５０１の前面よりも
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前方へ突出している。伝達シリンダ６５４は、本体枠ベース５０１のシリンダ挿通口５０
１ｆを通って前方へ突出し、本体枠４に対して扉枠３を閉じた状態とすることで、前端が
扉枠３のシリンダ錠１３０の回転伝達部材１３３と係合し、鍵穴１３２に挿入された鍵の
回転が伝達されて回転する。
【０５７３】
　施錠ユニット６５０は、複数（三つ）の扉枠用鉤６５２が、扉枠３の扉枠ベースユニッ
ト１００における扉枠補強ユニット１１０の鉤掛部材１１６に係止され、複数（二つ）の
外枠用鉤６５３が、外枠２における外枠右組立体２０の上鉤掛部材２４と下鉤掛部材２５
とに係止される。
【０５７４】
　施錠ユニット６５０は、パチンコ機１に組立てた状態で、シリンダ錠１３０の鍵穴１３
２に対応している鍵を差し込んで、正面視反時計回りの方向へ回転させると、伝達シリン
ダ６５４を介して複数の扉枠用鉤６５２が上方へ移動し、本体枠４に対して扉枠３が開錠
される。一方、鍵を正面視時計回りの方向へ回転させると、伝達シリンダ６５４を介して
複数の外枠用鉤６５３が下方へ移動し、外枠２に対して本体枠４が開錠される。本体枠４
に対して扉枠３を開いた状態では、外枠用開錠レバー６５６を下方へスライドさせると、
複数の外枠用鉤６５３が下方へ移動し、外枠２に対して本体枠４が開錠される。このよう
にして、本体枠４と扉枠３との間や、本体枠４と外枠２との間の施錠を、開錠することが
できる。
【０５７５】
　本体枠４と扉枠３との間や、本体枠４と外枠２との間を施錠する場合は、扉枠用鉤６５
２及び外枠用鉤６５３の先端側が細くなるように傾斜しているため、本体枠４に対して扉
枠３を閉じたり、外枠２に対して本体枠４を閉じたりすると、扉枠用鉤６５２や外枠用鉤
６５３が、鉤掛部材１１６や上鉤掛部材２４及び下鉤掛部材２５を乗り越えるように下方
や上方へ移動した後に、錠バネ６５５の付勢力によって施錠状態となる。
【０５７６】
［４－１１．本体枠上部の詳細な構成］
　続いて、本体枠４の上部の詳細な構成について、主に図９９乃至図１０６を参照して詳
細に説明する。図９９（ａ）は本体枠の平面図であり、（ｂ）は（ａ）におけるＢ－Ｂ線
で切断した断面図である。図１００は、本体枠を後ろから見た斜視図において上部を拡大
して示す拡大図である。図１０１（ａ）は球タンクにタンクレール等を組立てた状態で前
上から見た斜視図であり、（ｂ）は（ａ）を前下から見た斜視図である。図１０２は、図
１０１（ａ）を分解して前から見た分解斜視図である。図１０３は、本体枠上部における
球タンクから溢れた遊技球が流通する領域を示す説明図である。図１０４は、本体枠上部
における球タンクから溢れた遊技球の流れを示す説明図である。図１０５は、本体枠上部
における迂回通路への遊技球の流れを示す説明図である。図１０６は、本体枠をヒンジ側
の後ろから見た斜視図においてタンクレール付近を拡大して示す拡大図である。
【０５７７】
　本体枠４は、上述したように、後部が外枠２の枠内に挿入可能とされると共に本体枠上
ヒンジ部材５１０及び本体枠下ヒンジ組立体５２０により外枠２に対して着脱可能且つヒ
ンジ回転可能に取付けられ遊技盤５の外周を支持可能とされた枠状の本体枠ベース５０１
と、本体枠ベース５０１の後側における正面視上辺及び左辺に沿って取付けられている逆
Ｌ字状の払出ベース５５１と、払出ベース５５１に取付けられており左右に延びた箱状（
容器状）で上方へ開放されている球タンク５５２と、球タンク５５２の左側に取付けられ
ており上方へ開放された溝状に左方へ延びているタンクレール５５３と、タンクレール５
５３の上端の一部に取付けられている第一レールカバー５５４と、第一レールカバー５５
４から正面視左方に離間してタンクレール５５３の上端に取付けられている第二レールカ
バー５５５と、第一レールカバー５５４と第二レールカバー５５５の間の位置でタンクレ
ール５５３の上端に取付けられている球整流部材５５６と、タンクレール５５３の下流側
端に取付けられている球止部材５５７と、払出ベース５５１の後側でタンクレール５５３
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の下流側に取付けられており遊技者側へ遊技球Ｂを払出すための払出装置５８０と、を備
えている。
【０５７８】
　球タンク５５２は、平面視の形状が左右方向へ延びた四角形に形成されており正面視に
おいて左側が低くなるように傾斜している底壁５５２ａと、底壁５５２ａの前辺及び後辺
から夫々上方へ延びている前壁５５２ｂ及び後壁５５２ｃと、底壁５５２ａの左右両辺か
ら夫々上方へ延びている左側壁５５２ｄ及び右側壁５５２ｅと、を有し、上側が開放され
ている容器状に形成されている。球タンク５５２には、パチンコ機１が設置される遊技ホ
ール等の島設備から供給される遊技球Ｂが貯留される。
【０５７９】
　また、球タンク５５２は、前壁５５２ｂにおいて上方から切欠いて残りの外周上端縁よ
りも低く形成されている越流部５５２ｆを有している。この越流部５５２ｆは、前壁５５
２ｂにおける左側壁５５２ｄの端部側から反対側（右側壁５５２ｅ側）の端部へ向かって
、前壁５５２ｂの左右方向の長さの約３／４の長さに亘って形成されている。
【０５８０】
　タンクレール５５３は、正面視において右端側（上流側）が球タンク５５２の内部と連
通していると共に、球タンク５５２から遠ざかるように下流側が左右方向の一方側（左方
側）へ延びている。タンクレール５５３は、底部において上流付近から下流端まで延びて
おり遊技球Ｂの流通方向に直交する幅方向が遊技球Ｂを一つのみ流通可能に形成されてい
る樋状の主誘導部５５３ａを有している。主誘導部５５３ａは、正面視左方へ向かうほど
低くなるように傾斜している。また、主誘導部５５３ａは、平面視において、右端側から
左方へ左右方向に延びた軸線に対して平行に右端から左右方向の全長の約１／１０の位置
まで延びた後に、左方へ向かうに従って後方へ移動するように右端から左右方向の全長の
約４／１０の位置まで斜めに延び、そこから左右方向に延びた軸線に対して平行に左端ま
で延びたクランク状に形成されている。タンクレール５５３は、主誘導部５５３ａにおい
て、左端から右方へ左右方向に延びた軸線に対して平行に延びている部位が、同じ幅で上
端まで延びており、この部位の上端に第一レールカバー５５４、第二レールカバー５５５
、及び球整流部材５５６が取付けられることで上側が閉鎖される。また、タンクレール５
５３は、上側が閉鎖される部位において、遊技球Ｂが流通する流路の高さが下流端（左端
）へ向かうに従って低くなるように形成されており、下流端では遊技球Ｂが一つのみ流通
可能な高さ（遊技球Ｂの外径よりも若干高い高さ）に形成されている。
【０５８１】
　また、タンクレール５５３は、主誘導部５５３ａよりも上方で上流端から上側が閉鎖さ
れる部位まで延びており、遊技球Ｂの流通方向に直交する幅方向へ遊技球Ｂが複数並ぶよ
うに主誘導部５５３ａの幅よりも広く膨出していると共に上流端から下流側へ向かって幅
方向が狭くなって主誘導部５５３ａの幅と一致するように変化している膨出部５５３ｂを
有している。この膨出部５５３ｂによって、上流側では幅方向に広がっていた複数の遊技
球Ｂを、下流側へ向かうに従って、幅方向を遊技球Ｂ一つ分の幅となるように整列させる
ことができる。また、膨出部５５３ｂは、上端側から下方の主誘導部５５３ａへ向かうに
従って幅方向が狭くなるように形成されている。このようなことから、タンクレール５５
３は、膨出部５５３ｂを流通している複数の遊技球Ｂを、下流側及び下方側へ向かうに従
って、幅方向が一列となるように整列させることができる。
【０５８２】
　タンクレール５５３の膨出部５５３ｂは、曲率の中心が内部側に配置されており、三次
元的に湾曲した形状に形成されている。膨出部５５３ｂは、湾曲している曲率の中心が、
主誘導部５５３ａよりも上方に配置されているため、タンクレール５５３では、主誘導部
５５３ａと膨出部５５３ｂとの境に、わずかに面取りされた角が形成されている。また、
膨出部５５３ｂは、上流側よりも下流側の方が、湾曲している曲率が大きく形成されてい
る。このようなことから、三次元的に湾曲している膨出部５５３ｂを流通する遊技球Ｂで
は、当接する膨出部５５３ｂの位置によって、膨出部５５３ｂ側からの反力が作用する向
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きが様々に方向へ変化することとなり、膨出部５５３ｂ内において球ガミの発生を抑制さ
せることができる。詳述すると、膨出部５５３ｂを一定に延びている形状に形成した場合
、膨出部５５３ｂ内を流通する遊技球Ｂには、膨出部５５３ｂの内面から常に一定の方向
へ反力が作用することとなり、反力が分散し難くなるため、内部の遊技球Ｂが常に一定の
方向へ押されることで、遊技球Ｂが逃げ難くなり、球詰り（球ガミ）が発生し易くなる。
これに対して、膨出部５５３ｂを三次元的な湾曲面としていることから、遊技球Ｂの位置
によって膨出部５５３ｂの内面から作用する反力の向きが区々となるため、内部を流通す
る複数の遊技球Ｂの押される方向が分散されることで、押された遊技球Ｂを逃げ易くする
ことができ、球詰り（球ガミ）を発生し難くすることができる。
【０５８３】
　また、タンクレール５５３は、透明な素材により形成されており、外側から内部を視認
することができるように構成されている。これにより、仮に、タンクレール５５３内にお
いて球詰り（球ガミ）が発生しても、外側からタンクレール５５３内の遊技球Ｂの状態を
見ることができるため、球詰りしている場所を素早く特定することができる。従って、タ
ンクレール５５３内での球詰りを、素早く解消させることができるため、球詰りの発生に
よる遊技の中断を可及的に短くすることができ、遊技の中断による遊技者の遊技に対する
興趣の低下を抑制させることができる。また、タンクレール５５３を透明にしていること
から、後方からタンクレール５５３を通して本体枠４に取付けられている遊技盤５の後側
（裏ユニット３０００）を視認することができるため、遊技盤５の可動演出ユニット等に
おいて可動の不具合が発生した時に、遊技盤５を本体枠４に取付けたままの状態で、駆動
モータやギアやベルト等の伝達機構の状況を確認することができ、上記と同様の作用効果
を奏することができる。
【０５８４】
　本体枠４は、球タンク５５２の前側に備えられ、前後方向へ延びていると共に左右方向
におけるタンクレール５５３の下流側と同じ側（正面視において左側）が球タンク５５２
の左側壁５５２ｄよりも外方（左方）へ延びており、球タンク５５２から前方へ溢れた遊
技球Ｂを球タンク５５２へ戻すために後端側が越流部５５２ｆと同じ高さで前端側が高く
なるように傾斜している越流面部５０１ｍと、越流面部５０１ｍの後端における球タンク
５５２の左側壁５５２ｄの外側からタンクレール５５３における上側が開放されている膨
出部５５３ｂの上方まで後方へ延び、後端側が低くなるように傾斜していると共に、左右
方向において球タンク５５２から遠ざかっている側（左側）が低くなるように傾斜してお
り、球タンク５５２から越流面部５０１ｍに溢れた遊技球Ｂの一部を誘導する迂回通路５
５２ｇと、を備えている。
【０５８５】
　また、本体枠４は、迂回通路５５２ｇの左右方向両外側のうち球タンク５５２の左側壁
５５２ｄとは反対側に備えられており、左右方向の間隔が遊技球の外径よりも広く、底面
の高さがタンクレール５５３における上側が開放されている部位よりも低い排出部５５１
ｊと、排出部５５１ｊを間にして迂回通路５５２ｇとは反対側で、越流面部５０１ｍより
も低い位置に備えられており、後方から電気配線を接続可能とされている複数の電線接続
端子５５８ａを有した外部端子板５５８と、複数の電線接続端子５５８ａ（外部端子板５
５８）の上側を覆い、上面が越流面部５０１ｍよりも高い位置で水平に延びている端子カ
バー５５１ｋと、を備えている。
【０５８６】
　越流面部５０１ｍは、本体枠ベース５０１に形成されている。越流面部５０１ｍは、正
面視の形状が上下に延びた長方形に形成されているベース本体５０１ａの後面における上
辺から遊技球Ｂの外径の２倍～４倍の距離低い位置から後方へ平板状に延出している。越
流面部５０１ｍは、左右方向の長さが、本体枠ベース５０１の左右方向の長さの約１／３
の長さに形成されており、正面視における左端が、本体枠ベース５０１の左端から左右方
向の全長の１／３よりも右方に位置している。越流面部５０１ｍは、前端から後端までの
高さが、遊技球Ｂの外径の約１／２の高さに形成されている。この越流面部５０１ｍは、
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本体枠４を外枠２に対して閉じた状態で、外枠上部材３０との間に、遊技球Ｂの外径の約
２倍の距離の隙間が形成される。
【０５８７】
　本体枠ベース５０１は、越流面部５０１ｍの左右両側に配置されており、越流面部５０
１ｍの前端と同じ高さで略水平に延びている平板状の左段部５０１ｎ及び右段部５０１ｏ
と、左段部５０１ｎ及び右段部５０１ｏの夫々の左右方向両外側において左段部５０１ｎ
及び右段部５０１ｏよりも上端が高く前後方向へ帯板状に延びており、左右方向へ遊技球
Ｂの外径よりも狭い間隔で列設されている複数のリブ５０１ｐと、を有している。左段部
５０１ｎは、前後方向の長さに対して、左右方向の長さが短く形成されている。また、左
段部５０１ｎは、水平面に対して、正面視において後端右隅が僅かに低くなるように傾斜
している。右段部５０１ｏは、前後方向の長さに対して、左右方向の長さが長く形成され
ている。また、右段部５０１ｏは、水平面に対して、正面視において後端左隅が僅かに低
くなるように傾斜している。
【０５８８】
　本体枠ベース５０１の複数のリブ５０１ｐは、端子カバー５５１ｋの上面よりも高く形
成されており、本体枠４を外枠２に対して閉じた状態では、外枠２の外枠上部材３０の下
面との間の隙間が、遊技球Ｂの外径よりも狭くなる高さに形成されている。
【０５８９】
　本体枠ベース５０１は、本体枠４に組立てた状態で、正面視において、越流面部５０１
ｍの右端が球タンク５５２における越流部５５２ｆの右端と左右方向が一致していると共
に、越流面部５０１ｍの左端が迂回通路５５２ｇの左端と左右方向が度一致しており、右
段部５０１ｏの右端が球タンク５５２の右側壁５５２ｅと左右方向が一致している。
【０５９０】
　迂回通路５５２ｇは、球タンク５５２と一体に形成されている。なお、以下では、底壁
５５２ａ、前壁５５２ｂ、後壁５５２ｃ、左側壁５５２ｄ、及び右側壁５５２ｅで囲まれ
た容器状の領域を、単に球タンク５５２とも称する。迂回通路５５２ｇは、球タンク５５
２の左側壁５５２ｄの外側から左方へ平板状に延出しており前端が越流部５５２ｆと同じ
高さで後端が低くなるように傾斜している通路面５５２ｈと、通路面５５２ｈにおける左
側壁５５２ｄとは反対側の端辺から上方へ左側壁５５２ｄと同じ高さまで延出している堰
部と、を有している。迂回通路５５２ｇの通路面５５２ｈの後端辺は、正面視において後
端辺の左端側（堰部５５２ｉ側）が、球タンク５５２の後壁５５２ｃと同じ位置まで後方
に延びており、その左端側から右端側へ向かうに従って前方へ移動するように斜めに延び
ている。なお、迂回通路５５２ｇの通路面５５２ｈは、左右方向の傾斜を水平にしても良
い。
【０５９１】
　迂回通路５５２ｇは、本体枠４に組立てた状態で、後端が、左右方向へクランク状に延
びているタンクレール５５３において、左右方向に対して斜めに延びている部位の前端側
と沿うように延びている。つまり、迂回通路５５２ｇの後端は、左右方向に対して斜めに
延びている。これにより、迂回通路５５２ｇにより後方へ誘導された遊技球Ｂは、斜めに
なっている後端より、その流通方向が斜めの後端に対して垂直方向となるように変化する
こととなる。迂回通路５５２ｇの斜めに延びている後端は、タンクレール５５３の斜めに
延びている部位と、略平行（タンクレール５５３内における遊技球Ｂの流通方向）に延び
ている。従って、迂回通路５５２ｇの後端からは、タンクレール５５３の流通方向（幅方
向）に対して略垂直な方向へ遊技球Ｂが放出されるため、タンクレール５５３で幅の広い
部位で迂回通路５５２ｇからの遊技球Ｂを受けることができる。また、迂回通路５５２ｇ
からタンクレール５５３内へは、遊技球Ｂの流通方向に対して略垂直方向（直角方向）に
遊技球Ｂが供給されるため、迂回通路５５２ｇからの遊技球Ｂによるタンクレール５５３
内での球詰りを発生し難くすることができる。
【０５９２】
　迂回通路５５２ｇは、後端が、タンクレール５５３の下流側へ向かうに従って後方へ移
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動するように、左右方向に対して斜めに延びているため、迂回通路５５２ｇからタンクレ
ール５５３側へ遊技球Ｂが放出される際に、斜めに延びている後端により、遊技球Ｂを、
タンクレール５５３の幅が狭くなっている下流側よりも幅の広くなっている上流側へ放出
することができ、幅の広い部位に放出することでタンクレール５５３内での球ガミの発生
を抑制することができる。
【０５９３】
　また、迂回通路５５２ｇにより遊技球Ｂを誘導する部位は、タンクレール５５３におい
て、球タンク５５２の左側壁５５２ｄの後部と後壁５５２ｃの正面視左部の外側に該当し
ている。この部位には、球タンク５５２内から、球タンク５５２の案内面部５５２ｊの下
側（開口部５５２ｋの天井側）を潜った遊技球Ｂが流通する。このようなことから、タン
クレール５５３における迂回通路５５２ｇの後方となる部位では、上下方向に積み重なっ
た複数の遊技球Ｂの高さが、開口部５５２ｋの天井の高さ（タンクレール５５３の壁の高
さ）を越えることはない。従って、タンクレール５５３における球タンク５５２の下流側
、つまり、迂回通路５５２ｇの後端側において、上側へ遊技球Ｂを積み重ねることが可能
なスペース（空き）を確保することができるため、迂回通路５５２ｇにより後方へ誘導さ
れた遊技球Ｂを、タンクレール５５３において確実に受取ることができ、タンクレール５
５３から遊技球Ｂが後方へこぼれることはない。
【０５９４】
　球タンク５５２は、前壁５５２ｂ、後壁５５２ｃ、及び左側壁５５２ｄに囲まれた内側
において、左側壁５５２ｄにおける越流部５５２ｆよりも若干低い位置から右方へ低くな
るように延びている平板状の案内面部５５２ｊを有している。案内面部５５２ｊは、前後
方向が前壁５５２ｂから後壁５５２ｃまで延びている。また、案内面部５５２ｊは、正面
視において右端辺が、前壁５５２ｂにおける左端から前壁５５２ｂの左右方向の全長の約
１／３の位置から、前壁５５２ｂにおける左端から前壁５５２ｂの左右方向の全長の約１
／９で前壁５５２ｂから左側壁５５２ｄの前後方向の全長の約１／２付近の位置まで後方
へ斜めに延びた後に、左側壁５５２ｄと平行に後壁５５２ｃの近傍まで延び、そこから後
壁５５２ｃに平行に前後方向が一定の幅で後壁５５２ｃの左端から後壁５５２ｃの左右方
向の全長の約１／３の位置まで延びた形状に形成されている。
【０５９５】
　球タンク５５２には、平面視において、上記のような形状に形成されている案内面部５
５２ｊの右端辺と、当該右端辺の前壁５５２ｂ側の端と後壁５５２ｃ側の端とを結んだ直
線とで囲まれた領域が、上下方向に貫通するように形成された開口部５５２ｋを有してい
る。また、球タンク５５２は、右側壁５５２ｅの前端側と迂回通路５５２ｇの堰部５５２
ｉの前端側に、夫々前壁５５２ｂと同一面上で左右方向外方及び上下方向に延びている平
板状のフランジ部５５２ｌを有している。球タンク５５２は、前壁５５２ｂにおける越流
部５５２ｆを除いた部位の上端縁と、二つのフランジ部５５２ｌの上端縁の高さが、左側
壁５５２ｄや後壁５５２ｃの上端縁（本体枠ベース５０１の左段部５０１ｎ及び右段部５
０１ｏの上面）よりも高く形成されている。
【０５９６】
　球タンク５５２とタンクレール５５３は、互いに組立てた状態では、球タンク５５２の
開口部５５２ｋに、タンクレール５５３の上流端（正面視において右端）が接続されてい
る。また、平面視においてクランク状に左右方向へ延びているタンクレール５５３の斜め
に延びている部位とその左側の左右方向へ真直ぐに延びている部位とは、球タンク５５２
よりも後方に位置（突出）している。そして、球タンク５５２の左側壁５５２ｄの左側の
迂回通路５５２ｇの後端辺は、クランク状に左右方向へ延びているタンクレール５５３の
斜めに延びている部位の前端に位置している。
【０５９７】
　排出部５５１ｊは、払出ベース５５１の上面に形成されている。排出部５５１ｊは、本
体枠４に組立てた状態で、迂回通路５５２ｇよりも低い高さから球タンク５５２の底壁５
５２ａと同じ高さまで後方へ向かって階段状に低くなるように、球タンク５５２における
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正面視左側のフランジ部５５２ｌの後側からタンクレール５５３まで後方へ延びた後に、
タンクレール５５３に沿って左方へタンクレール５５３の上端よりも高くなる位置（第二
レールカバー５５５の左右方向中央付近の位置）まで延びた上で、後方へ向かって延びて
いる。
【０５９８】
　外部端子板５５８は、後面に複数の電線接続端子５５８ａが左右方向へ並んだ状態で取
付けられている。この電線接続端子５５８ａは、レバーの操作により把持部が開いて電気
配線の先端を把持することができワンタッチターミナルである。外部端子板５５８は、本
体枠４に組立てた状態で、タンクレール５５３における上側が第一レールカバー５５４、
第二レールカバー５５５、及び球整流部材５５６により閉鎖される部位の前方に配置され
ている。外部端子板５５８（複数の電線接続端子５５８ａ）の上側を覆う端子カバー５５
１ｋは、払出ベース５５１の上面に形成されている。端子カバー５５１ｋの上面は、球タ
ンク５５２におけるフランジ部５５２ｌの上端と略同じ高さに形成されている。
【０５９９】
　次に、パチンコ機１における本体枠４の上部の作用効果について説明する。まず、越流
面部５０１ｍ、左段部５０１ｎ、右段部５０１ｏ、及び迂回通路５５２ｇは、図１０３に
おいて白抜きの矢印で示すように、越流面部５０１ｍと迂回通路５５２ｇは後端側が低く
なるように傾斜しており、左段部５０１ｎは後端右隅が、右段部５０１ｏは後端左隅が、
夫々低くなるように傾斜している。また、球タンク５５２の底壁５５２ａ及びタンクレー
ル５５３（主誘導部５５３ａ）は、正面視において、夫々左端側が低くなるように傾斜し
ている。また、球タンク５５２の案内面部５５２ｊは、底壁５５２ａとは逆方向の右端側
が低くなるように傾斜している。
【０６００】
　そして、島設備から供給されることで球タンク５５２内に貯留されている遊技球Ｂの量
が増えてくると、まず初めに、外周上端縁のうち最も高さの低い越流部５５２ｆを越えて
球タンク５５２の外側（前方）へ流出させることができ、球タンク５５２から溢れた遊技
球Ｂを越流面部５０１ｍに逃すことができると共に、球タンク５５２から前方の越流面部
５０１ｍへ流出させた遊技球Ｂを、越流面部５０１ｍの傾斜により球タンク５５２内へ戻
すことができる（図１０４を参照）。従って、球タンク５５２内でのこれ以上の遊技球Ｂ
の増加を防止することができるため、球タンク５５２内において遊技球Ｂ同士が強く押し
合うこと（球圧の増加）を抑制させることができ、球タンク５５２内において遊技球Ｂ同
士の噛み合いによる詰り（所謂、球ガミ）の発生を防止することができる。
【０６０１】
　また、迂回通路５５２ｇを備えていることから、図１０５に示すように、球タンク５５
２から越流面部５０１ｍに溢れた遊技球Ｂを、迂回通路５５２ｇを介してタンクレール５
５３へ送ることができる。これにより、越流面部５０１ｍに溜った遊技球Ｂにより球タン
ク５５２内の遊技球Ｂに後方への押圧力が強く作用することを回避させることができ、球
タンク５５２内における遊技球Ｂの詰りを防止することができる。また、迂回通路５５２
ｇを介して遊技球Ｂをタンクレール５５３へ送ることができるため、球タンク５５２や越
流面部５０１ｍから溢れた遊技球Ｂが本体枠４の外側（後側）にこぼれるのを防止するこ
とができる。従って、本体枠４の外側にこぼれた遊技球Ｂが、外枠２と本体枠４との間に
挟まれて本体枠４が開閉できなくなるような不具合の発生を回避させることができる。
【０６０２】
　更に、球タンク５５２から越流面部５０１ｍに溢れた遊技球Ｂの一部を、迂回通路５５
２ｇによりタンクレール５５３の下流側へ誘導することができると共に、球タンク５５２
から遠ざかっている左側に沿った一定の位置から遊技球Ｂをタンクレール５５３へ送るこ
とができるため、迂回通路５５２ｇによってタンクレール５５３へ送られた遊技球Ｂによ
る流れ（圧力）をタンクレール５５３の下流側へ向けさせることができ、タンクレール５
５３内において遊技球Ｂ同士が強く押し合うのを抑制して遊技球Ｂが詰まるのを防止する
ことができる。
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【０６０３】
　また、球タンク５５２の外周上端縁において、越流部５５２ｆ以外の残りの上端縁の高
さを越流部５５２ｆよりも高くしていることから、球タンク５５２と迂回通路５５２ｇと
の間の球タンク５５２における左右方向の一方側の左側壁５５２ｄの上端縁が、越流部５
５２ｆ、つまり、越流面部５０１ｍの後端よりも高くなっている。これにより、球タンク
５５２から越流部５５２ｆを越えて越流面部５０１ｍに溢れた上で、越流面部５０１ｍか
ら迂回通路５５２ｇへ流通している遊技球Ｂが、球タンク５５２の一方側の左側壁５５２
ｄにより遮られることで、迂回通路５５２ｇから球タンク５５２側へ戻ってしまうことを
防止することができ、迂回通路５５２ｇ側の遊技球Ｂが球タンク５５２内の遊技球Ｂを押
圧して球タンク５５２内において遊技球Ｂの詰りが発生することを防止することができる
。
【０６０４】
　更に、上述したように、球タンク５５２と迂回通路５５２ｇとの間の左側壁５５２ｄの
上端縁が、越流面部５０１ｍの後端（迂回通路５５２ｇにおける遊技球Ｂが転動する通路
面５５２ｈ）よりも高くなっているため、越流面部５０１ｍを介することなく遊技球Ｂが
球タンク５５２から迂回通路５５２ｇへ溢れてしまうことを防止することができる。これ
により、迂回通路５５２ｇに対して横（球タンク５５２）からの遊技球Ｂの流入を防止す
ることができるため、迂回通路５５２ｇにおける遊技球Ｂの流れを、前端側の越流面部５
０１ｍから後端側のタンクレール５５３へ向かう一定の方向の流れとすることができ、迂
回通路５５２ｇからタンクレール５５３へ誘導される遊技球Ｂの圧力を一定方向とするこ
とができる。従って、タンクレール５５３内において、遊技球Ｂにかかる圧力の向きがば
らばらとなることで遊技球Ｂ同士が押し合って噛み込んでしまうことを防止することがで
き、遊技球Ｂの詰りの発生を防止することができる。
【０６０５】
　また、タンクレール５５３の底部に、下流端まで延びている主誘導部５５３ａを備えて
いることから、タンクレール５５３内の遊技球Ｂが主誘導部５５３ａに到達することで、
左右方向へ一列に並んだ状態となるため、タンクレール５５３内の遊技球Ｂを整列させる
ことができ、遊技球Ｂを下流側の払出装置５８０へ確実に誘導することができる。また、
タンクレール５５３における上側が開放されている部位において、複数の遊技球Ｂが並ぶ
ことが可能な幅の広い膨出部５５３ｂを備えているため、迂回通路５５２ｇの後端から放
出された遊技球Ｂを確実に受けることができ、上述した作用効果を確実に奏することがで
きる。
【０６０６】
　また、タンクレール５５３の膨出部５５３ｂを、上流端から上側が閉鎖されている部位
まで延びるようにすると共に、上流端から下流側へ向かって幅方向が狭くなって主誘導部
５５３ａの幅と一致するように変化させるようにしているため、複数の遊技球Ｂが膨出部
５５３ｂ内において下流側へ向かうに従って、それらが幅方向に対して一列となるように
整列させられることができる。また、タンクレール５５３における上側が閉鎖されている
部位を、遊技球Ｂが流通する流路の高さが下流端へ向かうに従って低くなるように形成し
ているため、上流側（球タンク５５２側）において高さ方向へ複数段に積み重なっていた
複数の遊技球Ｂを、タンクレール５５３における上側が閉鎖されている部位を通って下流
側へ流通させることで、高さ方向の段数を少なくして一列に整列させることができる。従
って、タンクレール５５３により、複数の遊技球Ｂを、一列に整列させた状態で下流側（
払出装置５８０側）へ誘導することができる。
【０６０７】
　更に、越流面部５０１ｍ及び迂回通路５５２ｇを備えていることから、それらにおいて
或る程度の数の遊技球Ｂを貯留することが可能となると共に、タンクレール５５３に膨出
部５５３ｂを備えていることから、タンクレール５５３内の容積を大きくすることができ
るため、球タンク５５２と合わせてより多くの遊技球Ｂを貯留することができる。
【０６０８】
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　また、迂回通路５５２ｇ及び排出部５５１ｊを間にして球タンク５５２とは反対側に、
電気配線が接続される複数の電線接続端子５５８ａを備えた外部端子板５５８と、複数の
電線接続端子５５８ａ（外部端子板５５８）の上側を覆う端子カバー５５１ｋとを備えて
いるため、島設備から遊技球Ｂが供給される球タンク５５２に対して、電線接続端子５５
８ａ及び端子カバー５５１ｋを遠くすることができるため、島設備から供給された遊技球
Ｂが、球タンク５５２や越流面部５０１ｍにおいて跳ねたり勢いよく供給されたりしても
、電線接続端子５５８ａ等に到達（当接）し難くすることができ、遊技球Ｂの当接により
ショートしたり電気配線が外れたりするような不具合が発生することはない。
【０６０９】
　また、複数の電線接続端子５５８ａを後方へ向けると共に、端子カバー５５１ｋの上面
を、越流面部５０１ｍよりも高くしているため、島設備から球タンク５５２に供給された
遊技球Ｂが球タンク５５２や越流面部５０１ｍで跳ねても、端子カバー５５１ｋの上面に
乗り難くすることができると共に、端子カバー５５１ｋの上面に遊技球Ｂが乗っても、後
側から落下し難くすることができ上述したような不具合の発生を回避させ易くすることが
できる。
【０６１０】
　更に、越流面部５０１ｍから球タンク５５２の案内面部５５２ｊに戻された遊技球Ｂは
、案内面部５５２ｊの傾斜により球タンク５５２の上流側（図１０４において右方向）へ
送られる。これにより、案内面部５５２ｊ上の遊技球Ｂが、球タンク５５２内の遊技球Ｂ
に対して下流方向へ押圧することを防止することができ、球タンク５５２内において遊技
球Ｂの詰りが発生することを防止することができる。
【０６１１】
　また、島設備から球タンク５５２に供給された遊技球Ｂが、球タンク５５２や越流面部
５０１ｍで跳ねて、越流面部５０１ｍの左右両側にある左段部５０１ｎや右段部５０１ｏ
に乗っても、図１０４に示すように、それらの傾斜により遊技球Ｂを越流面部５０１ｍや
迂回通路５５２ｇへ誘導することができ、本体枠４の外側に遊技球Ｂがこぼれることで不
具合が発生するのを防止することができる。
【０６１２】
　また、球タンク５５２からタンクレール５５３側へ遊技球Ｂが流通する際に、遊技球Ｂ
が案内面部５５２ｊの下側を通る構成としているため、案内面部５５２ｊによりタンクレ
ール５５３において上側に積み重なる遊技球Ｂの量（高さ）を、案内面部５５２ｊの下面
よりも高くならないように規制することができる。従って、タンクレール５５３における
球タンク５５２（案内面部５５２ｊ）の下流側、つまり、迂回通路５５２ｇの後端側にお
いて、上側へ遊技球Ｂを積み重ねることが可能なスペース（空き）を確保することができ
、迂回通路５５２ｇにより誘導された遊技球Ｂを確実に受取ることができる。
【０６１３】
　更に、複数の電線接続端子５５８ａ及び端子カバー５５１ｋを、タンクレール５５３に
おける上側が閉鎖されている部位の前方に配置しているため、端子カバー５５１ｋから後
方へ遊技球Ｂが落下しても、その遊技球Ｂがタンクレール５５３に受入られることはなく
、当該遊技球Ｂがタンクレール５５３内の遊技球Ｂに影響を与えて不具合が発生すること
を防止することができる。
【０６１４】
［５．遊技盤の全体構成］
　パチンコ機１における遊技盤５の全体構成について、主に図１０７乃至図１１６を参照
して詳細に説明する。図１０７は、パチンコ機においてセンター役物等を不透明にした遊
技盤の正面図である。図１０８は図１０７の遊技盤を右前から見た斜視図であり、図１０
９は図１０７の遊技盤を左前から見た斜視図であり、図１１０は遊技盤を後ろから見た斜
視図である。図１１１は、センター役物等を透明にした状態の遊技盤の正面図である。図
１１２は遊技盤を主な部材毎に分解して前から見た分解斜視図であり、図１１３は遊技盤
を主な部材毎に分解して後ろから見た分解斜視図である。図１１４は図１０７におけるＣ
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－Ｃ線で切断した断面図であり、図１１５は図１０７におけるＤ－Ｄ線で切断した断面図
である。図１１６は、遊技パネルの面と平行に表ユニットを切断して遊技球が流通する遊
技領域内と障害釘とを現した状態で示す遊技盤の正面図である。
【０６１５】
　パチンコ機１の遊技盤５は、遊技者がハンドルユニット１８０のハンドル１８２を操作
することで遊技球Ｂが打込まれる遊技領域５ａを有している。遊技領域５ａには、遊技球
Ｂの受入れ又は通過により遊技者に対して所定の特典（例えば、所定数の遊技球Ｂの払出
し）を付与する一般入賞口２００１、第一始動口２００２、普通入賞口２００３、第二始
動口２００４、大入賞口２００５、及び役物入賞口２００６が備えられている。この遊技
盤５は、遊技球Ｂが、遊技領域５ａ内の一般入賞口２００１、第一始動口２００２、普通
入賞口２００３、第二始動口２００４、大入賞口２００５、及び役物入賞口２００６等に
、受入れられるように、ハンドル１８２の打込操作と遊技領域５ａ内での遊技球Ｂの流通
とを楽しませる遊技を行うためのものである。
【０６１６】
　遊技盤５は、遊技領域５ａの外周を区画し外形が正面視略四角形状とされた前構成部材
１０００と、前構成部材１０００の後側に取付けられており遊技領域５ａの後端を区画す
る板状の遊技パネル１１００と、を備えている。遊技パネル１１００の前面における遊技
領域５ａ内となる部位には、遊技球Ｂと当接する複数の障害釘Ｎ（図１１６等を参照）が
所定のゲージ配列で植設されている。また、遊技盤５は、遊技パネル１１００の後側下部
に取付けられている基板ホルダ１２００と、基板ホルダ１２００の後面に取付けられてお
り遊技球Ｂを遊技領域５ａ内へ打込むことで行われる遊技内容を制御する主制御基板１３
１０（図１１４及び図１３６等を参照）を有している主制御ユニット１３００と、を備え
ている。
【０６１７】
　また、遊技盤５は、主制御基板１３１０からの制御信号に基づいて遊技状況を表示し前
構成部材１０００の左上隅に遊技者側へ視認可能に取付けられている機能表示ユニット１
４００と、遊技パネル１１００の後側に配置されている周辺制御ユニット１５００と、正
面視において遊技領域５ａの中央に配置されており所定の演出画像を表示可能な演出表示
装置１６００と、遊技パネル１１００の後側に配置されており主制御基板１３１０と周辺
制御基板１５１０との接続を中継しているパネル中継基板１７１０と、遊技パネル１１０
０の前面に取付けられる表ユニット２０００と、遊技パネル１１００の後面に取付けられ
る裏ユニット３０００と、を更に備えている。
【０６１８】
　裏ユニット３０００の後面に演出表示装置１６００が取付けられていると共に、演出表
示装置１６００の後面に周辺制御ユニット１５００が取付けられている。裏ユニット３０
００の後面における演出表示装置１６００の下方に、パネル中継基板１７１０が取付けら
れている。パネル中継基板１７１０は、主制御基板１３１０と、一般入賞口センサ３００
１、第一始動口センサ３００２、第二始動口センサ２４０２、普通入賞口センサ２４０１
、大入賞口センサ２４０３、役物入賞口センサ２５１３、第一Ｖ入賞口センサ２５１４、
第一ハズレ口センサ２５１５、第二Ｖ入賞口センサ３００３、第三ハズレ口センサ３００
４、アウト口左センサ３０３２、及びアウト口右センサ３０３３、始動口ソレノイド２４
１２、アタッカソレノイド２４１４、役物入賞口ソレノイド２５１２、第一振分ソレノイ
ド２５３２、第二振分ソレノイド２５４５、及び第三振分駆動モータ２５５５、等との接
続を中継するためのものである。
【０６１９】
　表ユニット２０００は、遊技領域５ａ内に打込まれた遊技球Ｂを受入可能に常時開口し
ている複数（ここでは三つ）の一般入賞口２００１と、複数の一般入賞口２００１とは遊
技領域５ａ内の異なる位置で遊技球Ｂを受入可能に常時開口している第一始動口２００２
と、遊技領域５ａ内の更に異なる位置で遊技球Ｂを受入可能に常時開口している普通入賞
口２００３と、遊技球Ｂが普通入賞口２００３に受入れられることにより抽選される普通
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抽選結果に応じて遊技球Ｂの受入れが可能となる第二始動口２００４と、第一始動口２０
０２又は第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選される第一特別抽選結果又
は第二特別抽選結果に応じて遊技球Ｂの受入れが可能となる大入賞口２００５と、第一始
動口２００２又は第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選される第一特別抽
選結果又は第二特別抽選結果に応じて遊技球Ｂの受入れが可能となる役物入賞口２００６
と、役物入賞口２００６に受入れられた遊技球Ｂに対して受入の機会が付与される第一Ｖ
入賞口２００７及び第二Ｖ入賞口２００８と、遊技領域５ａ内において不正に作用する磁
気を検知する複数の磁気センサ２０１０と、を備えている。
【０６２０】
　また、表ユニット２０００は、遊技領域５ａ内の左右方向中央で遊技領域５ａの下端の
直上に取付けられており第一始動口２００２を有している始動口ユニット２１００と、始
動口ユニット２１００の正面視左方で内レール１００２に沿うように取付けられており三
つの一般入賞口２００１を有しているサイドユニット２２００と、サイドユニット２２０
０の正面視左方のやや上側に取付けられているサイド左上ユニット２３００と、遊技領域
５ａ内の正面視右下隅となる始動口ユニット２１００の正面視右方に取付けられており普
通入賞口２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５を有しているアタッカユ
ニット２４００と、始動口ユニット２１００及びサイドユニット２２００よりも上方で、
遊技領域５ａ内の正面視略中央やや上寄りに取付けられており役物入賞口２００６、第一
Ｖ入賞口２００７及び第二Ｖ入賞口２００８を有している枠状のセンター役物２５００と
、を備えている。
【０６２１】
　アタッカユニット２４００には、普通入賞口２００３に受入れられた遊技球Ｂを検知す
る普通入賞口センサ２４０１と、第二始動口２００４に受入れられた遊技球Ｂを検知する
第二始動口センサ２４０２と、大入賞口２００５に受入れられた遊技球Ｂを検知する大入
賞口センサ２４０３と、を備えている。センター役物２５００は、役物入賞口２００６に
受入れられた遊技球Ｂを検知する役物入賞口センサ２５１３と、第一Ｖ入賞口２００７に
受入れられた遊技球Ｂを検知する第一Ｖ入賞口センサ２５１４と、第一ハズレ口２５３５
に受け入れられた遊技球Ｂを検知する第一ハズレ口センサ２５１５と、を備えている。
【０６２２】
　裏ユニット３０００は、パネルホルダ１１２０の後面に取付けられ前方が開放されてい
る箱状で後壁に四角い開口部３０１０ａを有している裏箱３０１０と、裏箱３０１０の後
面に取付けられており演出表示装置１６００を着脱可能に取付けるためのロック機構３０
２０と、を備えている。また、裏ユニット３０００は、表ユニット２０００のサイドユニ
ット２２００に設けられている一般入賞口２００１に受入れられた遊技球Ｂを検知する一
般入賞口センサ３００１と、始動口ユニット２１００に設けられている第一始動口２００
２に受入れられた遊技球Ｂを検知する第一始動口センサ３００２と、センター役物２５０
０の第二Ｖ入賞口２００８に受入れられた遊技球Ｂを検知する第二Ｖ入賞口センサ３００
３と、センター役物２５００の第三ハズレ口２５５６に受入れられた遊技球Ｂを検知する
第三ハズレ口センサ３００４と、を備えている（図１３６を参照）。
【０６２３】
　また、裏ユニット３０００は、遊技領域５ａ内に打込まれ、一般入賞口２００１、第一
始動口２００２、普通入賞口２００３、第二始動口２００４、大入賞口２００５、及び役
物入賞口２００６に受入れられなかった遊技球Ｂ（特典が付与されなかった遊技球Ｂ）を
検知するアウト球検知ユニット３０３０と、裏箱３０１０の前端に取付けられている導光
板演出ユニット３１００と、導光板演出ユニット３１００の後方で裏箱３０１０内に取付
けられている裏演出ユニット３２００と、を備えている。
【０６２４】
　裏ユニット３０００の導光板演出ユニット３１００には、始動口ユニット２１００の第
一始動口２００２、サイドユニット２２００の三つの一般入賞口２００１、及びセンター
役物２５００における第三振分装置２５５０の第二Ｖ入賞口２００８や第三ハズレ口２５
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５６に、受入れられた遊技球Ｂを受取って下方へ排出する裏下球排出ユニット３１２０と
、センター役物２５００における第一ハズレ口２５３５、及び第一Ｖ入賞口２００７に受
入れられた遊技球Ｂを受取って下方へ排出する裏右球排出ユニット３１３０と、センター
役物２５００におけるワープ入口２５０１に対して不正に作用する磁気を検知する磁気セ
ンサ（図示は省略）と、を備えられている。
【０６２５】
［５－１．前構成部材］
　遊技盤５における前構成部材１０００について、主に図１１７を参照して詳細に説明す
る。図１１７（ａ）は遊技盤における前構成部材及び遊技パネルを前から見た斜視図であ
り、（ｂ）は前構成部材及び遊技パネルを後ろから見た斜視図である。
【０６２６】
　前構成部材１０００は、全体が透明に形成されている。前構成部材１０００は、正面視
の外形が略正方形とされ、内形が略円形状に前後方向へ貫通しており、内形の内周によっ
て遊技領域５ａの外周を区画している。この前構成部材１０００は、正面視で左右方向中
央から左寄りの下端から時計回りの周方向へ沿って円弧状に延び正面視左右方向中央上端
を通り過ぎて右斜め上部まで延びた外レール１００１と、外レール１００１に略沿って前
構成部材１０００の内側に配置され正面視左右方向中央下部から正面視左斜め上部まで円
弧状に延びた内レール１００２と、内レール１００２の下端の正面視右側で遊技領域５ａ
の最も低くなった位置に形成されており後方へ向かって低くなるように傾斜しているアウ
ト誘導部１００３と、を備えている。
【０６２７】
　また、前構成部材１０００は、アウト誘導部１００３の正面視右端から前構成部材１０
００の右辺付近まで右端側が僅かに高くなるように直線状に傾斜している右下レール１０
０４と、右下レール１００４の右端から前構成部材１０００の右辺に沿って外レール１０
０１の上端の下側まで延びており上部が前構成部材１０００の内側へ湾曲している右レー
ル１００５と、右レール１００５の上端と外レール１００１の上端とを繋いでおり外レー
ル１００１に沿って転動して来た遊技球Ｂが当接する衝止部１００６と、を備えている。
【０６２８】
　また、前構成部材１０００は、内レール１００２の上端に回動可能に軸支され、外レー
ル１００１との間を閉鎖するように内レール１００２の上端から上方へ延出した閉鎖位置
と正面視時計回りの方向へ回動して外レール１００１との間を開放した開放位置との間で
のみ回動可能とされると共に閉鎖位置側へ復帰するように図示しないバネによって付勢さ
れた逆流防止部材１００７を、備えている。
【０６２９】
　更に、前構成部材１０００は、枠内における正面視左右方向中央下部で、アウト誘導部
１００３の後端において前後に貫通しているアウト口１００８を備えている。アウト誘導
部１００３によって後方へ誘導された遊技球Ｂは、アウト口１００８及び後述する裏ユニ
ット３０００のアウト球検知ユニット３０３０を通って前構成部材１０００（遊技パネル
１１００）の後方へ排出される。
【０６３０】
　また、前構成部材１０００は、外レール１００１及び内レール１００２における下端か
ら略垂直に延びた付近の部位の外側、アウト誘導部１００３及び右下レール１００４の下
側、及び右レール１００５の外側、の夫々の部位において、前端から後方へ窪んだ防犯凹
部１００９を備えている。この防犯凹部１００９は、遊技盤５を本体枠４に取付けて、本
体枠４に対して扉枠３を閉じた状態とすると、扉枠３における防犯カバー１７０の後方へ
突出した後方突片１７２が挿入された状態となる。これにより、防犯カバー１７０と遊技
盤５（前構成部材１０００）との間が、防犯カバー１７０の後方突片１７２と前構成部材
１０００の防犯凹部１００９とによって複雑に屈曲した状態となるため、遊技盤５の前面
下方より防犯カバー１７０と前構成部材１０００との間を通してピアノ線等の不正な工具
を遊技領域５ａ内に侵入させようとしても、後方突片１７２や防犯凹部１００９に阻まれ



(105) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

ることとなり、遊技領域５ａ内への不正な工具の侵入を阻止することができる。
【０６３１】
　また、前構成部材１０００は、正面視左下隅において下端から上方へ切欠かれている切
欠部１０１０を備えている。この切欠部１０１０は、遊技パネル１１００の切欠部１１０
３と一致しており、遊技盤５を本体枠４に取付けた時に、切欠部１０１０及び切欠部を貫
通して下部満タン球経路ユニット６１０の下部通常払出通路６１０ａ及び下部満タン払出
通路６１０ｂの前端開口が前方へ臨むようになっている。
【０６３２】
　更に、前構成部材１０００は、正面視において左上隅に形成されており、機能表示ユニ
ット１４００が取付けられる機能表示ユニット取付部１０１１と、左下隅に形成されてい
る証紙貼付部１０１２と、を備えている。
【０６３３】
　また、前構成部材１０００は、略全体が透明に形成されており、後側に配置されている
遊技パネル１１００を前方から視認することができる。
【０６３４】
［５－２．遊技パネル］
　遊技盤５における遊技パネル１１００について、主に図１１７等を参照して詳細に説明
する。遊技パネル１１００は、前構成部材１０００の後面に取付けられており、表ユニッ
ト２０００及び裏ユニット３０００が取付けられるものである。遊技パネル１１００の前
面には、所定のゲージ配列で複数の障害釘Ｎが植設されている（図１１６等を参照）。
【０６３５】
　遊技パネル１１００は、所定厚さ（例えば、１８ｍｍ～２１ｍｍ）のベニヤ合板等の木
質板材によって形成されており、外形が前構成部材１０００の外形と略同形状に形成され
ている。遊技パネル１１００は、遊技領域５ａ内において最も低い位置となり前構成部材
１０００のアウト口１００８と対応した位置に下端から上方へ窪んだアウト凹部１１０１
が形成されている。また、遊技パネル１１００には、前後に貫通しており表ユニット２０
００を取付けるための開口部１１０２が複数形成されている。
【０６３６】
　また、遊技パネル１１００は、正面視左下隅において下端から上方へ切欠かれている切
欠部１１０３を備えている。この切欠部１１０３は、前構成部材１０００の切欠部１０１
０と一致するように形成されており、遊技盤５を本体枠４に取付けた時に、切欠部１０１
０及び切欠部を貫通して貫通して下部満タン球経路ユニット６１０の下部通常払出通路６
１０ａ及び下部満タン払出通路６１０ｂの前端開口が前方へ臨むようになっている。なお
、詳細な図示は省略するが、遊技パネル１１００の前面には、パチンコ機１のコンセプト
に沿った絵柄や装飾が施された装飾シートが貼り付けられている。
【０６３７】
［５－３．基板ホルダ］
　遊技盤５における基板ホルダ１２００について、主に図１１２及び図１１３等を参照し
て詳細に説明する。基板ホルダ１２００は、上方及び前方が開放された横長の箱状に形成
されており、底面が左右方向中央へ向かって低くなるように傾斜している。基板ホルダ１
２００は、底面における左右方向中央において、前端から後方へ向かって切欠かれている
排出部１２０１を有している。この基板ホルダ１２００は、遊技盤５に組立てた状態で、
遊技パネル１１００の後側に取付けられている裏ユニット３０００の下部を下側及び後側
から覆っていると共に、後面に主制御ユニット１３００の主制御基板ボックス１３２０が
取付けられている。
【０６３８】
　基板ホルダ１２００は、パチンコ機１に組立てた状態で、排出部１２０１が、本体枠４
の基板ユニット６２０におけるベースユニット６２０ｂの排出球受部６２８の直上に位置
している。これにより、アウト口１００８及び裏ユニット３０００のアウト球検知ユニッ
ト３０３０を通って遊技パネル１１００の後側へ排出された遊技球Ｂ、及び、表ユニット
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２０００及び裏ユニット３０００から下方へ排出された遊技球Ｂ、を全て受けることがで
き、底面に形成された排出部１２０１から下方の排出球受部６２８へ排出させることがで
きる。
【０６３９】
［５－４．主制御基板ユニット］
　遊技盤５における主制御ユニット１３００について、主に図１１２及び図１１３等を参
照して詳細に説明する。主制御ユニット１３００は、基板ホルダ１２００の後面に着脱可
能に取付けられている。主制御ユニット１３００は、遊技内容及び遊技球Ｂの払出し等を
制御する主制御基板１３１０（図１３６を参照）と、主制御基板１３１０を収容しており
基板ホルダ１２００に取付けられる主制御基板ボックス１３２０と、を備えている。
【０６４０】
　主制御基板ボックス１３２０は、複数の封印機構を備えており、一つの封印機構を用い
て主制御基板ボックス１３２０を閉じると、次に、主制御基板ボックス１３２０を開ける
ためにはその封印機構を破壊する必要があり、主制御基板ボックス１３２０の開閉の痕跡
を残すことができる。従って、開閉の痕跡を見ることで、主制御基板ボックス１３２０の
不正な開閉を発見することができ、主制御基板１３１０への不正行為に対する抑止力が高
められている。
【０６４１】
　主制御ユニット１３００の主制御基板１３１０は、インターフェイス基板６３５、及び
周辺制御基板１５１０と、接続されている。また、主制御基板１３１０は、機能表示ユニ
ット１４００、一般入賞口センサ３００１、第一始動口センサ３００２、普通入賞口セン
サ２４０１、第二始動口センサ２４０２、大入賞口センサ２４０３、役物入賞口センサ２
５１３、第一Ｖ入賞口センサ２５１４、第一ハズレ口センサ２５１５、第二Ｖ入賞口セン
サ３００３、第三ハズレ口センサ３００４、アウト口左センサ３０３２、アウト口右セン
サ３０３３、始動口ソレノイド２４１２、アタッカソレノイド２４１４、役物入賞口ソレ
ノイド２５１２、第一振分ソレノイド２５３２、第二振分ソレノイド２５４５、第三振分
駆動モータ２５５５、磁気センサ２０１０、等と接続されている。
【０６４２】
［５－５．機能表示ユニット］
　遊技盤５における機能表示ユニット１４００について、主に図１０７等を参照して詳細
に説明する。機能表示ユニット１４００は、遊技領域５ａの外側で前構成部材１０００の
左上隅に取付けられている。機能表示ユニット１４００は、パチンコ機１に組立てた状態
で、扉枠３の扉窓１０１ａを通して前方（遊技者側）から視認することができる。この機
能表示ユニット１４００は、主制御基板１３１０からの制御信号に基づき複数のＬＥＤを
用いて、遊技状態（遊技状況）や、普通抽選結果や特別抽選結果等を表示するものである
。
【０６４３】
　機能表示ユニット１４００は、詳細な図示は省略するが、遊技状態を表示する三つのＬ
ＥＤからなる状態表示器と、普通入賞口２００３への遊技球Ｂの受入れにより抽選される
普通抽選結果を表示する二つのＬＥＤからなる普通図柄表示器と、普通入賞口２００３へ
の遊技球Ｂの受入れに係る保留数を表示する二つのＬＥＤからなる普通保留表示器と、を
備えている。
【０６４４】
　また、機能表示ユニット１４００は、第一始動口２００２への遊技球Ｂの受入れにより
抽選された第一特別抽選結果を表示する八つのＬＥＤからなる第一特別図柄表示器と、第
一始動口２００２への遊技球Ｂの受入れに係る保留数を表示する二つのＬＥＤからなる第
一特別保留数表示器と、第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選された第二
特別抽選結果を表示する八つのＬＥＤからなる第二特別図柄表示器と、第二始動口２００
４への遊技球Ｂの受入れに係る保留数を表示する二つのＬＥＤからなる第二特別保留数表
示器と、を備えている。



(107) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

【０６４５】
　更に、機能表示ユニット１４００は、第一特別抽選結果又は第二特別抽選結果が「当り
」等の時に、大入賞口２００５の開閉パターンの繰返し回数（ラウンド数）を表示する五
つのＬＥＤからなるラウンド表示器、を備えている。
【０６４６】
　この機能表示ユニット１４００では、備えられているＬＥＤを、適宜、点灯、消灯、及
び、点滅、等させることにより、保留数や図柄等を表示することができる。
【０６４７】
［５－６．周辺制御ユニット］
　遊技盤５における周辺制御ユニット１５００について、主に図１１０及び図１１３等を
参照して説明する。周辺制御ユニット１５００は、裏ユニット３０００の裏箱３０１０の
後面に取付けられている演出表示装置１６００の後側に取付けられている。周辺制御ユニ
ット１５００は、主制御基板１３１０からの制御信号に基づいて遊技者に提示する演出を
制御する周辺制御基板１５１０（図１３６を参照）と、周辺制御基板１５１０を収容して
いる周辺制御基板ボックス１５２０と、を備えている。周辺制御基板１５１０は、発光演
出、サウンド演出、及び可動演出、等を制御するための周辺制御部１５１１と、演出画像
を制御するための演出表示制御部１５１２と、を備えている。
【０６４８】
　周辺制御ユニット１５００の周辺制御基板１５１０は、主制御基板１３１０、演出操作
ユニット３００、扉枠３側の各種装飾基板、演出表示装置１６００、等と接続されている
。
【０６４９】
［５－７．演出表示装置］
　遊技盤５における演出表示装置１６００について、主に図１１２及び図１１３等を参照
して説明する。演出表示装置１６００は、正面視において遊技領域５ａの中央に配置され
ており、遊技パネル１１００の後側に、裏ユニット３０００の裏箱３０１０を介して取付
けられている。演出表示装置１６００は、裏箱３０１０の後壁の略中央の後面に対して、
着脱可能に取付けられている。演出表示装置１６００は、遊技盤５を組立てた状態で、枠
状のセンター役物２５００の枠内を通して、前側（遊技者側）から視認することができる
。演出表示装置１６００は、白色ＬＥＤをバックライトとした１５ｉｎｃｈのフルカラー
の液晶表示装置である。演出表示装置は、周辺制御基板１５１０に接続されており、所定
の静止画像や動画を表示することができる。
【０６５０】
　演出表示装置１６００は、左側面から左方へ突出している二つの左固定片１６０１と、
右側面から右方へ突出している一つの右固定片１６０２と、を備えている。この演出表示
装置１６００は、液晶画面を前方へ向けた状態で、後述する裏箱３０１０の枠状の液晶取
付部３０１０ｂ内の左内周面に開口している二つの固定溝３０１０ｃに、裏箱３０１０の
斜め後方から二つの左固定片１６０１を挿入した上で、右固定片１６０２側を前方へ移動
させて、右固定片１６０２をロック機構３０２０の開口部内に挿入し、ロック機構３０２
０を背面視において上方へスライドさせることにより、裏箱３０１０に取付けられる。
【０６５１】
［５－８．表ユニットの全体構成］
　遊技盤５における表ユニット２０００について、主に図１１８乃至図１２３等を参照し
て詳細に説明する。図１１８（ａ）は遊技盤における表ユニットを前から見た斜視図であ
り、（ｂ）は遊技盤における表ユニットを後ろから見た斜視図である。図１１９は表ユニ
ットにおける右側の遊技球の流路を示す説明図である。図１２０（ａ）は案内通路群にお
ける第一案内通路を流通する遊技球の流れを示す説明図であり、（ｂ）は案内通路群にお
ける第二案内通路を流通する遊技球の流れを示す説明図である。図１２１（ａ）は役物入
賞口に受入れられた遊技球の流れを示す説明図であり、（ｂ）は（ａ）における第三振分
装置の部位を平面から示す説明図であり、（ｃ）は（ａ）における第二振分装置の部位を
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示す説明図である。
【０６５２】
　また、図１２２は、「小当り」の種類に応じた役物入賞口と第一振分装置及び第二振分
装置の動作のタイミングを示す説明図である。図１２３（ａ）はアタッカユニットにおけ
る遊技球の流れを示す説明図であり、（ａ）におけるＥ－Ｅ線で切断した断面図である。
表ユニット２０００は、遊技パネル１１００に、前方から取付けられており、前端が遊技
パネル１１００の前面よりも前方へ突出していると共に、後端の一部が遊技パネル１１０
０の開口部１１０２内に突出している。
【０６５３】
　表ユニット２０００は、遊技領域５ａ内に打込まれた遊技球Ｂを受入可能としており常
時開口している複数（ここでは三つ）の一般入賞口２００１と、複数の一般入賞口２００
１とは遊技領域５ａ内の異なる位置で遊技球Ｂを受入可能に常時開口している第一始動口
２００２と、遊技領域５ａ内の更に異なる位置に取付けられており遊技球Ｂを受入可能に
常時開口している普通入賞口２００３と、遊技球Ｂが普通入賞口２００３に受入れられる
ことにより抽選される普通抽選結果に応じて遊技球Ｂの受入れが可能となる第二始動口２
００４と、第一始動口２００２又は第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選
される第一特別抽選結果又は第二特別抽選結果に応じて遊技球Ｂの受入れが可能となる大
入賞口２００５と、第一始動口２００２又は第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れに
より抽選される第一特別抽選結果又は第二特別抽選結果に応じて遊技球Ｂの受入れが可能
となる役物入賞口２００６と、役物入賞口２００６に受入れられた遊技球Ｂに対して受入
の機会が付与される第一Ｖ入賞口２００７及び第二Ｖ入賞口２００８と、を備えている。
【０６５４】
　複数（ここでは三つ）の一般入賞口２００１は、遊技領域５ａ内の上下方向中央よりも
下側で、左右方向中央に対して左側に配置されている。第一始動口２００２は、遊技領域
５ａ内の左右方向中央で最下端にあるアウト口１００８の直上に配置されている。普通入
賞口２００３は、遊技領域５ａ内の右端付近で、上下方向の中央に対して下寄りに配置さ
れている。第二始動口２００４は、普通入賞口２００３の左下に配置されている。大入賞
口２００５は、第二始動口２００４と第一始動口２００２との間で第一始動口２００２に
よりも若干低い高さに配置されている。役物入賞口２００６は、普通入賞口２００３の上
方に配置されている。第一Ｖ入賞口２００７は、役物入賞口２００６と普通入賞口２００
３との間の高さに配置されている。第二Ｖ入賞口２００８は、遊技領域５ａ内の左右方向
中央で第一始動口２００２の直上に配置されている。
【０６５５】
　表ユニット２０００は、遊技領域５ａ内の左右方向中央で遊技領域５ａの下端の直上に
取付けられており第一始動口２００２を有している始動口ユニット２１００と、始動口ユ
ニット２１００の正面視左方で内レール１００２に沿うように取付けられており三つの一
般入賞口２００１を有しているサイドユニット２２００と、サイドユニット２２００の正
面視左方のやや上側に取付けられているサイド左上ユニット２３００と、遊技領域５ａ内
の正面視右下隅となる始動口ユニット２１００の正面視右方に取付けられており普通入賞
口２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５を有しているアタッカユニット
２４００と、始動口ユニット２１００及びサイドユニット２２００よりも上方で、遊技領
域５ａ内の正面視略中央やや上寄りに取付けられており役物入賞口２００６、第一Ｖ入賞
口２００７及び第二Ｖ入賞口２００８を有している枠状のセンター役物２５００と、を備
えている。
【０６５６】
［５－８ａ．始動口ユニット］
　表ユニット２０００の始動口ユニット２１００は、遊技領域５ａ内において、左右方向
中央の下端部付近でアウト口１００８の直上に配置されており、遊技パネル１１００に前
方から取付けられている。始動口ユニット２１００は、遊技球Ｂが一つのみ受入可能な幅
で上方へ向かって常時開口している第一始動口２００２を有している。
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【０６５７】
　始動口ユニット２１００は、遊技パネル１１００に取付けることで、第一始動口２００
２が、遊技パネル１１００の前面よりも前方に突出した上で、上方へ開放された状態とな
り、センター役物２５００のステージ２５０３の中央の直下に位置する。従って、ステー
ジ２５０３の中央放出部２５０３ａから下方へ遊技球Ｂが放出されると、極めて高い確率
で第一始動口２００２に受入れられる。
【０６５８】
　始動口ユニット２１００は、遊技パネル１１００に取付けた状態で、第一始動口２００
２に受入れられた遊技球Ｂを遊技パネル１１００の後方へ誘導し、裏ユニット３０００に
おける導光板演出ユニット３１００の裏下球排出ユニット３１２０に受け渡すことができ
る。
【０６５９】
［５－８ｂ．サイドユニット］
　表ユニット２０００のサイドユニット２２００は、遊技領域５ａ内において、始動口ユ
ニット２１００の左方で内レール１００２に沿うように延びており、遊技パネル１１００
に前方から取付けられている。サイドユニット２２００は、遊技球Ｂを常時受入可能に開
口している三つの一般入賞口２００１を備えている。サイドユニット２２００の三つの一
般入賞口２００１は、内レール１００２に沿うように円弧状に列設されている。右側の二
つの一般入賞口２００１は上方へ向けて開口しており、左側の一般入賞口２００１は左上
へ向けて開口している。
【０６６０】
　サイドユニット２２００は、遊技盤５に組立てた状態で、三つの一般入賞口２００１が
遊技パネル１１００の前面よりも前方に突出している。このサイドユニット２２００は、
一般入賞口２００１に受入れられた遊技球を、遊技パネル１１００の後方に誘導し、裏ユ
ニット３０００における導光板演出ユニット３１００の裏下球排出ユニット３１２０に受
け渡すことができる。
【０６６１】
［５－８ｃ．サイド左上ユニット］
　表ユニット２０００のサイド左上ユニット２３００は、遊技領域５ａ内において、サイ
ドユニット２２００の左方で内レール１００２に接するように、遊技パネル１１００に前
方から取付けられている。サイド左上ユニット２３００は、右方へ低くなるように傾斜し
た棚部２３０１を有している。
【０６６２】
　サイド左上ユニット２３００は、遊技盤５に組立てた状態で、棚部２３０１が遊技パネ
ル１１００の前面よりも前方へ突出している。サイド左上ユニット２３００は、センター
役物２５００の左側を流下してきた遊技球Ｂを、棚部２３０１により、センター役物２５
００の下方となる右方側へ誘導することができる。
【０６６３】
［５－８ｄ．アタッカユニット］
　表ユニット２０００のアタッカユニット２４００は、遊技領域５ａ内において、正面視
右下隅となる始動口ユニット２１００の正面視右方に配置されており、遊技パネル１１０
０の前面に前方から取付けられている。このアタッカユニット２４００は、普通入賞口２
００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２００５を備えている（図１１９等を参照）
。
【０６６４】
　アタッカユニット２４００は、正面視における外形形状が、右方へ向かうほど下辺から
の高さが高くなる三角形状に形成されている。このアタッカユニット２４００では、普通
入賞口２００３が右上隅において上方へ向かって常時開口している。第二始動口２００４
は、普通入賞口２００３から遊技球Ｂ一つ分よりも大きく間隔をあけた左下に設けられて
おり、前方へ向かって常時開口している。大入賞口２００５は、第二始動口２００４の左
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下の下端付近に設けられており、前方へ向かって開閉可能に開口可能としている。
【０６６５】
　アタッカユニット２４００は、普通入賞口２００３が遊技球Ｂよりも若干大きい大きさ
で開口している。また、アタッカユニット２４００は、第二始動口２００４が遊技球より
も若干大きい大きさで開口していると共に、大入賞口２００５が左右方向へ遊技球の外径
の約３倍～６倍の幅で開口している。
【０６６６】
　アタッカユニット２４００は、普通入賞口２００３に受入れられた遊技球Ｂを検知する
普通入賞口センサ２４０１と、第二始動口２００４に受入れられた遊技球Ｂを検知する第
二始動口センサ２４０２と、大入賞口２００５に受入れられた遊技球Ｂを検知する大入賞
口センサ２４０３と、不正な磁気を検知する磁気センサ２０１０と、を備えている（図１
３６等を参照）。
【０６６７】
　アタッカユニット２４００は、第二始動口２００４へ遊技球Ｂを誘導可能な第二始動口
扉２４１１と、第二始動口扉２４１１を普通入賞口２００３への遊技球Ｂの受入れにより
抽選される普通抽選結果に応じて開閉させる始動口ソレノイド２４１２と、大入賞口２０
０５を開閉可能な大入賞口扉２４１３と、大入賞口扉２４１３を第一始動口２００２又は
第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選される第一特別抽選結果又は第二特
別抽選結果に応じて開閉させるアタッカソレノイド２４１４と、を備えている。
【０６６８】
　アタッカユニット２４００は、図１１９、図１２０、及び図１２３等に示すように、普
通入賞口２００３の左下で第二始動口２００４の上方に設けられており、左方へ向かって
低くなるように傾斜している第二始動口上誘導棚２４２１と、第二始動口上誘導棚２４２
１の左方に設けられており上下に延びている第二始動口左立壁部２４２２と、第二始動口
上誘導棚２４２１の右端から下方へ延びている第二始動口右立壁部２４２３と、第二始動
口上誘導棚２４２１及び第二始動口左立壁部２４２２の下方で大入賞口２００５よりも右
方に設けられており、左方へ向かって低くなるように傾斜している大入賞口誘導棚２４２
４と、を備えている。
【０６６９】
　第二始動口上誘導棚２４２１は、第二始動口２００４の右端よりも右側の部位から、第
二始動口２００４の左端を越えて、左右方向における第二始動口２００４と大入賞口２０
０５との中央付近まで左方へ延びている。この第二始動口上誘導棚２４２１により、第二
始動口２００４への上方からの遊技球Ｂの受入れが阻止されている。
【０６７０】
　第二始動口左立壁部２４２２は、第二始動口上誘導棚２４２１から左方へ、遊技球Ｂが
一つ通過可能な間隔をあけて設けられている。第二始動口左立壁部２４２２は、第二始動
口上誘導棚２４２１よりも高い位置から、第二始動口上誘導棚２４２１よりも低く第二始
動口２００４の下端よりも高い位置まで垂直に上下に延びている。第二始動口左立壁部２
４２２は、上端が右方へ屈曲されている。
【０６７１】
　第二始動口右立壁部２４２３は、第二始動口上誘導棚２４２１の右端から下方へ、第二
始動口２００４の下端と略同じ高さまで垂直に延びている。この第二始動口右立壁部２４
２３により、第二始動口２００４への右方からの遊技球Ｂの受入れが阻止されている。
【０６７２】
　大入賞口誘導棚２４２４は、第二始動口２００４の下端よりも若干低い高さで、第二始
動口２００４の左端よりも左寄りの部位から、第二始動口２００４の下端から遊技球Ｂ一
つ分下方の高さで、左右方向が第二始動口左立壁部２４２２よりも左方で大入賞口２００
５の右端と略同じ部位まで、左端側が低くなるように左右方向に延びている。大入賞口誘
導棚２４２４は、図示するように、右端側が、上方へ立上るように湾曲しており、右方へ
向かうほど傾斜角度がきつくなっている。
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【０６７３】
　また、アタッカユニット２４００は、普通入賞口２００３の右側において、左方へ向か
って開口しており、遊技球Ｂを大入賞口誘導棚２４２４の下方で大入賞口２００５よりも
低い位置へ誘導するアタッカ右通路２４３０を、備えている。
【０６７４】
　アタッカ右通路２４３０は、普通入賞口２００３の右側の上方において上下に長く左方
に向けて開口している第一開口部２４３１と、普通入賞口２００３と第二始動口上誘導棚
２４２１との間で左上方へ向けて開口している第二開口部２４３２と、第二始動口２００
４の下側で上方に向けて開口している第三開口部２４３３と、大入賞口誘導棚２４２４の
下方における大入賞口２００５の右方で上下に長く左方に向けて開口している第四開口部
２４３４と、第四開口部２４３４の下端と連通しており左方に向けて開口している放出口
部２４３５と、を有している。アタッカ右通路２４３０は、第一開口部２４３１、第二開
口部２４３２、第三開口部２４３３、及び第四開口部２４３４から、遊技球Ｂが内部に進
入可能とされていると共に、放出口部２４３５からのみ遊技球Ｂを外部へ放出可能とされ
ている。
【０６７５】
　アタッカ右通路２４３０は、左方側が下がった複数段の階段状に形成されている。詳述
すると、アタッカ右通路２４３０は、普通入賞口２００３の右側における普通入賞口２０
０３よりも上方の部位から下方へ延びて、普通入賞口２００３よりも下側の高さの部位で
、左方へ屈曲して普通入賞口２００３の下側へ回り込み、普通入賞口２００３の下側で、
第二始動口右立壁部２４２３を左側の壁の一部として下方へ屈曲した後に、大入賞口誘導
棚２４２４よりも下側の高さの部位で、再び左方へ屈曲して大入賞口誘導棚２４２４の中
央より右側の部位の下側において下方へ屈曲してアタッカユニット２４００の下端まで延
びている。
【０６７６】
　アタッカ右通路２４３０は、上下に延びている部位の前側と後側の内壁に、通路内に突
出し左右に延びた複数の突条２４３６が、上下方向へ間隔をあけて設けられている。複数
の突条２４３６は、前側と後側とでは、高さが互い違いとなるように設けられている。こ
れら複数の突条２４３６は、遊技球Ｂが当接することで、遊技球Ｂの下方への速度の増加
を抑制させながら、ジグザグ状に下方へ誘導することができる。
【０６７７】
　アタッカ右通路２４３０は、大入賞口２００５の右方となり上下に長く第四開口部２４
３４が開口している部位に設けられている複数の突条２４３６には、第四開口部２４３４
側の端部から更に通路内に突出している突起部２４３７を有している（図１２３等を参照
）。この突起部２４３７の存在により、アタッカ右通路２４３０内の遊技球Ｂを、第四開
口部２４３４から外部（左方）へ放出されることを防止することができると共に、第四開
口部２４３４を通って外部からアタッカ右通路２４３０内へ遊技球Ｂを進入させることが
できる。従って、アタッカ右通路２４３０に進入した遊技球Ｂは、普通入賞口２００３、
第二始動口２００４、及び大入賞口２００５に受入れられる機会もなく、アタッカユニッ
ト２４００から遊技領域５ａ内に放出される。
【０６７８】
　また、アタッカ右通路２４３０は、大入賞口２００５の右方を通る部位に、第四開口部
２４３４を上下に長く開口させているため、大入賞口誘導棚２４２４から左方へ放出され
た遊技球Ｂが、大入賞口２００５の上方に植設されている複数の障害釘Ｎに当接して、大
入賞口２００５の上方へ大入賞口２００５よりも右方へ流れた遊技球Ｂを、第四開口部２
４３４により受けてアタッカ右通路２４３０内へ進入させることができる。そして、上述
したように、アタッカ右通路２４３０内に進入した遊技球Ｂは、下端の放出口部２４３５
からしか外部へ放出されないため、大入賞口２００５の上方において障害釘Ｎにより右方
へ誘導された遊技球Ｂがアタッカ右通路２４３０の存在により大入賞口２００５側へ跳ね
返ることはない。
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【０６７９】
　従って、大入賞口２００５が開状態の時に、大入賞口誘導棚２４２４から放出された遊
技球Ｂが、障害釘Ｎによって大入賞口２００５よりも右方へ誘導された場合、アタッカ右
通路２４３０に進入して大入賞口２００５に受入れられることはない。このようなことか
ら、大入賞口２００５に隣接して遊技球Ｂの通路（ここでは、アタッカ右通路２４３０）
を設けても、当該通路の壁（第四開口部２４３４）で大入賞口２００５側へ跳ね返って大
入賞口２００５に受入れられることはなく、大入賞口２００５への過度の遊技球Ｂの受入
れを抑制しつつ、大入賞口２００５に隣接して遊技球Ｂの通路を設けることができ、これ
までのパチンコ機では見られなかった通路を有するパチンコ機１とすることができる。
【０６８０】
　第二始動口扉２４１１は、第二始動口２００４の下側から第二始動口左立壁部２４２２
付近まで左右に延びた板状で、始動口ソレノイド２４１２により前後に進退するものであ
る。第二始動口扉２４１１は、左端側から右方の第二始動口２００４側へ向かって低くな
るように傾斜していると共に、第二始動口２００４の部位では後方へ向かって低くなるよ
うに傾斜している。この第二始動口扉２４１１は、通常の状態（閉状態）では、後退して
いる。そのため、第二始動口上誘導棚２４２１と第二始動口左立壁部２４２２との間に進
入した遊技球Ｂは、第二始動口扉２４１１に当接することなく、大入賞口誘導棚２４２４
上へ落下するため、第二始動口２００４に進入する（受入れられる）ことはない。
【０６８１】
　一方、普通当りの状態（開状態）では、第二始動口扉２４１１は前進しているため、第
二始動口上誘導棚２４２１と第二始動口左立壁部２４２２との間に進入した遊技球Ｂが、
第二始動口扉２４１１に当接し、第二始動口扉２４１１により第二始動口２００４側へ誘
導されて、第二始動口２００４に進入する（受入れられる）こととなる。このように、第
二始動口扉２４１１の進退により、第二始動口２００４が開閉することとなる。第二始動
口扉２４１１は、始動口ソレノイド２４１２がＯＦＦ（非通電時）の時は第二始動口２０
０４を閉鎖し、始動口ソレノイドがＯＮ（通電時）の時は第二始動口２００４を開放させ
る。
【０６８２】
　大入賞口扉２４１３は、左右に長い長方形で、一方側の長辺を軸芯として左右方向の軸
周りに回動可能に取付けられている。大入賞口扉２４１３は、アタッカソレノイド２４１
４により、短辺を直立させた状態とすることで、前方へ向かって開口している大入賞口２
００５を閉鎖することができ、他方の長辺側が前方へ移動するように回動させることで、
大入賞口２００５を開放することができ、遊技球Ｂを受入れることができる。この大入賞
口扉２４１３は、アタッカソレノイド２４１４がＯＦＦ（非通電時）の時は大入賞口２０
０５を閉鎖し、アタッカソレノイド２４１４がＯＮ（通電時）の時は大入賞口２００５を
開放させる。
【０６８３】
　アタッカユニット２４００では、普通入賞口２００３に受入れられた遊技球Ｂを、遊技
パネル１１００の後側において、普通入賞口センサ２４０１により検知した後に、下方の
基板ホルダ１２００上に排出する。また、第二始動口２００４に受入れられた遊技球Ｂは
、遊技パネル１１００の後側において、第二始動口センサ２４０２により検知さけた後に
、下方の基板ホルダ１２００上に排出される。更に、大入賞口２００５に受入れられた遊
技球Ｂは、遊技パネル１１００の後側において、大入賞口センサ２４０３により検知さけ
た後に、下方の基板ホルダ１２００上に排出される。
【０６８４】
　このアタッカユニット２４００は、遊技パネル１１００の前面に取付けた状態で、普通
入賞口２００３が、後述するセンター役物２５００における右上側の案内通路群２５２０
の二つの出口の下方でセンター役物２５００のステージ２５０３によりも上方の高さに位
置しており、第二始動口２００４が普通入賞口２００３の左下でセンター役物２５００の
ステージ２５０３との間の高さに位置していると共に、大入賞口２００５が始動口ユニッ
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ト２１００の第一始動口２００２よりも下方に位置している。また、遊技パネル１１００
に取付けた状態では、普通入賞口２００３、第二始動口２００４（第二始動口上誘導棚２
４２１）、及び大入賞口２００５の上方の部位には、複数の障害釘Ｎが植設されている。
【０６８５】
［５－８ｅ．センター役物］
　表ユニット２０００のセンター役物２５００は、遊技領域５ａ内において、始動口ユニ
ット２１００よりも上方で、正面視略中央やや上寄りに配置されており、遊技パネル１１
００の前面に取付けられている。センター役物２５００は、枠状に形成されており、枠内
を通して遊技パネル１１００の後方に配置された演出表示装置１６００や裏ユニット３０
００に備えられている各種演出ユニット等を前方から視認することができる。
【０６８６】
　枠状のセンター役物２５００は、下辺を除いた全周が、遊技パネル１１００の前面より
も前方へ突出しており、遊技領域５ａ内に打込まれた遊技球Ｂが、枠内に侵入できないよ
うになっている。
【０６８７】
　センター役物２５００は、正面視左側の外周面に、遊技領域５ａ内の遊技球Ｂが進入可
能に開口しているワープ入口２５０１と、ワープ入口２５０１に進入した遊技球Ｂを放出
可能とされ枠内に開口しているワープ出口２５０２と、ワープ出口２５０２から放出され
た遊技球Ｂを左右方向に転動させた後に遊技領域５ａ内へ放出可能なステージ２５０３と
、を備えている（図１１６等を参照）。
【０６８８】
　センター役物２５００のステージ２５０３は、左右方向の中央側が窪んだ湾曲状で、始
動口ユニット２１００の第一始動口２００２の直上と対応した位置、つまり、センター役
物２５００を遊技パネル１１００に取付けた状態で左右方向の略中央の位置が、その左右
両側よりも若干高くなるような波状（Ｗ字状）に形成されている。このステージ２５０３
は、左右方向中央の左右両側よりも若干高くなっている部位（中央放出部２５０３ａ）と
、その左右両側の最も低くなっている部位（サイド放出部２５０３ｂ）とが、前方へ向か
って低くなるように傾斜しており、それらの部位から遊技球Ｂを遊技領域５ａ内へ放出さ
せることができる。
【０６８９】
　センター役物２５００は、遊技盤５に組立てた状態で、ステージ２５０３の左右方向中
央の高くなっている部位（中央放出部２５０３ａ）が、始動口ユニット２１００の第一始
動口２００２の直上に位置している。これにより、ステージ２５０３の中央の中央放出部
２５０３ａから遊技球Ｂが放出されると、極めて高い確率で第一始動口２００２に受入れ
られる。
【０６９０】
　また、センター役物２５００は、上側の外周面の一部を構成しており、左右方向の中央
よりも左寄りの位置から右方へ向かって低くなるように傾斜している上右周壁部２５１０
と、右上隅に設けられており遊技球Ｂが流通可能な二つの通路からなる案内通路群２５２
０と、を備えている。上右周壁部２５１０は、遊技盤５に組立てた状態で、前構成部材１
０００の外レール１００１との間に遊技球Ｂが流通可能な所定広さの上流空間部２５０５
を形成するものである。案内通路群２５２０は、アタッカユニット２４００の上方へ遊技
球Ｂを案内するものである。
【０６９１】
　また、センター役物２５００は、案内通路群２５２０の一つの通路の途中に設けられて
おり、第一始動口２００２及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられることで抽選
される第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果に応じて遊技球Ｂが受入可能となる役物入
賞口２００６と、役物入賞口２００６に受入れられた遊技球ＢをＶ入賞側及びハズレ側の
何れかに振分ける第一振分装置２５３０と、第一振分装置２５３０によりＶ入賞側に振分
けられた遊技球Ｂを第一Ｖ入賞口２００７及び第二Ｖ入賞口側の何れかに振分ける第二振
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分装置２５４０と、第二振分装置２５４０により第二Ｖ入賞口側に振分けられた遊技球Ｂ
を第二Ｖ入賞口２００８及びハズレ側の何れかに振分ける第三振分装置２５５０と、を備
えている。
【０６９２】
　また、センター役物２５００は、役物入賞口２００６を開閉可能な役物入賞口扉２５１
１と、役物入賞口扉２５１１を第一始動口２００２又は第二始動口２００４への遊技球Ｂ
の受入れにより抽選された第一特別抽選結果又は第二特別抽選結果に応じて開閉させる役
物入賞口ソレノイド２５１２と、役物入賞口２００６に受入れられた遊技球Ｂを検知する
役物入賞口センサ２５１３と、第一ハズレ口２５３５に受け入れられた遊技球Ｂを検知す
る第一ハズレ口センサ２５１５と、第二振分装置２５４０により振分けられて第一Ｖ入賞
口２００７に受入れられた遊技球Ｂを検知する第一Ｖ入賞口センサ２５１４と、を備えて
いる。
【０６９３】
　案内通路群２５２０は、図１１９及び図１２０等に示すように、センター役物２５００
の枠外に設けられており、上部の入口が衝止部１００６の部位に設けられている第一案内
通路２５２１と、上部の入口が第一案内通路２５２１の入口の左側に隣接して設けられて
いる第二案内通路２５２２と、から構成されている。案内通路群２５２０（第一案内通路
２５２１及び第二案内通路２５２２）は、何れも無色透明な部材により形成されており、
内部を流通する遊技球Ｂを、前方から視認することができる。
【０６９４】
　第一案内通路２５２１は、前構成部材１０００の衝止部１００６から垂直に短く下方へ
延びた後に右方へ直角に屈曲し、右レール１００５に突き当ると、下方へ屈曲して右レー
ル１００５に沿って延び、遊技領域５ａの高さの下から３／４の高さ付近で左方へ屈曲し
て、緩い角度で低くなるように左方へ延び、第二案内通路２５２２の入口よりも遊技球Ｂ
一つ分左側の位置で下方へ屈曲して遊技領域５ａの中央の高さまで延びた上で、右方へ屈
曲して右レール１００５付近まで延び、その後下方へ屈曲して出口が下方へ向かって開口
した形状に形成されている。第一案内通路２５２１は、前後方向へは屈曲しておらず、遊
技パネル１１００の前面と略同一面上で遊技球Ｂを下方へ案内している。
【０６９５】
　役物入賞口２００６は、第一案内通路２５２１における左方へ延びている部位に設けら
れており、当該部位の左右方向の略全長に亘って左右に延びていると共に、上方へ向かっ
て開口している。役物入賞口扉２５１１は、前後に延びていると共に、左端が低くなるよ
うに左右に延びた板状に形成されており、前後に進退することで上方へ開口している役物
入賞口２００６を開閉可能としている。役物入賞口扉２５１１は、前進することで役物入
賞口２００６を閉鎖することができ、役物入賞口２００６を閉鎖している状態では、第一
案内通路２５２１における左方へ延びている部位の底面を形成して、上流側から流通して
きた遊技球Ｂを、第一案内通路２５２１の出口側へ誘導することができる。
【０６９６】
　役物入賞口扉２５１１は、役物入賞口ソレノイド２５１２の駆動によって後退すること
で役物入賞口２００６を開放して、第一案内通路２５２１を流通してきた遊技球Ｂを、役
物入賞口２００６に受入れさせることができる。この役物入賞口扉２５１１は、役物入賞
口ソレノイド２５１２がＯＦＦ（非通電時）の時は役物入賞口２００６を閉鎖し、役物入
賞口ソレノイド２５１２がＯＮ（通電時）の時は役物入賞口２００６を開放させる。
【０６９７】
　第二案内通路２５２２は、上右周壁部２５１０の右端側において、第一案内通路２５２
１の入口から左方へ間隔をあけた部位に、上方へ向かって入口が開口している。第二案内
通路２５２２は、上端の入口から略真直ぐに下方へ延び、第一案内通路２５２１が最初に
右方へ屈曲する部位の高さよりも低い高さの位置で後方へ屈曲した上で、遊技パネル１１
００の前面よりも後側で下方へ屈曲して第一案内通路２５２１と前後方向に並んだ状態で
、第一案内通路２５２１における役物入賞口２００６よりも左側の下方へ延びている部位
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と左右方向が略一致するように下方へ延び、遊技領域５ａの中央の高さの部位でクランク
状に右方へ屈曲した上で下方へ屈曲し、そして、第一案内通路２５２１における下側の右
方へ延びている部位よりも下方の部位で前方へ屈曲した後に、第一案内通路２５２１と前
後方向が同一面となった状態で、第一案内通路２５２１における下側の右方へ延びている
部位の下側に沿って延びるように右方へ屈曲し、その後、第一案内通路２５２１の出口の
左側に隣接するように下方へ屈曲して、出口が下方へ向かって開口した形状に形成されて
いる。
【０６９８】
　第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２は、第一案内通路２５２１における役
物入賞口２００６よりも左側で上下に延びている部位に、互いに前後方向に並ぶことによ
り前方から重なって見える重見部２５２０ａを有している。この重見部２５２０ａでは、
第一案内通路２５２１を流通している遊技球Ｂと、第二案内通路２５２２を流通している
遊技球Ｂの何れも、前方から良好に視認することができるため、遊技者に対して、重見部
２５２０ａを流通している遊技球Ｂが、何れの通路を流通しているのかを判別し辛くする
ことができる。
【０６９９】
　案内通路群２５２０は、第一案内通路２５２１と第二案内通路２５２２とが、重見部２
５２０ａの上側において、上下方向の軸周りに９０度ひねられており、重見部２５２０ａ
の下側において、上下方向の軸周りに上側とは反対方向に９０度ひねられている。第一案
内通路２５２１及び第二案内通路２５２２の夫々の出口は、アタッカユニット２４００に
おける普通入賞口２００３の上方で、下方へ向かって開口している。
【０７００】
　第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２は、夫々遊技球Ｂの流通方向へ間隔を
あけて複数の突起２５２０ｂが設けられており、遊技球Ｂが突起２５２０ｂに当接するこ
とで、その流通速度の増加を抑制させることができる（図１１１を参照）。
【０７０１】
　第一振分装置２５３０は、役物入賞口２００６と第一案内通路２５２１における下側の
右方へ延びている部位との間の高さに設けられていると共に、第一案内通路２５２１（遊
技パネル１１００の前面）よりも後方に設けられている。
【０７０２】
　第一振分装置２５３０は、遊技球Ｂを一つのみ収容可能な収容部２５３１ａを外周面に
有し、前後方向の軸周りに回動可能な振分回転体２５３１と、振分回転体２５３１の収容
部２５３１ａが右方を向いている状態と上方を向いている状態との間で振分回転体２５３
１を回動させるための第一振分ソレノイド２５３２（図１３６等を参照）と、振分回転体
２５３１の外周を覆っている円筒状の周壁部２５３３と、役物入賞口２００６に受入れら
れた遊技球Ｂを、周壁部２５３３における振分回転体２５３１の上側の部位を貫通して振
分回転体２５３１の上側の外周面へ誘導する第一振分誘導路２５３４と、第一振分誘導路
２５３４の下部において後方へ向かって開口しており、振分回転体２５３１の収容部２５
３１ａに収容されなかった遊技球Ｂが進入する第一ハズレ口２５３５と、振分回転体２５
３１の収容部２５３１ａに収容された球技球Ｂが流通し、周壁部２５３３における振分回
転体２５３１の右側の部位を貫通して右方へ延びている第一アタリ通路２５３６と、を備
えている。
【０７０３】
　振分回転体２５３１は、外周面が後方へ窄まった円錐台状に形成されている。第一アタ
リ通路２５３６は、右端側が、後方へ屈曲した後に下方へ屈曲して第二振分装置２５４０
側に連通している。
【０７０４】
　第一振分装置２５３０は、第一振分ソレノイド２５３２がＯＦＦ（非通電）の状態では
、振分回転体２５３１の収容部２５３１ａが右方を向いている。この状態で、役物入賞口
２００６に受入れられた遊技球Ｂが、第一振分誘導路２５３４を通って振分回転体２５３
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１の外周面の上部に当接すると、振分回転体２５３１の外周面が、後方へ窄まった円錐台
状に形成されているため、外周面の傾斜により遊技球が後方へ誘導され、第一ハズレ口２
５３５へ進入することとなる。
【０７０５】
　一方、第一振分ソレノイド２５３２がＯＮ（通電）の状態では、振分回転体２５３１が
反時計回りの方向へ回動して、収容部２５３１ａが上方を向いている（図１２１（ａ）を
参照）。この状態で、役物入賞口２００６に受入れられた遊技球Ｂが、第一振分誘導路２
５３４を通ると、収容部２５３１ａに一つのみ収容される。振分回転体２５３１の収容部
２５３１ａに遊技球Ｂが収容されている状態で、役物入賞口２００６側から更に遊技球Ｂ
が第一振分誘導路２５３４により誘導されてくると、当該遊技球Ｂが収容部２５３１ａに
収容されている遊技球Ｂに当接した後に、後方の第一ハズレ口２５３５に進入することと
なる。第一ハズレ口２５３５に進入した遊技球Ｂは、裏ユニット３０００における導光板
演出ユニット３１００の裏右球排出ユニット３１３０に受け渡され、裏右球排出ユニット
３１３０に設けられている第一ハズレ口センサ２５１５により検知された後に、基板ホル
ダ１２００上に排出される。
【０７０６】
　収容部２５３１ａに遊技球Ｂが収容されている状態で、第一振分ソレノイド２５３２に
より振分回転体２５３１が時計回りの方向へ回動して、収容部２５３１ａが右方を向くと
、収容部２５３１ａに収容されている遊技球Ｂが、収容部２５３１ａから右方の第一アタ
リ通路２５３６側へ転動し、第一アタリ通路２５３６を流通することとなる。第一アタリ
通路２５３６を流通した遊技球Ｂは、次の第二振分装置２５４０へ送られる。
【０７０７】
　このように、第一振分装置２５３０では、役物入賞口２００６に受入れられた遊技球Ｂ
を、第二振分装置２５４０側、又は、第一ハズレ口２５３５側の何れかに振分けることが
できる。
【０７０８】
　第二振分装置２５４０は、図１１６及び図１１９等に示すように、第一振分装置２５３
０よりも下方で、案内通路群２５２０の出口付近の後方に設けられている。第二振分装置
２５４０は、第一振分装置２５３０の第一振分誘導路２５３４及び第一アタリ通路２５３
６等よりも後方に設けられている。
【０７０９】
　第二振分装置２５４０は、図１２１に示すように、第一振分装置２５３０において振分
回転体２５３１の収容部２５３１ａに収容されて第一アタリ通路２５３６側に振分けられ
た遊技球Ｂが流通する上下に延びた第二振分誘導路２５４１と、第二振分誘導路２５４１
の下部の右側面で開口している第一Ｖ入賞口２００７と、第一Ｖ入賞口２００７から右方
へ延びた後に下方へ延びている第一Ｖ入賞通路２５４２と、第一Ｖ入賞通路２５４２内に
設けられており、第一Ｖ入賞口２００７に受入らた遊技球Ｂを検知する第一Ｖ入賞口セン
サ２５１４と、を備えている。
【０７１０】
　また、第二振分装置２５４０は、第二振分誘導路２５４１の下端において上方へ向かっ
て開口している第二ハズレ口２５４３と、第二ハズレ口２５４３の上側に設けられており
、第二ハズレ口２５４３を開閉可能な振分扉２５４４と、振分扉２５４４を進退させて第
二ハズレ口２５４３を開閉させるための第二振分ソレノイド２５４５と、第二ハズレ口２
５４３から左方へ延びた後に下方へ屈曲している第二ハズレ通路２５４６と、を備えてい
る。振分扉２５４４は、前後に進退する平板状で、右側が低くなるように傾斜している。
【０７１１】
　第二振分装置２５４０は、第二振分ソレノイド２５４５がＯＦＦ（非通電）の状態では
、振分扉２５４４が後退しており、第二ハズレ口２５４３が上方へ向かって開放されてい
る。この状態で、第一振分装置２５３０側からの遊技球Ｂが、第二振分誘導路２５４１を
流下してくると、第二ハズレ口２５４３に進入し、第二ハズレ通路２５４６を通って第三
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振分装置２５５０側へ送られる。
【０７１２】
　一方、第二振分ソレノイド２５４５がＯＮ（通電）の状態では、振分扉２５４４が第二
ハズレ口２５４３の上方で前進しており、、振分扉２５４４により第二ハズレ口２５４３
が閉鎖されて遊技球Ｂの受入が不能となっている。この状態で、第一振分装置２５３０側
からの遊技球Ｂが、第二振分誘導路２５４１を流下してくると、振分扉２５４４の上面に
当接した上で、振分扉２５４４の傾斜により右方に誘導されて、第一Ｖ入賞口２００７に
進入する（受入れられる）こととなる。そして、第一Ｖ入賞口２００７に進入した遊技球
Ｂは、第一Ｖ入賞通路２５４２を流通して第一Ｖ入賞口センサ２５１４により検知された
上で、裏ユニット３０００における導光板演出ユニット３１００の裏右球排出ユニット３
１３０を介して基板ホルダ１２００上に排出される。
【０７１３】
　第一振分装置２５３０からの球技球Ｂが、第一Ｖ入賞口２００７に受入れられて第一Ｖ
入賞口センサ２５１４により検知されると、アタッカユニット２４００の大入賞口２００
５が所定の開閉パターンで開閉する「大当り遊技」が実行される。この第二振分装置２５
４０は、透明な案内通路群２５２０を通して前方から視認することができる。
【０７１４】
　このように、第二振分装置２５４０では、第一振分装置２５３０において振分回転体２
５３１の収容部２５３１ａに収容された遊技球Ｂを、第一Ｖ入賞口２００７、又は、第二
ハズレ口２５４３（第三振分装置２５５０）側の何れかに振分けることができる。
【０７１５】
　第三振分装置２５５０は、図１１９及び図１２１等に示すように、センター役物２５０
０の枠内におけるステージ２５０３の上方に設けられている。第三振分装置２５５０は、
第二振分装置２５４０の第二ハズレ通路２５４６の下端と連通しており、遊技球Ｂを左方
へ誘導するクランク状の第三振分誘導路２５５１と、第三振分誘導路２５５１の途中に設
けられており、内部を流通している遊技球Ｂを検知する第三振分検知センサ２５５２と、
センター役物２５００の枠内でステージ２５０３の上方に設けられており、下方へ窪んだ
容器状で第三振分誘導路２５５１により誘導された遊技球Ｂが供給されるクルーン２５５
３と、を備えている。
【０７１６】
　また、第三振分装置２５５０は、クルーンの上面の平面視中央において上下方向の軸周
りに回転可能に設けられている振分回転羽根２５５４と、クルーン２５５３の下方に設け
られており振分回転羽根２５５４を回転させる第三振分駆動モータ２５５５（図１１４を
参照）と、クルーン２５５３の周壁の前端において開口している第二Ｖ入賞口２００８と
、クルーン２５５３の周壁における第二Ｖ入賞口２００８の左右両側で開口している第三
ハズレ口２５５６と、第二Ｖ入賞口２００８及び第三ハズレ口２５５６に受入られた遊技
球Ｂを、夫々区別して下方へ誘導する第三振分球排出通路２５５７と、を備えている。
【０７１７】
　更に、第三振分装置２５５０は、図示は省略するが、クルーン２５５３よりも下側にお
いて振分回転羽根２５５４と一体回転する平歯車状の回転ギアと、回転ギアと噛合してい
る平歯車状の従動ギアと、従動ギアの下面の周縁付近から下方へ突出している平板状の検
知片と、検知片を検知する第三振分回転検知センサと、を備えている。
【０７１８】
　第三振分誘導路２５５１は、第二ハズレ通路２５４６の下端の直下から短く下方へ延び
た後に、左方へ屈曲してクルーン２５５３の右端付近まで延びた上で、クルーン２５５３
内へ向かって下方へ屈曲した、クランク状に形成されている。この第三振分誘導路２５５
１は、平面視において、クルーン２５５３内の右前隅に遊技球Ｂを放出するように形成さ
れている。第三振分検知センサ２５５２は、第三振分誘導路２５５１の入口に設けられて
いる。
【０７１９】
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　クルーン２５５３は、中央が最も低い、横長の楕円形の皿状に形成されている。振分回
転羽根２５５４は、回転軸に対して直角に突出している一対の突片２５５４ａ（図１０８
等を参照）と、上部に設けられており、球体から複数の突起が突出した金平糖状の装飾部
２５５４ｂと、を有している。この振分回転羽根２５５４は、第三振分駆動モータ２５５
５により、一定の方向へ常時回転しており、第三振分回転検知センサにより振分回転羽根
２５５４が回転しているか否かを監視している。振分回転羽根２５５４が回転している状
態で、クルーン２５５３内の遊技球Ｂが突片２５５４ａに当接すると、遊技球Ｂをクルー
ン２５５３の周壁側へ弾くことができる。第二Ｖ入賞口２００８の左右両側に設けられて
いる第三ハズレ口２５５６は、夫々第二Ｖ入賞口２００８と同じ大きさに形成されている
。
【０７２０】
　第三振分装置２５５０は、第三振分駆動モータ２５５５によりクルーン２５５３中央の
振分回転羽根２５５４が常時回転している。そして、第二振分装置２５４０により遊技球
Ｂが第二ハズレ口２５４３に振分けられると、第二ハズレ通路２５４６から第三振分誘導
路２５５１を通ってクルーン２５５３に供給される。その際に、第三振分検知センサ２５
５２によりクルーン２５５３に供給される遊技球Ｂが検知される。この第三振分検知セン
サ２５５２による遊技球Ｂの検知に基いて、クルーン２５５３による遊技球Ｂの振分けに
対応した演出が実行される。
【０７２１】
　第三振分誘導路２５５１からクルーン２５５３に供給された遊技球Ｂは、旋回半径を狭
めながらクルーン２５５３内を旋回（周回）し、振分回転羽根２５５４の突片２５５４ａ
に当接すると、クルーン２５５３の周壁側へ弾かれる。そして、遊技球Ｂが振分回転羽根
２５５４により前方へ弾かれると、第二Ｖ入賞口２００８及び二つの第三ハズレ口２５５
６の何れかに進入する（受入れられる）こととなる。この第三振分装置２５５０では、１
／３の確率で第二Ｖ入賞口２００８へ遊技球Ｂが振分けられる。
【０７２２】
　第二Ｖ入賞口２００８に進入した遊技球Ｂは、第三振分球排出通路２５５７を介して裏
ユニット３０００における導光板演出ユニット３１００の裏下球排出ユニット３１２０に
受け渡され、裏下球排出ユニット３１２０に設けられている第二Ｖ入賞口センサ３００３
により検知された後に、基板ホルダ１２００上に排出される。一方、第三ハズレ口２５５
６に受入れられた遊技球Ｂは、第三振分球排出通路２５５７を介して裏ユニット３０００
における導光板演出ユニット３１００の裏下球排出ユニット３１２０に受け渡され、裏下
球排出ユニット３１２０に設けられている第三ハズレ口センサ３００４により検知された
後に、基板ホルダ１２００上に排出される。
【０７２３】
　このように、第三振分装置２５５０では、第二振分装置２５４０により第二ハズレ口２
５４３に振分けられた遊技球Ｂを、第二Ｖ入賞口２００８、又は、第三ハズレ口２５５６
の何れかに振分けることができる。
【０７２４】
［５－８ｆ．遊技領域内での遊技球の流れ］
　次に、遊技領域５ａ内での遊技球Ｂの流れについて、主に図１１６、図１１９乃至図１
２３等を参照して詳細に説明する。遊技盤５に組立てた状態では、センター役物２５００
が遊技領域５ａの中央に対して右上寄りに設けられている。遊技領域５ａ内において、セ
ンター役物２５００よりも左側の部位と下側の部位、及びアタッカユニット２４００とセ
ンター役物２５００との間の部位に、複数の障害釘Ｎが所定のゲージ配列で植設されてい
る。また、センター役物２５００の左側でサイド左上ユニット２３００の上方に、遊技球
Ｂの当接により回転する風車Ｗが設けられている。
【０７２５】
　センター役物２５００の左側に植設されている複数の障害釘Ｎは、センター役物２５０
０の左側に打込まれた遊技球Ｂを、センター役物２５００のワープ入口２５０１、風車Ｗ
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の中心よりも右側の部位、へ主に進入するように調整されていると共に、それらより低い
確率で、風車Ｗの中心よりも左側の部位へ進入するように調整されている。
【０７２６】
　センター役物２５００における案内通路群２５２０の下端とアタッカユニット２４００
の普通入賞口２００３との間に植設されている複数の障害釘Ｎは、案内通路群２５２０の
第一案内通路２５２１を流通した遊技球Ｂが、アタッカ右通路２４３０の第一開口部２４
３１、普通入賞口２００３、普通入賞口２００３の左側、の何れにも同じような確率で進
入するように調整されていると共に、第二案内通路２５２２を流通した遊技球Ｂが、普通
入賞口２００３及び普通入賞口２００３の左側へ、アタッカ右通路２４３０の第一開口部
２４３１よりも高い確率で進入するように調整されている。
【０７２７】
　遊技領域５ａ内には、遊技球Ｂが、外レール１００１と内レール１００２とに案内され
て左側から遊技領域５ａの周縁に沿って上部に打込まれる。遊技領域５ａ内に対してセン
ター役物２５００の左側を流通するように遊技球Ｂを打込んだ場合、図１１６に示すよう
に、センター役物２５００の左側に植設されている複数の障害釘Ｎにより、センター役物
２５００のワープ入口２５０１、又は、風車Ｗの中心よりも右側の部位、の何れかに進入
するように誘導され、それらよりも低い確率で風車Ｗの中心よりも左側の部位に進入する
ように誘導される。
【０７２８】
　風車Ｗの中心よりも左側の部位に誘導された遊技球Ｂは、サイド左上ユニット２３００
の棚部２３０１により、右方へ誘導されてサイドユニット２２００へ流下する。そして、
サイドユニット２２００に設けられている三つの一般入賞口２００１に受入れられる可能
性がある。一般入賞口２００１に受入れられた遊技球Ｂは、遊技パネル１１００の後方へ
誘導された後に、裏ユニット３０００における導光板演出ユニット３１００の裏下球排出
ユニット３１２０に受け渡されて、一般入賞口センサ３００１により検知された上で基板
ホルダ１２００上に排出される。一般入賞口センサ３００１により遊技球Ｂが検知される
と、所定数の遊技球Ｂが払出される特典が付与される。風車Ｗの中心よりも左側の部位へ
誘導された遊技球Ｂは、第一始動口２００２に受入れられることは殆んどない。そして、
一般入賞口２００１に受入れられなかった遊技球Ｂは、アウト口１００８から遊技領域５
ａ外へ排出される。
【０７２９】
　風車Ｗの中心よりも右側に誘導された遊技球Ｂは、センター役物２５００の下辺に沿っ
て斜めに列設されている複数の障害釘Ｎにより、左右方向の中央（第一始動口２００２）
側へ誘導され、第一始動口２００２に受入れられる可能性がある。また、風車Ｗの中心よ
りも右側に誘導された遊技球Ｂは、斜めに列設されている複数の障害釘Ｎの間を通って、
サイドユニット２２００上へ流下することがあり、サイドユニット２２００の一般入賞口
２００１に受入れられる可能性がある。
【０７３０】
　センター役物２５００のワープ入口２５０１に進入した（受入れられた）遊技球Ｂは、
ワープ出口２５０２からステージ２５０３に供給される。ステージ２５０３に供給された
遊技球Ｂは、ステージ２５０３上を転動して左右に行ったり来たりして、左右方向中央部
分から前方へ放出される。ステージ２５０３の中央の中央放出部２５０３ａから遊技球Ｂ
が遊技領域５ａ内に放出されると、その中央放出部２５０３ａが第一始動口２００２の直
上に位置していることから、高い確率で第一始動口２００２に受入れられる。中央放出部
２５０３ａの左右両側のサイド放出部２５０３ｂから遊技球Ｂが放出されると、或る程度
の確率で第一始動口２００２に受入れられる。
【０７３１】
　第一始動口２００２に受入れられた遊技球Ｂは、遊技パネル１１００の後方へ誘導され
た後に、裏ユニット３０００における導光板演出ユニット３１００の裏下球排出ユニット
３１２０に受け渡されて、第一始動口センサ３００２により検知された上で基板ホルダ１
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２００上に排出される。第一始動口センサ３００２により遊技球Ｂが検知されると、第一
特別抽選結果の抽選が行われると共に所定数の遊技球Ｂが払出される等の特典が付与され
る。ステージ２５０３から放出されて第一始動口２００２に受入れられなかった遊技球Ｂ
は、アウト口１００８から遊技領域５ａ外へ排出される。
【０７３２】
　なお、遊技領域５ａ内におけるセンター役物２５００の左側に遊技球Ｂは、普通入賞口
２００３や第二始動口２００４に受入れられる可能性はないと共に、まれに、開放されて
いる大入賞口２００５に受入れられることがある。
【０７３３】
　本実施形態の遊技盤５では、センター役物２５００の右側へ打込んだ遊技球Ｂが第二始
動口２００４に受入れられる確率に対して、センター役物２５００の左側へ打込んだ遊技
球Ｂが第一始動口２００２に受入れられる確率の方が、高く設定されている。
【０７３４】
　上記に対して、本実施形態の遊技盤５では、センター役物２５００の上右周壁部２５１
０の上方（上流空間部２５０５）に遊技球Ｂが進入する強さで遊技球Ｂを打込むと、案内
通路群２５２０の第一案内通路２５２１又は第二案内通路２５２２の何れかを遊技球Ｂが
流通する。
【０７３５】
　具体的に詳述すると、遊技球Ｂを、遊技領域５ａの周縁の一部を構成する外レール１０
０１から内方へ突出している衝止部１００６に当接する強さで打込む（所謂、右打ちする
）と、衝止部１００６に当接した遊技球Ｂが第一案内通路２５２１に進入する（図１２０
（ａ）を参照）。この第一案内通路２５２１に進入した遊技球Ｂは、第一案内通路２５２
１の途中の役物入賞口２００６を閉鎖している役物入賞口扉２５１１の上面を転動した上
で、案内通路群２５２０の下端の右側の出口から下方のアタッカユニット２４００側へ放
出される。
【０７３６】
　第一案内通路２５２１の出口から下方へ放出された遊技球Ｂは、アタッカユニット２４
００との間に植設されている複数の障害釘Ｎにより、アタッカ右通路２４３０の第一開口
部２４３１、普通入賞口２００３、及び普通入賞口２００３の左側の部位、の何れかに対
して、同じような確率で進入するように誘導される。
【０７３７】
　一方、上流空間部２５０５に打込まれた遊技球Ｂが第二案内通路２５２２の入口に進入
して、第二案内通路２５２２を流通すると、後方へひねられて重見部２５２０ａにおいて
第一案内通路２５２１と前後方向に並んだ後に、前方へひねられて第一案内通路２５２１
の出口の左側の出口から下方のアタッカユニット２４００側へ放出される。
【０７３８】
　第二案内通路２５２２の出口から下方へ放出された遊技球Ｂは、アタッカユニット２４
００との間に植設されている複数の障害釘Ｎにより、普通入賞口２００３又は普通入賞口
２００３の左側の部位の何れかに進入するように誘導され、まれに、アタッカ右通路２４
３０の第一開口部２４３１に進入するように誘導される。
【０７３９】
　そして、普通入賞口２００３の右側の第一開口部２４３１を通ってアタッカ右通路２４
３０に進入した遊技球Ｂは、大入賞口２００５よりも下側となる放出口部２４３５から右
下レール１００４上に放出され、アウト口１００８から遊技領域５ａ外へ排出される。ま
た、普通入賞口２００３に進入した遊技球Ｂは、普通入賞口センサ２４０１により検知さ
れて遊技領域５ａ外の基板ホルダ１２００上に排出される。この普通入賞口センサ２４０
１による遊技球Ｂの検知により、普通抽選が行われると共に所定数の遊技球Ｂが払出され
る等の特典が付与される。
【０７４０】
　また、普通入賞口２００３の左側の部位に進入した遊技球Ｂは、更に複数の障害釘Ｎに
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当接して、第二始動口上誘導棚２４２１上に流下する。なお、普通入賞口２００３の左側
の部位に進入した遊技球Ｂは、まれに普通入賞口２００３と第二始動口上誘導棚２４２１
との間の第二開口部２４３２を通って、アタッカ右通路２４３０に進入することがある。
そして、第二始動口上誘導棚２４２１上に流下した遊技球Ｂは、第二始動口上誘導棚２４
２１と第二始動口左立壁部２４２２との間を通って大入賞口誘導棚２４２４上へ流下する
。
【０７４１】
　この際に、普通入賞口２００３に遊技球Ｂが受入れられて普通抽選結果として「普通当
り」が抽選されている場合、第二始動口２００４が所定のパターンで開状態となるため、
第二始動口上誘導棚２４２１と第二始動口左立壁部２４２２との間を通った遊技球Ｂが、
第二始動口２００４に受入れられる可能性がある。そして、遊技球Ｂが第二始動口２００
４に受入れられると、第二始動口センサ２４０２に検知された後に、遊技領域５ａ外とな
る基板ホルダ１２００上に排出される。第二始動口センサ２４０２により遊技球Ｂが検知
されると、第二特別抽選結果の抽選が行われると共に所定数の遊技球Ｂが払出される等の
特典が付与される。
【０７４２】
　第二始動口上誘導棚２４２１と第二始動口左立壁部２４２２との間を通って大入賞口誘
導棚２４２４上に流下した遊技球Ｂは、大入賞口誘導棚２４２４の左端から大入賞口２０
０５の上方の部位へ放出される。そして、大入賞口誘導棚２４２４から遊技球Ｂが放出さ
れた際に、第一始動口２００２や第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられて第一特別
抽選結果や第二特別抽選結果として「大当り」が抽選されている場合、或いは、第一Ｖ入
賞口２００７や第二Ｖ入賞口２００８に遊技球Ｂが受入れられた場合、大入賞口２００５
が所定のパターンで開閉するため、大入賞口誘導棚２４２４から左方へ放出された遊技球
Ｂが、高い確率で大入賞口２００５に受入れられることとなる。
【０７４３】
　大入賞口２００５に受入れられた遊技球Ｂは、大入賞口センサ２４０３により検知され
た上で、遊技領域５ａ外の基板ホルダ１２００上に排出される。この大入賞口センサ２４
０３による遊技球Ｂの検知により、所定数の遊技球Ｂが払出される特典が付与される。な
お、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２を通ってアタッカユニット２４００
側に放出された遊技球Ｂが、普通入賞口２００３、第二始動口２００４、及び大入賞口２
００５の何れにも受け入れられなかった場合は、遊技領域５ａの下端のアウト口１００８
から、遊技領域５ａ外となる遊技パネル１１００の後方の下方へ排出される。
【０７４４】
　なお、上記では、右打ちした場合を説明したが、上右周壁部２５１０の右端付近で開口
している第二案内通路２５２２の入口を飛び越えるような強さで打込まれた遊技球Ｂも、
第一案内通路２５２１に進入することとなり、上記と同様の結果となる。
【０７４５】
　上記のように、案内通路群２５２０とアタッカユニット２４００との間に植設されてい
る複数の障害釘Ｎにより、第一案内通路２５２１よりも第二案内通路２５２２を流通した
遊技球Ｂの方が、普通入賞口２００３に受入れられる可能性が高くなっている。
【０７４６】
　ところで、第一始動口２００２や第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられて第一特
別抽選結果や第二抽選結果として「小当り」が抽選された場合、第一案内通路２５２１の
途中に設けられている役物入賞口２００６が所定のパターンで開閉すると共に、第一振分
装置２５３０の振分回転体２５３１及び第二振分装置２５４０の振分扉２５４４が所定の
パターンで動作する。従って、「小当り」が抽選された場合、役物入賞口２００６が開閉
することから、遊技者に対して、遊技球Ｂが役物入賞口２００６に受入れられるようにす
るために、役物入賞口２００６が設けられている第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが流通
するように、「右打ち」を行わせることができる。
【０７４７】
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　本実施形態では、「小当り」は、「大当り」よりも抽選される確率が高く、「小当り」
として、「第一小当り」、「第二小当り」、「第三小当り」の三つのパターンが設定され
ており、何れのパターンも役物入賞口２００６が大別して２回開閉する。
【０７４８】
　まず、各「小当り」における役物入賞口２００６の開閉について詳述する。図１２２に
示すように、「第一小当り」は、実行開始から一定時間（３０００ｍｓ）経過した後に、
役物入賞口２００６が、短い時間（８０ｍｓ）開状態となり、その後、閉状態となって短
い時間（１２５２ｍｓ）経過した後に、再び短い時間（８０ｍｓ）開状態となった上で閉
状態となって完了する。「第二小当り」は、実行開始から一定時間（３０００ｍｓ）経過
した後に、役物入賞口２００６が、短い時間（８０ｍｓ）開状態となり、その後、閉状態
となって「第一小当り」よりも長い時間（５４２０ｍｓ）経過した後に、長い時間（９４
１４ｍｓ）開状態となった上で閉状態となって完了する。「第三小当り」は、実行開始か
ら一定時間（３０００ｍｓ）経過した後に、役物入賞口２００６が、短い時間（８０ｍｓ
）開状態となり、その後、閉状態となって「第二小当り」よりも長い時間（１９３６６ｍ
ｓ）経過した後に、長い時間（９４０４ｍｓ）開状態となった上で閉状態となって完了す
る。
【０７４９】
　「第一小当り」における役物入賞口２００６の２回目の開状態は、実行開始から「第一
小当り」が完了する時間よりも後に開始される。また、「第三小当り」における役物入賞
口２００６の２回目の開状態は、実行開始から「第二小当り」が完了する時間よりも後に
開始される。
【０７５０】
　なお、図１２２において、「第二小当り」及び「第三小当り」における２回目の長い時
間の開状態では、８回の開状態（８０ｍｓ）が一定の間隔（１２５２ｍｓ）で繰り返され
ている。つまり、役物入賞口２００６は、「第一小当り」では２回、「第二小当り」及び
「第三小当り」では９回、開閉する（開状態となる）。
【０７５１】
　次に、「小当り」における第一振分装置２５３０の振分回転体２５３１の動作は、実行
開始と同時に反時計回りに回動して所定時間（３０２０ｍｓ）収容部２５３１ａを上方へ
向けた１回目の収容可能状態となり、その後、時計回りに回動して収容部２５３１ａを右
方へ向けた収容不能状態となって所定時間（４５６０ｍｓ）経過すると、１回目よりも長
い時間（１３４４６ｍｓ）２回目の収容可能状態となり、短時間（５００ｍｓ）収容不能
状態となった後に、２回目と同じ時間（１３４４６ｍｓ）３回目の収容可能状態となった
上で、収容不能状態となる。
【０７５２】
　この振分回転体２５３１は、１回目の収容可能状態が、「小当り」における役物入賞口
２００６の１回目の開状態の途中で終了して収容不能状態となる。また、振分回転体２５
３１は、実行開始から「第一小当り」が完了する時間よりも後に２回目の収容可能状態と
なる。従って、「第一小当り」の時には、２回目の収容可能状態となる前に、振分回転体
２５３１の制御が終了し、２回目と３回目の収容可能状態は実行されない。この振分回転
体２５３１は、２回目の収容可能状態が、「第二小当り」における役物入賞口２００６の
２回目の開状態よりも前に開始され、当該２回目の開状態が閉状態となった後で、収容不
能状態となる。
【０７５３】
　また、振分回転体２５３１は、実行開始から「第二小当り」が完了する時間よりも後に
３回目の収容可能状態となる。従って、「第二小当り」の時には、３回目の収容可能状態
となる前に、振分回転体２５３１の制御が終了し、３回目の収容可能状態は実行されない
。つまり、振分回転体２５３１は、「第一小当り」の時には１回、「第二小当り」の時に
は２回、「第三小当り」の時には３回、夫々収容可能状態となる。この振分回転体２５３
１は、３回目の収容可能状態が、「第三小当り」における役物入賞口２００６の２回目の
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開状態よりも前に開始され、当該２回目の開状態が終了して閉状態となった後で、収容不
能状態となる。
【０７５４】
　次に、「小当り」における第二振分装置２５４０の振分扉２５４４の動作は、実行開始
と同時に前方へ突出して所定時間（３０２０ｍｓ）第二ハズレ口２５３５を閉鎖する１回
目の閉状態（第一Ｖ入賞口２００７へ振分可能な状態）となり、その後、後退して第二ハ
ズレ口２５３５が開放された開状態（第三振分装置２５５０へ振分ける状態）となって所
定時間（２３００６ｍｓ）経過すると、１回目の開状態よりも長い時間（１３４４６ｍｓ
）２回目の閉状態となった上で、開状態となる。
【０７５５】
　この振分扉２５４４は、１回目の閉状態が、「小当り」における役物入賞口２００６の
１回目の開状態の途中で終了して開状態となる。また、第二振分装置２５４０は、振分扉
２５４４の２回目の閉状態が、「第三小当り」における役物入賞口２００６の２回目の開
状態の途中から開始され、役物入賞口２００６の２回目の開状態が閉状態となった後で、
振分扉２５４４が閉状態から開状態となる。従って、第二振分装置２５４０では、「第三
小当り」の時のみ、振分扉２５４４の２回目の閉状態が実行され、「第一小当り」や「第
二小当り」の時には振分扉２５４４の２回目の閉状態は実行されない。
【０７５６】
　このようなことから、「第一小当り」では、役物入賞口２００６の開閉が、短時間に２
回、実行されるため、「右打ち」により第一案内通路２５２１を流通している遊技球Ｂが
、役物入賞口２００６の受入れられる可能性は低い。また、「第二小当り」及び「第三小
当り」における役物入賞口２００６の１回目の開状態も、短時間であることから、遊技球
Ｂが役物入賞口２００６の受入れられる可能性は低い。また、第一振分装置２５３０おけ
る振分回転体２５３１の１回目の収容可能状態が、「小当り」における役物入賞口２００
６の１回目の開状態と重なっている時間が、役物入賞口２００６の１回目の開状態の時間
よりも短いため、役物入賞口２００６の１回目の開状態の時に、役物入賞口２００６に受
入れられた遊技球Ｂが、振分回転体２５３１の収容部２５３１ａに収容される可能性は更
に低い。そして、振分回転体２５３１の１回目の収容可能状態と、第二振分装置２５４０
における振分扉２５４４の１回目の閉状態とが終了する時間が同じであるため、振分回転
体２５３１の１回目の収容可能状態の時に、収容部２５３１ａに収容された遊技球Ｂが、
第一Ｖ入賞口２００７側へ振分けられることはない。
【０７５７】
　一方、「第二小当り」及び「第三小当り」における役物入賞口２００６の２回目の開状
態は、時間が長いため、第一案内通路２５２１を通って、遊技球Ｂが役物入賞口２００６
に受入れられる可能性は高い。この際に、第一振分装置２５３０の振分回転体２５３１が
、役物入賞口２００６が開状態となる前に収容可能状態となった上で、役物入賞口２００
６が開状態から閉状態となった後に収容不能状態となるため、２回目の開状態の時の役物
入賞口２００６に受入れられた遊技球Ｂが、振分回転体２５３１の収容部２５３１ａに収
容される可能性は高い。
【０７５８】
　このように、本例では「第二小当り」及び「第三小当り」における役物入賞口２００６
の１回目の開状態において遊技球Ｂが役物入賞口２００６の受入れられる可能性は低いこ
とに加えて、役物入賞口２００６の１回目の開状態の時に、役物入賞口２００６に受入れ
られた遊技球Ｂが、振分回転体２５３１の収容部２５３１ａに収容される可能性は更に低
いにもかかわらず、小当り遊技状態の実行開始と同時に振分回転体２５３１を反時計回り
に回動して収容部２５３１ａを上方へ向けた収容可能状態とし、所定期間（３０２０ｍｓ
）収容部２５３１ａを上方へ向けた後に時計回りに回動して収容部２５３１ａを右方へ向
けた収容不能状態としている。即ち、小当り遊技状態の開始直後には振分回転体２５３１
が遊技球Ｂを第一アタリ通路２５３６側に振り分ける可能性は低いものの、振分回転体２
５３１が遊技球Ｂを第一アタリ通路２５３６側に振り分ける動作を実行して振分回転体２
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５３１による振り分け動作を事前に示すようになっている。
【０７５９】
　同様に、小当り遊技状態の開始直後には振分回転体２５３１が遊技球Ｂを第一アタリ通
路２５３６側に振り分ける可能性は低いものの、小当り遊技状態の実行開始と同時に第二
振分装置２５４０の振分扉２５４４を前方へ突出して第二ハズレ口２５３５を閉鎖するこ
とで第一Ｖ入賞口２００７へ振分可能な状態とし、所定時間（３０２０ｍｓ）経過後に後
退して第二ハズレ口２５３５が開放することで第三振分装置２５５０へ振分ける状態とす
るようになっている。即ち、小当り遊技状態の開始直後には振分扉２５４４が遊技球Ｂを
第一Ｖ入賞口２００７側に振り分ける可能性は低いものの、振分扉２５４４が遊技球Ｂを
第一Ｖ入賞口２００７側に振り分ける動作を実行して振分扉２５４４による振り分け動作
を事前に示すようになっている。
【０７６０】
　本例では振分回転体２５３１及び振分扉２５４４は小当り遊技状態の実行開始と同時、
即ち小当り遊技状態開始時の演出（小当り遊技状態のオープニング演出であって例えば「
役物入賞口２００６を狙ってね」等の小当り遊技状態における遊技の説明等が行われる演
出）の実行中に動作し、振分回転体２５３１及び振分扉２５４４の動作後に役物入賞口２
００６が１回目の開状態となる。これにより、振分回転体２５３１による遊技球Ｂの第一
アタリ通路２５３６側への振り分けと、振分扉２５４４による遊技球Ｂの第一Ｖ入賞口２
００７側への振り分けと、の可能性を低くしている。なお、振分回転体２５３１による遊
技球Ｂの第一アタリ通路２５３６側への振り分けと、振分扉２５４４による遊技球Ｂの第
一Ｖ入賞口２００７側への振り分けと、の可能性がない、若しくは限りなく低いものであ
れば、振分回転体２５３１及び振分扉２５４４の動作と同時に役物入賞口２００６を１回
目の開状態としてもよい。
【０７６１】
　また、振分回転体２５３１と振分扉２５４４との一方のみを事前に動作させ、他方につ
いては事前に動作させないようにしてもよい。即ち、役物入賞口２００６に入賞した遊技
球の振り分けを行う複数の可動部（振分回転体２５３１、振分扉２５４４）のうち一部の
可動部について事前に動作させて振り分け動作を示し、他の可動部については事前に動作
させないようにしてもよい。例えば、動作することでＶ入賞口（この例では第一Ｖ入賞口
２００７）へ遊技球を進入させる可能性が高い（Ｖ入賞期待度が高い）振分扉２５４４に
ついては事前に動作させないようにし、振分扉２５４４よりもＶ入賞口（この例では第二
Ｖ入賞口２００８）へ遊技球を進入させる可能性が低い（Ｖ入賞期待度が低い）振分回転
体２５３１についてのみ事前に動作させるようにしてもよい。これにより、可変入賞口２
００６に入賞した遊技球の振り分け先の一部について事前に知ることができるものの、他
の振り分け先については未知の状態とすることができ、他の振り分け先が明らかになった
ときに振り分け先が増えたことにより遊技者を驚かせて期待感を高めさせることができる
と共に、振り分けられる遊技球に注目させてその動きを楽しませることができ、遊技興趣
の低下を抑制することができる。
【０７６２】
　また、Ｖ入賞期待度の高い可動部（振分扉２５４４）については事前に動作させないこ
とでその存在を隠蔽して、第三振分装置２５５０へ遊技球が進入すると遊技者に思い込ま
せることで第三小当りが実行されたときにＶ入賞期待度の高い可動部（振分扉２５４４）
が動作して遊技球をＶ入賞口（この例では第一Ｖ入賞口２００７）に進入させることで意
外性を与えると共に、予想もしていなかった振り分け先に遊技球が進入することで遊技興
趣を向上させることができる。また、振り分け先として第一Ｖ入賞口２００７側への振り
分けが隠蔽され、第一ハズレ口２５３５側と第三振分装置２５５０側との２つだけと思い
込ませることができ、第三小当りよりもＶ入賞期待度が低い第二小当りが実行されて第三
振分装置２５５０側に遊技球が振り分けられても遊技者を落胆させない。
【０７６３】
　また、本例では振分回転体２５３１については遊技者が容易に視認できる態様で配置す
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るのに対し、振分扉２５４４については遊技盤５の前後に進退する平板状とされて前面側
の面積が狭いため、動作していてもその動作を気付かれにくい。ひいては、振分扉２５４
４が前方に突出することで進入可能となる第一Ｖ入賞口２００７側の通路について遊技者
に気付かれにくい。そのため、第三小当りとなった場合に振分扉２５４４が動作して第一
Ｖ入賞口２００７に遊技球が進入されたときに遊技球の挙動に気付かれ難くなり、遊技球
が第一Ｖ入賞口２００７に進入したことに気付かせることなく、突然Ｖ入賞が発生して１
５Ｒ大当りが実行されたかのような感覚を遊技者に与えることができる。
【０７６４】
　また、小当り遊技状態のオープニング演出中に振分回転体２５３１が事前に動作させる
ことで、オープニング演出における指示内容、例えば「役物入賞口２００６を狙ってね」
に加えて振分回転体２５３１の動作によっても打ち込み先、即ち小当り遊技状態中に狙う
べき位置を遊技者に容易に認識させることができる。
【０７６５】
　上記のように「小当り」が抽選されることで、役物入賞口２００６が開状態となった時
に、第一案内通路２５２１を流下してきた遊技球Ｂが、役物入賞口２００６に受入れられ
ると、役物入賞口センサ２５１３により検知された後に、第一振分装置２５３０の第一振
分誘導路２５３４へ送られる。役物入賞口センサ２５１３により遊技球Ｂが検知されると
、所定数の遊技球Ｂが払出される等の特典が付与される。
【０７６６】
　「小当り」のうち、「第二小当り」では、役物入賞口２００６が２回目の開状態の時に
、第二振分装置２５４０の振分扉２５４４が開状態であるため、振分回転体２５３１が収
容可能状態から収容不能状態に回動すると、収容部２５３１ａに収容されている遊技球Ｂ
が、第一アタリ通路２５３６を通って第二振分装置２５４０の第二振分誘導路２５４１を
流下し、下端の第二ハズレ口２５４３から第二ハズレ通路２５４６を流通して第三振分装
置２５５０側へ送られることとなる。
【０７６７】
　第三振分装置２５５０側へ送られた遊技球Ｂは、第三振分検知センサ２５５２により検
知された上で、第三振分誘導路２５５１を通ってクルーン２５５３上に供給され、クルー
ン２５５３内を旋回する。そして、第三振分駆動モータ２５５５により常時回転している
振分回転羽根２５５４に弾かれることで、第二Ｖ入賞口２００８及び二つの第三ハズレ口
２５５６の何れかに受入れられることとなる。そして、第二Ｖ入賞口２００８に受入れら
れた遊技球Ｂは、第三振分球排出通路２５５７を通って裏ユニット３０００における導光
板演出ユニット３１００の裏下球排出ユニット３１２０に受け渡され、第二Ｖ入賞口セン
サ３００３により検知された上で基板ホルダ１２００上に排出される。一方、第三ハズレ
口２５５６に受入れられた遊技球Ｂは、第三振分球排出通路２５５７を通って裏ユニット
３０００における導光板演出ユニット３１００の裏下球排出ユニット３１２０に受け渡さ
れ、第三ハズレ口センサ３００４により検知された上で基板ホルダ１２００上に排出され
る。第二Ｖ入賞口センサ３００３により遊技球Ｂが検知されると、大入賞口２００５が所
定のパターンで開閉する特典が付与される。
【０７６８】
　これに対して、「第三小当り」では、役物入賞口２００６が２回目の開状態の時に、第
二振分装置２５４０の振分扉２５４４が閉状態であるため、振分回転体２５３１が収容可
能状態から収容不能状態に回動すると、収容部２５３１ａに収容されている遊技球Ｂが、
第一アタリ通路２５３６を通って第二振分装置２５４０の第二振分誘導路２５４１を流下
し、閉状態の振分扉２５４４の上面に当接して右方へ誘導され、第一Ｖ入賞口２００７に
進入する（受入れられる）こととなる。第一Ｖ入賞口２００７に進入した遊技球Ｂは、第
一Ｖ入賞通路２５４２を通って第一Ｖ入賞口センサ２５１４により検知された後に、裏ユ
ニット３０００における導光板演出ユニット３１００の裏右球排出ユニット３１３０を介
して基板ホルダ１２００上に排出される。第一Ｖ入賞口センサ２５１４により遊技球Ｂが
検知されると、大入賞口２００５が所定のパターンで開閉する特典が付与される。
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【０７６９】
　このようなことから、アタッカユニット２４００の大入賞口２００５を開閉させるため
には、第一始動口２００２又は第二始動口２００４に遊技球Ｂを受入れさせて、「小当り
」や「大当り」等の第一特別抽選結果又は第二特別抽選結果の抽選を行わせる必要がある
。センター役物２５００の左側を流下するように遊技球Ｂを打込んだ時には、第一始動口
２００２に受入れられる機会があるものの、第二始動口２００４に受入れられる機会がな
い。
【０７７０】
　一方、センター役物２５００の右側を流下するように遊技球Ｂを打込む場合、センター
役物２５００の右側には第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２の二つからなる
案内通路群２５２０が設けられており、何れも通路を通っても第二始動口２００４を開閉
させるための普通入賞口２００３に受入れられる機会があるものの、打込操作が容易な「
右打ち」をして第一案内通路２５２１を流通させると、普通入賞口２００３等に受入られ
る機会もなくアウト口１００８へ送られてしまうアタッカ右通路２４３０へ進入する可能
性があり、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂを流通させるためには、遊技球Ｂの打込強さ
を調整する必要がある。また、第二始動口２００４に遊技球Ｂを受入れさせるためには、
普通入賞口２００３に遊技球Ｂを受入れさせて、「普通当り」の普通抽選結果を導出させ
る必要があるため、遊技球Ｂの受入れ確率が、第一始動口２００２よりも第二始動口２０
０４が低くなっている。
【０７７１】
　従って、通常の状態では、遊技者に対して、第一始動口２００２に遊技球Ｂが受入れら
れるように、センター役物２５００の左側を遊技球Ｂが流下するように、遊技球Ｂの打込
操作を行わせることができ、複数の障害釘Ｎにより案内される遊技球Ｂの動きを見せてパ
チンコ機１による本来の遊技を楽しませることができると共に、第一始動口２００２への
遊技球Ｂの受入れに対する期待感を高めさせることができる。
【０７７２】
　そして、第一始動口２００２へ遊技球Ｂが受入れられることで、第一特別抽選結果とし
て「小当り」が抽選されると、役物入賞口２００６が開閉するため、役物入賞口２００６
に遊技球Ｂが受入れられるように、遊技球Ｂの打込操作を「右打ち」に変更して、役物入
賞口２００６が設けられている第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打込ませることができ
、役物入賞口２００６への遊技球Ｂの受入れに対する期待感を高めさせることができる。
【０７７３】
　センター役物２５００の右側に打込まれた遊技球Ｂは、役物入賞口２００６に受入れら
れなかった場合でも、下流側の普通入賞口２００３に受入れられる可能性があり、更に、
普通入賞口２００３への遊技球Ｂの受入れにより抽選された普通抽選結果に応じて開状態
となった第二始動口２００４に受入れられる可能性があると共に、第二特別抽選結果とし
て「小当り」や「大当り」が抽選される可能性がある。
【０７７４】
　この第一案内通路２５２１に打込んだ遊技球Ｂが、役物入賞口２００６に受入れられる
と、第一振分装置２５３０へ送られるため、振分回転体２５３１の収容部２５３１ａに遊
技球Ｂが収容されるか否かで遊技者のハラハラ・ドキドキさせることができる。
【０７７５】
　第一振分装置２５３０に送られた遊技球Ｂが、振分回転体２５３１の収容部２５３１ａ
に収容されると、当該遊技球Ｂが次の第二振分装置２５４０へ送られるため、第二振分装
置２５４０において遊技球Ｂが第一Ｖ入賞口２００７及び第二ハズレ口２５４３の何れに
振分けられるかで遊技者をワクワク・ドキドキさせることができる。この第二振分装置２
５４０において、遊技球Ｂが第二ハズレ口２５４３へ振分けられても、当該遊技球Ｂが第
二ハズレ通路２５４６を通って第二Ｖ入賞口２００８を備えている第三振分装置２５５０
へ送られるため、第二Ｖ入賞口２００８への期待感を抱かせることができ、興趣の低下を
抑制させることができる。
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【０７７６】
　第二振分装置２５４０において第二ハズレ口２５４３に振分けられた遊技球Ｂは、第三
振分装置２５５０のクルーン２５５３に供給され、クルーン２５５３上を旋回することと
なる。そして、クルーン２５５３の中央の振分回転羽根２５５４により周壁側へ弾かれた
時に、第二Ｖ入賞口２００８に受入れられるか否かによって遊技者をハラハラ・ドキドキ
させることができ、遊技者を楽しませることができる。
【０７７７】
　そして、遊技球Ｂが、第一Ｖ入賞口２００７又は第二Ｖ入賞口２００８に受入れられた
場合、或いは、第一始動口２００２及び第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより
第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果として「大当り」が抽選された場合、アタッカユ
ニット２４００の大入賞口２００５が所定のパターンで開閉することで多くの遊技球Ｂが
払出される機会が到来するため、開閉している大入賞口２００５に遊技球Ｂが受入れられ
るように、センター役物２５００の右側を狙った遊技球Ｂの打込操作を行わせることがで
きる。
【０７７８】
　この際に、大入賞口２００５に遊技球Ｂが到達する確率は、第一案内通路２５２１を流
通させた方よりも、第二案内通路２５２２を流通させた方が高いため、遊技者に対して「
右打ち」するのを控えさせて、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが進入するように打込強
さを調整させることができ、遊技球Ｂの打込操作を楽しませることができる。
【０７７９】
　ところで、センター役物２５００の右側の案内通路群２５２０には、第一案内通路２５
２１と第二案内通路２５２２とが前後方向に並んでいる重見部２５２０ａを有しているこ
とから、重見部２５２０ａを見ると、遊技球Ｂがどちらの通路を流通しているかが判別し
辛いため、遊技者に対して第二案内通路２５２２に打込んだはずが第一案内通路２５２１
に進入してしまったのではないかと思わせることができ、案内通路群２５２０を流通して
いる遊技球Ｂに注目させることができる。また、案内通路群２５２０の第二案内通路２５
２２を狙って打込んだ遊技球Ｂが、第二案内通路２５２２の出口から遊技球Ｂが出てくる
のか否かで遊技者をドキドキさせることができ、遊技に対する期待感を高めさせることが
できると共に、想定外の第一案内通路２５２１の出口から出てくると、遊技者に意外性を
付与して驚かせることができ、遊技者を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる
。
【０７８０】
［５－８ｇ．センター役物の流通通路群の別の実施形態］
　続いて、上記とは異なる実施形態のセンター役物２５００の案内通路群２５２０につい
て、主に図１２４及び図１２５を参照して詳細に説明する。図１２４（ａ）～（ｄ）は図
１１６とは異なる案内通路群の実施形態を示す説明図であり、図１２５（ｅ）及び（ｆ）
は更に異なる案内通路群の実施形態を示す説明図である。なお、図１２４及び図１２５で
は、上記と同様の構成部分については、同一の符号を付している。
【０７８１】
　図１２４（ａ）に示す実施形態は、図１１６と比較して、第二案内通路２５２２の上端
の入口を、第一案内通路２５２１の入口に対して左方への離隔している距離を長くしたも
のである。この案内通路群２５２０によっても上記と同様の作用効果を奏することができ
る。
【０７８２】
　図１２４（ｂ）に示す実施形態は、前構成部材１０００における衝止部１００６を、当
接した遊技球Ｂが第二案内通路２５２２の入口側へ跳ね返り易くなるように、衝止部１０
０６の角度を変更していると共に、上右周壁部２５１０における第一案内通路２５２１の
入口と第二案内通路２５２２の入口との間の部位を、第二案内通路２５２２側（左側）が
低くなるように傾斜させたものである。これにより、第二案内通路２５２２側へ遊技球Ｂ
が進入し易くなることから、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが進入する遊技球Ｂの打込
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強さの調整範囲が広くなるため、第二案内通路２５２２の入口を狙った遊技球Ｂの打込操
作を行い易いものとすることができる。
【０７８３】
　図１２４（ｃ）に示す実施形態は、図１１６や図１２４（ａ）及び（ｂ）の案内通路群
２５２０では、第一案内通路２５２１や第二案内通路２５２２の夫々の入口を上方へ向け
て開口させているのに対して、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２の上流側
を、センター役物２５００の上方の左右方向中央付近まで延び出させて、夫々の入口を上
下に並んだ状態で左方へ向けて開口させるようにしたものである。
【０７８４】
　この実施形態では、外レール１００１（遊技領域５ａの周縁）の一部が第一案内通路２
５２１の一部を構成していると共に、上右周壁部２５１０の一部が第二案内通路２５２２
の一部を構成している。また、この実施形態では、上右周壁部２５１０と外レール１００
１（遊技領域５ａの周縁）との間の上流空間部２５０５の左右方向の長さが、上右周壁部
２５１０の左端から第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２の夫々の入口までの
長さとなり、図１１６等の上記に示す上流空間部２５０５よりも狭くなっている。
【０７８５】
　この実施形態では、遊技球Ｂを第二案内通路２５２２の入口に進入させるためには、上
右周壁部２５１０における第二案内通路２５２２の入口よりも左側の狭い部位に当接する
打込強さか、左方へ向かって開口している第二案内通路２５２２の入口に直接進入する打
込強さで、遊技球Ｂを打込む必要があるため、図１１６等の実施形態と比較して、遊技球
Ｂの打込強さの調整範囲が狭くなる。また、第一案内通路２５２１の入口と第二案内通路
２５２２の入口の左方の上流空間部２５０５に打込まれた遊技球Ｂが、第一案内通路２５
２１と第二案内通路２５２２とを仕切っている壁部の左端（二つの入口の間の部位）に当
接した場合、跳ね返った遊技球Ｂの左方への勢いや角度によっては上流空間部２５０５か
ら逸脱する可能性がある。つまり、上流空間部２５０５へ進入する強さで遊技球Ｂを打込
んでも、上流空間部２５０５から左方へ逸脱して第一案内通路２５２１及び第二案内通路
２５２２の何れにも進入することなくセンター役物２５００の左側を流通してしまう可能
性がある。このようなことから、遊技球Ｂの打込操作に対する難易度が高くなるため、遊
技者の遊技球Ｂの打込操作に対する意欲を高めさせることができ、遊技者に対して遊技媒
体の打込操作を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０７８６】
　図１２４（ｄ）に示す実施形態は、図１２４（ｃ）の実施形態において、第一案内通路
２５２１の途中に、第二案内通路２５２２と一方通行で連通している分岐部２５２４を設
けたものである。分岐部２５２４は、第二案内通路２５２２における左右に延びている部
位（上右周壁部２５１０）の右端から下方へ折れ曲がっている部位の直上に設けられてい
る。この実施形態では、第一案内通路２５２１へ進入する強さで遊技球Ｂを打込んでも、
その打込強さによっては（打込強さが弱いと）分岐部２５２４において遊技球Ｂが第二案
内通路２５２２側へ分岐するため、第二案内通路２５２２に対する遊技球Ｂの流通の難易
度を、図１２４（ｃ）の実施形態よりも低くすることができる。
【０７８７】
　なお、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂを進入させるためには、第一案内通路２５２１
へ進入される遊技球Ｂの打込強さよりも弱く打込む必要があると共に、第一案内通路２５
２１と連通している分岐部２５２４が、第二案内通路２５２２における下方へ折れ曲がっ
ている部位の上方に設けられているため、第二案内通路２５２２に進入した遊技球Ｂが、
下方へ折れ曲がっている部位で上方（分岐部２５２４側）へ跳ねることはなく、分岐部２
５２４を通って第一案内通路２５２１側へ進入することはない。つまり、分岐部２５２４
は、第一案内通路２５２１から第二案内通路２５２２へ一方通行で連通している。
【０７８８】
　また、この実施形態では、途中に分岐部２５２４を有している第一案内通路２５２１の
入口に進入して第一案内通路２５２１を流通すると、分岐部２５２４の部位において、第



(129) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

一案内通路２５２１側又は第二案内通路２５２２側の何れかに分岐することとなるため、
分岐部２５２４において遊技球Ｂが何れの側へ分岐するか否かにより遊技者をハラハラ・
ドキドキさせることができ、第一案内通路２５２１内での遊技球Ｂの流れを楽しませて興
趣の低下を抑制させることができる。
【０７８９】
　更に、この実施形態では、遊技者が、第二案内通路２５２２を狙って遊技球Ｂを打込ん
だのにも関わらず、第一案内通路２５２１の入口に遊技球Ｂが進入してしまっても、第一
案内通路２５２１の分岐部２５２４において、第二案内通路２５２２側へ分岐する可能性
があるため、分岐部２５２４において第二案内通路２５２２側へ分岐するか否かで、遊技
者をハラハラ・ドキドキさせることができ、遊技者を楽しませることができると共に、分
岐部２５２４において第二案内通路２５２２側へ分岐すると、遊技者の打込操作のミスが
カバーされて所望の第二案内通路２５２２を遊技球Ｂが流通することとなり、遊技者に対
して得した気分にさせることができ、遊技者の遊技に対する興趣の低下を抑制させること
ができる。
【０７９０】
　図１２５（ｅ）に示す実施形態は、第二案内通路２５２２に、センター役物２５００の
枠内を横断するバイパス部２５２５を有するようにしたものである。この実施形態では、
第二案内通路２５２２の入口が、上右周壁部２５１０の左端よりも左方の位置で、上方へ
向かって開口している。従って、上右周壁部２５１０の上方の上流空間部２５０５に打込
まれた遊技球Ｂは全て第一案内通路２５２１を流通することとなる。この実施形態によれ
ば、遊技球Ｂが第二案内通路２５２２の入口に進入してバイパス部２５２５を流通すると
、その遊技球Ｂがセンター役物２５００の枠内を横断することから、遊技者側から遊技球
Ｂの流通を目立たせることができるため、遊技者に対して遊技球Ｂがバイパス部２５２５
を流通すると、その後に何か良いことがあるのではないかと思わせることが可能となり、
遊技者にバイパス部２５２５を有した第二案内通路２５２２の入口を狙った遊技球Ｂの打
込操作を行わせることができ、遊技球Ｂの打込操作を楽しませて興趣の低下を抑制させる
ことができる。
【０７９１】
　図１２５（ｆ）に示す実施形態は、第一案内通路２５２１の後方に、第二案内通路２５
２２の入口を設けたものであり、夫々の入口が前後方向に並んでいるものである。第一案
内通路２５２１の入口は、遊技パネル１１００の前面より前方側に設けられており、第二
案内通路２５２２の入口は、遊技パネル１１００の前面より後方側に設けられている。こ
の実施形態では、上流空間部２５０５における前構成部材１０００の衝止部１００６の近
傍において、遊技パネル１１００の前面が右後方へ傾斜しており、遊技パネル１１００の
前面に沿って流通してきた遊技球Ｂを、第二案内通路２５２２側へ誘導するようにしてい
る。また、前構成部材１０００の衝止部１００６は、第一案内通路２５２１の入口付近の
部位が、後方へ向かうに従って右方へ移動するように傾斜しており、第一案内通路２５２
１の入口に向かって勢い良く打込まれた遊技球Ｂを、第二案内通路２５２２の入口側へ反
射させることができる。この実施形態では、第一案内通路２５２１の入口と、第二案内通
路２５２２の入口とが、前後方向に並んで重なって見えるため、センター役物２５００の
上方の上流空間部２５０５に打込んだ遊技球Ｂが、何れの通路に進入したのかを判別し辛
いものとすることができ、遊技者を注目させることができる。
【０７９２】
［５－９．裏ユニットの全体構成］
　遊技盤５における裏ユニット３０００の全体構成について、主に図１１２乃至図１１５
等を参照して説明する。裏ユニット３０００は、遊技パネル１１００の後面に取付けられ
ており、後側に周辺制御ユニット１５００、及び演出表示装置１６００が取付けられてい
る。
【０７９３】
　裏ユニット３０００は、表ユニット２０００のサイドユニット２２００に設けられてい
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る三つの一般入賞口２００１に受入れられた遊技球Ｂを検知する一般入賞口センサ３００
１と、始動口ユニット２１００に設けられている第一始動口２００２に受入れられた遊技
球Ｂを検知する第一始動口センサ３００２と、センター役物２５００の第二Ｖ入賞口２０
０８に受入れられた遊技球Ｂを検知する第二Ｖ入賞口センサ３００３と、センター役物２
５００の第三ハズレ口２５５６に受入れられた遊技球Ｂを検知する第三ハズレ口センサ３
００４と、を備えている（図１３６を参照）。
【０７９４】
　また、裏ユニット３０００は、パネルホルダ１１２０の後面に取付けられ前方が開放さ
れている箱状で後壁に四角い開口部３０１０ａを有している裏箱３０１０と、裏箱３０１
０の後面に取付けられており演出表示装置１６００を着脱可能に取付けるためのロック機
構３０２０と、を備えている。
【０７９５】
　また、裏ユニット３０００は、遊技領域５ａ内に打込まれ、一般入賞口２００１、第一
始動口２００２、普通入賞口２００３、第二始動口２００４、大入賞口２００５、及び役
物入賞口２００６に受入れられなかった遊技球Ｂ（特典が付与されなかった遊技球Ｂ）を
検知するアウト球検知ユニット３０３０と、裏箱３０１０の前端に設けられている導光板
演出ユニット３１００と、導光板演出ユニット３１００の後方で裏箱３０１０内に設けら
れている裏演出ユニット３２００と、を備えている。
【０７９６】
　裏ユニット３０００の裏箱３０１０は、前方が開放されている箱状で後壁に四角く貫通
している開口部３０１０ａと、開口部３０１０ａの周縁から間隔を開けて後方へ突出して
いる平板枠状の液晶取付部３０１０ｂと、液晶取付部３０１０ｂにおける左辺において枠
内の内側から左方へ向かって窪んでおり演出表示装置１６００の左固定片１６０１が挿入
される二つの固定溝３０１０ｃと、液晶取付部３０１０ｂの右辺の左右方向中央付近にお
いて後端から裏箱３０１０の後壁まで切欠かれロック機構３０２０が取付けられる切欠部
３０１０ｄと、を備えている。
【０７９７】
　裏箱３０１０の開口部３０１０ａは、演出表示装置１６００の表示画面と略同じ大きさ
に形成されている。また、液晶取付部３０１０ｂは、枠内に演出表示装置１６００を嵌め
込むことが可能な大きさに形成されている。裏箱３０１０は、後面における切欠部３０１
０ｄの背面視左側にロック機構３０２０が上下にスライド可能に取付けられる。
【０７９８】
　また、裏箱３０１０は、前端から外方へ延出している平板状の固定片部３０１０ｅを備
えている。この固定片部３０１０ｅは、前面が遊技パネル１１００の後面に当接した状態
で、遊技パネル１１００に取付けられる。裏箱３０１０は、導光板演出ユニット３１００
や裏演出ユニット３２００等を取付けるためのボスや取付孔等が適宜位置に形成されてい
る。
【０７９９】
［５－９ａ．アウト球検知ユニット］
　次に、裏ユニット３０００におけるアウト球検知ユニット３０３０について、主に図１
２６乃至図１３０等を参照して詳細に説明する。図１２６（ａ）は裏ユニットにおけるア
ウト球検知ユニットの正面図であり、（ｂ）はアウト球検知ユニットの右側面図であり、
（ｃ）はアウト球検知ユニットの背面図であり、（ｄ）はアウト球検知ユニットを前から
見た斜視図であり、（ｅ）はアウト球検知ユニットを後ろから見た斜視図であり、（ｆ）
はアウト球検知ユニットと右前下寄りの位置から見た斜視図であり、（ｇ）はアウト球検
知ユニットを右下後方から見た斜視図である。図１２７（ａ）はアウト球検知ユニットを
分解して前から見た分解斜視図であり、（ｂ）はアウト球検知ユニットを分解して後ろか
ら見た分解斜視図である。
【０８００】
　また、図１２８（ａ）は遊技パネルとアウト球検知ユニットとの関係を示す斜視図であ
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り、（ｂ）は遊技パネルにアウト球検知ユニットを当接させた状態で示す斜視図である。
図１２９は、遊技盤に組立ててアウト口右センサの中心で上下に切断して右側から見た拡
大断面図である。図１３０は、遊技盤に組立てた状態で前方からアウト口の付近を示す斜
視図である。
【０８０１】
　裏ユニット３０００のアウト球検知ユニット３０３０は、遊技領域５ａ内に打込まれ、
一般入賞口２００１、第一始動口２００２、普通入賞口２００３、第二始動口２００４、
大入賞口２００５、及び役物入賞口２００６に受入れられなかった遊技球Ｂ（特典が付与
されなかった遊技球Ｂ、「アウト球」とも称する）を検知するためのものである。本実施
形態では、アウト口１００８から排出された遊技球Ｂを検知するものである。このアウト
球検知ユニット３０３０は、導光板演出ユニット３１００における裏下球排出ユニット３
１２０の前面に取付けられている。
【０８０２】
　アウト球検知ユニット３０３０は、遊技パネル１１００におけるアウト凹部１１０１内
に後方から挿入されると共に、導光板演出ユニット３１００の前面に取付けられるユニッ
ト本体３０３１と、ユニット本体３０３１に取付けられているアウト口左センサ３０３２
及びアウト口右センサ３０３３と、アウト口左センサ３０３２及びアウト口右センサ３０
３３の後側を覆うようにユニット本体３０３１に取付けられているカバー３０３４と、を
備えている。
【０８０３】
　ユニット本体３０３１は、遊技パネル１１００のアウト凹部１１０１内に挿入され、前
後方向へ筒状に延びている筒状の筒部３０３１ａと、筒部３０３１ａの内部を左右に分割
している仕切部３０３１ｂと、筒部３０３１ａの後端から左右方向へ平板状に突出してい
るフランジ部３０３１ｃと、筒部の後端側から前方へ向かって窪んでおりアウト口左セン
サ３０３２及びアウト口右センサ３０３３が挿入される挿入凹部３０３１ｄと、を備えて
いる。筒部３０３１ａは、前端が前構成部材１０００におけるアウト口１００８と略同じ
大きさで、左右に長く、下側の内面が後方側へ向かって低くなるように傾斜している。
【０８０４】
　仕切部３０３１ｂは、筒部３０３１ａの後端付近に設けられており、左右両側において
遊技球Ｂが一つ通過可能な大きさに仕切っている。仕切部３０３１ｂは、前端側が、下方
へ向かうに従って前方へ突出するように湾曲しており、遊技球Ｂの直径よりも短く前方へ
突出している。挿入凹部３０３１ｄは、前面側が、筒部３０３１ａにおける下側の傾斜し
ている内面と垂直になるように、上方へ向かうに従って後方へ移動するように傾斜してい
る。
【０８０５】
　アウト口左センサ３０３２は、ユニット本体３０３１の筒部３０３１ａ内における仕切
部３０３１ｂの左側を流通した遊技球Ｂを検知するものである。アウト口右センサ３０３
３は、ユニット本体３０３１の筒部３０３１ａ内における仕切部３０３１ｂの右側を流通
した遊技球Ｂを検知するものである。アウト口左センサ３０３２及びアウト口右センサ３
０３３は、非接触タイプの電磁式の近接スイッチである。
【０８０６】
　カバー３０３４は、アウト口左センサ３０３２及びアウト口右センサ３０３３を通過し
た遊技球Ｂを下方へ誘導するように湾曲しており、左右方向の中央に仕切板３０３４ａを
有している。
【０８０７】
　このアウト球検知ユニット３０３０は、ユニット本体３０３１のフランジ部３０３１ｃ
が導光板演出ユニット３１００の裏下球排出ユニット３１２０の前面に取付けられる（図
１２９を参照）。また、アウト球検知ユニット３０３０は、遊技盤５に組立てた状態で、
ユニット本体３０３１の筒部３０３１ａが遊技パネル１１００のアウト凹部１１０１内に
挿入されていると共に、フランジ部３０３１ｃの前面が遊技パネル１１００の後面に当接
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している（図１２８及び図１２９を参照）。
【０８０８】
　アウト球検知ユニット３０３０は、遊技盤５に組立てた状態で、ユニット本体３０３１
の筒部３０３１ａの前端上部が、前構成部材１０００のアウト誘導部１００３の後端より
も前方に突出している（図１２９を参照）。つまり、ユニット本体３０３１の筒部３０３
１ａ内に、アウト誘導部１００３の後端が挿入されている。また、カバー３０３４の下端
は、基板ホルダ１２００の排出部１２０１を通って基板ホルダ１２００の下面よりも下方
に突出している（図１２９を参照）。
【０８０９】
　このアウト球検知ユニット３０３０は、遊技領域５ａ内において、前構成部材１０００
の内レール１００２又は右下レール１００４の下流端まで流下した後に、アウト誘導部１
００３により後方へ誘導された遊技球Ｂが、筒部３０３１ａ内に供給され、アウト口左セ
ンサ３０３２及びアウト口右センサ３０３３の何れかに検知された上で、カバー３０３４
により下方へ排出される。アウト球検知ユニット３０３０は、遊技球Ｂを、基板ホルダ１
２００上に当接させることなく、パチンコ機１が設置されている遊技ホールの島設備側へ
排出する。
【０８１０】
　本実施形態のアウト球検知ユニット３０３０によれば、遊技領域５ａ内に打込まて、一
般入賞口２００１、第一始動口２００２、普通入賞口２００３、第二始動口２００４、大
入賞口２００５、及び役物入賞口２００６の何れにも受入れられなかった遊技球Ｂ（「ア
ウト球」）を検知することができるため、例えば、特定の入賞口への遊技球Ｂの受入れが
継続的に検知されているのにも関わらず、「アウト球」が検知されないような場合、特定
の入賞口に対して不正行為が行われていることとなり、不正行為が行われている旨を報知
することができる。
【０８１１】
　また、「アウト球」の検知により、その数をカウントすることができるため、一般入賞
口２００１、第一始動口２００２、普通入賞口２００３、第二始動口２００４、大入賞口
２００５、及び役物入賞口２００６に受入れられた遊技球Ｂの検知によりカウントされた
「セーフ球」の数と、「アウト球」の数とから、パチンコ機１における「セーフ球」の割
合を知ることができる。
【０８１２】
　更に、アウト球検知ユニット３０３０では、左右に備えられているアウト口左センサ３
０３２及びアウト口右センサ３０３３の間を仕切部３０３１ｂで仕切っているため、セン
ター役物２５００の左側を流下した遊技球Ｂをアウト口左センサ３０３２側へ誘導するこ
とができると共に、センター役物２５００の右側を流下してきた遊技球Ｂをアウト口右セ
ンサ３０３３側へ誘導することができ、アウト口左センサ３０３２によりセンター役物２
５００の左側を流下した遊技球Ｂを主に検知させることができると共に、アウト口右セン
サ３０３３によりセンター役物２５００の右側を流下してきた遊技球Ｂを主に検知させる
ことができる。従って、アウト口左センサ３０３２及びアウト口右センサ３０３３により
時間当りに検知される遊技球Ｂの数により、遊技者が「左打ち」の傾向にあるのか「右打
ち」の傾向にあるのかを判別することができ、その判別に基づいて、遊技状況に最適な打
込操作を促して、意図した遊技を楽しませることができる。
【０８１３】
　また、仕切部３０３１ｂの前方への突出を短くして遊技球Ｂが乗り越え易いものとして
いるため、時間当りに多くの遊技球Ｂがアウト口１００８に進入した時に、仕切部３０３
１ｂの比較的遊技球Ｂの流通量が少ない左側又は右側へ遊技球Ｂを逃がすことができ、ア
ウト口１００８において遊技球Ｂが滞ることなく排出することができる。
【０８１４】
　また、カバー３０３４の下端を、基板ホルダ１２００の排出部１２０１よりも下方へ突
出させているため、一般入賞口２００１、第一始動口２００２、普通入賞口２００３、第
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二始動口２００４、大入賞口２００５、及び役物入賞口２００６に受入れられて基板ホル
ダ１２００上に排出された遊技球Ｂ（「セーフ球」）が、アウト球検知ユニット３０３０
で逆流してアウト口左センサ３０３２やアウト口右センサ３０３３で検知されてしまうこ
とを防止することができ、「アウト球」のみを正確に検知することができる。
【０８１５】
　なお、本実施形態では、アウト球検知ユニット３０３０を、裏ユニット３０００に取付
けるものを示したが、これに限定するものではなく、アウト球検知ユニット３０３０を遊
技パネル１１００に取付けるものとしても良い。この際に、遊技パネル１１００として、
アウト凹部１１０１を有しているものであれば、アウト球検知ユニット３０３０を取付け
ることができるため、アウト凹部１１０１を有した既存の遊技パネル１１００に対応する
ことができると共に、既存の遊技盤５に対して後付けすることができる。
【０８１６】
　また、遊技盤５において、遊技領域５ａ内に打込まれた全ての遊技球Ｂ（「全球」）を
検知するようにしたり、遊技領域５ａ内から排出された全ての遊技球Ｂ（「全球」）を検
知するようにしたりした場合、アウト球検知ユニット３０３０により「アウト球」のみを
検知しているため、「アウト球」、「セーフ球」、及び「全球」、の夫々の数を比較する
ことで、遊技盤５内における球詰りの発生を検知することができる。
【０８１７】
［５－９ｂ．導光板演出ユニット］
　続いて、裏ユニット３０００の導光板演出ユニット３１００について、主に図１３１乃
至図１３３を参照して詳細に説明する。図１３１（ａ）は裏ユニットの導光板演出ユニッ
トを前から見た斜視図であり、（ｂ）は導光板演出ユニットを後ろから見た斜視図である
。図１３２は導光板演出ユニットにおける導光板と絵柄用基板との関係を正面から示す説
明図である。図１３３（ａ）は導光板の第一絵柄を発光させた状態を示す説明図であり、
（ｂ）は導光板の第二絵柄を発光させた状態を示す説明図である。
【０８１８】
　裏ユニット３０００の導光板演出ユニット３１００は、裏箱３０１０の前端に取付けら
れている。導光板演出ユニット３１００は、裏箱３０１０の前端に取付けられる四角い枠
状のユニットベース３１０１と、ユニットベース３１０１に取付けられている透明平板状
の導光板３１０２と、導光板３１０２の上方でユニットベース３１０１に取付けられてお
り、導光板３１０２の上面に向かって光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている第一
絵柄用基板３１０３と、導光板３１０２の左方でユニットベース３１０１に取付けられて
おり、導光板３１０２の左側面に向かって光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている
第二絵柄用基板３１０４と、を備えている。
【０８１９】
　また、導光板演出ユニット３１００は、第一絵柄用基板３１０３と導光板３１０２との
間に設けられている透明板状の拡散レンズ３１０５と、第一絵柄用基板３１０３及び拡散
レンズ３１０５の前方を覆うようにユニットベース３１０１の上辺に取付けられており、
前面にレリーフ状の装飾が施されている裏上装飾体３１０６と、第二絵柄用基板３１０４
の前方を覆うようにユニットベース３１０１の左辺に取付けられている帯板状の左基板カ
バー３１０７と、を備えている。
【０８２０】
　また、導光板演出ユニット３１００は、ユニットベース３１０１の前面下部に取付けら
れており、始動口ユニット２１００の第一始動口２００２、サイドユニット２２００の三
つの一般入賞口２００１、及びセンター役物２５００における第三振分装置２５５０の第
二Ｖ入賞口２００８や第三ハズレ口２５５６に、受入れられた遊技球Ｂを受取って下方へ
排出する裏下球排出ユニット３１２０と、ユニットベース３１０１の右辺下部に取付けら
れており、センター役物２５００における第一ハズレ口２５３５、及び第一Ｖ入賞口２０
０７に受入れられた遊技球Ｂを受取って下方へ排出する裏右球排出ユニット３１３０と、
裏下球排出ユニット３１２０に取付けられており、センター役物２５００の第三振分駆動
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モータ２５５５を冷却するための冷却ファン３１４０と、センター役物２５００における
ワープ入口２５０１の後方となる部位に設けられており、不正に作用する磁気を検知する
磁気センサ（図示は省略）と、を備えている。
【０８２１】
　導光板３１０２は、上方からの光のみを前方へ反射させる凹凸状の無数の第一反射部に
より形成されている第一絵柄３１０２ａ（図１３３（ａ）を参照）と、左方からの光のみ
を前方へ反射させる凹凸状の無数の第二反射部により形成されている第二絵柄３１０２ｂ
（図１３３（ｂ）を参照）と、を備えている。つまり、導光板演出ユニット３１００は、
第一絵柄用基板３１０３のＬＥＤを発光させると、第一絵柄３１０２ａを発光表示させる
ことができ、第二絵柄用基板３１０４のＬＥＤを発光させると、第二絵柄３１０２ｂを発
光表示させることができる。
【０８２２】
　導光板３１０２は、第一絵柄３１０２ａを形成している無数の第一反射部や、第二絵柄
３１０２ｂを形成している無数の第二反射部が、夫々の凹凸が微細に形成されており、第
一絵柄用基板３１０３のＬＥＤや第二絵柄用基板３１０４のＬＥＤを発光させていない状
態では、透明に見えて、後側に配置されている裏ユニット３０００の裏演出ユッニト３２
００や演出表示装置１６００に表示されている演出画像等を、良好な状態で視認すること
ができる。
【０８２３】
　第一絵柄３１０２ａは、図１３３（ａ）に示すように、パチンコ機１のコンセプトに沿
った所定のキャラクタの一方の目の周りを模した絵柄である。また、第二絵柄３１０２ｂ
は、図１３３（ｂ）に示すように、「ＣＨＡＮＣＥ！」の文字からなる絵柄である。
【０８２４】
　また、導光板３１０２は、下辺から上方へ切欠かれている下切欠部３１０２ｃと、右辺
から左方へ切欠かれている右切欠部３１０２ｄと、を備えている。下切欠部３１０２ｃは
、センター役物２５００における第三振分装置２５５０のクルーン２５５３と当接しない
ようにするためのものであり、右切欠部３１０２ｄは、センター役物２５００の案内通路
群２５２０における後方へひねられた第二案内通路２５２２と当接しないようにするため
のものである。
【０８２５】
　第一絵柄用基板３１０３は、左右方向へ三つに分割されている。第二絵柄用基板３１０
４は、上下方向へ二つの分割されている。なお、第一絵柄用基板３１０３及び第二絵柄用
基板３１０４に実装されている複数のＬＥＤは、フルカラーＬＥＤである。
【０８２６】
　裏下球排出ユニット３１２０は、一般入賞口２００１に受入れられた遊技球Ｂを検知す
る一般入賞口センサ３００１と、第一始動口２００２に受入れられた遊技球Ｂを検知する
第一始動口センサ３００２と、第二Ｖ入賞口２００８に受入れられた遊技球Ｂを検知する
第二Ｖ入賞口センサ３００３と、第三ハズレ口２５５６に受入れられた遊技球Ｂを検知す
る第三ハズレ口センサ３００４と、が設けられている。
【０８２７】
　裏下球排出ユニット３１２０は、一般入賞口２００１、第一始動口２００２、第二Ｖ入
賞口２００８、及び第三ハズレ口２５５６に受入れられた遊技球Ｂを、基板ホルダ１２０
０上に排出することができる。この裏下球排出ユニット３１２０の前面に、アウト球検知
ユニット３０３０が取付けられている。
【０８２８】
［５－９ｃ．裏演出ユニット］
　続いて、裏ユニット３０００における裏演出ユニット３２００について、主に図１１２
等を参照して説明する。裏演出ユニット３２００は、導光板演出ユニット３１００の後方
で、裏箱３０１０内に取付けられている。裏演出ユニット３２００は、正面視において、
裏箱３０１０の開口部３０１０ａを囲むように、半球状の複数の装飾体を有している。こ
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れら装飾体の後方には前方へ向けて光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている装飾基
板が設けられている。従って、装飾基板のＬＥＤを適宜発光させることで、複数の装飾体
を発光装飾させることができ、装飾体による発光演出を遊技者に見せることができる。
【０８２９】
［５－１０．遊技盤における演出］
　次に、遊技盤５における主な演出について、主に図１３４及び図１３５等を参照して詳
細に説明する。図１３４は、裏ユニットの導光板演出ユニットの導光板において第二絵柄
を発光装飾させた状態で示す遊技盤の正面図である。図１３５は、裏ユニットの導光板演
出ユニットの導光板において第一絵柄を発光装飾させた状態で示す遊技盤の正面図である
。遊技盤５は、第一始動口２００２や第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられること
で抽選される第一特別抽選結果や第二特別抽選結果に応じて、裏ユニット３０００の導光
板演出ユニット３１００、裏演出ユニット３２００が、所定の発光演出を行う。
【０８３０】
　具体的には、裏ユニット３０００の導光板演出ユニット３１００を用いた発光演出とし
ては、例えば、図１３４に示すように、導光板３１０２の正面視左側に配置された第二絵
柄用基板３１０４に実装されている複数のＬＥＤを発光させて、第二絵柄３１０２ｂを発
光装飾させる。これにより、演出表示装置１６００の表示画面よりも前方で、「ＣＨＡＨ
ＣＥ！」の文字が発光装飾されることで、遊技者に対してチャンスの到来を示唆させるこ
とができ、良いことがあるのではないかと思わせて遊技に対する期待感を高めさせて興趣
の低下を抑制させることができる。
【０８３１】
　また、導光板演出ユニット３１００を用いた発光演出として、例えば、図１３５に示す
ように、導光板３１０２の上側に配置された第一絵柄用基板３１０３に実装されている複
数のＬＥＤを発光させて、第一絵柄３１０２ａを発光装飾させる。これにより、演出表示
装置１６００の表示画面よりも前方で、パチンコ機１のコンセプトに沿った所定のキャラ
クタの目が発光表示されることで、遊技者を驚かせることができ、遊技者に対して強いイ
ンパクトを与えることができると共に、「大当り遊技」等の有利遊技状態が発生すると思
わせることができ、遊技に対する期待感を高めさせることができる。
【０８３２】
　なお、本実施形態の遊技盤５では、上記したような導光板３１０２による発光演出と、
装飾体の発光演出とを適宜組合せることができる共に、演出表示装置１６００の表示画面
に表示される演出画像（表示演出）とも組合せることができる。これにより、発光演出、
表示演出、等を適宜組合せることで多彩なパターンの演出を遊技者に提示することができ
、遊技者を飽きさせ難くすることができると共に、各種の演出によって遊技者を楽しませ
ることができ、遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０８３３】
［６．制御構成］
　次に、パチンコ機１の各種制御を行う制御構成について、図１３６を参照して説明する
。図１３６は、パチンコ機の制御構成を概略で示すブロック図である。パチンコ機１の主
な制御構成は、図示するように、遊技盤５に取付けられる主制御基板１３１０及び周辺制
御基板１５１０と、本体枠４に取付けられる払出制御基板６３３と、から構成されており
、夫々の制御が分担されている。主制御基板１３１０は、遊技動作（遊技の進行）を制御
する。周辺制御基板１５１０は、主制御基板１３１０からのコマンドに基づいて遊技中の
各種演出を制御する周辺制御部１５１１と、周辺制御部１５１１からのコマンドに基づい
て演出表示装置１６００での演出画像の表示を制御する演出表示制御部１５１２と、を備
えている。払出制御基板６３３は、遊技球Ｂの払出し等を制御する払出制御部６３３ａと
、ハンドル１８２の回転操作による遊技球Ｂの発射を制御する発射制御部６３３ｂと、を
備えている。
【０８３４】
［６－１．主制御基板］
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　遊技の進行を制御する主制御基板１３１０は、詳細な図示は省略するが、各種処理プロ
グラムや各種コマンドを記憶するＲＯＭや一時的にデータを記憶するＲＡＭ等が内蔵され
るマイクロプロセッサである主制御ＭＰＵと、入出力デバイス（Ｉ／Ｏデバイス）として
の主制御Ｉ／Ｏポートと、各種検出スイッチからの検出信号が入力される主制御入力回路
と、各種ソレノイドを駆動するための主制御ソレノイド駆動回路と、主制御ＭＰＵに内蔵
されているＲＡＭに記憶された情報を完全に消去するためのＲＡＭクリアスイッチと、を
備えている。主制御ＭＰＵは、その内蔵されたＲＯＭやＲＡＭのほかに、その動作（シス
テム）を監視するウォッチドックタイマや不正を防止するための機能等も内蔵されている
。
【０８３５】
　主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、第一始動口２００２に受入れられた遊技球Ｂを
検出する第一始動口センサ３００２、第二始動口２００４に受入れられた遊技球Ｂを検出
する第二始動口センサ２４０２、一般入賞口２００１に受入れられた遊技球Ｂを検出する
一般入賞口センサ３００１、普通入賞口２００３に受入れられた遊技球Ｂを検知する普通
入賞口センサ２４０１、大入賞口２００５に受入れられた遊技球Ｂを検知する大入賞口セ
ンサ２４０３、役物入賞口２００６に受入れられた遊技球Ｂを検知する役物入賞口センサ
２５１３、第一Ｖ入賞口２００７に受入れられた遊技球Ｂを検知する第一Ｖ入賞口センサ
２５１４、第一ハズレ口２５３５に受け入れられた遊技球Ｂを検知する第一ハズレ口セン
サ２５１５、第二Ｖ入賞口２００８に受入れられた遊技球Ｂを検知する第二Ｖ入賞口セン
サ３００３、第三ハズレ口２５５６に受入れられた遊技球Ｂを検知する第三ハズレ口セン
サ３００４、アウト口１００８に受入れられた遊技球Ｂを検知するアウト口左センサ３０
３２及びアウト口右センサ３０３３、及び遊技領域５ａ内における不正な磁気を検知する
磁気センサ２０１０、等からの検出信号が夫々主制御Ｉ／Ｏポートを介して入力される。
【０８３６】
　主制御ＭＰＵは、これらの検出信号に基づいて、主制御Ｉ／Ｏポートから主制御ソレノ
イド駆動回路に制御信号を出力することにより、始動口ソレノイド２４１２、アタッカソ
レノイド２４１４、役物入賞口ソレノイド２５１２、第一振分ソレノイド２５３２、及び
第二振分ソレノイド２５４５、等に駆動信号を出力したり、主制御Ｉ／Ｏポートから機能
表示ユニット１４００の状態表示器、普通図柄表示器、普通保留表示器、第一特別図柄表
示器、第一特別保留数表示器、第二特別図柄表示器、第二特別保留数表示器、ラウンド表
示器、等に駆動信号を出力したりする。
【０８３７】
　なお、本実施形態おいて、第一始動口センサ３００２、第二始動口センサ２４０２、普
通入賞口センサ２４０１、大入賞口センサ２４０３、役物入賞口センサ２５１３、第一Ｖ
入賞口センサ２５１４、第一ハズレ口センサ２５１５、第二Ｖ入賞口センサ３００３、第
三ハズレ口センサ３００４、アウト口左センサ３０３２、及びアウト口右センサ３０３３
には、非接触タイプの電磁式の近接スイッチを用いているのに対して、一般入賞口センサ
３００１には、接触タイプのＯＮ／ＯＦＦ動作式のメカニカルスイッチを用いている。こ
れは、遊技球Ｂが、第一始動口２００２や第二始動口２００４、普通入賞口２００３には
頻繁に入球するするため、第一始動口センサ３００２、第二始動口センサ２４０２、及び
普通入賞口センサ２４０１による遊技球Ｂの検出も頻繁に発生する。このため、第一始動
口センサ３００２、第二始動口センサ２４０２、及び普通入賞口センサ２４０１には、耐
久性が高く寿命の長い近接スイッチを用いている。
【０８３８】
　また、遊技者にとって有利となる有利遊技状態（「大当り」遊技、等）が発生すると、
大入賞口２００５が開放されて遊技球Ｂが頻繁に入球するため、大入賞口センサ２４０３
による遊技球Ｂの検出も頻繁に発生する。このため、大入賞口センサ２４０３にも、耐久
性が高く寿命の長い近接スイッチを用いている。これに対して、遊技球Ｂが頻繁に入球し
ない一般入賞口２００１には、一般入賞口センサ３００１による検出も頻繁に発生しない
。このため、一般入賞口センサ３００１には、近接スイッチより寿命が短いメカニカルス
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イッチを用いている。
【０８３９】
　また、主制御ＭＰＵは、遊技に関する各種情報（遊技情報）及び払出しに関する各種コ
マンド等を払出制御基板６３３に送信したり、この払出制御基板６３３からのパチンコ機
１の状態に関する各種コマンド等を受信したりする。更に、主制御ＭＰＵは、遊技演出の
制御に関する各種コマンド及びパチンコ機１の状態に関する各種コマンドを、主制御Ｉ／
Ｏポートを介して周辺制御基板１５１０の周辺制御部１５１１に送信したりする。なお、
主制御ＭＰＵは、その詳細な説明は後述するが、払出制御基板６３３からパチンコ機１の
状態に関する各種コマンドを受信すると、これらの各種コマンドを整形して周辺制御部１
５１１に送信する。
【０８４０】
　主制御基板１３１０には、詳細な説明は後述するが、基板ユニット６２０の電源基板６
３０から各種電圧が供給されている。この主制御基板１３１０に各種電圧を供給する電源
基板６３０は、電源遮断時にでも所定時間、主制御基板１３１０に電力を供給するための
バックアップ電源としての電気二重層キャパシタ（以下、単に「キャパシタ」と記載する
。）を備えている。このキャパシタにより主制御ＭＰＵは、電源遮断時にでも電源断時処
理において各種情報をＲＡＭに記憶することができる。この記憶した各種情報は、電源投
入時に主制御基板１３１０のＲＡＭクリアスイッチが操作されると、ＲＡＭから完全に消
去（クリア）される。このＲＡＭクリアスイッチの操作信号（検出信号）は、払出制御基
板６３３にも出力される。
【０８４１】
　また、主制御基板１３１０には、停電監視回路が設けられている。この停電監視回路は
、電源基板６３０から供給される各種電圧の低下を監視しており、それらの電圧が停電予
告電圧以下となると、停電予告として停電予告信号を出力する。この停電予告信号は、主
制御Ｉ／Ｏポートを介して主制御ＭＰＵに入力される他に、払出制御基板６３３等にも出
力されている。
【０８４２】
［６－２．払出制御基板］
　遊技球Ｂの払出し等を制御する払出制御基板６３３は、払出しに関する各種制御を行う
払出制御部６３３ａと、発射ソレノイド５４２による発射制御を行うとともに、球送給ソ
レノイド１４５による球送給制御を行う発射制御部６３３ｂと、パチンコ機１の状態を表
示するエラーＬＥＤ表示器と、エラーＬＥＤ表示器に表示されているエラーを解除するた
めのエラー解除スイッチと、メンテナンスの際に、球タンク５５２、タンクレール５５３
、球誘導ユニット５７０、及び払出装置５８０内の遊技球Ｂを、パチンコ機１の外部（上
皿２０１）に排出して、球抜き動作を開始するための球抜スイッチと、を備えている。
【０８４３】
［６－２ａ．払出制御部］
　払出制御基板６３３における払出しに関する各種制御を行う払出制御部６３３ａは、詳
細な図示は省略するが、各種処理プログラムや各種コマンドを記憶するＲＯＭや一時的に
データを記憶するＲＡＭ等が内蔵されるマイクロプロセッサである払出制御ＭＰＵと、Ｉ
／Ｏデバイスとしての払出制御Ｉ／Ｏポートと、払出制御ＭＰＵが正常に動作しているか
否かを監視するための外部ＷＤＴ（外部ウォッチドックタイマ）と、払出装置５８０の払
出モータ５８４に駆動信号を出力するための払出モータ駆動回路と、払出しに関する各種
検出スイッチからの検出信号が入力される払出制御入力回路と、を備えている。払出制御
ＭＰＵには、その内蔵されたＲＯＭやＲＡＭのほかに、不正を防止するため機能等も内蔵
されている。
【０８４４】
　払出制御部６３３ａの払出制御ＭＰＵは、主制御基板１３１０からの遊技に関する各種
情報（遊技情報）及び払い出しに関する各種コマンドを払出制御Ｉ／Ｏポートを介してシ
リアル方式で受信したり、主制御基板１３１０からのＲＡＭクリアスイッチの操作信号（
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検出信号）が払出制御Ｉ／Ｏポートを介して入力されたりする他に、満タン検知センサ１
５４からの検出信号が入力されたり、球切検知センサ５７４、払出検知センサ５９１、及
び羽根回転検知センサ５９０からの検出信号が入力される。
【０８４５】
　球誘導ユニット５７０の球切検知センサ５７４、払出装置５８０の払出検知センサ５９
１及び羽根回転検知センサ５９０からの検出信号は、払出制御入力回路に入力され、払出
制御Ｉ／Ｏポートを介して払出制御ＭＰＵに入力される。
【０８４６】
　また、本体枠４に対する扉枠３の開放を検出する扉枠開放スイッチ、及び外枠２に対す
る本体枠４の開放を検出する本体枠開放スイッチからの検出信号は、払出制御入力回路に
入力され、払出制御Ｉ／Ｏポートを介して払出制御ＭＰＵに入力される。
【０８４７】
　また、ファールカバーユニット１５０の満タン検知センサ１５４からの検出信号は、払
出制御入力回路に入力され、払出制御Ｉ／Ｏポートを介して払出制御ＭＰＵに入力される
。
【０８４８】
　払出制御ＭＰＵは、払出モータ５８４を駆動するための駆動信号を、払出制御Ｉ／Ｏを
介して払出モータ５８４に出力したり、パチンコ機１の状態をエラーＬＥＤ表示器に表示
するための信号を、払出制御Ｉ／Ｏポートを介してエラーＬＥＤ表示器に出力したり、パ
チンコ機１の状態を示すためのコマンドを、払出制御Ｉ／Ｏポートを介して主制御基板１
３１０にシリアル方式で送信したり、実際に払出した遊技球Ｂの球数を払出制御Ｉ／Ｏポ
ートを介して外部端子板５５８に出力したりする。この外部端子板５５８は、遊技ホール
側に設置されたホールコンピュータに接続されている。このホールコンピュータは、パチ
ンコ機１が払出した遊技球Ｂの球数やパチンコ機１の遊技情報等を把握することにより遊
技者の遊技を監視している。
【０８４９】
　エラーＬＥＤ表示器（図示は省略）は、セグメント表示器であり、英数字や図形等を表
示してパチンコ機１の状態を表示している。エラーＬＥＤ表示器が表示して報知する内容
としては、次のようなものがある。例えば、図形「－」が表示されているときには「正常
」である旨を報知し、数字「０」が表示されているときには「接続異常」である旨（具体
的には、主制御基板１３１０と払出制御基板６３３との基板間の電気的な接続に異常が生
じている旨）を報知し、数字「１」が表示されているときには「球切れ」である旨（具体
的には、球切検知センサ５７４からの検出信号に基づいて払出装置５８０内に遊技球Ｂが
ない旨）を報知し、数字「２」が表示されているときには「球がみ」である旨（具体的に
は、羽根回転検知センサ５９０からの検出信号に基づいて払出装置５８０の払出通路５８
０ａと払出羽根５８９との間に遊技球Ｂがかみ込んで払出羽根５８９が回転困難となって
いる旨）を報知し、数字「３」が表示されているときには「計数スイッチエラー」である
旨（具体的には、払出検知センサ５９１からの検出信号に基づいて払出検知センサ５９１
に不具合が生じている旨）を報知し、数字「５」が表示されているときには「リトライエ
ラー」である旨（具体的には、払出し動作のリトライ回数が予め設定された上限値に達し
た旨）を報知し、数字「６」が表示されているときには「満タン」である旨（具体的には
、満タン検知センサ１５４からの検出信号に基づいてファールカバーユニット１５０内に
貯留された遊技球Ｂで満タンである旨）を報知し、数字「７」が表示されているときには
「ＣＲ未接続」である旨（払出制御基板６３３からＣＲユニットまでに亘るいずれかにお
いて電気的な接続が切断されている旨）を報知し、数字「９」が表示されているときには
「ストック中」である旨（具体的には、まだ払出していない遊技球Ｂの球数が予め定めた
球数に達している旨）を報知している。
【０８５０】
　球貸ボタン２２４からの遊技球Ｂの球貸要求信号、及び返却ボタン２２５からのプリペ
イドカードの返却要求信号は、ＣＲユニットに入力される。ＣＲユニットは、球貸要求信
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号に従って貸し出す遊技球Ｂの球数を指定した信号を、払出制御基板６３３にシリアル方
式で送信し、この信号が払出制御Ｉ／Ｏポートで受信されて払出制御ＭＰＵに入力される
。またＣＲユニットは、貸出した遊技球Ｂの球数に応じて挿入されたプリペイドカードの
残度を更新するとともに、その残度の表示信号を球貸操作ユニット２２０へ出力し、この
信号が球貸操作ユニット２２０の球貸表示部に入力されて表示される。
【０８５１】
［６－２ｂ．発射制御部］
　発射制御部６３３ｂは、発射ソレノイド５４２による発射制御と、球送給ソレノイド１
４５による球送給制御と、を行う。発射制御部６３３ｂは、詳細に図示は省略するが、発
射に関する各種検出スイッチからの検出信号が入力される発射制御入力回路と、定時間毎
にクロック信号を出力する発振回路と、このクロック信号に基づいて遊技球Ｂを遊技領域
５ａに向かって打ち出すための発射基準パルスを出力する発射タイミング制御回路と、こ
の発射基準パルスに基づいて発射ソレノイド５４２に駆動信号を出力する発射ソレノイド
駆動回路と、発射基準パルスに基づいて球送給ソレノイド１４５に駆動信号を出力する球
送給ソレノイド駆動回路と、を備えている。発射タイミング制御回路は、発振回路からの
クロック信号に基づいて、１分当たり１００個の遊技球Ｂが遊技領域５ａに向かって打ち
出されるよう発射基準パルスを生成して発射ソレノイド駆動回路に出力するとともに、発
射基準パルスを所定数倍した球送基準パルスを生成して球送給ソレノイド駆動回路に出力
する。
【０８５２】
　ハンドルユニット１８０の関係では、ハンドル１８２に手のひらや指が触れているか否
かを検出するハンドルタッチセンサ１９２、及び遊技者の意志によって遊技球Ｂの打ち出
しを強制的に停止するか否かを検出する単発ボタン操作センサ１９４からの検出信号は、
発射制御入力回路に入力された後に、発射タイミング制御回路に入力される。またＣＲユ
ニットとＣＲユニット接続端子板とが電気的に接続されると、ＣＲ接続信号として発射制
御入力回路に入力され、発射タイミング制御回路に入力される。ハンドル１８２の回転位
置に応じて遊技球Ｂを遊技領域５ａに向かって打ち出す強度を電気的に調節するハンドル
回転検知センサ１８９からの信号は、発射ソレノイド駆動回路に入力され。
【０８５３】
　この発射ソレノイド駆動回路は、ハンドル回転検知センサ１８９からの信号に基づいて
、ハンドル１８２の回転位置に見合う打ち出し強度で遊技球Ｂを遊技領域５ａに向かって
打ち出すための駆動電流を、発射基準パルスが入力されたことを契機として、発射ソレノ
イド５４２に出力する。一方、球送給ソレノイド駆動回路は、球送基準パルスが入力され
たことを契機として、球送給ソレノイド１４５に一定電流を出力することにより、皿ユニ
ット２００の上皿２０１に貯留された遊技球Ｂを球送給ユニット１４０内に１球受入れ、
その球送基準パルスの入力が終了したことを契機として、その一定電流の出力を停止する
ことにより受入れた遊技球Ｂを球発射装置５４０側へ送る。このように、発射ソレノイド
駆動回路から発射ソレノイド５４２に出力される駆動電流は可変に制御されるのに対して
、球送給ソレノイド駆動回路から球送給ソレノイド１４５に出力される駆動電流は一定に
制御されている。
【０８５４】
　なお、払出制御基板６３３に各種電圧を供給する電源基板６３０は、電源遮断時にでも
所定時間、主制御基板１３１０に電力を供給するためのバックアップ電源としてのキャパ
シタを備えている。このキャパシタにより払出制御ＭＰＵは、電源遮断時にでも電源断時
処理において各種情報を払出制御基板６３３のＲＡＭに記憶することができる。この記憶
した各種情報は、電源投入時に主制御基板１３１０のＲＡＭクリアスイッチが操作される
と、払出制御基板６３３のＲＡＭから完全に消去（クリア）される。
【０８５５】
［６－３．周辺制御基板］
　周辺制御基板１５１０は、図１３６に示すように、主制御基板１３１０からのコマンド
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に基づいて演出制御を行う周辺制御部１５１１と、この周辺制御部１５１１からの制御デ
ータに基づいて、演出表示装置１６００の描画制御を行う演出表示制御部１５１２と、を
備えている。
【０８５６】
［６－３ａ．周辺制御部］
　周辺制御基板１５１０における演出制御を行う周辺制御部１５１１は、詳細な図示は省
略するが、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＶＤＰ、ＶＲＡＭ、音源、ＳＡＴＡコントローラ、そして各
種Ｉ／Ｏインターフェイス等が１つの半導体チップ上に集積された周辺制御ＩＣと、各種
処理プログラムや各種コマンドを記憶する周辺制御ＲＯＭと、高音質の演奏を行う音源Ｉ
Ｃと、この音源ＩＣが参照する音楽、音声、及び効果音等の音情報が記憶されている音Ｒ
ＯＭと、を備えている。
【０８５７】
　周辺制御ＩＣには、１つの半導体チップ上にパラレルＩ／Ｏポート、シリアルＩ／Ｏポ
ート等を複数集積されており、主制御基板１３１０から各種コマンドを受信すると、この
各種コマンドに基づいて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは遊技盤５の各装飾基板に設けられたカ
ラーＬＥＤ等への点灯信号、点滅信号又は階調点灯信号を出力するための遊技盤側発光デ
ータをランプ駆動基板用シリアルＩ／Ｏポートから遊技盤５の各装飾基板に送信したり、
遊技盤５に設けられた各種演出ユニットを作動させる駆動モータへの駆動信号を出力する
ための遊技盤側駆動データを遊技盤装飾駆動基板用シリアルＩ／Ｏポートから遊技盤５の
駆動モータ或いは駆動ソレノイドに送信したり、扉枠３に設けられた操作リング駆動モー
タ３４２、及び操作ボタン昇降駆動モータ３６７等への駆動信号を出力するための扉側駆
動データと、扉枠３の各装飾基板に設けられたカラーＬＥＤ等への点灯信号、点滅信号又
は階調点灯信号を出力するための扉側発光データと、から構成される扉側駆動発光データ
を枠装飾駆動基板用シリアルＩ／Ｏポートから扉枠３側に送信したり、演出表示装置１６
００に表示させる画面を示す制御データ（表示コマンド）を表示制御部用シリアルＩ／Ｏ
ポートから演出表示制御部１５１２に送信したり、するほかに、音ＲＯＭから音情報を抽
出するための制御信号（音コマンド）を音源ＩＣに出力したりする。
【０８５８】
　遊技盤５に設けられたセンター役物２５００の第三振分検知センサ２５５２からの検知
信号は、周辺制御ＩＣに入力されている。また、扉枠３に設けられた演出操作ユニット３
００の押圧検知センサ３８１、第一回転検知センサ３４７及び第二回転検知センサ３４８
からの検知信号は、周辺制御ＩＣに入力されている。
【０８５９】
　また周辺制御ＩＣのＣＰＵは、演出表示制御部１５１２が正常に動作している旨を伝え
る信号（動作信号）が演出表示制御部１５１２から入力されており、この動作信号に基づ
いて演出表示制御部１５１２の動作を監視している。
【０８６０】
　音源ＩＣは、周辺制御ＩＣのＣＰＵからの制御データ（音コマンド）に基づいて音ＲＯ
Ｍから音情報を抽出し、扉枠３や本体枠４等に設けられた振動スピーカ３５４、トップ中
央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４や、本体枠４の本体枠スピーカ６２２等
から各種演出に合せた音楽及び効果音等のサウンドが流れるように制御を行う。なお、周
辺制御基板１５１０が収容された周辺制御基板ボックスから後方へ突出している音量調整
スイッチを回転操作することで、音量を調整することができるようになっている。本実施
形態では、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体
枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２とに、音情報としての音響信号（例えば、２ｃｈス
テレオ信号、４ｃｈステレオ信号、２．１ｃｈサラウンド信号、或いは、４．１ｃｈサラ
ウンド信号、等）を送ることで、従来よりも臨場感のある音響効果（音響演出）を提示す
ることができる。
【０８６１】
　なお、周辺制御部１５１１は、周辺制御ＩＣのＣＰＵに内蔵された内蔵ＷＤＴ（ウォッ
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チドックタイマ）のほかに、図示しない、外部ＷＤＴ（ウォッチドックタイマ）も備えて
おり、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、内蔵ＷＤＴと外部ＷＤＴとを併用して自身のシステムが
暴走しているか否かを診断している。
【０８６２】
　この周辺制御ＩＣのＣＰＵから演出表示制御部１５１２に出力される表示コマンドはシ
リアル入出力ポートにより行われ、本実施形態では、ビットレート（単位時間あたりに送
信できるデータの大きさ）として１９．２キロ（ｋ）ビーピーエス（ｂｉｔｓ　ｐｅｒ　
ｓｅｃｏｎｄ、以下、「ｂｐｓ」と記載する）が設定されている。一方、周辺制御ＩＣの
ＣＰＵから遊技盤５側に出力される、初期データ、扉枠側点灯点滅コマンド、遊技盤側点
灯点滅コマンド、可動体駆動コマンド等は、表示コマンドと異なる複数のシリアル入出力
ポートにより行われ、本実施形態では、ビットレートとして２５０ｋｂｐｓが設定されて
いる。
【０８６３】
［６－３ｂ．演出表示制御部］
　演出表示制御部１５１２は、演出表示装置１６００の描画制御を行うものである。演出
表示制御部１５１２は、詳細な図示は省略するが、マイクロプロセッサとしての表示制御
ＭＰＵと、各種処理プログラム、各種コマンド及び各種データを記憶する表示制御ＲＯＭ
と、演出表示装置１６００を表示制御するＶＤＰ（Ｖｉｄｅｏ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓｏｒの略）と、演出表示装置１６００に表示される画面の各種データを記憶する
画像ＲＯＭと、この画像ＲＯＭに記憶されている各種データが転送されてコピーされる画
像ＲＡＭと、を備えている。
【０８６４】
　この表示制御ＭＰＵは、パラレルＩ／Ｏポート、シリアルＩ／Ｏポート等を内蔵してお
り、周辺制御部１５１１からの制御データ（表示コマンド）に基づいてＶＤＰを制御して
演出表示装置１６００の描画制御を行っている。なお、表示制御ＭＰＵは、正常に動作し
ていると、その旨を伝える動作信号を周辺制御部１５１１に出力する。また表示制御ＭＰ
Ｕは、ＶＤＰから実行中信号が入力されており、この実行中信号の出力が１６ｍｓごとに
停止されたことを契機として、割り込み処理を行っている。
【０８６５】
　表示制御ＲＯＭは、演出表示装置１６００に描画する画面を生成するための各種プログ
ラムのほかに、周辺制御部１５１１からの制御データ（表示コマンド）と対応するスケジ
ュールデータ、その制御データ（表示コマンド）と対応する非常駐領域転送スケジュール
データ等を複数記憶している。スケジュールデータは、画面の構成を規定する画面データ
が時系列に配列されて構成されており、演出表示装置１６００に描画する画面の順序が規
定されている。非常駐領域転送スケジュールデータは、画像ＲＯＭに記憶されている各種
データを画像ＲＡＭの非常駐領域に転送する際に、その順序を規定する非常駐領域転送デ
ータが時系列に配列されて構成されている。この非常駐領域転送データは、スケジュール
データの進行に従って演出表示装置１６００に描画される画面データを、前もって、画像
ＲＯＭから画像ＲＡＭの非常駐領域に各種データを転送する順序が規定されている。
【０８６６】
　表示制御ＭＰＵは、周辺制御部１５１１からの制御データ（表示コマンド）と対応する
スケジュールデータの先頭の画面データを表示制御ＲＯＭから抽出してＶＤＰに出力した
後に、先頭の画面データに続く画面データを表示制御ＲＯＭから抽出してＶＤＰに出力す
る。このように、表示制御ＭＰＵは、スケジュールデータに時系列に配列された画面デー
タを、先頭の画面データから１つずつ表示制御ＲＯＭから抽出してＶＤＰに出力する。
【０８６７】
　ＶＤＰは、表示制御ＭＰＵから出力された画面データが入力されると、この入力された
画面データに基づいて画像ＲＡＭからスプライトデータを抽出して演出表示装置１６００
に表示する描画データを生成し、この生成した描画データを、演出表示装置１６００に出
力する。またＶＤＰは、演出表示装置１６００が、表示制御ＭＰＵからの画面データを受
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入れないときに、その旨を伝える実行中信号を表示制御ＭＰＵに出力する。なお、ＶＤＰ
は、ラインバッファ方式が採用されている。この「ラインバッファ方式」とは、演出表示
装置１６００の左右方向を描画する１ライン分の描画データをラインバッファに保持し、
このラインバッファに保持した１ライン分の描画データを、演出表示装置１６００に出力
する方式である。
【０８６８】
　画像ＲＯＭには、極めて多くのスプライトデータが記憶されており、その容量が大きく
なっている。画像ＲＯＭの容量が大きくなると、つまり、演出表示装置１６００に描画す
るスプライトの数が多くなると、画像ＲＯＭのアクセス速度が無視できなくなり、演出表
示装置１６００に描画する速度に影響することとなる。そこで、本実施形態では、アクセ
ス速度の速い画像ＲＡＭに、画像ＲＯＭに記憶されているスプライトデータを転送してコ
ピーし、この画像ＲＡＭからスプライトデータを抽出している。なお、スプライトデータ
は、スプライトをビットマップ形式に展開する前のデータである基データであり、圧縮さ
れた状態で画像ＲＯＭに記憶されている。
【０８６９】
　ここで、「スプライト」について説明すると、「スプライト」とは、演出表示装置１６
００に、纏まった単位として表示されるイメージである。例えば、演出表示装置１６００
に、種々の人物（キャラクタ）を表示させる場合には、夫々の人物を描くためのデータを
「スプライト」と呼ぶ。これにより、演出表示装置１６００に複数人の人物を表示させる
場合には、複数のスプライトを用いることとなる。また人物のほかに、背景を構成する家
、山、道路等もスプライトであり、背景全体を１つのスプライトとすることもできる。こ
れらのスプライトは、画面に配置される位置やスプライト同士が重なる場合の上下関係（
以下、「スプライトの重ね合わせの順序」と記載する。）が設定されて演出表示装置１６
００に描画される。
【０８７０】
　なお、スプライトは縦横それぞれ６４画素の矩形領域を複数張り合わせて構成されてい
る。この矩形領域を描くためのデータを「スプライトキャラクタ」と呼ぶ。小さなスプラ
イトの場合には１つのスプライトキャラクタを用いて表現することができるし、人物など
比較的大きいスプライトの場合には、例えば横２×縦３などで配置した合計６個のスプラ
イトキャラクタを用いて表現することができる。背景のように更に大きいスプライトの場
合には更に多数のスプライトキャラクタを用いて表現することができる。このように、ス
プライトキャラクタの数及び配置は、スプライトごとに任意に指定することができるよう
になっている。
【０８７１】
　演出表示装置１６００は、その正面から見て左から右に向かって順次、画素に沿った一
方向に画素ごとの表示状態を設定する主走査と、その一方向と交差する方向に主走査を繰
り返し行う副走査と、によって駆動される。演出表示装置１６００は、演出表示制御部１
５１２から出力された１ライン分の描画データが入力されると、主走査として演出表示装
置１６００の正面から見て左から右に向かって順次、１ライン分の画素にそれぞれ出力す
る。そして１ライン分の出力が完了すると、演出表示装置１６００は、副走査として直下
のラインに移行し、同様に次ライン分の描画データが入力されると、この次ライン分の描
画データに基づいて主走査として演出表示装置１６００の正面から見て左から右に向かっ
て順次、１ライン分の画素にそれぞれ出力する。
【０８７２】
［７．遊技内容］
　本実施形態のパチンコ機１による遊技内容について、図１１６、図１１９乃至図１２３
等を参照して説明する。本実施形態のパチンコ機１は、扉枠３の前面右下隅に配置された
ハンドルユニット１８０のハンドル１８２を遊技者が回転操作することで、皿ユニット２
００の上皿２０１に貯留された遊技球Ｂが、遊技盤５における外レール１００１と内レー
ル１００２との間を通って遊技領域５ａ内の上部へと打ち込まれて、遊技球Ｂによる遊技
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が開始される。遊技領域５ａ内の上部へ打ち込まれた遊技球Ｂは、その打込強さによって
センター役物２５００の左側、或いは、右側の何れかを流下する。なお、遊技球Ｂの打込
強さは、ハンドル１８２の回転量によって調整することができ、時計回りの方向へ回転さ
せるほど強く打込むことができ、連続で一分間に最大１００個の遊技球Ｂ、つまり、０．
６秒間隔で遊技球Ｂを打込むことができる。
【０８７３】
　また、遊技領域５ａ内には、適宜位置に所定のゲージ配列で複数の障害釘Ｎが遊技パネ
ル１１００の前面に植設されており、遊技球Ｂが障害釘Ｎに当接することで、遊技球Ｂの
流下速度が抑制されると共に、遊技球Ｂに様々な動きが付与されて、その動きを楽しませ
られるようになっている。また、遊技領域５ａ内には、障害釘Ｎの他に、遊技球Ｂの当接
により回転する風車Ｗがサイド左上ユニット２３００の上方でセンター役物２５００の左
方に設けられている。
【０８７４】
　センター役物２５００の上部へ打込まれた遊技球Ｂは、センター役物２５００の外周面
のうち、最も高くなった部位よりも正面視左側（上右周壁部２５１０よりも左側）へ進入
すると、複数の障害釘Ｎに当接しながら、センター役物２５００よりも左側の領域を流下
することとなる。そして、センター役物２５００の左側の領域を流下する遊技球Ｂが、セ
ンター役物２５００の外周面に開口しているワープ入口２５０１に進入すると、ワープ出
口２５０２からステージ２５０３に供給される。
【０８７５】
　ステージ２５０３に供給された遊技球Ｂは、ステージ２５０３上を転動して左右に行っ
たり来たりして、左右方向中央部分から前方へ放出される。ステージ２５０３の中央の中
央放出部２５０３ａから遊技球Ｂが遊技領域５ａ内に放出されると、その中央放出部２５
０３ａが第一始動口２００２の直上に位置していることから、高い確率で第一始動口２０
０２に受入れられる。この第一始動口２００２に遊技球Ｂが受入れられると、主制御基板
１３１０及び払出制御基板６３３を介して払出装置５８０から所定数（例えば、３個）の
遊技球Ｂが、上皿２０１に払出される。
【０８７６】
　センター役物２５００のステージ２５０３から遊技領域５ａ内に放出された遊技球Ｂは
、始動口ユニット２１００の第一始動口２００２や一般入賞口２００１、開状態の大入賞
口２００５に受入れられる可能性がある。
【０８７７】
　ところで、センター役物２５００の左側へ流下した遊技球Ｂが、ワープ入口２５０１に
進入しなかった場合、サイド左上ユニット２３００の棚部２３０１や障害釘Ｎにより左右
方向中央側へ寄せられ、サイドユニット２２００の一般入賞口２００１、或いは、始動口
ユニット２１００の第一始動口２００２等、に受入れられる可能性がある。そして、一般
入賞口２００１に遊技球Ｂが受入れられると、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３
３を介して払出装置５８０から所定数（例えば、１０個）の遊技球Ｂが、上皿２０１に払
出される。
【０８７８】
　一方、遊技領域５ａ内においてセンター役物２５００の上部に打込まれた遊技球Ｂが、
センター役物２５００の外周面の最も高くなった部位よりも右側（上右周壁部２５１０の
上方の上流空間部２５０５）に進入すると、センター役物２５００の案内通路群２５２０
の第一案内通路２５２１又は第二案内通路２５２２の何れかを通って、センター役物２５
００の普通入賞口２００３の上方に放出され、普通入賞口２００３の上方に植設されてい
る複数の障害釘Ｎに当接した上で、ある程度の確率で普通入賞口２００３に受入れられる
。
【０８７９】
　センター役物２５００の案内通路群２５２０は、衝止部１００６の近傍に入口が開口し
ている第一案内通路２５２１と、第一案内通路２５２１の入口から左方へ間隔をあけて入
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口が開口している第二案内通路２５２２と、から構成されている。これにより、衝止部１
００６に当接する強さで遊技球Ｂを打込む（所謂、右打ちする）と、第一案内通路２５２
１に進入し、上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６に当接しない強さ（右打ちより
もある程度弱い強さ）で遊技球Ｂを打込むと、高い確率で第二案内通路２５２２に進入す
る。つまり、上流空間部２５０５内に打込まれた遊技球Ｂは、その打込強さに応じて、第
一案内通路２５２１又は第二案内通路２５２２の何れかを流通する。
【０８８０】
　本実施形態では、第一案内通路２５２１よりも第二案内通路２５２２を流通させた方が
、高い確率で普通入賞口２００３に受入れられるように構成されている。
【０８８１】
　この普通入賞口２００３に遊技球Ｂが受入れられて普通入賞口センサ２４０１により検
知されると、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３３を介して払出装置５８０から所
定数（例えば、１個）の遊技球Ｂが、上皿２０１に払出されると共に、主制御基板１３１
０において普通抽選が行われ、抽選された普通抽選結果が「普通当り」の場合、アタッカ
ユニット２４００における閉鎖されている第二始動口２００４が所定時間（例えば、０．
３～１０秒）の間、開状態となり、第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れが可能とな
る。
【０８８２】
　本実施形態では、普通入賞口２００３に遊技球Ｂが受入れられることで行われる普通抽
選において、普通抽選を開始してから普通抽選結果を示唆するまでにある程度の時間を設
定している（例えば、０．０１～６０秒、普通変動時間とも称す）。この普通抽選結果の
示唆は、遊技盤５の機能表示ユニット１４００に表示される。第二始動口２００４では、
普通変動時間の経過後に開状態となる。
【０８８３】
　なお、遊技球Ｂが普通入賞口２００３に受入れられてから普通抽選結果が示唆されるま
での間に、遊技球Ｂが普通入賞口２００３に受入れられると、普通抽選結果の示唆を開始
することができないため、普通抽選結果の示唆の開始を、先の普通抽選結果の示唆が終了
するまで保留するようにしている。また、普通抽選結果の保留数は、４つまでを上限とし
、それ以上については、普通入賞口２００３に遊技球Ｂが受入れられても、保留せずに破
棄している。これにより、保留が貯まることで遊技ホール側の負担の増加を抑制している
。
【０８８４】
　普通入賞口２００３の右側のアタッカ右通路２４３０に進入した遊技球Ｂは、第二始動
口２００４や大入賞口２００５に受入れられる機会もなく、前構成部材１０００の右下レ
ール１００４上に放出され、アウト口１００８から遊技領域５ａ外へ排出される。一方、
普通入賞口２００３の左側を通過した遊技球Ｂは、第二始動口上誘導棚２４２１と第二始
動口左立壁部２４２２との間を通った上で、大入賞口誘導棚２４２４を介して、閉状態の
大入賞口２００５の前方を通過して右下レール１００４上に放出される。
【０８８５】
　そして、遊技球Ｂが第二始動口上誘導棚２４２１と第二始動口左立壁部２４２２との間
を通った時に、普通入賞口２００３での遊技球Ｂの受入れにより抽選された普通抽選結果
が「普通当り」で、第二始動口扉２４１１が前進していると、当該遊技球Ｂが第二始動口
扉２４１１により誘導されて第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられる。この第二始
動口２００４に遊技球Ｂが受入れられると、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３３
を介して払出装置５８０から所定数（例えば、４個）の遊技球Ｂが、上皿２０１に払出さ
れる。
【０８８６】
　第二始動口扉２４１１により誘導されなかった遊技球Ｂは、大入賞口誘導棚２４２４上
に落下し、大入賞口誘導棚２４２４の左端から閉状態の大入賞口扉２４１３の前方を通っ
て右下レール１００４上に放出され、アウト口１００８から遊技領域５ａ外へ排出される
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。
【０８８７】
　一方、第二始動口扉２４１１により第二始動口２００４側へ誘導されたものの、途中で
第二始動口扉２４１１が後退して第二始動口２００４に受入れられなかった遊技球Ｂは、
第二始動口２００４の下側の第三開口部２４３３からアタッカ右通路２４３０内に進入し
、閉状態の大入賞口扉２４１３の前方を通ることなく右下レール１００４上に放出されて
、アウト口１００８から遊技領域５ａ外へ排出される。
【０８８８】
　なお、普通入賞口２００３と第二始動口上誘導棚２４２１との間には、複数の障害釘Ｎ
が植設されていると共に、アタッカ右通路２４３０の第二開口部２４３２が開口している
ため、普通入賞口２００３の左側を通った遊技球Ｂが、低い確率で第二開口部２４３２を
通ってアタッカ右通路２４３０に進入する。このアタッカ右通路２４３０に進入した遊技
球Ｂは、大入賞口２００５に関わることなくアウト口１００８から遊技領域５ａ外に排出
される。
【０８８９】
　上記のようなことから、第一案内通路２５２１を流通した遊技球Ｂは、普通入賞口２０
０３にあまり受入れられることはないため、普通入賞口２００３への遊技球Ｂの受入れに
より第二始動口２００４が開状態となる普通抽選結果が導出されることはあまりないと共
に、第二始動口２００４に遊技球Ｂがあまり受入れられない。一方、第二案内通路２５２
２を流通した遊技球Ｂは、第一案内通路２５２１よりも高い確率で普通入賞口２００３に
受入れられるため、遊技球Ｂの普通入賞口２００３の通過により第二始動口２００４が開
状態となる普通抽選結果（「普通当り」）が抽選される可能性が高いと共に、第二始動口
２００４に遊技球Ｂが受入れられる可能性が高い。
【０８９０】
　このようなことから、遊技者が、第二案内通路２５２２の入口を狙った遊技球Ｂの打込
操作を行うようになることから、上流空間部２５０５に遊技球Ｂが進入する打込強さで、
且つ、遊技球Ｂが第二案内通路２５２２に進入する打込強さで、遊技球Ｂが遊技領域５ａ
内に打込まれるように、遊技球Ｂの打込強さを調整しなければならない。これにより、遊
技球Ｂの打込操作に対して変化を付与させて遊技者を飽きさせ難くすることができ、遊技
者に対して遊技球Ｂの打込操作を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０８９１】
　ところで、本実施形態のパチンコ機１は、第一始動口２００２及び第二始動口２００４
に遊技球Ｂが受入れられると、主制御基板１３１０において、遊技者に有利な有利遊技状
態（例えば、「大当り」、「小当り」、「時間短縮（時短）当り」、を発生させる特別抽
選結果の抽選が行われる。そして、抽選された特別抽選結果を、所定時間（例えば、０．
１～３６０秒、特別変動時間とも称す）かけて遊技者に示唆する。なお、第一始動口２０
０２及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられることで抽選される特別抽選結果に
は、「ハズレ」、「第一小当り」、「第二小当り」、「第三小当り」、「２Ｒ大当り」、
「１５Ｒ大当り」、等がある。本実施形態では、第一特別抽選結果よりも第二特別抽選結
果の方が、「小当り」（「第一小当り」、「第二小当り」、「第三小当り」）の抽選確率
が高く設定されている。
【０８９２】
　第一始動口２００２及び第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選された特
別抽選結果（第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果）が、「小当り」の場合、「小当り
」の種類に応じて、役物入賞口２００６が、所定の開閉パターンで開閉する（図１２２を
参照）。役物入賞口２００６は、センター役物２５００の右側における第一案内通路２５
２１の途中に設けられていることから、「小当り」が抽選された場合は、「右打ち」して
第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打込む。
【０８９３】
　「小当り」が「第一小当り」の場合は、役物入賞口２００６の開閉時間が短く、遊技球
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Ｂを受入れさせることはほとんどできない。「第二小当り」や「第三小当り」の場合は、
役物入賞口２００６が開状態となる時間が長く、「右打ち」することで役物入賞口２００
６へ遊技球Ｂが受入れられる可能性が高い。この役物入賞口２００６に遊技球Ｂが受入れ
られると、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３３を介して払出装置５８０から所定
数（例えば、４個）の遊技球Ｂが、上皿２０１に払出される。
【０８９４】
　「小当り」が「第二小当り」や「第三小当り」の時に役物入賞口２００６へ遊技球Ｂを
受入れさせると、受入れられた遊技球Ｂのうちの一つが、第一振分装置２５３０における
振分回転体２５３１の収容部２５３１ａに収容される。そして、「小当り」が「第二小当
り」の場合は、振分回転体２５３１の収容部２５３１ａに収容された遊技球Ｂが、第二振
分装置２５４０を通って第三振分装置２５５０のクルーン２５５３上に供給される。その
後、振分回転羽根２５５４に弾かれて、第二Ｖ入賞口２００８又は第三ハズレ口２５５６
の何れかに振分けられる。第二Ｖ入賞口２００８に遊技球Ｂが受入れられる（振分けられ
る）と、「１５Ｒ大当り」が実行される。これに対して、第三ハズレ口２５５６に遊技球
Ｂが受入れられると、「１５Ｒ大当り」等は実行されず、前の状態に戻る。
【０８９５】
　一方、「小当り」が「第三小当り」の場合は、振分回転体２５３１の収容部２５３１ａ
に収容された遊技球Ｂが、第二振分装置２５４０において第一Ｖ入賞口２００７側へ振分
けられ、「１５Ｒ大当り」が実行される。
【０８９６】
　第一Ｖ入賞口２００７や第二Ｖ入賞口２００８への遊技球Ｂの受入れ、第一始動口２０
０２及び第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽選された第一特別抽選結果及
び第二特別抽選結果が「２Ｒ大当り」や「１５Ｒ大当り」であると、大入賞口２００５が
、遊技球Ｂを受入可能な開状態となった後に、所定時間（例えば、２９秒）経過、或いは
、大入賞口２００５への所定個数（例えば、１０個）の遊技球Ｂの受入れ、の何れかの条
件が充足すると、遊技球Ｂを受入不能な閉状態とする開閉パターン（一回の開閉パターン
を１ラウンドと称す）を、所定回数（所定ラウンド数、例えば、２ラウンド、又は１５ラ
ウンド）繰返す「大当り」遊技が実行される。
【０８９７】
　この大入賞口２００５は、主にセンター役物２５００の右側を流下する遊技球Ｂの流路
上にあるため、センター役物２５００の右側を狙った遊技球Ｂの打込操作を遊技者にさせ
ることができる。大入賞口２００５が開状態の時に、大入賞口２００５に遊技球Ｂが受入
れられると、主制御基板１３１０及び払出制御基板６３３によって払出装置５８０から所
定数（例えば、１０個、又は、１３個）の遊技球Ｂが、上皿２０１に払出される。従って
、大入賞口２００５が遊技球Ｂを受入可能としている時に、大入賞口２００５に遊技球Ｂ
を受入れさせることで、多くの遊技球Ｂを払出させることができ、遊技者を楽しませるこ
とができる。
【０８９８】
　なお、センター役物２５００の右側に設けられている案内通路群２５２０は、第一案内
通路２５２１側の方が、第二案内通路２５２２側よりも打込操作を行い易い反面、第二案
内通路２５２２側よりも大入賞口２００５に受入れられる可能性が低いため、何れの通路
を狙った打込操作を行うのかを遊技者に選択させることができ、多様な遊技により遊技者
を飽きさせ難くして興趣の低下を抑制させることができる。
【０８９９】
　また、「１５Ｒ大当り」や時短状態中に「２Ｒ大当り」となった場合は、「大当り」遊
技の終了後に、第一始動口２００２及び第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより
抽選された第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果を遊技者に示唆するための特別図柄の
変動時間を、所定の変動回数（例えば、１００回）に到達するまで、通常よりも短くして
、次の「当り」が抽選されるまでの時間を早くする。
【０９００】
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　また、大入賞口２００５を狙う「大当り」遊技では、遊技球Ｂが大入賞口２００５に至
るまでの途中に、普通入賞口２００３や第二始動口２００４が存在するため、大入賞口２
００５を狙った遊技球Ｂが第二始動口２００４に受れられる可能性が高く、「大当り」遊
技中に、次の「大当り」や「小当り」が抽選されると、遊技者が有利な有利遊技状態が長
く続くこととなり、遊技者をより楽しませることができる。
【０９０１】
　本実施形態では、第一始動口２００２及び第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れに
より特別抽選の開始から抽選された特別抽選結果が示唆されるまでの間に、第一始動口２
００２及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられると、特別抽選結果の示唆を開始
することができないため、先に抽選された特別抽選結果の示唆が完了するまで、特別抽選
結果の示唆の開始が保留される。この保留される特別抽選結果の保留数は、第一始動口２
００２及び第二始動口２００４に対して、夫々４つまでを上限とし、それ以上については
、第一始動口２００２及び第二始動口２００４に遊技球Ｂが受入れられても特別抽選結果
を保留せずに、破棄している。これにより、保留が貯まることで遊技ホール側の負担の増
加を抑制している。
【０９０２】
　ところで、第一始動口２００２及び第二始動口２００４への遊技球Ｂの受入れにより抽
選された特別抽選結果の示唆は、機能表示ユニット１４００と演出表示装置１６００とで
行われる。機能表示ユニット１４００では、主制御基板１３１０によって直接制御されて
特別抽選結果の示唆が行われる。機能表示ユニット１４００での特別抽選結果の示唆は、
複数のＬＥＤを、点灯・消灯を繰返して所定時間点滅させ、その後に、点灯しているＬＥ
Ｄの組合せによって特別抽選結果を示唆する。
【０９０３】
　一方、演出表示装置１６００では、主制御基板１３１０からの制御信号に基づいて、周
辺制御基板１５１０によって間接的に制御され演出画像として特別抽選結果の示唆が行わ
れる。演出表示装置１６００での特別抽選結果を示唆する演出画像は、複数の絵柄からな
る絵柄列を、左右方向へ三つ並べて表示した状態で、各絵柄列を変動させ、変動表示され
ている絵柄列を順次停止表示させ、停止表示される三つの絵柄列の絵柄が、特別抽選結果
と対応した組合せとなるように夫々の絵柄列が停止表示される。特別抽選結果が「ハズレ
」以外の場合は、三つの絵柄列が停止して各絵柄が停止表示された後に、特別抽選結果を
示唆する確定画像が演出表示装置１６００に表示されて、抽選された特別抽選結果に応じ
た有利遊技状態（例えば、「小当り」遊技、「大当り」遊技、等）が発生する。
【０９０４】
　なお、機能表示ユニット１４００での特別抽選結果を示唆する時間（ＬＥＤの点滅時間
（変動時間））と、演出表示装置１６００での特別抽選結果を示唆する時間（絵柄列が変
動して確定画像が表示されるまでの時間）とは、異なっており、機能表示ユニット１４０
０の方が長い時間に設定されている。
【０９０５】
　また、周辺制御基板１５１０では、演出表示装置１６００による特別抽選結果を示唆す
るための演出画像の表示の他に、抽選された特別抽選結果に応じて、扉枠３における演出
操作ユニット３００における演出操作部３０１の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を
操作させる遊技者参加型演出を行うことができる。遊技者参加型演出では、操作リング駆
動モータ３４２により回転操作部３０２を回転させたり、振動させたり、回転操作をアシ
ストしたり、回転操作を阻害したりすることができると共に、操作ボタン昇降駆動モータ
３６７により押圧操作部３０３を上昇させて目立たせることができ、演出操作部３０１の
操作により遊技者参加型演出を楽しませることができる。
【０９０６】
　また、周辺制御基板１５１０では、扉枠３に備えられている各装飾基板や、遊技盤５に
備えられている各装飾基板、演出表示装置１６００、及び裏ユニット３０００の導光板演
出ユニット３１００、裏演出ユニット３２００、等を適宜用いて、発光演出や表示演出等
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を行うことが可能であり、各種の演出によっても遊技者を楽しませることができ、遊技者
の遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０９０７】
　更に、周辺制御基板１５１０では、回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作する遊
技者参加型演出において、遊技者が操作すべき操作を間違えたり、行わなかったりした時
に、正しい操作を行わせるように遊技者にその旨を告知する。具体的には、例えば、中央
押圧操作部３０３ａの押圧操作が要求されている時に、外周押圧操作部３０３ｂを押圧操
作したり、回転操作部３０２を回転操作した場合、振動スピーカ３５４により振動させた
り演出表示装置１６００にその旨を表示させたりする。
【０９０８】
［８．本実施形態と本発明の関係］
　本実施形態の表ユニット２０００のセンター役物２５００における案内通路群２５２０
の第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２は本発明の案内通路に、本実施形態に
おけるアタッカユニット２４００の普通入賞口２００３、第二始動口２００４、及び大入
賞口２００５は本発明の特典付与部に、夫々相当している。
【０９０９】
［９．本実施形態の特徴的な作用効果］
　このように、本実施形態のパチンコ機１によると、左側から周縁に沿って遊技領域５ａ
内の上部に打込まれた遊技球Ｂが、センター役物２５００の右側の案内通路群２５２０に
おける第一案内通路２５２１又は第二案内通路２５２２の何れかを通って、下流側に設け
られているアタッカユニット２４００の普通入賞口２００３に受入れられると、所定の特
典（所定数の遊技球Ｂの払出しと共に、第二始動口２００４を開閉させるか否かの普通抽
選）が付与されるため、遊技者に対して普通入賞口２００３のあるセンター役物２５００
の右側を狙った遊技球Ｂの打込操作をさせる遊技を行わせることができる。
【０９１０】
　センター役物２５００の右側の第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２は、左
右方向に並んでいる途中の重見部２５２０ａにおいて、前後方向に並ぶように位置関係が
ひねられていることから、上部の入口側では、夫々の第一案内通路２５２１及び第二案内
通路２５２２が左右方向に並んでおり、夫々の第一案内通路２５２１及び第二案内通路２
５２２を明確に判別することができるため、遊技球Ｂの打込操作により打分けの行い易い
ものとすることができ、所望の第一案内通路２５２１又は第二案内通路２５２２を狙った
遊技球Ｂの打込操作を楽しませることができる。
【０９１１】
　一方、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２の途中では、重見部２５２０ａ
において前後方向に並ぶようにひねられているため、当該部位を流通している遊技球Ｂに
対して、遊技者からは何れの案内通路を流通しているのかを判別し辛くすることができ、
第一案内通路２５２１又は第二案内通路２５２２を流通している遊技球Ｂに対して遊技者
を注目させることができる。これら第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２は、
案内（流通）している遊技球Ｂを前方から視認可能としており、第一案内通路２５２１及
び第二案内通路２５２２が透明な部材により形成されていることから、前後に並んでいる
重見部２５２０ａの部位では、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２が重なっ
て見えるため、一見しただけでは、各案内通路の経路を認識させ難くいものとすることが
できる。更に、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２の下部の出口側では、第
一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２が左右方向に並ぶようにひねられているこ
とから、出口側の夫々の第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２を明確に判別す
ることができるものの、この上流側では二回ひねられているため、入口側の第一案内通路
２５２１及び第二案内通路２５２２の並びと、出口側の第一案内通路２５２１及び第二案
内通路２５２２の並びとの関係が判別し辛く不明確にすることができる。
【０９１２】
　従って、センター役物２５００の右側では、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２
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５２２の一つに遊技球Ｂを打込んだ（進入させた）時に、何処から出てくるのか判り難く
、案内通路群２５２０を流通した後の遊技結果がどのようになるのか認識し辛くすること
ができ、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２のうち、どの案内通路に遊技球
Ｂを打込むと普通入賞口２００３に受入れられる可能性が高いのかが判り難いため、遊技
球Ｂを打込んだ時に、遊技球Ｂがどの案内通路を流通しているのかを気に掛けさせること
ができ、遊技者を流通している遊技球Ｂに注目させることができる。
【０９１３】
　また、遊技者が第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２の何れかを流通してい
る遊技球Ｂに注目することにより、普通入賞口２００３に受入れられる可能性の高い案内
通路（第二案内通路２５２２）の出口から遊技球Ｂが出てくるのか否かで遊技者をドキド
キさせることができ、遊技に対する期待感を高めさせることができると共に、想定外の出
口（第一案内通路２５２１の出口）から出てくると、遊技者に意外性を付与して驚かせる
ことができ、遊技者を楽しませて興趣の低下を抑制させることができる。
【０９１４】
　また、普通入賞口２００３に受入れられる可能性の高い出口を有する第二案内通路２５
２２に遊技球Ｂを進入させるためには、遊技球Ｂの打込強さを調整する必要があるため、
遊技者に対して遊技球Ｂの打込強さを調整させて打込ませることができる。従って、遊技
球Ｂの打込操作に対して難易度を付与することができ、遊技球Ｂの打込操作の変化により
遊技者を飽きさせ難くすることができると共に、遊技者に対して遊技球Ｂの打込操作を楽
しませることができ、遊技に対する興趣の低下を抑制させることができる。
【０９１５】
　また、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２に、前後方向に並んでいる重見
部２５２０ａの部位を有するようにしていることから、当該部位では案内通路群２５２０
の左右方向の幅を可及的に狭くすることができるため、相対的にセンター役物２５００の
右側にスペースを確保し易くすることができ、確保したスペースに、役物入賞口２００６
や第一振分装置２５３０等を配置したり演出装置を配置したりすることが可能となり、よ
り遊技者を楽しませられるパチンコ機１とすることができる。
【０９１６】
［１０．主制御基板の各種制御処理］
　次に、パチンコ機１の遊技の進行に応じて、図１３６に示した主制御基板１３１０が行
う各種制御処理について、図１３７～図１３９を参照して説明する。図１３７は主制御側
電源投入時処理の一例を示すフローチャートであり、図１３８は図１３７の主制御側電源
投入時処理のつづきを示すフローチャートであり、図１３９は主制御側タイマ割り込み処
理の一例を示すフローチャートである。まず、遊技制御に用いられる各種乱数について説
明し、続いて初期値更新型のカウンタの動き、主制御側電源投入時処理、主制御側タイマ
割り込み処理について説明する。
【０９１７】
［１０－１．各種乱数］
　遊技制御に用いられる各種乱数として、大当り遊技状態や小当り遊技状態を発生させる
か否かの決定に用いるための特別乱数と、この特別乱数の初期値の決定に用いるための当
り判定用初期値決定乱数と、大当り遊技状態を発生させないときにリーチ（リーチはずれ
）を発生させるか否かの決定に用いるためのリーチ判定用乱数と、機能表示ユニット１４
００の第一特別図柄表示器及び第二特別図柄表示器で変動表示される特別図柄の変動表示
パターンの決定に用いるための変動表示パターン用乱数と、大当り遊技状態を発生させる
ときに機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器及び第二特別図柄表示器で導出表
示される大当り図柄や小当り図柄の決定（当り種別の決定）に用いるための図柄乱数と、
この図柄乱数の初期値の決定に用いるための図柄用初期値決定乱数等が用意されている。
またこれらの乱数に加えて、第二始動口２００４の遊技球の受入れが可能とする可動片を
開閉動作させるか否かの決定に用いるための普通図柄当り判定用乱数と、この普通図柄当
り判定用乱数の初期値の決定に用いるための普通図柄当り判定用初期値決定乱数と、機能
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表示ユニット１４００の普通図柄表示器で変動表示される普通図柄の変動表示パターンの
決定に用いるための普通図柄変動表示パターン用乱数等が用意されている。
【０９１８】
　このような遊技制御に用いられる各種乱数のうち、特別乱数はハードウェアにより更新
されるのに対して、他の各種乱数はソフトウェアにより更新されるようになっている。
【０９１９】
　例えば、特別乱数は、主制御ＭＰＵに内蔵される主制御内蔵ハード乱数回路によりハー
ドウェアにより直接更新されるようになっている。この主制御内蔵ハード乱数回路は、主
制御ＭＰＵがリセットされると、まず、予め定めた数値範囲内における一の値を初期値と
して、主制御ＭＰＵに入力されるクロック信号に基づいて高速に予め定めた数値範囲内に
おける他の値を次々に抽出し、予め定めた数値範囲内におけるすべての値を抽出し終える
と、再び、予め定めた数値範囲内における一の値を抽出して、主制御ＭＰＵに入力される
クロック信号に基づいて高速に予め定めた数値範囲内における他の値を次々に抽出する。
このような高速な抽選を主制御内蔵ハード乱数回路が繰り返し行い、主制御ＭＰＵは、主
制御内蔵ハード乱数回路から値を取得する時点における主制御内蔵ハード乱数回路が抽出
した値を特別乱数としてセットするようになっている。
【０９２０】
　これに対して、普通図柄当り判定用乱数を更新するカウンタは、最小値から最大値まで
に亘る予め定めた固定数値範囲内において更新され、この最小値から最大値までに亘る範
囲を、後述する主制御側タイマ割り込み処理が行われるごとに値１ずつ加算されることで
カウントアップする。このカウンタは、普通図柄当り判定用初期値決定乱数から最大値に
向かってカウントアップし、続いて最小値から普通図柄当り判定用初期値決定乱数に向か
ってカウントアップする。普通図柄当り判定用乱数の最小値から最大値までに亘る範囲を
カウンタがカウントアップし終えると、普通図柄当り判定用初期値決定乱数は更新される
。このようなカウンタの更新方法を「初期値更新型のカウンタ」という。普通図柄当り判
定用初期値決定乱数は、普通図柄当り判定用乱数を更新するカウンタの固定数値範囲から
一の値を抽選する初期値抽選処理を実行して得ることができるようになっている。
【０９２１】
　なお、本実施形態では、主制御基板１３１０のＲＡＭクリアスイッチが電源投入時に操
作された場合や、後述する、主制御側電源投入時処理において主制御ＭＰＵの主制御内蔵
ＲＡＭに記憶されている各種情報を数値とみなしてその合計を算出して得たチェックサム
の値（サム値）が主制御側電源断時処理（電源断時）において記憶されているチェックサ
ムの値（サム値）と一致していない場合など、主制御内蔵ＲＡＭの全領域をクリアする場
合には、普通図柄当り判定用初期値決定乱数は、主制御ＭＰＵがその内蔵する不揮発性の
ＲＡＭからＩＤコードを取り出し、この取り出したＩＤコードに基づいて普通図柄当り判
定用乱数を更新するカウンタの固定数値範囲から常に同一の固定値を導出する初期値導出
処理を実行し、この導出した固定値がセットされる仕組みとなっている。つまり、普通図
柄当り判定用初期値決定乱数は、初期値導出処理の実行によりＩＤコードに基づいて導出
された同一の固定値が常に上書き更新されるようになっている。このように、普通図柄当
り判定用初期値決定乱数にセットされる値は、ＩＤコードを利用して導出されており、主
制御ＭＰＵを製造したメーカによって主制御ＭＰＵに内蔵する不揮発性のＲＡＭにＩＤコ
ードを記憶させるとＩＤコードが外部装置を用いても書き換えられないという第１のセキ
ュリティー対策と、主制御内蔵ＲＡＭの全領域をクリアする場合に初期値導出処理を実行
することによってＩＤコードに基づいて同一の固定値を導出するという第２のセキュリテ
ィー対策と、による２段階のセキュリティー対策が講じられることよって解析されるのを
防止している。
【０９２２】
　ここで、主制御ＭＰＵに内蔵する不揮発性のＲＡＭからＩＤコードを取り出し、この取
り出したＩＤコードを普通図柄当り判定用初期値決定乱数として用いる利点について説明
する。例えば、賞球として払い出される遊技球を不正に獲得しようとする者が何らかの方
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法で遊技盤５を入手して分解し、主制御ＭＰＵに内蔵する不揮発性のＲＡＭに予め記憶さ
れているＩＤコードを不正に取得し、普通図柄当り判定用乱数を更新するカウンタの値と
普通図柄当り判定値とが一致するタイミングを把握することができたとしても、そのＩＤ
コードが個体を識別するためのユニークな符号が付されたものであるため、他の遊技盤５
’に備える主制御ＭＰＵ’に内蔵する不揮発性のＲＡＭに予め記憶されているＩＤコード
とまったく異なるものとなる。つまり他の遊技盤５’においては、普通図柄当り判定用乱
数を更新するカウンタの値と普通図柄当り判定値とが一致するタイミングも、入手した遊
技盤５のものとまったく異なる。換言すると、入手した遊技盤５を分解して解析して得た
ＩＤコードは、他の遊技盤５’、つまり他のパチンコ機１’において、まったく役に立た
ないものであるため、分解して解析した得た所定間隔ごとに瞬停を発生させ、その所定間
隔ごとに、普通入賞口２００３に遊技球を通過させたとしても、可動片を開閉動作させて
第二始動口２００４へ遊技球が受入可能となる遊技状態を発生させることができない。
【０９２３】
［１０－２．主制御側電源投入時処理］
　まず、パチンコ機１に電源が投入されると、デフォルトとして予め定めたアドレスにス
タックポインタが設定されるように主制御ＭＰＵが回路構成されている。このスタックポ
インタは、例えば、使用中の記憶素子（レジスタ）の内容を一時記憶するためにスタック
に積んだアドレスを示したり、サブルーチンを終了して本ルーチンに復帰するときの本ル
ーチンの復帰アドレスを一時記憶するためにスタックに積んだアドレスを示したりするも
のであり、スタックが積まれるごとにスタックポインタが進む。
【０９２４】
　主制御ＭＰＵによる制御の下、図１３７及び図１３８に示すように、主制御側電源投入
時処理を行う。この主制御側電源投入時処理が開始されると、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭア
クセス許可の設定を行う（ステップＳ１０）。このＲＡＭアクセス許可の設定により主制
御内蔵ＲＡＭに対する更新を行うことができる。
【０９２５】
　ステップＳ１０に続いて、主制御ＭＰＵは、主制御内蔵ＷＤＴの初期値設定及び起動設
定を行う（ステップＳ１２）。ここでは、主制御ＭＰＵの動作（システム）が正常動作し
ているか否かを監視する主制御内蔵ＷＤＴに初期値を設定するために主制御ＭＰＵに内蔵
されるウォッチドックタイマコントロールレジスタ（以下、「ＷＤＴコントロールレジス
タ」と記載する。）にタイマ設定値を設定して主制御内蔵ＷＤＴを起動させて主制御ＭＰ
Ｕをリセットするまでの計時を開始する。主制御内蔵ＷＤＴが起動すると、主制御内蔵Ｗ
ＤＴによる計時が開始され、この計時された時間がタイマ設定値で設定された時間に達す
るまでに、主制御ＭＰＵに内蔵されるウォッチドックタイマクリアレジスタ（以下、「Ｗ
ＤＴクリアレジスタ」と記載する。）にタイマクリア設定値をセットしないと、主制御内
蔵ＷＤＴにより主制御ＭＰＵが強制的にリセットされるようになっている。これに対して
、主制御内蔵ＷＤＴが起動して計時が開始されると、この計時された時間がタイマ設定値
で設定された時間に達するまでにＷＤＴクリアレジスタにタイマクリア設定値をセットす
ると、主制御内蔵ＷＤＴによる計時がクリアされて、再び計時が開始されるようになって
いる。このように、主制御内蔵ＷＤＴによる計時をタイマ設定値で設定された時間に達す
るまでにクリアして再び計時を開始するという処理を繰り返し行うことにより主制御ＭＰ
Ｕの動作（システム）が正常動作しているか否かを監視することができる。
【０９２６】
　ステップＳ１２に続いて、主制御ＭＰＵは、停電クリア処理を行う（ステップＳ１４）
。この停電クリア処理では、ウェイトタイマ処理を行い、停電監視回路からの停電予告信
号が入力されているか否かを判定する。電源投入時から所定電圧となるまでの間では電圧
がすぐに上がらない。一方、停電又は瞬停（電力の供給が一時停止する現象）となるとき
では電圧が下がり、停電予告電圧より小さくなると、停電監視回路から停電予告として停
電予告信号が入力される。電源投入時から所定電圧に上がるまでの間では同様に電圧が停
電予告電圧より小さくなると、停電監視回路から停電予告信号が入力される。そこで、ウ
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ェイトタイマ処理では、電源投入後、電圧が停電予告電圧より大きくなって安定するまで
待つための処理であり、本実施形態では、待ち時間（ウェイトタイマ）として２００ミリ
秒（ｍｓ）が設定されている。
【０９２７】
　ステップＳ１４に続いて、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリアスイッチが操作されているか
否かを判定する（ステップＳ１６）。この判定では、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリアスイ
ッチからの操作信号（ＲＡＭクリア信号）の論理がＨＩであるときにはＲＡＭクリアを行
うと判断してＲＡＭクリアスイッチが操作されていないと判定する一方、ＲＡＭクリアス
イッチからの操作信号（ＲＡＭクリア信号）の論理がＬＯＷであるときにはＲＡＭクリア
を行うと判断してＲＡＭクリアスイッチが操作されていると判定する。
【０９２８】
　ステップＳ１６の判定において、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリアスイッチが操作されて
いると判定したときには、ＲＡＭクリア報知フラグＲＣＬ－ＦＬＧに値１をセットする（
ステップＳ１８）。一方、ステップＳ１６の判定において、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリ
アスイッチが操作されていないと判定したときには、ＲＡＭクリア報知フラグＲＣＬ－Ｆ
ＬＧに値０をセットする（ステップＳ２０）。つまり、主制御ＭＰＵは、電源投入時から
所定時間に亘って、主制御ＭＰＵに内蔵されたＲＡＭ（つまり、主制御内蔵ＲＡＭ）の初
期化を行うＲＡＭクリア処理を実行可能な状態とする。上述したＲＡＭクリア報知フラグ
ＲＣＬ－ＦＬＧは、主制御ＭＰＵの主制御内蔵ＲＡＭに記憶されている、未払い出し賞球
等の遊技に関する遊技情報、及びその他の情報（例えば、メイン賞球数情報出力判定用カ
ウンタの値を示す情報等）を含む各種情報を消去するか否かを示すフラグであり、各種情
報を消去するとき値１、各種情報を消去しないとき値０にそれぞれ設定される。なお、ス
テップＳ１８及びステップＳ２０でセットされたＲＡＭクリア報知フラグＲＣＬ－ＦＬＧ
の値は、主制御ＭＰＵの汎用記憶素子（汎用レジスタ）に記憶される。
【０９２９】
　ステップＳ１８又はステップＳ２０に続いて、主制御ＭＰＵは、ウェイト時間待機処理
を行う（ステップＳ２２）。このウェイト時間待機処理では、周辺制御基板１５１０の描
画制御を行うシステムが起動する（ブートする）まで待っている。本実施形態では、ブー
トするまでの待機時間（ブートタイマ）として２．５秒（ｓ）が設定されている。
【０９３０】
　ステップＳ２２に続いて、主制御ＭＰＵは、停電予告信号が入力されているか否かを判
定する（ステップＳ２４）。上述したように、パチンコ機１の電源を遮断したり、停電又
は瞬停したりするときには、電圧が停電予告電圧以下となると、停電予告として停電予告
信号が停電監視回路から入力される。ステップＳ２４の判定は、この停電予告信号に基づ
いて行う。ステップＳ２４の判定において、主制御ＭＰＵは、停電予告信号の入力がある
と判定したときには、ステップＳ２４の判定に再び戻り、停電予告信号の入力があり続け
る限り、ステップＳ２４の判定を繰り返し行う。これにより、ステップＳ１２において起
動した主制御内蔵ＷＤＴに対して主制御ＭＰＵに内蔵されるＷＤＴクリアレジスタにタイ
マクリア設定値をセットし、主制御内蔵ＷＤＴによる計時をクリアして再び計時を開始さ
せることができなくなることによって、主制御内蔵ＷＤＴにより主制御ＭＰＵが強制的に
リセットされることとなる。その後、主制御ＭＰＵは、この主制御側電源投入時処理を再
び行う。なお、ステップＳ２４の判定がステップＳ２２のウェイト時間待機処理に続いて
行われる点についての詳細な説明を後述する。
【０９３１】
　ステップＳ２４の判定において、主制御ＭＰＵは、停電予告信号の入力がないと判定し
たときには、ＲＡＭクリア報知フラグＲＣＬ－ＦＬＧが値０である否かを判定する（ステ
ップＳ２６）。ＲＡＭクリア報知フラグＲＣＬ－ＦＬＧは、上述したように、各種情報を
消去するとき値１、各種情報を消去しないとき値０にそれぞれ設定される。ステップＳ２
６において、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリア報知フラグＲＣＬ－ＦＬＧが値０であるとき
、つまり各種情報を消去しないと判定したときには、チェックサムの算出を行う（ステッ
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プＳ２８）。このチェックサムは、主制御内蔵ＲＡＭに記憶されている各種情報を数値と
みなしてその合計を算出するものである。
【０９３２】
　ステップＳ２８に続いて、主制御ＭＰＵは、算出したチェックサムの値（サム値）が後
述する主制御側電源断時処理（電源断時）において記憶されているチェックサムの値（サ
ム値）と一致しているか否かを判定する（ステップＳ３０）。ステップＳ３０において、
主制御ＭＰＵは、一致していると判定したときには、バックアップフラグＢＫ－ＦＬＧが
値１であるか否かを判定する（ステップＳ３２）。このバックアップフラグＢＫ－ＦＬＧ
は、各種情報、チェックサムの値（サム値）及びバックアップフラグＢＫ－ＦＬＧの値等
の遊技バックアップ情報を後述する主制御側電源断時処理において主制御内蔵ＲＡＭに記
憶保持したか否かを示すフラグであり、主制御側電源断時処理を正常に終了したとき値１
、主制御側電源断時処理を正常に終了していないとき値０にそれぞれ設定される。なお、
主制御基板１３１０の製造ラインの検査工程において、検査のために製造してから最初に
主制御基板１３１０が電源投入される際における、ステップＳ２８のチェックサムの算出
と、ステップＳ３０の判定と、についての詳細な説明を後述する。
【０９３３】
　ステップＳ３２の判定において、主制御ＭＰＵは、バックアップフラグＢＫ－ＦＬＧが
値１であるとき、つまり主制御側電源断時処理を正常に終了したと判定したときには、復
電時として主制御内蔵ＲＡＭの作業領域を設定する（ステップＳ３４）。この設定は、主
制御ＭＰＵに内蔵されたＲＯＭ（つまり、主制御内蔵ＲＯＭ）から復電時情報を読み出し
、この復電時情報を主制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットする。これにより、遊技バック
アップ情報から各種情報を読み出してこの各種情報に応じた各種コマンドを主制御内蔵Ｒ
ＡＭの所定記憶領域に記憶する。なお、「復電」とは、電源を遮断した状態から電源を投
入した状態のほかに、停電又は瞬停からその後の電力の復旧した状態、不正手段（例えば
、不正行為者が腕の裾に隠した高周波出力装置）からの高周波が主制御基板１３１０に照
射されて主制御ＭＰＵ自体がリセットし、その後に復帰した状態も含める。
【０９３４】
　ステップＳ３４に続いて、主制御ＭＰＵは、バックアップフラグＢＫ－ＦＬＧに値０を
セットする（ステップＳ３６）。これにより、これ以後の各種処理が行われることにより
各種情報、チェックサムの値（サム値）等が変更されるため、後述する主制御側電源断時
処理を正常に終了してバックアップフラグＢＫ－ＦＬＧに値１がセットされないと、後述
するように、主制御内蔵ＲＡＭの全領域がクリアされることとなる。
【０９３５】
　一方、ステップＳ２６の判定において、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリア報知フラグＲＣ
Ｌ－ＦＬＧが値０でない（値１である）とき、つまり各種情報を消去すると判定したとき
には、又はステップＳ３０の判定において、主制御ＭＰＵは、チェックサムの値（サム値
）が一致していないと判定したときには、又はステップＳ３２の判定において、主制御Ｍ
ＰＵは、バックアップフラグＢＫ－ＦＬＧが値１でない（値０である）とき、つまり主制
御側電源断時処理を正常に終了していないと判定したときには、主制御内蔵ＲＡＭの全領
域をクリアする（ステップＳ３８）。ここでは、主制御ＭＰＵは、値０を主制御内蔵ＲＡ
Ｍに書き込むことよって行う。なお、主制御ＭＰＵは、初期値として主制御内蔵ＲＯＭか
ら所定値を読み出して、セットしてもよい。また、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリアスイッ
チからの操作信号（ＲＡＭクリア信号）の論理がＲＡＭクリアを指示するもので各種情報
を消去するとき、サム値が一致していないとき、又は主制御側電源断時処理を正常に終了
していないときには、主制御ＭＰＵの不揮発性のＲＡＭに予め記憶された固有のＩＤコー
ドを取り出し、この取り出したＩＤコードに基づいて普通図柄当り判定用乱数を更新する
カウンタの固定数値範囲から常に同一の固定値を導出する初期値導出処理を行い、この固
定値を、上述した普通図柄当り判定用乱数の初期値の決定に用いるための普通図柄当り判
定用初期値決定乱数にセットする。
【０９３６】
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　ステップＳ３８に続いて、主制御ＭＰＵは、初期設定として主制御内蔵ＲＡＭの作業領
域を設定する（ステップＳ４０）。この設定は、主制御内蔵ＲＯＭから初期情報を読み出
してこの初期情報を主制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットされることにより実施される。
これにより、遊技バックアップ情報が初期化され、例えばメイン賞球数情報出力判定用カ
ウンタの値は、初期値である値０に設定（セット）される。
【０９３７】
　ステップＳ３６又はステップＳ４０に続いて、主制御ＭＰＵは、割り込み初期設定を行
う（ステップＳ４２）。この設定は、後述する主制御側タイマ割り込み処理が行われると
きの割り込み周期を設定するものである。本実施形態では、４ミリ秒（ｍｓ）に設定され
ている。
【０９３８】
　ステップＳ４２に続いて、主制御ＭＰＵは、シリアル通信初期設定を行う（ステップＳ
４４）。ここでは、主制御ＭＰＵに内蔵される各種シリアル入出力ポート（例えば、払出
制御基板６３３に対するシリアル入出力ポート（受信チャンネル及び送信チャンネル）、
周辺制御基板１５１０に対するシリアル入出力ポート（受信チャンネル及び送信チャンネ
ル）に対応する、送信シリアルポートプリスケーラに通信速度の設定やパリティ有無の設
定等を行うとともに、送信シリアルポートコントロールレジスタに送信回路の初期化の設
定や送信許可の設定等を行う。
【０９３９】
　ステップＳ４４に続いて、主制御ＭＰＵは、試験信号出力ポート初期化設定を行う（ス
テップＳ４６）。ここでは、遊技機の試験機関において、各種検査情報を出力するための
図示しない試験信号出力ポートを、電源投入時に初期化設定（ＯＦＦデータ出力に設定）
等を行う。
【０９４０】
　ステップＳ４６に続いて、主制御ＭＰＵは、主制御内蔵ハード乱数回路の起動設定を行
う（ステップＳ４８）。ここでは、遊技に関する各種乱数のうち、大当り遊技状態を発生
させるか否かの決定に用いるための特別乱数を、ハードウェアにより更新するために主制
御ＭＰＵに内蔵されるハード乱数コントロールレジスタに乱数をラッチして取得するとい
う設定等を行うとともに、ハード乱数設定レジスタに主制御内蔵ハード乱数回路の起動等
を設定する。これらの設定により主制御内蔵ハード乱数回路が起動すると、主制御ＭＰＵ
に入力されるクロック信号に基づいて高速に予め定めた数値範囲内における他の値を重複
することなく次々に抽出し、予め定めた数値範囲内におけるすべての値を抽出し終えると
、再び、予め定めた数値範囲内における一の値を抽出して、主制御ＭＰＵに入力されるク
ロック信号に基づいて高速に予め定めた数値範囲内における他の値を重複することなく次
々に抽出する。なお、主制御ＭＰＵは、主制御内蔵ハード乱数回路から乱数（乱数値）を
取得するときには、主制御内蔵ハード乱数回路にラッチ信号を出力し、このラッチ信号が
入力された際における主制御内蔵ハード乱数回路が抽出した乱数（乱数値）を、主制御Ｍ
ＰＵに内蔵されるハード乱数ラッチレジスタから取得するようになっている。主制御ＭＰ
Ｕは、この取得した乱数値を特別乱数としてセットする。
【０９４１】
　ステップＳ４８に続いて、主制御ＭＰＵは、電源投入時に送信するコマンドの予約設定
を行う（ステップＳ５０）。ここでは、ステップＳ３４の主制御内蔵ＲＡＭの作業領域の
設定において主制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットされた復電時情報に基づいて、電源投
入（復電）した旨を伝えるために、電源投入に区分される電源投入時状態コマンド、電源
投入時主制御復帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通
知コマンドを作成して送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶する。
主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域には、ステップＳ３４の主制御内蔵ＲＡＭの作業領
域の設定において、遊技バックアップ情報から各種情報を読み出してこの各種情報に応じ
た各種コマンドが記憶されている場合もある。このような場合には、まず各種情報のうち
遊技情報に応じた各種コマンドの送信完了後に、続いて電源投入時状態コマンド、電源投
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入時主制御復帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通知
コマンドが送信されることとなる。これらのコマンドは、後述する主制御側タイマ割り込
み処理において送信されるようになっている。なお、ステップＳ５０において電源投入時
に送信するコマンドの予約設定が行われる点についての詳細な説明を後述する。
【０９４２】
　ステップＳ５０に続いて、主制御ＭＰＵは、割り込み許可設定を行う（ステップＳ５２
）。この設定によりステップＳ４２で設定した割り込み周期、つまり４ｍｓごとに後述す
る主制御側タイマ割り込み処理が繰り返し行われる。
【０９４３】
　ステップＳ５２に続いて、主制御ＭＰＵは、停電予告信号が入力されているか否かを判
定する（ステップＳ５４）。パチンコ機１の電源を遮断したり、停電又は瞬停したりする
ときには、上述したように、電圧が停電予告電圧以下となると、停電予告として停電予告
信号が停電監視回路から主制御ＭＰＵに入力される。ステップＳ５４の判定は、この停電
予告信号に基づいて行う。
【０９４４】
　ステップＳ５４の判定において、主制御ＭＰＵは、停電予告信号の入力がないと判定し
たときには、非当落乱数更新処理を行う（ステップＳ５６）。この非当落乱数更新処理で
は、上述した、リーチ判定用乱数、変動表示パターン用乱数、図柄用初期値決定乱数、及
び小当り図柄用初期値決定用乱数等を更新する。このように、非当落乱数更新処理では、
当落判定（当り判定）にかかわらない乱数をソフトウェアにより更新する。なお、上述し
た、普通図柄当り判定用乱数、普通図柄当り判定用初期値決定乱数及び普通図柄変動表示
パターン用乱数等もこの非当落乱数更新処理により更新される。
【０９４５】
　ステップＳ５６に続いて、再びステップＳ５４に戻り、主制御ＭＰＵは、停電予告信号
の入力があるか否かを判定し、この停電予告信号の入力がなければ、ステップＳ５６で非
当落乱数更新処理を行い、ステップＳ５４～ステップＳ５６を繰り返し行う。なお、この
ステップＳ５４～ステップＳ５６の処理を「主制御側メイン処理」という。
【０９４６】
　一方、ステップＳ５４の判定において、主制御ＭＰＵは、停電予告信号の入力があった
と判定したときには、割り込み禁止設定を行う（ステップＳ５８）。この設定により後述
する主制御側タイマ割り込み処理が行われなくなり、主制御内蔵ＲＡＭへの書き込みを防
ぎ、上述した、遊技情報、及びその他の情報を含む各種情報の書き換えを保護している。
【０９４７】
　ステップＳ５８に続いて、主制御ＭＰＵは、停電クリア信号を出力開始する（ステップ
Ｓ６０）。ここでは、ステップＳ１４の停電クリア処理において停電クリア信号を出力開
始した処理と同一の処理を行う。
【０９４８】
　ステップＳ６０に続いて、主制御ＭＰＵは、例えば、機能表示ユニット１４００の各種
表示器、始動口ソレノイド２４１２、アタッカソレノイド２４１４等に出力している駆動
信号を停止する（ステップＳ６２）。
【０９４９】
　ステップＳ６２に続いて、主制御ＭＰＵは、チェックサムの算出を行ってこの算出した
値を記憶する（ステップＳ６４）。このチェックサムは、上述したチェックサムの値（サ
ム値）及びバックアップフラグＢＫ－ＦＬＧの値の記憶領域を除く、主制御内蔵ＲＡＭの
作業領域の遊技情報を数値とみなしてその合計を算出する。
【０９５０】
　ステップＳ６４に続いて、主制御ＭＰＵは、バックアップフラグＢＫ－ＦＬＧに値１を
セットする（ステップＳ６６）。これにより、遊技バックアップ情報の記憶が完了する。
【０９５１】
　ステップＳ６６に続いて、主制御ＭＰＵは、ＲＡＭアクセス禁止の設定を行う（ステッ
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プＳ６８）。このＲＡＭアクセス禁止の設定により主制御内蔵ＲＡＭに対するアクセスが
行うことができなくなることよって主制御内蔵ＲＡＭの内容の更新を防止することができ
る。
【０９５２】
　ステップＳ６８に続いて、無限ループに入る。この無限ループでは、ステップＳ１２に
おいて起動した主制御内蔵ＷＤＴに対して主制御ＭＰＵに内蔵されるＷＤＴクリアレジス
タにタイマクリア設定値をセットし、主制御内蔵ＷＤＴによる計時をクリアして再び計時
を開始させることができなくなることによって、主制御内蔵ＷＤＴにより主制御ＭＰＵが
強制的にリセットされることとなる。その後、主制御ＭＰＵは、この主制御側電源投入時
処理を再び行う。なお、ステップＳ５８～ステップＳ６８の処理及び無限ループを「主制
御側電源断時処理」という。
【０９５３】
　主制御ＭＰＵは、上述したように、電気的なノイズの影響を受けると、内蔵リセット回
路による強制リセットがかかる。この場合、主制御ＭＰＵは、ステップＳ５４の判定を行
うことができず、主制御側電源断時処理を行うことができない。このため、主制御ＭＰＵ
は、内蔵リセット回路による強制リセットがかかると、主制御側電源断時処理を実行する
ことなく、リセットがかかり、再び、主制御側電源投入時処理を実行することとなる。つ
まり、主制御側電源断時処理が実行されないことにより、内蔵リセット回路による強制リ
セットがかかる直前に基づく主制御側電源断時処理におけるチェックサムの値（サム値）
が記憶されていないため、前回電源遮断時において主制御側電源断時処理が実行されて記
憶されたチェックサムの値（サム値）と、内蔵リセット回路による強制リセットがかかっ
て再起動するときにステップＳ２８で算出したチェックサムの値（サム値）と、が一致す
るはずがなく、必ず主制御内蔵ＲＡＭのチェックサム（サム値）エラーとなって、ステッ
プＳ３８の処理において主制御内蔵ＲＡＭの内容が完全に消去（クリア）されることとな
る。
【０９５４】
　パチンコ機１（主制御ＭＰＵ）は、停電したとき又は瞬停したときにはリセットがかか
り、その後の電力の復旧により、この主制御側電源投入時処理を行う。
【０９５５】
　なお、ステップＳ３０では主制御内蔵ＲＡＭに記憶されている遊技バックアップ情報が
正常なものであるか否かを検査し、続いてステップＳ３２では主制御側電源断時処理が正
常に終了された否かを検査している。このように、主制御内蔵ＲＡＭに記憶されている遊
技バックアップ情報を２重にチェックすることにより遊技バックアップ情報が不正行為に
より記憶されたものであるか否かを検査している。
【０９５６】
　ここで、ステップＳ２４の停電予告信号の有無の判定をステップＳ２２のウェイト時間
待機処理に続いて行う点について説明する。まず、ステップＳ２４の停電予告信号の有無
の判定がない場合における問題点について、つまりステップＳ２２のウェイト時間待機処
理に続いてステップＳ２６のＲＡＭクリアフラグの値の判定を行ってその後の処理をすす
める場合における問題点について説明する。
【０９５７】
　主制御ＭＰＵの電源端子であるＶＤＤ端子には、上述したように、停電又は瞬停が発生
して遊技ホールの島設備からの電源が遮断された場合に、電解コンデンサＭＣ２に充電さ
れた電荷が停電又は瞬停が発生してから約７ミリ秒（ｍｓ）という期間に亘って直流＋５
Ｖとして印加されるようになっている。つまり、瞬停や停電により遊技ホールの島設備か
らの電源が遮断された状態であっても、電解コンデンサＭＣ２というハードウェアに充電
された電荷が直流＋５Ｖとして印加されることにより、遊技ホールの島設備からの電源が
遮断されてから約７ｍｓという時間が経過するまでの期間内に、主制御側電源断時処理を
完了することができるようになっている。これは、遊技者が遊技を行っている際に、つま
り、主制御側メイン処理又は後述する主制御側タイマ割り込み処理を行っている際に、停
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電又は瞬停が発生して遊技ホールの島設備からの電源が遮断された場合において、主制御
側電源断時処理を確実に完了することができるようになっている。
【０９５８】
　ところが、極めて稀な現象として、復電時にステップＳ２２のウェイト時間待機処理に
おいて、周辺制御基板１５１０の描画制御を行うシステムが起動する（ブートする）まで
の待機時間（ブートタイマ：本実施形態では、２．５秒が設定されている。）を計時開始
し、その待機時間に達する直前で、仮に瞬停又は停電が発生すると、主制御ＭＰＵの電源
端子であるＶＤＤ端子に電解コンデンサＭＣ２というハードウェアに充電された電荷が直
流＋５Ｖとして印加されるものの、約７ｍｓという期間内に、ステップＳ４２で割り込み
初期設定が行われ、その後、ステップＳ５２で割り込み許可設定が行われることにより、
後述する主制御側タイマ割り込み処理が行われて、主制御内蔵ＲＡＭの内容が更新されて
も、主制御側電源投入時処理における主制御側電源断時処理を完了することができなくな
る場合がある。このため、主制御内蔵ＲＡＭの内容に基づく、チェックサムを算出した値
が記憶されることなく再び復電時に主制御側電源投入時処理を開始することとなる。
【０９５９】
　そうすると、今回の復電時において主制御側電源投入時処理を開始して、瞬停や停電が
発生することなく、ステップＳ２２のウェイト時間待機処理を完了し、その後、ステップ
Ｓ２８で主制御内蔵ＲＡＭの内容に基づくチェックサムを算出した値と、瞬停又は停電が
発生した直前における主制御内蔵ＲＡＭに記憶されている値と、をステップＳ３０で比較
判定すると、チェックサムの値が一致するはずがなく、ステップＳ３８で主制御内蔵ＲＡ
Ｍの全領域をクリアすることなる。換言すると、復電時にＲＡＭクリアスイッチが遊技ホ
ールの店員等の係員により操作されてＲＡＭクリアという遊技ホールの店員等の係員によ
る意思表示がなくても、強制的に主制御内蔵ＲＡＭに記憶されている上述した遊技バック
アップ情報を消去（クリア）することとなるという問題がある。
【０９６０】
　そこで、本実施形態では、ステップＳ２２のウェイト時間待機処理の直後に、停電予告
信号が入力されているか否かの判定を行う処理をステップＳ２４として設けて、停電予告
信号が入力されているときには、ステップＳ２４の判定に再び戻り、停電予告信号の入力
があり続ける限り、ステップＳ２４の判定を繰り返し行うようになっている。これにより
、ステップＳ１２において起動した主制御内蔵ＷＤＴに対して主制御ＭＰＵに内蔵される
ＷＤＴクリアレジスタにタイマクリア設定値をセットし、主制御内蔵ＷＤＴによる計時を
クリアして再び計時を開始させることができなくなることによって、主制御内蔵ＷＤＴに
より主制御ＭＰＵが強制的にリセットさせることができるようになっている。ステップＳ
２２のウェイト時間待機処理を行う前に、ステップＳ１８又はステップＳ２０においてＲ
ＡＭクリア報知フラグＲＣＬ－ＦＬＧに値が設定されるものの、ＲＡＭクリア報知フラグ
ＲＣＬ－ＦＬＧの値は、上述したように、主制御ＭＰＵの汎用記憶素子（汎用レジスタ）
に記憶されるため、ステップＳ１０でＲＡＭアクセス許可の設定が行われていても、主制
御内蔵ＲＡＭの内容（遊技情報）が全く変更されない。
【０９６１】
　このように、ステップＳ２２のウェイト時間待機処理の直後に、停電予告信号が入力さ
れているか否かの判定を行う処理をステップＳ２４として設けて、停電予告信号が入力さ
れているときには（つまり、ステップＳ２２のウェイト時間待機処理で待機した後にパチ
ンコ機１への電源が遮断されるとステップＳ２４の判定により判定されたときには）、ス
テップＳ２４の判定に再び戻り、停電予告信号の入力があり続ける限り、ステップＳ２４
の判定を繰り返し行うことにより、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵを強制的にリセッ
トして主制御基板１３１０を再起動することができるようになっているため、遊技の進行
を行うことができず、遊技情報、及びその他の情報（例えば、メイン賞球数情報出力判定
用カウンタの値を示す情報等）を含む各種情報が更新されることを防止することができ、
チェックサムの算出結果に変動が生ずることがないようになっている。これにより、主制
御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、再起動した際に、ステップＳ２８のチェックサムの算
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出結果と、ステップＳ６４のチェックサムの算出記憶した値と、が一致していると判定す
ることとなるため、主制御内蔵ＲＡＭに記憶保持される瞬停や停電が発生する直前の遊技
情報を初期化することがない。したがって、復電時において、瞬停や停電が発生する直前
の遊技情報が初期化されることを防止することができる。
【０９６２】
　また、ステップＳ２２のウェイト時間待機処理の直後に、停電予告信号が入力されてい
るか否かの判定を行う処理をステップＳ２４として設けて、停電予告信号が入力されてい
ないときには（つまり、ステップＳ２２のウェイト時間待機処理で待機した後にパチンコ
機１への電源が遮断されないとステップＳ２４の判定により判別されたときには）、主制
御基板１３１０の主制御ＭＰＵが遊技の進行を行っている際に、パチンコ機１への電源が
遮断されても、主制御ＭＰＵの電源端子であるＶＤＤ端子に、電解コンデンサＭＣ２によ
る電源の供給により、この遊技の進行による遊技情報、及びその他の情報（例えば、メイ
ン賞球数情報出力判定用カウンタの値を示す情報等）を含む各種情報を記憶するためのバ
ックアップ処理であるステップＳ５８～ステップＳ６８の処理及び無限ループにより構成
される主制御側電源断時処理を主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵが完了することができ
るようになっているため、主制御ＭＰＵの主制御ＭＰＵは、再起動した際に、ステップＳ
２８のチェックサムの算出結果と、バックアップ処理においてチェックサムの算出結果（
つまり、ステップＳ６４のチェックサムの算出記憶した値）と、が一致していると判定す
ることとなるため、主制御内蔵ＲＡＭに記憶保持される瞬停や停電が発生する直前の遊技
情報を初期化することがない。つまり、瞬停や停電が発生する直前の遊技情報に復元され
て主制御基板１３１０を起動することができるようになっている。
【０９６３】
　更に、ステップＳ２２のウェイト時間待機処理の直後に、ステップＳ２４で停電予告信
号が入力されていると判定したときには主制御内蔵ＷＤＴにより主制御ＭＰＵが強制的に
リセットさせることで主制御内蔵ＲＡＭの内容を全く更新することなく再び主制御側電源
断時処理を開始することができる一方、ステップＳ２２のウェイト時間待機処理の直後に
、ステップＳ２４で停電予告信号が入力されていないと判定したときにはこれまで通りハ
ードウェアによる約７ｍｓという「瞬停又は停電時電源確保期間」以内に主制御側電源断
時処理を確実に完了することができるようになっている。つまり、本実施形態では、復電
時に主制御側電源投入時処理を行っている際に瞬停や停電が発生して遊技ホールの島設備
からの電源が遮断された場合であって、主制御ＭＰＵの電源端子であるＶＤＤ端子に、電
解コンデンサＭＣ２に充電された電荷が停電又は瞬停が発生してから約７ミリ秒（ｍｓ）
という期間に亘って直流＋５Ｖとして印加されるようになっているため、電解コンデンサ
ＭＣ２というハードウェアによる約７ｍｓという「瞬停又は電源確保期間」内において主
制御側電源断時処理を完了することができない場合においては、ステップＳ２２のウェイ
ト時間待機処理の直後におけるステップＳ２４で停電予告信号が入力されているか否かの
判定を行い、停電予告信号が入力されているときには、ステップＳ２４の判定に再び戻り
、停電予告信号の入力があり続ける限り、ステップＳ２４の判定を繰り返し行うことによ
り、ステップＳ１２において起動した主制御内蔵ＷＤＴに対して主制御ＭＰＵに内蔵され
るＷＤＴクリアレジスタにタイマクリア設定値をセットし、主制御内蔵ＷＤＴによる計時
をクリアして再び計時を開始させることができなくなることによって、主制御内蔵ＷＤＴ
により主制御ＭＰＵが強制的にリセットさせることができるようになっている。
【０９６４】
　このようなソフトウェアによる主制御内蔵ＷＤＴにより主制御ＭＰＵが強制的にリセッ
トされることでステップＳ２４より後のステップ（具体的には、ステップＳ４２で割り込
み初期設定を行って、その後に、ステップＳ５２で割り込み許可を設定して後述する主制
御側タイマ割り込み処理を開始するという制御フロー）への進行を阻止することで主制御
内蔵ＲＡＭの内容（遊技情報、及びその他の情報（例えば、メイン賞球数情報出力判定用
カウンタの値を示す情報等）を含む各種情報）が更新されることを回避することができる
という仕組みを採用した。このように停電又は瞬停が発生して遊技ホールの島設備からの
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電源が遮断された際に、主制御内蔵ＲＡＭの内容（遊技情報、及びその他の情報（例えば
、メイン賞球数情報出力判定用カウンタの値を示す情報等）を含む各種情報）が全く変更
されないようにソフトウェアで賄う部分と、主制御側電源断時処理を確実に完了して主制
御内蔵ＲＡＭの内容（遊技情報、及びその他の情報（例えば、メイン賞球数情報出力判定
用カウンタの値を示す情報等）を含む各種情報）が全く変更されないようにハードウェア
で賄う部分と、に２つに分けて構成することにより、主制御内蔵ＲＡＭの内容（遊技情報
、及びその他の情報（例えば、メイン賞球数情報出力判定用カウンタの値を示す情報等）
を含む各種情報）が変更されることを確実に防止することができるようになっている。
【０９６５】
　次に、ステップＳ５０において電源投入時に送信するコマンドの予約設定が行われる点
について説明する。ステップＳ５０では、上述したように、ステップＳ３４の主制御内蔵
ＲＡＭの作業領域の設定において主制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットされた復電時情報
に基づいて、電源投入（復電）した旨を伝えるために、電源投入に区分される電源投入時
状態コマンド、電源投入時主制御復帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数情報出
力判定用カウンタ通知コマンドを作成して送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記
憶領域に記憶する。この電源投入時主制御復帰先コマンドは、始動口ソレノイド２４１２
の駆動状態を指示する情報と、アタッカソレノイド２４１４の駆動状態を指示する情報と
、から主として構成されている。ここでは、まず電源投入時主制御復帰先コマンドに、始
動口ソレノイド２４１２の駆動状態を指示する情報と、アタッカソレノイド２４１４の駆
動状態を指示する情報と、が含まれていない場合における問題点、つまり、ステップＳ５
０において電源投入時主制御復帰先コマンドが電源投入時に送信するコマンドの予約設定
が行われない場合における問題点について説明する。
【０９６６】
　例えば、周辺制御基板１５１０が大当り遊技状態の画面（例えば、大当り遊技演出の画
面）を演出表示装置１６００の表示領域に表示制御している際に、主制御基板１３１０が
アタッカソレノイド２４１４を駆動して大入賞口２００５が開閉部材により開放されてい
るときに瞬停や停電が発生して、その後に復電すると、主制御基板１３１０は、ステップ
Ｓ３４の主制御内蔵ＲＡＭの作業領域の設定において主制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセッ
トされた復電時情報に基づいて、瞬停又は停電が発生する直前の遊技状態に復元されるこ
とにより、アタッカソレノイド２４１４の駆動を開始して大入賞口２００５が開閉部材に
より閉鎖されている状態から開放されている状態へ移行することとなる。
【０９６７】
　ところが、瞬停や停電が発生すると、周辺制御基板１５１０は、復電時において、主制
御基板１３１０からの各種コマンドを受信して復帰するようになっているため、瞬停や停
電が発生して、その後に復電すると、周辺制御基板１５１０は、復電時において主制御基
板１３１０から受信した電源投入時状態コマンドが指示する遊技状態（時短状態か否か等
）に基づいて復帰することができる。しかし、主制御基板１３１０が遊技状態として大当
り遊技状態を発生させているときに、瞬停や停電が発生して、その後に復電すると、周辺
制御基板１５１０は、復電時において主制御基板１３１０から受信した電源投入時状態コ
マンドが指示する遊技状態に基づいて、大当り遊技状態中の画面を演出表示装置１６００
の表示領域に表示して復帰することができても、大当り遊技状態のどのラウンドであるか
全く表示することができない。つまり、例えば大入賞口２００５に遊技球が入球して大入
賞口センサ２４０３によって検出され、大入賞口２００５に入球した遊技球の球数を伝え
る大入賞口１カウント表示コマンドを主制御基板１３１０が周辺制御基板１５１０に送信
して周辺制御基板１５１０が受信したとしても、周辺制御基板１５１０は、遊技状態に応
じて画面に大入賞口２００５に入球した遊技球の球数が演出表示装置１６００の表示領域
に表示することができても、大当り遊技状態のどのラウンド（つまり、何回目のラウンド
）であるか全く表示することができない。
【０９６８】
　このような状況において、主制御基板１３１０は、例えば大当り遊技状態の４ラウンド
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（４回目のラウンド）を終了するときには、アタッカソレノイド２４１４の駆動を停止し
て大入賞口２００５が開閉部材により開放されている状態から閉鎖されている状態へ移行
する旨（つまり、アタッカユニット２１００の大入賞口２００５のラウンド間の閉鎖開始
）を指示する大入賞口１閉鎖表示コマンドを主制御基板１３１０から周辺制御基板１５１
０に送信し、主制御基板１３１０が大当り遊技状態の５ラウンド（５回目のラウンド）を
開始するときには、アタッカソレノイド２４１４の駆動を開始して大入賞口２００５が開
閉部材により閉鎖されている状態から開放されている状態へ移行する旨（つまり、大入賞
口２００５の５回目のラウンドの開放開始）を指示する大入賞口開放５回目表示コマンド
を主制御基板１３１０から周辺制御基板１５１０へ送信する。これにより、周辺制御基板
１５１０は、大当り遊技状態の５ラウンドの開始という画面を、上述した遊技状態に応じ
た画面からようやく切り替えて演出表示装置１６００の表示領域に表示することとなる。
【０９６９】
　また、例えば、第二始動口２００４へ遊技球が受入可能となる遊技状態となって遊技者
に有利な遊技状態となっている旨を伝える画面（例えば、可動片が開いている旨を遊技者
に伝える画面）を周辺制御基板１５１０が演出表示装置１６００の表示領域に表示制御し
ている際に、主制御基板１３１０が始動口ソレノイド２４１２を駆動して可動片を開動作
させて第二始動口２００４を開放する状態となっているときに瞬停や停電が発生して、そ
の後に復電すると、主制御基板１３１０は、ステップＳ３４の主制御内蔵ＲＡＭの作業領
域の設定において主制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットされた復電時情報に基づいて、瞬
停又は停電が発生する直前の遊技状態に復元されることにより、始動口ソレノイド２４１
２の駆動を開始して可動片を閉動作させて第二始動口２００４を閉鎖する状態へ移行する
こととなる。
【０９７０】
　ところが、瞬停や停電が発生すると、周辺制御基板１５１０は、復電時において、主制
御基板１３１０からの各種コマンドを受信して復帰するようになっているため、瞬停や停
電が発生して、その後に復電すると、周辺制御基板１５１０は、復電時において主制御基
板１３１０から受信した電源投入時状態コマンドに基づいて復帰することができる。しか
し、主制御基板１３１０が遊技状態として第二始動口２００４へ遊技球が受入可能となる
遊技状態となって遊技者に有利な遊技状態を発生させているときに、瞬停や停電が発生し
て、その後に復電すると、周辺制御基板１５１０は、復電時において主制御基板１３１０
から受信した電源投入時状態コマンドが指示する遊技状態に基づいて、大当り遊技状態中
の画面を演出表示装置１６００の表示領域に表示して復帰することができても、第二始動
口２００４へ遊技球が受入可能となる遊技状態となって遊技者に有利な遊技状態となって
いる旨を伝える画面を周辺制御基板１５１０が演出表示装置１６００の表示領域に全く表
示することができない。このため、パチンコ機の前面に着座する遊技者は、瞬停や停電が
発生したことに驚いて、復電時において、瞬停や停電が発生する直前における第二始動口
２００４へ遊技球が受入可能となる遊技状態であることを忘れている場合もあり、このよ
うな場合には、復電時における遊技状態として第二始動口２００４へ遊技球が受入可能と
なる遊技状態に復帰されているにもかかわらず、復電時に演出表示装置１６００の表示領
域に遊技を指示する画面（つまり、第二始動口２００４へ遊技球を入球させるという遊技
を指示する画面）が表示されないことにより、遊技者がどのような遊技を行えば分からな
くなるという問題もあった。
【０９７１】
　このように、上述した２つの例においては、瞬停又は停電直前における遊技状態に、復
電後、速やかに復帰することができないという問題があった。換言すると、パチンコ機の
前面に着座する遊技者は、瞬停や停電が発生して、その後に復電すると、パチンコ機のシ
ステムがかたまった状態、いわゆるフリーズした状態に見えて故障したと勘違いするとい
う問題があった。
【０９７２】
　そこで、本実施形態では、主制御基板１３１０が電源投入時（電源投入する場合のほか
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に、停電や瞬停が発生して電力が回復する復電時も含む。）において、電源投入時状態コ
マンドと電源投入時主制御復帰先コマンドとを周辺制御基板１５１０に送信するために、
ステップＳ５０において、電源投入に区分される電源投入時状態コマンド、電源投入時主
制御復帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通知コマン
ドを作成して送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶するようになっ
ている。そして、これらのコマンドは、後述する主制御側タイマ割り込み処理において送
信されるようになっている。
【０９７３】
　これにより、周辺制御基板１５１０は、主制御基板１３１０から受信した電源投入時状
態コマンドと電源投入時主制御復帰先コマンドとに基づいて、例えば、上述した例では、
大当り遊技状態の４ラウンドにおいて、瞬停や停電が発して、その後に復電すると、主制
御基板１３１０の復帰先として、アタッカソレノイド２４１４の駆動を開始して大入賞口
２００５が開閉部材により閉鎖されている状態から開放されている状態へ移行する旨を周
辺制御基板１５１０に伝えることができるため、周辺制御基板１５１０は、大当り遊技状
態の４ラウンドである旨を特定した画面（つまり、何回目のラウンドであるかを示す画面
）を演出表示装置１６００の表示領域に表示することができないものの、大当り遊技状態
であってアタッカソレノイド２４１４の駆動を開始して大入賞口２００５が開閉部材によ
り開放されている状態である旨を伝える画面（例えば、「大当りです。大入賞口が開放さ
れています。大入賞口に遊技球を入球させるように遊技を行ってください。」というメッ
セージを遊技者に伝える画面）を演出表示装置１６００の表示領域に表示してパチンコ機
の前面に着座する遊技者に復電後において大入賞口２００５に遊技球を入球させるという
遊技を指示することができるし、また例えば、上述した例では、第二始動口２００４へ遊
技球が受入可能となる遊技状態となって遊技者に有利な遊技状態となっている状態におい
て、瞬停や停電が発して、その後に復電すると、主制御基板１３１０の復帰先として、始
動口ソレノイド２４１２の駆動を開始して可動片を開動作させて第二始動口２００４を開
放させた状態となっている旨を伝える画面（例えば、「可動片が開いています。第二始動
口に遊技球を入球させるように遊技を行ってください。」というメッセージを遊技者に伝
える画面）を周辺制御基板１５１０が演出表示装置１６００の表示領域に表示してパチン
コ機の前面に着座する遊技者に復電後において第二始動口２００４へ遊技球を入球させる
という遊技を指示することができる。
【０９７４】
　これにより、瞬停や停電が発して、その後に復電する際に、周辺制御基板１５１０の復
帰先を主制御基板１３１０側で細かく指示することができる。したがって、瞬停又は停電
直前における遊技状態に、復電後、速やかに復帰することができる。換言すると、パチン
コ機の前面に着座する遊技者は、瞬停や停電が発生して、その後に復電すると、パチンコ
機のシステムがかたまった状態、いわゆるフリーズした状態に見えて故障したと勘違いす
ることを防止することができる。
【０９７５】
　次に、主制御基板１３１０の製造ラインの検査工程である主制御基板検査工程において
、検査のために製造してから最初に主制御基板１３１０が電源投入される際における、ス
テップＳ２８のチェックサムの算出と、ステップＳ３０の判定と、について説明する。主
制御基板検査工程において、検査のために製造してから最初に主制御基板１３１０が電源
投入されると、上述した、バックアップ処理であるステップＳ５８～ステップＳ６８の処
理及び無限ループにより構成される主制御側電源断時処理を主制御基板１３１０の主制御
ＭＰＵは、一度も実行していない状態であるため、ステップＳ２８で主制御内蔵ＲＡＭの
内容に基づくチェックサムを算出しても、ステップＳ３０で比較判定において、チェック
サムの値が一致するはずがなく、ステップＳ３８で主制御内蔵ＲＡＭの全領域を必ずクリ
アすることなる。
【０９７６】
　これにより、ステップＳ５０において電源投入時に送信するコマンドの予約設定が行わ
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れると、電源投入に区分される電源投入時状態コマンド、電源投入時主制御復帰先コマン
ド、そして電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通知コマンドを作成して送信
情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶することにより、電源投入時状態
コマンド、電源投入時主制御復帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数情報出力判
定用カウンタ通知コマンドという３つのコマンドのみが送信情報として主制御内蔵ＲＡＭ
の送信情報記憶領域に記憶される状態となる。そして、これらのコマンドは、後述する主
制御側タイマ割り込み処理において、まず電源投入時状態コマンドが送信され、続いて電
源投入時主制御復帰先コマンドが送信され、続いて電源投入時メイン賞球数情報出力判定
用カウンタ通知コマンドが送信されるようになっている。これを利用して、主制御基板検
査工程においては、検査のために製造してから最初に主制御基板１３１０が電源投入され
ると、主制御基板１３１０から最初のコマンドとして電源投入時状態コマンドが主制御基
板検査工程の検査装置へ送信されることとなる。
【０９７７】
　ところで、電源投入時状態コマンドは、電源投入時（電源投入する場合のほかに、停電
や瞬停が発生して電力が回復する復電時も含む。）に、ＲＡＭクリアスイッチが操作され
てＲＡＭクリアを行う場合にその旨を指示する情報と、電源投入時（電源投入する場合の
ほかに、停電や瞬停が発生して電力が回復する復電時も含む。）に、上述した、時短状態
、非時短状態のうち、いずれの遊技状態で復帰するかを指示する情報と、パチンコ機の機
種コードを示す情報と、から構成されている。ここでは、電源投入時状態コマンドにパチ
ンコ機の機種コードを示す情報が含まれていない場合における問題点について説明する。
【０９７８】
　パチンコ機の機種コードは、パチンコ機１（正確には、主制御基板１３１０）として、
いわゆる、マックスタイプ、ミドルタイプ、甘デジタイプをそれぞれ作成するときに、ど
の作品の版権に対するものであるのか、どのような遊技仕様（例えば、確率変動が生ずる
と、次回大当り遊技状態が発生するまでその状態が継続されるという遊技仕様のほかに、
特別図柄の変動回数が限定（例えば、３０回や７０回）された状態で確率変動が生ずると
いう遊技仕様（いわゆる、ＳＴ機）など））であるのか、を特定することができるもので
ある。
【０９７９】
　パチンコ機１を製造するメーカの製造ラインにおいては、主制御基板１３１０を製造す
る際に、複数種類の作品の版権に対する主制御基板１３１０が混在する場合がある。そう
すると、製造ラインの作業者は、複数種類の作品の版権（例えば、映画Ａ、映画Ｂ、ドラ
マＣ、映画Ｄ、漫画Ｅ、及び漫画Ｆという作品の版権）のうち、どの作品の版権に対する
主制御基板１３１０を製造するために主制御基板１３１０が製造ラインに流れているのか
分からなくなったり、複数種類の作品の版権のうち、一の版権（例えば、映画Ｄという作
品の版権）に対する主制御基板１３１０を製造するために主制御基板１３１０が製造ライ
ンに流れているにもかかわらず、他の版権（例えば、漫画Ｆという作品の版権）に対する
主制御基板１３１０を製造するために主制御基板１３１０が製造ラインに流れているとい
う思い込みや勘違いもある。
【０９８０】
　このため、パチンコ機１を製造するメーカの製造ラインにおいて、主制御基板１３１０
を製造する際に、複数種類の作品の版権に対する主制御基板１３１０が混在すると、製造
ラインの作業者は、製造ラインで製造した主制御基板１３１０がどの作品の版権に対する
ものなのかを確認することができないし、同一作品の版権に対しても、どの機種タイプ（
マックスタイプ、ミドルタイプ、甘デジタイプのうち、いずれのタイプ）であるのか、そ
してどのような遊技仕様（確率変動が生ずると、次回大当り遊技状態が発生するまでその
状態が継続されるという遊技仕様やＳＴ機）であるのかを確認することもできない。
【０９８１】
　これにより、パチンコ機１を製造するメーカの製造ラインにおいて、主制御基板１３１
０を製造する際に、複数種類の作品の版権に対する主制御基板１３１０が混在すると、複
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数種類の作品の版権に対する主制御基板１３１０が混在したまま、遊技盤５に主制御基板
１３１０を取り付けるための遊技盤組立ラインへ送られることとなる。このため、遊技盤
組立ラインの作業者は、作品の版権に対する遊技盤５と対応しない主制御基板１３１０を
遊技盤５に取り付ける場合もあった。これにより、結果として、遊技盤５の生産効率が低
下するという問題があった。
【０９８２】
　そこで、本実施形態では、主制御基板１３１０が電源投入時（電源投入する場合のほか
に、停電や瞬停が発生して電力が回復する復電時も含む。）において、パチンコ機の機種
コードを示す情報を含む電源投入時状態コマンドを周辺制御基板１５１０に送信するため
に、ステップＳ５０において、電源投入に区分される電源投入時状態コマンド、電源投入
時主制御復帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通知コ
マンドを作成して送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶するように
なっている。そして、これらのコマンドは、後述する主制御側タイマ割り込み処理におい
て送信されるようになっている。
【０９８３】
　これにより、パチンコ機１を製造するメーカの製造ラインの作業者は、製造ラインの検
査工程である主制御基板検査工程において、主制御基板１３１０を電源投入することによ
り、検査装置が主制御基板１３１０から受信した電源投入時状態コマンドに含まれるパチ
ンコ機の機種コードを示す情報に基づいて、つまり、パチンコ機の機種コードを示す情報
を構成する、上述した、機種タイプを示すマックスタイプ、ミドルタイプ、及び甘デジタ
イプのうち、いずれのタイプであるかを特定するためのシリーズコードと、作品の版権を
特定するための版権コードと、遊技仕様（例えば、確率変動が生ずると、次回大当り遊技
状態が発生するまでその状態が継続されるという遊技仕様のほかに、特別図柄の変動回数
が限定された状態で確率変動が生ずるという遊技仕様（ＳＴ機）など）を特定するための
遊技仕様コードと、に基づいて、検査モニタに表示する詳細な機種情報を目視することに
より、主制御基板１３１０がどの作品の版権に対するものなのかを判別することができる
とともに、同一作品の版権に対しても、どの機種タイプ（マックスタイプ、ミドルタイプ
、及び甘デジタイプのうち、いずれのタイプ）であるのか、そしてどのような遊技仕様（
確率変動が生ずると、次回大当り遊技状態が発生するまでその状態が継続されるという遊
技仕様やＳＴ機）であるのかを判別することもできるようになっている。
【０９８４】
　これにより、パチンコ機１を製造するメーカの製造ラインにおいて、主制御基板１３１
０を製造する際に、複数種類の作品の版権に対する主制御基板１３１０が混在しても、製
造ラインの主制御基板検査工程の作業者は、検査モニタを目視して主制御基板１３１０の
機種タイプ、作品の版権、及び遊技仕様を正確に判別することができることによって、作
品の版権に対する主制御基板１３１０ごとに分別して後続の遊技盤組立ラインへ送ること
ができる。そして、遊技盤組立ラインの作業者は、作品の版権に対する遊技盤５と対応す
る主制御基板１３１０を遊技盤５に確実に取り付けることができ、作品の版権に対する遊
技盤５と対応しない主制御基板１３１０を遊技盤５に取り付けるという作業によって生ず
る遊技盤５の生産効率の低下を防止することができる。したがって、遊技盤５の生産効率
の向上に寄与することができる。
【０９８５】
［１０－３．主制御側タイマ割り込み処理］
　次に、主制御側タイマ割り込み処理について説明する。この主制御側タイマ割り込み処
理は、図１３７及び図１３８に示した主制御側電源投入時処理において設定された割り込
み周期（本実施形態では、４ｍｓ）ごとに繰り返し行われる。
【０９８６】
　主制御側タイマ割り込み処理が開始されると、主制御ＭＰＵは、図１３９に示すように
、レジスタバンクの切替を行う（ステップＳ１００）。主制御ＭＰＵの汎用記憶素子（汎
用レジスタ）には、第１のレジスタバンクと第２のレジスタバンクとから構成される２つ
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のレジスタバンクがある。第１のレジスタバンクは上述した主制御側電源投入時処理にお
ける主制御メイン処理において使用される一方、第２のレジスタバンクは本ルーチンであ
る主制御側タイマ割り込み処理において使用される。ステップＳ１００では、本ルーチン
である主制御側タイマ割り込み処理において第２のレジスタバンクを使用するため、主制
御側電源投入時処理における主制御メイン処理において使用されている第１のレジスタバ
ンクから第２のレジスタタンクへのレジスタバンクの切り替えを行う。なお、本実施形態
では、本ルーチンである主制御側タイマ割り込み処理が開始されるときに、各レジスタを
スタックに退避する処理は必要ないようになっている。
【０９８７】
　ステップＳ１００に続いて、主制御ＭＰＵは、タイマ減算処理を行う（ステップＳ１０
２）。このタイマ減算処理では、例えば、後述する特別図柄及び特別電動役物制御処理で
決定される変動表示パターンに従って機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器及
び第二特別図柄表示器が点灯する時間、後述する普通図柄及び普通電動役物制御処理で決
定される普通図柄変動表示パターンに従って機能表示ユニット１４００の普通図柄表示器
が点灯する時間のほかに、主制御基板１３１０（主制御ＭＰＵ）が送信した各種コマンド
を払出制御基板６３３が正常に受信した旨を伝える払主ＡＣＫ信号が入力されているか否
かを判定する際にその判定条件として設定されているＡＣＫ信号入力判定時間等の時間管
理を行う。具体的には、変動表示パターン又は普通図柄変動表示パターンの変動時間が５
秒間であるときには、タイマ割り込み周期が４ｍｓに設定されているので、このタイマ減
算処理を行うごとに変動時間を４ｍｓずつ減算し、その減算結果が値０になることで変動
表示パターン又は普通図柄変動表示パターンの変動時間を正確に計っている。
【０９８８】
　本実施形態では、ＡＣＫ信号入力判定時間が１００ｍｓに設定されている。このタイマ
減算処理を行うごとにＡＣＫ信号入力判定時間が４ｍｓずつ減算し、その減算結果が値０
になることでＡＣＫ信号入力判定時間を正確に計っている。なお、これらの各種時間及び
ＡＣＫ信号入力判定時間は、時間管理情報として主制御内蔵ＲＡＭの時間管理情報記憶領
域に記憶される。
【０９８９】
　ステップＳ１０２に続いて、主制御ＭＰＵは、スイッチ入力処理を行う（ステップＳ１
０４）。このスイッチ入力処理では、主制御ＭＰＵの各種入力ポートの入力端子に入力さ
れている各種信号を読み取り、入力情報として主制御内蔵ＲＡＭの入力情報記憶領域に記
憶する。具体的には、主制御ＭＰＵは、例えば、普通入賞口センサ２４０１からの検出信
号、一般入賞口センサ３００１からの検出信号、第一始動口センサ３００２からの検出信
号、第二始動口センサ２４０２からの検出信号、大入賞口センサ２４０３からの検出信号
、役物入賞口センサ２５１３からの検出信号、第一Ｖ入賞口センサ２５１４からの検出信
号、第一ハズレ口センサ２５１５からの検出信号、第二Ｖ入賞口センサ３００３からの検
出信号、第三ハズレ口センサ３００４からの検出信号、アウト口左センサ３０３２及びア
ウト口右センサ３０３３からの検出信号、磁気センサ２０１０からの検出信号、ＲＡＭク
リアスイッチからの操作信号（ＲＡＭクリア信号）、後述する賞球制御処理で送信した賞
球コマンドを払出制御基板６３３が正常に受信した旨を伝える払出制御基板６３３からの
払主ＡＣＫ信号、をそれぞれ読み取り、入力情報として主制御内蔵ＲＡＭの入力情報記憶
領域に記憶する。また、第一始動口センサ３００２からの検出信号、第二始動口センサ２
４０２からの検出信号をそれぞれ読み取ると、これと対応するその他に区分される始動口
入賞コマンドを送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶する。つまり
、第一始動口センサ３００２からの検出信号からの検出信号があると、これと対応する始
動口入賞コマンドが送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶されるし
、第二始動口センサ２４０２からの検出信号があると、これと対応する始動口入賞コマン
ドが送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶されるようになっている
。
【０９９０】
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　なお、本実施形態では、主制御ＭＰＵの各種入力ポートのすべての入力端子に入力され
ている状態（空き端子処理が施されているものも含める。）は、このスイッチ入力処理が
開始されると、まず１回目としてそれぞれ読み取られ、所定時間（例えば、１０μｓ）経
過した後、２回目としてそれぞれ再び読み取られる。そして、この２回目に読み取られた
結果と、１回目に読み取られた結果と、を比較する。この比較結果のうち、同結果となっ
ているものがあるか否かを判定する。同結果でないものについては、さらに、３回目とし
て再び読み取られ、この３回目に読み取られた結果と、２回目に読み取られた結果と、を
比較する。この比較結果のうち、同結果となっているものがあるか否かを再び判定する。
同結果でないものについては、さらに、４回目として再び読み取られ、この４回目に読み
取られた結果と、３回目に読み取られた結果と、を比較する。この比較結果のうち、同結
果となっているものがあるか否かを再び判定する。同結果とならいものについては、遊技
球の入球がないものとして扱う。
【０９９１】
　このように、スイッチ入力処理では、主制御ＭＰＵの各種入力ポートのすべての入力端
子に入力されている状態（空き端子処理が施されているものも含める。）を、１回目～３
回目に亘って比較する２度読み取りと、２回目～４回目に亘って比較する２度読み込みと
、による計２回の２度読み取りを行うことによって、チャタリングやノイズ等の影響によ
る誤検出を回避することができるようになっているため、普通入賞口センサ２４０１から
の検出信号、一般入賞口センサ３００１からの検出信号、第一始動口センサ３００２から
の検出信号、第二始動口センサ２４０２からの検出信号、大入賞口センサ２４０３からの
検出信号、役物入賞口センサ２５１３からの検出信号、第一Ｖ入賞口センサ２５１４から
の検出信号、第一ハズレ口センサ２５１５からの検出信号、第二Ｖ入賞口センサ３００３
からの検出信号、第三ハズレ口センサ３００４からの検出信号、アウト口左センサ３０３
２及びアウト口右センサ３０３３からの検出信号、磁気センサ２０１０からの検出信号、
ＲＡＭクリアスイッチからの操作信号（ＲＡＭクリア信号）、後述する賞球制御処理で送
信した賞球コマンドを払出制御基板６３３が正常に受信した旨を伝える払出制御基板６３
３からの払主ＡＣＫ信号の信頼性を高めることができる。
【０９９２】
　ステップＳ１０４に続いて、主制御ＭＰＵは、入力端子不具合監視処理を行う（ステッ
プＳ１０５）。この入力端子不具合監視処理では、主制御ＭＰＵの各種入力ポートの入力
端子のうち、空き端子処理が施されているものの状態を、ステップＳ１０４のスイッチ入
力処理において取得した情報に基づいて行う。具体的には、例えば、主制御ＭＰＵの入力
ポートＰＡの入力端子ＰＡ７は、空き端子処理としてグランド（ＧＮＤ）に接地されてい
るため、常に論理状態がＬＯＷとなっている。そこで、入力端子不具合監視処理では、各
種入力ポートの入力端子のうち、空き端子処理が施されている入力端子の論理状態がＬＯ
Ｗとなっているか否かをステップＳ１０４のスイッチ入力処理において取得した情報に基
づいて行う。主制御ＭＰＵは、空き端子処理が施されている入力端子の論理状態がＬＯＷ
となっていないと判定したときには、主制御ＭＰＵの周辺回路に不具合が発生している旨
を伝える報知表示に区分される不具合コマンドを送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信
情報記憶領域に記憶する。
【０９９３】
　ステップＳ１０５に続いて、主制御ＭＰＵは、当落乱数更新処理を行う（ステップＳ１
０６）。この当落乱数更新処理では、上述した、図柄乱数を更新する。またこれらの乱数
に加えて、図１３８に示した主制御側電源投入時処理（主制御側メイン処理）におけるス
テップＳ５６の非当落乱数更新処理で更新される、図柄用初期値決定乱数、及び小当り図
柄用初期値決定用乱数も更新する。これらの図柄用初期値決定乱数、及び小当り図柄用初
期値決定用乱数は、主制御側メイン処理及びこの主制御側タイマ割り込み処理においてそ
れぞれ更新されることでランダム性をより高めている。これに対して、図柄乱数は、当落
判定（当り判定）にかかわる乱数であるためこの当落乱数更新処理が行われるごとにのみ
、それぞれのカウンタがカウントアップする。なお、上述した、普通図柄当り判定用乱数
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、普通図柄当り判定用初期値決定乱数もこの当落乱数更新処理により更新される。
【０９９４】
　例えば、普通図柄当り判定用乱数を更新するカウンタは、上述したように、初期値更新
型のカウンタであり、最小値から最大値までに亘る予め定めた固定数値範囲内において更
新され、この最小値から最大値までに亘る範囲を、この主制御側タイマ割り込み処理が行
われるごとに値１ずつ加算されることでカウントアップする。普通図柄当り判定用初期値
決定乱数から最大値に向かってカウントアップし、続いて最小値から普通図柄当り判定用
初期値決定乱数に向かってカウントアップする。普通図柄当り判定用乱数の最小値から最
大値までに亘る範囲をカウンタがカウントアップし終えると、この当落乱数更新処理によ
り当り判定用初期値決定乱数は更新される。普通図柄当り判定用初期値決定乱数は、普通
図柄当り判定用乱数を更新するカウンタの固定数値範囲から一の値を抽選する初期値抽選
処理を実行して得ることができるようになっている。
【０９９５】
　本実施形態では、図柄用初期値決定乱数、及び小当り図柄用初期値決定用乱数を、図１
３８に示した主制御側電源投入時処理（主制御側メイン処理）におけるステップＳ５６の
非当落乱数更新処理、及び本ルーチンである主制御側タイマ割り込み処理におけるステッ
プＳ１０６の当落乱数更新処理でそれぞれ更新しているが、割り込みタイマが発生するご
とに本ルーチンの処理時間にムラが生じて次の割り込みタイマが発生するまでの残り時間
内において主制御側メイン処理を繰り返し実行することによりステップＳ５６の非当落乱
数更新処理の実行回数がランダムとなる場合には、図柄用初期値決定乱数、及び小当り図
柄用初期値決定用乱数をステップＳ５６の非当落乱数更新処理においてのみ更新する仕組
みとしてもよい。
【０９９６】
　ステップＳ１０６に続いて、主制御ＭＰＵは、賞球制御処理を行う（ステップＳ１０８
）。この賞球制御処理では、上述した入力情報記憶領域から入力情報を読み出してこの入
力情報に基づいて遊技球を払い出すための賞球コマンドを作成したり、主制御基板１３１
０と払出制御基板６３３との基板間の接続状態を確認するためのセルフチェックコマンド
を作成したりする。そして作成した賞球コマンドやセルフチェックコマンドを主払シリア
ルデータとして払出制御基板６３３に送信する。例えば、大入賞口２００５に遊技球が１
球、入球すると、賞球として１５球を払い出す賞球コマンドを作成するとともに、賞球と
して払い出す予定の遊技球の球数が１０球に達しているため、その旨を伝えるためにメイ
ン賞球数情報出力信号の出力を設定し、出力情報として出力情報記憶領域に記憶し、賞球
コマンドを払出制御基板６３３に送信したり、この賞球コマンドを払出制御基板６３３が
正常に受信完了した旨を伝える払主ＡＣＫ信号が所定時間内に入力されないときには主制
御基板１３１０と払出制御基板６３３との基板間の接続状態を確認するセルフチェックコ
マンドを作成して払出制御基板６３３に送信したりする。
【０９９７】
　また、ステップＳ１０８の賞球制御処理では、上述した入力情報記憶領域から入力情報
を読み出してこの入力情報に基づいて、賞球として払い出す予定の遊技球の球数が１０球
に達している場合には、その旨を伝えるためにその他に区分されるメイン賞球数情報出力
コマンドを作成し、送信情報として送信情報記憶領域に記憶する。メイン賞球数情報出力
コマンドは、メイン賞球数情報出力判定用カウンタの値に基づいて作成されるようになっ
ている。このメイン賞球数情報出力判定用カウンタの値は、上述した入力情報記憶領域か
ら入力情報を読み出してこの入力情報に基づいて、つまり遊技盤５に設けられる一般入賞
口２００１、普通入賞口２００３、第一始動口２００２、第二始動口２００４、及び大入
賞口２００５等の各種入賞口（以下、「遊技盤５に設けられる各種入賞口」と記載する。
）に入球した遊技球に基づいて、賞球として払い出す予定の遊技球の球数をカウントする
ものであり、ステップＳ１０８の賞球制御処理において、主制御内蔵ＲＡＭの賞球予定情
報記憶領域に記憶更新されるようになっている。ステップＳ１０８の賞球制御処理では、
主制御内蔵ＲＡＭの賞球予定情報記憶領域に記憶されるメイン賞球数情報出力判定用カウ
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ンタの値を読み出し、この読み出したメイン賞球数情報出力判定用カウンタの値に、上述
した入力情報記憶領域から入力情報を読み出してこの入力情報に基づいて、賞球として払
い出す予定の遊技球の球数を加算し、この加算した球数を示す値が値１０を超えていると
きには（つまり、賞球として払い出す予定の遊技球の球数が１０球に達しているときには
）、その旨を伝えるためにメイン賞球数情報出力コマンドを作成し、送信情報として出力
情報記憶領域に記憶するとともに、その超えた球数を示す値を、メイン賞球数情報出力判
定用カウンタの値として、上述した主制御内蔵ＲＡＭの賞球予定情報記憶領域に記憶更新
するようになっている。
【０９９８】
　ステップＳ１０８に続いて、主制御ＭＰＵは、枠コマンド受信処理を行う（ステップＳ
１１０）。払出制御基板６３３は、状態表示に区分される１バイト（８ビット）の各種コ
マンド（例えば、枠状態１コマンド、エラー解除ナビコマンド、及び枠状態２コマンド）
を送信する。枠コマンド受信処理では、各種コマンドを払主シリアルデータとして正常に
受信すると、その旨を払出制御基板６３３に伝える情報を、出力情報として主制御内蔵Ｒ
ＡＭの出力情報記憶領域に記憶する。また、主制御ＭＰＵは、その正常に払主シリアルデ
ータとして受信したコマンドを２バイト（１６ビット）のコマンドに整形し（状態表示に
区分される各種コマンド（枠状態１コマンド、エラー解除ナビコマンド、及び枠状態２コ
マンド））、送信情報として上述した送信情報記憶領域に記憶する。
【０９９９】
　ステップＳ１１０に続いて、主制御ＭＰＵは、不正行為検出処理を行う（ステップＳ１
１２）。この不正行為検出処理では、賞球に関する異常状態を確認する。電波照射による
不正行為（以下、「電波照射ゴト」と記載する。）が行われていると判断すると、電波照
射ゴトカウンタの値を値１だけ加算（インクリメント）する。この電波ゴトカウンタの値
は、不正行為検出処理において電波照射ゴトが行われると判断されるごとに、インクリメ
ントされるものであり、ＲＡＭクリアされると、初期値として値０（ゼロ）がセットされ
るようになっている。電波照射ゴトカウンタの値が上限値に達すると（本実施形態では、
不正行為検出処理が主制御側タイマ割り込み処理が行われる割り込み周期である４ｍｓに
基づいて、上限値として値２５０が設定されている。）、電波照射ゴトが行われている旨
を伝える報知表示に区分される電波照射ゴト報知コマンドを作成し、送信情報として上述
した送信情報記憶領域に記憶する。
【１０００】
　また、ステップＳ１１２の不正行為検出処理では、例えば、上述した入力情報記憶領域
から入力情報を読み出し、大当り遊技状態でない場合に大入賞口センサ２４０３からの検
出信号が入力されているとき（大入賞口２００５に遊技球が入球するとき）等には、異常
状態として報知表示に区分される入賞異常表示コマンドを作成し、送信情報として上述し
た送信情報記憶領域に記憶する。
【１００１】
　ステップＳ１１２に続いて、主制御ＭＰＵは、特別図柄及び特別電動役物制御処理を行
う（ステップＳ１１４）。この特別図柄及び特別電動役物制御処理では、主制御内蔵ハー
ド乱数回路にラッチ信号を出力し、ラッチ信号が入力された際における主制御内蔵ハード
乱数回路が抽出した乱数（乱数値）を、主制御ＭＰＵに内蔵されるハード乱数ラッチレジ
スタから取得し、この取得した乱数値を特別乱数としてセットする。そして特別乱数（つ
まり、主制御ＭＰＵに内蔵されるハード乱数ラッチレジスタから取得した乱数値）と、主
制御内蔵ＲＯＭに予め記憶されている大当り判定値と、が一致するか否かを判定（大当り
遊技状態を発生させるか否かを判定（「特別抽選」という。））したり、図柄乱数を更新
するカウンタの値を取り出して主制御内蔵ＲＯＭに大当り種別や小当り種別に応じて予め
記憶されている当り種別判定値のいずれと一致するか否かを判定（当り種別を決定）した
りする。
【１００２】
　これらの判定結果（抽選結果）が第一始動口センサ３００２によるものである場合には
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特図１同調演出関連の各種コマンドを作成する一方、その判定結果（抽選結果）が第二始
動口センサ２４０２によるものである場合には特図２同調演出関連の各種コマンドを作成
し、送信情報として送信情報記憶領域に記憶するとともに、特別図柄の変動表示パターン
を上述した変動表示パターン用乱数に基づいて決定し、その決定した特別図柄の変動表示
パターンに従って機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器又は第二特別図柄表示
器を点灯させるよう機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器又は第二特別図柄表
示器への点灯信号の出力を設定し、出力情報として上述した出力情報記憶領域に記憶する
。また、発生させる遊技状態に応じて、例えば大当り遊技状態となるときには、大当り関
連に区分される各種コマンド（大当りオープニングコマンド、大入賞口１開放Ｎ回目表示
コマンド、大入賞口１閉鎖表示コマンド、大入賞口１カウント表示コマンド、大当りエン
ディングコマンド、及び大当り図柄表示コマンド）を作成し、送信情報として送信情報記
憶領域に記憶したり、例えば、開閉部材を開閉動作させるようアタッカソレノイド２４１
４への駆動信号の出力を設定し、出力情報として出力情報記憶領域に記憶したり、大入賞
口２００５が閉鎖状態から開放状態となる回数（ラウンド）が２回であるときには、機能
表示ユニット１４００のラウンド表示器の２ラウンド表示ランプを点灯させるよう２ラウ
ンド表示ランプへの点灯信号の出力を設定し、出力情報として出力情報記憶領域に記憶し
たり、ラウンドが１５回であるときには、機能表示ユニット１４００のラウンド表示器の
１５ラウンド表示ランプを点灯させるよう１５ラウンド表示ランプへの点灯信号の出力を
設定し、出力情報として出力情報記憶領域に記憶したり、時短発生の有無を所定の色で点
灯させるよう機能表示ユニット１４００の状態表示器への点灯信号の出力を設定し、出力
情報として出力情報記憶領域に記憶したりする。
【１００３】
　ステップＳ１１４に続いて、主制御ＭＰＵは、普通図柄及び普通電動役物制御処理を行
う（ステップＳ１１６）。この普通図柄及び普通電動役物制御処理では、上述した入力情
報記憶領域から入力情報を読み出してこの入力情報に基づいて普通入賞口入賞処理を行う
。この普通入賞口入賞処理では、入力情報から普通入賞口センサ２４０１からの検出信号
が入力ポートの入力端子に入力されていたか否かを判定する。この判定結果に基づいて、
検出信号が入力ポートの入力端子に入力されていたときには、上述した普通図柄当り判定
用乱数を更新するカウンタの値等を抽出して普通入賞口入賞情報として主制御内蔵ＲＡＭ
の普通入賞口入賞情報記憶領域に記憶する。
【１００４】
　この普通入賞口入賞情報記憶領域には、第０区画～第３区画（４つの区画）が設けられ
ており、第０区画、第１区画、第２区画、そして第３区画の順に普通入賞口入賞情報が格
納されるようになっている。例えば普通入賞口入賞情報が普通入賞口入賞情報記憶の第０
区画～第２区画に格納されている場合、普通入賞口センサ２４０１からの検出信号が入力
ポートの入力端子に入力されていたときには普通入賞口入賞情報を普通入賞口入賞情報記
憶の第３区画に格納する。
【１００５】
　普通入賞口入賞情報は普通入賞口入賞情報記憶の第０区画に格納されているものが主制
御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットされる。この普通入賞口入賞情報がセットされると、普
通入賞口入賞情報記憶の第１区画の普通入賞口入賞情報が普通入賞口入賞情報記憶の第０
区画に、普通入賞口入賞情報記憶の第２区画の普通入賞口入賞情報が普通入賞口入賞情報
記憶の第１区画に、普通入賞口入賞情報記憶の第３区画の普通入賞口入賞情報が普通入賞
口入賞情報記憶の第２区画に、それぞれシフトされて普通入賞口入賞情報記憶の第３区画
が空き領域となる。例えば、普通入賞口入賞情報記憶の第１区画～第２区画に普通入賞口
入賞情報が記憶されている場合には、普通入賞口入賞情報記憶の第１区画の普通入賞口入
賞情報が普通入賞口入賞情報記憶の第０区画に、普通入賞口入賞情報記憶の第２区画の普
通入賞口入賞情報が普通入賞口入賞情報記憶の第１区画にそれぞれシフトされて普通入賞
口入賞情報記憶の第２区画及び普通入賞口入賞情報記憶の第３区画が空き領域となる。こ
こで、普通入賞口入賞情報記憶の第１区画～第３区画に普通入賞口入賞情報が格納されて
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いると、格納された普通入賞口入賞情報の総数を保留球として機能表示ユニット１４００
の普通保留表示器を点灯させるよう、上述した普通入賞口入賞情報に基づいて機能表示ユ
ニット１４００の普通保留表示器の点灯信号の出力を設定し、出力情報として上述した出
力情報記憶領域に記憶する。
【１００６】
　普通入賞口入賞処理に続いて、主制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットされた普通入賞口
入賞情報を読み出し、この読み出した普通入賞口入賞情報から普通図柄当り判定用乱数の
値を取り出して主制御内蔵ＲＯＭに予め記憶されている普通図柄当り判定値と一致するか
否かを判定する（「普通抽選」という）。この判定結果（普通抽選による抽選結果）によ
り可動片を開閉動作させるか否かが決定する。この決定で開閉動作をさせる場合には、可
動片が開動作した状態となることで第二始動口２００４へ遊技球が受入可能となる遊技状
態となって遊技者に有利な遊技状態なる。この決定と対応する普通図柄の変動表示パター
ンを上述した普通図柄変動表示パターン用乱数に基づいて決定し、普図同調演出関連に区
分される各種コマンドを作成し、送信情報として上述した送信情報記憶領域に記憶すると
ともに、その決定した普通図柄の変動表示パターンに従って機能表示ユニット１４００の
普通図柄表示器を点灯させるよう機能表示ユニット１４００の普通図柄表示器への点灯信
号の出力を設定し、出力情報として上述した出力情報記憶領域に記憶する。
【１００７】
　また、例えばその取り出した普通図柄当り判定用乱数の値が主制御内蔵ＲＯＭに予め記
憶されている普通図柄当り判定値と一致しているときには、普通電役演出関連の各種コマ
ンドを作成し、送信情報として送信情報記憶領域に記憶するとともに、可動片を開閉動作
させるよう始動口ソレノイド２４１２への駆動信号の出力を設定し、出力情報として上述
した出力情報記憶領域に記憶する一方、その取り出した普通図柄当り判定用乱数の値が主
制御内蔵ＲＯＭに予め記憶されている普通図柄当り判定値と一致していないときには、上
述した普通図柄変動表示パターン用乱数に基づいて普通図柄変動表示パターンを決定し、
普図同調演出関連に区分される各種コマンドを作成し、送信情報として上述した送信情報
記憶領域に記憶するとともに、その決定した普通図柄変動表示パターンに従って機能表示
ユニット１４００の普通図柄表示器を点灯させるよう機能表示ユニット１４００の普通図
柄表示器への点灯信号の出力を設定し、出力情報として上述した出力情報記憶領域に記憶
する。なお、本例では普通抽選の当選確率（普通当りとなる確率）は２分の１となってい
る。
【１００８】
　ステップＳ１１６に続いて、主制御ＭＰＵは、ポート出力処理を行う（ステップＳ１１
８）。このポート出力処理では、主制御ＭＰＵの各種出力ポートの出力端子から、上述し
た出力情報記憶領域から出力情報を読み出してこの出力情報に基づいて各種信号を出力す
る。この主制御ＭＰＵは、例えば、出力情報に基づいて主制御ＭＰＵの所定の出力ポート
の出力端子から、払出制御基板６３３からの各種コマンドを正常に受信完了したときには
主払ＡＣＫ信号を払出制御基板６３３に出力したり、大当り遊技状態であるときには大入
賞口２００５の開閉部材の開閉動作を行うアタッカソレノイド２４１４に駆動信号を出力
したり、可動片の開閉動作を行う始動口ソレノイド２４１２に駆動信号を出力したりする
ほかに、１５ラウンド大当り情報出力信号、２ラウンド大当り情報出力信号、小当り情報
出力信号、特別図柄表示情報出力信号、普通図柄表示情報出力信号、時短中情報出力信号
、始動口入賞情報出力信号等の遊技に関する各種情報（遊技情報）信号を払出制御基板６
３３に出力したりする。
【１００９】
　ステップＳ１１８に続いて、主制御ＭＰＵは、周辺制御基板コマンド送信処理を行う（
ステップＳ１２０）。この周辺制御基板コマンド送信処理では、上述した送信情報記憶領
域から送信情報を読み出してこの送信情報を主周シリアルデータとして周辺制御基板１５
１０に送信する。この送信情報には、本ルーチンである主制御側タイマ割り込み処理で作
成した、特図１同調演出関連に区分される各種コマンド、特図２同調演出関連に区分され
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る各種コマンド、大当り関連に区分される各種コマンド（例えば、大入賞口２００５に入
球した遊技球を検出した際に大入賞口センサ２４０３からの検出信号に基づいて大入賞口
カウントコマンドに相当する大入賞口１カウント表示コマンド）、電源投入に区分される
各種コマンド、普図同調演出関連に区分される各種コマンド、普通電役演出関連に区分さ
れる各種コマンド、報知表示に区分される各種コマンド、状態表示に区分される各種コマ
ンド、テスト関連に区分される各種コマンド及びその他に区分されるその他の各種コマン
ド（例えば、主制御基板１３１０が遊技盤５に設けられる各種入賞口に入球した遊技球に
基づいて賞球として払い出す予定の遊技球の球数が１０球に達するごとにその旨をメイン
賞球数情報としてメイン賞球数情報出力信号を、外部端子板５５８を介して、ホールコン
ピュータへ伝えることを指示するメイン賞球数情報出力コマンドなど）が記憶されている
。主周シリアルデータは、１パケットが３バイトに構成されている。具体的には、主周シ
リアルデータは、１バイト（８ビット）の記憶容量を有するコマンドの種類を示すステー
タスと、１バイト（８ビット）の記憶容量を有する演出のバリエーションを示すモードと
、ステータス及びモードを数値とみなしてその合計を算出したサム値と、から構成されて
おり、このサム値は、送信時に作成されている。
【１０１０】
　この周辺制御基板コマンド送信処理では、主周シリアルデータとして各種コマンドを構
成する、ステータス、モード、そしてサム値という順番で周辺制御基板１５１０に送信す
る。主制御ＭＰＵの電源端子であるＶＤＤ端子には、上述したように、停電又は瞬停が発
生した場合に、電解コンデンサＭＣ２に充電された電荷が直流＋５Ｖとして印加されるよ
うになっているため、主制御ＭＰＵに内蔵される主周シリアル送信ポートは、少なくとも
、その送信バッファレジスタにセットされたコマンドをシリアル管理部により送信シフト
レジスタに転送して送信シフトレジスタから主周シリアルデータとして送信完了すること
ができるようになっている。パチンコ機１への電源投入するときや、電源投入後に停電又
は瞬停が発生して電力が回復する復電時には、図１３８に示した主制御側電源投入時処理
におけるステップＳ５０の電源投入時に送信するコマンドの予約設定において、復電した
旨を伝えるために、電源投入に区分される電源投入時状態コマンド、電源投入時主制御復
帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通知コマンドを作
成して送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶しているため、主周シ
リアルデータとして、電源投入時状態コマンドを構成する、ステータス、モード、そして
サム値という順番で周辺制御基板１５１０に送信し、続いて電源投入時主制御復帰先コマ
ンドを構成する、ステータス、モード、そしてサム値という順番で周辺制御基板１５１０
に送信し、続いて電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通知コマンドを構成す
る、ステータス、モード、そしてサム値という順番で周辺制御基板１５１０に送信する。
なお、主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域には、主制御側電源投入時処理におけるステ
ップＳ３４の主制御内蔵ＲＡＭの作業領域の設定において、遊技バックアップ情報から各
種情報を読み出してこの各種情報に応じた各種コマンドが記憶されている場合もある。こ
のような場合には、まず各種情報のうち遊技情報に応じた各種コマンドの送信完了後に、
続いて電源投入時状態コマンド、電源投入時主制御復帰先コマンド、そして電源投入時メ
イン賞球数情報出力判定用カウンタ通知コマンドが送信されることとなる。
【１０１１】
　ステップＳ１２０に続いて、主制御ＭＰＵは、主制御内蔵ＷＤＴのクリアを行い（ステ
ップＳ１２２）、このルーチンを終了する。ステップＳ１２２の主制御内蔵ＷＤＴのクリ
アは、主制御ＭＰＵに内蔵されるＷＤＴクリアレジスタにタイマクリア設定値をセットす
ることにより行う。これにより、主制御内蔵ＷＤＴによる計時がクリアされる。そして、
主制御内蔵ＷＤＴによる計時が再び開始されることによって、主制御内蔵ＷＤＴにより主
制御ＭＰＵが強制的にリセットされずに済む。
【１０１２】
　なお、主制御基板１３１０は、上述したように、遊技の進行を行っている際に、パチン
コ機１への電源が遮断される前に、遊技の進行による遊技情報を記憶するための上述した
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バックアップ処理を実行して完了することができるとともに、復電時において、主制御基
板１３１０による遊技の進行の復帰先として、バックアップ処理を実行した遊技情報に基
づいて、パチンコ機１への電源が遮断される際における、本ルーチンにおけるステップＳ
１１８のポート出力処理による電気的駆動源である始動口ソレノイド２４１２やアタッカ
ソレノイド２４１４の駆動状態を指示する電源投入時主制御復帰先コマンドを周辺制御基
板１５１０へ出力することができるようになっている。つまり、主制御基板１３１０は、
図１３８に示した主制御側電源投入時処理におけるステップＳ５０の電源投入時に送信す
るコマンドの予約設定において、図１３７に示した同処理におけるステップＳ３４の主制
御内蔵ＲＡＭの作業領域の設定において主制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットされた復電
時情報に基づいて、電源投入（復電）した旨を伝えるために、電源投入に区分される電源
投入時状態コマンド、電源投入時主制御復帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数
情報出力判定用カウンタ通知コマンドを作成して送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信
情報記憶領域に記憶し、本ルーチンにおけるステップＳ１２０の周辺制御基板コマンド送
信処理において、主周シリアルデータとして、電源投入時状態コマンドを構成する、ステ
ータス、モード、そしてサム値という順番で周辺制御基板１５１０に送信し、続いて電源
投入時主制御復帰先コマンドを構成する、ステータス、モード、そしてサム値という順番
で周辺制御基板１５１０に送信し、続いて電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウン
タ通知コマンドを構成する、ステータス、モード、そしてサム値という順番で周辺制御基
板１５１０に送信する。
【１０１３】
　このため、周辺制御基板１５１０は、主制御基板１３１０からの電源投入時主制御復帰
先コマンドに基づいて、復電時における主制御基板１３１０による遊技の進行の復帰先を
演出表示装置１６００の表示領域において演出表示することができる。これにより、遊技
者が遊技を行っている際に、瞬停や停電が発生して、その後に復電するときに、瞬停又は
停電直前における遊技状態に、復電後、速やかに復帰することができるとともに、主制御
基板１３１０による遊技の進行の復帰先を演出表示装置１６００の表示領域において演出
表示して報知することができるため、パチンコ機１のシステムがかたまった状態、いわゆ
るフリーズした状態に遊技者に見えて故障したと勘違いされることを防止することができ
る。したがって、瞬停又は停電直前における遊技状態に、復電後、速やかに復帰すること
により、遊技者に故障したと勘違いされることを防止することができる。
【１０１４】
　また、主制御基板１３１０の製造ラインの検査工程である主制御基板検査工程において
、検査のために製造してから最初に主制御基板１３１０が電源投入されると、上述したよ
うに、図１３７に示した主制御側電源投入時処理におけるステップＳ３８で主制御内蔵Ｒ
ＡＭの全領域を必ずクリアすることなる。これにより、図１３８に示した同処理における
ステップＳ５０の電源投入時に送信するコマンドの予約設定において、電源投入時に送信
するコマンドの予約設定が行われると、電源投入に区分される電源投入時状態コマンド、
電源投入時主制御復帰先コマンド、そして電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウン
タ通知コマンドを作成して送信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶す
ることにより、電源投入時状態コマンド、電源投入時主制御復帰先コマンド、そして電源
投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通知コマンドという３つのコマンドのみが送
信情報として主制御内蔵ＲＡＭの送信情報記憶領域に記憶される状態となり、本ルーチン
におけるステップＳ１２０の周辺制御基板コマンド送信処理において、主周シリアルデー
タとして、電源投入時状態コマンドを構成する、ステータス、モード、そしてサム値とい
う順番で主制御基板検査工程の検査装置に送信し、続いて電源投入時主制御復帰先コマン
ドを構成する、ステータス、モード、そしてサム値という順番で主制御基板検査工程の検
査装置に送信し、続いて電源投入時メイン賞球数情報出力判定用カウンタ通知コマンドを
構成する、ステータス、モード、そしてサム値という順番で主制御基板検査工程の検査装
置に送信する。主制御基板検査工程の検査装置は、主制御基板１３１０から受信した電源
投入時状態コマンドに含まれるパチンコ機の機種コードを示す情報に基づいて、つまり、
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パチンコ機の機種コードを示す情報を構成する、上述した、機種タイプを示すマックスタ
イプ、ミドルタイプ、及び甘デジタイプのうち、いずれのタイプであるかを特定するため
のシリーズコードと、作品の版権を特定するための版権コードと、遊技仕様（例えば、確
率変動が生ずると、次回大当り遊技状態が発生するまでその状態が継続されるという遊技
仕様のほかに、特別図柄の変動回数が限定された状態で確率変動が生ずるという遊技仕様
（ＳＴ機）など）を特定するための遊技仕様コードと、に基づいて、主制御基板検査工程
の検査モニタに詳細な機種情報を表示するようになっている。
【１０１５】
［１１．払出制御基板の各種制御処理］
　次に、図１３６に示した払出制御基板６３３が行う各種制御処理について、図１４０～
図１４３を参照して説明する。図１４０は払出制御部電源投入時処理の一例を示すフロー
チャートであり、図１４１は図１４０の払出制御部電源投入時処理のつづきを示すフロー
チャートであり、図１４２は図１４１に続いて払出制御部電源投入時処理のつづきを示す
フローチャートであり、図１４３は払出制御部タイマ割り込み処理の一例を示すフローチ
ャートである。まず、払出制御部電源投入時処理について説明し、続いて払出制御部タイ
マ割り込み処理について説明する。
【１０１６】
［１１－１．払出制御部電源投入時処理］
　まず、パチンコ機１に電源が投入されると、払出制御基板６３３における払出制御部６
３３ａの払出制御ＭＰＵによる制御の下、図１４０～図１４２に示すように、払出制御部
電源投入時処理を行う。この払出制御部電源投入時処理が開始されると、払出制御ＭＰＵ
は、割り込みモードの設定を行う（ステップＳ５００）。この割り込みモードは、払出制
御ＭＰＵの割り込みの優先順位を設定するものである。本実施形態では、後述する払出制
御部タイマ割り込み処理が優先順位として最も高く設定されており、この払出制御部タイ
マ割り込み処理の割り込みが発生すると、優先的にその処理を行う。
【１０１７】
　ステップＳ５００に続いて、払出制御ＭＰＵは、入出力設定（Ｉ／Ｏの入出力設定）を
行う（ステップＳ５０２）。このＩ／Ｏの入出力設定では、払出制御ＭＰＵの各種入力ポ
ート及び各種出力ポートの設定等を行う。
【１０１８】
　ステップＳ５０２に続いて、払出制御ＭＰＵは、ウェイトタイマ処理１を行い（ステッ
プＳ５０６）、停電予告信号が入力されているか否かを判定する（ステップＳ５０８）。
電源投入時から所定電圧となるまでの間では電圧がすぐに上がらない。一方、停電又は瞬
停（電力の供給が一時停止する現象）となるときでは電圧が下がり、停電予告電圧より小
さくなると、主制御基板１３１０の停電監視回路から停電予告として停電予告信号が入力
される。電源投入時から所定電圧に上がるまでの間では同様に電圧が停電予告電圧より小
さくなると主制御基板１３１０の停電監視回路から停電予告信号が入力される。そこで、
ステップＳ５０６のウェイトタイマ処理１は、電源投入後、電圧が停電予告電圧より大き
くなって安定するまで待つための処理であり、本実施形態では、待ち時間（ウェイトタイ
マ）として２００ミリ秒（ｍｓ）が設定されている。ステップＳ５０８の判定では、主制
御基板１３１０の停電監視回路からの停電予告信号に基づいて行う。
【１０１９】
　ステップＳ５０８に続いて、払出制御ＭＰＵは、主制御基板１３１０のＲＡＭクリアス
イッチが操作されているか否かを判定する（ステップＳ５１２）。この判定は、ＲＡＭク
リアスイッチからの操作信号の論理に基づいて、ＲＡＭクリアスイッチからの操作信号（
ＲＡＭクリア信号）の論理がＨＩであるときにはＲＡＭクリアを行うことを指示するもの
ではないと判断してＲＡＭクリアスイッチが操作されていないと判定する一方、ＲＡＭク
リアスイッチからの操作信号（ＲＡＭクリア信号）の論理がＬＯＷであるときにはＲＡＭ
クリアを行うことを指示するものであると判断してＲＡＭクリアスイッチが操作されてい
ると判定する。
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【１０２０】
　ステップＳ５１２の判定において、払出制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリアスイッチが操作さ
れていると判定したときには、払出ＲＡＭクリア報知フラグＨＲＣＬ－ＦＬＧに値１をセ
ットする（ステップＳ５１４）。つまり、払出制御ＭＰＵは、電源投入時から所定時間に
亘って、払出制御ＭＰＵに内蔵されたＲＡＭ（つまり、払出制御内蔵ＲＡＭ）の初期化を
行うＲＡＭクリア処理を実行可能な状態とする。
【１０２１】
　一方、ステップＳ５１２の判定において、払出制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリアスイッチが
操作されていないと判定したときには、払出ＲＡＭクリア報知フラグＨＲＣＬ－ＦＬＧに
値０をセットする（ステップＳ５１６）。この払出ＲＡＭクリア報知フラグＨＲＣＬ－Ｆ
ＬＧは、払出制御ＭＰＵの払出制御内蔵ＲＡＭに記憶されている、例えば、各種フラグ、
各種情報記憶領域に記憶されている各種情報等（例えば、賞球情報記憶領域に記憶されて
いる、賞球ストック数ＰＢＳ、実球計数ＰＢ、駆動指令数ＤＲＶ、不整合カウンタＩＮＣ
Ｃ等や、ＣＲ通信情報記憶領域に記憶されている、ＰＲＤＹ信号の論理の状態が設定され
ているＰＲＤＹ信号出力設定情報等）の払い出しに関する払出情報を消去するか否かを示
すフラグであり、払出情報を消去するとき値１、払出情報を消去しないとき値０にそれぞ
れ設定される。なお、ステップＳ５１４及びステップＳ５１６でセットされた払出ＲＡＭ
クリア報知フラグＨＲＣＬ－ＦＬＧは、払出制御ＭＰＵの汎用記憶素子（汎用レジスタ）
に記憶される。
【１０２２】
　ステップＳ５１４又はステップＳ５１６に続いて、払出制御ＭＰＵは、払出制御内蔵Ｒ
ＡＭへのアクセスを許可する設定を行う（ステップＳ５１８）。この設定により払出制御
内蔵ＲＡＭへのアクセスができ、例えば払出情報の書き込み（記憶）又は読み出しを行う
ことができる。
【１０２３】
　ステップＳ５１８に続いて、払出制御ＭＰＵは、スタックポインタの設定を行う（ステ
ップＳ５２０）。スタックポインタは、例えば、使用中の記憶素子（レジスタ）の内容を
一時記憶するためにスタックに積んだアドレスを示したり、サブルーチンを終了して本ル
ーチンに復帰するときの本ルーチンの復帰アドレスを一時記憶するためにスタックに積ん
だアドレスを示したりするものであり、スタックが積まれるごとにスタックポインタが進
む。ステップＳ５２０では、スタックポインタに初期アドレスをセットし、この初期アド
レスから、レジスタの内容、復帰アドレス等をスタックに積んで行く。そして最後に積ま
れたスタックから最初に積まれたスタックまで、順に読み出すことによりスタックポイン
タが初期アドレスに戻る。
【１０２４】
　ステップＳ５２０に続いて、払出制御ＭＰＵは、払出ＲＡＭクリア報知フラグＨＲＣＬ
－ＦＬＧが値０である否かを判定する（ステップＳ５２２）。払出ＲＡＭクリア報知フラ
グＨＲＣＬ－ＦＬＧは、上述したように、払出情報を消去するとき値１、払出情報を消去
しないとき値０にそれぞれ設定される。
【１０２５】
　ステップＳ５２２の判定において、払出制御ＭＰＵは、払出ＲＡＭクリア報知フラグＨ
ＲＣＬ－ＦＬＧが値０であるとき、つまり払出情報を消去しないと判定したときには、チ
ェックサムの算出を行う（ステップＳ５２４）。このチェックサムは、払出制御内蔵ＲＡ
Ｍに記憶されている払出情報を数値とみなしてその合計を算出するものである。
【１０２６】
　ステップＳ５２４に続いて、払出制御ＭＰＵは、算出したチェックサムの値が後述する
払出制御部電源断時処理（電源断時）において記憶されているチェックサムの値と一致し
ているか否かを判定する（ステップＳ５２６）。ステップＳ５２６において、払出制御Ｍ
ＰＵは、一致していると判定したときには、払出バックアップフラグＨＢＫ－ＦＬＧが値
１であるか否かを判定する（ステップＳ５２８）。この払出バックアップフラグＨＢＫ－
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ＦＬＧは、払出情報、チェックサムの値等の払出バックアップ情報を後述する払出制御部
電源断時処理において払出制御内蔵ＲＡＭに記憶保持したか否かを示すフラグであり、払
出制御部電源断時処理を正常に終了したとき値１、払出制御部電源断時処理を正常に終了
していないとき値０にそれぞれ設定される。
【１０２７】
　ステップＳ５２８の判定において、払出制御ＭＰＵは、払出バックアップフラグＨＢＫ
－ＦＬＧが値１であるとき、つまり払出制御部電源断時処理を正常に終了したと判定した
ときには、復電時として払出制御内蔵ＲＡＭの作業領域を設定する（ステップＳ５３０）
。この設定では、払出バックアップフラグＨＢＫ－ＦＬＧに値０がセットされるほかに、
払出制御ＭＰＵに内蔵されたＲＯＭ（つまり、払出制御内蔵ＲＯＭ）から復電時情報が読
み出され、この復電時情報が払出制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットされる。これにより
、払出制御内蔵ＲＡＭに記憶されている上述した払出バックアップ情報である、各種フラ
グ、各種情報記憶領域に記憶されている各種情報等（例えば、賞球情報記憶領域に記憶さ
れている、賞球ストック数ＰＢＳ、実球計数ＰＢ、駆動指令数ＤＲＶ、不整合カウンタＩ
ＮＣＣ等や、ＣＲ通信情報記憶領域に記憶されている、ＰＲＤＹ信号の論理の状態が設定
されているＰＲＤＹ信号出力設定情報、時間管理情報記憶領域に記憶されている不整合カ
ウンタリセット判定時間等）の払い出しに関する払出情報に基づいて各種処理に使用する
情報が設定される。なお、「復電」とは、電源を遮断した状態から電源を投入した状態の
ほかに、停電又は瞬停からその後の電力の復旧した状態も含める。
【１０２８】
　一方、ステップＳ５２２の判定において、払出制御ＭＰＵは、払出ＲＡＭクリア報知フ
ラグＨＲＣＬ－ＦＬＧが値０でない（値１である）とき、つまり払出情報を消去すると判
定したときには、又はステップＳ５２６の判定において、払出制御ＭＰＵは、チェックサ
ムの値が一致していないと判定したときには、又はステップＳ５２８の判定において、払
出制御ＭＰＵは、払出バックアップフラグＨＢＫ－ＦＬＧが値１でない（値０である）と
き、つまり払出制御部電源断時処理を正常に終了していないと判定したときには、払出制
御内蔵ＲＡＭの全領域をクリアする（ステップＳ５３２）。これにより、払出制御内蔵Ｒ
ＡＭに記憶されている払出バックアップ情報がクリアされる。
【１０２９】
　ステップＳ５３２に続いて、払出制御ＭＰＵは、初期設定として払出制御内蔵ＲＡＭの
作業領域を設定する（ステップＳ５３４）。この設定は、払出制御内蔵ＲＯＭから初期情
報を読み出してこの初期情報を払出制御内蔵ＲＡＭの作業領域にセットする。
【１０３０】
　ステップＳ５３０又はステップＳ５３４に続いて、払出制御ＭＰＵは、割り込み初期設
定を行う（ステップＳ５３６）。この設定は、後述する払出制御部タイマ割り込み処理が
行われるときの割り込み周期を設定するものである。本実施形態では、２ｍｓに設定され
ている。
【１０３１】
　ステップＳ５３６に続いて、払出制御ＭＰＵは、割り込み許可設定を行う（ステップＳ
５３８）。この設定によりステップＳ５３６で設定した割り込み周期、つまり２ｍｓごと
に払出制御部タイマ割り込み処理が繰り返し行われる。
【１０３２】
　ステップＳ５３８に続いて、払出制御ＭＰＵは、ウォッチドックタイマクリアレジスタ
ＨＷＣＬに値Ａをセットする（ステップＳ５３９）。このウォッチドックタイマクリアレ
ジスタＨＷＣＬに、値Ａ、値Ｂそして値Ｃを順にセットすることによりウォッチドックタ
イマがクリア設定される。
【１０３３】
　ステップＳ５３９に続いて、払出制御ＭＰＵは、停電予告信号が入力されているか否か
を判定する（ステップＳ５４０）。パチンコ機１の電源を遮断したり、停電又は瞬停した
りするときには、上述したように、電圧が停電予告電圧以下となると、停電予告として停
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電予告信号が主制御基板１３１０の停電監視回路から入力される。ステップＳ５４０の判
定は、この停電予告信号に基づいて行う。
【１０３４】
　ステップＳ５４０の判定において、払出制御ＭＰＵは、停電予告信号の入力がないと判
定したときには、２ｍｓ経過フラグＨＴ－ＦＬＧが値１であるか否かを判定する（ステッ
プＳ５４２）。この２ｍｓ経過フラグＨＴ－ＦＬＧは、後述する、２ｍｓごとに処理され
る払出制御部タイマ割り込み処理で２ｍｓを計時するフラグであり、２ｍｓ経過したとき
値１、２ｍｓ経過していないとき値０にそれぞれ設定される。
【１０３５】
　ステップＳ５４２の判定において、払出制御ＭＰＵは、２ｍｓ経過フラグＨＴ－ＦＬＧ
が値０であるとき、つまり２ｍｓ経過していないと判定したときには、ステップＳ５４０
に戻り、払出制御ＭＰＵは、停電予告信号が入力されているか否かを判定する。
【１０３６】
　一方、ステップＳ５４２の判定において、払出制御ＭＰＵは、２ｍｓ経過フラグＨＴ－
ＦＬＧが値１であるとき、つまり２ｍｓ経過したと判定したときには、２ｍｓ経過フラグ
ＨＴ－ＦＬＧに値０をセットする（ステップＳ５４４）。
【１０３７】
　ステップＳ５４４に続いて、払出制御ＭＰＵは、ウォッチドックタイマクリアレジスタ
ＨＷＣＬに値Ｂをセットする（ステップＳ５４６）。このとき、ウォッチドックタイマク
リアレジスタＨＷＣＬには、ステップＳ５３９においてセットされた値Ａに続いて値Ｂが
セットされる。
【１０３８】
　ステップＳ５４６に続いて、払出制御ＭＰＵは、ポート出力処理を行う（ステップＳ５
４８）。このポート出力処理では、払出制御内蔵ＲＡＭの出力情報記憶領域から各種情報
を読み出してこの各種情報に基づいて各種信号を払出制御ＭＰＵの各種出力ポートの出力
端子から出力する。出力情報記憶領域には、例えば、主制御基板１３１０からの払い出し
に関する各種コマンド（賞球コマンドやセルフチェックコマンド）を正常に受信した旨を
伝える払主ＡＣＫ情報、払出モータ５８４への駆動制御を行う駆動情報、払出モータ５８
４が実際に遊技球を払い出した球数の賞球数情報、エラーＬＥＤ表示器に表示するＬＥＤ
表示情報等の各種情報が記憶されており、この出力情報に基づいて払出制御ＭＰＵの所定
の出力ポートの出力端子から、主制御基板１３１０からの払い出しに関する各種コマンド
を正常に受信したときには払主ＡＣＫ信号を主制御基板１３１０に出力したり、払出モー
タ５８４に駆動信号を出力したり、払出モータ５８４が実際に遊技球を払い出した球数を
賞球数情報出力信号として外部端子板５５８に出力したり（本実施形態では、払出モータ
５８４が実際に１０個の遊技球を払い出すごとに外部端子板５５８に賞球数情報出力信号
を出力している。
【１０３９】
　具体的には、賞球数情報を出力するか否かを判定するための賞球数情報出力判定用カウ
ンタが設けられており、この賞球数情報出力判定用カウンタは、払出モータ５８４が実際
に払い出した遊技球の球数を、後述するステップＳ５５０のポート入力処理で払出検知セ
ンサ５９１からの検出信号に基づいて、カウントするものであり、払出モータ５８４が実
際に払い出した遊技球の球数を監視するための図示しない処理（プログラム）により払出
制御内蔵ＲＡＭの賞球情報記憶領域に記憶更新されるようになっている。
【１０４０】
　この払出モータ５８４が実際に払い出した遊技球の球数を監視するための図示しない処
理（プログラム）では、払出制御内蔵ＲＡＭの賞球情報記憶領域に記憶される賞球数情報
出力判定用カウンタの値に、後述するステップＳ５５０のポート入力処理で払出検知セン
サ５９１からの検出信号に基づいて、払出モータ５８４が実際に払い出した遊技球の球数
を加算して記憶更新する。
【１０４１】
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　ステップＳ５４８のポート出力処理では、この賞球情報記憶領域から賞球数情報出力判
定用カウンタの値を読み出し、この読み出した賞球数情報出力判定用カウンタの値が値１
０を超えているときには（つまり、払出モータ５８４が実際に払い出した遊技球の球数が
１０球に達しているときには）外部端子板５５８に賞球数情報出力信号を出力するととも
に（このとき、その超えた球数を示す値を、賞球数情報出力判定用カウンタの値として上
述した払出制御内蔵ＲＡＭの賞球情報記憶領域に記憶更新する。）、エラーＬＥＤ表示器
に表示信号を出力する。
【１０４２】
　ステップＳ５４８に続いて、払出制御ＭＰＵは、ポート入力処理を行う（ステップＳ５
５０）。このポート入力処理では、払出制御ＭＰＵの各種入力ポートの入力端子に入力さ
れている各種信号を読み取り、入力情報として払出制御内蔵ＲＡＭの入力情報記憶領域に
記憶する。例えば、ＲＡＭクリアスイッチの操作信号（ＲＡＭクリア信号）、羽根回転検
知センサ５９０からの検出信号、払出検知センサ５９１からの検出信号、満タン検知セン
サ１５４からの検出信号、ＣＲユニットからのＢＲＱ信号、ＢＲＤＹ信号及びＣＲ接続信
号、後述するコマンド送信処理で送信した各種コマンドを主制御基板１３１０が正常に受
信した旨を伝える主制御基板１３１０からの主払ＡＣＫ信号等、をそれぞれ読み取り、入
力情報として入力情報記憶領域に記憶する。
【１０４３】
　ステップＳ５５０に続いて、払出制御ＭＰＵは、タイマ更新処理を行う（ステップＳ５
５２）。このタイマ更新処理では、払出モータ５８４の回転軸の回転が伝達される払出羽
根５８９による球ガミ状態が生じているか否かの判定を行う際にその判定条件として設定
されている球ガミ判定時間、払出羽根５８９の定位置判定を行わない際に設定されている
スキップ判定時間、下皿２０２が貯留された遊技球で満タンであるか否かの判定を行う際
にその判定条件として設定されている満タン判定時間、球切検知センサ５７４からの検出
信号により球誘導ユニット５７０の誘導通路５７０ａ内に取り込まれた遊技球の球数が所
定数以上となっているか否かの判定を行う際にその判定条件として設定されている球切れ
判定時間等の時間管理を行うほかに、払出羽根５８９の球収容部５８９ｂに受け止められ
て払い出された遊技球の球数と、実際に払出検知センサ５９１で検出された球数と、の不
一致によるつじつまの合わない遊技球の払い出しを、繰り返し行っているか否かを監視す
るための不整合カウンタＩＮＣＣをリセットするか否かの判定を行う際にその判定条件と
設定されている不整合カウンタリセット判定時間の時間管理を行う。例えば、球ガミ判定
時間が５００５ｍｓに設定されているときには、タイマ割り込み周期が２ｍｓに設定され
ているので、このタイマ更新処理を行うごとに球ガミ判定時間を２ｍｓずつ減算し、その
減算結果が値０になることで球ガミ判定時間を正確に計っている。なお、これらの各種判
定時間は、時間管理情報として払出制御内蔵ＲＡＭの時間管理情報記憶領域に記憶される
。
【１０４４】
　ステップＳ５５２に続いて、払出制御ＭＰＵは、ＣＲ通信処理を行う（ステップＳ５５
４）。このＣＲ通信処理では、上述した入力情報記憶領域から入力情報を読み出してこの
入力情報に基づいて、ＣＲユニットからの各種信号（ＢＲＱ信号、ＢＲＤＹ信号及びＣＲ
接続信号）が入力されているか否かを判定する。ＣＲユニットからの各種信号に基づいて
、払出制御ＭＰＵは、ＣＲユニットと各種信号のやり取りを行う。ステップＳ５３０の払
出制御内蔵ＲＡＭの作業領域を設定する処理において、上述したように、払出制御内蔵Ｒ
ＡＭに記憶されている払出バックアップ情報である、各種フラグ、各種情報記憶領域に記
憶されている各種情報等（例えば、賞球情報記憶領域に記憶されている、賞球ストック数
ＰＢＳ、実球計数ＰＢ、駆動指令数ＤＲＶ、不整合カウンタＩＮＣＣ等や、ＣＲ通信情報
記憶領域に記憶されている、ＰＲＤＹ信号の論理の状態が設定されているＰＲＤＹ信号出
力設定情報等）の払い出しに関する払出情報に基づいて各種処理に使用する情報が設定さ
れる。
【１０４５】
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　この処理によって、例えば、瞬停又は停電しても、復電時における、賞球ストック数Ｐ
ＢＳ、実球計数ＰＢ、駆動指令数ＤＲＶ、不整合カウンタＩＮＣＣ等の値を、払出バック
アップ情報として記憶した、瞬停又は停電する直前における、賞球ストック数ＰＢＳ、実
球計数ＰＢ、駆動指令数ＤＲＶ、不整合カウンタＩＮＣＣ等の値に復元することができる
。これにより、払出装置５８０による遊技球の払出動作を実行している際に、瞬停又は停
電して払出動作を続行することができなくなっても、復電時に、その払出動作を続行する
ことができるため、過不足なく遊技球を上皿２０１や下皿２０２に払い出すことができる
。換言すれば、払出制御ＭＰＵは、ＣＲ通信処理において、ＣＲユニットと各種信号のや
り取りを行いながら、遊技球を上皿２０１や下皿２０２に払い出している際に、瞬停又は
停電してＣＲユニットと各種信号のやり取りが遮断され、遊技球の払い出しを続行するこ
とができなくなっても、復電時における、賞球ストック数ＰＢＳ、実球計数ＰＢ、駆動指
令数ＤＲＶ、不整合カウンタＩＮＣＣ等の値が、払出バックアップ情報として記憶された
、瞬停又は停電する直前における、賞球ストック数ＰＢＳ、実球計数ＰＢ、駆動指令数Ｄ
ＲＶ、不整合カウンタＩＮＣＣ等の値に復元されることによって、瞬停又は停電する直前
における、パチンコ機１（払出制御ＭＰＵ）とＣＲユニットとによる各種信号のやり取り
を、復電時から継続することができるとともに、遊技球の払い出しを引き続き行うことが
できるようになっている。
【１０４６】
　このように、パチンコ機１（払出制御ＭＰＵ）とＣＲユニットとによる各種信号のやり
取りは、瞬停又は停止しても、復電時に、瞬停又は停止する直前の状態に復元されるよう
になっており、瞬停又は停止による影響によってパチンコ機１（払出制御ＭＰＵ）とＣＲ
ユニットとによる各種信号が変化しないようになっている。したがって、パチンコ機１（
払出制御ＭＰＵ）とＣＲユニットとによる各種信号のやり取りの信頼性を高めることがで
きる。
【１０４７】
　また、ＣＲ通信情報記憶領域に記憶される各種情報は、払出バックアップ情報に含まれ
ている。ＣＲ通信処理では、復電時に、ステップＳ５３０の払出制御内蔵ＲＡＭの作業領
域を設定する処理において設定された、払出制御内蔵ＲＡＭに記憶されているＣＲ通信情
報記憶領域からＰＲＤＹ信号出力設定情報を読み出してこの読み出したＰＲＤＹ信号出力
設定情報が、例えば貸球を払い出すための払出動作が不可能である旨を伝えるＰＲＤＹ信
号の論理の状態に設定されている場合には、そのＰＲＤＹ信号を払出制御ＭＰＵの所定の
出力ポートの出力端子からＣＲユニットへ出力する。そして、主要動作設定処理の一処理
として行われる、例えばリトライ動作監視処理において、払出バックアップ情報に含まれ
ている、払出制御内蔵ＲＡＭに記憶されている賞球情報記憶領域の不整合カウンタＩＮＣ
Ｃの値に基づいて、この不整合カウンタＩＮＣＣの値が不整合しきい値ＩＮＣＴＨより小
さいか否かを判定し、不整合カウンタＩＮＣＣの値が不整合しきい値ＩＮＣＴＨより小さ
くないときには、リトライ動作が異常動作していると判断して、つまり払出装置５８０に
よる遊技球の払出動作が異常状態であると判断して、リトライエラーフラグＲＴＥＲＲ－
ＦＬＧに値１をセットし、払出球ガミ動作判定設定処理において、ＣＲユニットへのエラ
ー状態の出力の設定として、例えばＣＲユニットと通信中でないときには貸球を払い出す
ための払出動作が不可能である旨を伝えるＰＲＤＹ信号の論理の状態（ＬＯＷ）をＰＲＤ
Ｙ信号出力設定情報に設定してＣＲ通信情報記憶領域に記憶する。
【１０４８】
　これにより、ＣＲ通信処理では、復電時から次のタイマ割り込みで、このＰＲＤＹ信号
の論理の状態を、ＣＲ通信情報記憶領域から読み出してそのＰＲＤＹ信号を払出制御ＭＰ
Ｕの所定の出力ポートの出力端子からＣＲユニットへ出力する。このように、例えば、瞬
停する直前において、払出装置５８０による遊技球の払出動作が異常状態であった場合に
は、復電時に、その状態が復元されるため、復電してから極めて早い段階で、貸球を払い
出すための払出動作が不可能である旨を伝えるＰＲＤＹ信号を払出制御ＭＰＵの所定の出
力ポートの出力端子からＣＲユニットへ出力することができ、ＣＲユニットに払出装置５
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８０による遊技球の払出動作が異常状態である旨を伝えることができる。これにより、復
電時から極めて早い段階で、ＣＲユニットからの無駄な貸球要求信号であるＢＲＤＹが出
力されるのを防止することができる。
【１０４９】
　また、ＣＲ通信処理では、ステップＳ５５０のポート入力処理で、払出制御内蔵ＲＡＭ
の入力情報記憶領域からＣＲ接続信号を読み出してこのＣＲ接続信号に基づいて、その論
理がＨＩであるとき、つまりパチンコ機１が電源投入されているときであって、払出制御
基板６３３とＣＲユニットとが電気的に接続されているときには、貸球を払い出すための
払出動作が可能である旨を伝えるために、ＰＲＤＹ信号の論理の状態をＨＩとして払出制
御ＭＰＵの所定の出力ポートの出力端子からＣＲユニットへ出力する一方、その論理がＬ
ＯＷであるとき、つまりパチンコ機１が電源投入されているときであって、払出制御基板
６３３とＣＲユニットとが電気的に接続されていないときには、貸球を払い出すための払
出動作が不可能である旨を伝えるために、ＰＲＤＹ信号の論理の状態をＬＯＷとして払出
制御ＭＰＵの所定の出力ポートの出力端子からＣＲユニットへ出力する。なお、１回の払
出動作を開始した旨又は終了した旨を伝えるＥＸＳ信号の論理の状態は、ＥＸＳ信号出力
設定情報として払出制御内蔵ＲＡＭのＣＲ通信情報記憶領域に記憶され、払出制御基板６
３３とＣＲユニットとが電気的に接続されているか否かを伝えるＣＲ接続信号は、ＣＲ接
続情報として状態情報記憶領域に記憶されるようになっている。
【１０５０】
　ステップＳ５５４に続いて、払出制御ＭＰＵは、満タン及び球切れチェック処理を行う
（ステップＳ５５６）。この満タン及び球切れチェック処理では、上述した入力情報記憶
領域から入力情報を読み出してこの入力情報に基づいて、満タン検知センサ１５４からの
検出信号により上述した下皿２０２が貯留された遊技球で満タンとなっているか否かを判
定したり、球切検知センサ５７４からの検出信号により上述した球誘導ユニット５７０の
誘導通路５７０ａ内に取り込まれた遊技球の球数が所定数以上となっているか否かを判定
したりする。例えば、下皿２０２が貯留された遊技球で満タンとなっているか否かの判定
は、タイマ割り込み周期２ｍｓを利用して、今回の満タン及び球切れチェック処理で満タ
ン検知センサ１５４からの検出信号がＯＮ、前回（２ｍｓ前）の満タン及び球切れチェッ
ク処理で満タン検知センサ１５４からの検出信号がＯＦＦとなったとき、つまり満タン検
知センサ１５４からの検出信号がＯＦＦからＯＮに遷移したときには、ステップＳ５５２
のタイマ更新処理で上述した満タン判定時間の計時を開始する。そしてタイマ更新処理で
満タン判定時間が値０となったとき、つまり満タン判定時間となったときには、この満タ
ン及び球切れチェック処理で満タン検知センサ１５４からの検出信号がＯＮであるか否か
を判定する。この判定では、満タン検知センサ１５４からの検出信号がＯＮであるときに
は、下皿２０２が貯留された遊技球で満タンであるとしてその旨を伝える満タン情報を上
述した状態情報記憶領域に記憶する。一方、満タン検知センサ１５４からの検出信号がＯ
ＦＦであるときには、下皿２０２が貯留された遊技球で満タンでないとしてその旨を伝え
る満タン情報を状態情報記憶領域域に記憶する。
【１０５１】
　球誘導ユニット５７０の誘導通路５７０ａ内に取り込まれた遊技球の球数が所定数以上
となっているか否かの判定も、タイマ割り込み周期２ｍｓを利用して、今回の満タン及び
球切れチェック処理で球切れスイッチからの検出信号がＯＮ、前回（２ｍｓ前）の満タン
及び球切れチェック処理で球切れスイッチからの検出信号がＯＦＦとなったとき、つまり
球切検知センサ５７４からの検出信号がＯＦＦからＯＮに遷移したときには、ステップＳ
５５２のタイマ更新処理で上述した球切れ判定時間の計時を開始する。そしてタイマ更新
処理で球切れ判定時間が値０となったとき、つまり球切れ判定時間となったときには、こ
の満タン及び球切れチェック処理で球切検知センサ５７４からの検出信号がＯＮであるか
否かを判定する。この判定では、球切検知センサ５７４からの検出信号がＯＮであるとき
には、球誘導ユニット５７０の誘導通路５７０ａ内に取り込まれた遊技球の球数が所定数
以上であるとしてその旨を伝える球切れ情報を状態情報記憶領域に記憶する一方、球切検
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知センサ５７４からの検出信号がＯＦＦであるときには、球誘導ユニット５７０の誘導通
路５７０ａ内に取り込まれた遊技球の球数が所定数以上でないとしてその旨を伝える球切
れ情報を状態情報記憶領域に記憶する。
【１０５２】
　ステップＳ５５６に続いて、払出制御ＭＰＵは、コマンド受信処理を行う（ステップＳ
５５８）。このコマンド受信処理では、主制御基板１３１０からの払い出しに関する各種
コマンド（賞球コマンドやセルフチェックコマンド）を受信する。この各種コマンドを正
常に受信したときには、その旨を伝える払主ＡＣＫ情報を上述した出力情報記憶領域に記
憶する。一方、各種コマンドを正常に受信できなかったときには、主制御基板１３１０と
払出制御基板６３３との基板間の接続に異常が生じている（各種コマンド信号に異常が生
じている）旨を伝える接続異常情報を上述した状態情報記憶領域に記憶する。
【１０５３】
　ステップＳ５５８に続いて、払出制御ＭＰＵは、コマンド解析処理を行う（ステップＳ
５６０）。このコマンド解析処理では、ステップＳ５５８で受信したコマンドの解析を行
い、その解析したコマンドを受信コマンド情報として払出制御内蔵ＲＡＭの受信コマンド
情報記憶領域に記憶する。
【１０５４】
　ステップＳ５６０に続いて、払出制御ＭＰＵは、主要動作設定処理を行う（ステップＳ
５６２）。この主要動作設定処理では、賞球、貸球、球抜き及び球ガミ等の動作設定を行
ったり、リトライ動作の判定を行ったり、未払い出しの球数（賞球ストック数）を監視し
たりする。
【１０５５】
　ステップＳ５６２に続いて、払出制御ＭＰＵは、ＬＥＤ表示データ作成処理を行う（ス
テップＳ５６４）。このＬＥＤ表示データ作成処理では、上述した状態情報記憶領域から
各種情報を読み出し、払出制御基板６３３のエラーＬＥＤ表示器に表示する表示データを
作成してＬＥＤ表示情報として上述した出力情報記憶領域に記憶する。例えば、状態情報
記憶領域から上述した球切れ情報を読み出し、この球切れ情報に基づいて、球誘導ユニッ
ト５７０の誘導通路５７０ａ内に取り込まれた遊技球の球数が所定数以上でないときには
、対応する表示データ（本実施形態では、表示値１（数字「１」））を作成してＬＥＤ表
示情報を出力情報記憶領域に記憶する。
【１０５６】
　ステップＳ５６４に続いて、払出制御ＭＰＵは、コマンド送信処理を行う（ステップＳ
５６６）。このコマンド送信処理では、上述した状態情報記憶領域から各種情報を読み出
し、この各種情報に基づいて状態表示に区分される各種コマンド（枠状態１コマンド、エ
ラー解除ナビコマンド及び枠状態２コマンド）を作成して主制御基板１３１０に送信する
。例えば、状態情報記憶領域から球切れ情報を読み出すと、この球切れ情報に基づいて、
球誘導ユニット５７０の誘導通路５７０ａ内に取り込まれた遊技球の球数が所定数以上で
ないときには、枠状態１コマンドを作成して主制御基板１３１０に送信したりする。
【１０５７】
　ステップＳ５６６に続いて、払出制御ＭＰＵは、ウォッチドックタイマクリアレジスタ
ＨＷＣＬに値Ｃをセットする（ステップＳ５６８）。ステップＳ５６８でウォッチドック
タイマクリアレジスタＨＷＣＬに値Ｃがセットされることにより、ウォッチドックタイマ
クリアレジスタＨＷＣＬには、ステップＳ５４６においてセットされた値Ｂに続いて値Ｃ
がセットされる。これにより、ウォッチドックタイマクリアレジスタＨＷＣＬには、値Ａ
、値Ｂそして値Ｃが順にセットされ、ウォッチドックタイマがクリア設定される。
【１０５８】
　ステップＳ５６８に続いて、再びステップＳ５３９に戻り、払出制御ＭＰＵは、ウォッ
チドックタイマクリアレジスタＨＷＣＬに値Ａをセットし、ステップＳ５４０で停電予告
信号が入力されているか否かを判定し、この停電予告信号の入力がなければ、ステップＳ
５４２で２ｍｓ経過フラグＨＴ－ＦＬＧが値１であるか否かを判定し、この２ｍｓ経過フ
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ラグＨＴ－ＦＬＧが値１であるとき、つまり２ｍｓ経過したときには、ステップＳ５４４
で２ｍｓ経過フラグＨＴ－ＦＬＧに値０をセットし、ステップＳ５４６でウォッチドック
タイマクリアレジスタＨＷＣＬに値Ｂをセットし、ステップＳ５４８でポート出力処理を
行い、ステップＳ５５０でポート入力処理を行い、ステップＳ５５２でタイマ更新処理を
行い、ステップＳ５５４でＣＲ通信処理を行い、ステップＳ５５６で満タン及び球切れチ
ェック処理を行い、ステップＳ５５８でコマンド受信処理を行い、ステップＳ５６０でコ
マンド解析処理を行い、ステップＳ５６２で主要動作設定処理を行い、ステップＳ５６４
でＬＥＤ表示データ作成処理を行い、ステップＳ５６６でコマンド送信処理を行い、ステ
ップＳ５６８でウォッチドックタイマクリアレジスタＨＷＣＬに値Ｃをセットし、ステッ
プＳ５３９～ステップＳ５６８を繰り返し行う。なお、このステップＳ５３９～ステップ
Ｓ５６８の処理を「払出制御部メイン処理」という。
【１０５９】
　主制御基板１３１０による遊技の進行に応じて払出制御部メイン処理の処理内容が異な
ってくる。このため、払出制御ＭＰＵの処理に要する時間が変動することとなる。そこで
、払出制御ＭＰＵは、ステップＳ５４８のポート出力処理において、主制御基板１３１０
からの払い出しに関する各種コマンドを正常に受信した旨を伝える払主ＡＣＫ信号を、優
先して主制御基板１３１０に出力している。これにより、払出制御ＭＰＵは、変動する他
の処理を十分に行えるよう、その処理時間を確保している。
【１０６０】
　一方、ステップＳ５４０の判定において、払出制御ＭＰＵは、停電予告信号の入力があ
ったと判定したときには、割り込み禁止設定を行う（ステップＳ５７０）。この設定によ
り後述する払出制御部タイマ割り込み処理が行われなくなり、払出制御内蔵ＲＡＭへの書
き込みを防ぎ、上述した払出情報の書き換えを保護している。
【１０６１】
　ステップＳ５７０に続いて、払出制御ＭＰＵは、払出モータ５８４への駆動信号の出力
を停止する（ステップＳ５７４）。これにより、遊技球の払い出しを停止する。
【１０６２】
　ステップＳ５７４に続いて、払出制御ＭＰＵは、ウォッチドックタイマのクリア設定を
行う（ステップＳ５７６）。このクリア設定は、上述したように、ウォッチドックタイマ
クリアレジスタＨＷＣＬに値Ａ、値Ｂそして値Ｃを順にセットすることにより行われる。
【１０６３】
　ステップＳ５７６に続いて、払出制御ＭＰＵは、チェックサムの算出を行ってこの算出
した値を記憶する（ステップＳ５７８）。このチェックサムは、ステップＳ５２４で算出
したチェックサムの値及び払出バックアップフラグＨＢＫ－ＦＬＧの値の記憶領域を除く
、払出制御内蔵ＲＡＭの作業領域の払出情報を数値とみなしてその合計を算出する。
【１０６４】
　ステップＳ５７８に続いて、払出制御ＭＰＵは、払出バックアップフラグＨＢＫ－ＦＬ
Ｇに値１をセットする（ステップＳ５８０）。これにより、払出バックアップ情報の記憶
が完了する。
【１０６５】
　ステップＳ５８０に続いて、払出制御ＭＰＵは、払出制御内蔵ＲＡＭへのアクセスの禁
止設定を行う（ステップＳ５８２）。この設定により払出制御内蔵ＲＡＭへのアクセスが
禁止され書き込み及び読み出しができなくなり、払出制御内蔵ＲＡＭに記憶されている払
出バックアップ情報が保護される。
【１０６６】
　ステップＳ５８２に続いて、払出制御ＭＰＵは、無限ループに入る。この無限ループで
は、ウォッチドックタイマクリアレジスタＨＷＣＬに値Ａ、値Ｂそして値Ｃを順にセット
しないためウォッチドックタイマがクリア設定されなくなる。このため、払出制御ＭＰＵ
にリセットがかかり、その後、この払出制御部電源投入時処理を再び行う。なお、ステッ
プＳ５７０～ステップＳ５８２の処理及び無限ループを「払出制御部電源断時処理」とい
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う。
【１０６７】
　パチンコ機１（払出制御ＭＰＵ）は、停電したとき又は瞬停したときにはリセットがか
かり、その後の電力の復旧により払出制御部電源投入時処理を行う。
【１０６８】
　なお、ステップＳ５２６では払出制御内蔵ＲＡＭに記憶されている払出バックアップ情
報が正常なものであるか否かを検査し、続いてステップＳ５２８では払出制御部電源断時
処理が正常に終了されたか否かを検査している。このように、払出制御内蔵ＲＡＭに記憶
されている払出バックアップ情報を２重にチェックすることにより払出バックアップ情報
が不正行為により記憶されたものであるか否かを検査している。
【１０６９】
［１１－２．払出制御部タイマ割り込み処理］
　次に、払出制御部タイマ割り込み処理について説明する。この払出制御部タイマ割り込
み処理は、図１４０～図１４２に示した払出制御部電源投入時処理において設定された割
り込み周期（本実施形態では、２ｍｓ）ごとに繰り返し行われる。
【１０７０】
　払出制御部タイマ割り込み処理が開始されると、払出制御ＭＰＵは、図１４３に示すよ
うに、タイマ割り込みを禁止に設定してレジスタの切替（退避）を行う（ステップＳ５９
０）。ここでは、上述した払出制御部メイン処理で使用していた汎用記憶素子（汎用レジ
スタ）から補助レジスタに切り替える。この補助レジスタを払出制御部タイマ割り込み処
理で使用することにより汎用レジスタの値が上書きされなくなる。これにより、払出制御
部メイン処理で使用していた汎用レジスタの内容の破壊を防いでいる。
【１０７１】
　ステップＳ５９０に続いて、払出制御ＭＰＵは、２ｍｓ経過フラグＨＴ－ＦＬＧに値１
をセットする（ステップＳ５９２）。この２ｍｓ経過フラグＨＴ－ＦＬＧは、この払出制
御部タイマ割り込み処理が行われるごとに、つまり２ｍｓごとに２ｍｓを計時するフラグ
であり、２ｍｓ経過したとき値１、２ｍｓ経過していないとき値０にそれぞれ設定される
。
【１０７２】
　ステップＳ５９２に続いて、払出制御ＭＰＵは、レジスタの切替（復帰）を行う（ステ
ップＳ５９４）。この復帰は、払出制御部タイマ割り込み処理で使用していた補助レジス
タから汎用記憶素子（汎用レジスタ）に切り替える。この汎用レジスタを払出制御部メイ
ン処理で使用することにより補助レジスタの値が上書きされなくなる。これにより、払出
制御部タイマ割り込み処理で使用していた補助レジスタの内容の破壊を防いでいる。
【１０７３】
　ステップＳ５９４に続いて、払出制御ＭＰＵは、割り込み許可の設定を行い（ステップ
Ｓ５９６）、このルーチンを終了する。
【１０７４】
［１２．周辺制御基板の各種制御処理］
　次に、図１３６に示した、主制御基板１３１０（主制御ＭＰＵ）から各種コマンドを受
信する周辺制御基板１５１０の各種処理について、図１４４～図１４８を参照して説明す
る。図１４４は周辺制御部電源投入時処理の一例を示すフローチャートであり、図１４５
は周辺制御部Ｖブランク割り込み処理の一例を示すフローチャートであり、図１４６は周
辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理の一例を示すフローチャートであり、図１４７は周辺
制御部コマンド受信割り込み処理の一例を示すフローチャートであり、図１４８は周辺制
御部停電予告信号割り込み処理の一例を示すフローチャートである。まず、周辺制御部電
源投入時処理について説明し、続いて周辺制御部Ｖブランク割り込み処理、周辺制御部１
ｍｓタイマ割り込み処理、周辺制御部コマンド受信割り込み処理、周辺制御部停電予告信
号割り込み処理について説明する。なお、本実施形態では、割り込み処理の優先順位とし
て、周辺制御部停電予告信号割り込み処理が最も高く設定され、続いて周辺制御部１ｍｓ
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タイマ割り込み処理、周辺制御部コマンド受信割り込み処理、そして周辺制御部Ｖブラン
ク割り込み処理という順番に設定されている。
【１０７５】
　周辺制御基板１５１０の周辺制御ＩＣは、上述したように、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＶＤＰ、
ＶＲＡＭ、音源、ＳＡＴＡコントローラ、そして各種Ｉ／Ｏインターフェイス等が１つの
半導体チップ上に集積されている。
【１０７６】
［１２－１．周辺制御部電源投入時処理］
　まず、周辺制御部電源投入時処理について、図１４４を参照して説明する。パチンコ機
１に電源が投入されると、周辺制御基板１５１０の周辺制御ＩＣのＣＰＵによる制御の下
、図１４４に示すように、周辺制御部電源投入時処理を行う。この周辺制御部電源投入時
処理が開始されると、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、初期設定処理を行う（ステップＳ１００
０）。この初期設定処理では、周辺制御ＩＣ自身を初期化する処理と、ホットスタート／
コールドスタートの判定処理と、リセット後のウェイトタイマを設定する処理、各種の制
御情報（周辺データ）を転送する処理等を行う。周辺制御ＩＣのＣＰＵは、まず周辺制御
ＩＣ自身を初期化する処理を行うが、周辺制御ＩＣを初期化する処理にかかる時間は、マ
イクロ秒（μｓ）オーダーであり、極めて短い時間で周辺制御ＩＣを初期化することがで
きる。これにより、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、割り込み許可が設定された状態となること
によって、例えば、後述する周辺制御部コマンド受信割り込み処理において、主制御基板
１３１０から出力される、遊技演出の制御に関するコマンドやパチンコ機１の状態に関す
るコマンド等の各種コマンドを受信することができる状態となる。
【１０７７】
　ステップＳ１０００に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、現在時刻情報取得処理を行う
（ステップＳ１００２）。この現在時刻情報取得処理では、図示しないリアルタイムクロ
ックＩＣの内蔵ＲＡＭから、年月日を特定するカレンダー情報と時分秒を特定する時刻情
報とを取得して、周辺制御ＩＣのＲＡＭに、現在のカレンダー情報、現在の時刻情報をセ
ットする。
【１０７８】
　本実施形態では、周辺制御ＩＣのＣＰＵがリアルタイムクロックＩＣの内蔵ＲＡＭから
カレンダー情報と時刻情報とを取得するのは、電源投入時の１回のみとなっている。また
周辺制御ＩＣのＣＰＵは、この現在時刻情報取得処理を行った後に、図示しない外部ＷＤ
Ｔにクリア信号を出力して周辺制御ＩＣのＣＰＵにリセットがかからないようにしている
。
【１０７９】
　ステップＳ１００２に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、Ｖブランク信号検出フラグＶ
Ｂ－ＦＬＧに値０をセットする（ステップＳ１００４）。このＶブランク信号検出フラグ
ＶＢ－ＦＬＧは、後述する周辺制御部定常処理を実行するか否かを決定するためのフラグ
であり、周辺制御部定常処理を実行するとき値１、周辺制御部定常処理を実行しないとき
値０にそれぞれ設定される。Ｖブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧは、周辺制御ＩＣの
ＣＰＵからの画面データ（画面の構成を規定する情報）を受け入れることができる状態で
ある旨を伝えるＶブランク信号が周辺制御ＩＣのＶＤＰから入力されたことを契機として
実行される後述する周辺制御部Ｖブランク信号割り込み処理において値１がセットされる
ようになっている。このステップＳ１００４では、Ｖブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬ
Ｇに値０をセットすることによりＶブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧを一度初期化し
ている。また周辺制御ＩＣのＣＰＵは、このＶブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧに値
０をセットした後に、外部ＷＤＴにクリア信号を出力して周辺制御ＩＣのＣＰＵにリセッ
トがかからないようにしている。
【１０８０】
　ステップＳ１００４に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、Ｖブランク信号検出フラグＶ
Ｂ－ＦＬＧが値１であるか否かを判定する（ステップＳ１００６）。周辺制御ＩＣのＣＰ
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Ｕは、Ｖブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧが値１でない（値０である）と判定したと
きには、再びステップＳ１００６に戻ってＶブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧが値１
であるか否かを繰り返し判定する。このような判定を繰り返すことにより、周辺制御部定
常処理を実行するまで待機する状態となる。また周辺制御ＩＣのＣＰＵは、このＶブラン
ク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧが値１であるか否かを判定した後に、外部ＷＤＴにクリア
信号を出力して周辺制御ＩＣのＣＰＵにリセットがかからないようにしている。
【１０８１】
　ステップＳ１００６の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、Ｖブランク信号検出フ
ラグＶＢ－ＦＬＧが値１であるとき、つまり周辺制御部定常処理を実行すると判定したと
きには、まず定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧに値１をセットする（ステップＳ１００８）
。この定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧは、周辺制御部定常処理を実行中であるとき値１、
周辺制御部定常処理を実行完了したとき値０にそれぞれセットされる。
【１０８２】
　ステップＳ１００８に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、１ｍｓ割り込みタイマ起動処
理を行う（ステップＳ１０１０）。この１ｍｓ割り込みタイマ起動処理では、後述する周
辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理を実行するための１ｍｓ割り込みタイマを起動すると
ともに、この１ｍｓ割り込みタイマが起動して周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理が実
行された回数をカウントするための１ｍｓタイマ割り込み実行回数ＳＴＮに値１をセット
して１ｍｓタイマ割り込み実行回数ＳＴＮの初期化も行う。この１ｍｓタイマ割り込み実
行回数ＳＴＮは周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理で更新される。
【１０８３】
　ステップＳ１０１０に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、演出操作ユニット監視処理を
行う（ステップＳ１０１４）。この演出操作ユニット監視処理では、後述する周辺制御部
１ｍｓタイマ割り込み処理における演出操作ユニット情報取得処理において、演出操作ユ
ニット３００に設けられた第一回転検知センサ３４７、第二回転検知センサ３４８、押圧
検知センサ３８１、昇降検知センサ３８２等の各種検知センサ（以下、「演出操作ユニッ
ト３００に設けられた各種センサ」と記載する。）からの検出信号に基づいて回転操作部
３０２の回転（回転方向）及び押圧操作部３０３の操作等を取得した各種情報（例えば、
演出操作ユニット３００に設けられた各種センサからの検出信号に基づいて作成する回転
操作部３０２の回転（回転方向）履歴情報、及び押圧操作部３０３の操作履歴情報など。
）がセットされる周辺制御ＩＣのＲＡＭに基づいて、回転操作部３０２の回転方向や押圧
操作部３０３の操作有無を監視し、回転操作部３０２の回転方向や押圧操作部３０３の操
作の状態を遊技演出に反映するか否かを適宜決定する。具体的には、演出操作ユニット情
報取得処理で音量が調節されていれば調節後の音量に応じて音生成用スケジュールデータ
を書き換え、輝度が調節されていれば調節後の輝度に応じて発光態様生成用スケジュール
データを書き換る。これにより、音量や輝度の調節がリアルタイムに反映されて調節後の
音量や輝度で演出が進行するようになる。
【１０８４】
　なお、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、演出操作ユニット監視処理の一処理としてランプパレ
ット設定処理も行う。ランプパレット設定処理では、輝度指定値、通常パレット値、及び
特殊パレット値から構成されるランプパレット設定テーブルに基づいて、直接光として用
いられるＬＥＤの輝度と、間接光として用いられるＬＥＤの輝度と、をそれぞれ設定する
。演出の進行中において、ランプパレット設定処理を実行して、遊技者（又は遊技ホール
の店員等の係員）が演出操作部３０１（回転操作部３０２、押圧操作部３０３）を操作し
て、第１輝度指定値から最大輝度となる第３１輝度指定値までに亘る一の輝度指定値を設
定した場合には、その設定した輝度指定値となるように、周辺制御ＩＣのＲＡＭにセット
した上述した階調情報を更新することができるようになっている。
【１０８５】
　ここで、ランプパレット設定テーブルを構成する輝度指定値、通常パレット値、及び特
殊パレット値について簡単に説明する。輝度指定値は、最小輝度（消灯）となる第０（ゼ
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ロ）輝度指定値から最大輝度となる第３１輝度指定値までに亘る３２段階の範囲のうち、
一の輝度指定値を設定することができる値であり、第０（ゼロ）輝度指定値～第３１輝度
指定値と対応して後述する通常パレット値、及び特殊パレット値がそれぞれ予め設定され
ている。遊技者（又は遊技ホールの店員等の係員）は、操作可能な演出操作部３０１（回
転操作部３０２、押圧操作部３０３）を操作して、第１輝度指定値から最大輝度となる第
３１輝度指定値までに亘る一の輝度指定値を設定することができる。
【１０８６】
　例えば、遊技者（又は遊技ホールの店員等の係員）は、回転操作部３０２を時計回りに
回転操作する場合であって現状の輝度が仮に最小輝度（消灯）となる第０（ゼロ）輝度指
定値の次に輝度が高い段階となる第１輝度指定値に設定されているときには、第１輝度指
定値から最大輝度である第３１輝度指定値へ向かって予め定めた数式（例えば、直線的な
トーンカーブ、又はスプライン曲線的なトーンカーブ）に沿って、間接光として用いられ
るＬＥＤの輝度と、直接光として用いられるＬＥＤの輝度と、を高くするように変化する
一方、回転操作部３０２を反時計回りに回転操作する場合であって現状の輝度が最大輝度
に設定されているときには、最大輝度である第３１輝度指定値から第１輝度指定値へ向か
って予め定めた数式（例えば、直線的なトーンカーブ、又はスプライン曲線的なトーンカ
ーブ）に沿って、間接光として用いられるＬＥＤの輝度と、直接光として用いられるＬＥ
Ｄの輝度と、を低くするように変化する。遊技者（又は遊技ホールの店員等の係員）が回
転操作部３０２を回転操作して所望の輝度を選択して押圧操作部３０３を押圧操作すると
、選択した所望の輝度が確定する。なお、本実施形態では、演出の進行中において、遊技
者（又は遊技ホールの店員等の係員）が輝度を設定できる場合が予め用意されており、こ
のときに、遊技者（又は遊技ホールの店員等の係員）が回転操作部３０２、及び押圧操作
部３０３の操作により所望の輝度に設定することができるようになっている。また、演出
の進行中における演出表示装置１６００の表示領域の所定位置には、遊技者（又は遊技ホ
ールの店員等の係員）が回転操作部３０２を操作すると、第１輝度指定値～第３１輝度指
定値までの位置を示す棒状のインジケータが表示されることで、遊技者（又は遊技ホール
の店員等の係員）の所望の輝度がどの程度のものであるかを画像として視覚的に示すこと
ができるようになっている。また、本実施形態では、初期値（デフォルト）として第１４
輝度指定値が設定されるようになっている。
【１０８７】
　通常パレット値は、直接光として照射される遊技盤側に設けられる各種装飾基板や扉枠
側に設けられる各種装飾基板に実装される各種ＬＥＤの輝度が上述した階調情報として設
定されるものである。通常パレット値は、最小値である最小パレット値（２０％）から最
大値である最大パレット値（１００％）へ向かって５％刻みで１７段階のうち、一の段階
が選択され、上述した輝度指定値である第０（ゼロ）輝度指定値～第３１輝度指定値まで
に亘る３２段階の範囲のうち、一の輝度指定と対応するパレット値が予め定めた数式（例
えば、直線的なトーンカーブ、又はスプライン曲線的なトーンカーブ）に沿ってそれぞれ
設定されている。
【１０８８】
　最小パレット値（２０％）は、上述した輝度指定値である第０（ゼロ）輝度指定値～第
３１輝度指定値までに亘る３２段階の範囲のうち、一の輝度指定と対応する最大パレット
値（１００％）に対して２０％の値であり、他のパレット値も同様に、括弧書きに記載さ
れる値（％）が、上述した輝度指定値である第０（ゼロ）輝度指定値～第３１輝度指定値
までに亘る３２段階の範囲のうち、一の輝度指定と対応する最大パレット値（１００％）
に対しての値となる。
【１０８９】
　本実施形態では、通常パレット値は、直接光として照射される遊技盤側に設けられる各
種装飾基板や扉枠側に設けられる各種装飾基板に対して、最大パレット値（１００％）が
予め選択され上述した階調情報として設定されていると共に、直接光として照射される遊
技盤側に設けられる各種装飾基板のうち、図示しない特定の装飾基板（遊技者に眩しく感
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じられるＬＥＤ）に対して、パレット値（５０％）が予め選択され上述した階調情報とし
て設定されている。
【１０９０】
　特殊パレット値は、間接光として照射される導光板に利用される各種装飾基板に実装さ
れる各種ＬＥＤの輝度が上述した階調情報として設定されるものである。特殊パレット値
は、通常パレット値と異なり、１段階のみ存在し、上述した輝度指定値である第０（ゼロ
）輝度指定値～第３１輝度指定値までに亘る３２段階の範囲のうち、一の輝度指定と対応
するパレット値が予め定めた数式（例えば、直線的なトーンカーブ、又はスプライン曲線
的なトーンカーブ）に沿って上述した階調情報として設定されている。
【１０９１】
　間接光として用いられるＬＥＤの輝度は、上述したように、直接光として用いられるＬ
ＥＤの輝度と同一のものとすると、導光板による間接光が直接光と比べて暗くなる。そこ
で、本実施形態では、間接光として用いられるＬＥＤの輝度は、直接光として用いられる
ＬＥＤの輝度に対して設定される通常パレット値を用いず、特殊パレット値を用いて設定
されるようになっており、最小輝度（消灯）となる第０（ゼロ）輝度指定値の次に輝度が
高い段階となる第１輝度指定値を、導光板が間接光により発光している状態を視認するこ
とができる最低の輝度として、通常パレット値が最大パレット値（１００％）に設定され
た場合における第１８輝度指定値とほぼ等しい値に設定され、第１輝度指定値から第３１
輝度指定値までの範囲のうち、一の輝度指定値と対応するパレット値が予め定めた数式（
例えば、直線的なトーンカーブ、又はスプライン曲線的なトーンカーブ）に沿って設定さ
れるようになっている。
【１０９２】
　このように、ランプパレット設定処理では、輝度指定値、通常パレット値、及び特殊パ
レット値から構成されるランプパレット設定テーブルに基づいて、直接光として用いられ
るＬＥＤの輝度と、間接光として用いられるＬＥＤの輝度と、をそれぞれ設定する際に、
直接光として用いられるＬＥＤの輝度に対して、遊技者（又は遊技ホールの店員等の係員
）が回転操作部３０２、及び押圧操作部３０３の操作による輝度指定値と対応する通常パ
レット値に沿って設定される一方、間接光として用いられるＬＥＤの輝度に対して、遊技
者（又は遊技ホールの店員等の係員）が回転操作部３０２、及び押圧操作部３０３の操作
による輝度指定値と対応する特殊パレット値に沿って設定されるようになっている。これ
により、直接光として用いられるＬＥＤの輝度が眩しいと感じて、その輝度を小さくする
ために、遊技者が回転操作部３０２、及び押圧操作部３０３を操作して設定する場合にお
いて、直接光として用いられるＬＥＤの輝度を最も小さい輝度（つまり、最小輝度（消灯
）となる第０（ゼロ）輝度指定値の次に輝度が高い段階となる第１輝度指定値）に設定し
、これに連動して、間接光として用いられるＬＥＤの輝度も最も小さい輝度（つまり、最
小輝度（消灯）となる第０（ゼロ）輝度指定値の次に輝度が高い段階となる第１輝度指定
値）に設定したとしても、間接光として用いられるＬＥＤの輝度は、通常パレット値が最
大パレット値（１００％）に設定された場合における第１８輝度指定値とほぼ等しい値に
設定されるようになっているため、導光板が間接光により発光している状態を視認するこ
とができる最低の輝度が設定される。
【１０９３】
　また、発光態様を設計するプログラマーは、直接光として用いられるＬＥＤに対して、
遊技盤側に設けられる各種装飾基板や扉枠側に設けられる各種装飾基板に実装される各種
ＬＥＤの輝度を個別に設定しなくても、演出の流れに伴う発光態様を設定して、遊技盤側
に設けられる各種装飾基板や扉枠側に設けられる各種装飾基板に実装される各種ＬＥＤの
発光態様による演出の流れを見てから、眩しすぎる（又は、少し暗い輝度の方が演出効果
をより発揮できる）特定の装飾基板に対して通常パレット値を小さいパレット値（例えば
、５０％）に設定するとともに、他の装飾基板に対して通常パレット値を最大パレット値
（１００％）に設定することで、全体の発光態様のバランスを極めて簡単に変更すること
ができる。つまり、遊技者（又は遊技ホールの店員等の係員）は、操作可能な演出操作部
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３０１（回転操作部３０２、押圧操作部３０３）を操作して第１輝度指定値から最大輝度
となる第３１輝度指定値までに亘る一の輝度指定値を設定したとしても、特定の装飾基板
に対しては一の輝度指定値と対応する小さいパレット値（例えば、５０％）が設定される
のに対して、他の装飾基板に対しては一の輝度指定値と対応する最大パレット値（１００
％）がそれぞれ設定されるようになっているため、相互に設定された発光態様の関係（明
るい、又は暗いという関係）を崩すことなく、極めて簡単に輝度調整を行うことができる
。
【１０９４】
　更に、導光板による間接光は、直接光と比べて輝度の調整が難しいものの、間接光とし
て用いられるＬＥＤに対しては、通常パレット値と異なる（つまり、通常パレット値と独
立した）特殊パレット値により輝度を設定することができるようになっている。これによ
り、間接光として用いられるＬＥＤの輝度は特殊パレット値により管理されるとともに、
直接光として用いられるＬＥＤの輝度は通常パレット値により管理されるようになってい
るため、間接光として用いられるＬＥＤの輝度と、直接光として用いられるＬＥＤの輝度
と、を容易にそれぞれ調整することができる。
【１０９５】
　ステップＳ１０１４に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、表示データ出力処理を行う（
ステップＳ１０１６）。この表示データ出力処理では、後述する表示データ作成処理にお
いて、周辺制御ＩＣのＶＤＰが周辺制御ＩＣのＣＰＵからの指示に基づいてＳＤＲＡＭか
ら画像データを読み出して周辺制御ＩＣのＶＲＡＭ上に生成した１画面分（１フレーム分
）の描画データを液晶出力基板１５３０に出力する。これにより、演出表示装置１６００
にさまざまな画面（画像）が描画（表示）される。なお、表示データ出力処理では、周辺
制御ＩＣのＶＤＰの描画能力を超える描画を行った場合には、生成した１画面分（１フレ
ーム分）の描画データを出力することをキャンセルするようになっている。これにより、
処理時間の遅れを防止することができるが、いわゆるコマ落ちが発生することとなるもの
の、後述する音データ出力処理による、振動スピーカ３５４、トップ中央スピーカ４６２
、トップサイドスピーカ４６４、本体枠スピーカ６２２等の各種スピーカ（以下、「各種
スピーカ」と記載する。）から各種演出に合わせた音楽や効果音等の演出音による演出を
優先することができる仕組みとなっている。
【１０９６】
　ステップＳ１０１６に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、音データ出力処理を行う（ス
テップＳ１０１８）。この音データ出力処理では、後述する音データ作成処理において、
周辺制御ＩＣの音源が周辺制御ＩＣのＣＰＵからの指示に基づいてＳＤＲＡＭから音デー
タを読み出し、設定される出力チャンネルから各種スピーカに出力する。これにより、各
種スピーカから各種演出に合せた音楽及び効果音等のサウンドが流れる。
【１０９７】
　ステップＳ１０１８に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、スケジューラ更新処理を行う
（ステップＳ１０２０）。このスケジューラ更新処理では、周辺制御ＩＣのＲＡＭにセッ
トされた各種スケジュールデータを更新する。例えば、スケジューラ更新処理では、画面
生成用スケジュールデータを構成する時系列に配列された画面データのうち、先頭の画面
データから何番目の画面データを周辺制御ＩＣのＶＤＰに出力するのかを指示するために
、ポインタを更新する。
【１０９８】
　またスケジューラ更新処理では、発光態様生成用スケジュールデータを構成する時系列
に配列された発光データのうち、先頭の発光データから何番目の発光データを出力対象と
するのかを指示するために、ポインタを更新する。
【１０９９】
　またスケジューラ更新処理では、音生成用スケジュールデータを構成する時系列に配列
された、音楽や効果音等の演出音の音データ、報知音や告知音の音データを指示する音指
令データのうち、先頭の音指令データから何番目の音指令データを周辺制御ＩＣの音源に
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出力するのかを指示するために、ポインタを更新する。
【１１００】
　またスケジューラ更新処理では、電気的駆動源スケジュールデータを構成する時系列に
配列されたモータやソレノイド等の電気的駆動源の駆動データのうち、先頭の駆動データ
から何番目の駆動データを出力対象とするのかを指示するために、ポインタを更新する。
電気的駆動源スケジュールデータを構成する時系列に配列されたモータやソレノイド等の
電気的駆動源の駆動データは、後述する、１ｍｓタイマ割り込みが発生するごとに繰り返
し実行される周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理におけるモータ及びソレノイド駆動処
理で更新される。この１ｍｓタイマ割り込みが発生するごとに繰り返し実行されるモータ
及びソレノイド駆動処理では、ポインタが指示する駆動データに従ってモータやソレノイ
ド等の電気的駆動源を駆動するとともに、時系列に規定された次の駆動データにポインタ
を更新し、自身の処理を実行するごとに、ポインタを更新する。つまり、モータ及びソレ
ノイド駆動処理において更新したポインタの指示する駆動データは、スケジューラ更新処
理において強制的に更新される仕組みとなっているため、仮に、モータ及びソレノイド駆
動処理においてポインタが何らかの原因で本来指示するはずの駆動データから他の駆動デ
ータを指示することとなっても、スケジューラ更新処理において本来指示するはずの駆動
データに指示するように強制的に更新されるようになっている。
【１１０１】
　ステップＳ１０２０に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、受信コマンド解析処理を行う
（ステップＳ１０２２）。この受信コマンド解析処理では、主制御基板１３１０から送信
された各種コマンドを、後述する周辺制御部コマンド受信割り込み処理において受信して
その受信した各種コマンドの解析を行うとともに、演出の各種設定に用いられる乱数（例
えば保留先読み関連の演出に用いられる乱数）の更新を行う。主制御基板１３１０からの
各種コマンドは、周辺制御部コマンド受信割り込み処理で受信されて周辺制御ＩＣのＲＡ
Ｍに記憶されるようになっており、この受信コマンド解析処理では、周辺制御ＩＣのＲＡ
Ｍに記憶された各種コマンドの解析を行う。周辺制御ＩＣのＣＰＵは、解析した各種コマ
ンドに基づいて、画面生成用スケジュールデータ、発光態様生成用スケジュールデータ、
音生成用スケジュールデータ、及び電気的駆動源スケジュールデータ等を、周辺制御ＲＯ
Ｍから読み出して（抽出して）周辺制御ＩＣのＲＡＭにセットする。
【１１０２】
　なお、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、受信コマンド解析処理の一処理としてランプパレット
設定処理も行う。ランプパレット設定処理では、上述した輝度指定値、通常パレット値、
及び特殊パレット値から構成されるランプパレット設定テーブルに基づいて、直接光とし
て用いられるＬＥＤの輝度と、間接光として用いられるＬＥＤの輝度と、をそれぞれ設定
する。周辺制御ＩＣは、主制御基板１３１０からの各種コマンドを解析し、この解析した
各種コマンドに基づいて、発光態様生成用スケジュールデータを周辺制御ＲＯＭから読み
出して（抽出して）、ランプパレット設定処理を実行して、遊技者（又は遊技ホールの店
員等の係員）が演出操作部３０１（回転操作部３０２、押圧操作部３０３）を操作して、
上述した、第１輝度指定値から最大輝度となる第３１輝度指定値までに亘る一の輝度指定
値を設定した場合には、その設定した輝度指定値となるように、上述した階調情報を更新
して周辺制御ＩＣのＲＡＭにセットすることができるようになっている。
【１１０３】
　また、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、この周辺制御部コマンド割り込み処理で受信された主
制御基板１３１０からのコマンドが、例えば、始動口入賞演出の開始を指示するための始
動口入賞コマンド、普通図柄の保留数（０～４個）を識別するための普通図柄記憶コマン
ド、特別図柄の変動表示に同期して演出表示装置１６００において装飾図柄の変動表示等
の変動演出の開始を指示するための変動パターンコマンド、始動保留数が変化すると出力
される図柄記憶コマンド、大入賞口２００５に遊技球が受け入れられる度に出力された大
入賞口１カウント表示コマンドであるか否かを解析し、現在、どの遊技状態であるかを認
識する。
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【１１０４】
　主制御基板１３１０からの各種コマンドは、周辺制御部コマンド受信割り込み処理で受
信されて周辺制御ＩＣのＲＡＭに記憶されるようになっており、受信コマンド解析処理で
は、周辺制御ＩＣのＲＡＭに記憶された各種コマンドの解析を行う。各種コマンドには、
特図１同調演出関連に区分される各種コマンド、特図２同調演出関連に区分される各種コ
マンド、大当り関連に区分される各種コマンド、電源投入に区分される各種コマンド、普
図同調演出関連に区分される各種コマンド、普通電役演出関連に区分される各種コマンド
、報知表示に区分される各種コマンド、状態表示に区分される各種コマンド、テスト関連
に区分される各種コマンド及びその他に区分される各種コマンドがある。また、周辺制御
基板１５１０は受信したコマンドに基づいて予告等に関する抽選処理を実行し、該抽選結
果に基づいて画面生成用スケジュールデータ、発光態様生成用スケジュールデータ、音生
成用スケジュールデータ、及び電気的駆動源スケジュールデータ等を、周辺制御ＲＯＭか
ら読み出して（抽出して）周辺制御ＩＣのＲＡＭにセットする。これにより周辺制御基板
１５１０の抽選結果に応じた演出が実行されるようになる。
【１１０５】
　なお、周辺制御ＲＯＭには、周辺制御部１５１１、演出表示制御部１５１１等を制御す
る各種制御プログラム、各種データ、各種制御データ、及び各種スケジュールデータが予
め記憶されている。各種スケジュールデータには、演出表示装置１６００に描画する画面
を生成する画面生成用スケジュールデータ、各種ＬＥＤの発光態様を生成する発光態様生
成用スケジュールデータ、音楽や効果音等の演出音を生成する音生成用スケジュールデー
タ、及びモータやソレノイド等の電気的駆動源の駆動態様を生成する電気的駆動源スケジ
ュールデータ等がある。画面生成用スケジュールデータは、画面の構成を規定する画面デ
ータが時系列に配列されて構成されており、演出表示装置１６００に描画する画面の順序
が規定されている。発光態様生成用スケジュールデータは、各種ＬＥＤの発光態様を規定
する発光態様データが時系列に配列されて構成されている。音生成用スケジュールデータ
は、音指令データが時系列に配列されて構成されており、音楽や効果音が流れる順番が規
定されている。この音指令データには、周辺制御ＩＣの内蔵音源における複数の出力チャ
ンネルのうち、どの出力チャンネルを使用するのかを指示するための出力チャンネル番号
と、周辺制御ＩＣの内蔵音源における複数のトラックのうち、どのトラックに音楽及び効
果音等の音データを組み込むのかを指示するためのトラック番号と、が規定されている。
電気的駆動源スケジュールデータは、モータやソレノイド等の電気的駆動源の駆動データ
が時系列に配列されて構成されており、モータやソレノイド等の電気的駆動源の動作が規
定されている。
【１１０６】
　ステップＳ１０２２に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、警告処理を行う（ステップＳ
１０２４）。この警告処理では、ステップＳ１０２２の受信コマンド解析処理で解析した
コマンドに、報知表示に区分される各種コマンドが含まれているときには、各種異常報知
を実行するための異常表示態様に設定されている、画面生成用スケジュールデータ、発光
態様生成用スケジュールデータ、音生成用スケジュールデータ、及び電気的駆動源スケジ
ュールデータ等を、周辺制御ＲＯＭから読み出して（抽出して）周辺制御ＩＣのＲＡＭに
セットする。なお、警告処理では、複数の異常が同時に発生した場合には、予め登録した
優先度の高い順から異常報知から行われ、その異常が解決して残っている他の異常報知に
自動的に遷移するようになっている。これにより、一の異常が発生した後であってその異
常を解決する前に他の異常が発生して一の異常が発生しているという情報を失うことなく
、複数の異常を同時に監視することができる。
【１１０７】
　ステップＳ１０２４に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、ＲＣＴ取得情報更新処理を行
う（ステップＳ１０２６）。このＲＴＣ取得情報更新処理では、ステップＳ１００２の現
在時刻情報取得処理で取得して周辺制御ＩＣのＲＡＭに記憶されたカレンダー情報と時刻
情報とを更新する。このＲＣＴ取得情報更新処理により、周辺制御ＩＣのＲＡＭに記憶さ
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れる時刻情報である時分秒が更新され、この更新される時刻情報に基づいて周辺制御ＩＣ
のＲＡＭに記憶されるカレンダー情報である年月日が更新される。
【１１０８】
　ステップＳ１０２６に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、表示データ作成処理を行う（
ステップＳ１０３０）。この表示データ作成処理では、ステップＳ１０２０のスケジュー
ラ更新処理においてポインタが更新されて、画面生成用スケジュールデータを構成する時
系列に配列された画面データのうち、そのポインタが示す画面データを、周辺制御ＲＯＭ
から読み出して（抽出して）周辺制御ＩＣのＶＤＰに出力する。
【１１０９】
　周辺制御ＩＣのＶＤＰは、周辺制御ＩＣのＣＰＵから画面データが入力されると、この
入力された画面データに基づいて、ＳＤＲＡＭから画像データを読み出して演出表示装置
１６００に描画（表示）する１画面分（１フレーム分）の描画データを内蔵ＶＲＡＭに生
成する。
【１１１０】
　ステップＳ１０３０に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、音データ作成処理を行う（ス
テップＳ１０３２）。この音データ作成処理では、ステップＳ１０２０のスケジューラ更
新処理においてポインタが更新されて、音生成用スケジュールデータを構成する時系列に
配列された音指令データのうち、そのポインタが指示する音指令データを、周辺制御ＲＯ
Ｍから読み出して（抽出して）周辺制御ＩＣのＲＡＭにセットする。周辺制御ＩＣの音源
は、周辺制御ＩＣのＣＰＵから音指令データが入力されると、ＳＤＲＡＭから音データを
読み出して音指令データに規定されたトラック番号に従って音楽及び効果音等の音データ
を組み込むとともに、出力チャンネル番号に従って使用する出力チャンネルを設定する。
【１１１１】
　なお、音データ作成処理では、この音データ作成処理を行うごとに（つまり、周辺制御
部定常処理を行うごとに）、音量調整スイッチからの音量調整操作信号に基づいて、音量
調整スイッチの回転位置を特定している。周辺制御ＩＣのＣＰＵは、音量調整スイッチの
回転位置と対応する音量となるように、周辺制御ＩＣの音源を制御して、ステップＳ１０
１８の音データ出力処理において、この音データ作成処理で設定した出力チャンネルから
音データを各種スピーカに出力する。これにより、各種スピーカから各種演出に合せた音
楽及び効果音等のサウンドが流れるようになっている。
【１１１２】
　具体的には、音量調整スイッチを回動操作することにより抵抗値が可変し、音量スイッ
チの回転位置における抵抗値により分圧された電圧を、アナログ値からデジタル値に変換
して、値０～値１０２３までの１０２４段階の値に変換している。本実施形態では、１０
２４段階の値を７つに分割して基板ボリューム０～６として管理している。基板ボリュー
ム０では消音、基板ボリューム６では最大音量に設定されており、基板ボリューム０から
基板ボリューム６に向かって音量が大きくなるようにそれぞれ設定されている。基板ボリ
ューム０～６に設定された音量となるように周辺制御ＩＣの音源を制御して扉枠３側のト
ップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠ス
ピーカ６２２から音楽や効果音が流れるようになっている。このように、音量調整スイッ
チの回動操作に基づく音量調整により扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイ
ドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から音楽や効果音が流れ
るようになっている。
【１１１３】
　なお、音指令データには、音データを組み込むトラックの音量を調節するためのサブボ
リューム値も含まれており、周辺制御ＩＣの内蔵音源における複数のトラックには、音楽
や効果音等の演出音の音データとその音量を調節するサブボリューム値のほかに、パチン
コ機１の不具合の発生やパチンコ機１に対する不正行為をホールの店員等に報知するため
の報知音の音データとその音量を調節するサブボリューム値が組み込まれる。
【１１１４】
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　具体的には、演出音に対しては、上述した、音量調整スイッチが回動操作されて調節さ
れた基板ボリュームがサブボリューム値として設定され、報知音に対しては、音量調整ス
イッチの回動操作に基づく音量調整に全く依存されず最大音量がサブボリューム値として
設定されるようになっている。演出音のサブボリューム値は、電源投入後の所定期間（具
体的には周辺制御部が初期設定処理（ステップＳ１０００）及び現在時刻設定処理（ステ
ップＳ１００２）を終了するまでの期間）や特別図柄表示器（第一特別図柄表示器、第二
特別図柄表示器）において特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示を開始又
は停止するときの一定期間（この例では周辺制御部にて変動パターンコマンドを受信して
から装飾図柄の変動表示開始後に０．５秒経過するまでや、周辺制御部にて停止表示コマ
ンドを受信してから装飾図柄の確定表示後に０．５秒経過するまで）を除き、演出操作ユ
ニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作することで調節することがで
きるようになっている。
【１１１５】
　このように、本例のパチンコ機１では電源投入後の所定期間（具体的には周辺制御部が
初期設定処理（ステップＳ１０００）及び現在時刻設定処理（ステップＳ１００２）を終
了するまでの期間）や特別図柄表示器（第一特別図柄表示器、第二特別図柄表示器）にお
いて特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示を開始又は停止するときの一定
期間（この例では周辺制御部にて変動パターンコマンドを受信してから装飾図柄の変動表
示開始後に０．５秒経過するまでや、周辺制御部にて停止表示コマンドを受信してから装
飾図柄の確定表示後に０．５秒経過するまで）を除き、演出操作ユニット３００の回転操
作部３０２や押圧操作部３０３を操作することで、音データ作成処理において音量調整ス
イッチの回転位置における抵抗値により分圧された電圧を基板ボリューム０～６の７段階
の値に変換し、さらに音量調整スイッチの回転位置における抵抗値により分圧された電圧
に対して、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３の操作に応じ
て所定値を加算又は減算することによって、基板ボリュームの値を増やしたり、又は減ら
したりして基板ボリュームを設定することで演出音のサブボリューム値を調節できるよう
になっている。
【１１１６】
　また、音指定データには、出力するチャンネルの音量を調節するためのマスターボリュ
ーム値も含まれており、周辺制御ＩＣの内蔵音源における複数の出力チャンネルには、周
辺制御ＩＣの内蔵音源における複数のトラックうち、使用するトラックに組み込まれた演
出音の音データと、使用するトラックに組み込まれた演出音の音量を調節するサブボリュ
ーム値と、を合成して、この合成した演出音の音量を、実際に、扉枠３側のトップ中央ス
ピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２
２から流れる音量となるマスターボリューム値まで増幅し、この増幅した演出音をシリア
ル化してオーディオデータとして出力するようになっている。
【１１１７】
　本実施形態では、マスターボリューム値は一定値に設定されており、合成した演出音の
音量が最大音量であるときに、マスターボリューム値まで増幅されることにより、扉枠３
側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本
体枠スピーカ６２２から流れる音量が許容最大音量となるように設定されている。具体的
には、演出音に対しては、周辺制御ＩＣの内蔵音源における複数のトラックのうち、使用
するトラックに組み込まれた演出音の音データと、使用するトラックに組み込まれた演出
音の音量を調節するサブボリューム値として設定された音量調整スイッチが回動操作され
て調節された基板ボリュームと、を合成して、この合成した演出音の音量を、実際に、扉
枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用
の本体枠スピーカ６２２から流れる音量となるマスターボリューム値まで増幅し、この増
幅した演出音をシリアル化してオーディオデータとして出力し、報知音に対しては、使用
するトラックに組み込まれた報知音の音データと、使用するトラックに組み込まれた報知
音の音量を調節するサブボリューム値として設定された音量調整スイッチの回動操作に基
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づく音量調整に全く依存されず最大音量と、を合成して、この合成した報知音の音量を、
実際に、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠
４の低音用の本体枠スピーカ６２２から流れる音量となるマスターボリューム値まで増幅
し、この増幅した報知音をシリアル化してオーディオデータとして出力する。
【１１１８】
　ここで、演出音が扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４
と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から流れている場合に、パチンコ機１の不
具合の発生やパチンコ機１に対する不正行為をホールの店員等に報知するため報知音を流
す制御について簡単に説明すると、まず演出音が組み込まれているトラックのサブボリュ
ーム値を強制的に消音に設定し、この演出音が組み込まれたトラックの音データと、その
消音に設定したサブボリューム値と、報知音が組み込まれたトラックの音データと、報知
音の音量が最大音量に設定されたサブボリューム値と、を合成し、この合成した演出音の
音量と報知音の音量とを、実際に、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイド
スピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から流れる音量となるマス
ターボリューム値まで増幅し、この増幅した演出音及び報知音をシリアル化してオーディ
オデータとして出力する。つまり、実際に、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トッ
プサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から流れる音は、
最大音量の報知音だけが流れることとなる。このとき、演出音は消音となっているため、
扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音
用の本体枠スピーカ６２２から流れないものの、演出音は、上述した音生成用スケジュー
ルデータに従って進行している。
【１１１９】
　本実施形態では、報知音は所定期間（例えば、９０秒）だけ扉枠３側のトップ中央スピ
ーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２
から流れるようになっており、この所定期間経過すると、これまで消音に強制的に設定さ
れた音生成用スケジュールデータに従って進行している演出音の音量が、音量調整スイッ
チが回動操作されて調節された基板ボリュームがサブボリューム値として再び設定され（
このとき、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作するこ
とで演出音の音量が調節されている場合には、その調節された演出音のサブボリューム値
に設定され）、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、
本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から流れるようになっている。
【１１２０】
　このように、演出音が扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４
６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から流れている場合に、パチンコ機１
の不具合の発生やパチンコ機１に対する不正行為をホールの店員等に報知するため報知音
が流れるときには、演出音の音量が消音になって報知音が扉枠３側のトップ中央スピーカ
４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から
流れるものの、この消音となった演出音は、音生成用スケジュールデータに従って進行し
ているため、報知音が所定期間経過して扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサ
イドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から流れなくなると、
演出音は、報知音が流れ始めたところから再び流れ始めるのではなく、報知音が流れ始め
て所定期間経過した時点まで音生成用スケジュールデータに従って進行したところから再
び流れ始めるようになっている。
【１１２１】
　また、報知音や告知音は、音量調整スイッチの回転操作に基づく音量調整に全く依存さ
れずに流れる仕組みとなっており、消音から最大音量までの音量をプログラムにより周辺
制御ＩＣのＣＰＵが周辺制御ＩＣの音源を制御して調整することができるようになってい
る。このプログラムにより調整される音量は、消音から最大音量までを滑らかに変化させ
ることができるようになっている。例えば、遊技ホールの店員等の係員が音量調整スイッ
チを回転操作して音量を小さく設定した場合であっても、各種スピーカから流れる音楽や
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効果音等の演出音が小さくなるものの、パチンコ機１に不具合が発生しているときや遊技
者が不正行為を行っているときには大音量（本実施形態では、最大音量）に設定した報知
音を流すことができる。したがって、演出音の音量を小さくしても、報知音により遊技ホ
ールの店員等の係員が不具合の発生や遊技者の不正行為を気付き難くなることを防止する
ことができる。
【１１２２】
　ステップＳ１０３２に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、バックアップ処理を行う（ス
テップＳ１０３４）。このバックアップ処理では、周辺制御ＩＣのＲＡＭに記憶されてい
る内容を周辺制御ＩＣのＲＡＭに設けられる定常処理用バックアップ領域にコピーしてバ
ックアップするとともに、ＳＤＲＡＭに記憶されている内容をＳＤＲＡＭに設けられる定
常処理用バックアップ領域にコピーしてバックアップする。
【１１２３】
　ステップＳ１０３４に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、ＷＤＴクリア処理を行う（ス
テップＳ１０３６）。このＷＤＴクリア処理では、外部ＷＤＴにクリア信号を出力して周
辺制御ＩＣのＣＰＵにリセットがかからないようにしている。
【１１２４】
　ステップＳ１０３６に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、周辺制御部定常処理の実行完
了として定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧに値０をセットし（ステップＳ１０３８）、再び
ステップＳ１００４に戻り、Ｖブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧに値０をセットして
初期化し、後述する周辺制御部Ｖブランク信号割り込み処理においてＶブランク信号検出
フラグＶＢ－ＦＬＧに値１がセットされるまで、ステップＳ１００６の判定を繰り返し行
う。つまりステップＳ１００６では、Ｖブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧに値１がセ
ットされるまで待機し、ステップＳ１００６でＶブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧが
値１であると判定されると、ステップＳ１００８～ステップＳ１０３８の処理を行い、再
びステップＳ１００４に戻る。このように、ステップＳ１００６でＶブランク信号検出フ
ラグＶＢ－ＦＬＧが値１であると判定されると、ステップＳ１００８～ステップＳ１０３
８の処理を行うようになっている。ステップＳ１００８～ステップＳ１０３８の処理を「
周辺制御部定常処理」という。
【１１２５】
　この周辺制御部定常処理では、まずステップＳ１００８で周辺制御部定常処理を実行中
であるとして定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧに値１をセットすることから開始し、ステッ
プＳ１０１０で１ｍｓ割り込みタイマ起動処理を行い、ステップＳ１０１４、・・・、そ
してステップＳ１０３６の各処理を行って最後にステップＳ１０３８において周辺制御部
定常処理の実行完了として定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧに値０をセットすると、完了す
ることとなる。周辺制御部定常処理は、ステップＳ１００６でＶブランク信号検出フラグ
ＶＢ－ＦＬＧが値１であるときに実行される。このＶブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬ
Ｇは、上述したように、周辺制御ＩＣのＣＰＵからの画面データを受け入れることができ
る状態である旨を伝えるＶブランク信号が周辺制御ＩＣのＶＤＰから周辺制御ＩＣのＣＰ
Ｕに入力されたことを契機として実行される後述する周辺制御部Ｖブランク信号割り込み
処理において値１がセットされるようになっている。本実施形態では、演出表示装置１６
００のフレーム周波数（１秒間あたりの画面更新回数）として、上述したように、概ね秒
間３０ｆｐｓに設定しているため、Ｖブランク信号が入力される間隔は、約３３．３ｍｓ
（＝１０００ｍｓ÷３０ｆｐｓ）となっている。つまり、周辺制御部定常処理は、約３３
．３ｍｓごとに繰り返し実行されるようになっている。
【１１２６】
［１２－２．周辺制御部Ｖブランク信号割り込み処理］
　次に、周辺制御ＩＣのＣＰＵからの画面データを受け入れることができる状態である旨
を伝えるＶブランク信号が周辺制御ＩＣのＶＤＰから入力されたことを契機として実行す
る周辺制御部Ｖブランク信号割り込み処理について説明する。この周辺制御部Ｖブランク
信号割り込み処理が開始されると、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、図１４５に示すように、定
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常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧが値０であるかを判定する（ステップＳ１０４５）。この定
常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧは、上述したように、図１４４の周辺制御部電源投入時処理
におけるステップＳ１００８～ステップＳ１０３８の周辺制御部定常処理を実行中である
とき値１、周辺制御部定常処理を実行完了したとき値０にそれぞれセットされる。
【１１２７】
　ステップＳ１０４５の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、定常処理中フラグＳＰ
－ＦＬＧが値０でない（値１である）とき、つまり周辺制御部定常処理を実行中であると
判定したときには、そのままこのルーチンを終了する。一方、ステップＳ１０４５の判定
において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧが値０であるとき、
つまり周辺制御部定常処理を実行完了したと判定したときには、Ｖブランク信号検出フラ
グＶＢ－ＦＬＧに値１をセットし（ステップＳ１０５０）、このルーチンを終了する。こ
のＶブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧは、上述したように、周辺制御部定常処理を実
行するか否かを決定するためのフラグであり、周辺制御部定常処理を実行するとき値１、
周辺制御部定常処理を実行しないとき値０にそれぞれ設定される。
【１１２８】
　本実施形態では、ステップＳ１０４５の判定で定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧが値０で
あるか否か、つまり周辺制御部定常処理を実行完了したか否かを判定し、周辺制御部定常
処理を実行完了したときにはステップＳ１０５０でＶブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬ
Ｇに値１をセットするようになっているが、これは、周辺制御部定常処理を実行中である
ときに、Ｖブランク信号が入力されてＶブランク信号検出フラグＶＢ－ＦＬＧに値１をセ
ットすると、図１４４の周辺制御部電源投入時処理におけるステップＳ１００６の判定で
周辺制御部定常処理を実行するものとして、現在実行中の周辺制御部定常処理を途中で強
制的にキャンセルして周辺制御部定常処理を最初から実行開始するため、これを防止する
目的で、図１４４の周辺制御部電源投入時処理（周辺制御部定常処理）におけるステップ
Ｓ１００８で定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧに値１をセットすることで周辺制御部定常処
理を実行中である旨を、本ルーチンである周辺制御部Ｖブランク信号割り込み処理に伝え
るとともに、図１４４の周辺制御部電源投入時処理（周辺制御部定常処理）におけるステ
ップＳ１０３８で定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧに値０をセットすることで周辺制御部定
常処理を実行完了した旨を、本ルーチンである周辺制御部Ｖブランク信号割り込み処理に
伝えることにより、本ルーチンである周辺制御部Ｖブランク信号割り込み処理におけるス
テップＳ１０４５の判定で定常処理中フラグＳＰ－ＦＬＧが値０であるか否か、つまり周
辺制御部定常処理を実行完了したか否かを判定するようになっている。換言すると、Ｖブ
ランク信号が入力されて次のＶブランク信号が入力されるまでに周辺制御部定常処理を実
行完了することができず、いわゆる処理落ちした場合の処置である。
【１１２９】
　これにより、今回の周辺制御部定常処理においては、約３３．３ｍｓという時間でその
処理を完了できず処理落ちした場合には、図１４４の周辺制御部電源投入時処理における
ステップＳ１００６の判定で次回のＶブランク信号が入力されるまで待機する状態となる
。つまり、処理落ちした今回の周辺制御部定常処理を実行するための時間が約６６．６ｍ
ｓとなる。通常、図１４４の周辺制御部電源投入時処理（周辺制御部定常処理）における
ステップＳ１０１０で１ｍｓ割り込みタイマの起動により１ｍｓ割り込みタイマが発生す
るごとに繰り返し実行する、後述する周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理は１回の周辺
制御部定常処理に対して３２回だけ実行されるものの、上述した処理落ちした今回の周辺
制御部定常処理が存在する場合には、周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理が６４回では
なく、３２回だけ実行されるようになっている。つまり、周辺制御部定常処理が処理落ち
した場合であっても、周辺制御部定常処理による演出の進行状態とタイマ割り込み制御で
ある周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理による演出の進行状態との整合性が崩れないよ
うになっている。したがって、周辺制御部定常処理が処理落ちした場合であっても演出の
進行状態を確実に整合させることができる。
【１１３０】
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［１２－３．周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理］
　次に、図１４４の周辺制御部電源投入時処理の周辺制御部定常処理におけるステップＳ
１０１０で１ｍｓ割り込みタイマの起動により１ｍｓ割り込みタイマが発生するごとに繰
り返し実行する周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理について説明する。この周辺制御部
１ｍｓタイマ割り込み処理が開始されると、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、図１４６に示すよ
うに、１ｍｓタイマ割り込み実行回数ＳＴＮが３３回より小さいか否かを判定する（ステ
ップＳ１１００）。この１ｍｓタイマ割り込み実行回数ＳＴＮは、上述したように、図１
４４の周辺制御部電源投入時処理の周辺制御部定常処理におけるステップＳ１０１０の１
ｍｓ割り込みタイマ起動処理で１ｍｓ割り込みタイマが起動して本ルーチンである周辺制
御部１ｍｓタイマ割り込み処理が実行された回数をカウントするカウンタである。本実施
形態では、演出表示装置１６００のフレーム周波数（１秒間あたりの画面更新回数）とし
て、上述したように、概ね秒間３０ｆｐｓに設定しているため、Ｖブランク信号が入力さ
れる間隔は、約３３．３ｍｓ（＝１０００ｍｓ÷３０ｆｐｓ）となっている。つまり、周
辺制御部定常処理は、約３３．３ｍｓごとに繰り返し実行されるようになっているため、
周辺制御部定常処理におけるステップＳ１０１０で１ｍｓ割り込みタイマを起動した後、
次の周辺制御部定常処理が実行されるまでに、周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理が３
２回だけ実行されるようになっている。具体的には、周辺制御部定常処理におけるステッ
プＳ１０１０で１ｍｓ割り込みタイマが起動されると、まず１回目の１ｍｓタイマ割り込
みが発生し、２回目、・・・、そして３２回目の１ｍｓタイマ割り込みが順次発生するこ
ととなる。
【１１３１】
　ステップＳ１１００の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、１ｍｓタイマ割り込み
実行回数ＳＴＮが３３回より小さくないとき、つまり３３回目の１ｍｓタイマ割り込みが
発生してこの周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理が開始されたと判定したときには、そ
のままこのルーチンを終了する。３３回目の１ｍｓタイマ割り込みの発生が次回のＶブラ
ンク信号の発生よりたまたま先行した場合には、本実施形態では、割り込み処理の優先順
位として、周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理の方が周辺制御部Ｖブランク割り込み処
理と比べて高く設定されているものの、この３３回目の１ｍｓタイマ割り込みによる周辺
制御部１ｍｓタイマ割り込み処理の開始を強制的にキャンセルするようになっている。換
言すると、本実施形態では、Ｖブランク信号が周辺制御基板１５１０のシステム全体を支
配する信号であるため、３３回目の１ｍｓタイマ割り込みの発生が次回のＶブランク信号
の発生よりたまたま先行した場合には、周辺制御部Ｖブランク割り込み処理を実行するた
めに３３回目の１ｍｓタイマ割り込みによる周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理の開始
が強制的にキャンセルさせられている。そして、Ｖブランク信号の発生により周辺制御部
定常処理におけるステップＳ１０１０で１ｍｓ割り込みタイマを再び起動した後、新たに
１回目の１ｍｓタイマ割り込みの発生による周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理を開始
するようになっている。
【１１３２】
　一方、ステップＳ１１００の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、１ｍｓタイマ割
り込み実行回数ＳＴＮが３３回より小さいと判定したときには、１ｍｓタイマ割り込み実
行回数ＳＴＮに値１だけ足す（インクリメントする、ステップＳ１１０２）。この１ｍｓ
タイマ割り込み実行回数ＳＴＮに値１が足されることにより、図１４４の周辺制御部電源
投入時処理の周辺制御部定常処理におけるステップＳ１０１０の１ｍｓ割り込みタイマ起
動処理で１ｍｓ割り込みタイマが起動して本ルーチンである周辺制御部１ｍｓタイマ割り
込み処理が実行された回数が１回分だけ増えることとなる。
【１１３３】
　ステップＳ１１０２に続いて、モータ及びソレノイド駆動処理を行う（ステップＳ１１
０４）。このモータ及びソレノイド駆動処理では、周辺制御ＩＣのＲＡＭにセットされた
電気的駆動源スケジュールデータを構成する時系列に配列されたモータやソレノイド等の
電気的駆動源の駆動データのうち、ポインタが指示する駆動データに従って、モータやソ
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レノイド等の電気的駆動源を駆動するとともに、時系列に規定された次の駆動データにポ
インタを更新し、このモータ及びソレノイド駆動処理を実行するごとに、ポインタを更新
する。これにより、周辺制御ＩＣのＣＰＵが管理するモータやソレノイド等の電気的駆動
源（例えば、扉枠３に設けられる電気的駆動源や遊技盤５に設けられる各種演出ユニット
に備える電気的駆動源等）は、電気的駆動源スケジュールデータに従って駆動される。
【１１３４】
　ステップＳ１１０４に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、可動体情報取得処理を行う（
ステップＳ１１０６）。この可動体情報取得処理では、遊技盤５に設けられる各種演出ユ
ニットに備える各種センサからの検出信号が入力されているか否かを判定することにより
各種センサからの検出信号の履歴情報（例えば、原位置履歴情報、可動位置履歴情報など
。）を作成し、周辺制御ＩＣのＲＡＭにセットする。周辺制御ＩＣのＣＰＵは、周辺制御
ＩＣのＲＡＭにセットされる各種センサからの検出信号の履歴情報に基づいて、遊技盤５
に設けられる各種演出ユニットに備える各種可動体の原位置（待機位置）を設定したり、
可動位置を取得したりすることにより、可動位置を把握する。
【１１３５】
　ステップＳ１１０６に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、演出操作ユニット情報取得処
理を行う（ステップＳ１１０８）。この演出操作ユニット情報取得処理では、演出操作ユ
ニット３００に設けられた各種センサからの検出信号が入力されているか否かを判定する
ことにより各種センサからの検出信号の履歴情報（例えば、回転操作部３０２の回転（回
転方向）履歴情報、及び押圧操作部３０３の操作履歴情報など。）を作成し、周辺制御Ｉ
ＣのＲＡＭにセットする。周辺制御ＩＣのＲＡＭにセットされる各種センサからの検出信
号の履歴情報から回転操作部３０２の回転方向や押圧操作部３０３の操作有無を取得する
ことができる。本実施形態のパチンコ機１では、演出操作部３０１を操作することにより
、振動スピーカ３５４、トップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４や、本
体枠４の本体枠スピーカ６２２から出力される演出音の音量を調節したり、扉枠３や遊技
盤５に備える各種装飾基板に複数実装される各種ＬＥＤの輝度を調節したりすることがで
きるようになっている。
【１１３６】
　ステップＳ１１０８に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、バックアップ処理を行い（ス
テップＳ１１１０）、このルーチンを終了する。このバックアップ処理では、周辺制御Ｉ
ＣのＲＡＭに記憶されている内容を周辺制御ＩＣのＲＡＭに設けられる１ｍｓタイマ割り
込み処理用バックアップ領域にコピーしてバックアップするとともに、ＳＤＲＡＭに記憶
されている内容をＳＤＲＡＭに設けられる１ｍｓタイマ割り込み処理用バックアップ領域
にコピーしてバックアップする。なお、本実施形態では、周辺制御ＩＣのＲＡＭに設けら
れる１ｍｓタイマ割り込み処理用バックアップ領域と、周辺制御ＩＣのＲＡＭに設けられ
る定常処理用バックアップ領域と、は異なる領域に設定されているとともに、ＳＤＲＡＭ
に設けられる１ｍｓタイマ割り込み処理用バックアップ領域と、ＳＤＲＡＭに設けられる
定常処理用バックアップ領域と、は異なる領域に設定されている。
【１１３７】
　このように、周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理では、１ｍｓという期間内において
、演出の進行としてステップＳ１１０４～ステップＳ１１０８の演出に関する各種処理を
実行している。これに対して、図１４４の周辺制御部電源投入時処理における周辺制御部
定常処理では、約３３．３ｍｓという期間内において、演出の進行としてステップＳ１０
１４～ステップＳ１０３２の演出に関する各種処理を実行している。周辺制御部１ｍｓタ
イマ割り込み処理では、ステップＳ１１００で１ｍｓタイマ割り込み実行回数ＳＴＮが値
３３より小さくないとき、つまり３３回目の１ｍｓタイマ割り込みが発生してこの周辺制
御部１ｍｓタイマ割り込み処理が開始されたときには、そのままこのルーチンを終了する
ようになっているため、仮に、３３回目の１ｍｓタイマ割り込みの発生が次回のＶブラン
ク信号の発生よりたまたま先行した場合でも、この３３回目の１ｍｓタイマ割り込みによ
る周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理の開始を強制的にキャンセルし、Ｖブランク信号
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の発生により周辺制御部定常処理におけるステップＳ１０１０で１ｍｓ割り込みタイマを
再び起動した後、新たに１回目の１ｍｓタイマ割り込みの発生による周辺制御部１ｍｓタ
イマ割り込み処理を開始するようになっている。つまり、周辺制御部定常処理による演出
の進行状態とタイマ割り込み制御である周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理による演出
の進行状態との整合性が崩れないようになっている。したがって、演出の進行状態を確実
に整合させることができる。
【１１３８】
　また、上述したように、Ｖブランク信号が出力される間隔は、演出表示装置１６００の
液晶サイズによって多少変化するし、周辺制御ＩＣが実装された周辺制御基板１５１０の
製造ロットにおいてもＶブランク信号が出力される間隔が多少変化する場合もある。本実
施形態では、Ｖブランク信号が周辺制御基板１５１０のシステム全体を支配する信号であ
るため、３３回目の１ｍｓタイマ割り込みの発生が次回のＶブランク信号の発生よりたま
たま先行した場合には、周辺制御部Ｖブランク割り込み処理を実行するために３３回目の
１ｍｓタイマ割り込みによる周辺制御部１ｍｓタイマ割り込み処理の開始が強制的にキャ
ンセルさせられている。つまり本実施形態では、Ｖブランク信号が出力される間隔が多少
変化する場合であっても、３３回目の１ｍｓタイマ割り込みによる周辺制御部１ｍｓタイ
マ割り込み処理の開始を強制的にキャンセルすることによって、このＶブランク信号が出
力される間隔が多少変化することによる時間ズレを吸収することができるようになってい
る。
【１１３９】
［１２－４．周辺制御部コマンド受信割り込み処理］
　次に、主制御基板１３１０からの各種コマンドを受信する周辺制御部コマンド受信割り
込み処理について説明する。周辺制御ＩＣのＣＰＵは、主制御基板１３１０からの各種コ
マンドがシリアルデータとして送信開始されると、これを契機として、主周シリアルデー
タを周辺制御ＩＣのシリアルＩ／Ｏポートで１バイト（８ビット）の情報を受信バッファ
に取り込み、この取り込みが完了すると、これを契機として割り込みが発生し、周辺制御
部コマンド受信割り込み処理を行う。主周シリアルデータは、１パケットが３バイトに構
成されており、１バイト目としてステータスが割り振られ、２バイト目としてモードが割
り振られ、３バイト目としてステータスとモードとを数値とみなしてその合計を算出した
サム値が割り振られている。
【１１４０】
　周辺制御部コマンド受信割り込み処理が開始されると、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、図１
４７に示すように、１バイト受信期間タイマがタイムアウトしたか否かを判定する（ステ
ップＳ１２００）。この１バイト受信期間タイマは、主制御基板１３１０から送信される
主周シリアルデータのうち、１バイト（８ビット）の情報を受信し得る期間を設定するも
のである。
【１１４１】
　ステップＳ１２００の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、１バイト受信期間タイ
マがタイムアウトしていないとき、つまり主制御基板１３１０から送信される主周シリア
ルデータのうち、１バイト（８ビット）の情報を受信し得る期間内であると判定したとき
には、周辺制御ＩＣのシリアルＩ／Ｏポートの受信バッファから受信した１バイトの情報
を取り込み（ステップＳ１２０２）、受信カウンタＳＲＸＣに値１を加える（インクリメ
ントする、ステップＳ１２０４）。この受信カウンタＳＲＸＣは、受信バッファから取り
出した回数を示すカウンタであり、主周シリアルデータの１バイト目であるステータスを
受信バッファから取り出すと値１、主周シリアルデータの２バイト目であるモードを受信
バッファから取り出すと値２、主周シリアルデータの３バイト目であるサム値を受信バッ
ファから取り出すと値３となる。なお、受信カウンタＳＲＸＣは、電源投入時等に初期値
０がセットされる。
【１１４２】
　ステップＳ１２０４に続いて、受信カウンタＳＲＸＣが値３であるか否か、つまり主周
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シリアルデータの３バイト目であるサム値を受信バッファから取り出したか否かを判定す
る（ステップＳ１２０６）。この判定では、主周シリアルデータの１バイト目であるステ
ータスに続いて、主周シリアルデータの２バイト目であるモード、そして主周シリアルデ
ータの３バイト目であるサム値を、順に受信バッファから取り出したか否かを判定してい
る。
【１１４３】
　ステップＳ１２０６の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、受信カウンタＳＲＸＣ
が値３でないとき、つまり主周シリアルデータの１バイト目であるステータスに続いて、
まだ主周シリアルデータの２バイト目であるモード、そして主周シリアルデータの３バイ
ト目であるサム値を、順に受信バッファから取り出していないと判定したときには、１バ
イト受信期間タイマのセットを行い（ステップＳ１２０８）、このルーチンを終了する。
ステップＳ１２０８で１バイト受信期間タイマがセットされることで、主周シリアルデー
タの２バイト目であるモード又は主周シリアルデータの３バイト目であるサム値を受信し
得る期間が設定される。
【１１４４】
　一方、ステップＳ１２０６の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、受信カウンタＳ
ＲＸＣが値３であるとき、つまり主周シリアルデータの１バイト目であるステータスに続
いて、主周シリアルデータの２バイト目であるモード、そして主周シリアルデータの３バ
イト目であるサム値を、順に受信バッファから取り出したと判定したときには、受信カウ
ンタＳＲＸＣに初期値０をセットし（ステップＳ１２１０）、サム値を算出する（ステッ
プＳ１２１２）。この算出は、ステップＳ１２０２で受信バッファからすでに取り出した
、主周シリアルデータの１バイト目であるステータスと、主周シリアルデータの２バイト
目であるモードと、を数値とみなしてその合計（サム値）を算出する。
【１１４５】
　ステップＳ１２１２に続いて、ステップＳ１２０２で受信バッファからすでに取り出し
た主周シリアルデータの３バイト目であるサム値と、ステップＳ１２１２で算出したサム
値と、が一致しているか否かを判定する（ステップＳ１２１４）。ステップＳ１２０２で
受信バッファからすでに取り出した主周シリアルデータの３バイト目であるサム値は、主
制御基板１３１０からの主周シリアルデータのうち、主周シリアルデータの３バイト目と
して割り振られたサム値であるため、ステップＳ１２１２で算出したサム値と一致してい
るはずである。ところが、パチンコ機１は、遊技ホールの島設備から遊技球が供給されて
おり、遊技球は、互いにこすれ合って帯電すると、静電放電してノイズを発生するため、
パチンコ機１はノイズの影響を受けやすり環境下にある。
【１１４６】
　そこで、本実施形態では、周辺制御基板１５１０側において、受信した主周シリアルデ
ータの１バイト目として割り振られたステータスと、主周シリアルデータの２バイト目と
して割り振られたモードと、を数値とみなしてその合計（サム値）を算出し、この算出し
たサム値が、主制御基板１３１０からの主周シリアルデータのうち、主周シリアルデータ
の３バイト目として割り振られたサム値と一致しているか否かを判定している。これによ
り、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、主制御基板１３１０と周辺制御基板１５１０との基板間に
おいて、主周シリアルデータがノイズの影響を受けて正規と異なる主周シリアルデータに
変化したか否かを判定することができる。
【１１４７】
　ステップＳ１２１４の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、ステップＳ１２０２で
受信バッファからすでに取り出した主周シリアルデータの３バイト目であるサム値と、ス
テップＳ１２１２で算出したサム値と、が一致していると判定したときには、受信した、
主周シリアルデータの１バイト目として割り振られたステータスと、主周シリアルデータ
の２バイト目として割り振られたモードとを、周辺制御ＩＣのＲＡＭに記憶し（ステップ
Ｓ１２１６）、このルーチンを終了する。
【１１４８】
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　一方、ステップＳ１２００の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、１バイト受信期
間タイマがタイムアウトしていないとき、つまり主制御基板１３１０から送信される主周
シリアルデータのうち、１バイト（８ビット）の情報を受信し得る期間を超えていると判
定したときには、又はステップＳ１２１４の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、ス
テップＳ１２０２で受信バッファからすでに取り出した主周シリアルデータの３バイト目
であるサム値と、ステップＳ１２１２で算出したサム値と、が一致していないと判定した
ときには、そのままこのルーチンを終了する。
【１１４９】
［１２－５．周辺制御部停電予告信号割り込み処理］
　次に、主制御基板１３１０の停電監視回路からの停電予告信号が主制御基板１３１０か
ら入力されたことを契機として実行する周辺制御部停電予告信号割り込み処理について説
明する。この周辺制御部停電予告信号割り込み処理が開始されると周辺制御ＩＣのＣＰＵ
は、図１４８に示すように、まず２マイクロ秒タイマを起動し（ステップＳ１３００）、
停電予告信号が入力されているか否かを判定する（ステップＳ１３０２）。ステップＳ１
３０２の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、停電予告信号が入力されていないと判
定したときには、そのままこのルーチンを終了する。
【１１５０】
　一方、ステップＳ１３０２の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、停電予告信号が
入力されていると判定したときには、２マイクロ秒経過したか否かを判定する（ステップ
Ｓ１３０４）。この判定では、ステップＳ１３００で起動したタイマが２マイクロ秒経過
した否かを判定している。ステップＳ１３０４の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは
、２マクロ秒経過していないときには、ステップＳ１３０２に戻り、停電予告信号が入力
されているか否かを判定し、停電予告信号が入力されていないと判定したときにはそのま
まこのルーチンを終了する一方、停電予告信号が入力されていると判定したときには、再
びステップＳ１３０４で２マイクロ秒経過したか否かを判定する。つまりステップＳ１３
０４の判定では、本ルーチンである周辺制御部停電予告信号割り込み処理が開始されて２
マイクロ秒間、停電予告信号が入力され続けているか否かを判定している。
【１１５１】
　ステップＳ１３０４の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、本ルーチンである周辺
制御部停電予告信号割り込み処理が開始されて２マイクロ秒間、停電予告信号が入力され
続けていると判定したときには、節電処理を行う（ステップＳ１３０６）。この節電処理
では、演出表示装置１６００のバックライトの消灯、遊技盤５に設けられるモータやソレ
ノイドへの励磁ＯＦＦ、各種ＬＥＤの消灯等を順次実行することによりパチンコ機１のシ
ステム全体の消費電力を抑えることによって、パチンコ機１の電力が遮断されても周辺制
御ＩＣのＣＰＵが動作可能な時間である２０ミリ秒の期間だけ安定動作を確保している。
【１１５２】
　ステップＳ１３０６に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、コマンド受信待機処理を行う
（ステップＳ１３０８）。このコマンド受信待機処理では、主制御基板１３１０が送信中
の各種コマンドがある場合を想定して、送信中のコマンドを周辺制御ＩＣが受信すること
ができるように、少なくとも、１７ミリ秒の期間だけ待機するようになっている。コマン
ドを受信すると、上述した、周辺制御部コマンド受信割り込み処理が開始されて周辺制御
ＩＣのＲＡＭに受信したコマンドが記憶される。
【１１５３】
　ステップＳ１３０８に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、コマンドのバックアップ処理
を行う（ステップＳ１３１０）。このコマンドのバックアップ処理では、周辺制御ＩＣの
ＲＡＭに記憶されているコマンドを周辺制御ＩＣのＲＡＭに設けられる定常処理用バック
アップ領域にコピーしてバックアップする。
【１１５４】
　ステップＳ１３１０に続いて、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、停電予告信号が入力されてい
るか否かを判定する（ステップＳ１３１２）。ステップＳ１３１２の判定において、周辺
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制御ＩＣのＣＰＵは、停電予告信号が入力されていると判定したときには、ＷＤＴクリア
処理を行う（ステップＳ１３１４）。このＷＤＴクリア処理では、外部ＷＤＴにクリア信
号を出力して周辺制御ＩＣのＣＰＵにリセットがかからないようにする。
【１１５５】
　一方、ステップＳ１３１２の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、停電予告信号が
入力されていないと判定したとき、又はステップＳ１３１４に続いて、再びステップＳ１
３１２に戻り、停電予告信号が入力されているか否かを判定する。つまり、停電予告信号
が入力されているか否かを無限に判定し続けることとなる。このように無限に判定し続け
ることにより、ステップＳ１３１２の判定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、停電予告
信号が入力されていないと判定したときには、外部ＷＤＴにクリア信号を出力することが
できなくなり、周辺制御ＩＣのＣＰＵにリセットがかかる一方、ステップＳ１３１２の判
定において、周辺制御ＩＣのＣＰＵは、停電予告信号が入力されていると判定したときに
は、ステップＳ１３１４でＷＤＴクリア処理を行い、周辺制御ＩＣのＣＰＵにリセットが
かからない。なお、周辺制御ＩＣのＣＰＵにリセットがかかると、図１４４に示した周辺
制御部電源投入時処理が再び開始されることとなる。
【１１５６】
　このように、ステップＳ１３１２による判定で無限ループにおいて停電予告信号の入力
が継続する場合には、ステップＳ１３１４でＷＤＴクリア処理が実行されることによって
停電状態になる直前で周辺制御ＩＣのＣＰＵにリセットがかからないようになっている。
これに対して、ステップＳ１３１２による判定で無限ループにおいて停電予告信号の入力
が継続されず解除された場合には、ＷＤＴクリア処理が実行されないため、外部ＷＤＴに
クリア信号を出力が中断されるようになっている。これにより、ノイズなどで本ルーチン
である周辺制御部停電予告信号割り込み処理が誤って開始され、そのノイズが２マイクロ
秒の期間を超えて発生することでステップＳ１３０２の判定を通過したとしても、ステッ
プＳ１３１２による判定で無限ループにおいて停電予告信号の入力が継続されず解除され
た場合には、ステップＳ１３１４のＷＤＴクリア処理が実行されないことにより周辺制御
ＩＣのＣＰＵにリセットがかかるようになっているため、そのようなノイズに対して自動
的にリセット復帰することで対応することができるようになっている。
【１１５７】
［１３．主制御基板の制御処理］
　次に、主制御基板１３１０（特に主制御ＭＰＵ）で実行される制御処理の例について説
明する。図１４９は、上記特別図柄及び特別電動役物制御処理（ステップＳ１１４）につ
いてその手順を示すフローチャートである。
【１１５８】
　いま、各種の抽選処理に供される乱数が更新されたとすると（ステップＳ１０６）、同
図１４９に示されるように、この主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵはまず、上記第一始
動口センサ３００２による検出信号がオン状態（第一始動口２００２への入球あり）にあ
ることを条件に（ステップＳ２３１）、第一特別図柄の第一特別乱数を上記乱数カウンタ
から取得してこれをＲＡＭの第一特別図柄保留記憶領域に格納するなどの第一始動口通過
処理を実行する（ステップＳ２３２）。また、上記第二始動口センサ２４０２による検出
信号がオン状態（第二始動口２００４への入球あり）にあることを条件に（ステップＳ２
３３）、第二特別図柄の第二特別乱数を上記乱数カウンタから取得してこれをＲＡＭの第
二特別図柄保留記憶領域に格納するなどの第二始動口通過処理を実行する（ステップＳ２
３４）。
【１１５９】
　次いで、大当り遊技状態に制御している旨を示す大当り実行中フラグがセットされてい
るか否かを判別し（ステップＳ２３５）、大当り実行中フラグがセットされていれば、大
当り遊技状態の制御を行う大当り制御処理（ステップＳ２３５Ａ）を実行する。なお、大
当り制御処理では、特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示停止時における
表示態様についての抽選処理の結果が「１５Ｒ大当り」を示唆する態様となったときに、
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１５Ｒ大当り遊技状態に応じて大入賞口２００５を開閉制御する処理を実行する。また、
「２Ｒ大当り」を示唆する態様となったときに、２Ｒ大当り遊技状態に応じて大入賞口２
００５を開閉制御する処理を実行する。
【１１６０】
　また、大当り制御処理（ステップＳ２３５Ａ）では、大入賞口２００５の開放制御を行
った後、時短フラグ、及び時短回数カウンタの各セット処理を実行する。時短フラグは、
時短状態であることを示すフラグであり、時短状態中に第一特別図柄の変動停止時におけ
る抽選処理の結果が「２Ｒ大当り」を示唆する態様となったことに基づく２Ｒ大当り遊技
状態を終了するとき、時短状態中及び非時短状態中に１５Ｒ大当り遊技状態を終了すると
きにセットされる。そして、時短フラグは、次に大当りとなったとき、又は時短回数カウ
ンタのカウンタ値が「０」になったときに後述する図１６０に示す第一特別図柄停止処理
又は図示しない第二特別図柄停止処理でリセットされる。
【１１６１】
　また、時短回数カウンタは、時短状態の継続回数としての特別図柄（第一特別図柄及び
第二特別図柄）の変動表示の残り回数を示すカウンタであり、大当り遊技状態の終了後に
時短状態に制御する場合には当該大当り遊技状態を終了するときに、その時短状態の継続
回数がセットされる。そして、時短回数カウンタは、そのカウンタ値が「０」になるまで
特別図柄の変動表示を実行するごとにカウントダウンされるが、カウンタ値が「０」にな
るよりも前に次の大当りとなったときには、後述する図１６０に示す第一特別図柄停止処
理又は図示しない第二特別図柄停止処理でリセットされる（カウンタ値を「０」に戻す）
。
【１１６２】
　また、大当り実行中フラグがセットされていなければ、第二特別図柄保留記憶領域に記
憶される第二特別乱数の個数を示す第二特別保留数カウンタの値が「０」であることを条
件に（ステップＳ２３７）、第一特別図柄の変動表示停止時における表示態様にかかる抽
選処理を含む第一特別図柄プロセス処理を実行し（ステップＳ２３８）、第二特別図柄保
留記憶領域に記憶される第二特別乱数の個数を示す第二特別保留数カウンタの値が「０」
でないことを条件に（ステップＳ２３７）、第二特別図柄の変動表示停止時における表示
態様にかかる抽選処理を含む第二特別図柄プロセス処理を実行する（ステップＳ２３９）
。このようにこの例では、第二特別保留数カウンタの値が「０」でないときには第二特別
図柄の変動表示を優先的に実行するように構成されている。
【１１６３】
　図１５０は、上記第一始動口通過処理（ステップＳ２３２）についてその手順を示すフ
ローチャートである。
【１１６４】
　いま、上記ステップＳ２３１の処理において、上記第一始動口センサ３００２がオン状
態にあり、上記第一始動口２００２への遊技球の入球があったと判断されたとすると、同
図１５０に示されるように、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、ステップＳ２４
１の処理として、まず、上記第一特別乱数、上記リーチ乱数、上記第一図柄乱数、上記変
動乱数を上記乱数カウンタから取得する。
【１１６５】
　次いで上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、第一特別図柄保留記憶領域に記憶さ
れる第一特別乱数の個数を示す第一特別保留数カウンタによるカウンタ値を主制御内蔵Ｒ
ＡＭから取得し、このカウンタ値に基づいて上記第一保留記憶数がその最大値（上限値）
である「４」であるか否かの判断を行う（ステップＳ２４２）。このステップＳ２４２の
処理において、上記第一保留記憶数がその最大値でないと判断された場合には、上記第一
特別図柄の変動表示制御を新たに保留の状態とすべく、以下のステップＳ２４３～Ｓ２４
５の処理を行うこととなる。すなわち、まず、上記ステップＳ２４３の処理として、上記
第一特別保留数カウンタをカウントアップ（１加算）する。次いで、ステップＳ２４４の
処理として、上記ステップＳ２４１で取得された各乱数を、上記主制御内蔵ＲＡＭの記憶
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領域のうちの上記第一特別保留数カウンタによるカウンタ値に対応する第一特別図柄保留
記憶領域に格納する。
【１１６６】
　また、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、ステップＳ２４１で取得した上記第一特
別乱数、上記リーチ乱数、上記第一図柄乱数、上記変動乱数に基づいて、第一特別図柄の
変動表示の表示結果を大当りとするか否か、大当りとなる場合には大当りの種類、大当り
とならない場合には演出表示装置１６００で実行される遊技演出としてリーチ演出を実行
するか、実行する遊技演出の態様種別（変動パターンの種別）などの事前判定情報を、当
該始動入賞に応じた変動表示を開始する以前に判定する演出事前判定処理を実行した後（
ステップＳ２４５）、処理を終了する。
【１１６７】
　ただし、上記ステップＳ２４２の処理において、上記第一保留記憶数がその最大値であ
ると判断された場合には、上記第一特別図柄の変動表示制御は新たに保留されない。すな
わち、ステップＳ２４３～ステップＳ２４５の処理を実行することなく処理を終了するこ
とで、上記第一特別図柄の変動表示制御を新たに保留の状態としない。
【１１６８】
　また、第一始動口２００２へ遊技球が入球したことに基づいて第一保留記憶数が変化す
ると機能表示ユニット１４００における第一特別保留数表示器の二つのＬＥＤの点灯状態
を第一保留記憶数に対応するように更新するとともに、上記周辺制御基板コマンド送信処
理（ステップＳ１２０）にて第一保留記憶数を指示するコマンド（第一保留数指定コマン
ド０～４）をセットして周辺制御基板１５１０に送信するようになっている。なお、周辺
制御基板１５１０の周辺制御ＩＣは第一保留数指定コマンド０～４を受信したことに基づ
いて第一保留記憶数を演出表示装置１６００に表示するようになっている。
【１１６９】
　図１５１は、上記演出事前判定処理（ステップＳ２４５）についてその手順を示すフロ
ーチャートである。主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、演出事前判定処理を開始する
と、図示しない事前判定テーブルと上記ステップＳ２４１で取得した乱数、具体的には第
一特別乱数、第一図柄乱数、リーチ乱数、変動乱数とを比較することにより大当りとなる
か否か、大当りとなる場合には大当りの種類、大当りとならない場合には演出表示装置１
６００で実行される遊技演出としてリーチ演出を実行するか、実行する遊技演出の態様種
別、を特定する（ステップＳ２６１）。
【１１７０】
　そして、特定した事前判定情報（大当りとなるか否か、大当りとなる場合には大当りの
種類、大当りとならない場合には演出表示装置１６００で実行される遊技演出としてリー
チ演出を実行するか、実行する遊技演出の態様種別など）と、取得した特別乱数の種別（
第一特別乱数）と、取得した特別乱数に対応して記憶される保留記憶数（保留数カウンタ
の値）と、に応じた事前判定コマンドをセットする。例えば、第一始動口通過処理のステ
ップＳ２４５で実行される第一特別図柄に関する演出事前判定処理では、特定した事前判
定情報と、第一特別乱数を取得したことと、第一保留記憶数（第一特別保留数カウンタの
値）と、に応じた第一特別図柄事前判定コマンドをセットする（ステップＳ２６２）。
【１１７１】
　そして、上記周辺制御基板コマンド送信処理（ステップＳ１２０）で主制御基板１３１
０から周辺制御基板１５１０に事前判定コマンドが送信されることにより、始動入賞が発
生した第一始動口２００２に対応して記憶される保留記憶数に加え、発生した始動入賞に
基づく特別図柄の変動表示の表示結果を大当りとするか否か、大当りとなる場合には大当
りの種類、大当りとならない場合には演出表示装置１６００で実行される遊技演出として
リーチ演出を実行するか、実行する遊技演出の態様種別などの事前判定情報を、当該始動
入賞に応じた変動表示を開始する以前に周辺制御基板１５１０に搭載される周辺制御ＩＣ
が把握できるようになる。
【１１７２】
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　なお、周辺制御基板１５１０に搭載される周辺制御ＩＣは主制御基板１３１０から事前
判定コマンドを受信すると、受信した事前判定コマンドによって示される事前判定情報を
記憶するようになっている。具体的には、周辺制御ＩＣのＲＡＭには、第一特別図柄の変
動表示に関する事前判定情報を記憶する第一保留記憶領域が設けられている。
【１１７３】
　また、第一保留記憶領域は保留記憶数に対応する１～４の記憶領域を有しており、周辺
制御ＩＣは受信した事前判定コマンドによって示される事前判定情報を１番目（最先）の
記憶領域から順に格納する。そして、ｎ番目（ｎ＝１～３）の記憶領域に事前判定情報が
格納されている場合に事前判定コマンドを受信するとｎ＋１番目（ｎ＝１～３）の記憶領
域に通知された事前判定情報を格納し、第一特別図柄の変動表示開始を通知する第一変動
パターンコマンドを受信すると受信した第一変動パターンコマンドに応じて第一保留記憶
領域の１番目の記憶領域に格納されている事前判定情報を破棄してＮ番目（Ｎ＝２～４）
の記憶領域に格納されている事前判定情報をＮ－１番目（Ｎ＝２～４）番目の記憶領域に
移動させる（保留記憶領域に格納されている事前判定情報をシフトする）。これにより、
上記第一特別図柄の事前判定情報が、変動表示開始の保留が発生した順序を特定可能に記
憶されるとともに最先の事前判定情報から順に破棄されるようになる。
【１１７４】
　このように変動表示制御が保留の状態とされた時点では、その変動表示制御を未実行の
状態（保留状態）にて維持するにもかかわらず、その変動表示制御の大当り期待度（疑似
当選確率）についてはこれを先行して、例えば、その保留表示の新規出力時や保留消化に
応じた保留表示のシフト表示時などの予め定められたタイミングにて報知することが可能
とされるようになる。
【１１７５】
　図１５２は、上記第二始動口通過処理（ステップＳ２３４）についてその手順を示すフ
ローチャートである。
【１１７６】
　いま、上記ステップＳ２３３の処理において、上記第二始動口センサ２４０２がオン状
態にあり、上記第二始動口２００４への遊技球の入球があったと判断されたとすると、同
図１５２に示されるように、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、ステップＳ２５
１の処理として、まず、上記第二特別乱数、上記リーチ乱数、上記第二図柄乱数、上記変
動乱数を上記乱数カウンタから取得する。
【１１７７】
　次いで上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、上記第二特別保留数カウンタによる
カウンタ値を主制御内蔵ＲＡＭから取得し、このカウンタ値に基づいて上記第二保留記憶
数がその最大値（上限値）である「１」であるか否かの判断を行う（ステップＳ２５２）
。このステップＳ２５２の処理において、上記第二保留記憶数がその最大値でないと判断
された場合には、上記第二特別図柄の変動表示制御を新たに保留の状態とすべく、以下の
ステップＳ２５３～Ｓ２５４の処理を行うこととなる。すなわち、まず、上記ステップＳ
２５３の処理として、上記第二特別保留数カウンタをカウントアップ（１加算）する。次
いで、ステップＳ２５４の処理として、上記ステップＳ２５１で取得された各乱数を、上
記主制御内蔵ＲＡＭの記憶領域のうちの上記第二特別保留数カウンタによるカウンタ値に
対応する第二特別図柄保留記憶領域に格納する。
【１１７８】
　ただし、上記ステップＳ２５２の処理において、上記第二保留記憶数がその最大値であ
ると判断された場合には、上記第二特別図柄の変動表示制御は新たに保留されない。すな
わち、ステップＳ２５３～ステップＳ２５４の処理を実行することなく処理を終了するこ
とで、上記第二特別図柄の変動表示制御を新たに保留の状態としない。
【１１７９】
　また、第二始動口２００４へ遊技球が入球したことに基づいて第二保留記憶数が変化す
ると機能表示ユニット１４００における第二特別保留数表示器の二つのＬＥＤの点灯状態
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を第二保留記憶数に対応するように更新するとともに、上記周辺制御基板コマンド送信処
理（ステップＳ１２０）にて第二保留記憶数を指示するコマンド（第二保留数指定コマン
ド０～１）をセットして周辺制御基板１５１０に送信するようになっている。なお、周辺
制御基板１５１０の周辺制御ＩＣは第二保留数指定コマンド０～１を受信したことに基づ
いて第二保留記憶数を演出表示装置１６００に表示するようになっている。
【１１８０】
　このように、本例のパチンコ機１では第一始動口２００２へ遊技球が入球したことに基
づく第一保留記憶数の上限は「４」にされる一方、第二始動口２００４へ遊技球が入球し
たことに基づく第二保留記憶数の上限は「１」にされている。なお、第二始動口２００２
は時短状態中に多数の遊技球が入球可能になるものであり、第二特別図柄の変動時間が通
常状態時よりも短縮されるため、第二保留記憶数の上限が「１」とされていても第二特別
図柄の変動表示が行われない期間が長く続いたり、第二保留記憶数が上限となっている期
間が長く続くことで第二始動口２００２に遊技球が入球しても大当りの抽選の機会が得ら
れなかったりという遊技者に不利な状態となることは抑制されている。
【１１８１】
　図１５３は、第一特別図柄プロセス処理（ステップＳ２３８）についてその手順を示す
フローチャートである。なお、特別図柄プロセス処理のステップＳ２３８で実行される第
一特別図柄プロセス処理と特別図柄プロセス処理のステップＳ２３９で実行される第二特
別図柄プロセス処理とは同様のプログラムモジュールであり、判定に用いる乱数やテーブ
ルが異なるだけであるため、ここでは特別図柄プロセス処理のステップＳ２３８で実行さ
れる第一特別図柄プロセス処理についてのみ説明する。第一特別図柄プロセス処理では、
上述の第一特別図柄プロセスフラグに応じて、以下の５つのプロセス処理の１つを選択的
に実行することとなる。
【１１８２】
　１．主制御ＭＰＵのＲＡＭに格納されている第一特別乱数を読み出し、読み出した第一
特別乱数に基づいて上記第一特別図柄の変動制御停止時における表示態様についての抽選
処理などが行われる第一特別図柄通常処理（ステップＳ２８０）
　２．第一特別図柄の変動制御停止時における表示態様についての抽選処理の結果に基づ
いて第一特別図柄の変動制御停止時の態様の決定処理などが行われる第一特別図柄停止図
柄設定処理（ステップＳ２８１）
　３．変動乱数に基づいて上記機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器に表示さ
れる第一特別図柄の変動態様や、上記演出表示装置１６００に特別図柄に対応して実行さ
れる演出表示の変動態様についての抽選処理などが行われる第一変動パターン設定処理（
ステップＳ２８２）
　４．機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器における上記第一特別図柄の変動
表示が停止されるまで待機する第一特別図柄変動処理（ステップＳ２８３）
　５．第一特別図柄の変動制御停止時における表示態様についての抽選処理の結果に基づ
いて決定された第一特別図柄の変動制御停止時の態様が上記機能表示ユニット１４００の
第一特別図柄表示器に表示されるように上記第一特別図柄の変動表示を停止させる第一特
別図柄停止処理（ステップＳ２８４）
【１１８３】
　なお、上記第一特別図柄プロセスフラグは、上記主制御側電源投入時処理（図１３７参
照）において、上記第一特別図柄通常処理（ステップＳ２８０）を行うべき旨を示すよう
操作されている。
【１１８４】
　図１５４は、上記第一特別図柄通常処理（ステップＳ２８０）についてその手順を示す
フローチャートである。
【１１８５】
　上記第一特別図柄プロセスフラグが当該第一特別図柄通常処理を行うべき旨を示してい
るときは、同図１５４に示されるように、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、ま
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ず、ステップＳ３０１の処理として、上記第一特別保留数カウンタによるカウンタ値に基
づいて保留の状態にある第一特別図柄の変動表示制御があるか否かの判断を行う。この結
果、保留の状態にある第一特別図柄の変動表示制御があると判断された場合には、次にス
テップＳ３０２の処理として、上記主制御ＭＰＵのＲＡＭの第一特別図柄保留記憶領域に
格納されている第一特別図柄の表示態様に関わる乱数（例えば、第一特別乱数、第一図柄
乱数、リーチ乱数、変動乱数）のうちの最先の記憶領域に格納された乱数を同ＲＡＭから
読み出す。そして次に、ステップＳ３０３及びＳ３０４の処理として、上記第一特別保留
数カウンタをカウントダウンするとともに、上記主制御ＭＰＵのＲＡＭの第一特別図柄保
留記憶領域の各記憶領域に格納されている上記第一特別図柄の変動表示停止時における表
示態様に関わる乱数（第一特別乱数、第一図柄乱数、リーチ乱数、変動乱数）を先入れ先
出し（Ｆｉｒｓｔ－Ｉｎ　Ｆｉｒｓｔ－Ｏｕｔ）の態様にてシフト操作する。
【１１８６】
　具体的には、第一特別図柄保留記憶領域は１～４の４つの記憶領域を有し、始動入賞の
発生に応じて抽出した乱数を１番目（最先）の領域から順に記憶する。そして、ｎ番目（
ｎ＝１～３）の記憶領域に乱数が記憶されている場合に始動入賞が発生するとｎ＋１番目
（ｎ＝１～３）の記憶領域に抽出した乱数を記憶し、１番目の記憶領域に格納された乱数
に基づく変動表示の開始条件が成立すると１番目の記憶領域に記憶されている各種乱数を
読み出すとともにＮ番目（Ｎ＝２～４）の記憶領域に記憶されている各種乱数をＮ－１番
目（Ｎ＝２～４）番目の記憶領域に移動させる。これにより、上記第一特別図柄の変動表
示制御の保留が発生した順序を特定可能に記憶されるとともに最先の保留（最も先に発生
した保留）から順に変動表示制御の保留が解除されるようになる。
【１１８７】
　そしてその後、ステップＳ３０５の処理として、上記読み出された第一特別図柄の第一
特別乱数に基づいて上記大当りの当落についての抽選処理である当り判定処理を行う。そ
の後、上記第一特別図柄停止図柄設定処理（ステップＳ２８１）にプロセス移行されるよ
う上述の第一特別図柄プロセスフラグが更新された時点で（ステップＳ３０６）、この処
理を終了する。
【１１８８】
　図１５５は、上記当り判定処理（ステップＳ３０５）についてその手順を示すフローチ
ャートである。
【１１８９】
　上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、図１８１（Ａ）に示す当り判定テーブルと
特別乱数（第一特別図柄通常処理を実行している場合にはステップＳ３０２で読み出した
第一特別乱数、第二特別図柄通常処理を実行している場合には当該第二特別図柄通常処理
で読みだした第二特別乱数）とを比較する（ステップＳ３１１）。
【１１９０】
　図１５６（Ａ）に示す当り判定テーブルは、特別乱数の種類毎（第一特別乱数、第二特
別乱数）に設けられている。そして、第一特別乱数と比較するために参照される当り判定
テーブルでは、１種類の第一特別乱数が大当りに当選したことを示す大当り判定値と一致
し、大当り判定値とは異なる３種類の第一特別乱数が小当りに当選したことを示す大当り
判定値と一致し、３１５種類の第一特別乱数が上記ハズレであることを示すハズレ判定値
と一致するように上記第一特別乱数がそれぞれ関連付けされている（大当り確率；３１９
分の１、小当り確率；３１９分の３）。また、本例では第二特別図柄プロセス処理内にお
いて、第二特別乱数と比較するために参照される当り判定テーブルでは、１種類の第二特
別乱数が大当りに当選したことを示す大当り判定値と一致し、大当り判定値とは異なる１
４４種類の第二特別乱数が小当りに当選したことを示す小当り判定値と一致し、１７４種
類の第二特別乱数が上記ハズレであることを示すハズレ判定値と一致するように上記第二
特別乱数がそれぞれ関連付けされている（大当り確率；３１９分の１、小当り確率；３１
９分の１４４）。即ち、第一特別乱数と比較するために参照される当り判定テーブルに比
べて第二特別乱数と比較するために参照される判定テーブルでは、小当りと判定される確
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率が高くなるように構成され、第一始動口２００２への始動入賞に基づく第一特別図柄の
変動表示が実行された場合よりも第二始動口２００４への始動入賞に基づく第二特別図柄
の変動表示が実行された場合の方が遊技者に有利な状態とされるようになっている。
【１１９１】
　上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、上記当り判定テーブルと特別乱数（第一特
別図柄通常処理のステップＳ３０２で読み出した第一特別乱数、または第二特別図柄通常
処理で読みだした第二特別乱数）との比較の結果、大当りとすると判定した場合には（ス
テップＳ３１２）、当該変動が大当りに当選していることを示す大当りフラグをセットし
（ステップＳ３１３）、当り判定処理を終了する。
【１１９２】
　また、選択した当り判定テーブルと特別乱数（第一特別図柄通常処理のステップＳ３０
２で読み出した第一特別乱数、または第二特別図柄通常処理で読みだした第二特別乱数）
との比較の結果、小当りとすると判定した場合には（ステップＳ３１４）、当該変動が小
当りに当選していることを示す小当りフラグをセットし（ステップＳ３１５）、当り判定
処理を終了する。
【１１９３】
　一方、大当りと小当りとのいずれにも当選していない場合、即ちハズレとすると判定し
た場合には、リーチ判定テーブルとステップＳ３０２で読み出したリーチ乱数とを比較す
る（ステップＳ３１６）。
【１１９４】
　図示しないリーチ判定テーブルは、上記主制御内蔵ＲＯＭに記憶され、遊技状態が時短
状態時の場合に使用する時短状態時のリーチ判定テーブルと、遊技状態が非時短状態時の
場合に使用する非時短状態時のリーチ判定テーブルと、を備えている。そして、時短状態
時のリーチ判定テーブルでは、１種類のリーチ乱数がリーチすることを示すリーチ判定値
と一致し、７１種類のリーチ乱数がリーチしないことを示すリーチ判定値と一致するよう
に上記リーチ乱数がそれぞれ関連付けされている。
【１１９５】
　また、非時短状態時のリーチ判定テーブルでは、時短状態時のリーチ判定テーブルに設
定されるリーチ乱数と同一のリーチ乱数を含む５種類のリーチ乱数がリーチすることを示
すリーチ判定値と一致し、６７種類のリーチ乱数がリーチしないことを示すリーチ判定値
と一致するように上記リーチ乱数がそれぞれ関連付けされている。このように、この実施
の形態では、非時短状態時では、リーチすることを示すリーチ判定値が時短状態時よりも
高められる。
【１１９６】
　上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、選択したリーチ判定テーブルとステップＳ
３０２で読み出したリーチ乱数との比較の結果（ステップＳ３１６）、リーチハズレとす
ると判定した場合には（ステップＳ３１７）、当該変動がリーチとなることを示すリーチ
フラグをセットして処理を終了する（ステップＳ３１８）。
【１１９７】
　図１５７は、上記第一特別図柄停止図柄設定処理（ステップＳ２８１）についてその手
順を示すフローチャートである。
【１１９８】
　上記第一特別図柄プロセスフラグが当該第一特別図柄停止図柄設定処理を行うべき旨を
示しているときは、同図１５７に示されるように、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰ
Ｕは、まず、第一特別図柄の変動表示停止時における表示態様の抽選処理の結果、すなわ
ち上記当り判定処理（ステップＳ３０５）の結果を判別する。抽選処理結果の判別は、大
当りフラグがセットされているか否か（ステップＳ３２１）や小当りフラグがセットされ
ているか否か（ステップＳ３２４）を判別することにより行う。
【１１９９】
　主制御ＭＰＵは、ステップＳ３２１で大当りフラグがセットされていれば、第一特別図
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柄通常処理のステップＳ３０２で読み出した第一図柄乱数と図１５６（Ｂ）に示す大当り
図柄決定テーブルとを比較することにより大当りの種類を決定し、該決定した大当りの種
類に対応する第一特別図柄の変動制御停止時の態様（第一特別図柄の停止図柄）を決定す
る（ステップＳ３２２）。
【１２００】
　具体的には、
　１．大入賞口２００５を長時間開放（例えば２９秒）した後又は大入賞口２００５に遊
技球.が１０個入賞したことが上記大入賞口センサ２４０３で検出されたときに閉鎖させ
る開閉パターンを１５回（１５ラウンド）繰り返すことで遊技球が大入賞口２００５に入
球可能（容易）な１５Ｒ大当り遊技状態に制御し、大当り遊技状態の終了後に特別図柄（
第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示が７７回実行されるまでの間に大当りとならな
ければ終了される時短状態に制御する１５Ｒ大当り
　２．大入賞口２００５を長時間開放（例えば２９秒）した後又は大入賞口２００５に遊
技球が１０個入賞したことが上記大入賞口センサ２４０３で検出されたときに閉鎖させる
開閉パターンを２回（２ラウンド）繰り返すことで遊技球が大入賞口２００５に入球可能
（容易）な２Ｒ大当り遊技状態に制御し、２Ｒ大当り遊技状態の開始前に時短状態に制御
されていれば大当り遊技状態の終了後に特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）の変動
表示が７７回実行されるまでの間に大当りとならなければ終了される時短状態に制御し、
２Ｒ大当り遊技状態の開始前に非時短状態に制御されていれば大当り遊技状態の終了後に
通常状態（非時短状態）に制御する２Ｒ大当り、の２種類の大当りの中からいずれかの大
当りに決定する。
【１２０１】
　なお、第一図柄乱数と比較される大当り図柄決定テーブルは、１５Ｒ大当りとなる場合
に８個の判定値が振り分けられ、２Ｒ大当りとなる場合に１９２個の判定値が振り分けら
れている。即ち、第一特別乱数に基づく抽選により大当りとする抽選結果が得られた場合
には４％の確率で１５Ｒ大当りとなり、９６％の確率で２Ｒ大当りとなる。同様に、第二
図柄乱数と比較される大当り図柄決定テーブルは、１５Ｒ大当りとなる場合に１９６個の
判定値が振り分けられ、２Ｒ大当りとなる場合に４個の判定値が振り分けられている。即
ち、第二特別乱数に基づく抽選により大当りとする抽選結果が得られた場合には９８％の
確率で１５Ｒ大当りとなり、２％の確率で２Ｒ大当りとなる。このように、本例のパチン
コ機１では第一図柄乱数と比較される大当り図柄決定テーブルに比べて第二図柄乱数と比
較される大当り図柄決定テーブルでは、１５Ｒ大当りと判定される確率が高くなるように
構成され、第一始動口２００２への始動入賞に基づく第一特別図柄の変動表示よりも第二
始動口２００４への始動入賞に基づく第二特別図柄の変動表示が実行された場合に遊技者
に有利な状態となるようになっている。
【１２０２】
　また、大当りの種類を決定すると大当りの種類に応じた停止図柄を第一特別図柄の停止
時の態様として決定する。具体的には、２Ｒ大当りに決定した場合には大当り図柄として
２Ｒ大当り図柄に決定する。なお、図示しない第二特別図柄停止図柄設定処理において、
１５Ｒ大当りに決定した場合には大当り図柄として１５Ｒ大当り図柄に決定し、２Ｒ大当
りに決定した場合には大当り図柄として２Ｒ大当り図柄に決定する。
【１２０３】
　また、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、ステップＳ１３１で大当りフラグがセッ
トされていない場合に、小当りフラグがセットされていれば（ステップＳ３２４）、第一
特別図柄通常処理のステップＳ３０２で読み出した第一図柄乱数と図１５６（Ｃ）に示す
小当り図柄決定テーブルとを比較することにより小当りの種類を決定し、該決定した大当
りの種類に対応する第一特別図柄の変動制御停止時の態様（第一特別図柄の停止図柄）を
決定する（ステップＳ３２５）。
【１２０４】
　具体的には、
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　１．役物入賞口２００６を短時間開放（例えば８０ｍｓ）した後に閉鎖させる開閉パタ
ーンを２回実行して遊技球が役物入賞口２００６に入球可能（容易）な小当り遊技状態に
制御し、当該小当り遊技状態中に役物入賞口２００６に入賞した遊技球を全て第一ハズレ
口２５３５に誘導することで第一Ｖ入賞口２００７及び第二Ｖ入賞口２００８への遊技球
の受け入れが困難な第一小当り
　２．役物入賞口２００６を短時間開放（例えば８０ｍｓ）した後に閉鎖させる開閉パタ
ーンを９回実行して遊技球が役物入賞口２００６に入球可能（容易）な小当り遊技状態に
制御し、当該小当り遊技状態中に役物入賞口２００６に入賞した遊技球のうちの１個の遊
技球を役物入賞口２００６の閉鎖後に第三振分装置２５５０に誘導することで第二Ｖ入賞
口２００８への遊技球の受け入れが可能にすると共に、遊技球が第二Ｖ入賞口２００８に
受け入れられた場合には当該小当り遊技状態後に大入賞口２００５を長時間開放（例えば
２９秒）した後又は大入賞口２００５に遊技球が１０個入賞したことが上記大入賞口セン
サ２４０３で検出されたときに閉鎖させる開閉パターンを１５回（１５ラウンド）繰り返
して遊技球が大入賞口２００５に入球可能（容易）な１５Ｒ大当り遊技状態に制御し、当
該大当り遊技状態の終了後に特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示が７７
回実行されるまでの間に大当りとならなければ終了される時短状態に制御する第二小当り
　３．役物入賞口２００６を短時間開放（例えば８０ｍｓ）した後に閉鎖させる開閉パタ
ーンを９回実行することで遊技球が役物入賞口２００６に入球可能（容易）な小当り遊技
状態に制御し、当該小当り遊技状態中に役物入賞口２００６に入賞した遊技球のうちの１
個の遊技球を役物入賞口２００６の閉鎖後に第一Ｖ入賞口２００７に誘導して、遊技球が
第一Ｖ入賞口２００７に受け入れられたことに基づいて当該小当り遊技状態後に大入賞口
２００５を長時間開放（例えば２９秒）した後又は大入賞口２００５に遊技球.が１０個
入賞したことが上記大入賞口センサ２４０３で検出されたときに閉鎖させる開閉パターン
を１５回（１５ラウンド）繰り返して遊技球が大入賞口２００５に入球可能（容易）な１
５Ｒ大当り遊技状態に制御し、当該大当り遊技状態の終了後に特別図柄（第一特別図柄、
第二特別図柄）の変動表示が７７回実行されるまでの間に大当りとならなければ終了され
る時短状態に制御する第三小当り
の３種類の小当りの中からいずれかの大当りに決定する。
【１２０５】
　なお、第一図柄乱数と比較される小当り図柄決定テーブルは、第二小当りとなる場合に
１９９個の判定値が振り分けられ、第三小当りとなる場合に１個の判定値が振り分けられ
ている。即ち、第一特別乱数に基づく抽選により小当りとする抽選結果が得られた場合に
は９９．５％の確率で第二小当りとなり、０．５％の確率で第三小当りとなり、第一小当
りには当選しない。一方、第二図柄乱数と比較される小当り図柄決定テーブルは、第一小
当りとなる場合に２０個の判定値が振り分けられ、第二小当りとなる場合に１３０個の判
定値が振り分けられ、第三小当りとなる場合に５０個の判定値が振り分けられている。即
ち、第二特別乱数に基づく抽選により小当りとする抽選結果が得られた場合には、１０％
の確率で第一小当りとなり、６５％の確率で第二小当りとなり、２５％の確率で第三小当
りとなる。このように、本例のパチンコ機１では第一図柄乱数と比較される小当り図柄決
定テーブルに比べて第二図柄乱数と比較される小当り図柄決定テーブルでは、役物入賞口
２００６に入賞した遊技球のうちの１個の遊技球を第一Ｖ入賞口２００７に誘導すること
で小当り遊技状態の終了後に必ず１５Ｒ大当り遊技状態となる第三小当りに決定される確
率が高くなるように構成され、第一始動口２００２への始動入賞に基づく第一特別図柄の
変動表示よりも第二始動口２００４への始動入賞に基づく第二特別図柄の変動表示が実行
された場合に遊技者に有利な状態となるようになっている。
【１２０６】
　また、小当りの種類を決定すると小当りの種類に応じた停止図柄を第一特別図柄の停止
時の態様として決定する。具体的には、第二小当りに決定した場合には小当り図柄として
第二小当り図柄に決定し、第三小当りに決定した場合には小当り図柄として第三小当り図
柄に決定する。なお、図示しない第二特別図柄停止図柄設定処理において、第一小当りに
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決定した場合には小当り図柄として第一小当り図柄に決定し、第二小当りに決定した場合
には小当り図柄として第二小当り図柄に決定し、第三小当りに決定した場合には小当り図
柄として第三小当り図柄に決定する。
【１２０７】
　主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、大当りフラグと小当りフラグとのいずれもセッ
トされていない場合には、はずれ図柄に決定する（ステップＳ３２７）。そして、こうし
て停止図柄についての決定処理が行われた後は、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、
ステップＳ３２８の処理として、上記抽選結果（大当りの種類、小当り、リーチはずれ、
はずれのいずれかを指示（第一特別図柄の停止図柄の態様を指示するものであってもよい
））が上記周辺制御基板１５１０に送信されるよう抽選結果それぞれに応じた判定結果通
知コマンドをセットする（ステップＳ３２８）。そしてその後は、ステップＳ３２９の処
理として、上記第一変動パターン設定処理（ステップＳ２８２）にプロセス移行されるよ
う上記第一特別図柄プロセスフラグを更新した時点で、この処理を終了する。
【１２０８】
　周辺制御部１５１１は、受信した判定結果通知コマンド及び変動パターンコマンドに基
づいて演出表示装置１６００を表示制御する（左・中・右の装飾図柄を変動表示して左装
飾図柄→右装飾図柄→中装飾図柄の順序で停止表示させる（なお左・中・右の装飾図柄を
同一図柄で同期して変動表示し同時に停止表示する場合もある））。具体的には、周辺制
御部１５１１は、演出表示装置１６００に表示される装飾図柄の変動停止時の態様（停止
図柄）として、受信した判定結果通知コマンドから小当りを特定した場合には小当り図柄
（「最終決戦」）に決定し、２Ｒ大当りを特定した場合には２Ｒ大当り図柄（左・中・右
の装飾図柄が「０」～「９」の図柄のうち同一の偶数図柄となる組合せ）に決定し、１５
Ｒ大当りを特定した場合には１５Ｒ大当り図柄（左・中・右の装飾図柄が「０」～「９」
の図柄のうち同一の奇数図柄となる組合せ）に決定する。また、リーチはずれを特定した
場合にはリーチを伴ったはずれ図柄（左・右の装飾図柄が「０」～「９」の同一の図柄の
組み合わせであって中装飾図柄が異なる図柄の組み合わせ；リーチハズレ図柄）に決定し
、はずれを特定した場合には、リーチを伴わないはずれ図柄（左・中・右の装飾図柄のう
ち少なくとも左・右の装飾図柄が異なる図柄となる組合せ）に決定し、変動パターンコマ
ンドから特定される変動時間の経過時（遊技演出の終了時）においてその決定された停止
図柄を演出表示装置１６００に表示制御する。
【１２０９】
　なお、本例のパチンコ機１では大当り遊技状態後に特別図柄（第一特別図柄、第二特別
図柄）の変動表示が最大で７７回実行されるまで時短状態に制御可能とされるが、時短状
態に移行制御された後に所定回数の大当りが発生したことに基づいて時短状態を終了させ
るようにしてもよい。具体的には、大当り遊技状態後に時短状態に制御し、その後に所定
回数（例えば２回）の大当りが発生した場合には、所定回数目の大当り遊技状態の終了後
に時短状態に制御することなく、通常状態（非時短状態）に制御するようにしてもよい。
また、大当りの発生回数が所定回数未満の場合であっても大当り遊技状態中は非時短状態
に制御し、大当り遊技状態後に再び時短状態の制御を行うようにしてもよい。
【１２１０】
　図１５８は、上記第一変動パターン設定処理（ステップＳ２８２）についてその手順を
示すフローチャートである。
【１２１１】
　上記第一特別図柄プロセスフラグが当該第一変動パターン設定処理を行うべき旨を示し
ているときは、同図１５８に示されるように、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは
、大当りフラグがセットされていれば（ステップＳ３４１）、第一特別図柄停止図柄設定
処理のステップＳ３２３で決定した大当りの種類に応じた大当り時の変動パターンテーブ
ル（図示しない）を選択し（ステップＳ３４２）、小当りフラグがセットされて入れば（
ステップＳ３４３）、第一特別図柄停止図柄設定処理のステップＳ３２５で決定した小当
りの種類に応じた小当り時の変動パターンテーブル（図示しない）を選択し（ステップＳ
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３４４）、リーチフラグがセットされていれば（ステップＳ３４５）、リーチ時の変動パ
ターンテーブル（図示しない）を選択し（ステップＳ３４６）、大当りフラグとリーチフ
ラグとのいずれもセットされていない場合、すなわち通常のハズレ（リーチ演出を実行し
ないハズレ）となる場合には、ハズレ時の変動パターンテーブル（図示しない）を選択す
る（ステップＳ３４７）。
【１２１２】
　そして、選択した変動パターンテーブルと第一特別図柄通常処理のステップＳ３０２で
読み出した変動乱数とを比較することにより実行する変動パターンを決定し（ステップＳ
３４８）、決定した変動パターンを開始することを周辺制御基板１５１０に通知する変動
パターンコマンドをセットして機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器に表示さ
れる第一特別図柄の変動表示を開始する（ステップＳ３４９）。また、主制御ＭＰＵは、
変動パターンを決定すると決定した変動パターンに対応して設定されている変動時間を変
動タイマに設定する（ステップＳ３５０）。これにより、こうして決定された変動時間だ
け機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器及び上記演出表示装置１６００にて演
出制御が行われるようになる。
【１２１３】
　なお、本例の変動パターンテーブルは、特別乱数（第一特別乱数、第二特別乱数）及び
図柄乱数（第一図柄乱数、第二図柄乱数）に基づく判定結果毎に複数種類設けられている
。また、各変動パターンテーブルに設定される変動パターンには上記特別図柄（第一特別
図柄、第二特別図柄）の変動表示制御に要する所定の時間（変動時間）を示す複数の変動
時間情報が上記変動乱数にそれぞれ対応して関連付けされるかたちで記憶されている。し
かして、主制御ＭＰＵは、特別乱数及び図柄乱数に基づく判定結果に応じた複数種類の変
動パターンテーブルのうち、選択した変動パターンテーブルと第一特別図柄通常処理のス
テップＳ３０２で読み出した変動乱数とを比較し、上記読み出した変動乱数に関連付けさ
れている変動時間情報をこのテーブルから取得することで、上記特別図柄（第一特別図柄
、第二特別図柄）の変動パターンを決定する。これにより、上記特別図柄（第一特別図柄
、第二特別図柄）の変動パターンについての抽選処理が行われるようになる。なお、上記
変動パターンテーブルは、上記主制御ＭＰＵのＲＯＭに記憶されている。
【１２１４】
　また、本例のリーチ時の変動パターンテーブルでは、いずれのリーチ演出を実行するか
を示す判定値と変動乱数とを比較することにより実行するリーチ演出の態様種別を決定す
るように設定されている。例えば、リーチ演出のうちスーパーリーチ演出は、ノーマルリ
ーチ演出よりも大当り期待度が高く、スーパーリーチ演出が実行されたときには、大当り
遊技状態に対する遊技者の期待度が高まるようになっている。
【１２１５】
　また、第一特別図柄の変動表示制御が開始されると、次にステップＳ３５１の処理とし
て、時短状態の継続回数がセットされる時短回数カウンタのカウンタ値が「０」であるか
否かを判断する。そして、このカウンタ値が「０」でなければ、該時短回数カウンタをカ
ウントダウンした後（ステップＳ３５２）、同時短回数カウンタのカウンタ値が「０」で
あるか否かをさらに判断する（ステップＳ３５３）。そしてこの結果、同カウンタ値が「
０」であれば、上記時短制御を終了することを示す時短終了フラグをセットする（ステッ
プＳ３５４）。
【１２１６】
　上記ステップＳ３５１の処理にて時短回数カウンタのカウンタ値が「０」であると判断
された場合、上記ステップＳ３５３の処理にて時短回数カウンタが「０」でないと判断さ
れた場合には、その時点でステップＳ３５５の処理に移行する。そして、上記第一特別図
柄変動処理（ステップＳ２８３）にプロセス移行されるよう上述の第一特別図柄プロセス
フラグを更新した時点で、この処理を終了する。
【１２１７】
　本例では、はずれ時の変動パターンテーブルにおいて、時短状態時には１秒程度に設定
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された特別図柄の変動時間情報が上記特別図柄乱数（第一特別図柄、第二特別図柄）に関
連付けされる一方、非時短状態時には１２秒程度に設定された特別図柄の変動時間情報が
上記特別図柄乱数（第一特別図柄、第二特別図柄）に関連付けされるかたちで、特別図柄
の変動パターンが設定されている。すなわち、時短状態時に選択されるはずれ時の変動パ
ターンには、非時短状態時に選択されるはずれ時の変動パターンと比べると、上記特別図
柄の変動表示制御に要する時間が極めて短時間となるよう、上記特別図柄の変動時間情報
が設定されている。
【１２１８】
　図１５９は、上記第一特別図柄変動処理（ステップＳ２８３）についてその手順を示す
フローチャートである。
【１２１９】
　上記第一特別図柄プロセスフラグが当該第一特別図柄変動処理を行うべき旨を示してい
るときは、同図１５９に示されるように、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、ま
ず、ステップＳ３７１の処理として、上記変動パターンについての抽選処理（ステップＳ
２８２）で決定した変動パターンに応じた変動時間が設定される変動タイマを１減算する
。そして、変動時間タイマが０、すなわち、上記抽選された変動時間が経過したと判断さ
れると（ステップＳ３７２）、次にステップＳ３７３の処理に移行する。すなわち、この
ステップＳ３７３の処理において、上記第一特別図柄停止処理（ステップＳ２８４）にプ
ロセス移行されるよう上述の第一特別図柄プロセスフラグを更新した時点で、この処理を
終了する。
【１２２０】
　図１６０は、上記第一特別図柄停止処理（ステップＳ２８４）についてその手順を示す
フローチャートである。
【１２２１】
　上記第一特別図柄プロセスフラグが当該第一特別図柄停止処理を行うべき旨を示してい
るときは、同図１６０に示されるように、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、ま
ず、ステップＳ３８１の処理として、上記第一特別図柄停止図柄設定処理にて決定された
停止図柄を上記機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器に表示させるための表示
制御を行うとともに、上記演出表示装置１６００に第一特別図柄の停止図柄に応じた装飾
図柄の表示結果の導出表示を指示する停止表示コマンドを上記周辺制御基板１５１０への
コマンドとしてセットする（ステップＳ３８２）。
【１２２２】
　次いで、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、上記時短終了フラグがセットされてい
るときには（ステップＳ３８３）、時短終了フラグをリセットするとともに（ステップＳ
３８４）、時短フラグをリセットする（ステップＳ３８５）。これにより特別図柄（第一
特別図柄、第二特別図柄）の所定回数（本例では、７７回）の変動表示が実行されたとき
に時短制御（時短状態の制御）を終了させて非時短制御（通常状態（非時短状態）の制御
）を開始するようになる。
【１２２３】
　また、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、上記大当りフラグがセットされてい
るときは（ステップＳ３８６）、大当り遊技を開始することを示す大当り開始コマンドを
セットし（ステップＳ３８７）、大当り遊技の開始までの待機時間（大当り遊技を開始す
る旨の表示等を行う時間）をインターバルタイマにセットする（ステップＳ３８８）。な
お、図示しないがステップＳ３８８では大当りの種類に応じたラウンド数を、ラウンドの
残り回数を示す大当り回数カウンタにセットする処理も実行される。大当り回数カウンタ
は後述する大当り制御処理においてラウンドの実行毎に１ずつ減算され、大当り回数カウ
ンタが「０」になったときに主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵが規定ラウンド数を実行
したと判断して大当り遊技を終了させるように制御する。具体的には後述する大当り制御
処理において大当り回数カウンタが「０」になるまでは大入賞口開放前処理（ステップＳ
４０１）と大入賞口開放中処理（ステップＳ４０２）とを繰り返し実行し、大入賞口開放
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中処理（ステップＳ４０２）でラウンドを終了するときに大当り回数カウンタを１減算し
て「０」なったことに基づいて大入賞口開放後処理（ステップＳ４０３）に移行して大当
り遊技を終了させる制御を実行する。
【１２２４】
　そして、大当り遊技の実行中であることを示す大当り実行中フラグをセットする（ステ
ップＳ３８９）。なお、大当り開始コマンドは、周辺制御基板１５１０に送信されるコマ
ンドであり、大当りの種類に応じて個々に用意されている。ステップＳ３８７では、大当
りの種類（１５Ｒ大当り、２Ｒ大当り）に応じた大当り開始コマンド（１５Ｒ大当り開始
コマンド、２Ｒ大当り開始コマンド）をセットする。これにより、大当り開始コマンドに
よって指示された大当りの種類に応じた大当り遊技の演出が演出表示装置１６００、ラン
プ・ＬＥＤ及びスピーカ等により実行される。また、第二特別図柄プロセス処理の第二特
別図柄停止処理でも同様に、大当りの種類（１５Ｒ大当り、２Ｒ大当り）に応じた大当り
開始コマンド（１５Ｒ大当り開始コマンド、２Ｒ大当り開始コマンド）をセットするよう
になっている。
【１２２５】
　また、大当り遊技の実行中であることを示す大当り実行中フラグは、大当り遊技を終了
するとき、具体的には大当り制御処理（ステップＳ２３５Ａ）の大入賞口開放後処理（ス
テップＳ４０３）で大当りの種類に応じた第一大入賞口２００５の開閉制御（例えば第一
大入賞口２００５を長時間開放（例えば２９秒）した後又は第一大入賞口２００５に遊技
球が１０個入賞したことが上記大入賞口センサ２４０３で検出されたときに閉鎖させる開
閉パターンを２回又は１５回繰り返す開閉制御）を終了したとき（大当り遊技で実行可能
な全てのラウンド）にリセットされる。大当り実行中フラグがリセットされることにより
特別図柄及び特別電動役物制御処理（ステップＳ１１４）のステップＳ２３５で大当り制
御処理（ステップＳ２３５Ａ）を実行しないようにされる一方、機能表示ユニット１４０
０の第一特別図柄表示器における第一特別図柄の変動表示及び機能表示ユニット１４００
の第二特別図柄表示器における第二特別図柄の変動表示を実行可能な状態になる。
【１２２６】
　また、大当りフラグがセットされていない場合に（ステップＳ３８６）、上記小当りフ
ラグがセットされていれば（ステップＳ３９０）、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは
、小当り遊技を開始することを示す小当り開始コマンドをセットし（ステップＳ３９１）
、小当り遊技の開始までの待機時間（小当り遊技を開始する旨の表示等を行う時間）をイ
ンターバルタイマにセットする（ステップＳ３９２）。そして、小当り遊技の実行中であ
ることを示す小当り実行中フラグをセットする（ステップＳ３９３）。なお、小当り開始
コマンドは、周辺制御基板１５１０に送信されるコマンドであり、小当りの種類に応じて
個々に用意されている。ステップＳ３９１では、小当りの種類（第一小当り、第二小当り
、第三小当り）に応じた小当り開始コマンド（第一小当り開始コマンド、第二小当り開始
コマンド、第三小当り開始コマンド）をセットする。これにより、小当り開始コマンドに
よって指示された小当りの種類に応じた小当り遊技の演出が演出表示装置１６００、ラン
プ・ＬＥＤ及びスピーカ等により実行される。また、第二特別図柄プロセス処理の第二特
別図柄停止処理でも同様に、小当りの種類（第一小当り、第二小当り、第三小当り）に応
じた小当り開始コマンド（第一小当り開始コマンド、第二小当り開始コマンド、第三小当
り開始コマンド）をセットするようになっている。
【１２２７】
　また、小当り遊技の実行中であることを示す小当り実行中フラグは、小当り遊技を終了
するとき、具体的には後述する小当り制御処理（ステップＳ２３６Ａ）の小当り中処理（
ステップＳ４１１）で小当りの種類に応じた役物入賞口２００６の開閉制御（例えば役物
入賞口２００６を短時間開放（例えば８０ｍｓ）した後に閉鎖させる開閉パターンを２回
又は９回繰り返す開閉制御）を終了したときにリセットされる。小当り実行中フラグがリ
セットされることにより特別図柄及び特別電動役物制御処理（ステップＳ１１４）のステ
ップＳ２３６で小当り制御処理（ステップＳ２３６Ａ）を実行しないようにされる一方、
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機能表示ユニット１４００の第一特別図柄表示器における第一特別図柄の変動表示及び機
能表示ユニット１４００の第二特別図柄表示器における第二特別図柄の変動表示を実行可
能な状態になる。
【１２２８】
　また、小当りフラグがセットされていない場合、即ちハズレとなるときには次回の特別
図柄の変動表示を開始するまでの待機時間（特別図柄の停止図柄を表示している時間）を
インターバルタイマにセットし（ステップＳ３９４）、ステップＳ３９５に移行する。
【１２２９】
　上記ステップＳ３８６～ステップＳ３９４の処理を実行すると、上記主制御基板１３１
０の主制御ＭＰＵは、第一特別図柄プロセスフラグを初期値である第一特別図柄通常処理
にプロセス移行されるように更新した時点で（ステップＳ３９５）、この処理を終了する
。
【１２３０】
　図１６１は、上記大当り制御処理（ステップＳ２３５Ａ）についてその手順を示すフロ
ーチャートである。大当り制御処理では、大当りプロセスフラグに応じて、以下の３つの
プロセス処理のうち１つを選択的に実行することとなる。
【１２３１】
　　１．特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示停止時の態様が大当り図柄
となったことに基づいて上記大当り遊技状態に移行する旨などの遊技者への報知が上記周
辺制御基板１５１０によって行われるまで待機したり、次のラウンドが開始されるまで待
機する大入賞口開放前処理（ステップＳ４０１）
　　２．特別図柄の変動表示停止時の態様が大当り図柄となったことに基づいて第一大入
賞口２００５を開放状態に制御したり、次のラウンドが開始されることに基づいて第一大
入賞口２００５を開放状態に制御し、第一大入賞口２００５を長時間開放（例えば２９秒
）した後又は第一大入賞口２００５に遊技球が１０個入賞したことが上記大入賞口センサ
２４０３で検出されたときに閉鎖させる大入賞口開放中処理（ステップＳ４０２）
　　３．全てのラウンドを終了するときに大当り遊技状態が終了する旨の遊技者への報知
が上記周辺制御基板１５１０によって行われるまで待機する大入賞口開放後処理（ステッ
プＳ４０３）
【１２３２】
　なお、上記大当りプロセスフラグは、上記ステップＳ４２の処理において、上記大入賞
口開放前処理（ステップＳ４０１）を行うべき旨を示すよう操作されている。また、上記
大入賞口開放中処理（ステップＳ４０２）では、第一大入賞口２００５を開放状態に制御
するラウンドの開始時に、そのラウンド数に応じた大当りラウンド開始コマンドをセット
し、第一大入賞口２００５を閉鎖状態に制御するラウンドの終了時に、そのラウンド数に
応じた大当りラウンド終了コマンドをセットする。なお、大当りラウンド開始コマンド及
び大当りラウンド終了コマンドは、周辺制御基板１５１０に送信されるコマンドであり、
大当りラウンド開始コマンド及び大当りラウンド終了コマンドによって指示されたラウン
ド数に応じた大当り遊技の演出が演出表示装置１６００、ランプ・ＬＥＤ及びスピーカ等
により実行される。
【１２３３】
　図１６２は、上記小当り制御処理（ステップＳ２３６Ａ）についてその手順を示すフロ
ーチャートである。小当り処理では、小当りプロセスフラグに応じて、以下の２つのプロ
セス処理のうち１つを選択的に実行することとなる。
【１２３４】
　１．小当り遊技状態を開始するための設定処理を実行する小当り開始処理（ステップＳ
４１０）
　２．小当り遊技状態中の遊技球の入球や開放時間を監視する小当り中処理（ステップＳ
４１１）
【１２３５】
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　なお、上記小当りプロセスフラグは、上記ステップＳ４２の処理において、上記小当り
開始処理（ステップＳ４１０）を行うべき旨を示すよう操作されている。また、小当り中
処理にて特定領域への遊技球の進入が検出されると、大当り実行中フラグをセットすると
ともに、大当り遊技状態で実行可能なラウンド数（本例では１５ラウンド）を大当り回数
カウンタにセットして処理を終了する。これにより、小当り遊技状態に引き続いて大当り
遊技状態が開始されるようになる。
【１２３６】
　図１６３は、上記普通図柄及び普通電動役物制御処理（ステップＳ１１６）についてそ
の手順を示すフローチャートである。
【１２３７】
　いま、ステップＳ８０１の処理において、上記普通入賞口センサ２４０１による検出信
号がオン状態にあり、上記普通入賞口２００３への遊技球の通過があったと判断されたと
すると、同図１６３に示されるように、上記主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、ステ
ップＳ８０２の処理として、まず、普通図柄の普通乱数を上記乱数カウンタから取得して
これをＲＡＭの普通図柄保留記憶領域に格納するなどの普通入賞口入賞処理を実行する。
【１２３８】
　次いで、普通図柄プロセス処理では、普通図柄プロセスフラグに応じて、以下の５つの
プロセス処理の１つを選択的に実行する。
【１２３９】
　１．主制御ＭＰＵのＲＡＭに格納されている普通乱数を読み出し、読み出した普通乱数
に基づいて上記普通図柄の変動制御停止時における表示態様についての抽選処理などが行
われる普通図柄通常処理（ステップＳ８０３）
　２．普図変動乱数に基づいて上記機能表示ユニット１４００の普通図柄表示器に表示さ
れる普通図柄の変動態様（変動時間）についての抽選処理などが行われる普通図柄変動時
間決定処理（ステップＳ８０４）
　３．機能表示ユニット１４００の普通図柄表示器における上記普通図柄の変動表示が停
止されるまで待機する普通図柄変動処理（ステップＳ８０５）
　４．普通図柄の変動制御停止時における表示態様についての抽選処理の結果に基づいて
決定された普通図柄の変動制御停止時の態様が上記機能表示ユニット１４００の普通図柄
表示器に表示されるように上記普通図柄の変動表示を停止させる普通図柄停止処理（ステ
ップＳ８０６）
　５．普通図柄の変動制御停止時の態様についての抽選処理の結果が「普図当り」を示唆
する態様となったとき、第二始動口扉２４１１が後退して第二始動口２００４への遊技球
の受入れを可能に制御する処理を実行する普通電動役物開放処理（ステップＳ８０７）
【１２４０】
　なお、上記普通図柄プロセスフラグは、上記主制御側電源投入時処理（図１３７参照）
において、上記普通図柄通常処理（ステップＳ８０３）を行うべき旨を示すよう操作され
ている。
【１２４１】
［１４．小当り遊技状態における遊技］
　次に小当り遊技状態における遊技について説明する。上記したように、本例では特別図
柄の変動表示の結果が小当りとなった場合に役物入賞口２００６を短時間開放（例えば８
０ｍｓ）した後に閉鎖させる開閉パターンを所定回数実行する小当り遊技状態に制御し、
小当り遊技状態中に役物入賞口２００６に入球して役物入賞口センサ２５１３により検知
された遊技球全てが、第一ハズレ口センサ２５１５、第三ハズレ口センサ３００４、第一
Ｖ入賞口センサ２５１４、及び第二Ｖ入賞口センサ３００３のいずれかで検知されたこと
、即ち役物入賞口２００６内から遊技盤５の後方へと排出されたときに小当り遊技状態を
終了するようになっている。また、小当り遊技状態中に役物入賞口２００６に入球した遊
技球が第一Ｖ入賞口２００７や第二Ｖ入賞口２００８に受け入れられて第一Ｖ入賞口セン
サ２５１４や第二Ｖ入賞口センサ３００３により検知されると、小当り遊技状態後に大当
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り遊技状態に制御され、小当り遊技状態中に役物入賞口２００６に入球した遊技球が第一
ハズレ口２５３５や第三ハズレ口２５５６に受け入れられて第一ハズレ口センサ２５１５
や第三ハズレ口センサ３００４により検知されると小当り遊技状態後に小当り前の制御状
態に応じて通常状態や時短状態に制御するようになっている。
【１２４２】
　また、上記したように本例では役物入賞口２００６に入賞した遊技球が全て第一ハズレ
口２５３５に誘導されるように制御する第一小当りと、役物入賞口２００６に入賞した遊
技球のうちの１個の遊技球が第三振分装置２５５０に誘導されるように制御してクルーン
２５５３内を旋回した後に第二Ｖ入賞口２００８と二つの第三ハズレ口２５５６との何れ
かに受入れられるように制御する第二小当りと、役物入賞口２００６に入賞した遊技球の
うちの１個の遊技球が第一Ｖ入賞口２００７に誘導されるように制御する第三小当りと、
のいずれかの小当り遊技状態に制御するようになっている。
【１２４３】
　また、第一小当りでは第二小当り及び第三小当りに比べて役物入賞口２００６の開閉回
数が少ないことに加えて、役物入賞口２００６に入賞した遊技球全てを役物入賞口２００
６から最も近い第一ハズレ口２５３５に誘導して第一ハズレ口センサ２５１５により検知
するため小当り遊技状態の実行期間（小当り遊技状態が開始されてから終了するまでの期
間）は短く、第三小当りでは役物入賞口２００６に入賞した遊技球のうちの１個の遊技球
を役物入賞口２００６からの距離が第一ハズレ口２５３５の次に近い第一Ｖ入賞口２００
７に誘導して第一Ｖ入賞口センサ２５１４により検知するため、小当り遊技状態の実行期
間は第一小当りに次いで短くなる。一方、第二小当りでは役物入賞口２００６に入賞した
遊技球のうちの１個の遊技球を役物入賞口２００６からの距離が最も遠い第三振分装置２
５５０に誘導し、第三振分装置２５５０に誘導された遊技球をクルーン２５５３内で旋回
させた後に第二Ｖ入賞口２００８に受け入れられた遊技球を第二Ｖ入賞口センサ３００３
により検知したり、第三ハズレ口２５５６に受け入れられた遊技球を第三ハズレ口センサ
３００４により検知したりするものであるため、上記三種類の小当りのうちで小当り遊技
状態の実行期間は最も長い。
【１２４４】
　また、上記したように本例のパチンコ機１では、上記通常状態（非時短状態）で実行さ
れる第一特別図柄の変動表示において、第一特別乱数に基づいて小当りと判定された場合
に第二小当りとなる割合を高く設定し、通常状態（非時短状態）では殆どの場合に第二小
当りを実行するのに対し、上記時短状態で実行される第二特別図柄の変動表示において、
第二特別乱数に基づいて小当りと判定された場合に第三小当りの実行される割合を通常状
態（非時短状態）よりも高め、時短状態では４回の小当りに対して１回の割合で第三小当
りを実行するようになっている。
【１２４５】
　即ち、通常状態（非時短状態）で実行される第一特別図柄の変動表示においては小当り
遊技状態中に第二Ｖ入賞口２００８に遊技球が受け入れられると１５Ｒ大当り遊技状態後
に時短状態という遊技者にとって有利な状態へと移行制御されるため、小当り遊技状態中
に役物入賞口２００６に入球した遊技球のうちの１個の遊技球を、クルーン２５５３内に
旋回させることで第二Ｖ入賞口２００８に受け入れられるか第三ハズレ口２５５６に受け
入れられるかをドキドキさせながら一定期間に亘って注目させる一方、時短状態で実行さ
れる第二特別図柄の変動表示においては小当り遊技状態中に第二Ｖ入賞口２００８に遊技
球が受け入れられても１５Ｒ大当り遊技状態後に再び時短状態に制御されるだけであるた
め、役物入賞口２００６に入球した遊技球のうちの１個の遊技球がクルーン２５５３内を
旋回させた場合に却って遊技興趣の低下を招くおそれがある。そのため、本例では時短状
態で実行される第二特別図柄の変動表示においては小当り遊技状態の実行期間の短い第三
小当りの割合を高めることで、時短状態中は小当り遊技状態を短時間で終了させるように
なっている。
【１２４６】
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　また、上記したように第三小当りでは振分回転体２５３１が収容可能状態から収容不能
状態に回動すると振分回転体２５３１の収容部２５３１ａに収容されている遊技球が、第
一アタリ通路２５３６を通って第二振分装置２５４０の第二振分誘導路２５４１を流下し
、閉状態の振分扉２５４４の上面に当接して右方へ誘導され、第一Ｖ入賞口２００７に進
入する。そのため、第三小当りでは振分回転体２５３１が収容可能状態から収容不能状態
に回動することによって第一アタリ通路２５３６に振り分けられた遊技球は、短時間で遊
技盤５の後方に排出されて遊技者が視認できない状態となる。また、第一Ｖ入賞口２００
７には振分扉２５４４が第二ハズレ口２５４３の上方で前進している場合に進入可能とな
るものであるが、振分扉２５４４は前後方向に動作するものであるため、動作状態を視認
し難い。即ち、振分扉２５４４の存在は遊技者に認識され難く（見難く）なっており、ま
た振分扉２５４４によって第一Ｖ入賞口２００７に振り分けられた遊技球を短時間で遊技
盤５の後方に排出することも相まって第一Ｖ入賞口２００７の存在も認識され難くなるた
め、遊技者は遊技球が第一Ｖ入賞口２００７に誘導されたこと、言い換えると第一Ｖ入賞
口２００７を遊技球が通過することを気付き難い。このように、時短状態において第三小
当りとなった場合に遊技球が第一Ｖ入賞口２００７に遊技球が誘導されたことを遊技者に
気付かせ難くするため、小当り遊技状態における抽選（Ｖ入賞口（第一Ｖ入賞口２００７
、第二Ｖ入賞口２００８）に遊技球が受け入れられるか否か）を意識させることなく、小
当り遊技状態を実行して、該小当り遊技状態の終了後に１５Ｒ大当り遊技状態を実行する
ことができる。これによって短時間で連続して小当り遊技状態と１５Ｒ大当り遊技状態が
発生するようになり、遊技興趣を向上させることができる。
【１２４７】
　また、第二小当りとなって第三振分装置２５５０に遊技球を振り分ける場合と、第三小
当りとなって第一Ｖ入賞口２００７に遊技球を振り分ける場合と、では演出表示装置１６
００で実行される小当り遊技状態の演出は異なるようになっている。具体的には、第二小
当りとなった場合には第三振分装置２５５０に振り分けられた遊技球が第二Ｖ入賞口２０
０８に進入するか、第三ハズレ口２５５６に進入するか、を盛り上げるような演出が実行
されるのに対し、第三小当りとなった場合には振分回転体２５３１の回動を意識させない
ような演出（例えば第三小当りとなった場合には大当りとなった場合と同様の報知（第三
小当りとなった場合に小当りではなく大当りとなったと通知する等）を行うことで遊技者
には小当り遊技状態が実行されることを悟られ難くし、大当り遊技状態で獲得可能な賞球
とは異なる賞球を獲得可能な特別ボーナスチャンスとして小当り遊技状態と同様の賞球獲
得機会が大当り遊技状態の開始前に実行されているような演出を実行するようにしてもよ
い。これにより、１５Ｒ大当りに当選したと認識している遊技者は、１５Ｒ大当り遊技状
態の開始前に特別ボーナスチャンスが実行されて１５Ｒ大当り遊技状態とは別の賞球を獲
得できるため、遊技興趣が向上する。
【１２４８】
　なお、Ｖ入賞口への到達時間が第二小当りよりも第三小当りの方が短いものであれば、
第二小当りで誘導される遊技球がＶ入賞口に受け入れられるまでの経路（第一経路）と第
三小当りで誘導される遊技球がＶ入賞口に受け入れられるまでの経路（第二経路）との長
さはＶ入賞口への到達時間に比例して長くなるものに限らず、Ｖ入賞口への到達時間が第
三小当りよりも長いものであれば第二小当りで誘導される遊技球がＶ入賞口に受け入れら
れるまでの経路（第一経路）を第三小当りで誘導される遊技球がＶ入賞口に受け入れられ
るまでの経路（第二経路）よりも短くなるようにしてもよい。例えば、第一経路内に遊技
球の転動速度を減速させる減速手段を設けることで第二経路を通過する遊技球よりもＶ入
賞口への到達時間が長くなるようにしてもよい。
【１２４９】
　また、上記した例では第一Ｖ入賞口２００７と第二Ｖ入賞口２００８との複数のＶ入賞
口を備えて、通常状態（非時短状態）で実行される第一特別図柄の変動表示においては役
物入賞口２００６に入賞した遊技球のうちの１個の遊技球を第二Ｖ入賞口２００８を有す
る第三振分装置２５５０に振り分け、時短状態で実行される第二特別図柄の変動表示にお
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いては役物入賞口２００６に入賞した遊技球のうちの１個の遊技球を役物入賞口２００６
からの距離が第一ハズレ口２５３５の次に近い第一Ｖ入賞口２００７に誘導することで、
小当り遊技状態の実行期間を異ならせるように構成したが、Ｖ入賞口への距離やＶ入賞口
の個数等は上記したものに限られるものではなく、例えばＶ入賞口を１つだけ備える遊技
機においても本発明の技術思想は適用可能である。具体的には、例えばクルーン２５５３
内を旋回した後に遊技球がＶ入賞口に受け入れ可能となる等のＶ入賞口への遊技球の受け
入れを阻害や遅延させる手段（障害物等）が設けられることでＶ入賞口への到達時間の長
い第二小当りと、Ｖ入賞口への遊技球の受け入れを阻害や遅延させる手段が設けられない
（少なくとも第二小当りよりも設けられる個数が少ないものであればよい）ことでＶ入賞
口への到達時間の短い第三小当りと、して共通のＶ入賞口への到達時間に応じて通常状態
（第一特別図柄の変動表示）と時短状態（第二特別図柄の変動表示）とにおける実行割合
を変化させるようにしてもよい。
【１２５０】
［１４－１．小当り遊技状態におけるエラー報知］
　次に、小当り遊技状態におけるエラー報知について説明する。本例では小当り遊技状態
において役物入賞口２００６に入賞した遊技球が排出されるまでの時間を監視し、所定期
間を超えても排出されない場合にはエラー報知を行うようになっている。
【１２５１】
　図１６４は、上記小当り開始処理（ステップＳ４１１）についてその手順を示すフロー
チャートである。小当り開始処理では、小当り遊技状態を開始するための設定処理を実行
する。
【１２５２】
　小当り開始処理を開始すると主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵはまず、第一特別図柄
停止処理のステップＳ３９２や第二特別図柄停止処理でセットしたインターバルタイマを
１減算し（ステップＳ４２１）、インターバルバイマがタイムアウトすると（ステップＳ
４２２）、即ち特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）を停止表示してから小当り遊技
状態を開始するまでの待機時間が経過すると、小当り遊技状態を開始してからの経過時間
を計測する経過タイマに初期値「０」をセットする（ステップＳ４２３）。
【１２５３】
　次いで主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、実行中の小当りの種別（第一小当り、第
二小当り、第三小当り）に応じた開閉パターンデータを選択すると共に（ステップＳ４２
４）、選択した開閉パターンデータに基づいて役物入賞口２００６、振分回転体２５３１
、及び振分扉２５４４の制御を開始し（ステップＳ４２５）、上記小当り中処理（ステッ
プＳ４１１）にプロセス移行されるよう上述の小当りプロセスフラグが更新された時点で
（ステップＳ４２６）、この処理を終了する。一方、ステップＳ４２１でインターバルタ
イマがタイムアウトしていなければ以降の処理を実行することなく処理を終了する。
【１２５４】
　なお、開閉パターンデータは小当りの種別毎に設けられ、小当り遊技状態開始からの経
過時間に応じた役物入賞口２００６、振分回転体２５３１、及び振分扉２５４４それぞれ
の動作態様を示すものである。本例では主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵがステップＳ
４２４で選択した小当り種別に応じた開閉パターンデータに基づいて役物入賞口２００６
、振分回転体２５３１、及び振分扉２５４４を制御することで、図１２２に示す態様で役
物入賞口２００６、振分回転体２５３１、及び振分扉２５４４が動作するようになる。
【１２５５】
　図１６５は、上記小当り中処理（ステップＳ４１２）についてその手順を示すフローチ
ャートである。
【１２５６】
　小当り中処理を開始すると、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵはまず小当り遊技状態
を開始してからの経過時間を計測する経過タイマを１加算すると共に、後述する排出監視
タイマがセットされていればこの排出監視タイマのタイマ値を１減算する（ステップＳ４
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３１）。経過タイマを１加算すると、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは小当り開始処
理のステップＳ４２４で選択した開閉パターンデータのうち、経過タイマ（小当り遊技状
態開始からの経過時間）に対応する開閉パターンデータを読み出し、この読みだした開閉
パターンデータに基づいて役物入賞口２００６、振分回転体２５３１、及び振分扉２５４
４を開閉制御する（ステップＳ４３２）。
【１２５７】
　また、主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは役物入賞口２００６に受入れられた遊技球
を検知する役物入賞口センサ２５１３がオンしていれば（ステップＳ４３３）、即ち役物
入賞口２００６に遊技球が受け入れられていれば役物入賞口２００６に入賞した遊技球の
うち未だ役物入賞口２００６内から排出されていない残留球を計数する残留球カウンタを
１加算する（ステップＳ４３４）。
【１２５８】
　また主制御基板１３１０の主制御ＭＰＵは、小当り遊技状態が開始されてから役物入賞
口２００６に最初に遊技球が受け入れられた場合（１個目の遊技球が入球した場合）には
（ステップＳ４３５）、この遊技球を含む役物入賞口２００６に入球した全ての遊技球が
排出されるまでに想定される最長の期間として小当り種別それぞれに対応して設けられる
想定最長期間を排出監視タイマにセットする（ステップＳ４３６）。
【１２５９】
　本例では、第一小当りの場合には、役物入賞口２００６に受け入れられた遊技球を振分
回転体２５３１によって第一アタリ通路２５３６に振り分けられることなしに全て第二ハ
ズレ口２５３５に進入させるため、想定最長期間として３種類の小当りの中で最も短い期
間が設定されている（例えば１００００ｍｓ）。また第二小当りの場合には、役物入賞口
２００６に受け入れられた遊技球のうちの１個の遊技球を振分回転体２５３１によって第
一アタリ通路２５３６に振り分け、第一アタリ通路２５３６を通って第三振分装置２５５
０に進入した遊技球がクルーン２５５３内を旋回した後に第二Ｖ入賞口２００８と二つの
第三ハズレ口２５５６との何れかに進入するため、想定最長期間として３種類の小当りの
中で最も長い期間が設定されている（例えば１８００００ｍｓ）。また第三小当りの場合
には、役物入賞口２００６に受け入れられた遊技球のうちの１個の遊技球を振分回転体２
５３１によって第一アタリ通路２５３６に振り分けるものの、第一アタリ通路２５３６を
通った遊技球を第三振分装置２５５０に進入させることなしに第二Ｖ入賞口２００８で受
け入れるため、想定最長期間として第一小当りに次いで短い期間が設定されている（例え
ば６００００ｓ）。
【１２６０】
　排出監視タイマは上記ステップＳ４３１で減算され、役物入賞口２００６に入賞した遊
技球の個数と役物入賞口２００６内から排出された遊技球の個数との不一致状態が排出監
視タイマのタイムアウト後まで継続する場合には何らかの異常（エラー）や不正行為が行
われていると判別するようになっている。
【１２６１】
　なお、小当り遊技状態開始からの経過時間を監視してこの経過時間が実行中の小当り種
別に応じた想定最長期間となった場合に何らかの異常（エラー）や不正行為が行われてい
ると判別するようにしてもよいし、小当り遊技状態における役物入賞口２００６の１回目
の開放タイミングからの経過時間を監視してこの経過時間が実行中の小当り種別に応じた
想定最長期間となった場合に何らかの異常（エラー）や不正行為が行われていると判別す
るようにしてもよいし、振分回転体２５３１による遊技球の振り分けが実際に行われるタ
イミング（第一小当りでは小当り遊技状態の開始とともに第一振分ソレノイド２５３２が
ＯＮ（通電）の状態とされて振分回転体２５３１の収容部２５３１ａが上方を向いている
状態から第一振分ソレノイド２５３２がＯＦＦ（非通電）の状態とされて振分回転体２５
３１の収容部２５３１ａが右方を向くように動作するタイミング（振分回転体２５３１の
１回目の振り分け動作タイミング）、第二小当りでは振分回転体２５３１の１回目の振り
分け動作タイミング後に再び第一振分ソレノイド２５３２がＯＮ（通電）の状態とされて
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振分回転体２５３１の収容部２５３１ａが上方を向いている状態から第一振分ソレノイド
２５３２がＯＦＦ（非通電）の状態とされて振分回転体２５３１の収容部２５３１ａが右
方を向くように動作するタイミング（振分回転体２５３１の２回目の振り分け動作タイミ
ング）、第三小当りでは振分回転体２５３１の２回目の振り分け動作タイミング後に再び
第一振分ソレノイド２５３２がＯＮ（通電）の状態とされて振分回転体２５３１の収容部
２５３１ａが上方を向いている状態から第一振分ソレノイド２５３２がＯＦＦ（非通電）
の状態とされて振分回転体２５３１の収容部２５３１ａが右方を向くように動作するタイ
ミング（振分回転体２５３１の３回目の振り分け動作タイミング））からの経過時間を監
視してこの経過時間が実行中の小当り種別に応じた想定最長期間となった場合に何らかの
異常（エラー）や不正行為が行われていると判別するようにしてもよい。
【１２６２】
　また、役物入賞口２００６に受け入れられた遊技球の排出を検知した場合、即ち役物入
賞口２００６に受け入れられた遊技球を排出する際に検知する第一ハズレ口センサ２５１
５、第一Ｖ入賞口センサ２５１４、第二Ｖ入賞口センサ３００３、及び第三ハズレ口セン
サ３００４のいずれかにおいて遊技球を検知した場合には（ステップＳ４３７）、上記残
留球カウンタを１減算する（ステップＳ４３８）。
【１２６３】
　そして、残留球カウンタが「０」か否か、即ち役物入賞口２００６に受け入れられた遊
技球の個数と、役物入賞口２００６から排出された遊技球の個数と、が一致するか否かを
判別し（ステップＳ４３９）、残留数カウンタが「０」である場合には異常や不正行為が
発生していないものとしてステップＳ４４２に進む。
【１２６４】
　一方、ステップＳ４３９で残留球カウンタが「０」でないと判別した場合には、異常や
不正行為の発生の有無について判別すべく、排出監視タイマがタイムアウトしているか否
かを判別する（ステップＳ４４０）。排出監視タイマは上記したように小当り遊技状態が
開始されてから役物入賞口２００６から全ての遊技球が排出されるまでに想定される最長
の期間として小当り種別それぞれに対応して設けられる想定最長期間の残り期間を示すも
のである。ステップＳ４４０で排出監視タイマがタイムアウトしていなければ、以降の処
理を実行することなく処理を終了する。これにより、再び主制御側タイマ割り込み処理の
特別図柄及び特別電動役物制御処理（ステップＳ１１４）が実行されると小当り中処理が
実行されて排出監視タイマがタイムアウトするまで残留球カウンタを監視するようになる
。
【１２６５】
　また、残留球カウンタが「０」でない場合にステップＳ４４０で排出監視タイマがタイ
ムアウトしていれば、異常や不正行為が発生しているものと判別して排出エラー報知を行
い（ステップＳ４４１）、小当り中処理を終了するようになっている。排出エラー報知に
は、演出表示装置１６００におけるエラー表示、スピーカ６２２、３５４、４６２、４６
４などによる報知音の出力、遊技盤５や扉枠３に設けられるランプ・ＬＥＤ等による所定
態様での点灯・点滅等が含まれ、本例では演出表示装置１６００の一部の領域に「排出異
常です。」等の表示を行ってスピーカ６２２、３５４、４６２、４６４の出力は行わない
ようになっている。即ち、残留球カウンタが「０」でない状態とは大半が役物入賞口２０
０６に進入した遊技球が排出されていない等という軽微な異常を示すものであるため、遊
技機の異常を報知するための表示を行って遊技者を不快にさせたり不安にさせたりするよ
うな表示は行わないようにしている。ステップＳ４４１で排出エラー報知を行った後、小
当りプロセスフラグを更新することなく小当り中処理を終了することで、次に主制御側タ
イマ割り込み処理の特別図柄及び特別電動役物制御処理（ステップＳ１１４）が実行され
たときに再び小当り中処理が実行されるようになる。即ち、役物入賞口２００６に受け入
れられた遊技球が全て排出されるか、又は遊技店員によりＲＡＭクリアスイッチが操作さ
れて主制御ＭＰＵに内蔵されているＲＡＭに記憶された情報を完全に消去されるまで（リ
セットされるまで）小当り遊技状態が終了することなく、排出エラー報知が実行されるよ
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うになる。
【１２６６】
　ステップＳ４３９で残留球カウンタが「０」であると判別された場合には、第一Ｖ入賞
口２００７及び第二Ｖ入賞口２００８へ遊技球が進入しているかを判別する（ステップＳ
４４２）。ステップＳ４４２で第一Ｖ入賞口２００７又は第二Ｖ入賞口２００８に遊技球
が進入していない場合、即ち第一ハズレ口２５３５又は第三ハズレ口２５５６に遊技球が
進入して第一ハズレ口センサ２５１５又は第三ハズレ口センサ３００４により検知されて
いれば、小当り遊技状態終了時の演出の実行を指示する小当り終了コマンドをセットし（
ステップＳ４４３）、上記小当り開始処理（ステップＳ４１１）にプロセス移行されるよ
う上記小当りプロセスフラグが更新された時点で（ステップＳ４４７）、この処理を終了
する。
【１２６７】
　ステップＳ４４２で第一Ｖ入賞口２００７又は第二Ｖ入賞口２００８に遊技球が進入し
て第一Ｖ入賞口センサ２５１４又は第二Ｖ入賞口センサ３００３により検知されていれば
、大当り遊技の開始までの待機時間をインターバルタイマにセットした後（ステップＳ４
４４）、小当り実行中フラグをリセットして大当り実行中フラグをセットする（ステップ
Ｓ４４５）。また第一Ｖ入賞口２００７及び第二Ｖ入賞口２００８への遊技球の受け入れ
に基づく大当り遊技状態開始時の演出の実行を指示するＶ入賞大当り開始コマンドをセッ
トし（ステップＳ４４６）、上記小当り開始処理（ステップＳ４１１）にプロセス移行さ
れるよう上記小当りプロセスフラグが更新された時点で（ステップＳ４４７）、この処理
を終了する。
【１２６８】
　このように、本例では役物入賞口２００６に遊技球が受け入れられると残留球カウンタ
の値を１加算し、役物入賞口２００６から遊技球が排出される毎に残留球カウンタの値を
１減算することで役物入賞装置２００６から排出されずに残留している遊技球の個数を把
握できるようになっている。また、小当り種別、言い換えると遊技球の振り分け先に応じ
て排出エラー報知を実行するまでの期間（想定最長期間）が異なるようにされ、第一アタ
リ通路２５３６を通った遊技球を第三振分装置２５５０に進入させることなしに第二Ｖ入
賞口２００８で受け入れる第三小当りでは、第三振分装置２５５０に遊技球を進入させて
クルーン２５５３内を旋回する第二小当りよりも排出エラー報知を実行するまでの期間（
想定最長期間）が短くされている。即ち、Ｖ入賞口に到達するまでの時間（距離）が短い
小当りの方が排出エラー報知を実行するまでの期間が短くされている。
【１２６９】
　役物入賞口２００６内には通常、遊技球は残留していない状態であるため、役物入賞口
２００６内に遊技球が残留している状態が長期間にわたって続く場合には何らかの異常（
エラー）が発生しているものと判別できる。また、役物入賞口２００６に入賞した遊技球
の個数よりも多くの遊技球の排出を検知した場合には役物入賞口２００６に不正に遊技球
を入賞させるような不正行為が行われている可能性があると判別できる。本例のパチンコ
機１ではこれらの異常や不正行為の発生を監視し、これらの疑いがある場合に排出エラー
報知を行うようになっている。
【１２７０】
　また、本例では役物入賞口２００６内に遊技球が残留しているか、又は役物入賞口２０
０６に入賞した遊技球よりも多くの個数の遊技球が排出されたことを検知したことにより
残留球カウンタが「０」でない場合に排出監視タイマがタイムアウトしたことに基づいて
排出エラー報知を行った後にも、遊技を停止させることなく主制御側タイマ割り込み処理
が実行される毎に小当り中処理を実行して残留球カウンタの値を監視し、残留球カウンタ
の値が「０」になっていれば、即ち正常な状態に戻った場合には、第一Ｖ入賞口２００７
及び第二Ｖ入賞口２００８への遊技球の進入を判別する状態へと自動的に復帰して小当り
遊技状態を終了させるようになっている。
【１２７１】



(220) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

　なお、本例では小当り中処理のステップＳ４４１で排出エラー報知を実行した後に、残
留球カウンタの値が「０」になっていない場合であっても、さらに重大な異常が発生した
場合にはこの重大な異常に関するエラー報知を優先して実行する。重大な異常としては、
例えば複数の磁気センサ２０１０のうちのいずれかにより遊技領域５ａ内において不正に
作用する磁気を検知したとき（磁気検出エラー報知）、電波照射を検知したとき（電波検
出エラー報知）、扉枠３が開放されたことを検知したとき（扉開放エラー報知）、等の不
正行為が行われている可能性が高い状態がある。このような重大な異常が発生した場合に
は小当り遊技状態におけるステップＳ４４１の排出エラー報知を終了してこれら重大な異
常に関わるエラー報知（磁気検出エラー報知、電波検出エラー報知、磁気検出エラー報知
等）を実行し、重大な異常に関わるエラー報知の終了後に再び小当り遊技状態におけるス
テップＳ４４１の排出エラー報知を再開するようにしてもよいし、重大な異常に関わるエ
ラー報知を小当り遊技状態におけるステップＳ４４１の排出エラー報知に上書きして実行
することで、小当り遊技状態におけるステップＳ４４１の排出エラー報知が演出表示装置
１６００における表示や、スピーカ６２２、３５４、４６２、４６４などの出力、遊技盤
５や扉枠３に設けられるランプ・ＬＥＤ等の点灯・点滅等に反映される（視認・視聴可能
に実行される）ことはないが（裏で実行して）、重大な異常に関わるエラー報知を行って
いる間にも時間の経過とともに排出エラー報知の内容を進行させ、重大な異常に関わるエ
ラー報知が終了した場合には進行した内容で排出エラー報知が視認や視聴されるように演
出表示装置１６００における表示や、スピーカ６２２、３５４、４６２、４６４などの出
力、遊技盤５や扉枠３に設けられるランプ・ＬＥＤ等の点灯・点滅等に反映させるように
してもよい（例えば小当り遊技状態におけるステップＳ４４１の排出エラー報知を開始し
てから５秒後に重大な異常に関わるエラー報知が開始されてこのエラー報知を３０秒間実
行した場合には、重大な異常に関わるエラー報知を終了した後に小当り遊技状態における
ステップＳ４４１の排出エラー報知を開始してから３５秒後の内容から再開させる）。
【１２７２】
　また、小当り中処理のステップＳ４３９で残留球カウンタが「１」以上の場合と、「０
」未満の場合と、で排出エラー報知の態様を異ならせるようにしてもよい。残留球カウン
タが「１」以上の場合には役物入賞口２００６に進入した遊技球が排出されていないとい
う軽微な異常を示すものに過ぎない一方で、残留球カウンタが「０」未満の場合には役物
入賞口２００６に遊技球が進入した個数以上の遊技球が排出されるという重大な異常を示
すものであり、不正に役物入賞口２００６内に遊技球を進入させている可能性がある。そ
のため、役物入賞口２００６に進入した遊技球が排出されていないという軽微な異常が発
生したときには排出エラー報知１として例えば図１６６に示すように演出表示装置１６０
０の一部の領域に「排出異常です。」等の表示を行ってスピーカ６２２、３５４、４６２
、４６４からは演出音を継続して出力することでエラー音の出力は行わないと共に、扉枠
３に設けられるＬＥＤの一部を部分的に発光させるようにし、遊技球が進入した個数以上
の遊技球が排出されるという重大な異常が発生したときには排出エラー報知２として例え
ば演出表示装置１６００の全領域に「不正発生！」等の表示を行うと共に、スピーカ６２
２、３５４、４６２、４６４からは演出音の音量を抑制してエラー音として「不正が行わ
れています。」と大音量で出力し、さらに扉枠３に設けられるＬＥＤの全部を発光させる
ことで扉枠３の全体を発光させることにより不正行為の発生を通知するようにしてもよい
。
【１２７３】
　また本例では第三振分誘導路２５５１の途中に設けられる第三振分検知センサ２５５２
の検出信号は周辺制御基板１５１０に入力され、第二小当り遊技状態で第二振分装置２５
４０によって第三振分誘導路２５５１に誘導された遊技球を第三振分誘導路２５５１の途
中に設けられている第三振分検知センサ２５５２で検知すると、周辺制御部１５１１は演
出表示装置１６１０、スピーカ６２２、３５４、４６２、４６４、遊技盤５や扉枠３に設
けられるランプ・ＬＥＤ等を制御して第三振分装置２５５０内のクルーン２５５３を旋回
する遊技球が第二Ｖ入賞口２００８と第三ハズレ口２５５６とのいずれに受け入れられる
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かを盛り上げる演出を実行するようになっている。
【１２７４】
　なお、第三振分誘導路２５５１の途中に設けられる第三振分検知センサ２５５２の検出
信号を主制御基板１３１０に入力するようにしてもよく、この場合には第三振分検知セン
サ２５５２のによる遊技球の検知に応じて異常発生の有無等を判別するようにしてもよい
。例えば、上記小当り中処理において小当り種別に応じて予定されているＶ入賞口やハズ
レ口とは異なるＶ入賞口やハズレ口で遊技球が検出された場合や、小当り種別に応じて予
定されているＶ入賞口やハズレ口とは異なるＶ入賞口やハズレ口で遊技球を検出する可能
性が生じた場合（小当り種別に応じて予定されている通路や入賞口とは異なる通路や入賞
口に遊技球が向かった場合）に、異常が発生したと判別して小当り中処理のステップＳ４
４１で振分エラー報知を実行するようにしてもよい。
【１２７５】
　具体的には、小当り種別に応じて予定されているＶ入賞口やハズレ口として、第一小当
りの場合には第一ハズレ口２５３５が予定され、第二小当りの場合には第二Ｖ入賞口２０
０８又は第三ハズレ口２５５６が予定され、第三小当りの場合には第一Ｖ入賞口２００７
が予定されている。そして、第一小当りの場合に小当り中処理で第一Ｖ入賞口２００７と
第二Ｖ入賞口２００８と第三ハズレ口２５５６のいずれかに遊技球が受け入れられたこと
を検知した場合、第二小当りの場合に小当り中処理で第一ハズレ口２５３５と第一Ｖ入賞
口２００７の一方に遊技球が受け入れられたことを検知した場合、第三小当りの場合に小
当り中処理で第一ハズレ口２５３５と第二Ｖ入賞口２００８と第三ハズレ口２５５６のい
ずれかに遊技球が受け入れられたことを検知した場合、には異常が発生したと判別して、
例えば図１６６に示すように演出表示装置１６００の全領域に「不正発生！」等の表示を
行うと共に、スピーカ６２２、３５４、４６２、４６４からは演出音の音量を抑制してエ
ラー音として「不正が行われています。」と大音量で出力し、さらに扉枠３に設けられる
ＬＥＤの全部を発光させることで扉枠３の全体を発光させることにより不正行為の発生を
通知する振分エラー報知を実行するようにしてもよい。この場合には不正行為の発生を直
ぐに報知することができ、不正行為を早期に発見することができる。
【１２７６】
　また、第二振分誘導路２５４１の途中に第二振分誘導路２５４１の内部を流通している
遊技球を検知する第二振分検知センサを備えて第二振分検知センサの検出信号を主制御基
板１３１０に入力するようにしてもよく、第一小当りの場合に小当り中処理で第一Ｖ入賞
口２００７と第二Ｖ入賞口２００８と第三ハズレ口２５５６のいずれかに遊技球が受け入
れられる可能性が生じた場合、即ち第二振分検知センサが遊技球を検知したことにより遊
技球が第二振分誘導路２５４１内に進入したと判別した場合、第二小当りの場合に小当り
中処理で第二振分検知センサが遊技球を検知したものの第三振分検知センサ２５５２で遊
技球を検知できないことにより第二振分誘導路２５４１内を通過する遊技球が第一Ｖ入賞
口２００７に向かっていると判別した場合、第三小当りの場合に小当り中処理で第二振分
検知センサが遊技球を検知した後に第三振分検知センサ２５５２で遊技球を検知したこと
により第二振分誘導路２５４１内を通過する遊技球が第三振分装置２５５０に向かってい
ると判別した場合、等の予定されているＶ入賞口やハズレ口とは異なるＶ入賞口やハズレ
口で遊技球を検出する可能性が生じた場合には異常が発生したと判別して振分エラー報知
を実行するようにしてもよい。この場合には不正行為が発生し得る状態となったときに報
知することができ、不正行為を早期に発見することができる。
【１２７７】
　なお、異常の度合い（不正レベル）に応じて振分エラー報知の態様を異ならせるように
してもよく、例えば第一小当りの場合に第二振分検知センサが遊技球を検知したことによ
り遊技球が第二振分誘導路２５４１内に進入したと判別した場合、や第二小当りの場合に
小当り中処理で第二振分検知センサが遊技球を検知したものの第三振分検知センサ２５５
２で遊技球を検知できないことにより第二振分誘導路２５４１内を通過する遊技球が第一
Ｖ入賞口２００７に向かっていると判別した場合には、異常の度合いが高いと判断して例
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えば演出表示装置１６００の全領域に「不正発生！」等の表示を行うと共に、スピーカ６
２２、３５４、４６２、４６４から「不正が行われています。」と大音量で出力すること
で不正行為の発生を報知し、第二小当りの場合に小当り中処理で第三小当りの場合に小当
り中処理で第二振分検知センサが遊技球を検知した後に第三振分検知センサ２５５２で遊
技球を検知したことにより第二振分誘導路２５４１内を通過する遊技球が第三振分装置２
５５０に向かっていると判別した場合には、異常の度合いが低いと判断して例えば演出表
示装置１６００の一部の領域に「排出異常です。」等の表示を行ってスピーカ６２２、３
５４、４６２、４６４の出力は行わないことで不正行為とは異なる異常の発生を報知する
ようにしてもよい。即ち、小当り種別に応じて予め設定されているＶ入賞口への遊技球の
進入割合よりも高い割合でＶ入賞口へ遊技球が進入する経路を遊技球が通過している場合
（実行している小当り種別に応じて予め設定されているＶ入賞期待度よりもＶ入賞期待度
が向上されている場合）には異常の度合いが高いと判断して不正行為が行われていること
を報知し、小当り種別に応じて予め設定されているＶ入賞口への遊技球の進入割合よりも
低い割合でＶ入賞口へ遊技球が進入する経路を遊技球が通過している場合（実行している
小当り種別に応じて予め設定されているＶ入賞期待度よりもＶ入賞期待度が低下されてい
る場合）には異常の度合いが低いと判断して不正行為とは異なる異常の発生を報知するよ
うにしてもよい。また、実行している小当り種別に応じて予め設定されているＶ入賞期待
度よりもＶ入賞期待度が低下する場合には遊技者自身は不利益を被るものの、遊技店側に
は損害が発生しないため、このような異常の度合いが低い場合には振分エラー報知を行わ
ないようにしてもよい。
【１２７８】
　また、小当り種別に応じて予定されているＶ入賞口やハズレ口とは異なるＶ入賞口やハ
ズレ口で遊技球が検出されたことや、小当り種別に応じて予定されているＶ入賞口やハズ
レ口とは異なるＶ入賞口やハズレ口で遊技球を検出する可能性が生じたことに基づいて振
分エラー報知を行っている期間に、上記小当り中処理で役物入賞口２００６に進入した遊
技球が排出されていないという軽微な異常が発生したと判別されても小当り種別に応じて
予定されているＶ入賞口やハズレ口とは異なるＶ入賞口やハズレ口で遊技球が検出された
ことや、小当り種別に応じて予定されているＶ入賞口やハズレ口とは異なるＶ入賞口やハ
ズレ口で遊技球を検出する可能性が生じたことに基づいて実行されている振分エラー報知
は終了させることなく、継続して実行される。ただし、上記小当り中処理で役物入賞口２
００６に進入した遊技球が排出されていないという軽微な異常が発生したと判別されたこ
とに基づく排出エラー報知１は視認・視聴可能な状態とはされないが、裏で実行されてお
り、時間の経過とともに排出エラー報知１の内容を進行させている。また、この場合に役
物入賞口２００６に進入した遊技球が排出されて残留球カウンタの値が「０」になると役
物入賞口２００６に進入した遊技球が排出されていないという軽微な異常が発生したと判
別されたことに基づく排出エラー報知１は終了する。このように、重大な異常が発生した
ことに基づいてエラー報知（この例では振分エラー報知）を行っている期間に、軽微な異
常が発生しても軽微な異常の発生に基づくエラー報知（この例では排出エラー報知１）が
視認・視聴可能に実行されることはない。ただし、重大な異常の発生に基づくエラー報知
（この例では振分エラー報知）の裏でひっそりと実行されており、軽微な異常が解消した
場合には軽微な異常の発生に基づくエラー報知（この例では排出エラー報知１）を終了さ
せるようになっている。
【１２７９】
　本例では小当り遊技状態や大当り遊技状態が発生していない状態においても、役物入賞
口センサ２５１３、第一Ｖ入賞口センサ２５１４、第一ハズレ口センサ２５１５、第二Ｖ
入賞口センサ３００３、第三ハズレ口センサ３００４による遊技球の検知を監視しており
、これらのいずれかで遊技球を検知した場合には不正行為が行われていると判断して不正
行為の発生を報知するようになっている。なお、小当り遊技状態や大当り遊技状態が発生
していない状態において、第二振分検知センサや第三振分検知センサ２５５２による遊技
球の検知を監視するようにしてもよく、第二振分検知センサや第三振分検知センサ２５５
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２のいずれで遊技球を検知した場合には異常の度合いが高い、即ち不正行為が行われてい
ると判断して不正行為の発生を報知するようにしてもよい。即ち、小当り遊技状態や大当
り遊技状態が発生していない状態では、Ｖ入賞口へ遊技球が進入する割合の程度（高低）
に関わらず、役物入賞口２００６内のいずれの通路を遊技球が通過していても不正行為が
行われていると判断して不正行為の発生を報知するようにしてもよい。
【１２８０】
　なお、上記した例ではステップＳ４４１で排出エラー報知を実行した場合や小当り種別
に応じて予定されているＶ入賞口やハズレ口とは異なるＶ入賞口やハズレ口で遊技球が検
出されたことや、小当り種別に応じて予定されているＶ入賞口やハズレ口とは異なるＶ入
賞口やハズレ口で遊技球を検出する可能性が生じたことに基づいて振分エラー報知を行っ
た場合に小当り中処理を繰り返し実行して残留球カウンタの値を監視するようにしたが、
残留球カウンタの値を監視することなく遊技の進行を停止させるようにしてもよい。また
、遊技の進行を停止させない場合であっても残留球カウンタの値を監視して残留球カウン
タの値が正常（「０」）になった場合に異常状態から自動的に復帰させて小当り遊技状態
を終了させないようにしてもよい。これにより異常の発生を確実に把握できるようになる
。
【１２８１】
　また、振分エラー報知を行った後、小当り種別に応じて予定されているＶ入賞口やハズ
レ口（正規の受入口）で遊技球が検出された場合や、小当り種別に応じて予定されている
ルート（正規のルート）を転動する遊技球を検出した場合（例えば第二小当りの場合に第
三振分検知センサ２５５２でを検知した場合）には、振分エラー報知を終了するようにし
てもよい。また、排出エラー報知を行った後、小当り種別に応じて予定されているＶ入賞
口やハズレ口（正規の受入口）で遊技球が検出された場合や、小当り種別に応じて予定さ
れているルート（正規のルート）を転動する遊技球を検出した場合（例えば第二小当りの
場合に第三振分検知センサ２５５２でを検知した場合）に排出エラー報知を終了するよう
にしてもよい。また、排出エラー報知を実行する起因となる排出監視タイマの計測値を、
小当り種別に応じて予定されているルート（正規のルート）を転動する遊技球を検出する
（例えば第二小当りの場合に第三振分検知センサ２５５２でを検知する）毎にリセットす
るようにしてもよく、この場合にはリセット後に再び排出監視タイマの計測を行って排出
監視タイマの計測値が実行中の小当り種別に応じた想定最長期間となった場合に排出エラ
ー報知を実行可能にすればよい。
【１２８２】
［１５－１．音量調節］
　音量調整スイッチは、電源投入後の所定期間（具体的には周辺制御部が初期設定処理（
ステップＳ１０００）及び現在時刻設定処理（ステップＳ１００２）を終了するまでの期
間）や特別図柄表示器（第一特別図柄表示器、第二特別図柄表示器）において特別図柄（
第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示を開始又は停止するときの一定期間（この例で
は周辺制御部にて変動パターンコマンドを受信してから装飾図柄の変動表示開始後に０．
５秒経過するまでや、周辺制御部にて停止表示コマンドを受信してから装飾図柄の確定表
示後に０．５秒経過するまで）を除き、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサ
イドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２とから流れる音楽や効
果音等の演出音の音量を、音量調整スイッチを回動操作することにより調節することがで
きるようになっている。音量調整スイッチは、上述したように、回動操作されることによ
り抵抗値が可変するようになっており、電気的に接続された周辺制御Ａ／Ｄコンバータ４
１５０ａｋが音量調整スイッチの回転位置における抵抗値により分圧された電圧を、アナ
ログ値からデジタル値に変換して、値０～値１０２３までの１０２４段階の値に変換して
いる。
【１２８３】
　本実施形態では、上述したように、１０２４段階の値を７つに分割して基板ボリューム
０～６として管理している。基板ボリューム０では消音、基板ボリューム６では最大音量
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に設定されており、基板ボリューム０から基板ボリューム６に向かって音量が大きくなる
ようにそれぞれ設定されている。基板ボリューム０～６に設定された音量となるように音
源ＩＣを制御して扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と
、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２とから音楽や効果音が流れるようになってい
る。このように、音量調整スイッチの回動操作に基づく音量調整により扉枠３側のトップ
中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピー
カ６２２とから音楽や効果音等の演出音が流れるようになっている。
【１２８４】
　また、本実施形態では、上述したように、音楽や効果音等の演出音のほかに、パチンコ
機１の不具合の発生やパチンコ機１に対する不正行為をホールの店員等に報知するための
報知音や、遊技演出に関する内容等を告知する（例えば、演出表示装置１６００に繰り広
げられている画面をより迫力あるものとして演出したり、遊技者にとって有利な遊技状態
に移行する可能性が高いこと告知したり等。）ための告知音も扉枠３側のトップ中央スピ
ーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２
とから流れるが、報知音や告知音は、音量調整スイッチの回動操作に基づく音量調整に全
く依存されずに流れる仕組みとなっており、消音から最大音量までの音量をプログラムに
より周辺制御ＩＣを制御して調整することができるようになっている。
【１２８５】
　このプログラムにより調整される音量は、上述した７段階に分けられた基板ボリューム
と異なり、消音から最大音量までを５段階に変化させることができるようになっている。
これにより、例えば、ホールの店員等が音量調整スイッチを回動操作して音量を小さく設
定した場合であっても、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４
６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２とから流れる音楽や効果音等の演出音
が小さくなるものの、パチンコ機１に不具合が発生しているときや遊技者が不正行為を行
っているときには大音量（本実施形態では、最大音量）に設定した報知音を流すことがで
きる。したがって、演出音の音量を小さくしても、報知音によりホールの店員等が不具合
の発生や遊技者の不正行為を気付き難くなることを防止することができる。
【１２８６】
　また上記したように本実施形態では、電源投入後の所定期間（具体的には周辺制御部が
初期設定処理（ステップＳ１０００）及び現在時刻設定処理（ステップＳ１００２）を終
了するまでの期間）や特別図柄表示器（第一特別図柄表示器、第二特別図柄表示器）にお
いて特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示を開始又は停止するときの一定
期間（この例では周辺制御部にて変動パターンコマンドを受信してから装飾図柄の変動表
示開始後に０．５秒経過するまでや、周辺制御部にて停止表示コマンドを受信してから装
飾図柄の確定表示後に０．５秒経過するまで）を除き、音量調整スイッチを回動操作する
ことにより音楽や効果音の演出音の音量を調節するようになっていることに加えて、電源
投入後の所定期間（具体的には周辺制御部が初期設定処理（ステップＳ１０００）及び現
在時刻設定処理（ステップＳ１００２）を終了するまでの期間）や特別図柄表示器（第一
特別図柄表示器、第二特別図柄表示器）において特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄
）の変動表示を開始又は停止するときの一定期間（この例では周辺制御部にて変動パター
ンコマンドを受信してから装飾図柄の変動表示開始後に０．５秒経過するまでや、周辺制
御部にて停止表示コマンドを受信してから装飾図柄の確定表示後に０．５秒経過するまで
）、さらに変動演出において設定された演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押
圧操作部３０３の操作期間（いわゆるボタン演出において演出操作ユニット３００の回転
操作部３０２や押圧操作部３０３の操作を受け付ける有効期間）等、を除き、演出操作ユ
ニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作することで音楽や効果音の演
出音の音量を調節することができるようになっている。具体的には電源投入後の所定期間
（具体的には周辺制御部が初期設定処理（ステップＳ１０００）及び現在時刻設定処理（
ステップＳ１００２）を終了するまでの期間）や特別図柄表示器（第一特別図柄表示器、
第二特別図柄表示器）において特別図柄（第一特別図柄、第二特別図柄）の変動表示を開
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始又は停止するときの一定期間（この例では周辺制御部にて変動パターンコマンドを受信
してから装飾図柄の変動表示開始後に０．５秒経過するまでや、周辺制御部にて停止表示
コマンドを受信してから装飾図柄の確定表示後に０．５秒経過するまで）、さらに変動演
出において設定された演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３の
操作期間（いわゆるボタン演出において演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押
圧操作部３０３の操作を受け付ける有効期間）等を除き、演出操作ユニット３００の回転
操作部３０２を回転操作すると、複数の目盛で構成されたインジケータが演出表示装置１
６００に表示されると共に、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２を回転操作する
ことで音楽や効果音の演出音の音量を変化させて所望の音量（最小音量の１から最大音量
の５までのいずれか）に調節することができる。
【１２８７】
　具体的には、演出操作ユニット３００の押圧操作部３０３を操作することなしに回転操
作部３０２を右回転させ、回転操作部３０２の回転量が所定の回転量に到達すると演出音
の音量が１段階上がった音量に変更され、演出操作ユニット３００の押圧操作部３０３を
操作することなしに回転操作部３０２を左回転させ、回転操作部３０２の回転量が所定の
回転量に到達すると演出音の音量が１段階下がった音量に変更される。
【１２８８】
　図１６７は、音量調整スイッチの回動操作や演出操作ユニット３００の回転操作部３０
２の回転操作に応じて扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６
４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から出力される演出音の音量をボリュー
ム５に設定されている状態で演出表示装置１６００において装飾図柄を変動表示する変動
演出が開始され、この変動演出の途中で演出操作ユニット３００の押圧操作部３０３が押
圧操作された場合と、その後に演出操作ユニット３００の回転操作部３０２が回転操作さ
れた場合の例を示すタイミング図である。
【１２８９】
　図１６７に示すように、演出表示装置１６００で実行される変動演出の途中で演出音の
音量をボリューム５からボリューム４に変更するために演出操作ユニット３００の押圧操
作部３０３を操作することなしに回転操作部３０２を左回転させ、回転操作部３０２の回
転量が所定の回転量に到達すると、演出音の音量がボリューム５から１段階下がってボリ
ューム４に変更され、この回転操作部３０２の回転操作に応じた変更が直ぐに扉枠３側の
トップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠
スピーカ６２２から出力される演出音に反映される。即ち、扉枠３側のトップ中央スピー
カ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２か
ら出力される演出音の音量を変更するために演出操作ユニット３００の回転操作部３０２
を回転操作したｔ１のタイミングでこの変更後の音量が扉枠３側のトップ中央スピーカ４
６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２からの
出力に反映されるようになっている。
【１２９０】
　また、演出表示装置１６００に表示されるインジケータは演出操作ユニット３００の回
転操作部３０２の回転操作に応じてその目盛を変化させるようになっている。これにより
、視覚を通じて現在の設定音量を判別できるようになっている。また、本例では演出操作
ユニット３００の回転操作部３０２の回転操作に応じて表示されるインジケータを、装飾
図柄等による演出演出が実行される演出表示装置１６００に表示する。また、このインジ
ケータは演出表示装置１６００に表示される画像の中でも最表面に表示される。本例では
演出表示装置１６００に表示されるインジケータを半透明に表示することでその背部で実
行される変動演出等の画像を認識できるようになっている。なお、装飾図柄等による変動
演出が実行される演出表示装置１６００とは異なるサブの表示装置を設けるようにしても
よく、この場合には演出操作ユニット３００の回転操作部３０２の回転操作に応じてイン
ジケータをサブの表示装置に表示するようにしてもよい。また、本例では回転操作部３０
２の操作終了から所定期間（例えば３ｓ）が経過すると演出表示装置１６００に表示され
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ているインジケータを消失させる。なお、回転操作部３０２が回転操作されたことに基づ
いて演出表示装置１６００にインジケータを表示した後、押圧操作部３０３が操作された
ことに基づいて演出表示装置１６００に表示されているインジケータを消失させるように
してもよい。なお、上記したインジケータは演出表示装置１６００の中央に表示されるも
のであってもよいし、演出表示装置１６００の表示領域のうち演出画像等と重ならない右
下表示領域等を区画し、この右下表示領域にインジケータを表示するようにしてもよい。
また、パチンコ機１の各種設定用の表示を行う表示装置を演出表示装置１６００とは別個
に設け、この表示装置にインジケータを表示するようにしてもよい。
【１２９１】
　また、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２を回転操作することでインジケータ
の目盛と音楽や効果音の演出音の音量とが変化すると、変化後の音量に応じた特定音（「
ピッ」等の電子音）が扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６
４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２とから出力されるようになっている。こ
れにより、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２を回転操作したときに音楽や効果
音の演出音が扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本
体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２とから出力されていなくても、扉枠３側のトップ
中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピー
カ６２２とから出力される特定音によって実際の音量を確認しながら音量を調節すること
ができる。なお、変動演出の実行中には特定音を出力しないようにしてもよい。即ち、変
動演出の実行中には変動演出の内容に応じた演出音が出力されるものであり、特定音を出
力させなくても実際の音量を確認することが可能であるためである。これにより、変動演
出中に変動演出の内容とは無関係の特定音が出力されることで実行中の変動演出が阻害さ
れて遊技興趣が低下することを抑止することができる。
【１２９２】
　この調節された音量は、周辺制御ＩＣの内蔵音源における複数のトラックのうち、音楽
や効果音等の演出音の音データが組み込まれたトラックに対して、サブボリューム値とし
て設定更新されて演出音の音量の調節に反映されるものの、上述した報知音や告知音の音
量に調節に反映されないようになっている。
【１２９３】
　このように、本実施形態では、音量調整スイッチを直接回動操作することにより音楽や
効果音の演出音の音量を調節する場合と、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や
押圧操作部３０３の操作に応じて音量調整スイッチによって調節された音量に対して所定
値を加算又は減算することによって、基板ボリュームの値を増やしたり、又は減らしたり
することにより音楽や効果音の演出音の音量を調節する場合と、の２つの方法がある。音
量調整スイッチは、周辺制御基板１５１０に実装されているため、本体枠４を外枠２から
必ず開放した状態にする必要がある。そうすると、音量調整スイッチを回動操作すること
ができるのは、ホールの店員だけとなる。ところが、ホールの店員が調節した音量では、
遊技者にとって小さく感じて音楽や効果音の演出音を聞き取り難い場合もあるし、遊技者
にとって大きく感じて音楽や効果音の演出音をうるさく感じる場合もある。そこで、パチ
ンコ機１の電源投入後に、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０
３を操作した場合には、音楽や効果音の演出音の音量を所望の音量に調節することができ
るようになっている。これにより、遊技者は所望の音量に音楽や効果音の演出音の音量を
調節することができるため、ホールの店員が調節した音量を小さく感じて音楽や効果音の
演出音を聞き取り難い場合には、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作
部３０３を操作して所望の音量まで大きくすることができるし、ホールの店員が調節した
音量を大きく感じて音楽や効果音の演出音をうるさく感じる場合には、演出操作ユニット
３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作して所望の音量まで小さくすること
ができる。
【１２９４】
　また、本実施形態では、パチンコ機１において遊技が行われていない状態が所定時間継



(227) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

続され、客待ち状態となって演出表示装置１６００によるデモンストレーションが繰り返
し行われると（例えば、１０回）、前回、パチンコ機１の前面に着座して遊技を行ってい
た遊技者が調節した音量がキャンセルされて、音量が初期化されるようになっている。こ
の音量の初期化では、ホールの店員が調節した音量、つまりホールの店員が音量調整スイ
ッチを直接回動操作して調節した音量となるようになっている。これにより、前回、パチ
ンコ機１の前面に着座して遊技を行っていた遊技者が調節した音量を小さく感じて音楽や
効果音の演出音を聞き取り難い場合には、今回、パチンコ機１の前面に着座して遊技を行
う遊技者が演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作して所
望の音量まで大きくすることができるし、前回、パチンコ機１の前面に着座して遊技を行
っていた遊技者が調節した音量を大きく感じて音楽や効果音の演出音をうるさく感じる場
合には、今回、パチンコ機１の前面に着座して遊技を行う遊技者が演出操作ユニット３０
０の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作して所望の音量まで小さくすることがで
きる。
【１２９５】
［１５－２．特定の周波数帯域の音量調節］
　本例のパチンコ機１では、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３
０３を操作した場合には、音量調整スイッチによって調節された音量に対して所定値を加
算又は減算することによって、基板ボリュームの値を増やしたり、又は減らしたりして音
楽や効果音の演出音の音量を調節することに加えて、特定の周波数帯域の音量を調節でき
るようになっている。具体的には、高音域（所定の周波数帯域以上）の音出力を抑制（消
音でもよい）できるようになっている。
【１２９６】
　即ち、電源投入後の所定期間（具体的には周辺制御部が初期設定処理（ステップＳ１０
００）及び現在時刻設定処理（ステップＳ１００２）を終了するまでの期間）や特別図柄
表示器（第一特別図柄表示器、第二特別図柄表示器）において特別図柄（第一特別図柄、
第二特別図柄）の変動表示を開始又は停止するときの一定期間（この例では周辺制御部に
て変動パターンコマンドを受信してから装飾図柄の変動表示開始後に０．５秒経過するま
でや、周辺制御部にて停止表示コマンドを受信してから装飾図柄の確定表示後に０．５秒
経過するまで）、さらに変動演出において設定された演出操作ユニット３００の回転操作
部３０２や押圧操作部３０３の操作期間（いわゆるボタン演出において演出操作ユニット
３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３の操作を受け付ける有効期間）等、を除き
、演出操作ユニット３００の押圧操作部３０３を押圧操作すると、パチンコ機１の様々な
環境（高音の出力の有無、扉枠３のＬＥＤの発光の有無等）を設定する環境変更モードを
行うための画面が演出表示装置１６００に表示されるようになっている。環境変更モード
を行うための画面では変更可能とされる環境（高音の出力の有無、扉枠３のＬＥＤの発光
の有無等）が一覧で表示され、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２でいずれかの
環境設定を選択した状態で押圧操作部３０３を操作することで当該環境設定を変更する処
理を実行可能となる。このように、環境変更モードの画面に従って演出操作ユニット３０
０の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作することで、特定の周波数帯域の音出力
を抑制したり、音量調整スイッチの回動操作や演出操作ユニット３００の回転操作部３０
２の回転操作に応じて設定されている音量で出力させたりできるようになっている。また
、環境変更モードの画面は演出表示装置１６００に表示される画像の中でも最表面に表示
されるものの、半透明に表示されることで背部の画像を認識できるようになっている。
【１２９７】
　具体的には、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２を回転操作することなしに押
圧操作部３０３を押圧操作すると、環境変更モードを行うための画面が演出表示装置１６
００に表示される。そして、回転操作部３０２を操作して特定の周波数帯域の音量調節を
選択している状態で押圧操作部３０３を押圧操作することで特定の周波数帯域の音出力を
抑制する状態と特定の周波数帯域の音出力を抑制しない状態との選択画面が表示され（例
えば音量設定用のミニキャラを表示すると共に、ミニキャラの吹き出し内に「高音域カッ



(228) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

トオン」又は「高音域カットオフ」を表示し、回転操作部３０２を所定の回転量だけ回転
操作する毎に表示を切り換える）、再び回転操作部３０２を操作して特定の周波数帯域の
音出力を抑制する状態と特定の周波数帯域の音出力を抑制しない状態との一方が選択され
た状態で押圧操作部３０３を押圧操作することで選択されている状態への変更が決定され
、決定画面が表示される（音量設定用のミニキャラの吹き出し内で「高音域のカット有り
ね」又は「高音域のカット無しね」のどちらかを表示する）。その後、所定期間（例えば
３ｓ）が経過すると演出表示装置１６００に表示されている決定画面を消失させることで
環境変更モードを終了する。なお、決定画面が表示された後、押圧操作部３０３が操作さ
れたことに基づいて演出表示装置１６００に表示されている決定画面を消失させるように
してもよい。なお、上記環境変更モードを行うための画面、選択画面、決定画面は演出表
示装置１６００の中央に表示されるものであってもよいし、演出表示装置１６００の表示
領域のうち演出画像や上記演出音の音量調節時のインジケータの表示と重ならない左下表
示領域等を区画し、環境変更モードを行うための画面と選択画面と決定画面とをこの左下
表示領域に表示するようにしてもよい。また、パチンコ機１の各種設定用の表示を行う表
示装置を演出表示装置１６００とは別個に設け、この表示装置に上記環境変更モードを行
うための画面、選択画面、決定画面を表示するようにしてもよい。
【１２９８】
　なお、演出操作ユニット３００の回転操作部３０２を回転操作することなしに押圧操作
部３０３を押圧操作することにより、環境変更モードを行うための画面が演出表示装置１
６００に表示された後に、回転操作部３０２を回転操作させても演出音の音量調節は無効
とされ、演出表示装置１６００にインジケータは表示されない。そして、環境変更モード
の終了後に演出操作ユニット３００の押圧操作部３０３を押圧操作することなしに回転操
作部３０２を回転操作すると演出音の音量調節が有効となって演出表示装置１６００にイ
ンジケータが表示されるようになる。
【１２９９】
　また、図１６７に示すように演出表示装置１６００で実行される変動演出の途中で特定
の周波数帯域の演出音の音量を音量調整スイッチの回動操作や演出操作ユニット３００の
回転操作部３０２の回転操作に応じて設定されている音量よりも抑制するために演出操作
ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作すると、これらの操作が完
了したｔ２のタイミングでは演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３
０３の操作に応じた変更が扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ
４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から出力される演出音に反映されな
い。そして、演出表示装置１６００で実行される変動演出が終了するｔ３のタイミング（
主制御ＭＰＵから装飾図柄の表示結果の導出表示を指示する停止表示コマンドを受信した
ことに基づいて装飾図柄を確定停止させたタイミング）で変動演出の途中に行われた演出
操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３の操作に応じた変更を反映さ
せる、即ち特定の周波数帯域の演出音の音量を音量調整スイッチの回動操作や演出操作ユ
ニット３００の回転操作部３０２の回転操作に応じて設定されている音量よりも抑制する
。
【１３００】
　なお、変動演出の途中で特定の周波数帯域の演出音の音量調節において回転操作部３０
２や押圧操作部３０３を完了したｔ２のタイミング以降では、特定の周波数帯域の演出音
の音量調節は無効とされる。そして、変動演出が終了するｔ３のタイミングで演出操作ユ
ニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３の操作に応じた特定の周波数帯域の
演出音の音量調節の変更が反映されると、特定の周波数帯域の演出音の音量調節が有効と
なる。また、本例では特定の周波数帯域の演出音の音量調節は無効とされる場合であって
も演出操作ユニット３００の回転操作部３０２を回転操作することなしに押圧操作部３０
３を押圧操作すると環境変更モードを行うための画面は演出表示装置１６００に表示され
るが、特定の周波数帯域の音量調節を選択することはできないようになっている。なお、
特定の周波数帯域の演出音の音量調節を無効とする期間では演出操作ユニット３００の回
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転操作部３０２を回転操作することなしに押圧操作部３０３を押圧操作しても環境変更モ
ードを行うための画面を演出表示装置１６００に表示させないようにしてもよい。
【１３０１】
　このように、本例のパチンコ機１では演出表示装置１６００で実行される変動演出の途
中で特定の周波数帯域の演出音の音量を調節するために演出操作ユニット３００の回転操
作部３０２や押圧操作部３０３を操作した場合には、これら操作に応じた変更を直ぐに反
映させることなく、演出表示装置１６００で実行されている変動演出の終了後に反映させ
るようになっている。通常、変動演出の開始から終了まではその変動演出の内容に応じた
演出音が扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠
４の低音用の本体枠スピーカ６２２から連続的に出力されるため、変動演出の途中で特定
の周波数帯域の演出音の音量を調節する場合には（連続的に出力されている演出音が一瞬
途切れて、その後に特定の周波数帯域の音量の抑制された演出音又は特定の周波数帯域の
音量の抑制されていない演出音の出力が再開される等により）遊技者に違和感を与えるお
それがある。
【１３０２】
　本例のパチンコ機１では変動演出の途中で特定の周波数帯域の演出音の音量を調節する
ために演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３が操作された場合
に、変動演出が終了するまではこの操作に応じた変更を反映させることなしに変動演出の
終了後に反映させることで、変動演出中に連続的に流れる演出音については事前に設定さ
れている内容で出力し、変動演出が終了して当該変動演出の内容に応じて連続的に流れて
いた演出音の出力が停止した後に演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作
部３０３の操作による特定の周波数帯域の音量調節を反映させた演出音を出力可能にする
ため、遊技者に違和感を与えない。即ち、演出音が連続的に出力されている変動演出中に
は特定の周波数帯域の音量調節を反映させずに、この連続的に出力されていた演出音が停
止して、次の演出音を出力するまでの切り替えタイミングで反映させることで、調節に応
じた演出音の変更を違和感なく行うことができる。
【１３０３】
　一方、変動演出の行われていない期間に特定の周波数帯域の演出音の音量を調節するた
めに演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３が操作された場合に
は、この操作に応じた変更が直ぐに反映されて特定の周波数帯域の音量の調節された演出
音が扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の
低音用の本体枠スピーカ６２２から出力される。
【１３０４】
　このように、変動演出中における演出音の音量調節については直ぐに反映させる一方で
、特定の周波数帯域の演出音の音量調節については直ぐに反映させないようになっている
。即ち、演出音の変更により遊技者に違和感を与えるなどの実行中の変動演出で予定され
ている演出に悪影響を及ぼし得る音関連情報については変動演出中の変更を禁止して演出
効果の低下を抑止するようになっている。
【１３０５】
　また、特定の周波数帯域の音量調節を直ぐに反映させない場合にはその旨を演出表示装
置１６００に表示することにより遊技者に通知するようにしてもよい。例えば、変動演出
の途中で特定の周波数帯域の演出音の音量を調節するために演出操作ユニット３００の回
転操作部３０２や押圧操作部３０３が操作された場合に、特定の周波数帯域の音量調節は
直ぐに反映させないものの、演出表示装置１６００に音量設定用のミニキャラを表示して
このミニキャラの吹き出し内に「ちょっと待ってね」等の待機表示を行うことで特定の周
波数帯域の演出音の音量を調節するための演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や
押圧操作部３０３の操作を正常に受け付けていることを遊技者に通知するようにしてもよ
い。また、特定の周波数帯域の演出音の音量を調節するための演出操作ユニット３００の
回転操作部３０２や押圧操作部３０３の操作を正常に受け付けていることを遊技者に通知
する待機表示を、特定の周波数帯域の音量調節を反映させるタイミングまでの残り時間に
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応じて変化させるようにしてもよく、例えば演出表示装置１６００に音量設定用のミニキ
ャラを表示してこのミニキャラの吹き出し内に「ちょっと待ってね」等の待機表示１を行
って特定の周波数帯域の演出音の音量を調節するための演出操作ユニット３００の回転操
作部３０２や押圧操作部３０３の操作を正常に受け付けていることを遊技者に通知した後
、特定の周波数帯域の音量調節を反映させるタイミングまでの残り時間が所定時間となっ
た場合に、演出表示装置１６００に音量設定用のミニキャラを表示してこのミニキャラの
吹き出し内にて「３」、「２」、「１」などのカウントダウンを行う待機表示２を行うよ
うにしてもよい。さらに、特定の周波数帯域の演出音の音量を調節するタイミングに到達
した場合に、その旨を通知するようにしてもよく、例えば演出表示装置１６００に音量設
定用のミニキャラを表示してこのミニキャラの吹き出し内に「選択反映開始！」等の反映
表示を行うようにしてもよい。
【１３０６】
　また、上記した例では特定の周波数帯域の音量調節として、特定の周波数帯域の音量が
抑制されないイコライザ設定Ａと、特定の周波数帯域の音量が抑制されるイコライザ設定
Ｂと、が予めイコライザの設定パターンとして記憶されており、上記特定の周波数帯域の
演出音の音量調節が行われることでイコライザ設定Ａとイコライザ設定Ｂとを切り換える
ことにより、特定の周波数帯域の音量が抑制されない状態と、特定の周波数帯域の音量が
抑制された状態と、の二段階（オンとオフ）に切り替えるようになっている。なお、特定
の周波数帯域の音量の抑制度合いの異なる複数のイコライザ設定をイコライザの設定パタ
ーンとして予め記憶し、これら複数のイコライザ設定を切り替えることで、特定の周波数
帯域の音量の抑制度合いが異なる複数の状態に切り替えるようにしてもよい。例えば、特
定の周波数帯域の音量が抑制されないイコライザ設定Ａと、特定の周波数帯域の音量が消
音されるイコライザ設定Ｂと、特定の周波数帯域の音量が音量調整スイッチの回動操作や
演出操作ユニット３００の回転操作部３０２の回転操作に応じて設定されている音量の半
分の音量に抑制されるイコライザ設定Ｃ（例えば設定されている音量がボリューム６であ
ればボリューム３に変更）と、を予めイコライザの設定パターンとして記憶し、上記特定
の周波数帯域の演出音の音量調節が行われることでイコライザ設定Ａとイコライザ設定Ｂ
とイコライザ設定Ｃとのいずれかに切り替えることにより、特定の周波数帯域の音量が抑
制されない状態と、特定の周波数帯域の音量を消音させた状態と、特定の周波数帯域の音
量を音量調整スイッチの回動操作や演出操作ユニット３００の回転操作部３０２の回転操
作に応じて設定されている音量の半分の音量に抑制した状態と、の三段階に切り替え可能
となるようにしてもよい。これにより、様々な遊技者の嗜好に合った設定を行うことがで
きるようになる。
【１３０７】
　また、特定の周波数帯域の演出音は上記したものに限らず、音声の周波数帯域や低音域
等も含まれるものであり、例えば変動演出中にキャラクタなどから発せられるセリフの音
量を調節できるようにしてもよいし（複数のキャラクタがある場合には一括して調節する
ものでもよいし、個々に調節するものでもよい）、低音域の音量を調節できるようにして
もよい。また、大当り確定を報知するための演出音（確定音）や賞球払い出し時の払い出
し音等についても調節できるようにしてもよい。また、特定の周波数帯域として複数の周
波数帯域の音量を調節できるようにしてよく、例えば高音域と低音域との両方の音量を調
節するようにしてもよい。この場合、高音域と低音域とのそれぞれをまとめて調節するよ
うにしてもよいし（例えば高音域を抑制しない状態と抑制する状態との一方に切り替える
操作と低音域を抑制しない状態と抑制する状態との一方に切り替える操作とを一回の操作
でまとめて行う）、各々調節する（例えば高音域を抑制しない状態と抑制する状態との一
方に切り替える操作と低音域を抑制しない状態と抑制する状態との一方に切り替える操作
とを別々に行う）ようにしてもよい。即ち複数の設定モード（高音カット、払出音カット
、大当り確定音カットなど）のうちのいずれかを遊技者が選択できるようにしてもよい。
これにより、様々な遊技者の嗜好に合った設定を行うことができるようになる。
【１３０８】
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　また、大当り遊技状態中や小当り遊技状態中等において連続的な演出音を出力するよう
な場合に、上記演出音の音量調節については扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トッ
プサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２からの出力に直ぐ
に反映させる一方、特定の周波数帯域の音量調節については大当り遊技状態及び小当り遊
技状態の終了後に反映させるようにしてもよい。これにより連続的な演出音の出力が停止
して、次の演出音を出力するまでの切り替えタイミングで特定の周波数帯域の音量調節を
扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音
用の本体枠スピーカ６２２からの出力に反映させることで、調節に応じた演出音の変更を
違和感なく行うことができる。なお、大当り遊技状態中や小当り遊技状態中は変動演出に
比べて遊技者の演出内容に対する注目度は落ちるため、特定の周波数帯域の音量調節につ
いても上記演出音の音量調節と同様に扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイ
ドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２からの出力に直ぐに反映
させるようにしてもよい。
【１３０９】
　また、時短状態中等の通常状態とは異なる遊技状態において連続的な演出音を出力する
ような場合に、上記演出音の音量調節については扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、
トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２からの出力に
直ぐに反映させ、特定の周波数帯域の音量調節については変動演出の途中で特定の周波数
帯域の演出音の音量を調節するために演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧
操作部３０３が操作された場合に、変動演出が終了するまではこの操作に応じた変更を反
映させることなしに変動演出の終了後に反映させ、変動演出が行われていないときに特定
の周波数帯域の演出音の音量を調節するために演出操作ユニット３００の回転操作部３０
２や押圧操作部３０３が操作された場合に扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップ
サイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２からの出力に直ぐに
反映させるようにしてもよい。即ち、変動演出という遊技者の最も注目する演出の実行中
には特定の周波数帯域の音量調節を反映させることなく、変動演出の終了後に反映させる
ことで遊技者があまり注目していないときに特定の周波数帯域の音量調節を反映させて調
節に応じた演出音の変更を違和感なく行うことができるようにしてもよい。
【１３１０】
　なお、特定の周波数帯域の音量調節を反映させた場合であっても扉枠３側のトップ中央
スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６
２２から実際に演出音が出力されるまでは変更後の演出音の出力は行われない。そのため
、変動演出の途中で特定の周波数帯域の演出音の音量を調節するために演出操作ユニット
３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３が操作された場合に、変動演出の終了後に
特定の周波数帯域の音量調節を反映させても、変更後の演出音は次の変動演出の開始後に
扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音
用の本体枠スピーカ６２２から出力される。即ち、次回の変動演出を開始するための抽選
処理（当り判定抽選等）が行われた後に実際の出力が行われるようになる。同様に、演出
表示装置１６００においてデモンストレーションが行われている期間に特定の周波数帯域
の演出音の音量を調節するために演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作
部３０３が操作された場合には、特定の周波数帯域の演出音の音量調節を直ぐに反映させ
るものの、デモンストレーションとして演出音の出力がなされないものであれば次の変動
演出が開始されるまでは変更後の演出音は扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップ
サイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から出力されずに、
変動演出の開始後に出力される。
【１３１１】
　また、特定の周波数帯域の音量調節は演出音の音量が初期化されるときに同時に初期化
されるようになっている。即ち、パチンコ機１において遊技が行われていない状態が所定
時間継続され、客待ち状態となって演出表示装置１６００によるデモンストレーションが
繰り返し行われると（例えば、１０回）、前回、パチンコ機１の前面に着座して遊技を行
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っていた遊技者が調節した音量がキャンセルされて、音量が初期化されると同時に特定の
周波数帯域の音量調節も初期化（特定の周波数帯域の音量が抑制されていない状態）され
るようになっている。
【１３１２】
　また、報知音が大音量（最大音量でもよい）で出力されるエラー報知の実行中に特定の
周波数帯域の演出音の音量を調節するために演出操作ユニット３００の回転操作部３０２
や押圧操作部３０３が操作された場合には、エラー報知の起因となった異常の度合い（不
正レベル）に応じて特定の周波数帯域の音量調節を報知音に反映させるか否かを適宜設定
するようにしてもよい。
【１３１３】
　例えば、図１６８に示すように皿ユニット２００の下皿２０２内が遊技球で一杯になっ
ていることが満タン検知センサ１５４によって検知されたような軽微な異常（満タンエラ
ー）が発生したときに実行される満タンエラー報知中に特定の周波数帯域の音量を調節す
るために演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３を操作したとき
には、直ぐに特定の周波数帯域の音量調節を報知音に反映させ、特定の周波数帯域の音量
の調節後に軽微な異常（満タンエラー）が発生したときには特定の周波数帯域の音量調節
を報知音に反映させた状態を継続させ、扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサ
イドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から変更後の報知音を
出力するようにしてもよい。本例では満タンエラー報知として扉枠３側のトップ中央スピ
ーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４から出力される音声（例えば「球を抜いてくだ
さい！」等）が特定の周波数帯域の音量調節を反映させたものに変更される（例えば特定
の周波数帯域の音量を抑制していない場合には女性の声で出力し、特定の周波数帯域の音
量を抑制している場合には男性の声で出力する）。
【１３１４】
　一方、図１６９に示すように扉枠３が開放されたことを検知したような重大な異常（扉
開放エラー）が発生したときに実行される扉開放エラー報知中に特定の周波数帯域の音量
を調節するために演出操作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３が操作
されたときや特定の周波数帯域の音量の調節後に重大な異常（扉開放エラー）が発生した
ときには、特定の周波数帯域の音量調節を報知音に反映させないようにしてもよい。本例
では扉開放エラー報知として扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピー
カ４６４から出力される音声（例えば「扉が開いています！」等）の特定の周波数帯域に
おける音量調節が可能とされているものの（例えば特定の周波数帯域の音量を抑制してい
ない場合には女性の声で出力し、特定の周波数帯域の音量を抑制している場合には男性の
声で出力する）、重大な異常が発生したときには特定の周波数帯域における音量調節を無
効として特定の周波数帯域の音量が抑制されていない報知音を出力する。
【１３１５】
　即ち、図１６８に示すように皿ユニット２００の下皿２０２内が遊技球で一杯になって
いることが満タン検知センサ１５４によって検知されたような軽微な異常（満タンエラー
）発生時の満タンエラー報知中には、音量を調節するために演出操作ユニット３００の回
転操作部３０２の回転操作した場合に、当該操作については有効なものとして受け付ける
もののこの音量調節を報知音には反映させない一方で、特定の周波数帯域の音量調節につ
いては報知音に反映させて扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイドスピーカ
４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から変更後の報知音を出力する。ま
た、図１６９に示すように扉枠３が開放されたことを検知したような重大な異常（扉開放
エラー）発生時の扉開放エラー報知中には、音量を調節するために演出操作ユニット３０
０の回転操作部３０２の回転操作した場合に、当該操作については有効なものとして受け
付けるもののこの音量調節を報知音には反映させないだけでなく、特定の周波数帯域の音
量調節についても報知音に反映させないようになっている。このようにエラー報知の起因
となった異常の度合い（不正レベル）に応じて特定の周波数帯域の音量調節を報知音に反
映させるか否かを適宜設定することで、重大な異常については確実に発見できるようにな
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る。
【１３１６】
　また、図１６９に示すように特定の周波数帯域の音量を抑制するように演出操作ユニッ
ト３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３が操作されて扉枠３側のトップ中央スピ
ーカ４６２、トップサイドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２
から変更後の演出音が出力されている状態で、重大な異常が発生した場合には環境変更モ
ードや演出操作ユニット３００の操作に応じた特定の周波数帯域の音量調節を行うことな
く、特定の周波数帯域の音量の抑制を強制的に解除（オフ）し、特定の周波数帯域の音量
が抑制されていない報知音が出力される。上記したように報知音は所定期間（例えば、９
０秒）だけ出力され、報知音の停止後に演出音の出力を再開する場合には、環境変更モー
ドや演出操作ユニット３００の操作に応じた特定の周波数帯域の音量調節を行うことなく
、強制的に解除された特定の周波数帯域の音量の抑制が再び設定（オン）されて特定の周
波数帯域の音量の抑制された演出音が扉枠３側のトップ中央スピーカ４６２、トップサイ
ドスピーカ４６４と、本体枠４の低音用の本体枠スピーカ６２２から出力されるようにな
っている。
【１３１７】
　このように、本例のパチンコ機１では特定の周波数帯域の音量調節を可能にし、演出操
作ユニット３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３の操作による特定の周波数帯域
の音量調節を反映させた演出音や報知音を直ぐに出力可能にする場合と、演出操作ユニッ
ト３００の回転操作部３０２や押圧操作部３０３の操作による特定の周波数帯域の音量調
節を直ぐに演出音の出力に反映させることなしにタイミングを遅らせて変更後の演出音や
報知音を出力可能にする場合と、をパチンコ機１の状態（遊技状態やエラー状態等）に応
じて適宜設定している。これにより、演出効果の低下を抑制したり、重大な異常を確実に
発見できるようになる。
【１３１８】
［１６．当選確率等の設定変更］
　上記パチンコ機１において、大当りや小当り等の確率等の設定値を変更できるようにし
てもよい。以下、変形例として大当りや小当り等の確率等の設定値を変更可能にしたもの
について説明する。
【１３１９】
　本例のパチンコ機１では、パチンコ機１の背面側の基板ユニット６２０にパチンコ機の
遊技性能を設定するための設定基板を有している。設定基板は、基板ユニット６２０の払
出制御基板６３３と接続されており、払出制御部６３３ａが設定基板に設けられる各スイ
ッチの操作状態を取得して、設定又は選択された設定値を表示する設定表示器を制御する
。
【１３２０】
　設定基板には、パチンコ機１の動作モードを設定変更モードに変更するための設定キー
、設定値を変更するための設定変更スイッチ、変更された設定値を確定入力するための設
定確定スイッチ、及び、設定又は選択された設定値を表示する設定表示器が設けられ、設
定変更の操作を受け付ける設定変更操作部として機能する。上記したように設定基板はパ
チンコ機１の背面側の基板ユニット６２０に設けられ、遊技店において遊技島に複数のパ
チンコ機１が列設された状態では、本体枠４を外枠２から開放させることにより設定変更
の操作が可能になる。
【１３２１】
　本実施例では、設定基板上の設定キー、設定変更スイッチ及び設定確定スイッチの操作
信号は、払出制御部６３３ａに取り込まれる。また、設定表示器は、払出制御部６３３ａ
によって制御される。確定した設定は、払出制御部６３３ａから主制御基板１３１０に送
信され、主制御ＭＰＵは特別抽選等で用いられるテーブル（当り判定テーブル、大当り図
柄決定テーブル、小当り図柄決定テーブル等）として設定に応じたテーブルを選択する。
なお、特別抽選等で用いられるテーブルは設定毎に設けられ、各テーブルは少なくとも一
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部の値が異なるように設定されている。
【１３２２】
　具体的には、図１７０に示すように本例では、「大当り確率」、「小当り確率」、「小
当り種別」、「普通図柄当り確率」、及び「普図当り種別に応じた第二始動口の開閉パタ
ーン」が設定値１～設定値６のそれぞれに対応して設定されている。
【１３２３】
　また、大当り確率（当り判定テーブルのうち大当りに当選したことを示す大当り判定値
の割合）は設定値毎に異なる値が設定され、設定値１で「３１９分の１」、設定値２で「
３０９分の１」、設定値３で「２９９分の１」、設定値４及び設定値６で「２７９分の１
」、設定値５で「２８９分の１」となっている。この例では、設定値１～設定値５では設
定値が高くなる程に大当り確率が高くなるようにされるものの、最も設定値の高い設定値
６では設定値５よりも大当り確率が低くされている。なお、大当り確率を設定値に比例し
て向上させるようにしてもよく、この場合には設定値１～設定値６で設定値が高くなるほ
どに大当り確率が高くなるように設定すればよい。
【１３２４】
　また、小当り確率（当り判定テーブルのうち小当りに当選したことを示す小当り判定値
の割合）は設定値毎に異なる値が設定され、第一特別図柄の特別抽選に用いられるテーブ
ルでは、設定値１～設定値４までは「１００分の１」、設定値５及び設定値６で「９０分
の１」とされ、第二特別図柄の特別抽選に用いられるテーブルでは、設定値１～設定値５
までは「１００分の５０」、設定値６で「１００分の６６」とされている。本例では高設
定値（設定値５や設定値６）の場合には他の設定値（低設定値）よりも小当り確率を高め
ることで間接的に大当り遊技状態の発生頻度を増大させるようになっている。このように
、第一特別図柄の特別抽選に用いられるテーブルでは、小当り確率を設定値に応じて変化
させることで通常状態時には小当りの当選頻度によって設定値を推測させる一方、第二特
別図柄の特別抽選に用いられるテーブルでは小当り確率を全設定値で略同一とすることで
時短状態時には純粋に時短状態の継続（連ちゃん）を楽しませるようにしている。
【１３２５】
　また、主に通常状態時に実行される第一特別図柄の特別抽選に用いられるテーブルでは
設定値５及び設定値６の小当り確率を設定値１～設定値４よりも高く設定しているのに対
し、主に時短状態時に実行される第二特別図柄の特別抽選に用いられるテーブルでは設定
値６の小当り確率だけが設定値１～設定値５よりも高く設定される。そのため、設定値４
と設定値５では通常状態時に実行される第一特別図柄の特別抽選においては異なる小当り
確率で抽選が行われるものの、時短状態時に実行される第二特別図柄の特別抽選において
は同一の確率で小当り抽選が行われるようになっている。ただし、大当り確率や後述する
小当り種別の決定割合が設定値４よりも設定値５の方が高くなるように設定され、全体と
して設定値５の方が設定値４よりも有利になるようにされている。
【１３２６】
また、通常状態時の大当り確率は高い一方で小当り確率は低いことで、設定値４のように
時短状態に移行制御される契機としての当りが「大当り」である可能性が高い一方で「小
当り」を介して大当りとなる可能性が低い遊技と、設定値５のように時短状態に移行制御
される契機としての当りが「大当り」である可能性が低い一方で「小当り」を介して大当
りとなる可能性が高い遊技と、を設定値の変更によって実現でき、時短状態に移行制御さ
れる契機としての当りの種類に応じて設定値を推測させる新たなゲーム性を提供すること
ができる。
【１３２７】
　なお、小当り確率を設定値に比例して向上させるようにしてもよく、この場合には設定
値１～設定値６で設定値が高くなるほどに小当り確率が高くなるように設定すればよい。
また、設定値１～設定値６のうち一部の設定値に応じた小当り確率を、この一部の設定値
よりも低設定値のいずれかの設定値に応じた小当り確率よりも低くするようにしてもよい
。例えば、設定値４の小当り確率として１００分の１とし、設定値４よりも低設定値の設



(235) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

定値３の小当り確率として９０分の１としてもよい。この場合には小当りとなった場合に
有利な小当り種別（本例では第三小当り）に決定される割合を設定値３よりも設定値４の
方が高くなるように設定することで設定値３よりも設定値４の方が有利な状態となるよう
にしてもよい。
【１３２８】
　また、上記特別抽選（当り判定処理（ステップＳ３０５））の結果、小当りとすること
に決定されたことに基づいて小当り種別を決定する場合の決定割合も（小当り図柄決定テ
ーブルに設定される選択割合）、設定値毎に異なる値が設定されている。本例では、第一
特別図柄の特別抽選結果として小当りとすることに決定された場合に、設定値１～設定値
３では１０分の９の割合で第二小当りに決定されて１０分の１の割合で第三小当りに決定
され、設定値４及び設定値５では１０分の８の割合で第二小当りに決定されて１０分の２
の割合で第三小当りに決定され、設定値６では１０分の１の割合で第一小当りに決定され
て１０分の６の割合で第二小当りに決定されて１０分の３の割合で第三小当りに決定され
るようになっている。
【１３２９】
　また第二特別図柄の特別抽選結果として小当りとすることに決定された場合に、設定値
１及び設定値２では１０分の３の割合で第一小当りに決定され、１０分の６の割合で第二
小当りに決定され、１０分の１の割合で第三小当りに決定され、設定値３及び設定値４で
は１０分の２の割合で第一小当りに決定され、１０分の６の割合で第二小当りに決定され
、１０分の２の割合で第三小当りに決定され、設定値５及び設定値６では１０分の１の割
合で第一小当りに決定され、１０分の６の割合で第二小当りに決定され、１０分の３の割
合で第三小当りに決定されるようになっている。
【１３３０】
　また、上記したように第一小当りは役物入賞口２００６に受け入れられた遊技球を第一
ハズレ口２５３５に誘導するものであり、大当り遊技状態の発生可能性がない、又は大当
り遊技状態の発生可能性が極めて低いものである。そして、本例では第一特別図柄の特別
抽選結果として小当りとすることに決定された場合には、設定値が６の場合にだけ第一小
当りが選択されて他の設定値（設定値１～設定値５）では選択されないようにすることで
、通常状態という時短状態に比べて遊技者に不利な状態では小当りとなった場合に設定値
１～設定値５であれば必ず大当り遊技状態の発生可能性を有する第二小当りか又は第三小
当りを発生させて大当り遊技状態への期待を抱かせつつ、小当り遊技状態を実行させるこ
とができる。即ち、設定値１～設定値５の場合に通常状態という時短状態よりも遊技者に
不利な状態で小当りとなった場合に大当り遊技状態への期待を抱きつつ小当り遊技状態に
注目したものの、役物入賞口２００６に受け入れられた遊技球が全て第一ハズレ口２５３
５に誘導されてしまい、大当り遊技状態の発生の可能性が全くないことを認識すると遊技
者の落胆が大きくなるが、少なくとも大当り遊技状態の発生可能性を有する第二小当りか
又は第三小当りを発生させることで小当り遊技状態中は大当り遊技状態への期待を抱かせ
て注目させることができ、遊技興趣の低下を抑止できる。一方、設定値６の場合には第一
小当りが選択される場合があるものの、通常状態で第一小当りが実行されることにより最
高設定値である設定値６であることを判別できるため、第一小当りに当選した落胆以上の
喜びを遊技者に与えることができ、遊技興趣の低下を抑止できる。
【１３３１】
　また、第二特別図柄の特別抽選結果として小当りとすることに決定された場合には第一
小当りが選択されるようになっている。時短状態では通常状態よりも小当り確率が高めら
れることで小当り遊技状態の実行頻度が高い。そのため、第一小当りが実行されて役物入
賞口２００６に受け入れられた遊技球が全て第一ハズレ口２５３５に誘導され、大当り遊
技状態の発生の可能性が全くないことを認識されたとしても遊技者を落胆させない。また
、第二特別図柄の特別抽選結果として小当りとすることに決定された場合に、低設定値（
設定値１や設定値２）では第一小当りの決定割合を高め、高設定値では第一小当りの決定
割合を低下されるようになっている。即ち、高設定値では低設定値に比べて第二特別図柄
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の特別抽選結果として小当りとすることに決定された場合に遊技者に不利な小当り種別に
決定される割合が低くされ、これによって高設定値では低設定値よりも遊技者に有利とな
るようになっている。
【１３３２】
　また、上記したように第三小当りは役物入賞口２００６に受け入れられた遊技球を第一
Ｖ入賞口２００７に誘導するものであり、第三小当りに決定されることは大当りに当選し
たことと略同様の状態である。つまり、第三小当りの決定割合が高くなるということは大
当りの当選確率が高くなるものと同義であり、本例では高設定値（設定値５や設定値６）
では第三小当りの決定割合を高めることで間接的に大当り遊技状態の発生確率を向上させ
ている。
【１３３３】
　また、普通抽選の当選確率（普通図柄当り判定用乱数のうち普通当りであることを示す
普通図柄当り判定値の割合）は設定値毎に異なる値が設定され、設定値１～設定値５では
「２分の１」とされ、設定値６では「１分の１」とされている。そのため、設定値６では
普通入賞口２００３に遊技球が受け入れられて普通抽選が行われると、必ず第二始動口扉
２４１１が前進して第二始動口２００４へ遊技球を受け入れ可能な状態になるものであり
、他の設定値よりも遊技者に有利な状態となっている。
【１３３４】
　また、本例では普通抽選結果として普通当りとすることに決定した場合には、普通図柄
当りＡ（普図当り図柄Ａ）と普通図柄当りＢ（普図当り図柄Ｂ（普図当り図柄Ｂ１～普図
当り図柄Ｂ５））と普通図柄当りＣ（普図当り図柄Ｃ）との複数の普通図柄当り種別の中
からいずれかに決定するようになっており、決定した普通図柄当り種別に応じた態様（普
図当り図柄Ａ、普図当り図柄Ｂ、普図当り図柄Ｃ）を普通図柄表示器に導出表示するよう
になっている。また第二始動口扉２４１１の開閉態様を設定値毎に異ならせている。具体
的には、通常状態時に普通図柄当りＡとなった場合には全設定値（設定値１～設定値６）
で「０．１ｓ開放を１回実行する」開閉態様を実行し、時短状態時に普通図柄当りＡとな
った場合には全設定値（設定値１～設定値６）で「６ｓ開放を１回実行する」開閉態様を
実行し、通常状態時に普通図柄当りＢとなった場合には奇数設定値（設定値１、設定値３
、及び設定値５）で「０．１ｓ開放を２回実行する」開閉態様を実行し、偶数設定値（設
定値２、設定値４、設定値６）で「０．１ｓ開放を１回実行する」開閉態様を実行し、時
短状態時に普通図柄当りＢとなった場合には設定値１～設定値３までは「６ｓ開放を１回
実行する」開閉態様を実行し、設定値４及び設定値５では「３ｓ開放を２回実行する」開
閉態様を実行し、設定値６では「３ｓ開放を１回実行する」開閉態様を実行する。
【１３３５】
　また、設定値１～設定値５の場合には普通図柄当り種別として普通図柄当りＡと普通図
柄当りＢとの二種類の普通図柄当り種別の中から一方に決定されるものであるのに対し、
設定値６の場合には普通図柄当り種別として普通図柄当りＡと普通図柄当りＢと普通図柄
当りＣとの三種類の普通図柄当り種別の中からいずれかに決定されるようになっている。
そして、通常状態時に普通図柄当りＣとなった場合には設定値６で「０．１ｓ開放を６回
実行する」開閉態様を実行し、時短状態時に普通図柄当りＣとなった場合には設定値６で
「１ｓ開放を６回実行する」開閉態様を実行するようになっている。
【１３３６】
　このように、普通抽選結果が普通当りとなったことに基づいて第二始動口２００４を開
放状態にする第二始動口扉２４１１の動作態様（第二始動口２００４の開閉態様）が設定
値毎に異なるため、第二始動口扉２４１１の動作態様によってパチンコ機１の現在の設定
値を示唆することができる。
【１３３７】
　上記設定キーは、鍵穴（鍵挿入部）に所定の鍵を挿入して、設定位置に鍵を回す操作に
よって接点の短絡又は開放状態を維持して、設定変更モードに変更するための契機となる
信号を出力するスイッチである。なお、設定キーを設けずに、他のスイッチで兼用しても
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よい。この場合、設定変更スイッチを所定時間（例えば５秒）以上操作すること（長押し
）によって、設定変更モードを開始し、設定変更モード中における設定変更スイッチの長
押しによって、設定変更モードを終了してもよい。
【１３３８】
　また、ＲＡＭクリアスイッチの操作によって設定変更モードを開始・終了してもよい。
例えば、ＲＡＭクリアスイッチを操作しながら電源を投入し、さらにＲＡＭクリアスイッ
チの操作を所定時間（例えば５秒）以上継続すること（長押し）によって、設定変更モー
ドを開始する。また、ＲＡＭクリアスイッチを操作しながら電源を投入し、ＲＡＭクリア
スイッチの継続した操作が所定時間未満であれば、ＲＡＭクリア処理を実行する。さらに
、設定変更モード中におけるＲＡＭクリアスイッチの長押しによって、設定変更モードを
終了してもよい。
【１３３９】
　このようにすると、設定キー用の鍵を保有していない従業員でも設定変更が可能なこと
から、ホールでのパチンコ機１の取り扱いが容易になる。また、設定変更スイッチの操作
時間を検出することから、設定変更スイッチの立ち下がりで操作を検出するとよい。
【１３４０】
　設定変更スイッチは、例えば押しボタンスイッチで構成され、設定値（１～６）を順に
切り替えて選択するために操作される。つまり、設定変更スイッチが１回押されると、設
定値が１増加し、設定値＝６の時に設定変更スイッチが操作されると設定値＝１となる。
なお、設定変更スイッチを設けずに、ＲＡＭクリアスイッチの操作によって設定値が選択
可能でもよい。なお、設定値は、６段階でなく、これより少ない段階（例えば２段階）で
も、多い段階（例えば８段階）でもよい。
【１３４１】
　なお、設定値は条件装置の作動割合（つまり、特別図柄の当り確率）を変更するもので
あり、設定値＝１が当り確率が低く、設定値＝６が当り確率が高い。また、設定値によっ
て、確変大当りの割合、大当り後の時短（ＳＴ）の割合、時短回数、大当りのラウンド数
やカウント数、普図当り確率、一般入賞口や始動口や大入賞口の賞球数など、遊技に関す
る様々なパラメータを変更して遊技者が獲得できる賞球の数を変化させてもよい。
【１３４２】
　設定確定スイッチは、例えばモーメンタリ型のスイッチで構成され、設定変更スイッチ
の操作によって選択された設定値を確定し、パチンコ機１に入力するためのスイッチであ
る。設定確定スイッチは、モーメンタリ型のスイッチであれば、押しボタンスイッチでも
、モーメンタリ型のトグルスイッチでもよい。設定変更スイッチと設定確定スイッチとは
、両スイッチを間違えて操作しないように、操作方法（操作方向）や形状が異なるスイッ
チで構成するとよい。例えば、設定変更スイッチを押しボタンスイッチで構成し、設定確
定スイッチをモーメンタリ型のトグルスイッチで構成するとよい。
【１３４３】
　なお、設定確定スイッチを設けずに、設定キーを通常位置に戻す操作によって選択され
た設定を確定してもよい。また、パチンコ機１に設けられた他のスイッチやセンサの動作
を契機に選択された設定値を確定してもよい。例えば、ハンドルユニット１８０のハンド
ル１８２の操作や、ハンドル１８２に触ったことによるハンドルタッチセンサ１９２によ
る接触検出や、単発ボタン操作センサ１９４の操作や、球貸ボタンの操作や、返却ボタン
の操作や、始動口２００２、２００４への遊技球の入賞検出などによって、選択された設
定を確定してもよい。設定確定スイッチを代用する操作部は、遊技者が操作可能な（遊技
に使用する）スイッチでも、遊技者が操作不可能な（パチンコ機の裏面側に設けられた）
スイッチでもよい。
【１３４４】
　つまり、本例のパチンコ機１に遊技性能を設定するために、設定基板に三つのスイッチ
（設定キーも含む）を設けたが、設定基板には、一つ又は二つのスイッチを設ければ足り
る。
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【１３４５】
　さらに、設定キー、設定変更スイッチ及び設定確定スイッチのいずれも設けず、ＲＡＭ
クリアスイッチのみで設定変更操作を可能としてもよい。例えば、ＲＡＭクリアスイッチ
を操作しながら電源を投入し、さらにＲＡＭクリアスイッチの操作を所定時間（例えば５
秒）以上継続すること（長押し）によって、設定変更モードを開始する。また、ＲＡＭク
リアスイッチを操作しながら電源を投入し、ＲＡＭクリアスイッチの継続した操作が所定
時間未満であれば、ＲＡＭクリア処理を実行する。さらに、設定変更スイッチに代えて、
設定変更モード中におけるＲＡＭクリアスイッチの所定時間（例えば５秒）未満の操作に
よって、設定値を選択可能とし、設定確定スイッチに代えて、ＲＡＭクリアスイッチの所
定時間以上の操作（長押し）によって、設定値を確定可能とする。さらに、設定確定後の
ＲＡＭクリアスイッチの長押しによって、設定変更モードを終了してもよい。
【１３４６】
　設定表示器は、例えば７セグメントＬＥＤで構成され、設定変更スイッチの操作によっ
て選択された設定値を表示し、所定の操作（例えば、設定キーの操作）によって現在の設
定値を表示する。なお、設定表示器を７セグメントＬＥＤではなく、設定可能な値の数の
ＬＥＤによって構成してもよい。この場合、設定値に対応するＬＥＤが点灯して、設定値
を表示する。
【１３４７】
　また本例のパチンコ機１では、払出制御基板６３３に払出エラーの種別を表示する７セ
グメントＬＥＤによるエラー種別表示器が設けられているが、このエラー種別表示器と設
定表示器を兼用し、選択された設定値や現在の設定値をエラー種別表示器に表示してもよ
い。この場合、エラー種別の表示と設定値の表示とを区別できるように表示態様を変える
とよい。例えば、エラー種別の表示においてはドットを消灯し、設定値の表示においては
ドットを点灯してもよい。また、エラー種別の表示は（点滅しない）点灯表示をし、設定
値の表示は点滅表示をしてもよい。
【１３４８】
　また、本例では設定基板が払出制御基板６３３と接続されているが、電源基板カバー６
３１内の電源基板６３０と接続されてもよい。設定基板を電源基板６３０に併設して（又
は、電源基板カバー６３１の内部に）設けることによって、設定変更時に操作される設定
キーと電源スイッチを近隣に配置して、設定変更の操作性を向上できる。
【１３４９】
　また、後述するように、設定基板が主制御基板１３１０と接続されてもよい。
【１３５０】
　さらに別な形態として、設定基板が独立した基板ではなく、払出制御基板６３３や電源
基板６３０や主制御基板１３１０の一部でも構成されてもよい。すなわち、払出制御基板
６３３、電源基板６３０又は主制御基板１３１０のいずれかに、設定キー、設定変更スイ
ッチ、設定確定スイッチ及び設定表示器が搭載されてもよい。
【１３５１】
［１６－１．設定変更処理］
　次に、設定変更に関する処理を説明する。図１７１は上記設定値を変更する手順につい
て示す説明図である。
【１３５２】
　本例ではパチンコ機１に電源が投入されたことに基づいて主制御側電源投入時処理を実
行し、該主制御側電源投入時処理にて設定変更モードの開始条件が成立している場合に上
記設定値を変更するようになっている。
【１３５３】
　具体的には、主制御ＭＰＵは主制御側電源投入時処理の主制御内蔵ＷＤＴの初期値設定
及び起動設定（ステップＳ１２）を行った後、設定キーの状態を判別し、設定キーがオン
に操作されていれば、パチンコ機１の設定値を変更するための設定変更モードを実行する
。設定キーが操作されると払出制御部６３３ａから主制御基板１３１０へ設定キー操作信
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号が出力され、主制御ＭＰＵは設定キー操作信号を受信した場合に設定キーがオンに操作
されていると判断する。なお、ハンドルユニット１８０のハンドル１８２が操作されてい
たり、ハンドル１８２に触ったことによるハンドルタッチセンサ１９２による検出がなさ
れていたり、ＣＲユニットにプリペイドカードが挿入されていたり（プリペイドカードの
残高がある）、現金サンドに投入された残高がある場合には設定変更モードを開始しない
ようにしてもよい。また、パチンコ機１に何らかの不正行為が行われている可能性（例え
ば磁気エラーを検出している）がある場合にも、設定変更モードを開始しないようにして
もよい。
【１３５４】
　設定変更モードを開始すると、主制御ＭＰＵは内蔵されているＲＡＭの遊技制御用領域
のうち、遊技状態（例えば、確変状態、時短状態、賞球に関する情報）以外のデータであ
ってパチンコ機１の設定値情報を示すデータをクリアする第１ＲＡＭクリア処理を実行す
る。
【１３５５】
　次いで、設定変更操作を行うことにより、設定値１～設定値６を切り替える。即ち主制
御ＭＰＵが第１ＲＡＭクリア処理を終了すると、払出制御部６３３ａに第１ＲＡＭクリア
処理終了コマンドを送信し、該第１ＲＡＭクリア処理終了コマンドを受信すると、払出制
御部６３３ａは設定表示器に設定値として初期値（例えば設定値０）を点滅表示し、設定
変更スイッチが操作される毎に設定表示器に表示される設定値を切り換える（設定値１～
設定値６でループ）。
【１３５６】
　なお、主制御ＭＰＵが第１ＲＡＭクリア処理を実行することにより設定値はクリアされ
て未設定の状態になる。また、設定値が未設定の状態では設定変更モードは終了できない
ようになっており、設定値が未設定の状態で設定変更モードの途中に電源断が発生した場
合には、電源が再投入されると設定変更モードが行われるようになる。このとき、設定キ
ーがオフとされていれば設定キーがオンに操作されるまで設定キーの状態を監視するルー
プ処理が行われ、設定キーがオンに操作されたことに応じて設定変更モードが開始される
ようになる。
【１３５７】
　また、払出制御部６３３ａは本体枠４が外枠２から開放しているか否か、即ち本体枠開
放スイッチがオフであるかを確認し、本体枠開放スイッチがオン（本体枠４が外枠２から
開放していない）になっていれば、本体枠開放スイッチがオフになるまでループして、設
定確定スイッチの操作を受け付けない。即ち、本体枠４が外枠２から開放するまで設定変
更操作を完了させないようになっている。
【１３５８】
　本体枠開放スイッチがオフである場合、又は本体枠開放スイッチがオフになった場合に
、設定確定スイッチが操作されると、払出制御部６３３ａは設定表示器に表示される設定
値を確定表示（点滅表示を終了して点灯表示）し、主制御ＭＰＵに確定した設定値を示す
設定変更終了コマンドを送信する。
【１３５９】
　主制御ＭＰＵは設定変更終了コマンドを受信すると、受信した設定変更終了コマンドが
示す設定値を内蔵されているＲＡＭの遊技制御用領域に記憶する。これにより、確定され
た設定値に応じた抽選処理等が行われるようになる。
【１３６０】
　そして、主制御ＭＰＵは設定変更モードの終了条件が成立すると、即ち設定キーがオフ
に操作されると、停電クリア処理（ステップＳ１４）を行う。
【１３６１】
　このように本例のパチンコ機１では、上記した処理によって設定値の変更がなされるよ
うになっている。
【１３６２】
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　なお、設定変更モードが終了した場合、即ち設定キーがオフに操作された場合には、払
出制御部６３３ａは設定表示器における設定値の表示を終了（設定値の表示を行わない）
するようにしてもよい。また、設定変更モードの終了後に設定キーをオンに操作すると、
設定変更モードは実行されないものの、設定表示器に現在の設定値を表示するようになっ
ている。これにより、遊技店員は現在の設定値を把握した上で設定値を変更することがで
きるようになる。
【１３６３】
　また、設定変更モードを実行する場合にはその旨を報知するようにしてもよい。例えば
設定キーがオンに操作されていると判断した場合に周辺制御部１５１１に設定変更モード
を開始することを通知する設定変更モード開始コマンドを送信し、該設定変更モード開始
コマンドを受信したことに基づいて周辺制御部１５１１が演出表示装置１６００にて所定
の表示（設定変更中など）を行うようにしてもよい。この場合には、設定変更モードを終
了する場合、即ち設定キーがオフに操作された場合に周辺制御部１５１１に設定変更モー
ドを終了することを通知する設定変更モード終了コマンドを送信し、該設定変更モード終
了コマンドを受信したことに基づいて周辺制御部１５１１が演出表示装置１６００にて行
っている所定の表示を終了するようにしてもよい。なお、所定の表示として確定した設定
値や設定表示器に表示される設定値を演出表示装置１６００に表示するようにしてもよく
、この場合には設定変更モードの終了時に消失させるようにしてもよい。
【１３６４】
　また、周辺制御部１５１１による設定変更モードの報知に合わせて、主制御ＭＰＵも設
定変更モードを報知してもよい。例えば、機能表示ユニット１４００の表示を、通常の遊
技中には表れない特殊な態様の表示（例えば、特別図柄表示器を全部消灯又は点灯）とし
てもよい。
【１３６５】
　一方、主制御側電源投入時処理の主制御内蔵ＷＤＴの初期値設定及び起動設定（ステッ
プＳ１２）を行った後、設定キーの状態を判別し、設定キーがオンに操作されていなけれ
ば、ステップＳ１４以降の処理を実行する。
【１３６６】
　そして、上記主制御側電源投入時処理において主制御ＭＰＵは、ＲＡＭクリア報知フラ
グＲＣＬ－ＦＬＧが値０でない（値１である）とき、つまり各種情報を消去すると判定し
たとき、又はステップＳ３０の判定においてチェックサムの値（サム値）が一致していな
いと判定したとき、又はステップＳ３２の判定においてバックアップフラグＢＫ－ＦＬＧ
が値１でない（値０である）とき、つまり主制御側電源断時処理を正常に終了していない
と判定したときには、ステップＳ３８で遊技制御用領域のうち、パチンコ機１の設定値情
報以外のデータであって遊技状態（例えば、確変状態、時短状態、賞球に関する情報）を
示すデータをクリアする第２ＲＡＭクリア処理を実行した後、主制御内蔵ＲＡＭの作業領
域を設定する（ステップＳ４０）。このように第２ＲＡＭクリア処理では第１ＲＡＭクリ
ア処理とは異なり、設定値情報が初期化されない。即ち、電源投入時に設定キーをオンに
操作することで第１ＲＡＭクリア処理を実行させてパチンコ機１の設定値情報をクリアす
ることができ、電源投入時にＲＡＭクリアスイッチを操作することで第２ＲＡＭクリア処
理を実行させて遊技状態（例えば、確変状態、時短状態、賞球に関する情報）に関する情
報をクリアすることができる。また、電源投入時に設定キーをオンに操作することで第１
ＲＡＭクリア処理を実行させてパチンコ機１の設定値情報をクリアした後、ＲＡＭクリア
スイッチを操作して第２ＲＡＭクリア処理を実行させて遊技状態（例えば、確変状態、時
短状態、賞球に関する情報）に関する情報をクリアする、即ちパチンコ機１の設定値情報
と遊技状態（例えば、確変状態、時短状態、賞球に関する情報）に関する情報との両方を
クリアすることも可能である。このように、クリアしたい情報に応じて第１ＲＡＭクリア
処理と第２ＲＡＭクリア処理との一方又は両方を選択的に実行させることができる。
【１３６７】
　なお、本例では設定キーが操作されているかを主制御ＭＰＵが判定するようにしている
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が、払出制御部６３３ａが判定するようにしてもよい。また、払出制御部６３３ａから主
制御基板１３１０へ送信される設定キー操作信号は、シリアル通信で送信したり、所定の
パルス信号（所定周波数のパルスを所定回数）を送信したり、電源電圧でもグランド電圧
でもない中間電位の信号を出力してもよい。これは、設定キーの端子を短絡して設定変更
モードを起動する不正行為を防止するために、端子の短絡では生じ得ない信号によって設
定キーの操作に関する信号を払出制御部６３３ａから主制御基板１３１０に送信すること
が好ましいからである。
【１３６８】
［１６－２．設定値に応じた変動演出］
　次に、各設定値に応じた変動演出について説明する。図１７２は変動パターン設定処理
（第一変動パターン設定処理、第二変動パターン設定処理）で参照される変動パターンテ
ーブルである。
【１３６９】
　本例では、設定値毎に変動パターンテーブルが設けられており、パチンコ機１の設定値
に応じて選択される変動パターン種別が異なるようになっている。具体的には、通常状態
時に第一特別抽選結果がリーチはずれとなる場合に第一変動パターン設定処理において第
一特別図柄の変動パターンを決定する際に参照される特図１はずれ変動パターンテーブル
（図１７２（Ａ））では、例えば演出表示装置１６００に設定示唆用のミニキャラを表示
すると共に、ミニキャラの吹き出し内に「低いかも？」や「１、２、３のどれかかも？」
等を表示することでパチンコ機１の設定値が１、２，３のいずれかであることを示唆する
「低設定示唆演出」を実行するはずれ変動パターン２５は設定値１～設定値３で選択可能
とされ、例えば演出表示装置１６００に設定示唆用のミニキャラを表示すると共に、ミニ
キャラの吹き出し内に「高いかも？」や「４、５、６のどれかかも？」等を表示すること
でパチンコ機１の設定値が４、５，６のいずれかであることを示唆する「高設定示唆演出
」を実行するはずれ変動パターン２６は設定値４～設定値６で選択可能とされる。そのた
め、変動演出において「高設定示唆演出」が実行されると、遊技者は最低でも設定値４以
上であることを認識できるため、遊技興趣を向上させることができる。
【１３７０】
　また、例えば演出表示装置１６００に設定示唆用のミニキャラを表示すると共に、ミニ
キャラの吹き出し内に「偶数かも？」や「２、４、６のどれかかも？」等を表示すること
でパチンコ機１の設定値が２、４，６のいずれかであることを示唆する「偶数設定示唆演
出」を実行するはずれ変動パターン２７は設定値２、設定値４、設定値６で選択可能とさ
れ、例えば演出表示装置１６００に設定示唆用のミニキャラを表示すると共に、ミニキャ
ラの吹き出し内に「奇数かも？」や「１、３、５のどれかかも？」等を表示することでパ
チンコ機１の設定値が１、３，５のいずれかであることを示唆する「奇数設定示唆演出」
を実行するはずれ変動パターン２８は設定値１、設定値３、設定値５で選択可能とされる
。そのため、変動演出において「偶数設定示唆演出」が実行されると設定値２、設定値４
、設定値６のいずれかであり、「奇数設定示唆演出」が実行されると設定値１、設定値３
、設定値５のいずれかであることを遊技者は認識できるようになる。なお、「低設定示唆
演出」や「高設定示唆演出」の実行履歴と組み合わせることで設定値を推測することが可
能になる。即ち、「奇数設定示唆演出」と「低設定示唆演出」とが実行されていれば、設
定値１又は設定値３であり、「奇数設定示唆演出」と「高設定示唆演出」とが実行されて
いれば設定値５であり、「偶数設定示唆演出」と「低設定示唆演出」とが実行されていれ
ば、設定値２であり、「偶数設定示唆演出」と「高設定示唆演出」とが実行されていれば
、設定値４又は設定値６であると推測できる。このように、本例では複数種類の設定示唆
演出のうちの実行された設定示唆演出の組み合わせによって設定値を推測させる新たなゲ
ーム性を提供している。
【１３７１】
　また、本例では例えば演出表示装置１６００に設定示唆用のミニキャラを表示すると共
に、ミニキャラの吹き出し内に「最高かも？」や「６かも？」等を表示することでパチン
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コ機１の設定値が６であることを示唆する「最高設定示唆演出」を実行するはずれ変動パ
ターン２９は設定値６でのみ選択可能とされる。従って、変動演出において「最高設定示
唆演出」が実行されると、遊技者は設定値が最高設定の設定値６であることを認識するこ
とができ、遊技興趣が向上する。また、設定値６の場合には、リーチとならないはずれの
場合やリーチはずれとなる場合に「最高設定確定演出」を実行するはずれ変動パターン３
１を選択可能とされ、これによって遊技者に設定値が最高設定の設定値６で確定であるこ
とを通知することができ、最高設定が確定したことを遊技者に認識させることで遊技興趣
を向上させることができる。
【１３７２】
　また、通常状態時に第一特別抽選結果が小当りとなる場合に第一変動パターン設定処理
において第一特別図柄の変動パターンを決定する際に参照される特図１小当り変動パター
ンテーブル（図１７２（Ｂ））では、例えば演出表示装置１６００に設定示唆用のミニキ
ャラを表示すると共に、ミニキャラの吹き出し内に「最高設定確定！」や「６確定！」等
を表示することでパチンコ機１の設定値が６であることを報知する「最高設定確定演出」
を実行する小当り変動パターン３３及び小当り変動パターン３４は設定値６でのみ選択可
能とされる。そのため、小当りとなる場合に変動演出において「最高設定確定演出」が実
行されると、遊技者は設定値が最高設定の設定値６であることを認識することができ、遊
技興趣が向上する。
【１３７３】
　また、通常状態時に第一特別抽選結果が大当りとなる場合に第一変動パターン設定処理
において第一特別図柄の変動パターンを決定する際に参照される特図１大当り変動パター
ンテーブル（図１７２（Ｃ））では、「最高設定確定演出」を実行する大当り変動パター
ン３４は設定値６でのみ選択可能とされる。そのため、大当りとなる場合に変動演出にお
いて「最高設定確定演出」が実行されると、遊技者は設定値が最高設定の設定値６である
ことを認識することができ、さらに大当り遊技状態が実行されることで二重の喜びを遊技
者に付与することができるため、遊技興趣が向上する。
【１３７４】
　また、時短状態時に第二特別抽選結果が小当りとなる場合に第二変動パターン設定処理
において第二特別図柄の変動パターンを決定する際に参照される特図２小当り変動パター
ンテーブル（図１７２（Ｄ））では、「最高設定確定演出」を実行する小当り変動パター
ン３４は設定値６でのみ選択可能とされる。そのため、小当りとなる場合に変動演出にお
いて「最高設定確定演出」が実行されると、遊技者は設定値が最高設定の設定値６である
ことを認識することができ、さらに役物入賞口２００６に入球した遊技球を第一Ｖ入賞口
２００７に誘導して大当り遊技状態を発生させる第三小当りに当選することで、二重の喜
びを遊技者に付与することができるため、遊技興趣が向上する。
【１３７５】
　上記したように本例ではパチンコ機１の設定値に応じて小当り確率を変化させている。
即ち、通常状態では設定値１～設定値４は小当り確率「１００分の１」とされるのに対し
、設定値５及び設定値６は設定値１～設定値４よりも高い「９０分の１」とされる。同様
に、時短状態では設定値１～設定値５は小当り確率「１０分の１」とされるのに対し、設
定値６は設定値１～設定値５よりも高い「９分の１」とされる。
【１３７６】
　また、時短状態時に第二特別抽選結果が小当りとなる場合に第二変動パターン設定処理
において選択可能な「最高設定確定演出」を実行する小当り変動パターン３４は、長期間
（１５５ｓ）に亘って実行されるものであり、設定値６よりも低い設定値１～設定値５で
選択可能な変動パターンの変動時間よりも長い。また、設定値６では小当り変動パターン
１～３に比べて変動時間の長い小当り変動パターン２０の選択率を設定値６よりも低い設
定値１～設定値５よりも高めている。即ち、小当り確率が他の設定値よりも高い設定値６
では時短状態時に実行される変動演出の変動時間が長くなっている。上記したように設定
値６では設定値１～設定値５に比べて小当り確率が高く、さらに小当りとなった場合に役
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物入賞口２００６に入球した遊技球を第一Ｖ入賞口２００７に誘導して大当り遊技状態を
発生させる第三小当りに決定される割合も設定値１～設定値５より高く設定されるため、
短時間で多量の賞球の獲得が可能になってしまう。そのため、設定値６の場合に他の小当
り変動パターンよりも長い変動時間が設定される小当り変動パターン２０や小当り変動パ
ターン３４の選択率を設定値１～設定値５よりも高めることで単位時間当たりの変動演出
の実行回数を抑制して、射幸性の向上を抑制している。
【１３７７】
　また、本例では変動パターン決定用乱数は全設定値で略同様に振り分けられているもの
の、設定値６に対応する変動パターンテーブルにおいては設定値６特有の変動パターン（
はずれ変動パターン２９～はずれ変動パターン３１、小当り変動パターン３３、小当り変
動パターン３４、大当り変動パターン３４）が設けられているため、変動パターン決定用
乱数の振り分けが異なる。そのため、本例では設定値６に対応する変動パターンテーブル
において特定の変動パターン（調整用変動パターン）に振り分けられた変動パターン決定
用乱数だけを調整して変動パターン決定用乱数を振り分けている。このように、設定値６
に対応する変動パターンテーブルにおいて全ての変動パターンそれぞれの変動パターン決
定用乱数の振り分けを変更することなく、特定の変動パターンに振り分けられた変動パタ
ーン決定用乱数だけを調整するようにしたため、変動パターンの追加や削除における負荷
が軽減され、遊技機の設計が容易となる。なお、特定の変動パターンは変動パターン決定
用乱数の振り分け数を減少させても一定以上の出現頻度が保たれるものであって、少なく
とも他の設定値において設定されている変動パターン決定用乱数の振り分け数に対して６
割以上を有するように調整され、他の設定値と比べて過度に出現率を低下させないものと
すればよい。
【１３７８】
　このように、本例ではパチンコ機１の設定値に応じて小当り確率と特別抽選結果が小当
りとなる場合に実行される変動演出の変動時間とを異ならせ、これによって射幸性とのバ
ランスをとっている。
【１３７９】
　また、上記設定示唆演出（低設定示唆演出、高設定示唆演出、偶数設定示唆演出、奇数
設定示唆演出、最高設定示唆演出、最高設定確定演出）は、通常状態時の第一特別抽選結
果がはずれ又はリーチはずれとなる場合に最も実行され易くなっており、実行可能な設定
示唆演出の種類も多い。一方、時短状態時の第二特別抽選結果がはずれ又はリーチはずれ
となる場合や通常状態時及び時短状態時の特別抽選結果（第一特別抽選結果、第二特別抽
選結果）が小当り又は大当りとなる場合には、通常状態時の第一特別抽選結果がはずれ又
はリーチはずれとなる場合に比べて実行され難く、実行可能な設定示唆演出の種類も少な
い。即ち、時短状態中や小当り時には通常状態時のはずれ又はリーチはずれとなる場合に
比べて設定示唆演出の実行頻度を低減させることで、Ｖ入賞口への遊技球の受け入れに注
目させるようにしている。
【１３８０】
［１７．第一案内通路及び第二案内通路からなる案内通路群］
［１７－１．第一案内通路に右検出センサ２４０４が設けられる場合について］
　上記とは異なる実施形態として、センター役物２５００の案内通路群２５２０のうち第
一案内通路２５２１に進入した遊技球Ｂを検出することが可能な右検出センサ２４０４が
設けられる場合について、図１７３及び図１７４を参照して説明する。図１７３は、第一
案内通路２５２１に右検出センサ２４０４が設けられる実施形態を示す説明図であり、図
１７４は、右検出センサ２４０４を用いた警告演出の実行時における具体的な演出例であ
る。
【１３８１】
　図１７３に示すように、第一案内通路２５２１の上端である入口のやや下方（入口近傍
）には、遊技球Ｂの通過を検出することが可能な右検出センサ２４０４が設けられている
。この右検出センサ２４０４は、第一案内通路２５２１に進入した遊技球Ｂが必ず通過す
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るような位置に設けられている。つまり、上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６に
当接する強さで遊技球Ｂを打込む（所謂、右打ちする）と、案内通路群２５２０のうち第
一案内通路２５２１に進入するが、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが進入した場合には
、その遊技球Ｂが右検出センサ２４０４によって検出されることとなる。一方、上流空間
部２５０５に進入し衝止部１００６に当接しない強さ（右打ちよりもある程度弱い強さ）
で遊技球Ｂを打込むと、高い確率で第二案内通路２５２２に進入するが、第二案内通路２
５２２に遊技球Ｂが進入した場合には、第一案内通路２５２１の内部に右検出センサ２４
０４が設けられているため、その遊技球Ｂが右検出センサ２４０４によって検出されるこ
とはない。
【１３８２】
　右検出センサ２４０４は、周辺制御基板１５１０と接続されており、周辺制御基板１５
１０の周辺制御部１５１１における周辺制御ＭＰＵには、右検出センサ２４０４からの検
出信号が入力されている。そして、周辺制御ＭＰＵは、右検出センサ２４０４からの検出
信号に基づいて、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれているか否かを監視して
いる。具体的には、周辺制御ＭＰＵは、右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出す
ると、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態であると判断し、右検出セン
サ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出していないと、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打
ち込まれた状態でないと判断している。
【１３８３】
　本実施形態では、遊技状態に応じて遊技球Ｂの打ち方（発射強度）を変化させ、遊技球
Ｂが打ち込まれる領域や通路を異ならせる必要がある。まず、小当り遊技中には、第一案
内通路２５２１の内部に設けられた役物入賞口２００６が開放状態となり、その開放状態
となった役物入賞口２００６に遊技球Ｂを入球させることが求められている。このため、
小当り遊技中には、案内通路群２５２０のうち第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが進入す
るように、上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６に当接する強さで遊技球Ｂを打込
む（所謂、右打ちする）必要がある。
【１３８４】
　また、大当り遊技中には、センター役物２５００の右下に設けられた大入賞口２００５
が開放状態となり、その開放状態となった大入賞口２００５に遊技球Ｂを入球させること
が求められているが、案内通路群２５２０のうち第一案内通路２５２１の出口よりも第二
案内通路２５２２の出口から遊技球Ｂが排出されるほうが高い確率で大入賞口２００５に
入球するように構成されている。また、時短状態中には、センター役物２５００の右下に
設けられた普通入賞口２００３への入球に基づいて、同じくセンター役物２５００の右下
に設けられた第二始動口２００４が開放状態となり、その開放状態となった第二始動口２
００５に遊技球Ｂを入球させることが求められているが、案内通路群２５２０のうち第一
案内通路２５２１の出口よりも第二案内通路２５２２の出口から遊技球Ｂが排出されるほ
うが高い確率で普通入賞口２００３および第二始動口２００５に入球するように構成され
ている。このため、大当り遊技中および時短状態中には、案内通路群２５２０のうち第二
案内通路２５２２に遊技球Ｂが進入するように、上流空間部２５０５に進入し衝止部１０
０６に当接しない強さ（右打ちよりもある程度弱い強さ）で遊技球Ｂを打込むことが好ま
しい。
【１３８５】
　また、通常状態中には、センター役物２５００の下方に設けられた第一始動口２００２
に遊技球Ｂを入球させることが求められている。このため、通常状態中には、第一始動口
２００２に遊技球Ｂが入球可能となるセンター役物２５００の左側の領域を流下するよう
に、センター役物２５００の外周面のうち、最も高くなった部位よりも正面視左側（上右
周壁部２５１０よりも左側）へ進入する強さで遊技球Ｂを打込む（所謂、左打ちする）必
要がある。
【１３８６】
　本実施形態では、遊技状態に応じて遊技球Ｂの打ち方（発射強度）を変化させ、遊技球
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Ｂが打ち込まれる領域や通路を異ならせる必要があるが、推奨される領域や通路に遊技球
Ｂが打ち込まれていない場合には、その推奨される領域や通路に遊技球Ｂを打ち込むよう
に、遊技者に対して注意喚起がなされる。具体的には、案内通路群２５２０のうち第一案
内通路２５２１に遊技球Ｂを打ち込むべき遊技状態でないときに、第一案内通路２５２１
に設けられた右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出した状態が所定時間継続する
と、遊技者に対して注意喚起がなされるようにしている。
【１３８７】
　まず、大当り遊技中および時短状態中には、案内通路群２５２０のうち第二案内通路２
５２２に遊技球Ｂを打ち込むことが推奨されるが、第一案内通路２５２１に設けられた右
検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出すると、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが
打ち込まれた状態であると判断し、その状態が所定時間継続する（例えば、５秒間に遊技
球Ｂが５球以上検出される）と、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂを打ち込むべきである
ことを遊技者に警告する。具体的には、図１７４（Ａ）に示すように、演出表示装置１６
００において、「第二案内通路に打ち込んで下さい」というメッセージを通知する第１警
告演出を実行している。これにより、大当り遊技中および時短状態中には、上流空間部２
５０５に進入し衝止部１００６に当接しない強さ（右打ちよりもある程度弱い強さ）に打
ち方を変化させ、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者が
把握することができる。そして、第１警告演出の実行後に、右検出センサ２４０４が遊技
球Ｂの通過を検出していない状態が所定時間継続（例えば、５秒間）した場合には、第一
案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態が解消されたと判断し、その第１警告演
出を終了するようにしている。
【１３８８】
　より詳細には、大当り遊技中および時短状態中に右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通
過を検出すると、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態であると判断し、
監視タイマを開始するとともに、その監視タイマによる監視中に右検出センサ２４０４に
より遊技球Ｂを検出するごとにカウント値をカウントアップしている。そして、監視タイ
マの開始後に、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態が所定時間継続した
場合（例えば、５秒間に遊技球Ｂが５球以上検出された場合）には、第１警告演出を実行
するのに対し、その状態が所定時間継続しなかった場合（例えば、５秒間に遊技球Ｂが５
球未満の検出で終了した場合）には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状
態が解消されたものとして第１警告演出は実行せず、監視タイマやカウント値等の情報を
クリアしている。また、監視タイマの開始後に、大当り遊技や時短状態から遊技状態が切
り替わり、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくなった場合にも、
監視タイマやカウント値等の情報をクリアしている。そして、第１警告演出の実行後には
、監視タイマを開始し、右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出していない状態が
所定時間継続（例えば、５秒間）した場合には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち
込まれた状態が解消されたものとして第１警告演出を終了するのに加え、大当り遊技や時
短状態から遊技状態が切り替わった場合にも、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂを打ち込
むべき状態でなくなったとして第１警告演出を終了している。
【１３８９】
　また、通常状態中には、センター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むこと
が推奨されるが、第一案内通路２５２１に設けられた右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの
通過を検出すると、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態であると判断し
、その状態が所定時間継続する（例えば、５秒間に遊技球Ｂが５球以上検出される）と、
センター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者に警告
する。具体的には、図１７４（Ｂ）に示すように、演出表示装置１６００において、「左
打ちして下さい」というメッセージを通知する第２警告演出を実行している。これにより
、通常状態中には、センター役物２５００の外周面のうち、最も高くなった部位よりも正
面視左側（上右周壁部２５１０よりも左側）へ進入する強さに打ち方を変化させ、センタ
ー役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者が把握するこ
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とができる。そして、右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出していない状態が所
定時間継続（例えば、５秒間）した場合には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込
まれた状態が解消されたと判断し、その第２警告演出を終了するようにしている。
【１３９０】
　より詳細には、通常状態中に右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出すると、第
一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態であると判断し、監視タイマを開始す
るとともに、その監視タイマによる監視中に右検出センサ２４０４により遊技球Ｂを検出
するごとにカウント値をカウントアップしている。そして、監視タイマの開始後に、第一
案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態が所定時間継続した場合（例えば、５秒
間に遊技球Ｂが５球以上検出された場合）には、第２警告演出を実行するのに対し、その
状態が所定時間継続しなかった場合（例えば、５秒間に遊技球Ｂが５球未満の検出で終了
した場合）には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態が解消されたもの
として第２警告演出は実行せず、監視タイマやカウント値等の情報をクリアしている。ま
た、監視タイマの開始後に、通常状態から遊技状態が切り替わり、センター役物２５００
の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくなった場合にも、監視タイマやカウン
ト値等の情報をクリアしている。そして、第２警告演出の実行後には、監視タイマを開始
し、右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出していない状態が所定時間継続（例え
ば、５秒間）した場合には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態が解消
されたものとして第２警告演出を終了するのに加え、通常状態から遊技状態が切り替わっ
た場合にも、センター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくな
ったとして第２警告演出を終了している。
【１３９１】
　上記したように、案内通路群２５２０のうち第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打ち込
むべき遊技状態でないときに、第一案内通路２５２１に設けられた右検出センサ２４０４
が遊技球Ｂの通過を検出した状態が所定時間継続すると、演出表示装置１６００に警告画
面（第１、第２警告演出）を表示しているが、その警告内容は、遊技状態に応じて変化す
るようにしている。これにより、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打ち込むべき遊技状
態でないときに、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打ち込んだ場合であっても、推奨さ
れる領域や通路がいずれであるのか、遊技者が的確に把握することができる。
【１３９２】
　一方、小当り遊技中には、案内通路群２５２０のうち第一案内通路２５２１に遊技球Ｂ
を打ち込むことが推奨されるが、第一案内通路２５２１に設けられた右検出センサ２４０
４が遊技球Ｂの通過を検出していないと、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれ
た状態でないと判断し、その状態が所定時間継続する（例えば、５秒間）と、第一案内通
路２５２１に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者に警告する。具体的には、図１
７４（Ｃ）に示すように、演出表示装置１６００において、「第一案内通路に打ち込んで
下さい」というメッセージを通知する第３警告演出を実行している。これにより、小当り
遊技中には、上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６に当接する強さに打ち方を変化
させ、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者が把握するこ
とができる。そして、右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出した場合には、第一
案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれていない状態が解消されたと判断し、その第３
警告演出を終了するようにしている。
【１３９３】
　より詳細には、小当り遊技中に右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出していな
いと、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれていない状態であると判断し、監視
タイマを開始している。そして、監視タイマの開始後に、第一案内通路２５２１に遊技球
Ｂが打ち込まれていない状態が所定時間継続した場合（例えば、５秒間）には、第３警告
演出を実行するのに対し、所定時間内（例えば、５秒間）に右検出センサ２４０４が遊技
球Ｂの通過を検出した場合には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれていない
状態が解消されたものとして第３警告演出は実行せず、監視タイマ等の情報をクリアして
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いる。また、監視タイマの開始後に、小当り遊技から遊技状態が切り替わり、第一案内通
路２５２１に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくなった場合にも、監視タイマ等の情報を
クリアしている。そして、第３警告演出の実行後には、監視タイマを開始し、右検出セン
サ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出した場合には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打
ち込まれていない状態が解消されたものとして第４警告演出を終了するのに加え、小当り
遊技から遊技状態が切り替わった場合にも、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打ち込む
べき状態でなくなったとして第３警告演出を終了している。
【１３９４】
　なお、本実施形態では、右検出センサ２４０４が、第一案内通路２５２１の上端である
入口のやや下方（入口近傍）に設けられているが、第一案内通路２５２１に進入した遊技
球Ｂが必ず通過するような位置であればよく、例えば、第一案内通路２５２１の上端であ
る入口、第一案内通路２５２１の下端である出口、第一案内通路２５２１の内部に設けら
れていてもよい。
【１３９５】
　また、本実施形態では、右検出センサ２４０４が、第一案内通路２５２１の内部に設け
られた役物入賞口２００６よりも上流側に設けられているが、役物入賞口２００６よりも
下流側に設けられるようにしてもよい。このような場合、小当り遊技中に、第一案内通路
２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれたときに、開放状態となった役物入賞口２００６に遊技
球Ｂが入球する可能性が高いことから、下流側に位置する右検出センサ２４０４を遊技球
Ｂが通過する頻度が少なくなり、遊技球Ｂが過度に通過して右検出センサ２４０４に不具
合が生じることを防止することができる。
【１３９６】
　また、本実施形態では、第１～第３警告演出は、演出表示装置１６００の表示領域に所
定の警告画面を表示することを例示したが、各遊技状態にて何れの態様で遊技球Ｂを打ち
込むべきであることを常時遊技者に把握させるための打込領域指示表示（例えば、右矢印
画像からなる右打ち表示や、左矢印画像からなる左打ち表示）を別途行う場合には、この
打込領域指示表示を阻害しないように、第１～第３警告演出を実行することが望ましい。
例えば、演出表示装置１６００の表示領域のうちの右上部分に「打込領域指示表示を表示
するための表示領域」を区画して設け、その領域とは別の演出表示装置１６００の表示領
域のうちの左上部分に「第１～第３警告演出を表示するための表示領域」を区画して設け
、各々の案内が重畳して阻害されないようにしておくことが望ましい。
【１３９７】
　また、本実施形態では、第１～第３警告演出は、演出表示装置１６００の表示領域に所
定の警告画面を表示することを例示したが、こうした警告は、表示でなく音声による演出
として実現してもよく、その場合、音声を出力するために有限に設けられたチャンネルに
対する割り当ての優先度合いを、通常状態中や大当り遊技中、あるいは時短状態中に設定
される各種の演出音よりも高くなるように設定しておき、有限に設けられたチャンネルに
空き（未使用チャンネル）がない状況下でも極力出力されるようにしておくことが望まし
い。これにより、遊技球Ｂの多種の打ち分けを有するゲーム性に不慣れな遊技者が不利益
を受けることを効果的に抑制することが可能になる。
【１３９８】
［１７－２．第一案内通路と第二案内通路とに検出センサが設けられる場合について］
　上記とは異なる実施形態として、センター役物２５００の案内通路群２５２０のうち第
一案内通路２５２１に進入した遊技球Ｂを検出することが可能な右検出センサ２４０４と
、第二案内通路２５２２に進入した遊技球Ｂを検出することが可能な左検出センサ２４０
５と、が設けられる場合について、図１７５及び図１７６を参照して説明する。図１７５
は、第一案内通路２５２１と第二案内通路２５２２とに検出センサが設けられる実施形態
を示す説明図であり、図１７６は、右検出センサ２４０４及び左検出センサ２４０５を用
いた警告演出の実行時における具体的な演出例である。
【１３９９】
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　図１７５に示すように、第一案内通路２５２１の上端である入口のやや下方（入口近傍
）には、遊技球Ｂの通過を検出することが可能な右検出センサ２４０４が設けられるとと
もに、第二案内通路２５２２の上端である入口のやや下方（入口近傍）には、遊技球Ｂの
通過を検出することが可能な左検出センサ２４０５が設けられている。この右検出センサ
２４０４は、第一案内通路２５２１に進入した遊技球Ｂが必ず通過するような位置に設け
られている。つまり、上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６に当接する強さで遊技
球Ｂを打込む（所謂、右打ちする）と、案内通路群２５２０のうち第一案内通路２５２１
に進入するが、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが進入した場合には、その遊技球Ｂが右
検出センサ２４０４によって検出されることとなる。
【１４００】
　一方、左検出センサ２４０５は、第二案内通路２５２２に進入した遊技球Ｂが必ず通過
するような位置に設けられている。つまり、上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６
に当接しない強さ（右打ちよりもある程度弱い強さ）で遊技球Ｂを打込むと、高い確率で
第二案内通路２５２２に進入するが、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが進入した場合に
は、その遊技球Ｂが左検出センサ２４０５によって検出されることとなる。
【１４０１】
　右検出センサ２４０４および左検出センサ２４０５は、周辺制御基板１５１０と接続さ
れており、周辺制御基板１５１０の周辺制御部１５１１における周辺制御ＭＰＵには、右
検出センサ２４０４および左検出センサ２４０５からの検出信号が入力されている。そし
て、周辺制御ＭＰＵは、右検出センサ２４０４からの検出信号に基づいて、第一案内通路
２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれているか否かを監視するとともに、左検出センサ２４０
５からの検出信号に基づいて、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが打ち込まれているか否
かを監視している。具体的には、周辺制御ＭＰＵは、右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの
通過を検出すると、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態であると判断し
、左検出センサ２４０５が遊技球Ｂの通過を検出すると、第二案内通路２５２２に遊技球
Ｂが打ち込まれた状態であると判断し、右検出センサ２４０４および左検出センサ２４０
５が遊技球Ｂの通過を検出していないと、第一案内通路２５２１と第二案内通路２５２２
のいずれにも遊技球Ｂが打ち込まれた状態でないと判断している。
【１４０２】
　本実施形態では、詳細は上述したように、遊技状態に応じて遊技球Ｂの打ち方（発射強
度）を変化させ、遊技球Ｂが打ち込まれる領域や通路を異ならせる必要があるが、推奨さ
れる領域や通路に遊技球Ｂが打ち込まれていない場合には、その推奨される領域や通路に
遊技球Ｂを打ち込むように、遊技者に対して注意喚起がなされる。具体的には、第一案内
通路２５２１と第二案内通路２５２２とのいずれにも右検出センサ２４０４が設けられて
いることから、センター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべき通常状態で
あるときに、第一案内通路２５２１に設けられた右検出センサ２４０４と、第二案内通路
２５２２に設けられた左検出センサ２４０５とのいずれかが遊技球Ｂの通過を検出した状
態が所定時間継続すると、遊技者に対して注意喚起がなされることを可能にしている。
【１４０３】
　より詳細には、通常状態中には、センター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち
込むことが推奨されるが、第一案内通路２５２１に設けられた右検出センサ２４０４が遊
技球Ｂの通過を検出すると、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれた状態である
と判断し、第二案内通路２５２２に設けられた左検出センサ２４０５が遊技球Ｂの通過を
検出すると、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが打ち込まれた状態であると判断し、それ
らの状態が所定時間継続する（例えば、右検出センサ２４０４と左検出センサ２４０５の
一方あるいは両方によって５秒間に遊技球Ｂが５球以上検出される）と、センター役物２
５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者に警告する。具体的に
は、図１７６（Ａ）に示すように、演出表示装置１６００において、「左打ちして下さい
」というメッセージを通知する第４警告演出を実行している。これにより、通常状態中に
は、センター役物２５００の外周面のうち、最も高くなった部位よりも正面視左側（上右
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周壁部２５１０よりも左側）へ進入する強さに打ち方を変化させ、センター役物２５００
の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者が把握することができる。そ
して、右検出センサ２４０４および左検出センサ２４０５が遊技球Ｂの通過を検出してい
ない状態が所定時間継続（例えば、５秒間）した場合には、第一案内通路２５２１や第二
案内通路２５２２に遊技球Ｂが打ち込まれた状態が解消されたと判断し、その第４警告演
出を終了するようにしている。
【１４０４】
　より詳細には、通常状態中に右検出センサ２４０４や左検出センサ２４０５が遊技球Ｂ
の通過を検出すると、第一案内通路２５２１や第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが打ち込
まれた状態であると判断し、監視タイマを開始するとともに、その監視タイマによる監視
中に右検出センサ２４０４や左検出センサ２４０５により遊技球Ｂを検出するごとにカウ
ント値をカウントアップしている。そして、監視タイマの開始後に、第一案内通路２５２
１や第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが打ち込まれた状態が所定時間継続した場合（例え
ば、５秒間に遊技球Ｂが５球以上検出された場合）には、第４警告演出を実行するのに対
し、その状態が所定時間継続しなかった場合（例えば、５秒間に遊技球Ｂが５球未満の検
出で終了した場合）には、第一案内通路２５２１や第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが打
ち込まれた状態が解消されたものとして第４警告演出は実行せず、監視タイマやカウント
値等の情報をクリアしている。また、監視タイマの開始後に、通常状態から遊技状態が切
り替わり、センター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくなっ
た場合にも、監視タイマやカウント値等の情報をクリアしている。そして、第４警告演出
の実行後には、監視タイマを開始し、右検出センサ２４０４や左検出センサ２４０５が遊
技球Ｂの通過を検出していない状態が所定時間継続（例えば、５秒間）した場合には、第
一案内通路２５２１や第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが打ち込まれた状態が解消された
ものとして第４警告演出を終了するのに加え、通常状態から遊技状態が切り替わった場合
にも、センター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくなったと
して第４警告演出を終了している。
【１４０５】
　なお、小当り遊技中には、案内通路群２５２０のうち第一案内通路２５２１に遊技球Ｂ
を打ち込むことが推奨されるが、第一案内通路２５２１に設けられた右検出センサ２４０
４が遊技球Ｂの通過を検出していないと、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれ
た状態でないと判断し、その状態が所定時間継続する（例えば、５秒間）と、第一案内通
路２５２１に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者に警告する。具体的には、図１
７６（Ｂ）に示すように、演出表示装置１６００において、「第一案内通路に打ち込んで
下さい」というメッセージを通知する第５警告演出を実行している。これにより、小当り
遊技中には、上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６に当接する強さに打ち方を変化
させ、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者が把握するこ
とができる。そして、右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出した場合には、第一
案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれていない状態が解消されたと判断し、その第５
警告演出を終了するようにしている。
【１４０６】
　より詳細には、小当り遊技中に右検出センサ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出していな
いと、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれていない状態であると判断し、監視
タイマを開始している。そして、監視タイマの開始後に、第一案内通路２５２１に遊技球
Ｂが打ち込まれていない状態が所定時間継続した場合（例えば、５秒間）には、第５警告
演出を実行するのに対し、所定時間内（例えば、５秒間）に右検出センサ２４０４が遊技
球Ｂの通過を検出した場合には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれていない
状態が解消されたものとして第５警告演出は実行せず、監視タイマ等の情報をクリアして
いる。また、監視タイマの開始後に、小当り遊技から遊技状態が切り替わり、第一案内通
路２５２１に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくなった場合にも、監視タイマ等の情報を
クリアしている。そして、第５警告演出の実行後には、監視タイマを開始し、右検出セン
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サ２４０４が遊技球Ｂの通過を検出した場合には、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂが打
ち込まれていない状態が解消されたものとして第５警告演出を終了するのに加え、小当り
遊技から遊技状態が切り替わった場合にも、第一案内通路２５２１に遊技球Ｂを打ち込む
べき状態でなくなったとして第５警告演出を終了している。
【１４０７】
　一方、大当り遊技中および時短状態中には、案内通路群２５２０のうち第二案内通路２
５２２に遊技球Ｂを打ち込むことが推奨されるが、第二案内通路２５２２に設けられた左
検出センサ２４０５が遊技球Ｂの通過を検出していないと、第二案内通路２５２２に遊技
球Ｂが打ち込まれた状態でないと判断し、その状態が所定時間継続する（例えば、５秒間
）と、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者に警告する。
具体的には、図１７６（Ｃ）に示すように、演出表示装置１６００において、「第二案内
通路に打ち込んで下さい」というメッセージを通知する第６警告演出を実行している。こ
れにより、大当り遊技中および時短状態中には、上流空間部２５０５に進入し衝止部１０
０６に当接しない強さ（右打ちよりもある程度弱い強さ）に打ち方を変化させ、第二案内
通路２５２２に遊技球Ｂを打ち込むべきであることを遊技者が把握することができる。そ
して、左検出センサ２４０５が遊技球Ｂの通過を検出した場合には、第二案内通路２５２
２に遊技球Ｂが打ち込まれていない状態が解消されたと判断し、その警告演出を終了する
ようにしている。
【１４０８】
　より詳細には、大当り遊技中および時短状態中に左検出センサ２４０５が遊技球Ｂの通
過を検出していないと、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが打ち込まれていない状態であ
ると判断し、監視タイマを開始している。そして、監視タイマの開始後に、第二案内通路
２５２２に遊技球Ｂが打ち込まれていない状態が所定時間継続した場合（例えば、５秒間
）には、第６警告演出を実行するのに対し、所定時間内（例えば、５秒間）に左検出セン
サ２４０５が遊技球Ｂの通過を検出した場合には、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂが打
ち込まれていない状態が解消されたものとして第６警告演出は実行せず、監視タイマ等の
情報をクリアしている。また、監視タイマの開始後に、大当り遊技や時短状態から遊技状
態が切り替わり、第二案内通路２５２２に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくなった場合
にも、監視タイマ等の情報をクリアしている。そして、第６警告演出の実行後には、監視
タイマを開始し、左検出センサ２４０５が遊技球Ｂの通過を検出した場合には、第二案内
通路２５２２に遊技球Ｂが打ち込まれていない状態が解消されたものとして第６警告演出
を終了するのに加え、大当り遊技や時短状態から遊技状態が切り替わった場合にも、第二
案内通路２５２２に遊技球Ｂを打ち込むべき状態でなくなったとして第６警告演出を終了
している。
【１４０９】
　なお、本実施形態では、右検出センサ２４０４が、第一案内通路２５２１の上端である
入口のやや下方（入口近傍）に設けられているが、第一案内通路２５２１に進入した遊技
球Ｂが必ず通過するような位置であればよく、例えば、第一案内通路２５２１の上端であ
る入口、第一案内通路２５２１の下端である出口、第一案内通路２５２１の内部に設けら
れていてもよい。同様に、左検出センサ２４０５は、第二案内通路２５２２の上端である
入口のやや下方（入口近傍）に設けられているが、第二案内通路２５２２に進入した遊技
球Ｂが必ず通過するような位置であればよく、例えば、第二案内通路２５２２の上端であ
る入口、第二案内通路２５２２の下端である出口、第二案内通路２５２２の内部に設けら
れていてもよい。
【１４１０】
　また、本実施形態では、右検出センサ２４０４が、第一案内通路２５２１の内部に設け
られた役物入賞口２００６よりも上流側に設けられているが、役物入賞口２００６よりも
下流側に設けられるようにしてもよい。このような場合、小当り遊技中に、第一案内通路
２５２１に遊技球Ｂが打ち込まれたときに、開放状態となった役物入賞口２００６に遊技
球Ｂが入球する可能性が高いことから、下流側に位置する右検出センサ２４０４を遊技球
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Ｂが通過する頻度が少なくなり、遊技球Ｂが過度に通過することで右検出センサ２４０４
に不具合が生じることを防止することができる。
【１４１１】
　また、本実施形態では、案内通路群２５２０のうち第一案内通路２５２１と第二案内通
路２５２２とのいずれにも検出センサ（右検出センサ２４０４、左検出センサ２４０５）
が設けられているが、案内通路群２５２０に進入する遊技球Ｂが必ず通過するような位置
に、１つの検出センサが設けられるようにしてもよい。例えば、上流空間部２５０５に進
入した遊技球Ｂが第一案内通路２５２１と第二案内通路２５２２とのいずれかに分岐する
よりも手前側の通路において、１つの検出センサが設けられることで、案内通路群２５２
０に遊技球Ｂが進入するか否かを、１つの検出センサによって検出することが可能となる
。つまり、１つの検出センサが遊技球Ｂの通過を検出すると、案内通路群２５２０に遊技
球Ｂが打ち込まれた状態であると判断し、１つの検出センサが遊技球Ｂの通過を検出して
いないと、案内通路群２５２０に遊技球Ｂが打ち込まれた状態でないと判断することが可
能となる。このような場合にも、センター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込
むべき通常状態であるときに、１つの検出センサが遊技球Ｂの通過を検出した状態が所定
時間継続すると、遊技者に対して注意喚起がなされるようにすることで、少なくともセン
ター役物２５００の左側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべきであるか否かは、遊技者が把握
できるようになる。
【１４１２】
　また、本実施形態では、第４～第６警告演出は、演出表示装置１６００の表示領域に所
定の警告画面を表示することを例示したが、各遊技状態にて何れの態様で遊技球Ｂを打ち
込むべきであることを常時遊技者に把握させるための打込領域指示表示（例えば、右矢印
画像からなる右打ち表示や、左矢印画像からなる左打ち表示）を別途行う場合には、この
打込領域指示表示を阻害しないように、第４～第６警告演出を実行することが望ましい。
例えば、演出表示装置１６００の表示領域のうちの右上部分に「打込領域指示表示を表示
するための表示領域」を区画して設け、その領域とは別の演出表示装置１６００の表示領
域のうちの左上部分に「第４～第６警告演出を表示するための表示領域」を区画して設け
、各々の案内が重畳して阻害されないようにしておくことが望ましい。
【１４１３】
　また、本実施形態では、第４～第６警告演出は、演出表示装置１６００の表示領域に所
定の警告画面を表示することを例示したが、こうした警告は、表示でなく音声による演出
として実現してもよく、その場合、音声を出力するために有限に設けられたチャンネルに
対する割り当ての優先度合いを、通常状態中や大当り遊技中、あるいは時短状態中に設定
される各種の演出音よりも高くなるように設定しておき、有限に設けられたチャンネルに
空き（未使用チャンネル）がない状況下でも極力出力されるようにしておくことが望まし
い。これにより、遊技球Ｂの多種の打ち分けを有するゲーム性に不慣れな遊技者が不利益
を受けることを効果的に抑制することが可能になる。
【１４１４】
［１７－３．第一案内通路および第二案内通路が前後方向に並んだ重見部に球詰まり解消
穴が設けられる場合について］
　上記とは異なる実施形態として、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２が
前後方向に並んだ重見部２５２０ａにおいて、後側の第二案内通路２５２２での球詰まり
を取り除くことが可能な球詰まり解消穴２５２３が設けられる場合について、図１７７及
び図１７８を参照して説明する。図１７７及び図１７８は、第一案内通路２５２１および
第二案内通路２５２２に球詰まり解消穴２５２３が設けられる実施形態を示す説明図であ
る。
【１４１５】
　詳細は上述したが、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２は、第一案内通路
２５２１における役物入賞口２００６よりも左側で上下に延びている部位に、互いに前後
方向に並ぶことにより前方から重なって見える重見部２５２０ａを有している。この重見
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部２５２０ａでは、第二案内通路２５２２が第一案内通路２５２１の後側に位置している
。
【１４１６】
　図１７７及び図１７８（Ａ）に示すように、第一案内通路２５２１および第二案内通路
２５２２が前後方向に並んだ重見部２５２０ａには、所定の棒状部材を第一案内通路２５
２１の前側から挿入可能で、その棒状部材を挿入することにより後側の第二案内通路２５
２２での球詰まりを取り除くことが可能な球詰まり解消穴２５２３が設けられている。具
体的には、第一案内通路２５２１の前面側と、第一案内通路２５２１の後面側および第二
案内通路２５２２の前面側が隣接した部位と、に球詰まり解消穴２５２３が設けられてい
る。また、第一案内通路２５２１の後面側および第二案内通路２５２２の前面側が隣接し
た部位に設けられた球詰まり解消穴２５２３は、前方から視認して、第一案内通路２５２
１の前面側に設けられた球詰まり解消穴２５２３と一致するような位置であり、第一案内
通路２５２１の前側から第二案内通路２５２２に向けて前後方向に貫通するように設けら
れている。これにより、第一案内通路２５２１の前側から第二案内通路２５２２に向けて
棒状部材をスムーズに挿入することができる。つまり、第二案内通路２５２２で球詰まり
が発生した際には、第一案内通路２５２１の前側から第二案内通路２５２２に向けて棒状
部材を挿入することで、後側の第二案内通路２５２２で球詰まりした遊技球Ｂに棒状部材
が接触することが可能となり、その棒状部材を前後方向に動かすことで、第二案内通路２
５２２での球詰まりを取り除くことができる。
【１４１７】
　なお、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２から構成される案内通路群２５
２０の前面側にカバー部材が設けられる場合には、そのカバー部材にも、前方から視認し
て、第一案内通路２５２１の前面側に設けられた球詰まり解消穴２５２３と一致するよう
な位置に球詰まり解消穴２５２３が設けられるようにすればよい。これにより、第二案内
通路２５２２で球詰まりが発生した際には、カバー部材を外すことなく、カバー部材の前
面側から第二案内通路２５２２に向けて棒状部材を挿入することができる。
【１４１８】
　また、球詰まり解消穴２５２３は、棒状部材よりも若干大きい径である円形状に形成さ
れている。これにより、第一案内通路２５２１の前側から第二案内通路２５２２に向けて
棒状部材を挿入した際に、その棒状部材を前後方向だけでなく、上下方向および左右方向
にも自在に動かすことができる。つまり、第二案内通路２５２２で球詰まりが発生した際
には、棒状部材を前後方向だけでなく、上下方向および左右方向にも動かすことで、第二
案内通路２５２２での球詰まりを容易に取り除くことができる。
【１４１９】
　また、球詰まり解消穴２５２３は、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２
が前後方向に並んだ重見部２５２０の上下に延びている部位において、所定間隔で、複数
設けられている。これにより、重見部２５２０における第二案内通路２５２２のどの位置
で球詰まりが発生した場合であっても、その位置から近い箇所に設けられた球詰まり解消
穴２５２３から棒状部材を挿入すればよく、第二案内通路２５２２での球詰まりを容易に
取り除くことができる。
【１４２０】
　案内通路群２５２０のうち第一案内通路２５２１は、その通路が左右方向にのみ屈曲し
ているのに対し、第二案内通路２５２２は、その通路が左右方向だけでなく前後方向にも
屈曲した複雑な形状で形成されており、第一案内通路２５２１よりも第二案内通路２５２
２のほうが球詰まりが発生しやすい。また、第一案内通路２５２１および第二案内通路２
５２２が前後方向に並んだ重見部２５２０は、第一案内通路２５２１および第二案内通路
２５２２の上端である入口と、下端である出口とのいずれからも離れており、且つ、入口
や出口から屈曲した後の部位であることから、入口や出口から棒状部材を挿入したとして
も、その部位に棒状部材が届くことはない。この点、第一案内通路２５２１および第二案
内通路２５２２が前後方向に並んだ重見部２５２０ａには、第一案内通路２５２１の前側
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から第二案内通路２５２２に向けて棒状部材を挿入することが可能な球詰まり解消穴２５
２３が設けられている。これにより、重見部２５２０ａにおける前側の第一案内通路２５
２１での球詰まりだけでなく、後側の第二案内通路２５２２で球詰まりが発生した際にも
、棒状部材を挿入することで、その球詰まりを簡単に取り除くことができる。
【１４２１】
　上記では、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２が前後方向に並んだ重見
部２５２０ａにおいて、第一案内通路２５２１の前側から第二案内通路２５２２に向けて
前後方向に貫通するように球詰まり解消穴２５２３が設けられているが、以下には、後側
の第二案内通路２５２２での球詰まりを取り除くことが可能な球詰まり解消穴２５２３に
ついての別例を示す。
【１４２２】
　第１の別例として、図１７８（Ｂ）に示すように、第一案内通路２５２１および第二案
内通路２５２２が前後方向に並んだ重見部２５２０ａにおける第二案内通路２５２２の左
面側には、所定の棒状部材を第二案内通路２５２２の左側から挿入可能で、その棒状部材
を挿入することにより第二案内通路２５２２での球詰まりを取り除くことが可能な球詰ま
り解消穴２５２３が設けられるようにしてもよい。このような場合、第二案内通路２５２
２で球詰まりが発生した際には、第二案内通路２５２２の左側から棒状部材を挿入するこ
とで、第二案内通路２５２２で球詰まりした遊技球Ｂに棒状部材が接触することが可能と
なり、その棒状部材を左右方向に動かすことで、第二案内通路２５２２での球詰まりを取
り除くことができる。なお、本実施形態では、第一案内通路２５２１及び第二案内通路２
５２２から構成される案内通路群２５２０の左方に、透明板状の導光板３１０２が設けら
れているが、その導光板３１０２が第一案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２の後
方に位置しており、導光板３１０２に妨げられることなく、第二案内通路２５２２の左側
から棒状部材を挿入することを可能にしている。
【１４２３】
　また、第２の別例として、図１７８（Ｃ）に示すように、第一案内通路２５２１および
第二案内通路２５２２が前後方向に並んだ重見部２５２０ａには、第一案内通路２５２１
の前側から第二案内通路２５２２に向けて前後方向に貫通するように球詰まり解消穴２５
２３が設けられているが、その球詰まり解消穴２５２３の形状は、円形状ではなく、上下
方向に延びたスリット形状に形成されていてもよい。このような場合、第一案内通路２５
２１の前側から第二案内通路２５２２に向けて棒状部材を挿入した際に、その棒状部材を
上下方向に大きく動かすことができ、第二案内通路２５２２での球詰まりを容易に取り除
くことができる。
【１４２４】
　また、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の上端である入口付近におい
ては、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２が左右方向に並んで設けられて
いる。そして、第３の別例としては、図１７８（Ｄ）に示すように、第一案内通路２５２
１および第二案内通路２５２２が前後方向に並んだ箇所において、所定の棒状部材を第二
案内通路２５２２の左側から挿入可能で、その棒状部材を挿入することにより右側（奥側
）の第一案内通路２５２１での球詰まりを取り除くことが可能な球詰まり解消穴２５２３
が設けられるようにしてもよい。つまり、球詰まり解消穴２５２３は、第二案内通路２５
２２の左側から第一案内通路２５２１に向けて左右方向に貫通するように設けられるよう
にしてもよい。このような場合、第一案内通路２５２１で球詰まりが発生した際には、第
二案内通路２５２２の左側から棒状部材を挿入することで、右側（奥側）の第一案内通路
２５２１で球詰まりした遊技球Ｂに棒状部材が接触することが可能となり、その棒状部材
を左右方向に動かすことで、第一案内通路２５２１での球詰まりを取り除くことができる
。
【１４２５】
　また、第１の別例や第３の別例のように、第二案内通路２５２２の左面側に球詰まり解
消穴２５２３が設けられる場合には、第二案内通路２５２２の左側から球詰まり解消穴２
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５２３を介して棒状部材を挿入することで、第二案内通路２５２２での球詰まりを取り除
くことが可能であるが、導光板３１０２が第二案内通路２５２２の後方であるものの隣接
した位置に設けられていることから、球詰まり解消穴２５２３を介して棒状部材を挿入す
る際に、その棒状部材が導光板３１０２に接触する可能性がある。そして、棒状部材によ
って導光板３１０２に傷がつくと、導光板３１０２に絵柄（第一絵柄３１０２ａ、第二絵
柄３１０２ｂ）を発光装飾する際に、その絵柄とは関係のない傷がついた部位も導光（光
が反射）するが、傷がついた部位が絵柄と重なっていると、その絵柄が視認し難くなって
しまうという問題がある。このため、第二案内通路２５２２に隣接した部分である導光板
３１０２の右領域部分には、絵柄が表出される導光装飾領域を設けないようにすることが
望ましい。また、導光板３１０２は、裏箱３０１０の前端に取付けられる四角い枠状のユ
ニットベース３１０１に取付けられているが、第二案内通路２５２２から導光板３１０２
が離れるようにその導光板３１０２を手動で左に向けて移動することを可能とし、球詰ま
り解消穴２５２３を介して棒状部材を挿入する際には、その前段階として、棒状部材が導
光板３１０２に接触しない位置に移動することが可能に構成してもよい。また、第二案内
通路２５２２の左側には、その第二案内通路２５２２の左面側に設けられた球詰まり解消
穴２５２３を隠蔽する位置と、隠蔽しない位置とに移動することが可能な可動部材を設け
て、球詰まり解消穴２５２３を介して棒状部材を挿入する際には、その前段階として、可
動部材が球詰まり解消穴２５２３を隠蔽しない位置に移動することが可能に構成してもよ
い。このような構成では、第二案内通路２５２２での球詰まりを取り除く必要がないとき
に、球詰まり解消穴２５２３を隠蔽する位置に可動部材が位置し、遊技者が球詰まり解消
穴２５２３を視認し難くなり、第二案内通路２５２２を含む全体としての装飾性が損なわ
れないといった利点がある。
【１４２６】
［１７－４．並設された第一案内通路および第二案内通路の出口付近における球詰まり防
止構造について］
　図１２０（ａ）で説明したように、遊技球Ｂを、遊技領域５ａの周縁の一部を構成する
外レール１００１から内方へ突出している衝止部１００６に当接する強さで打込む（所謂
、右打ちする）と、衝止部１００６に当接した遊技球Ｂが第一案内通路２５２１に進入す
る。この第一案内通路２５２１に進入した遊技球Ｂは、第一案内通路２５２１の途中の役
物入賞口２００６を閉鎖している役物入賞口扉２５１１の上面を転動した上で、案内通路
群２５２０の下端の右側の出口から下方のアタッカユニット２４００側へ放出される。そ
して、第一案内通路２５２１の出口から下方へ放出された遊技球Ｂは、アタッカユニット
２４００との間に植設されている複数の障害釘Ｎにより、アタッカ右通路２４３０の第一
開口部２４３１、普通入賞口２００３、及び普通入賞口２００３の左側の部位、の何れか
に対して、同じような確率で進入するように誘導される。
【１４２７】
　一方、図１２０（ｂ）で説明したように、上流空間部２５０５に打込まれた遊技球Ｂが
第二案内通路２５２２の入口に進入して、第二案内通路２５２２を流通すると、後方へひ
ねられて重見部２５２０ａにおいて第一案内通路２５２１と前後方向に並んだ後に、前方
へひねられて第一案内通路２５２１の出口の左側の出口から下方のアタッカユニット２４
００側へ放出される。そして、第二案内通路２５２２の出口から下方へ放出された遊技球
Ｂは、アタッカユニット２４００との間に植設されている複数の障害釘Ｎにより、普通入
賞口２００３又は普通入賞口２００３の左側の部位の何れかに進入するように誘導され、
まれに、アタッカ右通路２４３０の第一開口部２４３１に進入するように誘導される。
【１４２８】
　なお、普通入賞口２００３の右側の第一開口部２４３１を通ってアタッカ右通路２４３
０に進入した遊技球Ｂは、大入賞口２００５よりも下側となる放出口部２４３５から右下
レール１００４上に放出され、アウト口１００８から遊技領域５ａ外へ排出される。
【１４２９】
　案内通路群２５２０の下端においては、第一案内通路２５２１の出口が右側に、第二案
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内通路２５２２の出口が左側に位置するように、それぞれの出口が並設されていることか
ら、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口付近では、それらの出口か
ら排出された遊技球Ｂが短時間で多量に流れ込み、それらの出口の下方で球詰まりが発生
しやすくなっている。この点、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口
の下方には、普通入賞口２００３の右側にアタッカ右通路２４３０の第一開口部２４３１
が設けられており、その第一開口部２４３１に遊技球Ｂが進入すると、アタッカ右通路２
４３０を通ってアウト口１００８に誘導されるようになっている。これにより、第一案内
通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口付近では、それらの出口から排出された
遊技球Ｂの一部が第一開口部２４３１からアウト口１００８に誘導されることから、それ
らの出口付近で遊技球Ｂが滞留しにくくなり、球詰まりが発生することを防止することが
できる。また、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口の下方で球詰ま
りが発生したとしても、それらの出口から排出された遊技球Ｂが第一開口部２４３１から
アウト口１００８に誘導されることとなり、第一案内通路２５２１および第二案内通路２
５２２の内部にまで遊技球Ｂが積み上がることを防止することができる。
【１４３０】
　このように、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口の下方には、ア
タッカ右通路２４３０の第一開口部２４３１が設けられているが、その位置は、第二案内
通路２５２２の出口よりも第一案内通路２５２１の出口のほうが近くなるように設けられ
ている。第一案内通路２５２１の内部には、小当り遊技中に開放状態となる役物入賞口２
００６が設けられているが、第一案内通路２５２１の出口の下方での球詰まりを起因とし
て、第一案内通路２５２１の内部に設けられた役物入賞口２００６の位置にまで遊技球Ｂ
が積み上がると、開放状態となった役物入賞口２００６に想定以上の遊技球Ｂが流れ込み
、遊技者が不正な利益を得られるようになってしまう。この点、アタッカ右通路２４３０
の第一開口部２４３１は、第二案内通路２５２２の出口よりも第一案内通路２５２１の出
口のほうが近くなるように設けられているため、第一案内通路２５２１および第二案内通
路２５２２の出口の下方で球詰まりが発生したとしても、第一案内通路２５２１の出口付
近の遊技球Ｂを、効率よく第一開口部２４３１からアウト口１００８に誘導することがで
き、第一案内通路２５２１の内部に設けられた役物入賞口２００６の位置にまで遊技球Ｂ
が積み上がることを防止することができる。
【１４３１】
　なお、本実施形態では、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口の下
方には、普通入賞口２００３の右側において、アウト口１００８に遊技球Ｂを誘導するこ
とが可能であるアタッカ右通路２４３０の第一開口部２４３１が設けられているが、アタ
ッカ右通路２４３０にアウト口１００８とは別のアウト口を設けるようにし、第一開口部
２４３１から進入した遊技球Ｂを、その別のアウト口から遊技領域５ａ外へ排出するよう
にしてもよい。このような場合にも、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２
の出口から排出された遊技球Ｂの一部を、アウト口１００８とは別のアウト口から効率よ
く遊技領域５ａ外へ誘導することができ、それらの出口付近で遊技球Ｂが滞留しにくくな
り、球詰まりが発生することを防止することができる。
【１４３２】
　また、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口の下方には、第一案内
通路２５２１の出口から近い位置で、アウト口１００８に遊技球Ｂを誘導することが可能
であるアタッカ右通路２４３０の第一開口部２４３１が設けられているが、第二案内通路
２５２２の出口から近い位置にも、アウト口１００８に遊技球Ｂを誘導することが可能で
ある通路や、遊技領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することが可能であるアウト口１００８と
は別のアウト口を設けるようにしてもよい。このような場合にも、第一案内通路２５２１
および第二案内通路２５２２の出口から排出された遊技球Ｂの一部を、効率よく遊技領域
５ａ外へ誘導することができ、それらの出口付近で遊技球Ｂが滞留しにくくなり、球詰ま
りが発生することを防止することができる。
【１４３３】
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　上記では、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口付近には、アウト
口１００８に遊技球Ｂを誘導することが可能であるアタッカ右通路２４３０の第一開口部
２４３１が設けられているが、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の入口
付近にも、アウト口１００８に遊技球Ｂを誘導することが可能である通路や、遊技領域５
ａ外へ遊技球Ｂを排出することが可能であるアウト口１００８とは別のアウト口を設ける
ようにしてもよい。以下には、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の入口
付近において、遊技領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することが可能である第二アウト口１０
１３が設けられる場合についての別例を示す。図１７９は、第一案内通路２５２１および
第二案内通路２５２２の入口付近に第二アウト口１０１３が設けられる実施形態を示す説
明図である。
【１４３４】
　図１７９に示すように、第一案内通路２５２１の上端である入口と、第二案内通路２５
２２の上端である入口との間には、遊技領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することが可能であ
る第二アウト口１０１３が設けられている。このような構成では、上流空間部２５０５に
進入し衝止部１００６に当接する強さで遊技球Ｂを打込む（所謂、右打ちする）と、高い
確率で第一案内通路２５２１に進入するが、その打ち込まれた遊技球Ｂの一部が、第一案
内通路２５２１の入口に隣接した第二アウト口１０１３に入球するようになる。同様に、
上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６に当接しない強さ（右打ちよりもある程度弱
い強さ）で遊技球Ｂを打込むと、高い確率で第二案内通路２５２２に進入するが、その打
ち込まれた遊技球Ｂの一部が、第二案内通路２５２２の入口に隣接した第二アウト口１０
１３に入球するようになる。つまり、上流空間部２５０５に進入するように打ち込まれた
遊技球Ｂの一部が、第二アウト口１０１３に入球するようになっている。これにより、第
一案内通路２５２１の入口と、第二案内通路２５２２の入口とのいずれを遊技者が狙った
場合にも、上流空間部２５０５に進入するように打ち込まれた遊技球Ｂの一部が、第二ア
ウト口１０１３から遊技領域５ａ外へ誘導されることから、それらの入口から内部に進入
する遊技球Ｂが少なくなり、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の内部で
球詰まりが発生することを防止することができる。
【１４３５】
　また、上記以外にも、第一案内通路２５２１や第二案内通路２５２２の内部で球詰まり
が発生した場合のみ、遊技領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することが可能であるアウト口１
００８とは別のアウト口を設けるようにしてもよい。以下には、第一案内通路２５２１の
内部の出口付近において、遊技領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することが可能である第二ア
ウト口１０１３が設けられる場合についての別例を示す。図１８０は、第一案内通路２５
２１の内部の出口付近に第二アウト口１０１３が設けられる実施形態を示す説明図である
。
【１４３６】
　図１８０（Ａ）に示すように、第一案内通路２５２１の下端である出口の僅かに上方に
は、第一案内通路２５２１の後面と同一面である遊技領域５ａ（遊技盤５）の前面に開口
し、遊技領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することが可能である第二アウト口１０１３が設け
られている。また、第一案内通路２５２１の内部には、小当り遊技中に開放状態となる役
物入賞口２００６が設けられているが、その役物入賞口２００６よりも第二アウト口１０
１３が下流側となる位置に設けられている。このような構成では、第一案内通路２５２２
の出口の下方など、第二アウト口１０１３より下方で球詰まりが発生していない場合、第
一案内通路２５２１に遊技球Ｂが進入すると、第二アウト口１０１３に入球することなく
、第二アウト口１０１３の前方をそのまま通過するようになる。
【１４３７】
　一方、図１８０（Ｂ）に示すように、第一案内通路２５２１の出口の下方など、第二ア
ウト口１０１３より下方で球詰まりが発生した場合には、第二アウト口１０１３の位置に
まで遊技球Ｂが積み上がった時点で、さらに第一案内通路２５２１を流通した遊技球Ｂが
、第二アウト口１０１３に入球するようになる。つまり、第一案内通路２５２１の内部に
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おいては、第二アウト口１０１３よりも上方の位置にまで遊技球Ｂが積み上がらないよう
になっている。上記したように、第一案内通路２５２１の内部には、小当り遊技中に開放
状態となる役物入賞口２００６が設けられているが、第一案内通路２５２１の出口付近で
の球詰まりを起因として、第一案内通路２５２１の内部に設けられた役物入賞口２００６
の位置にまで遊技球Ｂが積み上がると、開放状態となった役物入賞口２００６に想定以上
の遊技球Ｂが流れ込み、遊技者が不正な利益を得られるようになってしまう。この点、第
一案内通路２５２１の内部における役物入賞口２００６の下流側には、第一案内通路２５
２１の内部で球詰まりが発生した場合のみ、遊技領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することが
可能である第二アウト口１０１３が設けられているため、第一案内通路２５２１の出口付
近で球詰まりが発生したとしても、第一案内通路２５２１の内部に設けられた役物入賞口
２００６の位置にまで遊技球Ｂが積み上がるよりも前に、第二アウト口１０１３から遊技
領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することができ、遊技者が不正な利益を得られるといった状
況が発生することを防止することができる。
【１４３８】
［１８．異常発生時のアウト口検出について］
　本実施形態のパチンコ機１では、電源投入後、遊技盤５上に設けられた入球口（第一始
動口２００２、第二始動口２００４、大入賞口２００５、役物入賞口２００６など）への
遊技球Ｂの入球時、および、アウト口１００８への遊技球Ｂの入球時には、それぞれの入
球数をカウントして所定の演算を行い、その演算結果を当該パチンコ機１に関する情報と
して所定の表示装置に表示するようにしている。また、異常が発生した場合には、その異
常が軽度であるか重度であるかによって、演算を継続するか中止（停止）するかを異なら
せ、重度の異常が発生した場合には、演算を中止（停止）するようにしている。このよう
な異常が発生した場合における演算の実行状態について、図１８１を参照して説明する。
図１８１は、異常が発生した場合における演算の実行状態を示す説明図である。
【１４３９】
　まず、主制御基板１３１０では、遊技盤５上に設けられた入球口として、一般入賞口２
００１、普通入賞口２００３、第一始動口２００２、第二始動口２００４、大入賞口２０
０５、役物入賞口２００６に遊技球Ｂが入球したときに、それぞれ一般入賞口センサ３０
０１、普通入賞口センサ２４０１、第一始動口センサ３００２、第二始動口センサ２４０
２、大入賞口センサ２４０３、役物入賞口センサ２５１３が遊技球Ｂの検出をし、それぞ
れに対応した入球数カウンタに加算している。このような入球数カウンタによって、遊技
領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂのうち、それぞれの入球口に入球した遊技球Ｂの入球数
を把握することができる。
【１４４０】
　また、主制御基板１３１０では、遊技盤５上に設けられたアウト口１００８から遊技球
Ｂが外部に排出されたときに、アウト口左センサ３０３２、アウト口右センサ３０３３の
いずれかが遊技球Ｂの検出をし、いずれもアウト数カウンタに加算している。このアウト
数カウンタによって、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂのうち、アウト口１００８に
入球した遊技球Ｂの入球数を把握することができる。
【１４４１】
　そして、主制御基板１３１０では、入球数カウンタとアウト数カウンタとを用いて所定
の演算を行っている。具体例としては、入球数カウンタの全てを加算することで、遊技領
域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂのうち、遊技盤５上に設けられた入球口に入球した遊技球
Ｂの総数を算出することができる。また、入球数カウンタの全てとアウト数カウンタとを
加算することで、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂの総数を算出することができる。
【１４４２】
　上記した演算結果は、当該パチンコ機１に関する情報として所定の表示装置に表示して
いる。ただし、所定の表示装置に表示される情報としては、それぞれの入球数カウンタや
アウト数カウンタに基づいて、それぞれの入球口やアウト口１００８に入球した遊技球Ｂ
の入球数をそのまま出力することも可能としている。また、所定の表示装置としては、遊



(258) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

技盤５に設けられた演出表示装置１６００、外部でホール側が管理するホールコンピュー
タなどが挙げられる。また、パチンコ機１の裏側に設けられた主制御基板１３１０にモニ
タを搭載するようにし、そのモニタに表示してもよい。このうち、演出表示装置１６００
に情報が表示される場合には、遊技者とホール側とのいずれもが視認しうる位置で把握す
ることができるのに対し、ホールコンピュータや主制御基板１３１０のモニタに情報が表
示される場合には、ホール側のみが視認しうる位置で把握することができる。
【１４４３】
　また、所定の表示装置に表示される情報として、遊技盤５上に設けられた入球口に入球
した遊技球Ｂの総数や、アウト口１００８に入球した遊技球Ｂの総数を表示した場合には
、それらの比率から、入球口やアウト口１００８に遊技球Ｂが入球する程度が正常な数値
範囲であるか否かを判断することができる。正常な遊技が行われている場合には、遊技領
域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂが所定の割合で入球口に入球するようになっているが、例
えば、アウト口１００８に対して入球口に入球した遊技球Ｂの総数が多すぎる比率である
場合には、不正な行為で入球口に対して入球させているのではないかと疑うことができる
し、入球口に対してアウト口１００８に入球した遊技球Ｂの総数が多すぎる比率である場
合には、不正な行為でアウト口１００８に対して入球させているのではないかと疑うこと
ができる。
【１４４４】
　なお、主制御基板１３１０では、払出装置８５０から遊技球Ｂが払い出されたときに、
払出検知センサ９５０が遊技球Ｂの検出をし、払出数カウンタに加算している。この払出
数カウンタによって、遊技者に払い出された遊技球Ｂの払出数を把握することができる。
そして、入球数カウンタの全てとアウト数カウンタとによって算出された、遊技領域５ａ
に打ち込まれた遊技球Ｂの総数が、遊技者が使用した遊技球Ｂの総数であることから、技
者に払い出された遊技球Ｂの払出数との差分を算出することで、遊技球Ｂの純増数を算出
することができ、そのような遊技球Ｂの純増数を所定の表示装置に表示することができる
。
【１４４５】
　また、本実施形態では、遊技盤５上に設けられた入球口やアウト口１００８に入球した
遊技球Ｂは、本体枠４に設けられている球排出口６２９を通ってパチンコ機１の後方外部
（遊技ホールの島設備側）に排出される（図９４参照）が、その球排出口６２９を通過す
る遊技球Ｂを検出することが可能な枠側アウト口センサ３０３７を設けるようにしている
。この枠側アウト口センサ３０３７は、球排出口６２９を通過した遊技球Ｂを検出したと
きに、その検出信号が主制御基板１３１０に入力される。そして、主制御基板１３１０で
は、遊技盤５上に設けられた入球口やアウト口１００８に遊技球Ｂが入球した後、その合
流した遊技球Ｂがパチンコ機１の外部に排出されるときに、枠側アウト口センサ３０３７
が遊技球Ｂの検出をし、枠側アウト数カウンタに加算している。この枠側アウト数カウン
タによって、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂの入球数を把握することができる。
【１４４６】
　なお、本実施形態では、上述したように、払出装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方
へ放出された遊技球Ｂも、上部満タン球経路ユニット６００の上部球抜通路６００ｅ、及
び下部満タン球経路ユニット６１０の下部球抜通路６１０ｃを通って、下部球抜通路６１
０ｃの下流端開口から基板ユニット６２０の球抜誘導部６２７へ放出された後に、排出球
受部６２８及び球排出口６２９を通ってパチンコ機１の後方外部（遊技ホールの島設備側
）に排出されるものであり、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂだけでなく、払出装置
５８０の球抜通路５８０ｂから下方へ放出された遊技球Ｂも枠側アウト口センサ３０３７
が検出可能な構成となっている。ここで、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂの入球数
を把握するという目的を考慮すると、払出装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方へ放出
された遊技球Ｂの数については、これを排除（無効化）して各種算出することが切望され
る。これを受けて、払出装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方へ放出された遊技球Ｂも
枠側アウト口センサ３０３７が検出する構成においては、枠側アウト口センサ３０３７よ
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りも上流側に、これとは別の球抜検出センサ（図示省略）を設け、この球抜検出センサに
よって払出装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方へ放出された遊技球Ｂを検出するよう
にし、さらに、その球抜検出センサによって検出された遊技球の数をアウト数カウンタか
ら減算するように構成しておくことが望ましい。これにより、払出装置５８０の球抜通路
５８０ｂから下方へ放出された遊技球Ｂは、球抜検出センサによって検出されてアウト数
カウンタから一旦減算された上で、枠側アウト口センサ３０３７によって検出されてアウ
ト数カウンタに加算されることととなり、実質的に、払出装置５８０の球抜通路５８０ｂ
から下方へ放出された遊技球Ｂの数はアウト数カウンタに反映されないようにすることが
できる。なお、こうした形態は、遊技機１が通電されていない状態にて払出装置５８０の
球抜通路５８０ｂから下方へ遊技球Ｂが放出される場合（払出装置５８０の球抜行為がな
される場合）においては、球抜検出センサおよび枠側アウト口センサ３０３７のいずれも
検出そのものを行い得ることがないため問題ないが、遊技機１が通電された状態にて払出
装置５８０の球抜通路５８０ｂから下方へ遊技球Ｂが放出される場合（払出装置５８０の
球抜行為がなされる場合）や、遊技機１が通電されていない状態にて払出装置５８０の球
抜通路５８０ｂから下方へ遊技球Ｂが放出された（払出装置５８０の球抜行為がなされた
）ものの、その球抜き途中で遊技機１が通電された状態になった場合の不具合を解消する
ものである。また、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂと、払出装置５８０の球抜通路
５８０ｂから下方へ放出された遊技球Ｂと、を合流させることなく別々の通路を通ってパ
チンコ機１の後方外部（遊技ホールの島設備側）に排出するようにし、遊技領域５ａに打
ち込まれた遊技球Ｂのみを枠側アウト口センサ３０３７が検出可能な構成としてもよい。
このような構成では、上記した球抜検出センサによって検出された遊技球の数をアウト数
カウンタから減算するような構成が不必要となる。
【１４４７】
　上記したように、枠側アウト数カウンタによって、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球
Ｂの入球数を把握することができるが、入球数カウンタの全てとアウト数カウンタとの加
算によっても、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂの総数を算出することができる。す
なわち、遊技が行われておらず、遊技領域５ａに遊技球Ｂが打ち込まれていない状態にお
いては、枠側アウト数カウンタが、入球数カウンタの全てとアウト数カウンタとを加算し
た数値と一致することとなる。一方、遊技領域５ａに遊技球Ｂが打ち込まれている状態に
おいては、入球口やアウト口１００８に設けられた検出センサを遊技球Ｂが通過した後に
、所定の距離だけ離れた枠側アウト口センサ３０３７を通過することから、枠側アウト数
カウンタと比べて、入球数カウンタの全てとアウト数カウンタとを加算した数値が若干多
くなる状態で推移することとなる。
【１４４８】
　本実施形態では、異常が発生した場合に、その異常が軽度であるか重度であるかによっ
て、カウンタへの加算や演算を継続するか中止（停止）するかが異なるようにしている。
図１８１（Ａ）に示すように、軽度の異常が発生した場合には、カウンタへの加算や演算
を中止（停止）することなく継続している。この軽度の異常としては、上皿２０１に遊技
球Ｂが一杯で、払出装置５８０から遊技球Ｂを払出しできない状態や、センター役物２５
００の右側の領域に遊技球Ｂを打ち込むべき遊技状態で、右打ちしていない状態が挙げら
れる。これらの状態では、上皿２０１にある遊技球Ｂを下皿２０２に誘導するように警告
する演出や、右打ちするように警告する演出を実行している。また、これらの状態では、
扉枠３や本体枠４が外枠２から開放されていない状態で、本体枠４に取り付けられている
遊技盤５に設けられた入球口やアウト口１００８に対して人為的に遊技球Ｂを入球させる
ことができない状態である。このため、軽度の異常が発生した場合には、不正な行為で入
球数カウンタやアウト数カウンタが増加することがなく、カウンタへの加算や演算を中止
（停止）することなく継続することとしている。
【１４４９】
　一方、重度の異常が発生した場合には、カウンタへの加算や演算を中止（停止）してい
る。この重度の異常としては、扉枠３や本体枠４が外枠２から開放されている状態が挙げ
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られる。これらの状態では、扉枠３や本体枠４が外枠２から開放されており、本体枠４に
取り付けられている遊技盤５に設けられた入球口やアウト口１００８に対して人為的に遊
技球Ｂを入球させることができる状態である。このため、重度の異常が発生した場合には
、不正な行為で入球数カウンタやアウト数カウンタが増加することがないように、カウン
タへの加算や演算を中止（停止）することとしている。
【１４５０】
　また、重度の異常が発生した場合には、カウンタへの加算や演算を中止（停止）してい
るが、入球口やアウト口１００８に設けられた検出センサ自体は、遊技球Ｂの通過を検出
している。また、重度の異常が発生した場合には、発生前における入球数カウンタやアウ
ト数カウンタなどのカウンタの数値、および、演算結果を保持するようにし、扉枠３や本
体枠４が外枠２に対して閉鎖されるなど、重度の異常が解消した後において、カウンタへ
の加算や演算を再開している。また、重度の異常が発生し、カウンタへの加算や演算を中
止（停止）している状態では、所定の表示装置への画像表示やスピーカからの音声出力に
よって、そのカウンタへの加算や演算を中止している旨を通知する中止時演出を実行して
いる。
【１４５１】
　また、図１８１（Ｂ）に示すように、アウト口左センサ３０３２及びアウト口右センサ
３０３３での検出に対応するアウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する
演算については、重度の異常の発生時から所定時間（例えば、１０秒）が経過するまでの
間、アウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する演算を中止（停止）する
ことなく継続し、所定時間の経過時に、アウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウン
タに関する演算を中止（停止）している。これにより、扉枠３が外枠２から開放されるな
どの重度の異常の発生時には、所定時間が経過するまでの間、アウト口１００８への遊技
球Ｂの入球数を把握することができる。。
【１４５２】
　例えば、遊技領域５ａで遊技球Ｂがブドウ状になって球詰まりが発生した場合には、正
常な遊技が行えないため、ホール側の者が扉枠３を開放してブドウ状の遊技球Ｂを取り除
くことになるが、その取り除いた遊技球Ｂがそのまま下端にあるアウト口１００８に流れ
込む可能性が高くなっている。このようなブドウ状の遊技球Ｂは、本来、ブドウ状になら
なければアウト口１００８から排出されていた可能性の高い遊技球Ｂである。この点、ブ
ドウ状の遊技球Ｂを取り除くために扉枠３が外枠２から開放された場合には、所定時間が
経過するまでの間、アウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する演算を中
止（停止）することなく継続することから、そのブドウ状の遊技球Ｂがアウト口１００８
に流れ込んだ入球数を把握でき、アウト口１００８に関する情報の信頼性を高めることが
できる。なお、所定時間の経過後には、ブドウ状の遊技球Ｂがアウト口１００８に流れ込
む可能性が低く、不正な行為でアウト口１００８に対して入球させていることが疑われる
ため、アウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する演算を中止（停止）す
ることとしている。
【１４５３】
　また、図１８１（Ｃ）に示すように、アウト口左センサ３０３２及びアウト口右センサ
３０３３での検出に対応するアウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する
演算については、重度の異常の発生時から所定時間（例えば、１０秒）が経過するまでの
間、アウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する演算を中止（停止）する
ことなく継続しているが、その所定時間が経過する前であっても、短期間に多量の遊技球
Ｂを連続してアウト口左センサ３０３２やアウト口右センサ３０３３が検出した場合には
、その時点でアウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する演算を中止（停
止）している。このような場合には、扉枠３の開放時において、ブドウ状の遊技球Ｂが取
り除かれることでアウト口１００８に流れ込むと想定される入球数以上が、アウト口１０
０８に流れ込んだ可能性が高く、不正な行為でアウト口１００８に対して入球させている
ことが疑われるため、アウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する演算を



(261) JP 6906851 B2 2021.7.21

10

20

30

40

50

中止（停止）することとしている。
【１４５４】
　また、図１８１（Ｄ）に示すように、重度の異常が発生した場合のうち扉枠３の開放時
には、アウト口左センサ３０３２及びアウト口右センサ３０３３での検出に対応するアウ
ト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する演算について、扉枠３の開放時か
ら所定時間（例えば、１０秒）が経過するまでの間、アウト数カウンタへの加算やそのア
ウト数カウンタに関する演算を中止（停止）することなく継続しているのに対し、本体枠
４の開放時には、その時点で、アウト数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関す
る演算を中止（停止）している。これは、扉枠３の開放時には、遊技領域５ａでのブドウ
状の遊技球Ｂを取り除くことを目的として開放していることが考えられるのに対し、本体
枠４の開放時には、遊技領域５ａでのブドウ状の遊技球Ｂを取り除くことを目的として開
放する必要のない本体枠４を開放しているためである。つまり、本体枠４の開放時には、
パチンコ機１の裏側での球詰まりを取り除くなどの別の目的で開放しているため、アウト
数カウンタへの加算やそのアウト数カウンタに関する演算を中止（停止）することとして
いる。
【１４５５】
　上記したように、本実施形態では、遊技盤５上に設けられた入球口やアウト口１００８
に遊技球Ｂが入球した後、その合流した遊技球Ｂがパチンコ機１の外部に排出されるとき
に、枠側アウト口センサ３０３７が遊技球Ｂを検出するようにしているが、図１８１（Ｅ
）に示すように、枠側アウト口センサ３０３７での検出に対応する枠側アウト数カウンタ
への加算やその枠側アウト数カウンタに関する演算については、重度の異常が発生した時
点で、枠側アウト数カウンタへの加算やその枠側アウト数カウンタに関する演算を中止（
停止）している。このため、ホール側の者が扉枠３を開放してブドウ状の遊技球Ｂを取り
除いた際には、所定期間で、アウト口左センサ３０３２及びアウト口右センサ３０３３で
の検出に対応するアウト数カウンタへの加算が行われるのに対し、枠側アウト口センサ３
０３７での検出に対応する枠側アウト数カウンタへの加算が行われないことから、入球数
カウンタの全てとアウト数カウンタとを加算した数値と、枠側アウト数カウンタの数値と
の差分により、扉枠３の開放時に取り除かれたブドウ状の遊技球Ｂの入球数を把握するこ
とができる。なお、このようなブドウ状の遊技球Ｂの入球数については、当該パチンコ機
１に関する情報として所定の表示装置に表示することを可能としている。
【１４５６】
　また、上記したように、遊技が行われておらず、遊技領域５ａに遊技球Ｂが打ち込まれ
ていない状態においては、枠側アウト数カウンタが、入球数カウンタの全てとアウト数カ
ウンタとを加算した数値と一致することとなる。一方、遊技領域５ａに遊技球Ｂが打ち込
まれている状態においては、入球口やアウト口１００８に設けられた検出センサを遊技球
Ｂが通過した後に、所定の距離だけ離れた枠側アウト口センサ３０３７を通過することか
ら、枠側アウト数カウンタと比べて、入球数カウンタの全てとアウト数カウンタとを加算
した数値が若干多くなる状態で推移することとなる。このように、正常な遊技が行われて
いる限りは、入球数カウンタの全てとアウト数カウンタとを加算した数値については、枠
側アウト数カウンタと比べて所定数以上の差分が生じることがないことから、その所定数
以上の差分が生じているか否かを監視することによって、正常な遊技が行われているか否
かを判断することができる。
【１４５７】
　具体的には、図１８２に示すように、入球数カウンタの全てとアウト数カウンタとを加
算した数値について、枠側アウト数カウンタと比べて所定数以上の差分が生じた場合には
、特別の異常が発生したと判断し、カウンタへの加算や演算を中止（停止）している。ま
た、特別の異常が発生し、カウンタへの加算や演算を中止している状態では、所定の表示
装置への画像表示やスピーカからの音声出力によって、そのカウンタへの加算や演算を中
止している旨を通知する中止時演出を実行している。そして、入球数カウンタの全てとア
ウト数カウンタとを加算した数値について、枠側アウト数カウンタと比べて所定数以上の
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差分が生じた場合には、例えば、不正な行為で遊技盤５上に設けられた入球口やアウト口
１００８に対してのみ遊技球Ｂ以外の物体を通過させていることや、入球口やアウト口１
００８に設けられた検出センサを遊技球Ｂが通過してから枠側アウト口センサ３０３７を
通過するまでの間で球詰まりが生じている可能性を疑うことができる。結果、不正な行為
や球詰まりなどの障害が発生したことを早期に発見することができ、パチンコ機１の信頼
性を高めることができる。
【１４５８】
　また、本実施形態では、重度の異常として、扉枠３や本体枠４が外枠２から開放されて
いる状態を例示したが、これに限定されるものでなく、扉枠３や本体枠４が外枠２から開
放されていない状態であっても不正な行為で遊技が進行していると想定される状況を検出
した場合には、各種カウンタへの加算や演算を中止（停止）するようにしてもよい。例え
ば、遊技領域５ａの近傍で遊技球Ｂを吸着するレベルの磁気を検出した場合や、遊技領域
５ａに対する所定の振動（衝撃）を検出した場合などに、正常な遊技が行われていないと
判断して、各種カウンタへの加算や演算を中止（停止）することが例示できる。また、扉
枠３や本体枠４が外枠２から開放された状態と、扉枠３や本体枠４が外枠２から開放され
ていない状態にて不正な磁気や振動を検出した場合のいずれにおいても各種カウンタへの
加算や演算を中止（停止）するものの、扉枠３や本体枠４が外枠２から開放されていない
状態にて不正な磁気や振動を検出した場合に限り、不正と断定して、遊技球Ｂの発射を含
んだ遊技の進行を直ちに停止するようにしてもよい。
【１４５９】
［１８－１．複数のアウト口が設けられる場合のアウト口検出について］
　上記とは異なる実施形態として、遊技領域５ａの下流側に設けられるアウト口１００８
とは別に、上流側に第二アウト口１０１３、中流側に第三アウト口１０１４を設けるよう
にし、それぞれアウト口から排出される遊技球Ｂを検出することが可能な検出センサが設
けられる場合について、図１８３及び図１８４を参照して説明する。図１８３は、アウト
口１００８とは別に第二アウト口１０１３および第三アウト口１０１４が設けられる実施
形態を示す説明図である。図１８４は、アウト口１００８とは別に第二アウト口１０１３
および第三アウト口１０１４が設けられた場合における演算の実行状態を示す説明図であ
る。
【１４６０】
　図１８３に示すように、第一案内通路２５２１の上端である入口と、第二案内通路２５
２２の上端である入口との間には、遊技領域５ａ外へ遊技球Ｂを排出することが可能であ
る第二アウト口１０１３が設けられている。このような構成では、上流空間部２５０５に
進入し衝止部１００６に当接する強さで遊技球Ｂを打込む（所謂、右打ちする）と、高い
確率で第一案内通路２５２１に進入するが、その打ち込まれた遊技球Ｂの一部が、第一案
内通路２５２１の入口に隣接した第二アウト口１０１３に入球するようになる。同様に、
上流空間部２５０５に進入し衝止部１００６に当接しない強さ（右打ちよりもある程度弱
い強さ）で遊技球Ｂを打込むと、高い確率で第二案内通路２５２２に進入するが、その打
ち込まれた遊技球Ｂの一部が、第二案内通路２５２２の入口に隣接した第二アウト口１０
１３に入球するようになる。つまり、上流空間部２５０５に進入するように打ち込まれた
遊技球Ｂの一部が、第二アウト口１０１３に入球するようになっている。
【１４６１】
　また、第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２の出口の下方には、普通入賞
口２００３の右側において、アタッカ右通路２４３０の第一開口部２４３１が設けられて
いるが、アタッカ右通路２４３０にアウト口１００８とは別の第三アウト口１０１４を設
けるようにし、第一開口部２４３１から進入した遊技球Ｂを、その第三アウト口１０１４
から遊技領域５ａ外へ排出するようにしている。
【１４６２】
　なお、案内通路群２５２０における第一案内通路２５２１および第二案内通路２５２２
の入口の周辺に第二アウト口１０１３が設けられることの効果と、その出口の周辺に第三
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アウト口１０１４が設けられることの効果とについては、詳細は上述しているが、このよ
うな第二アウト口１０１３や第三アウト口１０１４が設けられることで、第一案内通路２
５２１および第二案内通路２５２２の内部で球詰まりが発生することを防止することがで
きる。
【１４６３】
　本実施形態では、第二アウト口１０１３から外部に排出される遊技球Ｂを検出すること
が可能な第二アウト口センサ３０３５と、第三アウト口１０１４から外部に排出される遊
技球Ｂを検出することが検出することが可能な第三アウト口センサ３０３６と、が設けら
れている。この第二アウト口センサ３０３５は、第二アウト口１０１３を進入した遊技球
Ｂを検出したときに、その検出信号が主制御基板１３１０に入力されるのに対し、第三ア
ウト口センサ３０３６は、第三アウト口１０１４に進入した遊技球Ｂを検出したときに、
その検出信号が主制御基板１３１０に入力される。そして、主制御基板１３１０では、第
二アウト口１０１３から遊技球Ｂが外部に排出されるときに、第二アウト口センサ３０３
５が遊技球Ｂの検出をし、第二アウト数カウンタに加算するのに対し、第三アウト口１０
１４から遊技球Ｂが外部に排出されるときに、第三アウト口センサ３０３６が遊技球Ｂの
検出をし、第三アウト数カウンタに加算している。この第二アウト数カウンタによって、
第二アウト口１０１３に入球した遊技球Ｂの入球数を把握するのに対し、第三アウト数カ
ウンタによって、第三アウト口１０１４に入球した遊技球Ｂの入球数を把握することがで
きる。
【１４６４】
　なお、主制御基板１３１０では、入球数カウンタとアウト数カウンタとだけでなく、第
二アウト数カウンタと第三アウト数カウンタとを用いて所定の演算を行っている。具体例
としては、アウト数カウンタと第二アウト数カウンタと第三アウト数カウンタとを加算す
ることで、遊技領域５ａに打ち込まれた遊技球Ｂのうち、遊技盤５上に設けられた第一始
動口２００２や第二始動口２００４などの入球口に入球することなく、外部に排出された
遊技球Ｂの数を算出することができる。また、入球数カウンタとアウト数カウンタと第二
アウト数カウンタと第三アウト数カウンタとを加算することで、遊技領域５ａに打ち込ま
れた遊技球Ｂの総数を算出することができる。
【１４６５】
　本実施形態では、遊技領域５ａの右側領域に遊技球Ｂが打ち込まれた状態において、単
位時間あたり所定数以上（例えば、１分間に発射可能な１００球のうち３０球以上）が第
二アウト口１０１３に入球することがないように設計されている。このため、時短状態や
大当り遊技状態においては、第二アウト数カウンタを用いて、第二アウト口１０１３に入
球した遊技球Ｂの入球数が単位時間あたり所定数以上であるか否かを監視し、単位時間あ
たり所定数以上となった場合には、正常な右打ち遊技を行いにくいと判断している。
【１４６６】
　また、図１８４（Ａ）に示すように、第二アウト口１０１３に入球した遊技球Ｂの入球
数が単位時間あたり所定数以上となった場合には、所定の表示装置への画像表示やスピー
カからの音声出力によって、正常な右打ち遊技を行いにくいことを警告する警告演出を実
行している。そして、この警告演出は、第二アウト口１０１３に入球した遊技球Ｂの入球
数が単位時間あたり所定数未満となった場合に終了するようにしている。
【１４６７】
　例えば、第二アウト口１０１３に入球した遊技球Ｂの入球数が単位時間あたり所定数以
上である場合には、遊技領域５ａの右側領域における第二アウト口１０１３よりも下流側
にある入球口（普通入賞口２００３、第一始動口２００２、第二始動口２００４、大入賞
口２００５、役物入賞口２００６）に遊技球Ｂが入球する機会が少なくなり、遊技者にと
って不利な状況となる。この点、第二アウト口１０１３に入球した遊技球Ｂの入球数が単
位時間あたり所定数以上である場合には、第二アウト口１０１３に遊技球Ｂが入球しやす
いように遊技盤５が不正に改変されている可能性を疑うことができる。結果、正常な右打
ち遊技を行いにくい状態であることを早期に発見することができ、パチンコ機１の信頼性
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を高めることができる。
【１４６８】
　上記では、時短状態や大当り遊技状態において、第二アウト口１０１３に入球した遊技
球Ｂの入球数が単位時間あたり所定数以上であるか否かを監視しているが、単位時間あた
りで第二アウト口１０１３に入球した遊技球Ｂの入球数と、第二アウト口１０１３よりも
下流側にある入球口やアウト口（アウト口１００８、第三アウト口１０１４）に入球した
遊技球Ｂの入球数との比率を算出し、その比率が所定率以上であるか否かを監視するよう
にしてもよい。このような場合にも、単位時間あたりで第二アウト口１０１３に入球した
遊技球Ｂの入球率が高すぎる場合には、正常な右打ち遊技を行いにくいと判断することが
できる。
【１４６９】
　同様に、遊技領域５ａの右側領域に遊技球Ｂが打ち込まれた状態において、単位時間あ
たり所定数以上（例えば、１分間に発射可能な１００球のうち３０球以上）が第三アウト
口１０１４に入球することがないように設計されている。このため、時短状態や大当り遊
技状態においては、第三アウト数カウンタを用いて、第三アウト口１０１４に入球した遊
技球Ｂの入球数が単位時間あたり所定数以上であるか否かを監視し、単位時間あたり所定
数以上となった場合には、正常な右打ち遊技を行いにくいと判断している。
【１４７０】
　また、図１８４（Ｂ）に示すように、第三アウト口１０１４に入球した遊技球Ｂの入球
数が単位時間あたり所定数以上となった場合には、所定の表示装置への画像表示やスピー
カからの音声出力によって、正常な右打ち遊技を行いにくいことを警告する警告演出を実
行している。そして、この警告演出は、第三アウト口１０１４に入球した遊技球Ｂの入球
数が単位時間あたり所定数未満となった場合に終了するようにしている。
【１４７１】
　例えば、第三アウト口１０１４に入球した遊技球Ｂの入球数が単位時間あたり所定数以
上である場合には、遊技領域５ａの右側領域における第三アウト口１０１４よりも下流側
にある入球口（普通入賞口２００３、第一始動口２００２、第二始動口２００４、大入賞
口２００５）に遊技球Ｂが入球する機会が少なくなり、遊技者にとって不利な状況となる
。この点、第三アウト口１０１４に入球した遊技球Ｂの入球数が単位時間あたり所定数以
上である場合には、第三アウト口１０１４に遊技球Ｂが入球しやすいように遊技盤５が不
正に改変されている可能性を疑うことができる。結果、正常な右打ち遊技を行いにくい状
態であることを早期に発見することができ、パチンコ機１の信頼性を高めることができる
。
【１４７２】
　上記では、時短状態や大当り遊技状態において、第三アウト口１０１４に入球した遊技
球Ｂの入球数が単位時間あたり所定数以上であるか否かを監視しているが、単位時間あた
りで第三アウト口１０１４に入球した遊技球Ｂの入球数と、第三アウト口１０１４よりも
下流側にある入球口やアウト口１００８に入球した遊技球Ｂの入球数との比率を算出し、
その比率が所定率以上であるか否かを監視するようにしてもよい。このような場合にも、
単位時間あたりで第三アウト口１０１４に入球した遊技球Ｂの入球率が高すぎる場合には
、正常な右打ち遊技を行いにくいと判断することができる。
【１４７３】
　なお、本実施形態では、時短状態や大当り遊技状態において、第二アウト口１０１３や
第三アウト口１０１４に入球した遊技球Ｂの入球数が単位時間あたり所定数以上となった
場合に、第二アウト数カウンタや第三アウト数カウンタへの加算やそれらのアウト数カウ
ンタに関する演算を継続するようにしているが、上記した実施形態のように、単位時間あ
たり所定数以上となった時点で、異常が発生したと判断し、第二アウト数カウンタや第三
アウト数カウンタへの加算やそれらのアウト数カウンタに関する演算を中止するようにし
てもよい。このような構成では、不正な行為で第二アウト口１０１３や第三アウト口１０
１４に遊技球Ｂを入球させたとしても、第二アウト数カウンタや第三アウト数カウンタが
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増加することがなく、第二アウト口１０１３や第三アウト口１０１４に関する情報の信頼
性を高めることができる。
【１４７４】
　また、本実施形態では、通常状態において、遊技領域５ａの左側領域に遊技球Ｂが打ち
込まれるべきであるが、遊技領域５ａの右側領域に遊技球Ｂが打ち込まれると、その右側
領域における第二アウト口１０１３や第三アウト口１０１４に遊技球Ｂが入球することが
ある。このため、通常状態において、第二アウト口センサ３０３５や第三アウト口センサ
３０３６が遊技球Ｂを検出した場合には、所定の表示装置への画像表示やスピーカからの
音声出力によって、右打ちから左打ちに変えるように指示する指示演出を実行している。
【１４７５】
［１９．導光板を用いた発光演出後の発光履歴について］
　本実施形態では、主制御基板１３１０から周辺制御基板１５１０に送信される変動パタ
ーンに基づいて、演出表示装置１６００にて装飾図柄の変動表示が行われるが、その変動
表示中に、演出表示装置１６００の表示領域の前面に設けられた導光板３１０２を複数回
にわたって発光装飾させ、その複数回で導光板３１０２の発光色を段階的に変化させるこ
とで、当該変動表示に対する大当り期待度を示唆する発光演出を実行可能としている。ま
た、導光板３１０２を発光装飾したときには、演出表示装置１６００の表示領域の周囲（
裏箱３１００の開口部３０１０ａの周囲）に設けられた複数の装飾体３２１０を、導光板
３１０２と同じ発光色で発光させるが、導光板３１０２の発光装飾を消灯した後にも、導
光板３１０２の発光色の履歴として、その導光板３１０２の直前の発光色で複数の装飾体
３２１０を継続して発光させる履歴演出を実行可能としている。
【１４７６】
　具体的には、第一始動口２００２又は第二始動口２００４に遊技球Ｂが入球（始動条件
が成立）したときに、主制御基板１３１０から変動パターンコマンドが送信される。そし
て、周辺制御基板１５１０では、ステップＳ６０１のコマンド解析処理において、変動パ
ターンコマンドを受信すると、その変動パターンコマンドから特定される変動パターンに
基づいて、導光板３１０２を用いた発光演出を実行するか否かを決定する。また、導光板
３１０２を用いた発光演出を実行すると決定した場合には、変動パターンコマンドから特
定される変動パターンに基づいて、発光色パターンテーブルを参照し、発光演出における
導光板３１０２の発光色が複数回にわたって設定された複数種類の発光色パターンのうち
いずれかを決定する。
【１４７７】
　また、導光板３１０２には、その上側に配置された第一絵柄用基板３１０３に実装され
ている複数のＬＥＤの発光色を変化させることで、白色、緑色、青色、赤色のいずれかで
第一絵柄３１０２ａ（図１３５参照）を発光装飾することが可能であるが、その導光板３
１０２を用いた発光演出では、発光色パターンに設定された発光色で、導光板３１０２を
３回、それぞれ所定のタイミングで発光装飾するようにしている。また、１回のタイミン
グで導光板３１０２を発光装飾している時間としては、僅かな時間（例えば、１秒未満）
であり、導光板３１０２を発光装飾した後に次回に発光装飾するまでの消灯している時間
のほうが長いものとなっている。また、１回のタイミングで導光板３１０２を発光装飾す
る回数としては、１回のみであるが、各々のタイミングで複数回、導光板３１０２を発光
装飾するようにしてもよい。
【１４７８】
　また、導光板３１０２を用いた発光演出は、装飾図柄の変動表示中のうち、リーチが形
成されるよりも前の通常変動中に実行しているが、リーチ形成後のリーチ演出中のタイミ
ングで実行してもよく、例えば、導光板３１０２を発光装飾する３回のうち１～３回を、
リーチ形成後のリーチ演出中のタイミングで実行するようにしてもよい。
【１４７９】
　また、導光板３１０２には、その上側に配置された第一絵柄用基板３１０３に実装され
ている複数のＬＥＤを発光させて、第一絵柄３１０２ａを発光装飾させることが可能であ
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るのに対し、その正面視左側に配置された第二絵柄用基板３１０４に実装されている複数
のＬＥＤを発光させて、第二絵柄３１０２ｂを発光装飾させることが可能であるが、導光
板３１０２を用いた発光演出では、第一絵柄３１０２ａを発光装飾している。これにより
、発光演出における第一絵柄３１０２ａの３回の発光装飾が、一連の演出であることを明
確に把握させることができる。
【１４８０】
　次に、導光板３１０２の発光色パターンが設定された発光色パターンテーブルについて
、図１８５を参照して説明する。なお、発光色パターンテーブルは、周辺制御基板１５１
０のＲＯＭに記憶されている。図１８５は、導光板３１０２の発光色パターンが設定され
た発光色パターンテーブルである。
【１４８１】
　上記したように、発光色パターンテーブルには、複数種類の発光色パターンが設定され
ているが、その発光色パターンには、導光板３１０２を発光装飾する回数分だけ、導光板
３１０２の発光色がどのように変化するのかが設定されている。具体的には、図１８５に
示すように、発光色パターンテーブルには、導光板３１０２を所定の発光色で発光装飾し
た後に２回変化可能とするように発光パターンが設定されている。
【１４８２】
　また、発光色パターンに設定された導光板３１０２の発光色としては、白色、緑色、青
色、赤色の４色のいずれかで発光装飾されるように設定されている。そして、発光色パタ
ーンテーブルから発光色パターンを決定する際には、導光板３１０２の発光色が最後まで
変化した結果として、白色→緑色→青色→赤色の順序で大当り期待度が高くなるように設
定されている。つまり、変動パターンから特定される抽選結果が大当りであるときには、
導光板３１０２の最終的な発光色として大当り期待度の高い発光色（例えば、赤色）とな
る発光色パターンを高い確率で決定し、変動パターンから特定される抽選結果がハズレ（
ハズレ、リーチハズレ）であるときには、導光板３１０２の最終的な発光色として大当り
期待度の低い発光色（例えば、白色）となる発光色パターンを高い確率で決定することと
している。これにより、導光板３１０２の最終的な発光色が大当り期待度の高い発光色で
発光装飾された場合には、大当りに対する遊技者の期待が高まるようになっている。
【１４８３】
　なお、発光色パターンには、導光板３１０２の発光色が白色→緑色→青色→赤色の順序
とは逆の順序で変化しないものであり、導光板３１０２を発光装飾した後に次回に発光装
飾する際には、その発光色が維持されるか、又は大当り期待度の高い発光色となるように
設定されている。これにより、大当り期待度の低い発光色で導光板３１０２が発光装飾さ
れたとしても、発光演出の３回のタイミングが終了しない限りは、大当り期待度の高い発
光色に変化する可能性が残されており、発光演出が終了するまで導光板３１０２の発光色
に期待をもって注目させることができる。
【１４８４】
　また、発光色パターンには、必ずしも導光板３１０２の発光色が白色で発光装飾された
後に緑色→青色→赤色の順序で変化する必要がなく、白色以外の発光色から開始すること
や、１つ以上の発光色を飛ばして次の発光色に変化（例えば、白色→赤色に変化）するよ
うにも設定されている。これにより、大当り期待度の低い発光色で導光板３１０２が発光
装飾されたとしても、次の発光色がいずれの発光色に変化するか予測することができず、
発光演出が終了するまで導光板３１０２の発光色に期待をもって注目させることができる
。
【１４８５】
　次に、演出表示装置１６００の表示領域の周囲に設けられた複数の装飾体３２１０につ
いて、図１８６を参照して説明する。上記したように、裏演出ユニット３２００は、正面
視において、裏箱３０１０の開口部３０１０ａを囲む、すなわち演出表示領域１６００の
表示領域を囲むように、半球状の複数の装飾体３２１０を有している。具体的には、図１
８６に示すように、演出表示領域１６００の表示領域の左右両側において、それぞれ４つ
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の装飾体３２１０が上下方向に並べられるように設けられている。また、これら装飾体３
２１０の後方には、前方へ向けて光を照射可能な複数のＬＥＤが実装されている装飾基板
が設けられている。また、複数の装飾体３２１０では、導光板３１０２の発光装飾と同様
に、白色、緑色、青色、赤色のいずれかで発光装飾することを可能としている。
【１４８６】
　そして、発光演出において導光板３１０２を発光装飾したときには、演出表示装置１６
００の表示領域の周囲に設けられた複数の装飾体３２１０が、導光板３１０２と同じ発光
色で発光するようにしている。また、導光板３１０２を用いた発光演出では、導光板３１
０２を３回、所定のタイミングで発光装飾しているが、各々のタイミングで導光板３１０
２の発光装飾を消灯した後にも、複数の装飾体３２１０の発光を維持するようにしている
。このように、導光板３１０２を用いた発光演出の実行時には、導光板３１０２の発光色
の履歴として、その導光板３１０２の直前の発光色で複数の装飾体３２１０を継続して発
光させる履歴演出を実行している。
【１４８７】
　具体的には、発光演出において導光板３１０２を発光装飾する１回目または２回目のタ
イミングでは、導光板３１０２と同じ発光色で複数の装飾体３２１０を発光し、導光板３
１０２を発光装飾した後に次回に発光装飾するタイミングまで複数の装飾体３２１０の発
光を維持するようにしている。また、発光演出において導光板３１０２を発光装飾する３
回目のタイミングでは、導光板３１０２と同じ発光色で複数の装飾体３２１０を発光し、
導光板３１０２を発光装飾した後に装飾図柄の変動表示を終了するまで複数の装飾体３２
１０の発光を維持するようにしている。これにより、１回のタイミングで導光板３１０２
を発光装飾している時間としては、僅かな時間（例えば、１秒未満）であるが、導光板３
１０２と同じ発光色で複数の装飾体３２１０の発光を維持することで、導光板３１０２を
発光装飾する際に発光色を見逃したとしても、導光板３１０２を発光装飾した後にその発
光色を把握することができる。
【１４８８】
　また、複数の装飾体３２１０としては、発光演出で導光板３１０２を発光装飾すること
が可能な発光色の個数に対応した個数が設けられている。また、装飾体３２１０を発光す
る個数としては、導光板３１０２および装飾体３２１０の発光色によって異なるようにし
、導光板３１０２および装飾体３２１０の発光色が大当り期待度の高い発光色であるほど
、複数の装飾体３２１０の下側から順に、その装飾体３２１０を発光する個数が多くなる
ように設定されている。具体的には、発光演出で発光装飾される導光板３１０２の発光色
が、大当り期待度のもっとも低い発光色である白色である場合に、演出表示領域１６００
の表示領域の左右両側におけるそれぞれ４つの装飾体３２１０のうち、下側の１つの装飾
体３２１０ａを白色で発光するように設定されている。また、導光板３１０２の発光色が
緑色である場合には、下側の２つの装飾体３２１０ａ，３２１０ｂを緑色で発光するよう
に設定されている。また、導光板３１０２の発光色が青色である場合には、下側の３つの
装飾体３２１０ａ～３２１０ｃを青色で発光するように設定されている。また、導光板３
１０２の発光色が、大当り期待度のもっとも高い発光色である赤色である場合には、４つ
の装飾体３２１０ａ～３２１０ｄの全てを赤色で発光するように設定されている。これに
より、導光板３１０２および装飾体３２１０の発光色から大当り期待度を把握できない場
合であっても、その大当り期待度を、装飾体３２１０を発光している個数から簡単に把握
することができる。
【１４８９】
　また、複数の装飾体３２１０は、導光板３１０２の後方に位置し、前方に向けて発光す
ることを可能としている。そして、発光演出において導光板３１０２を発光装飾したとき
には、導光板３１０２と同じ発光色で複数の装飾体３２１０を発光しているが、複数の装
飾体３２１０が導光板３１０２の後方に位置することから、導光板３１０２に第一絵柄３
１０２ａを発光装飾するための複数のＬＥＤだけでなく、発光している複数の装飾体３２
１０によっても導光板３１０２に対して光が照射されることとなる。これにより、導光板
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３１０２に発光装飾される第一絵柄３１０２ａがより強調されたものとなり、導光板３１
０２を用いた演出をより目立たせることができる。
【１４９０】
　また、導光板３１０２を用いた発光演出は、装飾図柄の変動表示中のうち、リーチが形
成されるよりも前の通常変動中に実行しているが、導光板３１０２の発光装飾中には、演
出表示装置１６００を用いた他の予告演出を新たに開始しないようにしている。つまり、
導光板３１０２を発光装飾していないタイミングで、演出表示装置１６００を用いた他の
予告演出を開始するようにしている。これにより、導光板３１０２が演出表示装置１６０
０の表示領域の前方に位置しているが、導光板３１０２の発光装飾によって他の予告演出
に対する視認が妨げられることがなく、その他の予告演出を開始したとしても見逃すこと
がない。つまり、導光板３１０２を発光装飾する発光演出と、他の予告演出とをそれぞれ
しっかりと遊技者に把握させることができる。
【１４９１】
　次に、発光演出の実行時における導光板３１０２および複数の装飾体３２１０での具体
的な演出例について、図１８７を参照して説明する。図１８７は、発光演出の実行時にお
ける導光板３１０２および複数の装飾体３２１０での具体的な演出例である。
【１４９２】
　図１８７には、発光演出で導光板３１０２を発光装飾する発光色が白色→緑色→赤色に
変化する発光色パターンが決定されている場合について説明する。まず、図１８７（Ａ）
に示すように、演出表示装置１６００の表示領域には、装飾図柄の変動表示が開始される
。その後、図１８７（Ｂ）に示すように、発光演出で導光板３１０２を発光装飾する１回
目のタイミングになると、導光板３１０２に白色で第二絵柄３１０２ｂを発光装飾すると
ともに、演出表示領域１６００の表示領域の左右両側におけるそれぞれ４つの装飾体３２
１０のうち、下側の１つの装飾体３２１０ａを発光しているが、その発光色は、導光板３
１０２と同じ発光色である白色で発光している。そして、図１８７（Ｃ）に示すように、
導光板３１０２の発光装飾は、僅かな時間（例えば、１秒未満）で消灯しているが、既に
白色で発光している装飾体３２１０ａについては、２回目のタイミングになるまでの間、
その白色での発光を維持している。
【１４９３】
　また、図１８７（Ｄ）に示すように、発光演出で導光板３１０２を発光装飾する２回目
のタイミングになると、導光板３１０２に緑色で第二絵柄３１０２ｂを発光装飾するとと
もに、演出表示領域１６００の表示領域の左右両側におけるそれぞれ４つの装飾体３２１
０のうち、下側の２つの装飾体３２１０ａ，３２１０ｂを発光するように増加しているが
、その発光色は、導光板３１０２と同じ発光色である緑色で発光している。そして、図１
８７（Ｅ）に示すように、導光板３１０２の発光装飾は、僅かな時間（例えば、１秒未満
）で消灯しているが、既に緑色で発光している装飾体３２１０，３２１０ｂについては、
３回目のタイミングになるまでの間、その緑色での発光を維持している。
【１４９４】
　また、図１８７（Ｆ）に示すように、発光演出で導光板３１０２を発光装飾する３回目
のタイミングになると、導光板３１０２に赤色で第二絵柄３１０２ｂを発光装飾するとと
もに、演出表示領域１６００の表示領域の左右両側におけるそれぞれ４つの装飾体３２１
０のうち、４つの装飾体３２１０ａ～３２１０ｄの全てを発光するように増加しているが
、その発光色は、導光板３１０２と同じ発光色である赤色で発光している。そして、図１
８７（Ｇ）に示すように、導光板３１０２の発光装飾は、僅かな時間（例えば、１秒未満
）で消灯しているが、既に赤色で発光している装飾体３２１０～３２１０ｄについては、
図１８７（Ｈ）に示すように、装飾図柄の変動表示を終了するまでの間、その赤色での発
光を維持している。
【１４９５】
　なお、本実施形態では、発光演出において導光板３１０２を発光装飾した時点で、導光
板３１０２と同じ発光色で複数の装飾体３２１０を発光しているが、その時点では発光す
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ることなく、導光板３１０２の発光装飾を消灯する時点から、導光板３１０２の直前の発
光色で複数の発光体を発光するようにしてもよい。このような場合であっても、導光板３
１０２の発光装飾を消灯した後にその発光色を把握することができる。
【１４９６】
　また、本実施形態では、装飾体３２１０を発光する個数として、導光板３１０２および
装飾体３２１０の発光色によって異なるようにし、装飾体３２１０を発光する個数が多く
なるほど、大当り期待度の高い発光色であることを示しているが、導光板３１０２を発光
装飾する３回のタイミングのうち、既に導光板３１０２が発光装飾されている回数を示す
ようにしてもよい。例えば、発光演出において導光板３１０２を発光装飾する１回目のタ
イミングでは、演出表示領域１６００の表示領域の左右両側におけるそれぞれ４つの装飾
体３２１０のうち、下側の１つの装飾体３２１０ａを発光するようにし、２回目のタイミ
ングでは、下側の２つの装飾体３２１０ａ，３２１０ｂを発光するように３回目のタイミ
ングでは、下側の３つの装飾体３２１０ａ～３２１０ｃを発光するようにすればよい。
【１４９７】
　また、本実施形態では、発光演出で導光板３１０２を３回、所定のタイミングで発光装
飾しているが、１回目のタイミングで導光板３１０２を発光装飾するが２，３回目のタイ
ミングで導光板３１０２を発光装飾しないパターンや、１，２回目のタイミングで導光板
３１０２を発光装飾するが３回目のタイミングで導光板３１０２を発光装飾しないパター
ンを設けるようにしてもよい。このような場合には、発光演出で導光板３１０２の発光装
飾が何回続くか分からず、導光板３１０２の発光色が変化するチャンスが何回得られるか
にも注目させることができる。
【１４９８】
　また、本実施形態では、装飾図柄の変動表示中に、当該装飾図柄の変動表示に対する大
当り期待度を示す演出として、導光板３１０２を用いた発光演出を実行しているが、第一
始動口２００２又は第二始動口２００４に遊技球Ｂが入球（始動条件が成立）した時点か
ら、当該入球による装飾図柄の変動表示が行われるまでの複数変動にまたがって、導光板
３１０２を用いた発光演出を実行するようにしてもよい。例えば、第一始動口２００２又
は第二始動口２００４に遊技球Ｂが入球（始動条件が成立）したときには、主制御基板１
３１０から事前判定コマンドを送信し、周辺制御基板１５１０では、事前判定コマンドを
受信すると、その事前判定コマンドから特定される変動パターンに基づいて、導光板３１
０２を用いた発光演出を実行するか否かや、発光演出を実行すると決定した場合に導光板
３１０２の発光色を決定するように構成すればよい。また、そのような導光板３１０２を
用いた発光演出では、導光板３１０２を複数回、それぞれ複数変動のうち所定のタイミン
グで発光装飾するようにし、導光板３１０２の発光装飾を消灯した後にも導光板３１０２
の直前の発光色で複数の発光体の発光を継続するように構成すればよい。このような場合
には、複数変動にまたがって発光演出が終了するまでの間、導光板３１０２の発光色がど
のように変化するかに期待をもって注目させることができる。
【１４９９】
　また、本実施形態では、導光板３１０２を用いた発光演出において、その上側に配置さ
れた第一絵柄用基板３１０３に実装されている複数のＬＥＤを発光させて、第一絵柄３１
０２ａを発光装飾しているが、故障などが発生して複数のＬＥＤが発光しなくなった場合
には、導光板３１０２を発光装飾するタイミングで発光装飾することがなく、その発光色
が示す大当り期待度を把握することができない。この点、導光板３１０２を発光装飾する
タイミング以降では、導光板３１０２と同じ発光色で複数の装飾体３２１０を発光するこ
とから、導光板３２１０を発光装飾しえない状態になっても、複数の装飾体３２１０の発
光色によって大当り期待度を把握することができる。
【１５００】
　また、本実施形態では、異常（エラー）が発生した場合に、他の演出よりも優先して、
その異常が発生したことを通知する警告演出を実行している。例えば、遊技領域５ａの近
傍で遊技球Ｂを吸着するレベルの磁気を検出した場合や、遊技領域５ａに対する所定の振
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動（衝撃）を検出した場合などに、正常な遊技が行われていないと判断して、警告演出を
実行している。この点、発光演出を実行して導光板３１０２を発光装飾するタイミングで
異常（エラー）が発生した場合には、警告演出を優先して、導光板３１０２の発光装飾や
複数の装飾体３２１０の発光を行わないようにしているが、導光板３１０２を発光装飾す
るタイミング後（装飾図柄の変動表示の終了前）にその異常を解消した時点で、複数の装
飾体３２１０の発光を開始するようにしている。このように、発光演出よりも警告演出を
優先して実行した場合であっても、異常解消後における複数の装飾体３２１０の発光色に
よって大当り期待度を把握することができる。
【１５０１】
　また、本実施形態では、発光演出および履歴演出における導光板３１０２の発光色や複
数の装飾体３２１０の発光色によって大当り期待度を示唆しているが、上述した設定示唆
演出として発光演出および履歴演出を実行し、導光板３１０２の発光色や複数の装飾体３
２１０の発光色によって設定値を示唆するように構成してもよい。このような構成では、
例えば、発光色パターンテーブルから発光色パターンを決定する際に、導光板３１０２の
発光色が最後まで変化した結果として、白色→緑色→青色→赤色の順序で設定値が高いこ
とを示唆するように設定すればよい。つまり、設定示唆演出のうち高設定示唆演出として
は、導光板３１０２の最終的な発光色が赤色となる発光パターンを実行し、低設定示唆演
出としては、導光板３１０２の最終的な発光色が白色となる発光パターンを実行すればよ
い。これにより、導光板３１０２の発光色や複数の装飾体３２１０の発光色として設定値
が高いことを示唆する発光色で発光装飾された場合には、高設定値（設定値６）に対する
遊技者の期待を高めることができる。
【１５０２】
［２０．導光板の発光装飾に類似した画像演出について］
　本実施形態では、演出表示装置１６００の表示領域の前方に導光板３１０２が設けられ
ているが、導光板３１０２に所定の絵柄を発光装飾するだけでなく、演出表示装置１６０
０の表示領域において、導光板３１０２に発光装飾される絵柄に類似した視認態様である
絵柄を表示することで、あたかも導光板が複数枚あるかのように視認させる模倣演出を実
行可能としている。この模倣演出では、導光板３１０２に発光装飾される絵柄と、演出表
示装置１６００の表示領域に表示される絵柄と、を交互に表示するようにし、最終的にい
ずれかの絵柄を表示することによって、その後に実行されるリーチ演出が異なるようにし
ている。
【１５０３】
　具体的には、第一始動口２００２又は第二始動口２００４に遊技球Ｂが入球（始動条件
が成立）したときに、主制御基板１３１０から変動パターンコマンドが送信される。そし
て、周辺制御基板１５１０では、ステップＳ６０１のコマンド解析処理において、変動パ
ターンコマンドを受信すると、その変動パターンコマンドから変動パターンが特定される
が、第１のリーチ演出を実行する変動パターンが特定された場合には、導光板３１０２に
発光装飾される絵柄と、演出表示装置１６００の表示領域に表示される絵柄と、を交互に
表示するようにし、最終的に導光板３１０２に絵柄を発光装飾する模倣演出を実行するこ
とで、その後に第１のリーチ演出に進行するようにしている。一方、第２のリーチ演出を
実行する変動パターンが特定された場合には、導光板３１０２に発光装飾される絵柄と、
演出表示装置１６００の表示領域に表示される絵柄と、を交互に表示するようにし、最終
的に演出表示装置１６００の表示領域に絵柄を表示する模倣演出を実行することで、その
後に第２のリーチ演出に進行するようにしている。
【１５０４】
　なお、上記した模倣演出は、装飾図柄の変動表示中のうち、リーチが形成されるよりも
前の通常変動中に実行している。また、リーチ演出のうち第１のリーチ演出は、第２のリ
ーチ演出よりも大当り期待度が高くなるように設定されている。これにより、通常変動中
における模倣演出では、最終的に導光板３１０２に絵柄を発光装飾した場合に、大当り期
待度の高い第１のリーチ演出に進行することから、最終的に導光板３１０２に絵柄を発光
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装飾するか否かに注目させることができる。
【１５０５】
　次に、模倣演出の実行時における導光板３１０２および演出表示装置１６００に表示さ
れる絵柄について、図１８８を参照して説明する。図１８８は、模倣演出の実行時におけ
る導光板３１０２および演出表示装置１６００に表示される絵柄である。
【１５０６】
　図１８８（Ａ）に示すように、模倣演出の実行中の導光板３１０２には、第二絵柄３１
０２ｂとして、中央部に「ＣＨＡＮＣＥ！」の文字とともに、その周辺にエフェクト絵柄
を発光装飾している。なお、導光板３１０２には、その上側に配置された第一絵柄用基板
３１０３に実装されている複数のＬＥＤを発光させて、第一絵柄３１０２ａを発光装飾さ
せることが可能であるのに対し、その正面視左側に配置された第二絵柄用基板３１０４に
実装されている複数のＬＥＤを発光させて、第二絵柄３１０２ｂを発光装飾させることが
可能であるが、導光板３１０２を用いた模倣演出では、第二絵柄３１０２ｂの発光装飾の
みを用いている。
【１５０７】
　また、図１８８（Ｂ）に示すように、模倣演出の実行中の演出表示装置１６００の表示
領域には、模倣絵柄１６００ａとして、中央部に「ＬＵＣＫＹ！」の文字とともに、その
周辺にエフェクト絵柄を表示している。なお、演出表示装置１６００の表示領域には、動
画を表示することが可能であるが、模倣演出の実行中には、上記した模倣絵柄１６００ａ
のように静止画を表示することとしている。
【１５０８】
　また、導光板３１０２には、第二絵柄３１０２ｂとして「ＣＨＡＮＣＥ！」の文字を発
光装飾するのに対し、演出表示装置１６００の表示領域には、模倣絵柄１６００ａとして
「ＬＵＣＫＹ！」の文字を表示しているが、模倣絵柄１６００ａの文字については、第二
絵柄３１０２ｂの文字と比べて、線の太さやフォントの種類、大きさが同じとなっている
。このように、模倣演出では、それぞれ文字の形態が同じであることから、導光板３１０
２と演出表示装置１６００とのいずれを用いているかを把握し難くすることができる。
【１５０９】
　また、導光板３１０２には、第二絵柄３１０２ｂとしてエフェクト絵柄を発光装飾する
のに対し、演出表示装置１６００の表示領域には、模倣絵柄１６００ａとしてエフェクト
絵柄を表示しているが、模倣絵柄１６００ａの一部であるエフェクト絵柄については、第
二絵柄３１０２ｂの一部であるエフェクト絵柄と同じ絵柄としている。このように、模倣
演出では、それぞれ絵柄の一部として共通化したエフェクト絵柄を表示することから、導
光板３１０２と演出表示装置１６００とのいずれを用いているかを把握し難くすることが
できる。
【１５１０】
　また、導光板３１０２には、複数のＬＥＤによって第二絵柄３１０２ｂを単色で発光装
飾するのに対し、演出表示装置１６００の表示領域には、同じく模倣絵柄１６００ａを単
色で表示している。また、導光板３１０２では、第二絵柄３１０２ｂを発光装飾する際、
複数のＬＥＤからの距離によって第二絵柄３１０２ｂの発光装飾に濃淡が生じているが、
演出表示装置１６００の表示領域についても、模倣絵柄１６００ａに濃淡が生じるように
表示している。また、導光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを発光装飾する場合には、演
出表示装置１６００の表示領域において、何ら情報を表示することのない黒色の画像を表
示しているが、演出表示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを表示する場合に
は、その背景画像として黒色の画像を表示している。このように、模倣演出では、全体と
して絵柄の視認態様が同じであることから、導光板３１０２と演出表示装置１６００との
いずれを用いているかを把握し難くすることができる。
【１５１１】
　また、導光板３１０２は、演出表示装置１６００の表示領域の前方に位置し、その導光
板３１０２の大きさは、演出表示装置１６００の表示領域よりも大きくなるように構成さ
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れているが、導光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを発光装飾する領域については、演出
表示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを表示する領域と略同じとしている。
このように、模倣演出では、それぞれ絵柄が表示される領域が略同じであることから、導
光板３１０２と演出表示装置１６００とのいずれを用いているかを把握し難くすることが
できる。
【１５１２】
　また、模倣演出では、導光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂと、演出表
示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００ａと、を交互に表示しているが
、１回あたりの表示時間については、いずれも同じ時間としている。また、模倣演出の実
行中には、第二絵柄３１０２ｂと模倣絵柄１６００ａとのそれぞれの絵柄を表示するタイ
ミングで、スピーカから所定の音声を出力したり、導光板３１０２や演出表示装置１６０
０の周囲に設けられた部材を所定の動作態様で動作（例えば、本体枠４や遊技盤５に設け
られたランプの点灯や可動部材の動作など）したりする複合的な演出を実行しているが、
いずれの絵柄を表示するタイミングであっても、その複合的な演出として共通の演出を実
行している。ただし、第二絵柄３１０２ｂと模倣絵柄１６００ａとのそれぞれの絵柄を表
示するタイミングでは、いずれも本体枠４や遊技盤５に設けられたランプを点灯するもの
の、その発光色については異なる色で点灯してもよい。このように、模倣演出では、導光
板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを発光装飾する場合と、演出表示装置１６００の表示領
域に模倣絵柄１６００ａを表示する場合と、で演出差が生じないことから、導光板３１０
２と演出表示装置１６００とのいずれを用いているかを把握し難くすることができる。
【１５１３】
　次に、模倣演出の実行時における導光板３１０２および演出表示装置１６００での具体
的な演出例について、図１８９を参照して説明する。図１８９は、模倣演出の実行時にお
ける導光板３１０２および演出表示装置１６００での具体的な演出例である。
【１５１４】
　図１８９には、第１のリーチ演出としてチャンスリーチ演出または第２のリーチ演出と
してラッキーリーチ演出のいずれかを実行する変動パターンを決定し、それらのリーチ演
出を実行するよりも前に模倣演出を実行する場合について説明する。まず、図１８９（Ａ
）に示すように、演出表示装置１６００の表示領域では、装飾図柄の変動表示が開始され
る。その後、図１８９（Ｂ）に示すように、模倣演出を開始すると、導光板３１０２には
、第二絵柄３１０２ｂとして、中央部に「ＣＨＡＮＣＥ！」の文字とともに、その周辺に
エフェクト絵柄を所定時間（例えば、１秒未満）、赤色で発光装飾している。そして、図
１８９（Ｃ）に示すように、導光板３１０２の発光装飾を消灯したとき、演出表示装置１
６００の表示領域には、模倣絵柄１６００ａとして、中央部に「ＬＵＣＫＹ！」の文字と
ともに、その周辺にエフェクト絵柄を所定時間（例えば、１秒未満）、青色で表示してい
る。なお、演出表示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを表示する表示時間に
ついては、導光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを発光装飾する表示時間と同じ時間とし
ている。
【１５１５】
　上記したように、導光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを赤色で発光装飾するのに対し
、演出表示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを青色で表示している。このよ
うに、模倣演出では、導光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを発光装飾する場合と、演出
表示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを表示する場合とで、導光板３１０２
と演出表示装置１６００とのいずれを用いているかを把握し難くしているものの、その表
示色から、第二絵柄３１０２ｂと模倣絵柄１６００ａとのいずれを表示しているかを把握
しうるようにしている。
【１５１６】
　また、模倣演出では、導光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂと、演出表
示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００ａと、を交互に複数回（例えば
、５回）繰り返すように表示しているが、複数回繰り返した後には、図１８９（Ｄ）に示
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すように、演出表示装置１６００の表示領域をブラックアウトし、何ら情報を表示するこ
とのない黒色の画像を表示している。これにより、模倣演出の結果として、導光板３１０
２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂと、演出表示装置１６００の表示領域に表示され
る模倣絵柄１６００ａと、のいずれが停止するかに注目させることができる。
【１５１７】
　そして、図１８９（Ｅ）に示すように、演出表示装置１６００の表示領域をブラックア
ウトした後、導光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを赤色で発光装飾した場合には、装飾
図柄の変動表示でリーチを形成した後、第二絵柄３１０２ｂに対応するリーチ演出として
、チャンスリーチ演出（第１のリーチ演出）に進行することとなる。一方、図１８９（Ｆ
）に示すように、演出表示装置１６００の表示領域をブラックアウトした後、演出表示装
置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを青色で表示した場合には、装飾図柄の変動
表示でリーチを形成した後、模倣絵柄１６００ａに対応するリーチ演出として、ラッキー
リーチ演出（第２のリーチ演出）に進行することとなる。また、図１８９（Ｆ）で演出表
示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを表示する表示時間についても、図１８
９（Ｅ）で導光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを発光装飾する表示時間と同じ時間（例
えば３秒）としている。
【１５１８】
　なお、本実施形態では、導光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂと、演出
表示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００ａとで、文字およびエフェク
ト絵柄を表示しているが、特定の要素で一致するように視認態様が類似した絵柄を表示す
ればよく、例えば、画風を似せたキャラクタの絵柄などを表示するようにしてもよい。
【１５１９】
　また、本実施形態では、演出表示装置１６００の表示領域をブラックアウトした後、導
光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂと、演出表示装置１６００の表示領域
に表示される模倣絵柄１６００ａと、のいずれかが停止するようにしているが、演出表示
装置１６００の表示領域をブラックアウトした後に第二絵柄３１０２ｂと模倣絵柄１６０
０ａとのいずれも表示することなく、第１のリーチ演出と第２のリーチ演出とのいずれに
も進行しないパターンを設定してもよい。このような場合には、模倣演出の結果として、
演出表示装置１６００の表示領域をブラックアウトした後にどのような結果が通知される
かにより一層注目させることができる。
【１５２０】
　また、本実施形態では、模倣演出の開始時において、導光板３１０２に発光装飾される
第二絵柄３１０２ｂと、演出表示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００
ａと、のうち、第二絵柄３１０２ｂの発光装飾から開始しているが、模倣絵柄１６００ａ
の表示から開始するパターンを設定してもよい。また、模倣演出では、導光板３１０２に
第二絵柄３１０２ｂを赤色で発光装飾するのに対し、演出表示装置１６００の表示領域に
模倣絵柄１６００ａを青色で表示しているが、いずれか一部または全部の発色時について
は、それとは異なる色で実行するパターンを設定してもよい。このように、通常とは異な
る表示や色で模倣演出を実行した場合には、当該装飾図柄の変動表示に対する大当り期待
度が高くなるように設定することで、導光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２
ｂと、演出表示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００ａと、のいずれが
停止するかだけでなく、その演出内容にも注目させることができる。
【１５２１】
　また、本実施形態では、模倣演出の実行時において、導光板３１０２に発光装飾される
第二絵柄３１０２ｂと、演出表示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００
ａと、を交互に表示しているが、模倣演出以外でも、導光板３１０２を用いた演出を実行
している。例えば、導光板３１０２を用いた模倣演出以外の演出として、演出表示装置１
６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを表示することなく、突発的に導光板３１０２に
第二絵柄３１０２ｂを発光装飾する演出を実行することができる。
【１５２２】
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　また、本実施形態では、模倣演出では、導光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを赤色で
発光装飾するのに対し、演出表示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを青色で
表示しているが、そのようなパターン以外にも、発色を反転するように、導光板３１０２
に第二絵柄３１０２ｂを青色で発光装飾するのに対し、演出表示装置１６００の表示領域
に模倣絵柄１６００ａを赤色で表示するパターンを設定している。これらのパターンでは
、赤色のほうが青色よりも大当り期待度が高いことを示す発色とし、例えば、導光板３１
０２に第二絵柄３１０２ｂを赤色で発光装飾した場合には、青色で発光装飾するよりも大
当り期待度が高いことを通知し、同様に、演出表示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１
６００ａを赤色で表示した場合には、青色で表示するよりも大当り期待度が高いことを通
知している。このように、模倣演出では、第二絵柄３１０２ｂと模倣絵柄１６００ａとの
いずれの絵柄に対しても青色および赤色で表示することが可能であることから、導光板３
１０２と演出表示装置１６００とのいずれを用いているかを把握し難くすることができる
。
【１５２３】
　また、本実施形態では、模倣演出として、導光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３
１０２ｂと、演出表示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００ａと、を交
互に表示するようにし、最終的にいずれかの絵柄を表示することによって、その後に実行
されるリーチ演出を示唆しているが、上述した設定示唆演出として模倣演出を実行し、最
終的にいずれかの絵柄を表示することによって、設定値を示唆するように構成してもよい
。このような構成では、例えば、設定示唆演出のうち高設定示唆演出として、最終的に導
光板３１０２に第二絵柄３１０２ｂを赤色で発光装飾する模倣演出を実行し、低設定示唆
演出としては、最終的に演出表示装置１６００の表示領域に模倣絵柄１６００ａを青色で
表示する模倣演出を実行すればよい。これにより、模倣演出の実行時に、最終的に導光板
３１０２に第二絵柄３１０２ｂを赤色で発光装飾した場合には、高設定値（設定値６）に
対する遊技者の期待を高めることができる。
【１５２４】
　また、本実施形態では、導光板３１０２において、その上側に配置された第一絵柄用基
板３１０３に実装されている複数のＬＥＤを発光させて、第一絵柄３１０２ａを発光装飾
させることが可能であるのに対し、その正面視左側に配置された第二絵柄用基板３１０４
に実装されている複数のＬＥＤを発光させて、第二絵柄３１０２ｂを発光装飾させること
が可能であるが、それら複数のＬＥＤの輝度については、遊技者が押圧操作部３０３を操
作することで設定を変更できるようになっている。つまり、複数のＬＥＤの輝度が弱くな
るように設定した場合には、導光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂが暗い
表示態様となるのに対し、複数のＬＥＤの輝度が強くなるように設定した場合には、導光
板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂが明るい表示態様となる。そして、模倣
演出では、導光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂが暗い表示態様であると
きに、演出表示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００ａを暗い表示態様
で表示するのに対し、導光板３１０２に発光装飾される第二絵柄３１０２ｂが明るい表示
態様であるときに、演出表示装置１６００の表示領域に表示される模倣絵柄１６００ａを
明るい表示態様で表示している。このように、模倣演出では、第二絵柄３１０２ｂと模倣
絵柄１６００ａとのいずれの絵柄に対しても明るさが対応するように演出を実行すること
から、導光板３１０２と演出表示装置１６００とのいずれを用いているかを把握し難くす
ることができる。なお、輝度調整の際、遊技者が押圧操作部３０３を操作したときには、
導光板３１０２に対する複数のＬＥＤの輝度と、演出表示装置１６００のバックライトの
輝度との両方の設定を変更するようにしてもよい。
【１５２５】
　以上、本発明について好適な実施形態を挙げて説明したが、本発明はこれらの実施形態
に限定されるものではなく、以下に示すように、本発明の要旨を逸脱しない範囲において
、種々の改良及び設計の変更が可能である。
【１５２６】
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　すなわち、上記の実施形態では、案内通路群２５２０として、第一案内通路２５２１及
び第二案内通路２５２２の二つの案内通路により構成されているものを示したが、これに
限定するものではなく、三つ以上の案内通路により構成されているものとしても良い。
【１５２７】
　また、上記の実施形態では、案内通路群２５２０において、９０度ひねった後に、逆方
向へ９０度ひねって、入口の並びと出口の並びとが同じものを示したが、これに限定する
ものではなく、入口の並びと出口の並びとが異なるようにひねっても良い。或いは、第一
案内通路２５２１及び第二案内通路２５２２がスパイラルとなるように、複数回に亘って
ひねるようにしても良い。
【符号の説明】
【１５２８】
１　パチンコ機
３　扉枠
４　本体枠
５　遊技盤
５ａ　遊技領域
１０００　前構成部材
１１００　遊技パネル
２０００　表ユニット
２００３　普通入賞口（特典付与部）
２００４　第二始動口（特典付与部）
２００５　大入賞口
２４００　アタッカユニット
２５００　センター役物
２５０５　上流空間部
２５１０　上右周壁部２５１０
２５２０　案内通路群
２５２０ａ　重見部
２５２１　第一案内通路（案内通路）
２５２２　第二案内通路（案内通路）
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